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はじめに

このマニュアルの内容 このマニュアルでは、セッションベースのリレーショナル・データ
ベース同期システムである Mobile Link について説明します。Mobile 
Link テクノロジは、双方向レプリケーションを可能にし、モバイル・

コンピューティング環境に非常に適しています。

対象読者 このマニュアルは、使用している情報システムに同期またはレプリ
ケーションを追加したいと考えている Adaptive Server Anywhere ユー

ザと他のリレーショナル・データベース・システムのユーザを対象と
しています。

始める前に Mobile Link と他の同期／レプリケーション・テクノロジの比較につ

いては、『SQL Anywhere Studio の紹介』 > 「レプリケーション・テク

ノロジの概要」を参照してください。
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SQL Anywhere Studio のマニュアル
SQL Anywhere Studio のマニュアル

このマニュアルは、SQL Anywhere のマニュアル・セットの一部です。

この項では、マニュアル・セットに含まれる各マニュアルと使用法に
ついて説明します。

SQL Anywhere 
Studio のマニュアル

SQL Anywhere Studio のマニュアルは、各マニュアルを 1 つの大きな

ヘルプ・ファイルにまとめたオンライン形式、マニュアル別の PDF 
ファイル、および有料の製本版マニュアルで提供されます。SQL 
Anywhere Studio のマニュアルは、次の分冊マニュアルで構成されて

います。

•    『SQL Anywhere Studio の紹介』   このマニュアルでは、SQL 
Anywhere Studio のデータベース管理と同期テクノロジの概要に

ついて説明します。また、SQL Anywhere Studio を構成する各部

分について説明するチュートリアルも含まれています。

•    『SQL Anywhere Studio 新機能ガイド』   このマニュアルは、

SQL Anywhere Studio のこれまでのリリースのユーザを対象とし

ています。ここでは、製品の今回のリリースと以前のリリース
で導入された新機能をリストし、アップグレード手順を説明し
ています。

•    『Adaptive Server Anywhere データベース管理ガイド』   このマ

ニュアルでは、データベースおよびデータベース・サーバの実
行、管理、設定について説明しています。

•    『Adaptive Server Anywhere SQL ユーザーズ・ガイド』   このマ

ニュアルでは、データベースの設計と作成の方法、データのイ
ンポート・エクスポート・変更の方法、データの検索方法、ス
トアド・プロシージャとトリガの構築方法について説明します。

•    『Adaptive Server Anywhere SQL リファレンス・マニュアル』   
このマニュアルは、Adaptive Server Anywhere で使用する SQL 言
語の完全なリファレンスです。また、Adaptive Server Anywhere 
のシステム・テーブルとシステム・プロシージャについても説
明しています。

•    『Adaptive Server Anywhere プログラミング・ガイド』   このマ

ニュアルでは、C、C++、Java プログラミング言語を使用して

データベース・アプリケーションを構築、配備する方法につい
xii



て説明します。Visual Basic や PowerBuilder などのツールのユー

ザは、それらのツールのプログラミング・インタフェースを使
用できます。また、Adaptive Server Anywhere ADO.NET データ・

プロバイダについても説明します。

•    『Adaptive Server Anywhere SNMP Extension Agent ユーザーズ・

ガイド』   このマニュアルでは、Adaptive Server Anywhere SNMP 
Extension Agent を SNMP 管理アプリケーションとともに使用で

きるように設定して、Adaptive Server Anywhere データベースを

管理できるようにする方法を説明します。

•    『Adaptive Server Anywhere エラー・メッセージ』   このマニュ

アルでは、Adaptive Server Anywhere エラー・メッセージの完全

なリストを、その診断情報とともに説明します。

•    『SQL Anywhere Studio セキュリティ・ガイド』   このマニュア

ルでは、Adaptive Server Anywhere データベースのセキュリティ

機能について説明します。Adaptive Server Anywhere 7.0 は、米国

政府から TCSEC (Trusted Computer System Evaluation Criteria) の 
C2 セキュリティ評価を授与されています。このマニュアルに

は、Adaptive Server Anywhere の現在のバージョンを、C2 基準を

満たした環境と同等の方法で実行することを望んでいるユーザ
にとって役に立つ情報が含まれています。

•    『Mobile Link 管理ガイド』   このマニュアルでは、モバイル・

コンピューティング用の Mobile Link データ同期システムについ

てあらゆる角度から説明します。このシステムによって、
Oracle、Sybase、Microsoft、IBM の単一データベースと、

Adaptive Server Anywhere や Ultra Light の複数データベースの間

でのデータ共有が可能になります。

•    『Mobile Link クライアント』   このマニュアルでは、Adaptive 
Server Anywhere リモート・データベースと Ultra Light リモー

ト・データベースの設定を行い、これらを同期させる方法につ
いて説明します。

•    『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』   このマ

ニュアルでは、Mobile Link のサーバによって開始される同期に

ついて説明します。サーバによって開始される同期とは、統合
データベースから同期の開始を可能にする Mobile Link の機能で

す。
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SQL Anywhere Studio のマニュアル
•    『Mobile Link チュートリアル』   このマニュアルでは、Mobile 
Link アプリケーションの設定と実行の手順を示す各種のチュー

トリアルについて説明します。

•    『QAnywhere ユーザーズ・ガイド』   このマニュアルでは、

Mobile Link QAnywhere について説明します。Mobile Link 
QAnywhere は、従来のデスクトップ・クライアントやラップ

トップ・クライアントだけでなく、モバイル・クライアントや
無線クライアント用のメッセージング・アプリケーションの開
発と展開を可能にするメッセージング・プラットフォームです。

•    『Mobile Link およびリモート・データ・アクセスの ODBC ドラ

イバ』   このマニュアルでは、Mobile Link 同期サーバから、また

は Adaptive Server Anywhere リモート・データ・アクセスによっ

て、Adaptive Server Anywhere 以外の統合データベースにアクセ

スするための ODBC ドライバの設定方法について説明します。

•    『SQL Remote ユーザーズ・ガイド』   このマニュアルでは、モ

バイル・コンピューティング用の SQL Remote データ・レプリ

ケーション・システムについて、あらゆる角度から説明します。
このシステムによって、Adaptive Server Anywhere または 
Adaptive Server Enterprise の単一データベースと Adaptive Server 
Anywhere の複数データベースの間で、電子メールやファイル転

送などの間接的リンクを使用したデータ共有が可能になります。

•    『SQL Anywhere Studio ヘルプ』   このマニュアルには、Sybase 
Central や Interactive SQL、その他のグラフィカル・ツールに関

するコンテキスト別のヘルプが含まれています。これは、製本
版マニュアル・セットには含まれていません。

•    『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』   このマニュ

アルは、Ultra Light 開発者を対象としています。ここでは、Ultra 
Light データベース・システムの概要について説明します。ま

た、すべての Ultra Light プログラミング・インタフェースに共

通する情報を提供します。

•    Ultra Light のインタフェースに関するマニュアル   各 Ultra Light 
プログラミング・インタフェースには、それぞれに対応するマ
ニュアルを用意しています。これらのインタフェースは、RAD (
xiv



ラピッド・アプリケーション開発 ) 用の Ultra Light コンポーネン

トとして提供されているものと、C、C++、Java 開発用の静的イ

ンタフェースとして提供されているものがあります。

このマニュアル・セットの他に、PowerDesigner と InfoMaker には、独

自のオンライン・マニュアル ( 英語版 ) がそれぞれ用意されています。

マニュアルの形式 SQL Anywhere Studio のマニュアルは、次の形式で提供されています。

•    オンライン・マニュアル   オンライン・マニュアルには、

SQL Anywhere Studio の完全なマニュアルがあり、

SQL Anywhere ツールに関する印刷マニュアルとコンテキスト

別のヘルプの両方が含まれています。オンライン・マニュアル
は、製品のメンテナンス・リリースごとに更新されます。これ
は、最新の情報を含む最も完全なマニュアルです。

Windows オペレーティング・システムでオンライン・マニュア

ルにアクセスするには、[ スタート ] － [ プログラム ] － [SQL 
Anywhere 9] － [ オンライン・マニュアル ] を選択します。オンラ

イン・マニュアルをナビゲートするには、左ウィンドウ枠で 
HTML ヘルプの目次、索引、検索機能を使用し、右ウィンドウ

枠でリンク情報とメニューを使用します。

UNIX オペレーティング・システムでオンライン・マニュアルに

アクセスするには、SQL Anywhere のインストール・ディレクト

リに保存されている HTML マニュアルを参照してください。

•    PDF 版マニュアル   SQL Anywhere の各マニュアルは、Adobe 
Acrobat Reader で表示できる PDF ファイルで提供されています。

PDF 版マニュアルは、オンライン・マニュアルまたは Windows 
の [ スタート ] メニューから利用できます。

•    製本版マニュアル   製本版マニュアルをご希望の方は、ご購入い

ただいた販売代理店または弊社営業担当までご連絡ください。
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表記の規則
表記の規則

この項では、このマニュアルで使用されている書体およびグラフィッ
ク表現の規則について説明します。

SQL 構文の表記規

則

SQL 構文の表記には、次の規則が適用されます。

•    キーワード   SQL キーワードはすべて次の例に示す ALTER 
TABLE のように大文字で表記します。

ALTER TABLE [ owner.]table-name

•    プレースホルダ   適切な識別子または式で置き換えられる項目

は、次の例に示す owner や table-name のように表記します。

ALTER TABLE [ owner.]table-name

•    繰り返し項目   繰り返し項目のリストは、次の例に示す column-
constraint のように、リストの要素の後ろに省略記号 ( ピリオド 
3 つ …) を付けて表します。

ADD column-definition [ column-constraint, … ]

複数の要素を指定できます。複数の要素を指定する場合は、各
要素間をカンマで区切る必要があります。

•    オプション部分   文のオプション部分は角カッコで囲みます。

RELEASE SAVEPOINT [ savepoint-name ]

この例では、角カッコで囲まれた savepoint-name がオプション

部分です。角カッコは入力しないでください。

•    オプション   項目リストから 1 つだけ選択するか、何も選択しな

くてもよい場合は、項目間を縦線で区切り、リスト全体を角
カッコで囲みます。

[ ASC | DESC ]

この例では、ASC と DESC のどちらか 1 つを選択しても、どち

らも選択しなくてもかまいません。角カッコは入力しないでく
ださい。
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•    選択肢   オプションの中の 1 つを必ず選択しなければならない場

合は、選択肢を中カッコで囲み、縦棒で区切ります。

[ QUOTES { ON | OFF } ]

QUOTES オプションを使用する場合は、ON または OFF のどち

らかを選択する必要があります。角カッコと中カッコは入力し
ないでください。

グラフィック・アイ
コン

このマニュアルでは、次のアイコンを使用します。

•    クライアント・アプリケーション

•    Sybase Adaptive Server Anywhere などのデータベース・サーバ

•    データベース。高度な図では、データベースとデータベースを

管理するデータ・サーバの両方をこのアイコンで表します。
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表記の規則
•    レプリケーションまたは同期のミドルウェア。ソフトウェアの

これらの部分は、データベース間のデータ共有を支援します。
たとえば、Mobile Link 同期サーバ、SQL Remote Message Agent 
などがあげられます。

•    プログラミング・インタフェース

API
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CustDB サンプル・データベース

Mobile Link と Ultra Light のマニュアルでは、多くの例で Ultra Light の
サンプル・データベースが使用されています。

Ultra Light サンプル・データベースのリファレンス・データベース

は、custdb.db という名前のファイルに保存され、SQL Anywhere ディ

レクトリのサブディレクトリ Samples¥UltraLite¥CustDB に置かれてい

ます。全面的にこのデータベースを使用して構築したアプリケーショ
ンも提供されています。

サンプル・データベースは、あるハードウェア販売会社の販売管理
データベースです。データベースには、この販売会社の顧客、製品、
営業戦力に関する情報が入っています。

次の図は、CustDB データベース内のテーブルと、各テーブル間の関

係を示しています。

ULOrderIDPool

pool_order_id integer
pool_emp_id integer
last_modified timestamp

ULCustomer

cust_id          integer
cust_name        varchar(30)
last_modified       timestamp

ULProduct

prod_id          integer
price          integer
prod_name       varchar(30)

ULOrder

order_id              integer
cust_id              integer
prod_id              integer
emp_id              integer
disc              integer
quant              integer
notes              varchar(50)
status              varchar(20)
last_modified        timestamp

ULEmployee

emp_id            integer
emp_name         varchar(30)
last_download    timestamp

ULEmpCust

emp_id           integer
cust_id           integer
action            char(1)
last_modified      timestamp

ULCustomerIDPool

pool_cust_id            integer
pool_emp_id integer
last_modified timestamp

ULIdentifyEmployee

emp_id integercust_id = cust_id

emp_id = emp_id

emp_id = emp_id

emp_id = pool_emp_id

prod_id = prod_id

cust_id = cust_id

emp_id = pool_emp_id
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詳細情報の検索／フィードバックの提供
詳細情報の検索／フィードバックの提供

詳細情報の検索 詳しい情報やリソース ( コード交換など ) については、iAnywhere 
Developer Network (http://www.ianywhere.com/developer/) を参照してく

ださい。

ご質問がある場合や支援が必要な場合は、次に示す iAnywhere 
Solutions ニュースグループのいずれかにメッセージをお寄せくださ

い。

ニュースグループにメッセージをお送りいただく際には、ご使用の 
SQL Anywhere Studio バージョンのビルド番号を明記し、現在発生し

ている問題について詳しくお知らせくださいますようお願いいたしま
す。バージョン情報は、コマンド・プロンプトで dbeng9 -v と入力し

て確認できます。

ニュースグループは、ニュース・サーバ forums.sybase.com にありま

す ( ニュースグループにおけるサービスは英語でのみの提供となりま

す )。以下のニュースグループがあります。

•    sybase.public.sqlanywhere.general

•    sybase.public.sqlanywhere.linux

•    sybase.public.sqlanywhere.mobilink

•    sybase.public.sqlanywhere.product_futures_discussion

•    sybase.public.sqlanywhere.replication

•    sybase.public.sqlanywhere.ultralite

•    ianywhere.public.sqlanywhere.qanywhere

ニュースグループに関するお断り
iAnywhere Solutions は、ニュースグループ上に解決策、情報、または

意見を提供する義務を負うものではありません。また、システム・オ
ペレータ以外のスタッフにこのサービスを監視させて、操作状況や可
用性を保証する義務もありません。
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iAnywhere Solutions のテクニカル・アドバイザとその他のスタッフ

は、時間のある場合にかぎりニュースグループでの支援を行います。
こうした支援は基本的にボランティアで行われるため、解決策や情報
を定期的に提供できるとはかぎりません。支援できるかどうかは、ス
タッフの仕事量に左右されます。

フィードバック このマニュアルに関するご意見、ご提案、フィードバックをお寄せく
ださい。

マニュアルに関するご意見、ご提案は、SQL Anywhere ドキュメン

テーション・チームの iasdoc@ianywhere.com 宛てに電子メールでお寄

せください。このアドレスに送信された電子メールに返信はいたしま
せんが、お寄せいただいたご意見、ご提案は必ず読ませていただきま
す。

マニュアルまたはソフトウェアについてのフィードバックは、上記の
ニュースグループを通してお寄せいただいてもかまいません。
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詳細情報の検索／フィードバックの提供
xxii



第 １ 部 Mobile Link テクノロジの使用

第 1 部では、Mobile Link 同期テクノロジの概要と、

Mobile Link 同期テクノロジを使用して 2 つ以上のデータ

ベース間でデータをレプリケートする方法について説明
します。
1
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第 1章 

Mobile Link 同期について

この章の内容 この章では、Mobile Link 同期テクノロジについて説明します。ここ

では、Mobile Link の目的と特性を説明します。

Mobile Link クライアントについては、『Mobile Link クライアント』 > 
「Mobile Link クライアントの紹介」を参照してください。

Mobile Link テクノロジの詳細については、「同期の基本」 9 ページを

参照してください。
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Mobile Link 同期処理
Mobile Link 同期処理

Mobile Link はセッションベースの同期システムです。したがって、

統合データベースと呼ばれるメイン・データベースと多数のリモー
ト・データベース間で双方向の同期を行うことができます。統合デー
タベース (ODBC 準拠の任意のデータベース ) には、すべてのデータ

のマスタ・コピーが保持されます。リモート・データベースには、
Adaptive Server Anywhere データベースまたは Ultra Light データベース

のどちらかを使用できます。

通常は、Mobile Link リモート・サイトで Mobile Link 同期サーバへの

接続を開くと、同期が開始されます。同期中に、リモート・サイト側
の Mobile Link クライアントは、前回の同期後にリモート・データ

ベースに対して行われたデータベースの変更をアップロードします。
Mobile Link 同期サーバは、このデータを受信すると、統合データ

ベースを更新し、統合データベースの変更内容をリモート・データ
ベースにダウンロードします。

Mobile Link の機能

Mobile Link 同期には高い適応性と柔軟性があります。以下に、主な

機能の一部を示します。

•    データ調整    Mobile Link によって、データの特定部分を同期対

象として選択できます。また、Mobile Link 同期では、異なる

データベースで行われた変更内容の競合を解決できます。同期
処理は、SQL、Java または .NET アプリケーションとして作成で

きる同期論理によって制御されます。この論理の各部は、「スク
リプト」と呼ばれます。スクリプトを使用すると、たとえば、
アップロードされたデータを統合データベースに適用する方法
の指定やダウンロード内容を取得するデータベースの指定を
行ったり、統合データベースとリモート・データベースとで異
なるスキーマや名前を処理したりできます。

•    自動化    Mobile Link には、多数の自動化機能があります。

Mobile Link 同期サーバには、スナップショット同期に適したス

クリプトや、サンプル同期スクリプトを生成するように指示で
4



     第 1 章   Mobile Link 同期について
きます。また、認証するユーザも自動的に追加できます。サー
バが開始した同期では、データの更新をリモート・データベー
スに送信できます。

•    モニタとレポート   Mobile Link には、同期をモニタする 2 つの

メカニズムが用意されています。1 つは Mobile Link モニタで、

もう 1 つは統計スクリプトです。スクリプト、スキーマの内容、

ローカウント値、スクリプト名、変換されたスクリプトの内容、
ローの値をモニタできます。

•    パフォーマンス・チューニング   Mobile Link のパフォーマンス

をチューニングするためのメカニズムが多数用意されています。
たとえば、競合レベル、アップロードのキャッシュ・サイズ、
データベース接続数、ワーカ・スレッド数、ロギングの冗長性、
または BLOB のキャッシュ・サイズを調整できます。

•    双方向の同期   すべてのロケーションでデータベースを変更でき

ます。

•    アップロード専用の同期またはダウンロード専用の同期   アップ

ロード専用の同期またはダウンロード専用の同期を選択できま
す。

•    ファイルベースのダウンロード   ダウンロード内容はファイルと

して配布することが可能であり、同期の変更をオフラインで配
布できます。このため、一度ファイルを作成すれば、広く配布
することが可能です。

•    サーバが開始した同期   Mobile Link 同期は、統合データベース

から開始できます。これは、データの更新をリモート・データ
ベースに送信できるほか、リモート・データベースが統合デー
タベースにデータをアップロードできることを意味しています。

•    通信ストリームの選択   TCP/IP、HTTP、または HTTPS を使用し

て同期を実行できます。Palm デバイスは HotSync を使用して同

期できます。Windows CE デバイスは、ActiveSync を使用して同

期できます。

•    リモートでの開始   リモート・データベースと統合データベース

間の同期を、リモート・データベース側から開始できます。
5



Mobile Link 同期処理
•    セッションベース   すべての変更内容は、単一のトランザクショ

ンでアップロードし、単一のトランザクションでダウンロード
できます。同期が成功するたびに、統合データベースとリモー
ト・データベースが一貫した状態になります。

•    トランザクション単位の整合性   トランザクション全体が同期さ

れるか、トランザクション全体がまったく同期されないかのど
ちらかになります。これにより、各データベースでトランザク
ション単位の整合性が確保されます。

•    データの一貫性   Mobile Link は、緩やかな一貫性方式を使用し

ています。つまり、変更内容はすべて一貫性が保たれるように
各サイトで同期されますが、時間的にはわずかなズレがあるた
め、ある瞬間だけを見ると、各サイトに存在するデータのコ
ピーが異なる場合もあります。

•    多様なハードウェアとソフトウェアのプラットフォーム   広く使

用されている Adaptive Server Anywhere、Adaptive Server 
Enterprise、Oracle、Microsoft SQL Server、または IBM DB2 など

の多様なデータベース管理システムを、Mobile Link 統合データ

ベースとして使用できます。リモート・データベースは、
Adaptive Server Anywhere データベースでも Ultra Light データ

ベースでもかまいません。Mobile Link 同期サーバは、Windows 
または UNIX プラットフォーム上で動作します。Adaptive Server 
Anywhere は、Windows、Windows CE、または UNIX マシン上で

動作します。Ultra Light は、Palm、Windows CE、または Java 
ベースのデバイス上で動作します。

•    柔軟性   Mobile Link 同期サーバは、SQL、Java または .NET スク

リプトを使用して、データのアップロードとダウンロードを制
御します。スクリプトは、各同期中にイベント・モデルに従っ
て実行されます。イベントベースのスクリプト機能により、競
合解決、エラー・レポート、ユーザ認証などの機能を含め、同
期処理の設計がきわめて柔軟になります。

•    スケーラビリティとパフォーマンス   Mobile Link 同期はスケー

ラビリティに優れています。単一のサーバが数千の同期を同時
に処理したり、負荷分散を使用して複数の Mobile Link サーバを

同時に稼働したりできます。Mobile Link 同期サーバはマルチス
6
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レッド化されており、統合データベースで接続プールを使用し
ます。Mobile Link には、広範囲のモニタ機能とレポート機能が

用意されています。

•    起動が簡単   シンプルな Mobile Link インストール環境をすばや

く構成できます。より複雑な微調整は、運用作業全体で段階を
追って実行できます。
7



Mobile Link 同期処理
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第 2章 

同期の基本

この章の内容 この章では、Mobile Link テクノロジの基本コンポーネントと、同期

システムの設定方法について説明します。
9



同期システムの要素
同期システムの要素

次の図は、同期システムの主な要素を示しています。

•    統合データベース    このデータベースには、同期システムのす

べての情報の中核となるコピーが収められています。

詳細については、「統合データベース」 12 ページを参照してくだ

さい。

•    統合データベース・サーバ   統合データベースを管理するサーバ

または DBMS です。統合データベース・サーバには、Adaptive 
Server Anywhere または Adaptive Server Enterprise などの Sybase 
製品か、サポートされている他社製造のシステムが使用されま
す。

詳細については、「Mobile Link 統合データベース」 39 ページを参

照してください。

•    ODBC 接続   Mobile Link 同期サーバと統合データベース間のす

べてのやりとりは ODBC 接続を介して行われます。同期サーバ

は ODBC によって各種の統合データベース・システムを利用で

きます。

Mobile Link

Adaptive Server Anywhere

 Ultra Light  Mobile

Link 

ODBC
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詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「iAnywhere 
Solutions ODBC ドライバ」を参照してください。

•    Mobile Link 同期サーバ   同期処理を管理し、すべての Mobile 
Link クライアントと統合データベース・サーバ間のインタ

フェースを提供します。

詳細については、「Mobile Link 同期サーバ」 13 ページを参照して

ください。

•    ネットワーク   Mobile Link 同期サーバ (dbmlsrv9) と Mobile Link 
クライアント (dbmlsync または Ultra Light) 間の接続では複数の

プロトコルが使用できます。

dbmlsync への接続の詳細については、『Mobile Link クライアン

ト』 > 「-x オプション」を参照してください。Ultra Light への接

続の詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「Ultra Light 
同期クライアントのネットワーク・プロトコルのオプション」
を参照してください。

•    Mobile Link クライアント   クライアントは、Palm Pilot や 
PocketPC などのハンドヘルド・デバイス、サーバまたはデスク

トップ・コンピュータ、または携帯電話や自動販売機などの組
み込みデバイスにインストールできます。Ultra Light と Adaptive 
Server Anywhere データベースという 2 種類のクライアントがあ

ります。単一の Mobile Link インストール環境では、これらのう

ちのどちらか 1 つまたは両方を使用できます。

詳細については、「Mobile Link クライアント」 17 ページを参照し

てください。
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統合データベース
統合データベース

アプリケーションは、中央の統合データベースと同期します。この
データベースは同期システム内にある情報のマスタ・レポジトリで
す。

統合データベースとリモート・データベース間の関係を構築するに
は、多くの方法があります。そのうちの 2 つの例を次に示します。

リモート・データベースのスキーマを統合データベースのスキーマの
サブセットにすることができます。たとえば、emp というテーブルは

さまざまなリモート・サイトで繰り返し使用され、統合データベース
は expense というテーブルにある emp.salary からのカラム・データを

使用します。この場合、統合データベースとリモート・データベース
のスキーマは、データを共有していても異なります。

また、統合データベースのスキーマとリモート・データベースのス
キーマを構造上、並列にすることもできます。この場合、統合データ
ベースのスキーマはリモート・データベースの参照になります。統合
データベース内では、ユーザが各リモート・テーブルに対応するテー
ブルをすでに持っている場合があります。この場合、統合データベー
スとリモート・データベースのスキーマは事実上同じであり、リモー
ト・データベースのデータは統合データベースのデータのサブセット
にすぎません。

リモート・データベースの各テーブルに対して「同期スクリプト」を
記述して、これらのスクリプトを統合データベースで保存してくださ
い。リモート・データベースと統合データベース間でデータを移動さ
せるときには、統合データベースの中央のロケーションにあるこれら
のスクリプトから同期サーバに指示が出ます。特定のリモート・テー
ブルの 1 つのスクリプトは、同期サーバに対して、統合データベース

のリモート・テーブルからアップロードされたデータの格納場所を通
知します。別のスクリプトは、同期サーバに対して、同じリモート・
テーブルにどのデータをダウンロードするかを通知します。

統合データベースの詳細については、「Mobile Link 統合データベー

ス」 39 ページを参照してください。
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     第 2 章   同期の基本
Mobile Link 同期サーバ

すべての Mobile Link クライアントは、Mobile Link 同期サーバを介し

て同期します。データベース・サーバには、直接接続できません。
Mobile Link 同期サーバを起動してから、Mobile Link クライアントに

同期を要求します。

Mobile Link 同期サーバの実行

Mobile Link 同期サーバは、統合データベース・サーバとの接続を 
ODBC を介して開きます。その後、リモート・アプリケーションから

の接続を受け入れ、同期処理を制御します。

❖ Mobile Link 同期サーバを起動するには、次の手順に従いま

す。

• dbmlsrv9 を実行します。-c オプションを使用して統合データ

ベースの ODBC 接続パラメータを指定します。

接続パラメータの詳細については、「-c オプション」 245 ページを参照

してください。

接続パラメータの指定は必須です。他のオプションは、必要に応じて
使用します。これらのオプションを使用すると、サーバの動作方法を
指定できます。たとえば、ワーカ・スレッドの最大数、キャッシュ・
サイズ、ログ・オプションを指定することが可能です。

dbmlsrv9 オプションの詳細については、「Mobile Link 同期サーバのオ

プション」 235 ページを参照してください。

注意：dbmlsrv9 のオプションを指定すると、Mobile Link 同期サーバ

の動作方法を指定できます。サーバの動作を制御するには、同期イベ
ントで呼び出されるスクリプトを定義します。

詳細については、「Mobile Link イベント」 20 ページを参照してくださ

い。
13
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例 次のコマンドは、Mobile Link 同期サーバを起動し、ODBC データ・

ソース UltraLite 9.0 Sample を統合データベースとして特定します。コ

マンド全体を 1 行に入力してください。

dbmlsrv9
   -c "dsn=UltraLite 9.0 Sample;uid=DBA;pwd=SQL"
   -zs MyServer
   -o mlsrv.log
   -vcr
   -x tcpip

この例では、-zs オプションでサーバ名を指定しています。-o オプ

ションは、ログ・ファイル名を mlsrv.log と指定します。-vcr オプショ

ンが指定されているので、mlsrv.log の内容は冗長です。-x オプション

で、Mobile Link クライアントが TCP/IP を介する接続を許可されるよ

うに指定しています。

Mobile Link 同期サーバを Windows サービスまたは UNIX デーモンと

して起動することもできます。詳細については、「現在のセッション
以外での Mobile Link の実行」 195 ページを参照してください。

Mobile Link 同期サーバの停止

Mobile Link 同期サーバは、サーバを起動したコンピュータから停止

できます。次の方法で、Mobile Link サーバを停止できます。

•    Mobile Link サーバのウィンドウで [ シャットダウン ] をクリック

する

•    システム・トレイのコンテキスト・メニューで [ 終了 ] をクリッ

クする

•    dbmlstop ユーティリティを使用する

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link 停止

ユーティリティ」を参照してください。
14
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Mobile Link 同期サーバの動作のロギング

サーバの動作をロギングすると、開発プロセスとトラブルシューティ
ングのときに特に役立ちます。パフォーマンスが低下するため、運用
環境の通常の操作には冗長出力を使用しないでください。

ファイルへのロギン
グ結果の出力

ロギング結果は、[Mobile Link 同期サーバ ] ウィンドウに送信されま

す。また、-o オプションを使用して結果をログ・ファイルにも送信で

きます。次のコマンドでは、結果を mlsrv.log という名前のログ・ファ

イルに送ります。

dbmlsrv9 -o mlsrv.log -c ...

詳細については、「-o オプション」 254 ページを参照してください。

ログ・ファイルのサ
イズの制御

ログファイルのサイズを制御したり、ファイルが最大サイズに達した
ときの処理を指定したりできます。

•    -on オプションを付けてサイズを指定すると、そのサイズに達し

たときに拡張子 .old を付けてログ・ファイルの名前が変更され、

元の名前の新しいファイルが使用されます。

•    -os オプションを付けてサイズを指定すると、そのサイズに達し

たときに、日付と連番に基づいた新しい名前の新しいログ・
ファイルが使用されます。

•    -ot オプションでは、メッセージが送信される前に、ログ・ファ

イルの内容が削除されます。

詳細については、次の項目を参照してください。

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-on オプション」

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-os オプション」

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-ot オプション」

ロギング結果の出力
容量の制御

ロギングされる結果の出力容量を制御するには、-v オプションを使用

します。

詳細については、「-v オプション」 265 ページを参照してください。
15



Mobile Link 同期サーバ
レポートされるエ
ラーの制御

レポートされる警告メッセージを制御することもできます。

詳細については、次の項目を参照してください。

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-zw オプション」

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-zwd オプション」

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-zwe オプション」
16



     第 2 章   同期の基本
Mobile Link クライアント

各リモート・データベースとそのアプリケーションを、「Mobile Link 
クライアント」といいます。次の 2 種類の Mobile Link クライアント

がサポートされています。

•    Adaptive Server Anywhere

•    Ultra Light

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「Mobile Link クライ

アントの紹介」を参照してください。
17
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同期処理

「同期」とは、Mobile Link クライアントと同期サーバの間で行われる

双方向のデータ交換処理です。この処理の最中、クライアントは同期
サーバへの接続を確立して維持します。同期に成功した場合、セッ
ションによってリモート・データベースと統合データベースは互いに
一貫した状態に保たれます。

同期処理は通常クライアントが開始します。この処理は、Mobile Link 
同期サーバとの接続を確立することから始まります。

アップロード・スト
リームとダウンロー
ド・ストリーム

ローをアップロードするために、Mobile Link クライアントが「アッ

プロード・ストリーム」を準備し送信します。このアップロード・ス
トリームは、Mobile Link クライアント上で前回の同期以後に更新、

挿入、または削除されたローすべてのリストを含みます。同様に、
ローをダウンロードするために、挿入、更新、削除のリストを含む
「ダウンロード・ストリーム」を Mobile Link 同期サーバが準備し送信

します。

1. アップロード・ストリーム    Mobile Link クライアントは、前回成

功した同期以後にリモート・データベースで挿入、更新、また
は削除されたローを自動的に追跡します。接続が確立すると、
Mobile Link クライアントはこれらのすべての変更を記載したリ

ストを同期サーバにアップロードします。

アップロード・ストリームは、リモート・データベースで変更さ
れた各ローに対する新旧のロー値のセットで構成されます。ロー
が更新されたり削除されたりしていれば、前回成功した同期直後
に存在していた値が古い値になります。ローが挿入または更新さ
れていれば、現在のローの値が新しい値です。現在の状態に至る
までローが数回変更されていても、その中間値は送信されませ
ん。

Mobile Link 同期サーバは、アップロード・ストリームを受信して

統合データベースに変更を適用します。通常は、1 回のトランザ

クションですべての変更が適用されます。処理が完了すると、
Mobile Link 同期サーバはトランザクションをコミットします。
18
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注意

Mobile Link は、統合データベースのデフォルトの独立性レベル

として ODBC 独立性レベル SQL_TXN_READ_COMMITTED を
使用して動作します。これは、競合を検出するには、読み出し
を繰り返し可能にする必要があるためです。競合の検出スクリ
プトがない場合、または独立性を必要に応じたレベルに設定す
る場合は、begin_connection スクリプトにレベルを設定します。

2. ダウンロード・ストリーム   Mobile Link 同期サーバは、ユーザが

作成した同期論理を使用して、Mobile Link クライアント側で挿

入、更新、または削除されるローのリストを収集します。これ
らのローを Mobile Link クライアントにダウンロードします。こ

のリストを収集するために、Mobile Link 同期サーバは統合デー

タベースで新しいトランザクションを開きます。

Mobile Link クライアントは、ダウンロード・ストリームを受信し

ます。Mobile Link クライアントは、ダウンロード・ストリームの

着信を、アップロードしたすべての変更内容が統合データベース
で正常に適用されたことの確認と見なします。確認後、Mobile 
Link クライアントはこれらの変更内容が統合データベースに再送

されないようにします。

次に、Mobile Link クライアントは、ダウンロード・ストリームを

自動的に処理して、古いローの削除、新しいローの挿入、変更さ
れたローの更新を行います。これらの変更はすべて、リモート・
データベース内の 1 つのトランザクションで適用されます。終了

すると、トランザクションをコミットします。

3. ダウンロード確認のオプション    Mobile Link クライアントは、必

要に応じて Mobile Link 同期サーバに短い確認メッセージを送信

します。

Mobile Link 同期サーバは確認メッセージを受信します。このメッ

セージによって、ダウンロードされたすべての変更をクライアン
トが受信して処理したことが同期サーバに伝えられます。これに
応答して、手順 2 で開始されたダウンロード・トランザクション

がコミットされます。
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同期処理
SendDownloadAck 拡張オプションの詳細については、『Mobile 
Link クライアント』 > 「SendDownloadACK (sa) 拡張オプション」

および 『Mobile Link クライアント』 > 「Send Download 
Acknowledgement 同期パラメータ」を参照してください。

Mobile Link 同期中に情報が明確に交換されることはほとんどありま

せん。クライアントは完全なアップロード・ストリームを構築して
アップロードします。これに応答して、同期サーバは完全なダウン
ロード・ストリームを構築してダウンロードします。電話回線または
公共無線ネットワークを使用しているために通信が低速で遅延時間が
長い場合は、プロトコルのチャティネスの制限が特に重要になりま
す。

Mobile Link イベント

Mobile Link クライアントが同期を開始すると、複数の同期イベント

が発生します。イベントが発生すると、Mobile Link はその同期イベ

ントに適したスクリプトを探します。このスクリプトには、実行する
作業の概要を示す指示が含まれています。基本的な順序は次のとおり
です。

イベントの発生 → スクリプトの呼び出し ( 存在する場合 )

同期イベントおよびスクリプトの詳細については、次の項目を参照し
てください。

•    「同期イベント」 401 ページ

•    「同期スクリプトの作成」 285 ページ

Mobile Link スクリプト

イベントが発生すると、関連するスクリプトを作成していれば、
Mobile Link 同期サーバがそのスクリプトを実行します。スクリプト

が存在しなければ、次の順位のイベントが発生します。

テーブルに対する一般的な同期スクリプトを以下に示します。
20



     第 2 章   同期の基本
最初のイベント upload_insert は、emp_id と emp_name を emp テーブル

に挿入する upload_insert スクリプトの実行をトリガします。これと同

じように、upload_delete と upload_update テーブルは、同じ emp テー

ブルでの削除と更新アクションに対して同様の機能を実行します。

ダウンロード・スクリプトはカーソルを使用します。次に、
download_cursor スクリプトの例を示します。

SELECT emp_id, emp_name
    FROM emp
    WHERE emp_name = ?

download_cursor は、指定された emp_name のデータを emp テーブル

から取得します。

スクリプト内に COMMIT 文または ROLLBACK 文があると、同期手

順のトランザクションの性質が変化してしまいます。これらの文を使
用すると、障害が発生した場合にデータの整合性を保証できません。

イベント スクリプト

upload_insert INSERT INTO
 emp (emp_id,emp_name)
 VALUES (?,?)

upload_delete DELETE FROM emp
 WHERE emp_id=?

upload_update UPDATE emp
 SET emp_name=?
 WHERE emp_id=?

upload_old_row_insert INSERT INTO old_emp
 (emp_id,emp_name)
 VALUES (?,?)

upload_new_row_insert INSERT INTO new_emp
 (emp_id,emp_name)
 VALUES (?,?)

upload_fetch SELECT id, name, size, quantity, 
unit_price
 FROM Product WHERE id=?
21
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同期スクリプト、または同期スクリプトから呼び出されるプロシー
ジャやトリガで、暗黙的または明示的なコミットまたはロールバック
を実行しないでください。

SQL、Java、または 
.NET でスクリプト

を作成可能

統合データベースのネイティブ SQL ダイアレクトを使用するか、Java 
または .NET の同期論理を使用して、スクリプトを記述できます。

Java と .NET 同期論理を使用すると、Mobile Link 同期サーバによって

呼び出されるコードを記述して、データベースへの接続、変数の操
作、Mobile Link やサポートされているリレーショナル・データベー

スで機能するユーザ定義のプロシージャの作成が可能です。同期の要
件に適したルーチンを持つ Mobile Link Java API と Mobile Link .NET 
API があります。

同期論理のプログラミングの詳細については、「同期論理の作成オプ
ション」 31 ページを参照してください。

Oracle、MS SQL Server、IBM DB2、または Adaptive Server Enterprise 
のデータベースのスクリプト記述など、DBMS 依存のスクリプト記述

については、「DBMS 依存の同期スクリプト」 43 ページを参照してく

ださい。

スクリプトの格納 SQL スクリプトは統合データベースのシステム・テーブルに格納され

ます。Java と .NET の場合は、他のロケーションへのポインタが統合

データベースに格納されます。統合データベースにスクリプトを追加
する方法は 2 つあります。

•    統合データベースの作成時に Mobile Link システム・テーブルと

ともにインストールされるストアド・プロシージャを使用する。

•    Sybase Central を使用する。

詳細については、「統合データベースでのスクリプトの追加と削除」 
301 ページを参照してください。

ストアド・プロシージャ

Mobile Link ストアド・プロシージャは、プログラム上の競合解決、

スクリプトの追加、ユーザ認証、その他のカスタマイズ・プロシー
ジャに使用されます。
22
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カスタマイズのために Mobile Link ストアド・プロシージャを使用す

る方法については、「ストアド・プロシージャ」 593 ページを参照して

ください。

通常、定義済みの手続き型言語を備えていないデータベースでは、手
続き型の制御を取得するために別の手段が使用されます。たとえば、
IBM の DB2 などのユーザ定義プロシージャが許可されていないデー

タベースでは、Java プロシージャが使用され、Mobile Link ストアド・

プロシージャとして機能します。

Java または .NET 同期論理を使用してスクリプトを記述する方法の詳

細については、「Java による同期スクリプトの作成」 321 ページおよび

「.NET での同期スクリプトの作成」 353 ページを参照してください。

Adaptive Server Anywhere クライアントの場合は、「クライアント・イ

ベント・フック・プロシージャ」というストアド・プロシージャを使
用できます。このプロシージャは、リモート・データベースに格納さ
れています。Mobile Link 同期処理に独自の論理を挿入する場合、各

種のイベント・フック・プロシージャを使用できます。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「dbmlsync クライア

ント・イベント・フック」を参照してください。

同期処理のトランザクション

Mobile Link 同期サーバは、各 Mobile Link クライアントからアップ

ロードされた変更を 1 回のトランザクションで統合データベースに組

み込みます。Mobile Link 同期サーバは、新しいローの挿入、古い

ローの削除、更新の実行、競合の解決が完了した後で、これらの変更
をコミットします。

Mobile Link 同期サーバは、別のトランザクションを使用して、ダウ

ンロード・ストリームを準備します。このダウンロード・ストリーム
には、すべての削除、挿入、更新処理が含まれます。
SendDownloadAck の設定に応じて、Mobile Link 同期サーバは、

Mobile Link クライアントから肯定の確認を受け取るまでこのトラン

ザクションをコミットしません。クライアントがダウンロードの成功
を確認すると、Mobile Link 同期サーバがダウンロード・トランザク
23
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ションをコミットします。アプリケーションで問題が発生したり返信
できなかったりする場合は、Mobile Link 同期サーバが代わりにダウ

ンロード・トランザクションをロールバックします。

スクリプト内ではトランザクションをコミットしたりロールバックし
たりしないでください
スクリプト内に COMMIT 文または ROLLBACK 文があると、同期手

順のトランザクションの性質が変化してしまいます。これらの文を使
用すると、障害が発生した場合にデータの整合性を保証できません。
同期スクリプト、または同期スクリプトから呼び出されるプロシー
ジャやトリガで、暗黙的または明示的なコミットまたはロールバック
を実行しないでください。

ダウンロードした情
報の追跡

ダウンロード・トランザクションの主な役割は、統合データベースの
ローを選択することです。ダウンロード情報のリモートへの送信に失
敗しても、リモートが同じタイムスタンプを何度もアップロードする
ため、データが失われることはありません。

Mobile Link 同期サーバは、他にトランザクションを 2 つ使用します。

1 つは同期の開始時に、もう 1 つは同期の終了時に使用します。これ

らのトランザクションは、各同期とその処理時間に関する情報を記録
します。したがって、試行された同期、成功した同期、同期にかかっ
た時間についての統計を記録できます。データは処理のさまざまな時
点でコミットされるので、これらのトランザクションによって、デー
タを失敗した同期の分析に役立てられるようにコミットできます。

同様に、Mobile Link クライアントはダウンロード・ストリームの情

報を 1 つのトランザクション内で処理します。ローを挿入、更新、削

除して、リモート・データベースを統合データベースの最新の状態に
します。

同期の障害処理の方法

Mobile Link は、フォールト・トレラントになっています。たとえば、

同期中に通信リンクに障害が起きた場合は、リモート・データベース
と統合データベースの両方が同じ状態のままになります。
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クライアントでは、障害はリターン・コードで示されます。たとえ
ば、Embedded SQL Ultra Light アプリケーションでは、ULSynchronize 
が戻ったときに SQLCode が SQLE_COMMUNICATION_ERROR に設

定されます。

ただし、以下の 3 つのケースでは処理が異なります。

•    アップロード中の障害   アップロード・ストリームの構築中や適

用中に障害が起きた場合は、リモート・データベースは同期の
起動時とまったく同じ状態のままになります。サーバでは、適
用されたアップロード・ストリームのすべての部分がロール
バックされます。

•    アップロードとダウンロード間の障害    アップロード・スト

リームの完了後、Mobile Link クライアントがダウンロード・ス

トリームを受信する前に障害が発生した場合、クライアントは
アップロードした変更が統合データベースに適切に適用された
かどうかを確認できません。アップロード・ストリームが完全
に適用されコミットされているか、サーバがアップロード・ス
トリーム全体を適用する前に障害が起きています。Mobile Link 
同期サーバは、統合データベースにある不完全なトランザク
ションを自動的にロールバックします。

アップロードされたすべての変更を再送する必要が生じた場合
に備え、Mobile Link クライアントはそれらの記録を維持します。

Mobile Link クライアントは、次に同期したときに前回のアップ

ロード・ストリームの状態を要求してから、新しいアップロー
ド・ストリームを構築します。前回のアップロードがコミット
されていない場合は、新しいアップロード・ストリームに前回
のアップロード・ストリームからの変更をすべて含めます。

•    ダウンロード中の障害   ダウンロード・ストリームの適用中にリ

モート・デバイスで障害が起きた場合は、適用されたダウン
ロードはすべての部分がロールバックされ、リモート・データ
ベースはダウンロード前と同じ状態のままになります。Mobile 
Link 同期サーバは、統合データベースのダウンロード・トラン

ザクションを自動的にロールバックします。

どのような障害が発生しても、データは失われません。Mobile Link 
サーバと Mobile Link クライアントが障害時のデータ管理を行います。

開発者やユーザは、アプリケーション内のデータが一貫性を保持して
いるかどうか心配する必要はありません。
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同期処理
アップロード・ストリームの処理方法

Mobile Link 同期サーバが Mobile Link クライアントからアップロー

ド・ストリームを受信すると、同期が完了するまでアップロード・ス
トリーム全体が格納されます。これは 3 つの目的で行われます。

•    デッドロック   アップロード・ストリームを統合データベースに

適用すると、他のトランザクションとの同時実行性が原因で
デッドロックが発生することがあります。そのトランザクショ
ンは、他の Mobile Link 同期サーバのデータベース接続からの

アップロード・トランザクションの場合や、統合データベース
を使用している他のアプリケーションからのトランザクション
の場合があります。アップロード・トランザクションがデッド
ロックされている場合は、そのトランザクションはロールバッ
クされ、Mobile Link 同期サーバが自動的にアップロード・スト

リームを最初から適用し始めます。

パフォーマンスのヒント

競合をできるだけ避けるように同期スクリプトを書くことが重
要です。複数のユーザが同時に同期しているときに競合が起き
ると、パフォーマンスに大きな影響があります。

•    ダウンロード・ローのフィルタ   ダウンロードするローを決定す

る方法で最も一般的なのは、前回のダウンロード以後に修正さ
れたローをダウンロードすることです。同期中は、ダウンロー
ドよりアップロードが優先されます。アップロード中に挿入ま
たは更新されたローが、前回のダウンロード以後に修正された
ローになります。

アップロードの一部として送られたダウンロード・ストリーム
のローから除外する download_cursor スクリプトを書くのは困難

です。このため、Mobile Link 同期サーバがダウンロード・スト

リームからこのようなローを自動的に取り除きます。ローがダ
ウンロード・ストリームに追加されていると、Mobile Link 同期

サーバがそのローをアップロード・ストリーム内で探し、同じ
ローを見つけたらダウンロード・ストリームから除外します。

•    挿入と更新後の削除の処理   アップロード・ストリームは、参照

整合性違反が起きないような順番で統合データベースに適用さ
れます。アップロード・ストリームは、1 つのテーブルに対する
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すべての操作 ( 挿入、更新、削除 ) がグループ分けされるような

形でフォーマットされます。アップロード・ストリーム内の
テーブルは、外部キー関係に基づいて並べられます。リモート・
データベース内で別のテーブルに参照されているすべてのテー
ブルは、参照元テーブルより先にアップロード・ストリームに
入ります。

たとえば、テーブル A とテーブル C の両方がテーブル B のプラ

イマリ・キー・カラムを参照する外部キーを持っている場合は、
テーブル B のローが先にアップロードされます。

アップロード・ストリームを統合データベースに適用すると、
挿入と更新はアップロード・ストリーム内で現れる順に適用さ
れます。挿入または更新されたローが新規挿入されたローを参
照すると、これにより参照先ローが参照元ローより先に挿入さ
れます。削除は、すべての挿入と更新が適用されてから逆の順
序で適用されます。削除されるローが削除される別のローを参
照すると、この操作の順序では、参照元ローが参照先ローより
先に削除されることになります。

参照整合性と同期

すべての Mobile Link クライアントは、ダウンロード・ストリームを

リモート・データベースに組み込むときに参照整合性を確保します。

参照整合性に違反するローがあった場合、Mobile Link クライアント

はダウンロード・トランザクションを失敗させずに、参照整合性に違
反するすべてのローを自動的に削除します。

この機能には、次のような利点があります。

•    同期スクリプトの間違いから保護します。スクリプトに柔軟性

があると、リモート・データベースの整合性をそこなうローを
誤ってダウンロードしてしまうことがあります。Mobile Link ク
ライアントは、介入を要求せずに参照整合性を自動的に管理し
ます。

•    この参照整合性のメカニズムを使用して、リモート・データ

ベースから情報を効率的に削除できます。親レコードに削除
データを送信するだけで、Mobile Link クライアントはすべての
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同期処理
子レコードを自動的に削除します。これにより、Mobile Link が
リモート・データベースに送信するトラフィックの量を大幅に
減らすことができます。

Mobile Link クライアントは、参照整合性を維持するためにローを明

示的に削除する必要がある場合は、通知を行います。

•    Adaptive Server Anywhere クライアントの場合は、dbmlsync に
よってログにエントリが書き込まれます。

•    Ultra Light クライアントの場合は、
SQLE_ROW_DELETED_TO_MAINTAIN_REFERENTIAL_INTEG
RITY 警告が発生します。この警告には、テーブル名のパラメー

タが含まれます。警告は、参照整合性を維持するために削除さ
れるすべてのローで発生します。同期をそのまま進める場合は、
警告を無視してかまいません。警告を明示的に処理する場合は、
エラー・コールバック関数を使用して、たとえば、削除された
ローをカウントしてその数を取得します。

警告が発生したら同期を破棄する場合は、同期 observer を実装

して、observer への次の呼び出しのときに同期を破棄するよう

に、エラー・コールバック関数から observer に ( たとえばグロー

バル変数を使用して ) 通知する必要があります。

トランザクション終
了時にチェックされ
る参照整合性

Mobile Link クライアントは、1 つのトランザクション内のダウンロー

ド・ストリームから変更を組み込みます。柔軟性をより向上させるた
めに、参照整合性のチェックはこのトランザクションの終了時に行わ
れます。チェックが遅いため、データベースはローが挿入、更新、削
除されたときに参照整合性に違反する状態を一時的にパスすることが
あります。しかし、参照整合性に違反するローは、ダウンロードがコ
ミットされる前に自動的に削除されます。

エラーの回避 Mobile Link クライアントは、参照整合性に対する違反を自動的に解

析します。この機能は、管理の要件を最小限に抑えます。また、同期
スクリプト内のエラーが Mobile Link クライアントを無効にするのを

防ぎます。Ultra Light クライアントは、参照整合性を維持するために

ローが削除されると、警告を発生します。アプリケーションは、この
警告を、処理することも無視することもできます。
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ローを削除する効率
的な方法

Mobile Link クライアントの自動参照整合性メカニズムを利用すると、

大量の情報を非常に効率的に削除できます。使用している Mobile 
Link クライアントにプライマリ・ローとそのローを参照する他のロー

が含まれている場合は、プライマリ・ローの削除を同期するだけで、
すべての参照元ローを削除できます。

例 Ultra Light 販売アプリケーションに、他のテーブルとともに次の 2 つ
のテーブルが含まれているとします。1 つのテーブルには、販売注文

が含まれています。もう 1 つのテーブルには、各注文で販売された商

品情報が含まれています。この 2 つのテーブルは、次のような関係で

す。

1 つの注文を削除するために sales_order テーブルに 
download_delete_cursor を使用すると、削除された受注を示す 
sales_order_items テーブルのすべてのローが、自動参照整合性メカニ

ズムによって自動的に削除されます。

この方法には、次のような利点があります。

•    sales_order_items テーブルからのローは自動的に削除されるので、

sales_order_items スクリプトは必要ありません。

•    同期の効率が向上します。ダウンロード・ローを 
sales_order_item テーブルから削除する必要がありません。各販

売注文に項目がたくさんある場合は、ダウンロード・ストリー
ムが小さくなるのでパフォーマンスが向上します。この方法は、
速度の遅い通信方法を使用しているときに特に役立ちます。

sales_order

id          <pk>
cust_id
order_date
fin_code_id
region
sales_rep

sales_order_items

id       <pk,fk>
line_id       <pk>
prod_id
quantity
ship_date

id = id
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アップロード専用の同期とダウンロード専用の同期
アップロード専用の同期とダウンロード専用の同期

Adaptive Server Anywhere と Ultra Light の両方のリモート・データベー

スでは、完全な同期を実行するか、アップロード専用の同期またはダ
ウンロード専用の同期を実行するかを選択できます。

Adaptive Server 
Anywhere リモー

ト・データベース

Adaptive Server Anywhere リモート・データベースでは、dbmlsync オ
プション -ds または拡張オプション DownloadOnly を使用してアップ

ロード専用の同期を実行します。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「-ds オプション」お

よび『Mobile Link クライアント』 > 「DownloadOnly (ds) 拡張オプショ

ン」を参照してください。

Adaptive Server Anywhere リモート・データベースでは、dbmlsync オ
プション -uo または拡張オプション UploadOnly を使用してダウン

ロード専用の同期を実行します。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「-uo オプション」ま

たは『Mobile Link クライアント』 > 「UploadOnly (uo) 拡張オプショ

ン」を参照してください。

Ultra Light リモー

ト・データベース

Ultra Light リモート・データベースでは、DownloadOnly 同期パラメー

タを使用してダウンロード専用の同期を実行します。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「Download Only 同期

パラメータ」を参照してください。

Ultra Light リモート・データベースでは、UploadOnly 同期パラメータ

を使用してアップロード専用の同期を実行します。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「Upload Only 同期パ

ラメータ」を参照してください。
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同期論理の作成オプション

Mobile Link 同期スクリプトは、SQL、Java、.NET プログラミング言

語で記述できます。SQL 言語の制限事項や、データベース管理システ

ムの機能によって設計が制限されている場合、または DBMS 依存の

同期論理を使用したい場合は、Java や .NET を使用することをおすす

めします。

プログラム同期論理には、次の図に示すように、SQL 論理と同じ機能

を持たせることができます。Mobile Link 同期サーバは、Mobile Link 
イベントの発生時に SQL スクリプトにアクセスするのと同様に、Java 
メソッドや .NET メソッドを呼び出すことができます。ただし、SQL 
文字列を Mobile Link に返す必要がある場合は、Java または .NET の同

期論理からアップロード・ストリームとダウンロード・ストリームに
直接アクセスすることはできません。
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同期論理の作成オプション
SQL 同期論理は、統合データベースの手続き型言語機能に制限されて

います。Java や .NET が持つプログラミング論理をすべて備えている 
SQL 言語はほとんどありません。SQL 論理が制限されているとき、

複数のデータベース・プラットフォームで操作を実行する必要がある
とき、RDBMS とオペレーティング・システムの間の移植性を必要と

するときに、Java または .NET の同期論理を使用できます。Java また

は .NET でのスクリプトの作成を検討する場合のシナリオを以下に示

します。

•    ユーザ認証プロシージャを Java や .NET で作成し、Mobile Link 
ユーザ ID を監査目的で統合データベースのテーブルに挿入でき

ます。
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•    データベースに変数を処理する機能がない場合は、接続または

同期を通して持続する変数を Java や .NET で作成できます。

•    データベースにユーザ定義のストアド・プロシージャを作成す

る機能がない場合は、必要な機能を実行できるメソッドを Java 
や .NET で作成できます。

•    プログラムが同期イベント中に外部サーバへの接続を必要とす

る場合は、Java または .NET 同期論理を使用して、同期イベント

によりトリガされるアクションを実行できます。Java または 
.NET 同期論理は、複数の接続間で共有できます。

•    Java または .NET 同期論理を使用して、Mobile Link でアプリケー

ション・サーバ、Web サーバ、ファイルのデータにアクセスで

きます。同期論理に JDBC や iAnywhere のクラスを使用すると、

統合データベース以外のリレーショナル・データベース内の
データにアクセスできます。たとえば、外部サーバを使用して、
ユーザ ID とパスワードを検証できます。次の図は、Java または 
.NET 同期論理と、統合データベースと 2 番目のデータ・サーバ

の両方とのリンクを示します。
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Mobile Link API Java と .NET 同期論理を使用すると、Mobile Link API にアクセスでき

ます。Mobile Link API は、Mobile Link 同期用のクラスとインタ

フェースのセットです。Mobile Link API には、Java と .NET の 2 つが

あります。

Mobile Link Java API には、次の利点があります。

•    既存の ODBC 接続に JDBC 接続としてアクセスできます。

•    新しい JDBC 接続を作成し、現在の同期接続の外部でコミットま

たは接続を実行できます。たとえば、これをエラー・ログに使
用できます。
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•    Java コードを作成してデバッグしてから、Mobile Link サーバで

実行できます。多くのデータベース管理システムの SQL 開発環

境は、Java アプリケーションが使用可能な環境に比べると初歩

的です。

•    Java 仮想マシン内でコードが実行されるため、すべての Java ラ
イブラリと Java ネイティブ・インタフェース呼び出しを使用で

きます。

詳細については、「Mobile Link Java API リファレンス」 344 ページを参

照してください。

Mobile Link .NET API には、次の利点があります。

•    .NET から ODBC を呼び出す iAnywhere クラスを使用して既存の 
ODBC 接続にアクセスできます。

•    .NET Common Language Runtime (CLR) 内でコードが実行される

ため、すべての .NET ライブラリと管理されていない呼び出しを

使用できます。

詳細については、「Mobile Link .NET API リファレンス」 381 ページを

参照してください。

詳細情報 同期スクリプトの作成オプションの詳細については、以下を参照して
ください。

•    「同期スクリプトの作成」 285 ページ

•    「同期の方法」 57 ページ

•    「Java による同期スクリプトの作成」 321 ページ

•    「.NET での同期スクリプトの作成」 353 ページ
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セキュリティ

Mobile Link のインストール環境のように、広範囲の分散システム全

体のデータの安全を確保するには、いくつかの要素があります。

•    統合データベースのデータ保護   統合データベース内のデータ

は、DBMS のユーザ認証システムとその他のセキュリティ機能

で保護できます。

詳細については、使用している DBMS のマニュアルを参照して

ください。Adaptive Server Anywhere 統合データベースを使用し

ている場合は、『SQL Anywhere Studio セキュリティ・ガイド』 > 
「安全なデータの管理」を参照してください。

•    リモート・データベースのデータ保護   Adaptive Server Anywhere 
リモート・データベースを使用している場合、Adaptive Server 
Anywhere のセキュリティ機能を使用してデータを保護できま

す。このセキュリティ機能は、デフォルトではクライアント／
サーバ通信での不正なアクセスを防止するように設計されてい
ますが、データベース・ファイルから直接情報を抽出するとい
う悪質な攻撃に対する保証にはなりません。

クライアント上のファイルは、クライアントのオペレーティン
グ・システムのセキュリティ機能によって保護されます。

Adaptive Server Anywhere リモート・データベースを使用してい

る場合は、『SQL Anywhere Studio セキュリティ・ガイド』 > 「安

全なデータの管理」を参照してください。

•    同期中のデータ保護   Mobile Link クライアントから Mobile Link 
同期サーバへの通信は、Mobile Link トランスポート・レイヤ・

セキュリティ機能で保護できます。

詳細については、「Mobile Link トランスポート・レイヤ・セキュ

リティ」 205 ページを参照してください。

•    権限のないユーザからの同期システムの保護   Mobile Link 同期

は、パスワードによるユーザ認証システムで保護できます。こ
のメカニズムにより、権限のないユーザはデータを同期できな
くなります。
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詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「Mobile Link 
ユーザの認証」を参照してください。
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第 3章 

Mobile Link 統合データベース

この章の内容 この章では、統合データベースの設定方法および使用方法について説
明します。
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概要
概要

統合データベースには、ODBC 互換データベースである Adaptive 
Server Anywhere、Adaptive Server Enterprise、Oracle、IBM DB2、
Microsoft SQL Server のいずれかを使用できます。同期スクリプトを

使って特定の統合サーバの機能を利用できます。

同期スクリプトは、統合データベースに関連付けられています。SQL 
スクリプトは統合データベースに格納されており、Java スクリプトと 
.NET スクリプトが参照されます。

各タイプのデータベースを統合データベースとして設定する方法につ
いては、「統合データベースの設定」 42 ページを参照してください。

特定の統合データベース用の同期スクリプトを記述する方法について
は、「DBMS 依存の同期スクリプト」 43 ページを参照してください。

リモート・テーブルと統合データベースの関係

同期は、リモート・データベースと統合データベースにあるテーブル
とローの間のマッピングを指定できるように設計されています。

許可されている任意
の関係

リモート・データベースにあるテーブルは、統合データベースのテー
ブルと同じである必要はありません。1 つのリモート・アプリケー

ション・テーブルで同期されたデータは、異なるテーブルのカラムに
配布できます。また、異なる統合データベースのテーブル間でも配布
できます。これらの関係を指定するには、同期スクリプトを使用しま
す。

シンプルな直接関係 統合データベースのテーブル構造のサブセットであるリモート・デー
タベースのテーブル構造を使用すると、設計を簡素化することができ
ます。この方法を使うと、リモート・データベースの各テーブルが統
合データベースに存在するようになります。対応するテーブルの構造
体と外部キーの関係が、統合データベースのものと同じになります。

統合データベースのテーブルには、同期されていない余分なカラムが
含まれていることがよくあります。実際のところ、このようなカラム
は同期を支援します。たとえば、タイムスタンプ・カラムから統合
40



     第 3 章   Mobile Link 統合データベース
データベース内で新規作成または更新されたローを識別できます。他
にも、統合データベース内の余分なカラムやテーブルにリモート・サ
イトでは必要ない情報が保存されています。
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統合データベースの設定

設定スクリプト Mobile Link 統合データベースとして使用できるようにデータベース

を設定するには、Mobile Link システム・テーブルとストアド・プロ

シージャをインストールする「設定スクリプト」を実行する必要があ
ります。例外は、Adaptive Server Anywhere データベースです。これは

適切なシステム・テーブルとストアド・プロシージャを使用して事前
に設定されています。設定スクリプトの実行方法については、サポー
ト対象の各 RDBMS についての以下の項を参照してください。

Mobile Link システム・テーブルの詳細については、『Mobile Link 管理

ガイド』 > 「Mobile Link システム・テーブル」を参照してください。

ストアド・プロシージャの詳細については、「ストアド・プロシー
ジャ」 593 ページを参照してください。

ODBC 接続 さらに、Mobile Link 同期サーバに統合データベースへの ODBC 接続

が必要です。使用しているサーバ用の適切な ODBC ドライバを設定

して、Mobile Link 同期サーバを実行しているコンピュータのデータ

ベース用に ODBC データ・ソースを作成してください。

サポートされている ODBC ドライバの概要については、『Mobile Link 
管理ガイド』 > 「iAnywhere Solutions ODBC ドライバ」を参照してく

ださい。

最新の情報と完全な機能仕様については、http://www.ianywhere.com/
developer/technotes/odbc_mobilink.html ( 英文 ) を参照してください。

Mobile Link 統合データベース用の ODBC ドライバの設定については、

『Mobile Link およびリモート・データ・アクセスの ODBC ドライバ』 
> 「iAnywhere Solutions ODBC ドライバの概要」を参照してください。

各タイプの統合データベースの固有の情報については、該当の項を参
照してください。

◆ 「Adaptive Server Anywhere 統合データベース」 46 ページ

◆ 「Sybase Adaptive Server Enterprise 統合データベース」 47 ページ

◆ 「Oracle 統合データベース」 49 ページ

◆ 「IBM DB2 統合データベース」 51 ページ

◆ 「Microsoft SQL Server 統合データベース」 54 ページ
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DBMS 依存の同期スクリプト

Mobile Link では、データを同期するときに使用する規則に柔軟性を

提供するために、同期スクリプトを使用しています。スクリプトでは
次の内容を定義します。

•    リモート・データベースからアップロードしたデータを、統合

データベースに適用する方法。

•    統合データベースからダウンロードするデータ。

同期スクリプト作成の詳細については、「同期スクリプトの作成」 285
ページを参照してください。

スクリプトに記述できるイベントの一覧については、「同期イベント」 
401 ページを参照してください。

スクリプトには、使用する DBMS に依存する側面があります。ODBC 
準拠データベースとの同期に必要なスクリプトの種類は、さまざまな
要素によって決定されます。要素には次のようなものがありますが、
これだけに限定されません。

•    ユーザ定義プロシージャ

•    セッション全体の接続変数

セッション全体の変数は、同期全体をとおして保持される値を
格納するための効果的な手段です。たとえば、
begin_synchronization スクリプトは、UserName というセッショ

ン全体の変数にユーザ名を格納します。後続のスクリプトでは、
何度でも UserName を参照できます。

•    オートインクリメント・メソッド

これがサポートされている場合は、オートインクリメントを使
用して、Mobile Link 環境内でユニークなプライマリ・キー値を

管理できます。詳細については、「ユニークなプライマリ・キー
の管理」 70 ページを参照してください。

各タイプの統合データベースの固有の情報については、該当の項を参
照してください。
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•    「Adaptive Server Anywhere 統合データベース」 46 ページ

•    「Sybase Adaptive Server Enterprise 統合データベース」 47 ページ

•    「Oracle 統合データベース」 49 ページ

•    「IBM DB2 統合データベース」 51 ページ

•    「Microsoft SQL Server 統合データベース」 54 ページ

.NET 同期スクリプ

トと Java 同期スク

リプト

上記のようなデータベースで Mobile Link を使用する場合、テーブ

ル・スクリプトと同期論理を、SQL 言語の DBMS バージョンで記述

するのも 1 つの方法です。また、Java や .NET の同期論理を使う方法

もあります。Java または .NET の同期論理を使用する場合は、セッ

ション全体の変数を保持し、ユーザ定義のプロシージャを作成できま
す。

Java 同期論理については、「Java 同期論理の作成」 326 ページを参照し

てください。

.NET 同期論理については、「.NET での同期スクリプトの作成」 353
ページを参照してください。

スクリプトからのプ
ロシージャの呼び出
し

Microsoft SQL Server などのいくつかのデータベースでは、パラメー

タを持つプロシージャ・コールは、ODBC の構文を使用して記述する

必要があります。

{ CALL procedure_name( ?, ?, ... ) }

プロシージャ定義の中でパラメータを OUT または INOUT として定義

することで、戻り値を渡すことができます。

CHAR カラム 他の多くの DBMS では、CHAR データ型は固定長で、文字列の長さ

に合わせてブランクが埋め込まれています。Mobile Link リモート 
データベース (Adaptive Server Anywhere または Ultra Light) では、

CHAR は VARCHAR と同じで、固定幅に合わせて値にブランクが埋

め込まれることはありません。dbmlsrv9 -b コマンド・ライン・オプ

ションを使用すると、同期中に文字列から後続ブランクを削除できま
す。このオプションは、重複を検出するときに使用する文字列の比較
にとって重要です。
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詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-b オプション」を参

照してください。

データ変換 Mobile Link 同期サーバが、Adaptive Server Anywhere 以外で作成され

た統合データベースと通信するときに行われるデータ変換について
は、「データ型の変換」 653 ページを参照してください。
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Adaptive Server Anywhere 統合データベース

Adaptive Server Anywhere データベースは、設定スクリプトを実行しな

くても Mobile Link 統合データベースとして使用できるように自動的

に設定されます。

Adaptive Server Anywhere データベースの設定スクリプトは、ソース・

コードを調べる必要がある場合に備えて用意されています。たとえ
ば、ml_add_connection_script ストアド・プロシージャのソース・コー

ドが含まれています。この設定スクリプトは syncasa.sql というファイ

ルで、SQL Anywhere インストール環境の scripts サブディレクトリに

あります。

ODBC ドライバの

設定

Adaptive Server Anywhere 統合データベースには、ODBC DSN を設定

する必要があります。Adaptive Server Anywhere 用の ODBC ドライバ

は、SQL Anywhere Studio とともにインストールされます。

Adaptive Server Anywhere ODBC ドライバについては、『ASA データ

ベース管理ガイド』 > 「ODBC データ・ソースの使用」を参照してく

ださい。
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Sybase Adaptive Server Enterprise 統合データベース

Mobile Link 統合データベースとして機能するように Adaptive Server 
Enterprise バージョン 12.5 以降を設定するには、SQL Anywhere イン

ストール環境の MobiLink¥setup サブディレクトリにある 
syncase125.SQL 設定スクリプトを実行します。バージョン 12.5 より

前の場合は、同じロケーションの syncase.SQL を実行します。

Mobile Link 管理者が ( スクリプトやその他の追加で必要な ) Mobile 
Link システム・テーブルを変更するための適切なパーミッションを持

つようにするには、これらのテーブルをアクセスする必要のあるユー
ザが設定スクリプトを実行するようにします。

ODBC ドライバ Adaptive Server Enterprise 統合データベースには、ODBC DSN を設定

する必要があります。SQL Anywhere Studio には、Adaptive Server 
Enterprise 用の iAnywhere Solutions ODBC ドライバがあります。この

ドライバを設定して、Mobile Link を使用できるようにする必要があ

ります。

詳細については、『Mobile Link およびリモート・データ・アクセスの 
ODBC ドライバ』 > 「Sybase Adaptive Server Enterprise 対応の 
iAnywhere Solutions ODBC ドライバ」を参照してください。

Adaptive Server 
Enterprise の問題

• カラム・サイズ BLOB データを Adaptive Server Enterprise 統合

データベースからダウンロードするには、カラム・サイズを 
4096 バイトより大きくできるように ODBC ドライバ接続オプ

ションを設定してください。このためには、
StaticCursorLongColBuffLen という ODBC ドライバ接続オプ

ションを使用します。次に例を示します。

dbmlsrv9 -c "...;StaticCursorLongColBuffLen=number"

number はバイト単位で、予想される最大 BLOB より大きく

します。

このオプションを使用すると、Mobile Link 同期サーバが稼働

しているコンピュータのディスクが大幅に消費されることに
注意してください。
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• numeric 型のプライマリ・キー値 また、Mobile Link 同期サー

バでは、numeric または decimal 型のプライマリ・キー値を 
Adaptive Server Enterprise で使用する型に明示的に変換する必

要があります。

スクリプトには、次の例で示すように、数値パラメータに明
示的に変換するコードを追加します。

SELECT ...
 WHERE numeric_col = CONVERT( NUMERIC, ? )
 ...

上記の文では、1 つ目のパラメータを NUMERIC データ型に

明示的に変換しています。

SELECT ...
 WHERE decimal_col = CONVERT( DECIMAL(10,8), ? )
 ...

上記の文では、1 つ目のパラメータを DECIMAL (10,8) デー

タ型に明示的に変換しています。

• CHAR カラム Adaptive Server Enterprise では、CHAR データ型

は固定長で、文字列の長さに合わせてブランクが埋め込まれ
ています。Mobile Link リモート データベース (Adaptive Server 
Anywhere または Ultra Light) では、CHAR は VARCHAR と同

じで、固定幅に合わせて値にブランクが埋め込まれることは
ありません。dbmlsrv9 -b コマンド・ライン・オプションを使

用すると、同期中に文字列から後続ブランクを削除できます。
このオプションは、重複を検出するときに使用する文字列の
比較にとって重要です。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-b オプショ

ン」を参照してください。

• データ型マッピング Adaptive Server Anywhere データ型と 
Adaptive Server Enterprise データ型のマッピングの詳細につい

ては、「Adaptive Server Enterprise データのマッピング」 654
ページを参照してください。
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Oracle 統合データベース

Mobile Link 統合データベースとして機能するように Oracle を設定す

るには、SQL Anywhere インストール環境の MobiLink¥setup サブディ

レクトリにある syncora.sql 設定スクリプトを実行します。

Mobile Link 管理者が ( スクリプトやその他の追加で必要な ) Mobile 
Link システム・テーブルを変更するための適切なパーミッションを持

つようにするには、これらのテーブルをアクセスする必要のあるユー
ザが設定スクリプトを実行するようにします。

ODBC ドライバ Oracle 統合データベースには、ODBC DSN を設定する必要がありま

す。SQL Anywhere Studio には、Oracle 用の iAnywhere Solutions ODBC 
ドライバがあります。このドライバを設定して、Mobile Link を使用

できるようにする必要があります。

詳細については、『Mobile Link およびリモート・データ・アクセスの 
ODBC ドライバ』 > 「Oracle 対応の iAnywhere Solutions ODBC ドライ

バ」を参照してください。

Oracle の問題 • セッション全体の変数 Oracle ではセッション全体の変数は提

供されていません。セッション全体の情報を保持するには、
Oracle パッケージ内の変数を使用します。Oracle パッケージ

では、変数の作成、修正、破棄が可能です。これらの変数は 
Oracle パッケージが現在のパッケージであるかぎり有効です。

• オートインクリメント・メソッド プライマリ・キーの一意性

を維持するには、Oracle シーケンスを使用して、オートイン

クリメント・フィールドのキーのリストに似た、キーのリス
トを生成します。CustDB サンプル・データベースの 
Samples¥MobiLink¥CustDB¥custora.sql に、サンプル・コーディ

ングが用意されています。ただし、オートインクリメントと
は異なり、シーケンスを明示的に参照する必要があります。
オートインクリメントは、INSERT 文でカラムが参照されて

いない場合は、自動的にカラム値を挿入します。

Oracle シーケンスの使用例については、『Mobile Link チュー

トリアル』 > 「チュートリアル：Oracle 8i 統合データベースで

の Mobile Link の使用」を参照してください。
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• CHAR カラム Oracle では、CHAR データ型は固定長で、文字

列の長さに合わせてブランクが埋め込まれています。Mobile 
Link リモート データベース (Adaptive Server Anywhere または 
Ultra Light) では、CHAR は VARCHAR と同じで、固定幅に合

わせて値にブランクが埋め込まれることはありません。
dbmlsrv9 -b コマンド・ライン・オプションを使用すると、同

期中に文字列から後続ブランクを削除できます。このオプ
ションは、重複を検出するときに使用する文字列の比較に
とって重要です。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-b オプショ

ン」を参照してください。

• データ型マッピング Adaptive Server Anywhere データ型と 
Oracle データ型のマッピングの詳細については、「Oracle デー

タのマッピング」 658 ページを参照してください。
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IBM DB2 統合データベース

Mobile Link 統合データベースとして機能するように IBM DB2 UDB を
設定するには、SQL Anywhere インストール環境の MobiLink¥setup サ
ブディレクトリにある syncdb2long.sql 設定スクリプトを実行します。

ただし、次の手順を実行してから、スクリプトを実行してください。

設定スクリプトを使用して Mobile Link システム・テーブルをインス

トールするには、IBM DB2 テーブル領域は最低でも 8 KB ページを使

用します。テーブル領域が 8 KB ページを使用しない場合は、次の手

順を実行します。

•    1 つ以上のバッファ・プールに 8 KB ページがあることを確認し

ます。ない場合は、8 KB ページのバッファ・プールを作成しま

す。

•    8 KB ページのバッファ・プールを使用する、新しいテーブル領

域とテンポラリ・テーブル領域を作成します。詳細については、
DB2 のマニュアルを参照してください。

Mobile Link 管理者が ( スクリプトやその他の追加で必要な ) Mobile 
Link システム・テーブルを変更するための適切なパーミッションを持

つようにするには、これらのテーブルをアクセスする必要のあるユー
ザが設定スクリプトを実行するようにします。

syncdb2long.sql スクリプトには、デフォルトの接続文 connect to 
DB2Database が含まれています。スクリプトのコピーを作成して、各

自のインストール環境に適合するようにこの行を変更してください。
この行には、次の構文を使用してください。

connect to DB2Database user userid using password ~

ここでは、DB2Database、userid、password に適切な名前を指定し

ます。

syncdb2long.sql スクリプトでは、チルド (~) をコマンド・デリミタと

して使用します。次のように入力すると、このスクリプトを実行でき
ます。

db2 -c -ec -td~ +s -v -f syncdb2long.sql
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DB2 が、syncdb2long.sql で定義されているストアド・プロシージャを

使用するためには、SQL Anywhere インストール環境の 
MobiLink¥setup サブディレクトリにある、syncdb2long_version Java およ

びクラス・ファイルを、DB2 インストール環境の FUNCTION サブ

ディレクトリにコピーします。

ODBC ドライバ DB2 統合データベースに ODBC DSN を設定するには、iAnywhere 
Solutions DB2 Wire Protocol ドライバを使用します。

詳細については、『Mobile Link およびリモート・データ・アクセスの 
ODBC ドライバ』 > 「DB2 対応の iAnywhere Solutions ODBC ドライバ」

を参照してください。

DB2 の問題 • テーブル領域の容量 DB2 データベースを統合データベースと

して使用する場合のテーブル領域およびテンポラリ・テーブ
ル領域は、8 KB ページを使用します。

また、LONG テーブル領域が必要なカラムもあります。次の

例のように、デフォルトの LONG テーブル領域がない場合

は、これらのカラムを含むテーブルの作成文を正しく設定し
ます。

CREATE TABLE ... ( ... )
 IN tablespace
 LONG IN long-tablespace

サンプル・アプリケーションの使用例については、『Mobile 
Link チュートリアル』 > 「CustDB サンプル・アプリケーショ

ン」を参照してください。

• セッション全体の変数 DB2 の以前のバージョン ( バージョン 
8 より以前 ) では、セッション全体の変数はサポートされてい

ません。これを解決する便利な方法としては、Mobile Link 
ユーザ名と他のセッション・データ用のカラムがあるベー
ス・テーブルを使用します。ベース・テーブルには、同時同
期を表すローが含まれます。

• ユーザ定義のプロシージャ DB2 が SQL プロシージャを実行

可能ライブラリ (DLL など ) にコンパイルするには、C コンパ

イラが必要です。作成された DLL/ 共有ライブラリは、サー
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バ上の特別なディレクトリにコピーする必要があります。C/
C++ や Java など、さまざまな言語を使用してストアド・プロ

シージャを記述できることに注意してください。

DB2 用手続き型言語としての Java の例については、ファイル 
Samples¥MobiLink¥CustDB¥custdbq.sql と Sam-
ples¥MobiLink¥CustDB¥custdbq.java にある CustDB スクリプト

を参照してください。

Java と .NET の同期スクリプトの詳細については、以下の項

目を参照してください。

•    「同期論理の作成オプション」 31 ページ

•    「Java による同期スクリプトの作成」 321 ページ

•    「.NET での同期スクリプトの作成」 353 ページ

• CHAR カラム IBM DB2 では、CHAR データ型は固定長で、

文字列の長さに合わせてブランクが埋め込まれています。
Mobile Link リモート データベース (Adaptive Server Anywhere 
または Ultra Light) では、CHAR は VARCHAR と同じで、固定

幅に合わせて値にブランクが埋め込まれることはありません。
dbmlsrv9 -b コマンド・ライン・オプションを使用すると、同

期中に文字列から後続ブランクを削除できます。このオプ
ションは、重複を検出するときに使用する文字列の比較に
とって重要です。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-b オプショ

ン」を参照してください。

• データ型マッピング Adaptive Server Anywhere データ型と DB2 
データ型のマッピングの詳細については、「IBM DB2 データ

のマッピング」 656 ページを参照してください。
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Microsoft SQL Server 統合データベース

Mobile Link 統合データベースとして機能するように Microsoft SQL 
Server を設定するには、SQL Anywhere インストール環境の 
MobiLink¥setup サブディレクトリにある syncmss.sql 設定スクリプトを

実行します。

Mobile Link 管理者が ( スクリプトやその他の追加で必要な ) Mobile 
Link システム・テーブルを変更するための適切なパーミッションを持

つようにするには、これらのテーブルをアクセスする必要のあるユー
ザが設定スクリプトを実行するようにします。

ODBC ドライバ Microsoft SQL Server 統合データベースには、ODBC DSN を設定する

必要があります。他の統合データベースとは異なり、アイエニウェ
ア・ソリューションズでは Microsoft SQL Server 用の ODBC ドライバ

を提供していません。この理由は、Microsoft SQL Server のドライバが

自由にダウンロードできるためです。

最新情報については、http://www.ianywhere.com/developer/technotes/
odbc_mobilink.html ( 英文 ) を参照してください。

SQL Server の問題 • プロシージャ・コール Microsoft SQL Server では、パラメー

タを持つプロシージャ・コールは、ODBC の構文を使用して

記述する必要があります。

{ CALL procedure_name( ?, ?, ... ) }

• CHAR カラム Microsoft SQL Server では、CHAR データ型は

固定長で、文字列の長さに合わせてブランクが埋め込まれて
います。Mobile Link リモート データベース (Adaptive Server 
Anywhere または Ultra Light) では、CHAR は VARCHAR と同

じで、固定幅に合わせて値にブランクが埋め込まれることは
ありません。dbmlsrv9 -b コマンド・ライン・オプションを使

用すると、同期中に文字列から後続ブランクを削除できます。
このオプションは、重複を検出するときに使用する文字列の
比較にとって重要です。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-b オプショ

ン」を参照してください。
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• データ型マッピング Adaptive Server Anywhere データ型と SQL 
Server データ型のマッピングの詳細については、「Microsoft 
SQL Server データのマッピング」 660 ページを参照してくださ

い。
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第 4章 

同期の方法

この章の内容 この章では、Mobile Link のインストール環境で一般的な同期タスク

を実行する場合に使用できるさまざまな方法について説明します。

この章で説明する方法の例を示すサンプル・アプリケーションがあり
ます。詳細については、『Mobile Link チュートリアル』 > 「Contact サ
ンプル・アプリケーション」および 『Mobile Link チュートリアル』 > 

「CustDB サンプル・アプリケーション」を参照してください。

この章では、各方法について、SQL スクリプトを使用して説明しま

す。多くの方法は Java または .NET 同期論理でも実装できます。詳細

については、次の項目を参照してください。

•    「Java による同期スクリプトの作成」 321 ページ

•    「.NET での同期スクリプトの作成」 353 ページ
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概要
概要

簡単な同期スクリプトを作成する方法、作成した同期スクリプトを
データベースに格納する方法、構文エラーがないかどうかをテストす
る方法については、「同期スクリプトの作成」 285 ページの章を参照し

てください。

便利な同期機能の多くは、1 つのスクリプトだけでなく、いくつかの

スクリプトをまとめて実行する必要があります。この章では、いくつ
かの一般的な同期方法を実装する方法について説明します。どの例で
も、SQL 同期スクリプトについて説明します。Java または .NET 同期

論理を使用することもできますが、アップロード・イベントとダウン
ロード・イベントには SQL スクリプトの知識が必要です。

例 Contact サンプル・アプリケーションで Customer テーブルをタイムス

タンプベースで同期する場合は、以下のスクリプトを使用します。

•    upload_insert スクリプト。リモート・データベース側で追加さ

れた新しいローを、統合データベース側で処理する。

•    upload_update スクリプト。リモート・データベース側で行われ

た修正を、統合データベース側で処理する。

•    upload_delete スクリプト。リモート・データベースから削除さ

れたローを、統合データベース側で処理する。

•    download_cursor スクリプト。新しいローと更新されたローをリ

モート・データベースにダウンロードする。

•    download_delete_cursor スクリプト。リモート・データベースか

ら削除されるローをダウンロードする。
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開発のヒント

同期機能をアプリケーションに追加すると、複雑なアプリケーション
を作成できます。以下のヒントを参考にしてください。

•    慌てずにテストしてみる   同期機能をプロトタイプ・アプリケー

ションに追加する場合、トラブルの原因となるコンポーネント
を推測するのは困難です。Ultra Light アプリケーションの場合

は、データベースとアプリケーションが一緒にコンパイルされ
るので推測は特に困難です。プロトタイプの開発時に、アプリ
ケーションの内部に INSERT 文を一時的にハード・エンコード

して、テストやデモンストレーションのためのデータを作成し
てください。プロトタイプが正常に動作するようになったら、
同期を有効にして、一時的に使用した INSERT 文を削除します。

•    1 ステップずつ実行してみる   簡単な同期の方法から始めてくだ

さい。簡単なアップロードまたはダウンロードを行う場合、ス
クリプトは 1 つか 2 つしか必要ありません。スクリプトが正し

く動作していれば、タイムスタンプ、プライマリ・キー・プー
ル、競合解決などのより高度な方法を導入できます。

Mobile Link 同期アプリケーションの基本的な規則の一部を以下に示

します。

•    同期される各テーブルには、プライマリ・キーが存在する必要

がある。

•    プライマリ・キーの値は更新しない。

•    プライマリ・キーは、同期されるすべてのデータベース間でユ

ニークでなければならない。

•    各リモート・データベースを識別する Mobile Link ユーザ名はユ

ニークでなければならない。
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タイムスタンプベースの同期

タイムスタンプによる方法は、効率よく同期するために最も便利な一
般的な手法です。この方法では、各ユーザが最後に同期を行った時間
が追跡され、この情報をもとに各リモート・データベースにダウン
ロードするローが制御されます。

Mobile Link は、各 Mobile Link ユーザが最後にデータをダウンロード

した日時を示すタイムスタンプ値を管理します。この値は、「最終ダ
ウンロード・タイムスタンプ」と呼ばれます。最終ダウンロード・タ
イムスタンプは、多くのイベントにパラメータとして指定され、同期
スクリプトで使用できます。

Adaptive Server Anywhere 統合データベースを使用していて、最終変更

情報を保持しているカラムが DEFAULT TIMESTAMP 型の場合は、カ

ラムを同期する必要があります。リモート・データベースがこのよう
なカラムを要求する場合は、別のカラム名を使用してください。そう
しないと、デフォルトのタイムスタンプ値が、アップロードされた値
で上書きされ、統合データベースでローが最後に変更された時刻が保
持されません。

❖ テーブル用にタイムスタンプベースの同期を実装するには、

次の手順に従います。

1 統合データベースで、ローの最終修正時刻を保持するカラム
を追加します。通常、このカラムは次のように宣言されます。

DBMS 最終変更カラム

Adaptive Server Anywhere timestamp DEFAULT timestamp

Adaptive Server Enterprise datetime

Microsoft SQL Server datetime

Oracle date

IBM DB2 timestamp
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2 download_cursor イベントと download_delete_cursor イベントの

スクリプト内で、最初のパラメータを timestamp カラムの値

と比較します。

例 次のテーブル宣言とスクリプトによって、Contact サンプルの 
Customer テーブルに対するタイムスタンプベースの同期が実装されま

す。

•    テーブル定義

CREATE TABLE "DBA"."Customer"(
    "cust_id"  integer NOT NULL
                      DEFAULT GLOBAL AUTOINCREMENT,
    "name"  char(40) NOT NULL,
    "rep_id"  integer NOT NULL,
    "last_modified" timestamp NULL DEFAULT 
timestamp,
    "active"  bit NOT NULL,
    PRIMARY KEY ("cust_id") )

•    download_delete_cursor スクリプト

SELECT cust_id
 FROM Customer JOIN SalesRep
 ON Customer.rep_id = SalesRep.rep_id
 WHERE Customer.last_modified >= ?
     AND ( SalesRep.ml_username != ?
           OR Customer.active = 0 )

•    download_cursor スクリプト

SELECT cust_id, Customer.name, Customer.rep_id
 FROM Customer KEY JOIN SalesRep
 WHERE Customer.last_modified >= ?
 AND SalesRep.ml_username = ?
 AND Customer.active = 1

詳細については、『Mobile Link チュートリアル』 > 「同期論理のソー

ス・コード」および『Mobile Link チュートリアル』 > 「Contact サンプ

ルの顧客窓口の同期」を参照してください。
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スナップショットを使った同期

ほとんどの同期には、タイムスタンプベースの同期が適しています。
ただし、スナップショットによってデータの更新をしたい場合も考え
られます。

スナップショットを使ってテーブルを同期する場合、テーブルのロー
のうちで関係するローすべてを完全にダウンロードします。すでにダ
ウンロード済みのローもダウンロードされます。この方法が最も簡単
ですが、不必要に大量のデータ・セットが交換されるため、パフォー
マンスが悪くなります。

スナップショットを使った同期によって、テーブルのすべてのローを
ダウンロードできます。また、「リモート・データベース間でローを
分割する」 65 ページで説明しているローの分割方法と組み合わせて実

行することもできます。

スナップショットを
使った同期をいつ行
うか

通常、次の特徴を両方満たすテーブルに対してスナップショットを使
用すると最も有効です。

•    ロー数が比較的少ない   ローの数が少ない場合は、ローを全部ダ

ウンロードしても大きなオーバヘッドにはなりません。

•    頻繁にローが変更される   テーブルのほとんどのローが頻繁に変

更される場合は、前回の同期の後で変更されていないローを明
示的に除外してもあまり効果はありません。

テーブルの内容が為替レートのリストになっている場合は、通貨の種
類はそれほど多くないので、この方法が適しています。また、ほとん
どのレートは頻繁に更新されます。ビジネスの性質によって、価格、
利率のリスト、または最新ニュース項目といった内容を含むテーブル
が考えられます。

❖ スナップショットベースの同期を実装するには、次の手順

に従います。

1 リモート・ユーザが値を更新しない場合は、アップロード・
スクリプトを未定義のままにしておきます。

2 テーブルのローを削除する場合は、リモート・テーブルの
ローをすべて削除する download_delete_cursor スクリプトを作

成するか、少なくともすべてのローがもう必要ないことを定
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義します。統合データベースからローを削除しないで、削除
のマークを付けてください。ローの値を知らないと、リモー
ト・データベースからローを削除できません。

詳細については、「download_delete_cursor スクリプトの作成」 
311 ページを参照してください。

3 download_cursor スクリプトを作成し、リモート・テーブルに

登録するローをすべて選択します。

ローの削除 統合データベースからローを削除しないで、削除のマークを付けてく
ださい。ローの値を知らないと、リモート・データベースからローを
削除できません。download_cursor スクリプトの場合はマークなしの

ローだけを、download_delete_cursor スクリプトの場合はマーク付きの

ローだけを選択します。

download_delete_cursor スクリプトは、download_cursor スクリプトよ

り先に実行されます。ダウンロード・ストリームにローが含まれる場
合は、同じプライマリ・キーを持つローを削除リスト内に含む必要は
ありません。ダウンロードしたローをリモート・ロケーションで取得
するときに、同じプライマリ・キーを持つ既存のローは置き換えられ
ます。

詳細については、「ローをダウンロードするスクリプトの作成」 308
ページを参照してください。

別の削除方法 リモート・データベースからローを削除する場合、download_cursor 
スクリプトを使わなくても、リモート・アプリケーションを使って
ローを削除できます。たとえば、同期のすぐ後に、アプリケーション
で SQL 文を実行して不要なローを削除できます。

アプリケーションによって削除されたローは、通常、次回の同期で 
Mobile Link 同期サーバにアップロードされますが、

STOP SYNCHRONIZATION DELETE 文を使って、アップロードしな

いようにできます。次に例を示します。

STOP SYNCHRONIZATION DELETE;
 DELETE FROM table-name
     WHERE expiry_date < CURRENT TIMESTAMP;
 COMMIT;
 START SYNCHRONIZATION DELETE;
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スナップショットを使った同期
ローの削除の詳細については、「download_delete_cursor スクリプトの

作成」 311 ページを参照してください。

スナップショットの
例

サンプル・アプリケーションの ULProduct テーブルは、スナップ

ショットを使った同期によって管理されます。テーブルに入っている
ローの数は比較的少ないため、スナップショットを使った同期での
オーバヘッドがわずかです。

1. アップロード・スクリプトがありません。これは、製品情報はリ
モート・データベースでは追加できないという業務意思を反映し
ています。

2. download_delete_cursor スクリプトがないため、リストから製品を

削除しないものと見なします。

3. download_cursor スクリプトによって、現在のすべての製品に関し

て、製品 ID、価格、製品名が選択されます。既存の製品の場合

は、リモート・テーブル中のその製品の価格が更新されます。新
しい製品の場合は、リモート・テーブルにローが挿入されます。

SELECT prod_id, price, prod_name
 FROM ULProduct

ローの数が極めて少ないテーブルでのスナップショットを使った同期
の別の例については、『Mobile Link チュートリアル』 > 「Contact サン

プルの営業担当者の同期」を参照してください。
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リモート・データベース間でローを分割する

各 Mobile Link リモート・データベースは、異なるデータのサブセッ

トを統合データベース内に持つことができます。別の言い方をすれ
ば、自分専用のスクリプトを作成して、リモート・データベース間で
データを「分割」できる、ということです。

共通部分がないように切断分割にすることも、重複を持たせて分割す
ることもできます。たとえば、従業員ごとに独自の顧客セットを持っ
ていて、かつ顧客を共有していない場合は、「切断」分割になります。
複数のリモート・データベースに存在するように顧客を共有している
場合、分割は「重複」を含みます。

分割は、テーブル用のスクリプトである download_cursor と 
download_delete_cursor で実行されます。これらのスクリプトによっ

て、リモート・データベースにローをダウンロードするように定義し
ます。各スクリプトは、パラメータとして Mobile Link ユーザ名を使

用します。スクリプトでこのパラメータを WHERE 句に指定して、

ユーザごとに適切なローを取得します。

切断分割

download_cursor スクリプトと download_delete_cursor スクリプトに

よって、同期で使用するテーブルごとに分割を制御します。このスク
リプトでは、最後のダウンロードのタイムスタンプと、同期を呼び出
すときに指定する Mobile Link ユーザ名という 2 つのパラメータを使

用します。

❖ リモート・データベース間でテーブルを分割するには、次

の手順に従います。

1 テーブル定義でカラムを指定し、そこに統合データベースの
同期ユーザ名を持たせます。このカラムをリモート・データ
ベースにダウンロードする必要はありません。

2 このカラムがスクリプトのパラメータと一致するように、
download_cursor スクリプトと downloade_delete_cursor スクリ

プトの WHERE 句に条件文を指定します。
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リモート・データベース間でローを分割する
スクリプト中で疑問符 (?) が付いているところがパラメータで

す。ユーザ名は、download_cursor スクリプトの 2 番目のパラ

メータです。次の例では、download_cursor スクリプトによっ

て、テーブル Contact を従業員 ID で分割します。

SELECT id, contact_name
 FROM Contact
 WHERE last_modified >= ?
 AND emp_id = ?

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 
「download_cursor テーブル・イベント」および 『Mobile Link 
管理ガイド』 > 「download_delete_cursor テーブル・イベント」

を参照してください。

例 CustDB サンプル・アプリケーション内のプライマリ・キー・プー

ル・テーブルを使って、リモート・データベースごとに独自のプライ
マリ・キー値のセットを指定します。この方法は、プライマリ・キー
の重複を避けるために使用します。詳細については、「キー・プール
を使用したユニークなプライマリ・キーの管理」 76 ページを参照して

ください。

この方法では、プライマリ・キー・プール・テーブルがリモート・
データベース間で切断分割されるようにしてください。

キー・プール・テーブル ULCustomerIDPool にあるプライマリ・キー

値は、各ユーザが顧客を追加するときに使用します。
ULCustomerIDPool テーブルには次の 3 つのカラムがあります。

•    pool_cust_id   ULCustomer テーブルで使用するプライマリ・キー

値。このカラムだけがリモート・データベースにダウンロード
されます。

•    pool_emp_id   このプライマリ・キーの所有者である従業員。

•    last_modified   このテーブルは、last_modified カラムに基づいた

タイムスタンプを使って管理されます。

タイムスタンプの同期については、「タイムスタンプベースの同
期」 60 ページを参照してください。

このテーブルの download_cursor スクリプトを次に示します。
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SELECT pool_cust_id
 FROM ULCustomerIDPool
 WHERE last_modified >= ?
     AND pool_emp_id = ?

変数を使用しない場合は、プレースホルダの "?" を含んだ、ジョイン

またはサブ選択を使用してください。

詳細については、『Mobile Link チュートリアル』 > 「Contact サンプル

の顧客の同期」および 『Mobile Link チュートリアル』 > 「Contact サ
ンプルの顧客窓口の同期」を参照してください。

重複のある分割

統合データベースの一部のテーブルは、複数のリモート・データベー
スに属するローを持ちます。各リモート・データベースは統合データ
ベース内にローのサブセットを持ち、さらにそのサブセットは他のリ
モート・データベースと重複しています。顧客テーブルの場合は、こ
うしたことがよく起こります。この場合、顧客テーブルと複数のリ
モート・データベース間で多対多の関係があり、通常、この関係を表
すテーブルが存在します。download_cursor イベントと 
download_delete_cursor イベントのスクリプトでは、関係を表すテーブ

ルにダウンロードされるテーブルをジョインする必要があります。

例 CustDB サンプル・アプリケーションでは、この方法を ULOrder テー

ブルに使用します。ULEmpCust テーブル上での ULCustomer と 
ULEmployee の関係は、多対多の関係です。

各リモート・データベースは、ULOrder テーブルから、emp_id カラム

の値が Mobile Link ユーザ名と一致するローのみを受信します。

CustDB アプリケーションの ULOrder テーブルで、Adaptive Server 
Anywhere バージョンの download_cursor スクリプトを使用した例を次

に示します。

SELECT o.order_id, o.cust_id, o.prod_id,
    o.emp_id, o.disc, o.quant, o.notes, o.status
 FROM ULOrder o , ULEmpCust ec
 WHERE o.cust_id = ec.cust_id
     AND ec.emp_id = ?
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     AND ( o.last_modified >= ?
         OR ec.last_modified >= ?)
     AND     ( o.status IS NULL
         OR o.status != 'Approved' )
     AND ( ec.action IS NULL )

このスクリプトは非常に複雑です。スクリプトを見ると、リモート・
データベースのテーブルを定義するクエリには、統合データベースの
テーブルを複数指定できることがわかります。このスクリプトは、次
のすべての条件に一致する ULOrder のローをすべてダウンロードしま

す。

•    ULOrder の cust_id カラムと ULEmpCust の cust_id カラムが一致

する。

•    ULEmpCust の emp_id カラムが同期ユーザ名と一致する。

•    注文、または従業員と顧客の関係に対する最終更新日がどちら

も、同期ユーザ用の最新の同期時間よりも新しい。

•    ステータスは "Approved" 以外である。

ULEmpCust のアクション・カラムを使用して、削除するカラムに

マークを付けます。その目的は、現在説明している内容には関係あり
ません。

download_delete_cursor スクリプトを次に示します。

SELECT o.order_id
 FROM ULOrder o, ULEmpCust ec
 WHERE o.cust_id = ec.cust_id
   AND ec.emp_id = ?
   AND ( o.last_modified >= ? OR
         c.last_modified >= ? )
   AND ( o.status IS NULL OR
         o.status != 'Approved' )
   AND ( ec.action IS NULL )

リモート・データベースから "Approved" のローがすべて削除されま

す。
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子テーブルの分割

「重複のある分割」 67 ページの例では、他のテーブルの基準に従って

テーブルを分割する方法を説明しています。

リモート・データベースの一部のテーブルには、切断のサブセットか
重複したサブセットがありますが、サブセットを決定するカラムはあ
りません。子テーブルには、通常、別のテーブルを参照する 1 つの外

部キー ( または一連の外部キー ) があります。参照先のテーブルには

カラムがあり、これによって適切なサブセットが決定されます。

この場合、download_cursor スクリプトと download_delete_cursor スク

リプトでは、参照先のテーブルをジョインしたり、WHERE 句を使用

してローを適切なサブセットに制限したりする必要があります。

例については、『Mobile Link チュートリアル』 > 「Contact サンプルの

顧客窓口の同期」を参照してください。
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ユニークなプライマリ・キーの管理

同期される各テーブルには、プライマリ・キーが必要です。また、プ
ライマリ・キーは同期対象のすべてのデータベース間でユニークでな
ければなりません。プライマリ・キーの値は更新しないようにしてく
ださい。

多くの場合、テーブルのプライマリ・キーとして単一のカラムを使用
すると便利です。たとえば、顧客にはそれぞれユニークな ID 値を割

り当ててください。営業担当者全員がデータベース接続を直接管理で
きる環境で作業する場合は、ID 番号の割り当ては簡単に実施できま

す。顧客テーブルに新しい顧客が挿入されると、テーブルに最後に追
加された値よりも大きな値を持つ新規のプライマリ・キーが自動的に
追加されます。

接続が切断された環境では、新しいローの挿入時に、プライマリ・
キーにユニークな値を割り当てるのは簡単ではありません。営業担当
者が新しい顧客を追加する場合は、顧客テーブルのリモート・コピー
にも同様な操作を行います。自分以外の営業担当者が、顧客テーブル
の自分以外のコピーに対して操作を行っている場合、同じ顧客 ID 値
を使わせないようにします。

この項では、ユニークなプライマリ・キーの生成に関する問題を解決
する次の方法について説明します。

•    ユニバーサル・ユニーク ID (UUID) の使用

•    グローバル・オートインクリメント値の使用

•    プライマリ・キー・プールの使用

UUID を使用したユニークなプライマリ・キーの管理

newid( ) 関数を使用してプライマリ・キーに対して完全にユニークな

値を作成することによって、Adaptive Server Anywhere データベースの

プライマリ・キーをユニークにすることができます。作成された 
UUID は、uuidtostr( ) 関数を使用して文字列に変換できます。また、

strtouuid( ) 関数を使用してバイナリに戻すことができます。
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UUID はすべてのコンピュータを通じてユニークです。ただし、この

値は完全にランダムのため、値が追加された日時や値の順序を判別す
ることはできません。また、UUID の値は他の方法 ( グローバル・

オートインクリメントを含む ) で必要な値よりかなり大きく、プライ

マリ・キー・テーブルと外部キー・テーブルの両方でより多くのテー
ブル領域を必要とします。UUID を使用するテーブルのインデックス

も効率性に劣ります。

詳細については、次の項目を参照してください。

•    『ASA SQL ユーザーズ・ガイド』 > 「NEWID デフォルト」

•    『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 > 「NEWID 関数 [ その

他 ]」

•    『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 > 
「UNIQUEIDENTIFIER データ型 [ バイナリ ]」

例 次の CREATE TABLE 文は、完全にユニークなプライマリ・キーを作

成します。

CREATE TABLE customer (
    cust_key UNIQUEIDENTIFIER NOT NULL
             DEFAULT NEWID( ),
    rep_key VARCHAR(5),
    PRIMARY KEY(cust_key))

グローバル・オートインクリメントを使用したユニークなプライマリ・
キーの管理

Adaptive Server Anywhere と Ultra Light のデータベースでは、デフォル

トのカラム値を GLOBAL AUTOINCREMENT に設定できます。この

デフォルト設定は、ユニークな値を管理するカラムのすべてに適用で
きますが、特にプライマリ・キーの場合に役立ちます。

❖ グローバル・オートインクリメント・カラムを使用するに

は、次の手順に従います。

1 カラムをグローバル・オートインクリメント・カラムとして
宣言します。
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このデフォルトのグローバル・オートインクリメントを指定
すると、そのカラムの値のドメインが分割されます。各分割
には同じ数の値が含まれます。たとえば、データベース内の
整数カラムの分割サイズを 1000 に設定した場合、1 つの分割

が 1001 から 2000 まで拡大します。また、2 つ目の分割は 
2001 から 3000 まで拡大し、以降、同じように拡大していき

ます。

「デフォルトのグローバル・オートインクリメントの宣言」 73
ページを参照してください。

2 GLOBAL_DATABASE_ID 値を設定します。

Adaptive Server Anywhere では、データベースのデフォルト値

は、そのデータベース番号でユニークに識別された分割から
のみ設定されます。たとえば、上の例のデータベースに ID 番
号 10 を割り当てた場合、このデータベースのデフォルト値は 
10001 ～ 11000 の範囲から選択されます。このデータベース

の別のコピーで、ID 番号 11 が割り当てられたデータベース

からは、11001 ～ 12000 の範囲にある同一カラムのデフォル

ト値が指定されます。

「GLOBAL_DATABASE_ID 値の設定」 73 ページを参照してく

ださい。

関連項目 この項では、Adaptive Server Anywhere リモート・データベース内でグ

ローバル・オートインクリメント・カラムを使用する方法について説
明します。Ultra Light データベース内でグローバル・オートインクリ

メント・カラムを使用する方法については、『Mobile Link クライアン

ト』 > 「デフォルトのグローバル・オートインクリメント・カラムの

宣言」を参照してください。

Adaptive Server Anywhere データベースにおけるグローバル・オートイ

ンクリメント・カラムの動作については、「デフォルト値の選択方法」 
74 ページを参照してください。
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デフォルトのグローバル・オートインクリメントの宣言

Sybase Central でカラムのプロパティを選択するか、CREATE TABLE 
文または ALTER TABLE 文に DEFAULT GLOBAL AUTOINCREMENT 
フレーズを組みこむことで、作業データベースにデフォルト値を設定
できます。

オプションで、AUTOINCREMENT キーワードの直後にカッコで分割

サイズを指定できます。この分割サイズには任意の正の整数を設定で
きますが、通常、分割サイズは、サイズの値がすべての分割で不足し
ないように選択されています。

INT または UNSIGNED INT 型のカラムの場合、デフォルトの分割サ

イズは 216 = 65536 です。他の型のカラムの場合、デフォルトの分割

サイズは 232 = 4294967296 です。特にカラムが INT または BIGINT 型
以外のときは、これらのデフォルトが適切ではない場合があるため、
分割サイズを明示的に指定してください。

たとえば、次の文では 2 つのカラム ( 顧客 ID 番号を保持する整数カ

ラム、顧客名を保持する文字列カラム ) を持つ簡単なテーブルが作成

されます。

CREATE TABLE customer (
     id   INT          DEFAULT GLOBAL AUTOINCREMENT 
(5000),
     name VARCHAR(128) NOT NULL,
     PRIMARY KEY (id)
 )

上の例では、選択された分割サイズは 5000 です。

GLOBAL AUTOINCREMENT の詳細については、『ASA SQL リファレ

ンス・マニュアル』 > 「CREATE TABLE 文」を参照してください。

GLOBAL_DATABASE_ID 値の設定

アプリケーションを配備するときには、各データベースに対して必ず
異なる ID 番号を割り当てます。ID 番号の作成と配布はさまざまな方

法で実行できます。テーブルに値を設定し、ユーザ名など、ユニーク
なプロパティに基づいて、各データベースに適切なローをダウンロー
ドするのも 1 つの方法です。
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❖ グローバル・データベース ID 番号を設定するには、次の手

順に従います。

• パブリック・オプション GLOBAL_DATABASE_ID の値を設

定して、データベースの ID 番号を設定します。ID 番号は正

の整数にします。

例 たとえば、次の文ではデータベースの ID 番号が 20 に設定されます。

SET OPTION PUBLIC.GLOBAL_DATABASE_ID = 20

特定カラムの分割サイズが 5000 の場合、このデータベースのデフォ

ルト値は 100001 ～ 105000 の範囲から選択されます。

デフォルト値の選択方法

各データベース内のパブリック・オプション 
GLOBAL_DATABASE_ID は、ユニークな正の整数に設定してくださ

い。特定のデータベースのデフォルト値の範囲は、pn + 1 ～ p(n + 1) 
です。ここで、p は分割サイズ、n はパブリック・オプション 
GLOBAL_DATABASE_ID の値を表します。たとえば、分割サイズを 
1000、GLOBAL_DATABASE_ID を 3 に設定すると、範囲は 3001 
～ 4000 になります。

GLOBAL_DATABASE_ID が正の整数に設定されている場合、Adaptive 
Server Anywhere は次のルールを適用してデフォルト値を選択します。

•    カラムに現在の分割の値が含まれていない場合、最初のデフォ

ルト値は pn + 1 である。

•    カラムに現在の分割の値が含まれていても、そのすべてが p(n + 
1) 未満であれば、この範囲内でこれまで使用した最大値より 1 
大きい値が次のデフォルト値になる。

•    デフォルトのカラム値は、現在の分割以外のカラムの値の影響

を受けない。つまり、pn+1 より小さいか p(n + 1) より大きい数

には影響されない。Mobile Link 同期を介して別のデータベース

からレプリケートされた場合に、このような値が存在する可能
性があります。
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public オプション GLOBAL_DATABASE_ID がデフォルト値の 
2147483647 に設定されると、null 値がカラムに挿入されます。null 値
が許可されていない場合に、ローの挿入を試みるとエラーが発生しま
す。たとえば、テーブルのプライマリ・キーにカラムが含まれている
場合に、この状況が発生します。

public オプション GLOBAL_DATABASE_ID は、負の値に設定できな

いため、選択された値は常に正になります。ID 番号の最大値を制限

するのは、カラムのデータ型と分割サイズだけです。

デフォルトの Null 値は、分割で値が不足したときにも生成されます。

この場合には、別の分割からデフォルト値を選択できるように、デー
タベースに GLOBAL_DATABASE_ID の新しい値を割り当ててくださ

い。カラムで null が許可されていない場合、null 値を挿入しようとす

るとエラーが発生します。未使用の値が残り少ないことを検出し、こ
のような状態を処理するには、GlobalAutoincrement タイプのイベン

トを作成します。

特定の分割で値が不足する場合は、新しいデータベース ID をその

データベースに割り当てることができます。方法が適切なものであれ
ば、新しいデータベース ID 番号を割り当てることができます。未使

用のデータベース ID 値のプールを管理する方法も、その 1 つです。

このプールは、プライマリ・キー・プールと同じ方法で管理されま
す。

分割で値が不足しそうな場合に、自動的にデータベース管理者へ通知
する ( またはその他のアクションを実行する ) ようにイベント・ハン

ドラを設定できます。詳細については、『ASA データベース管理ガイ

ド』 > 「イベントのトリガ条件の定義」を参照してください。

詳細については、「GLOBAL_DATABASE_ID 値の設定」 73 ページおよ

び 『ASA データベース管理ガイド』 > 「GLOBAL_DATABASE_ID オ
プション [ データベース ]」 を参照してください。
75



ユニークなプライマリ・キーの管理
キー・プールを使用したユニークなプライマリ・キーの管理

この問題を解決する効果的な方法の 1 つは、データベースの各ユーザ

に、必要に応じて、プライマリ・キー値のプールを割り当てることで
す。たとえば、営業担当者ごとに 100 個の新しい ID 値を割り当てま

す。各営業担当者は、自分のプール内の値を、新しい顧客に自由に割
り当てることができます。

❖ プライマリ・キー・プールを実装するには、次の手順に従

います。

1 統合データベースと各リモート・データベースに新しいテー
ブルを追加して、新しいプライマリ・キー・プールを格納し
ます。ユニークな値を格納するカラムとは別に、これらの
テーブルにはユーザ名を格納するカラムが必要です。この
ユーザ名のカラムによって、値を割り当てる権限を持つ者を
識別できます。

2 ストアド・プロシージャを作成し、十分な数の新しい ID 値が

各ユーザに確実に割り当てられるようにします。新しいエン
トリを多数挿入する、または同期をあまり行わないリモー
ト・ユーザには、特に多く、新しい値を割り当てます。

3 download_cursor スクリプトを作成して、各ユーザに割り当て

られた新しい値を選択し、それをリモート・データベースに
ダウンロードします。

4 リモート・データベースを使用するアプリケーションを変更
し、ユーザが新しいローを挿入するときに、プールに入って
いる値をアプリケーションが使用するようにします。アプリ
ケーションは、その値をプールから削除して、値の再使用を
防ぎます。

5 アップロード・スクリプトを作成します。ユーザがリモー
ト・データベースの自分専用の値プールから削除した値と対
応するローが、Mobile Link 同期サーバによって、統合データ

ベースの値のプールから削除されます。

6 end_upload スクリプトを作成し、値のプールを管理するスト

アド・プロシージャを呼び出します。これで、ユーザのプー
ルに対してさらに多くの値が追加され、削除済みの値がアッ
プロード中に置き換わります。
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例 リモート・ユーザは、サンプル・アプリケーションを使って顧客を追
加できます。新しいローにはそれぞれユニークなプライマリ・キー値
があることが必要です。ただし、データ・エントリ中は、まだ各リ
モート・データベースは切断された状態です。

ULCustomerIDPool にはプライマリ・キー値のリストがあり、この値

を各リモート・データベースで使用できます。また、値を使い切って
しまうと、ULCustomerIDPool_maintain ストアド・プロシージャに

よってプール内の値が完全に補充されます。管理プロシージャは、
テーブルレベルの end_upload スクリプトによって呼び出されます。各

リモート・データベースのプールは、upload_cursor スクリプトと 
download_cursor スクリプトによって管理されます。

1. 統合データベースの ULCustomerIDPool テーブルには、新しい顧

客 ID 番号のプールが格納されます。ULCustomer テーブルとは直

接のリンク関係はありません。

2. ULCustomerIDPool_maintain プロシージャによって、統合データ

ベースの ULCustomerIDPool テーブルが更新されます。Adaptive 
Server Anywhere 統合データベース用のサンプル・コードを次に示

します。

CREATE PROCEDURE ULCustomerIDPool_maintain ( IN 
syncuser_id INTEGER )
 BEGIN
     DECLARE pool_count INTEGER;
 
     -- Determine how may ids to add to the pool
     SELECT COUNT(*) INTO pool_count
     FROM ULCustomerIDPool
     WHERE pool_emp_id = syncuser_id;

ULCustomer

cust_id          integer
cust_name        varchar(30)
last_modified       timestamp

ULEmployee

emp_id            integer
emp_name         varchar(30)
last_download    timestamp

ULCustomerIDPool

pool_cust_id            integer
pool_emp_id integer
last_modified timestamp

emp_id = pool_emp_id
77



ユニークなプライマリ・キーの管理
     
     -- Top up the pool with new ids
     WHILE pool_count < 20 LOOP
       INSERT INTO ULCustomerIDPool ( pool_emp_id )
       VALUES ( syncuser_id );
       SET pool_count = pool_count + 1;
     END LOOP;
 END

このプロシージャは、現在のユーザに今割り当てられている番号
をカウントします。また、新しいローを挿入して、このユーザが
十分な数の顧客 ID 番号を使用できるようにします。

このプロシージャは、ULCustomerIDPool テーブル用の end_upload 
テーブル・スクリプトによって、アップロード・ストリームの最
後に呼び出されます。スクリプトを次に示します。

CALL ULCustomerIDPool_maintain( ? )

3. ULCustomerIDPool テーブル用の download_cursor スクリプトは、

リモート・データベースに新しい番号をダウンロードします。

SELECT pool_cust_id
 FROM ULCustomerIDPool
 WHERE pool_emp_id = ?
 AND last_modified >= ?

4. 新しい顧客を挿入するには、リモート・データベースを使用して
いるアプリケーションで、プール中の未使用の ID 番号を選択し

て、その番号をプールから削除してから、この ID 番号による新

しい顧客情報を挿入します。次に示す Ultra Light アプリケーショ

ン用の Embedded SQL 関数は、プールから新しい顧客番号を取り

出します。

bool CDemoDB::GetNextCustomerID( void )
 /*************************************/
 {
     short    ind;
 
     EXEC SQL SELECT min( pool_cust_id )
     INTO :m_CustID:ind FROM ULCustomerIDPool;
     if( ind < 0 ) {
         return false;
78



     第 4 章   同期の方法
     }
     EXEC SQL DELETE FROM ULCustomerIDPool
     WHERE pool_cust_id = :m_CustID;
     return true;
 }
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競合の解決

警告
Mobile Link 環境では、プライマリ・キーを更新しないでください。

プライマリ・キーは、競合を検出する目的でローをユニークに識別し
ます。

競合は、統合データベースにローをアップロードしているときに発生
します。異なるリモート・データベースで 2 人のユーザが同じローを

修正した場合、Mobile Link 同期サーバに 2 つめのローが到着したと

きに競合が検出されます。競合が起こる可能性がある場合は、適切な
値を計算するプロセスを定義するか、最低でも競合のログを取ってく
ださい。

同期のダウンロード処理中は、リモート・データベースでは競合は発
生しません。ダウンロードしたローに新しいプライマリ・キーが含ま
れている場合は、その値は新しいローに挿入されます。新しいプライ
マリ・キーが既存のローのプライマリ・キーと一致する場合は、その
ローの値が更新されます。

競合はエラーとは異なります。優れたアプリケーションを設計するに
は、競合の解決は不可欠です。

デフォルト動作 競合は、ローの更新中にのみ検出されます。競合とは、最後の同期以
降に更新または削除されたローを更新しようとすることです。デフォ
ルトでは、次の動作が行われます。

•    ローを挿入しようとしたときに、そのローが挿入済みであるこ

とが検出されると、エラーが生成されます。

•    ローを削除しようとしたときに、そのローが削除済みであるこ

とが検出されると、削除の試行は無視されます。

この処理は、利便性のために定義された組み込みの動作です。異なる
動作を定義する場合は、1 つまたは複数のアップロード・イベントを

使用して独自に実装してください。

同期の競合の対処方法については、『Mobile Link チュートリアル』 > 
「チュートリアル：Mobile Link スクリプトの作成と同期のモニタリン

グ」を参照してください。
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競合の検出

Mobile Link クライアントが更新済みのローを Mobile Link 同期サーバ

に送信するときは、新しい値 ( 更新後イメージ ) だけでなく、古い

ローの値 ( 更新前イメージ ) のコピーも含まれています。更新前イ

メージが統合データベースの現在の値と一致しないと、競合が検出さ
れます。

競合を検出するには、次の 2 つの方法があります。

•    upload_fetch スクリプトを定義する

•    WHERE 句に指定されたカラムがすべて非プライマリ・キー・カ

ラムである upload_update スクリプトを定義する

同じテーブルにこれら両方のスクリプトを定義すると、upload_fetch 
スクリプトのみが使用されます。

upload_fetch または適切な upload_update スクリプトが適用されている

場合にのみ、Mobile Link 同期サーバが競合を検出します。

upload_fetch スクリプトを指定すると、Mobile Link 同期サーバは、

アップロードの更新前イメージを、upload_fetch スクリプトから返さ

れる、同じプライマリ・キー値を持つローの値と比較します。更新前
イメージの値が統合データベースの現在の値と一致しない場合、
Mobile Link 同期サーバは競合を検出します。

upload_fetch 通常、upload_fetch スクリプトは、更新対象となるローに対応する統

合データベースのテーブルから、データの単一のローを選択します。
通常の upload_fetch スクリプトの構文は次のとおりです。

SELECT col1, col2, …
 FROM table-name
 WHERE pk1 = ? AND pk2 = ? …

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「upload_fetch テーブ

ル・イベント」を参照してください。

upload_update upload_update スクリプトは、ローの各カラムのパラメータを提供しま

す。

upload_update イベントのパラメータは、次の構文を持つ文でローが適

切に更新されるように配置されています。
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UPDATE table-name
 SET col1 = ?, col2 = ?, …
 WHERE pk1 = ? AND pk2 = ? …

この文では、col1 や col2 はプライマリ・キー・カラムではありません

が、pk1 や pk2 はプライマリ・キー・カラムです。

競合を検出するには、次の構文を使用します。

UPDATE table-name
 SET col1 = ?, col2 = ?, …
 WHERE pk1 = ? AND pk2 = ? …
 AND col1 = ? AND col2 = ? …

WHERE 句は、リモート・データベースから更新された古い値と、統

合データベースの現在の値を比較します。これらの値が一致しないと
更新は無視されるので、すでに統合データベースにあった値は保持さ
れます。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「upload_update テーブ

ル・イベント」を参照してください。

競合の解決

競合を解決するために、いくつかのオプションがあります。

•    競合が発生した場合に、テンポラリ・テーブルまたは永久テー

ブルと resolve_conflict スクリプトを使用して解決する。

「resolve_conflict スクリプトによる競合の解決」 83 ページを参照

してください。

•    競合が発生した場合に、upload_update スクリプトを使用して解

決する。

「upload_update スクリプトによる競合の解決」 86 ページを参照し

てください。

•    テーブル用の end_upload イベントを使用して、すべての競合を

一度に解決する。
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『Mobile Link 管理ガイド』 > 「end_upload テーブル・イベント」

を参照してください。

文ベースのアップロードを使用した競合解決の例については、
『Mobile Link チュートリアル』 > 「Contact サンプルの製品の同期」を

参照してください。

例 たとえば、User1 が最初に 10 個の在庫を売り出し、そのうち 3 個を販

売して、Remote1 にある在庫の値を 7 個に更新します。User2 は 4 個
販売し、Remote2 にある在庫を 6 に更新します。Remote1 が同期を実

行すると、統合データベースは 7 に更新されます。Remote2 が同期を

実行すると、在庫の値が 10 ではなくなっているため、競合が検出さ

れます。この競合をプログラムで解決するには、次のような 3 つの

ロー値が必要となります。

1. 統合データベースにある現在の値。

2. Remote2 がアップロードした新しいローの値。

3. Remote2 が最後の同期中に取得した古いローの値。

この場合、ビジネス論理は新しい在庫値を計算し、競合を解決するた
めに次の方法を使用します。

 current consolidated - (old remote - new remote)
 -> 7 - (10-6) = 3
  

resolve_conflict スクリプトによる競合の解決

Mobile Link 同期サーバが upload_fetch スクリプトを使用して競合を検

出すると、次のイベントが発生します。

•    Mobile Link 同期サーバは、リモート・データベースからアップ

ロードされた古いロー値を upload_old_row_insert スクリプトの定

義に従って挿入します。通常、古い値はテンポラリ・テーブル
に挿入されます。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 
「upload_old_row_insert テーブル・イベント」を参照してくださ

い。
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•    Mobile Link 同期サーバは、リモート・データベースからアップ

ロードされた新しいロー値を upload_new_row_insert スクリプト

の定義に従って挿入します。通常、新しい値はテンポラリ・
テーブルに挿入されます。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 
「upload_new_row_insert テーブル・イベント」を参照してくださ

い。

•    Mobile Link 同期サーバは、resolve_conflict スクリプトを実行しま

す。このスクリプトでは、ストアド・プロシージャを呼び出し
たり、実行手順の順序を定義したりすることによって、新しい
ロー値と古いロー値を使用して競合を解決できます。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「resolve_conflict テーブ

ル・イベント」を参照してください。

例 次の例では、6 つのイベントに対してスクリプトを作成し、次にスト

アド・プロシージャを作成します。

•    begin_synchronization スクリプトでは、contact_new および 
contact_old という 2 つのテンポラリ・テーブルを作成します。

この操作は、begin_connection ではなく begin_synchronization で
行います。これは、同期が失敗しても、対応する "end_" スクリ

プトが実行して、テンポラリ・テーブルを削除できるようにす
るためです。

•    upload_old_row_insert スクリプトと upload_new_row_insert スクリ

プトでは、リモート・データベースからアップロードした新し
いデータと古いデータを使用して、2 つのテンポラリ・テーブル

を設定します。

•    upload_fetch スクリプトは、競合を検出します。

•    resolve_conflict スクリプトは、MLResolveConflict ストアド・プロ

シージャを呼び出して、競合を解決します。
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MLResolveConflict ストアド・プロシージャは次のとおりです。

CREATE PROCEDURE MLResolveConflict( )
 BEGIN
   --update the consolidated database only if the new 
contact date
   --is later than the existing contact date
   UPDATE contact c
     SET c.contact_date = cn.contact_date
       FROM #contact_new cn
       WHERE c.id = cn.id
         AND cn.contact_date > c.contact_date;
   --cleanup
   DELETE FROM #contact_new;
   DELETE FROM #contact_old;
 END

イベント スクリプト

begin_synchronization CREATE TABLE #contact_new( 
    id  INTEGER,
    location CHAR(36),
    contact_date DATE);
 CREATE TABLE #contact_old(
    id  INTEGER,
    location CHAR(36),
    contact_date DATE)

upload_fetch SELECT id, location, contact_date
    FROM contact
    WHERE id = ?
 

upload_old_row_insert INSERT INTO #contact_new( id, 
location, contact_date ) 
   VALUES ( ?, ?, ? )

upload_new_row_insert INSERT INTO #contact_old( id, 
location, contact_date )
   VALUES ( ?, ?, ? )

resolve_conflict CALL MLResolveConflict( )

end_synchronization DROP TABLE #contact_new;
 DROP TABLE #contact_old
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upload_update スクリプトによる競合の解決

競合を解決するのに resolve_conflict スクリプトを使用する代わりに、

upload_update スクリプトでストアド・プロシージャを呼び出すことも

できます。この方法では、プログラムで競合の検出と解決の両方を行
う必要があります。

たとえば、次のストアド・プロシージャ sp_update_customer には、競

合を検出し解決するための論理が定義されています。この論理では、
パラメータに新しいカラム値、プライマリ・キー、古いカラム値を許
可しています。

call ml_add_table_script( 'version_1', 'customer', 
'upload_update', '
 CALL sp_update_customer (?,?,?,?,?,?)
 ) 
 CREATE PROCEDURE sp_update_customer(
      IN @new_first_name    varchar(30)
     ,IN @new_last_name     varchar(30)
     ,IN @new_nullable_col  varchar(30)
     ,IN @new_last_modified timestamp
     ,IN @cust_1st_pk       integer
     ,IN @cust_2nd_pk       integer
     ,IN @old_first_name    varchar(30)
     ,IN @old_last_name     varchar(30)
     ,IN @old_nullable_col  varchar(30)
     ,IN @old_last_modified timestamp
 )

競合を検出するために、次の更新操作によって影響を受けるローの数
をチェックできます。WHERE 句は、リモート・データベースから更

新された古い値と、統合データベースの現在の値を比較します。値が
一致すると、更新が成功し、競合は発生しません。

 UPDATE customer
 SET first_name                  = @new_first_name,
  last_name                         = @new_last_name,
  nullable_col                   = @new_nullable_col,
  last_modified                  = @new_last_modified
 
 WHERE cust_1st_pk               = @cust_1st_pk
  AND cust_2nd_pk                = @cust_2nd_pk
  AND first_name                 = @old_first_name
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  AND last_name                  = @old_last_name
  AND COALESCE(nullable_col, '') = 
COALESCE(@old_nullable_col, '')
  AND last_modified              = @old_last_modified;
 ...

注意：
COALESCE 関数はリストから最初の非 NULL 式を返しますが、この

場合は、NULL 入力可能なカラムの値を比較するために使用されま

す。

詳細については、『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 > 
「COALESCE 関数 [ その他 ]」 を参照してください。

統合データベースでメカニズムを使用することによって、上記で説明
した更新文の結果を調べることができます。たとえば、Adaptive 
Server Anywhere を使用して、更新によって影響を受けたローの数を

調べるために @@rowcount グローバル変数をチェックできます。

@@rowcount = 0 の場合は競合が発生しているので、次に示すように

プログラムで競合を解決できます。この例では、最新の更新を実行し
たデータベースが競合に勝ちます。統合データベースが競合に勝った
場合は、その現在の値が保持され、何のアクションも実行されませ
ん。

IF( @@rowcount = 0 ) THEN
 -- A conflict has been detected. To resolve, you:
 -- b) Use business logic to determine which values to 
use
 -- c) Update the consolidated database with the final 
values
           
  IF( @new_last_modified > @current_last_modified ) 
THEN
  -- The remote has won the conflict
  -- use the values it uploaded.
   
   UPDATE customer
    SET first_name    = @new_first_name,
        last_name     = @new_last_name,
        nullable_col  = @new_nullable_col,
        last_modified = @new_last_modified
87



競合の解決
        WHERE cust_1st_pk  = @cust_1st_pk
         AND cust_2nd_pk   = @cust_2nd_pk;
        
  END IF;
 END IF;

強制的な競合解決

強制的な競合解決は、アップロードされたすべてのローに競合がある
ものとして強制的に処理する特別な方法です。

upload_insert、upload_update、upload_delete スクリプトがすべて未定義

の場合、Mobile Link 同期サーバは強制的な競合解決を使用します。

この操作モードでは、Mobile Link 同期サーバは、そのテーブルから

アップロードされたすべてのローを、upload_old_row_insert スクリプ

トと upload_new_row_insert スクリプトによって定義された文を使って

挿入しようとします。基本的には、アップロードされたすべてのロー
は競合として処理されます。ストアド・プロシージャまたはスクリプ
トを作成し、アップロードした値を目的に応じて処理できます。

upload_insert、upload_update、または upload_delete スクリプトがない

場合は、通常の競合解決処理は実行されません。この方法の主な使い
方は、次の 2 とおりです。

•    任意の競合の検出と解決   自動メカニズムでは、ローの更新時

にエラーを検出するだけです。また、それは古い値が統合デー
タベースの現在の値と一致しない場合にだけ行われます。

upload_old_row_insert スクリプトと upload_new_row_insert スクリ

プトを使って、アップロードしたロー・データを取得し、その
データが最適になるように処理できます。

•    パフォーマンス   upload_insert、upload_update、upload_delete が
定義されていない場合、Mobile Link 同期サーバが通常行う競合

検出タスクは実行されません。このタスクには、1 回につき 1 つ
のローについての統合データベースへの問い合わせが含まれま
す。これらのスクリプトを定義しない場合は、
upload_old_row_insert スクリプトと upload_new_row_insert スクリ

プトで定義した文を使って、アップロードしたばかりの情報の
挿入だけは行ってください。挿入だけが関連するため、Mobile 
Link 同期サーバはより効率的に処理を行います。
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ユーザ名の格納

upload_old_row_insert スクリプトまたは upload_new_row_insert スクリ

プトを作成するときに、INSERT 文の中に追加のパラメータを含める

ことができます。その場合、Mobile Link 同期サーバは、最初のパラ

メータにユーザ名を自動的に挿入し、その後、通常どおり残りのパラ
メータを使用します。データベース管理システムによっては、現在の
ユーザに関する識別情報を格納できないため、この便利なメカニズム
が備わっています。

この機能を使って、各ローにどのユーザが挿入されたのかを簡単に識
別できます。また、この機能は、同時に複数の異なるユーザからの新
旧アップロード値を格納するために 1 つまたは 2 つのテーブルが使用

されている場合に便利です。この情報により、resolve_conflict スクリ

プト中にユーザ固有のロジックを指定できます。

たとえば、通常の upload_old_row_insert スクリプトの形式は、次のと

おりです。select リストの項目は、リモート・テーブルのカラムに対

応しています。

INSERT INTO MyTable (c1, c2, . . . , cN) VALUES 
(?,?,...,?)

ただし、次の構文も有効です。

INSERT INTO MyTableWithUser (user_name, c1, c2, . . . , 
cN) VALUES (?,?,...,?)

通常、select リストのカラムは、順序と型の両方をリモート・テーブ

ルのカラムに一致させますが、この場合は例外です。値リストにパラ
メータを 1 つ追加する場合は、たとえば VARCHAR(128) などのよう

に、ユーザ名の格納に適した型にしてください。値リスト内のユーザ
名の後のパラメータは、通常のように順序と型の両方をリモート・
テーブルのカラムに一致させます。1 つでも余分なパラメータがある

場合は、エラーになります。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「upload_old_row_insert 
テーブル・イベント」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 

「upload_new_row_insert テーブル・イベント」を参照してください。
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データ・エントリ

一部のデータベースには、データ・エントリ専用のテーブルがありま
す。この種類のテーブルを処理するには、同期時に挿入されたローを
すべてアップロードし、そのローをダウンロード・ストリームでリ
モート・データベースから削除する方法があります。同期後に、リ
モート・テーブルは再び空になり、別のデータ・バッチに使用できま
す。

このモデルを使用するには、end_upload テーブル・スクリプトを使用

して、ローをテンポラリ・テーブルにアップロードしてから、ベー
ス・テーブルに挿入してください。テンポラリ・テーブルを 
download_delete_cursor スクリプトの中で使用し、同期が正常に完了し

た後で、リモート・データベースからローを削除できます。

また、STOP SYNCHRONIZATION DELETE 文 ( 削除内容を次回の同

期中にアップロードしないようにする ) を使って、クライアント・ア

プリケーションでもローを削除できます。

詳細については、『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 > 「STOP 
SYNCHRONIZATION DELETE 文 [Mobile Link]」 を参照してください。
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削除の処理

ローを統合データベースから削除する場合、そのローを持つすべての
リモート・データベースからも削除できるように、ローの記録が必要
です。

1 つの方法として、ローそのものを削除しない方法があります。不要

になったデータについては、ローのステータス・カラムを変更して、
"inactive ( 非アクティブ )" のマークを付けることができます。これを論

理削除と言い、download_cursor と download_delete_cursor の WHERE 
句で、ローのステータスを参照できます。この方法は、CustDB サン

プル・アプリケーションの ULEmpCust テーブルで使用されており、

テーブルのアクション・カラムには削除を示す "D" が入っています。

スクリプトでは、この値を使用してリモート・データベースからレ
コードを削除し、さらに、同期処理の最後に統合データベースからも
レコードを削除します。CustDB ではこの方法を ULOrder テーブルに

使用し、Contact サンプルではこの方法を Customer、Contact、Product 
テーブルに使用しています。

2 つ目の方法は、シャドー・テーブルを作成し、削除したローのプラ

イマリ・キー値をそこに格納することです。ローが削除されると、1 
つのトリガによってシャドー・テーブルに移植されます。
download_delete_cursor スクリプトは、シャドー・テーブルを使用し

て、リモート・データベースからローを削除します。シャドー・テー
ブルには、実際のテーブルのプライマリ・キー・カラムだけが必要で
す。

詳細については、「download_delete_cursor スクリプトの作成」 311 ペー

ジを参照してください。
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失敗したダウンロードの処理

ダウンロード・トランザクションで、ダウンロード内容の書き換え情
報を保持します。この情報は、リモート・データベースに適用された
ダウンロードの内容を基に、自動的に更新されます。

エラーが発生してダウンロード・ストリーム全体をリモート・データ
ベースに適用できない場合、SendDownloadAck を ON に変更しても、

Mobile Link 同期サーバはダウンロードの確認を取得できないため、

ダウンロード・トランザクションをロールバックします。トランケー
ション・ポイントの書き換え情報は、ダウンロード・トランザクショ
ンの一部であるため、ロールバックされます。次回ダウンロード・ス
トリームが作成される場合、元のトランケーション・ポイントの書き
換え情報を使用します。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「SendDownloadACK 
(sa) 拡張オプション」または 『Mobile Link クライアント』 > 「Send 
Download Acknowledgement 同期パラメータ」を参照してください。

同期スクリプトをテストした時にエラーが発生した場合は、
end_download スクリプトを論理に追加してください。これで、失敗に

終わったダウンロードを、スクリプトを使って確実に処理できます。

失敗したダウンロードの再開

ダウンロードの失敗は、ダウンロード中の通信エラーまたはユーザに
よるダウンロードのアボートによって発生します。Mobile Link は、

ダウンロードの失敗からのリカバリを支援する機能を備えています。
この機能を使用すると、ダウンロード全体の再送を防ぐこともできま
す。この機能は、Adaptive Server Anywhere と Ultra Light リモート・

データベースでそれぞれ別に実装されています。

Adaptive Server 
Anywhere リモー

ト・データベース

ダウンロード中に同期が失敗すると、いずれのダウンロードもリモー
ト・データベースには適用されません。ただし、正常に送信されたダ
ウンロードの部分は、リモート・デバイスのテンポラリ・ファイルに
格納されます。このファイルには直接アクセスできませんが、
dbmlsync はこのファイルを利用するための機能を提供しています。こ

の機能を使用すると、長時間のデータ再送を防ぐことができます。ま
た、自動的にダウンロードの失敗をリカバリすることも可能です。
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注意
SendDownloadACK 拡張オプションが ON ( デフォルトは OFF) に設定

されている場合、または DownloadBufferSize 拡張オプションが 0 ( こ
れもデフォルトではありません ) に設定されている場合、ダウンロー

ドを再開することはできません。

この機能を実装するには 3 つの方法があります。どの方法の場合も、

アップロードする新しいデータが存在する場合は再開されたダウン
ロードは失敗し、dbmlsync はアボートされます。

•    -dc   ダウンロードが失敗した後、次回 dbmlsync を起動するとき

に、-dc を使用してダウンロードを再開します。失敗したダウン

ロードの一部が送信されている場合、Mobile Link 同期サーバは、

ダウンロードの残りだけを送信します。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「-dc オプショ

ン」を参照してください。

•    ContinueDownload (cd) 拡張オプション   dbmlsync コマンド・ラ

インで使用した場合、cd 拡張オプションは -dc オプションと同

じように動作します。このオプションは、データベース内に格
納したり、sp_hook_dbmlsync_set_extended_options を使用して 1 
つの同期内に設定することもできます。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 
「ContinueDownload (cd) 拡張オプション」および 『Mobile Link 
クライアント』 > 「sp_hook_dbmlsync_set_extended_options」 を参

照してください。

•    sp_hook_dbmlsync_end hook   restart パラメータを使用して、ダ

ウンロードを再開できます。restartable download パラメータが 
true に設定されている場合は、ダウンロードを再開できます。

ダウンロード・ファイルが存在し、一定のサイズの場合は、
フック内に論理を作成してダウンロードを再開することもでき
ます。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 
「sp_hook_dbmlsync_end」 を参照してください。
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Ultra Light リモー

ト・データベース

次に示すように、ダウンロードが失敗した後の Ultra Light アプリケー

ションの動作を制御できます。

•    同期時に Keep Partial Download 同期パラメータを true に設定して

いる場合、ダウンロードが完了する前に失敗すると、Ultra Light 
はダウンロードされた変更の部分を適用します。また Ultra Light 
は、Partial Download Retained パラメータを true に設定します。

この時点では、Ultra Light データベースは一貫性のない状態にな

ります。アプリケーションの仕様に応じて、同期を正常に完了
するか、データの変更を許可する前にロールバックしてくださ
い。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「Keep Partial 
Download 同期パラメータ」および 『Mobile Link クライアント』 
> 「Partial Download Retained 同期パラメータ」を参照してくだ

さい。

•    ダウンロードを再起動するには、Resume Partial Download 同期パ

ラメータを true に設定し、再度同期を実行します。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「Resume Partial 
Download 同期パラメータ」を参照してください。

再起動可能な同期はアップロードを実行せず、失敗したダウン
ロードによってダウンロードされた変更のみをダウンロードし
ます。つまり、失敗したダウンロードは完了しますが、前回の
実行以降に行われた変更は同期しません。これらの変更を取得
するには、一度失敗したダウンロードが完了してから、再度同
期を実行する必要があります。または、Rollback Partial 
Download を呼び出して、false に設定されている Resume Partial 
Download と同期します。

ダウンロードを再起動すると、失敗した同期から多数の同期パ
ラメータがもう一度自動的に使用されます。たとえば、パブリ
ケーション・パラメータは無視されます。同期は、最初のダウ
ンロードで要求されたパブリケーションをダウンロードします。
唯一設定が必要なパラメータは、Resume Partial Download パラ

メータ (true に設定 ) と User Name パラメータです。また、以下

のパラメータ ( 設定されている場合 ) の設定も有効です。

◆ Keep Partial Download ( 今後の中断に備える )
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◆ DisableConcurrency
◆ Observr
◆ User Data

•    失敗したダウンロードからの変更を、同期を再開せずにロール

バックするには、変更をロールバックする関数を呼び出します。
この関数は、embedded SQL の ULRollbackPartialDownload 関数で

す。Ultra Light コンポーネントの場合は、Connection オブジェク

トのメソッドです。

• MobileVB 『Ultra Light for MobileVB ユーザーズ・ガイ

ド』 > 「RollbackPartialDownload メソッド」

• Ultra Light.NET 『Ultra Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「RollbackPartialDownload メソッド」 

(iAnywhere.Data.UltraLite ネームスペース ) および 『Ultra 
Light.NET ユーザーズ・ガイド』 > 
「RollbackPartialDownload メソッド」 (iAnywhere.UltraLite 
ネームスペース ) を参照してください。

• Native Ultra Light for Java 「API リファレンス」の 
ianywhere.native_ultralite.Connection.rollbackPartialDown
load メソッド

• Ultra Light C++ コンポーネント 『Ultra Light C/C++ ユー

ザーズ・ガイド』 > 「RollbackPartialDownload メソッド」

• Ultra Light ActiveX 『Ultra Light ActiveX ユーザーズ・ガ

イド』 > 「RollbackPartialDownload メソッド」

• Embedded SQL 『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 
> 「ULRollbackPartialDownload 関数」

• 静的型 C++ API 『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 
> 「RollbackPartialDownload メソッド」

• 静的型 Java API この機能は静的型 Java API には使用で

きません。
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サーバやネットワークが使用できないなどの理由で同期が完了
できない場合や、エンド・ユーザがアプリケーションで作業を
実行中もデータの一貫性を維持したい場合に、失敗したダウン
ロードから変更をロールバックできます。

通信エラーの詳細については、『ASA エラー・メッセージ』 > 「ASA 
エラー・メッセージ」を参照してください。

注意
send_download_ack 同期パラメータが true ( デフォルトではあ

りません ) に設定されている場合、再開されたダウンロードでは設定

は無視されます。
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ストアド・プロシージャ・コールからの結果セット
のダウンロード

ストアド・プロシージャ・コールから結果セットをダウンロードでき
ます。たとえば、次のテーブルに対する download_cursor があるとし

ます。

CREATE TABLE MyTable (
     pk INTEGER PRIMARY KEY NOT NULL,
     col1 VARCHAR(100) NOT NULL,
     col2 VARCHAR(20) NOT NULL
 )

download_cursor テーブル・スクリプトは次のようになります。

SELECT pk, col1, col2
    FROM MyTable
       WHERE last_modified >= ?
       AND employee = ?

MyTable へのダウンロードに、より高度なビジネス論理を使用する場

合は、次のようにスクリプトを作成できます。DownloadMyTable は、

2 つのパラメータ ( 最終ダウンロード・タイムスタンプと Mobile Link 
ユーザ名 ) を取り、結果セットを返すストアド・プロシージャです (
この例では、移植性のため ODBC 呼び出し規則を使用しています )。

{call DownloadMyTable( ?, ? )}

次に、サポートされる統合データベースごとの簡単な例を示します。
詳細については、使用している統合データベースのマニュアルを参照
してください。

次の例は、Adaptive Server Anywhere、Adaptive Server Enterprise、
Microsoft SQL Server に適用されます。

CREATE PROCEDURE SPDownload
     @last_dl_ts DATETIME,
     @u_name VARCHAR( 128 )
 AS
 BEGIN
97



ストアド・プロシージャ・コールからの結果セットのダウンロード
      SELECT pk, col1, col2
        FROM MyTable
           WHERE last_modified >= @last_dl_ts
           AND employee = @u_name
 END

次の例は、Oracle に適用されます。Oracle では、パッケージが定義さ

れている必要があります。定義するパッケージには、結果セットのレ
コード・タイプと、レコード・タイプを返すカーソル・タイプが含ま
れていなければなりません。

注意
この例では、Oracle が結果セットを返す必要があります。[ODBC 
Oracle ドライバ設定] ダイアログで [Procedure Returns Results] オプショ

ンを選択する必要があります。または、接続文字列で 
ProcedureRetResults=1 と設定する必要があります。Oracle ODBC ドラ

イバの設定の詳細については、『Mobile Link およびリモート・デー

タ・アクセスの ODBC ドライバ』 > 「Oracle 対応の iAnywhere 
Solutions ODBC ドライバ」を参照してください。

Create or replace package SPInfo as
 Type SPRec is record (
     pk     integer,
     col1   varchar(100),
     col2   varchar(20)
 );
 Type SPCursor is ref cursor return SPRec;
 End SPInfo;

次に、Oracle では、パッケージのカーソル・タイプが最初のパラメー

タに指定されているストアド・プロシージャが必要です。
download_cursor スクリプトは、3 つではなく 2 つのパラメータのみを

渡すことに注意してください。Oracle で結果セットを返すストアド・

プロシージャの場合、ストアド・プロシージャ定義でパラメータとし
て宣言されているカーソル・タイプによって結果セットの構造が定義
されますが、真のパラメータ自体は定義されません。

Create or replace procedure
     DownloadMyTable( spcursor IN OUT SPInfo.SPCursor,
                      last_dl_ts IN DATE,
                      user_name IN VARCHAR ) As
 Begin
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     Open spcursor For
        select pk, col1, col2
          from MyTable
            where last_modified >= last_dl_ts
            and employee = user_name;
 End;

次の例は、IBM DB2 UDB に適用されます。

CREATE PROCEDURE DownloadMyTable(
    IN last_dl_ts TIMESTAMP,
    IN u_name VARCHAR( 128 ) )
         EXTERNAL NAME 'DLMyTable!DownloadMyTable'
         RESULT SETS 1
         FENCED
         LANGUAGE JAVA PARAMETER STYLE DB2GENERAL

次に示すのは、ストアド・プロシージャを DLMyTable.java に Java で
実装した例です。結果セットを返すには、メソッドが戻るときに、結
果セットを開いたままにします。

import COM.ibm.db2.app.*;
 import java.sql.*;
 
 public class DLMyTable extends StoredProc
 {
   public void DownloadMyTable(
       Date last_dl_ts,
       String u_name ) throws Exception
   {
       Connection  conn = getConnection();
       conn.setAutoCommit( false );
       Statement   s    = conn.createStatement();
       // Execute the select and leave it open.
       ResultSet   r    = s.executeQuery(
             "select pk, col1, col2 from MyTable"
                   + " where last_modified >= '"
                   + last_dl_ts
                   + "' and employee = '"
                   + u_name + "'" );
     }
 }
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リモート・データベースでのスキーマの変更

要件の変化に応じて、配備したリモート・データベースのスキーマを
変更しなければならない場合があります。最も一般的なスキーマの変
更とは、新しいカラムを既存のテーブルに追加する、または新しい
テーブルをデータベースに追加することです。

Adaptive Server Anywhere リモート・データベース

Adaptive Server Anywhere リモート・データベースを配備した後に、そ

のスキーマを変更することができます。

❖ Adaptive Server Anywhere リモート・データベースにテー

ブルを追加するには、次の手順に従います。

1 関連するテーブル・スクリプトを統合データベースに追加し
ます。

新しいテーブルのないリモート・データベースと、新しい
テーブルのあるリモート・データベースには、同じスクリプ
ト・バージョンを使用できます。ただし、新しいテーブルが
存在することによって既存のテーブルの同期方法が変更され
る場合は、新しいスクリプト・バージョンを作成し、そのス
クリプト・バージョンで同期されるすべてのテーブルに対し
て新しいスクリプトを作成する必要があります。

2 通常の同期を実行します。

この手順は必須ではありませんが、スキーマを変更する前に
実行しておくことをおすすめします。

3 ALTER PUBLICATION 文を使用して、テーブルを追加しま

す。次に例を示します。

ALTER PUBLICATION your_pub
    ADD TABLE table_name

詳細については、『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 > 
「ALTER PUBLICATION 文」を参照してください。
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4 同期を実行します。必要な場合は、新しいスクリプト・バー
ジョンを使用します。

リモート・データ
ベースのテーブル定
義の変更

既存テーブルのカラムの数か型を変更する場合は、注意してくださ
い。Mobile Link クライアントが新しいスキーマで同期する場合、

upload_update や download_cursor などのスクリプトが必要です。これ

らのスクリプトには、リモート・テーブルの全カラム用のパラメータ
があります。古いリモート・データベースの場合は、元のカラムだけ
を保持するスクリプトが必要です。

❖ 配備された Adaptive Server Anywhere リモート・データ

ベースのパブリッシュ済みのテーブルを変更するには、次
の手順に従います。

1 統合データベースで、新しいスクリプト・バージョンを作成
します。

詳細については、「スクリプト・バージョン」 298 ページを参

照してください。

2 新しいスクリプト・バージョンには、古いスクリプト・バー
ジョンで同期された変更対象のテーブルを含むパブリケー
ションのすべてのテーブルに対してスクリプトを作成します。

3 リモート・データベースで、古いスクリプト・バージョンを
使用して通常の同期を実行します。

4 リモート・データベースで、ALTER PUBLICATION 文を使用

して、テーブルをパブリケーションから一時的に削除します。
次に例を示します。

ALTER PUBLICATION your_pub
   DROP TABLE table_name
  

詳細については、『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 > 
「ALTER PUBLICATION 文」を参照してください。

5 リモート・データベースで、ALTER TABLE 文を使用して

テーブルを変更します。
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詳細については、『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 > 
「ALTER TABLE 文」を参照してください。

6 リモート・データベースで、ALTER PUBLICATION 文を使用

して、テーブルをパブリケーションに戻します。

詳細については、『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 > 
「ALTER PUBLICATION 文」を参照してください。

7 新しいスクリプト・バージョンを使用して同期します。

注意：手順 4 ～ 6 は、sp_hook_dbmlsync_schema_upgrade ストアド・プ

ロシージャで実行することも可能です。詳細については、『Mobile 
Link クライアント』 > 「sp_hook_dbmlsync_schema_upgrade」を参照し

てください。

Adaptive Server Anywhere リモート・データベースのスキーマの変更方

法については、『Mobile Link クライアント』 > 
「sp_hook_dbmlsync_schema_upgrade」 を参照してください。

Ultra Light リモート・データベース

Ultra Light リモート・データベースのスキーマは、新しいアプリケー

ションを配備するか、スキーマをアップグレードすることで変更でき
ます。

•    スキーマをアップグレードせずに新しいアプリケーションを配

備する場合は、Mobile Link 同期サーバとの同期を行って Ultra 
Light データベースにデータを再移植する必要があります。

•    スキーマをアップグレードする場合、データは保持されます。

全ユーザが同時にアプリケーションを新しいバージョンにアッ
プグレードすることは、通常は難しいからです。

新旧 2 つのバージョンを使用できるようにして、単一の統合データ

ベースとこれらを同期する必要があります。2 種類以上の同期スクリ

プトを作成し、それらを統合データベースに格納して、Mobile Link 
同期サーバの動作を制御できます。次に、使用するアプリケーション
のバージョンごとに、同期の開始時に正しいバージョン名を指定する
ことによって、適切な同期スクリプトのセットを選択できます。
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Ultra Light のスキーマの詳細については、『Ultra Light データベース・

ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light データベースとスキーマの作成」

を参照してください。
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第 5章 

ファイルベースのダウンロード

この章の内容 この章では、Adaptive Server Anywhere リモート・データベースにデー

タをダウンロードする、もう 1 つの方法について説明します。ダウン

ロードの内容はファイルとして配布でき、同期の変更をオフラインで
配布可能です。このため、ファイルを一度作成すれば、多数のリモー
ト・データベースにこのファイルを配布できます。

この章では、ファイルベースのダウンロードの使用方法について詳し
く説明し、その設定方法を示す 2 つの詳細な例を示します。
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概要
概要

ファイルベースのダウンロードでは、ダウンロードした同期の変更内
容をファイルに保存し、ファイルを転送可能なあらゆる方法を使用し
て Adaptive Server Anywhere リモート・データベースに転送できます。

次に例を示します。

•    衛星マルチキャストでデータをブロードキャストする。

•    Manage Anywhere Studio を使用して更新を適用する。

•    ファイルを電子メールまたは FTP でユーザに送信する。

ファイルを送信するユーザを選択します。ファイルベースのダウン
ロードでは、競合の検出と解決を含め、同期の整合性は完全に保護さ
れます。このファイルにサードパーティの暗号化を適用することによ
り、ファイルの安全性を保証できます。

使用する場合 ファイルベースのダウンロードは、統合データベースで大量のデータ
が変更されたときには便利ですが、リモート・データベースではデー
タの更新の頻度が低いか、更新がまったく行われません。たとえば、
価格リスト、製品リスト、コードのテーブルなどです。

ファイルベースのダウンロードは、ダウンロードされたデータがリ
モート・データベースで頻繁に更新される場合、またはアップロード
専用の同期を頻繁に実行している場合には適していません。このよう
な状況では、ダウンロード・ファイルの適用時に実行される整合性の
チェックが原因で、リモート・サイトはダウンロード・ファイルを適
用できないことがあります。

リモート・データベースを更新する手段として、ファイルベースのダ
ウンロードのみを使用することはできません。完全な同期またはアッ
プロード専用の同期を定期的に実行する必要もあります。完全な同期
またはアップロード専用の同期は、ログ・オフセットを進めたり、ロ
グ・ファイルを保守したりするために必要です。こうしないと、ロ
グ・ファイルのサイズが大きくなり、同期処理に時間がかかるように
なります。また、完全な同期ではエラーからのリカバリが必要になる
こともあります。

現時点では、ファイルベースのダウンロードは Adaptive Server 
Anywhere リモート・データベースでのみ使用可能です。
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ファイルベースのダウンロードの設定

ファイルベースのダウンロードを設定するには、次の手順に従いま
す。

1. ファイル定義データベースを作成します。

2. 統合データベースで、新しいスクリプト・バージョンを使用して
スクリプトを作成します。

3. ダウンロード・ファイルを作成します。

4. ダウンロード・ファイルを適用します。

上記の手順について、以下に詳しく説明します。

ファイル定義データベースの作成

ファイルベースのダウンロードを設定するには、「ファイル定義デー
タベース」を作成します。これは、リモート・データベースと同じ同
期テーブルと同期パブリケーションを持つ Adaptive Server Anywhere 
データベースです。配置する場所は、どこでもかまいません。この
データベースには、データまたはステータスの情報はありません。
バックアップまたは保守を行う必要がなく、必要に応じて削除した
り、再作成できます。

ファイル定義データベースには、次のものが含まれている必要があり
ます。

•    リモート・データベースと同じパブリケーション、そのパブリ

ケーションで使用されるテーブルとカラム、これらのテーブル
とカラムの外部キー関係と制約、これらの外部キー関係に必要
なテーブル。

•    ダウンロード・ファイルを適用するリモート・データベースの

グループを識別する Mobile Link ユーザ名。リモート・データ

ベースのグループを識別するには、このグループの Mobile Link 
ユーザ名を同期スクリプトで使用します。
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統合データベースでの変更

統合データベースでは、ファイルベースのダウンロード用のスクリプ
ト・バージョンを新規に作成し、既存の同期システムに必要なスクリ
プトを実装します。アップロード・スクリプトは必要ありません。こ
のスクリプト・バージョンは、ファイルベースのダウンロードにのみ
使用されます。このスクリプト・バージョンの場合、パラメータとし
て Mobile Link ユーザ名を利用するすべてのスクリプトは、リモー

ト・データベースのグループを示す Mobile Link ユーザ名をパラメー

タとして利用します。これは、ファイル定義データベースで定義され
ているユーザ名です。

定義した各スクリプト・バージョンには、begin_publication スクリプ

トを実装します。

タイムスタンプベースのダウンロードの場合は、各スクリプト・バー
ジョンに modify_last_download_timestamp スクリプトを実装します。

このスクリプトの実装方法は、各ダウンロード・ファイルで送信する
データ量によって異なります。たとえば、グループのユーザによる前
回の正常なダウンロードの時刻の中で最も早いものを使用する方法が
あります。このスクリプトに渡される ml_username パラメータは、実

際にはグループ名です。

詳細については、「modify_last_download_timestamp 接続イベント」 527
ページを参照してください。

ダウンロード・ファイルの作成

ダウンロード・ファイルには、同期されるデータが格納されていま
す。ダウンロード・ファイルを作成するには、上記の説明のように
ファイル定義データベースと統合データベースを設定します。-bc オ
プションを使用し、拡張子が .df のファイル名を指定して dbmlsync を
実行します。次に例を示します。

dbmlsync -c "uid=dba;pwd=sql;eng=fbdl_eng;dbf=fdef.db" 
-v+
    -e "sv=filebased" -bc file1.df

必要に応じて、ダウンロード・ファイルの作成時にオプションを指定
できます。
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• -be オプション -be オプションを使用すると、

sp_hook_dbmlsync_validate_download_file ストアド・プロシー

ジャを使用してリモート・データベースでアクセス可能なダ
ウンロード・ファイルに文字列を追加できます。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「-be オプ

ション」および 『Mobile Link クライアント』 > 
「sp_hook_dbmlsync_validate_download_file」 を参照してくださ

い。

• -bg オプション -bg オプションを使用すると、一度も同期され

ていないリモート・データベースによって使用可能なダウン
ロード・ファイルを作成できます。

新しいリモートの同期

Mobile Link を使用して同期されたことのないリモート・データベー

スにダウンロード・ファイルを適用する場合は、リモート・データ
ベースで通常の同期を実行してからダウンロード・ファイルを適用す
るか、ダウンロード・ファイルの作成時に dbmlsync -bg オプションを

使用する必要があります。

タイムスタンプベースの同期の場合は、この 2 つの方法のいずれかを

行うと、データの初期のスナップショットがダウンロードされます。
タイムスタンプベースとスナップショットベースの両方の同期では、
この手順によって、統合データベースの begin_publication スクリプト

が生成する値に世代番号が設定されます。

通常の同期の実行 ダウンロード・ファイルを使用しない同期を実行することによって、
ダウンロード・ファイルを受信するためのリモート・データベースを
準備します。

-bg オプションの使

用

別の方法として、まだ同期されていないリモート・データベースで使
用するために、-bg オプションを使用してダウンロード・ファイルを

作成できます。この初期ダウンロード・ファイルを適用して、ファイ
ルベースの同期に使用されるリモート・データベースを準備します。
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• スナップショットのダウンロード スナップショットのダウン

ロードを実行している場合は、初期ダウンロード・ファイル
に世代番号を設定する必要があります。このファイルにデー
タの初期スナップショットを含めることは可能ですが、各ス
ナップショットのダウンロードにはすべてのデータが含まれ、
前のダウンロードに依存しないため必須ではありません。

スナップショットのダウンロードは、-bg オプションを使用す

ると簡単です。ダウンロード・ファイルを作成するときに、
dbmlsync コマンドで -bg を指定するだけです。同じスクリプ

ト・バージョンを使用して、以降のダウンロード・ファイル
に使用する初期ダウンロード・ファイルを作成できます。

• タイムスタンプベースのダウンロード タイムスタンプベース

のダウンロードを実行している場合は、初期ダウンロードで
リモート・データベースの世代番号を設定し、データのス
ナップショットを含める必要があります。タイムスタンプ
ベースのダウンロードでは、各ダウンロードは前のダウン
ロードに基づいています。ダウンロード・ファイルには、そ
れぞれ最終ダウンロード・タイムスタンプが格納されていま
す。ファイルの最終ダウンロード・タイムスタンプの後に統
合データベースで変更されたローは、すべてこのファイルに
格納されています。ファイルを適用するには、ファイルの最
終ダウンロード・タイムスタンプの前に発生したすべての変
更をリモート・データベースが受信している必要があります。
この確認は、ファイルの最終ダウンロード・タイムスタンプ
が、リモート・データベースの最終ダウンロード・タイムス
タンプ ( リモート・データベースが統合データベースからす

べての変更を受信するまでの時刻 ) 以降であることをチェッ

クして行われます。

リモート・データベースでは、最初の通常のダウンロード・
ファイルを適用する前に、ファイルの最終ダウンロード・タ
イムスタンプより前に変更され、しかも 1900 年 1 月 1 日より

後に変更されたすべてのデータを受信している必要がありま
す。このデータを選択する最も簡単な方法は、通常のファイ
ルベースの同期スクリプト・バージョンと同じ 
download_cursor を使用していても、

modify_last_download_timestamp スクリプトは含まない別のス

クリプト・バージョンを作成することです。no 
modify_last_download_timestamp スクリプトが定義されていな
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い場合、ファイルベースのダウンロードの最終ダウンロー
ド・タイムスタンプは、デフォルトで 1900 年 1 月 1 日に設定

されます。

-bg オプションを使用して構築されたダウンロード・ファイルを同期

済みのリモート・データベースに適用すると、この -bg オプションに

より、ダウンロード・ファイルが作成されたときの統合データベース
の値を使用してリモート・データベースで世代番号が更新されます。
このため、世代番号は無効になります。世代番号は、消失または破損
した統合データベースをリカバリする場合にアップロードが実行され
るまで、ファイルベースのダウンロードをそれ以上適用しないように
するためのものです。

世代番号の詳細については、「Mobile Link の世代番号」 115 ページを

参照してください。
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検証チェック

dbmlsync は、同期が有効であることを確認するためにいくつかの処理

を行ってから、ダウンロード・ファイルをリモート・データベースに
適用します。

•    dbmlsync は、ダウンロード・ファイルの作成に使用されたファ

イル定義データベースに次のものが含まれていることを確認す
るため、このダウンロード・ファイルをチェックします。

•    リモート・データベースと同じパブリケーション

•    そのパブリケーションで使用される同じテーブルとカラム

•    それらのテーブルとカラムと同じ外部キー関係

•    dbmlsync は、リモート・データベースからアップロードされて

いないデータがパブリケーションに存在するかどうかをチェッ
クします。データが存在する場合は、ダウンロード・ファイル
は適用されません。これは、ダウンロード・ファイルを適用す
ると、保留中のアップロードが消失することがあるためです。

•    dbmlsync は、最終ダウンロード・タイムスタンプ、次の最終ダ

ウンロード・タイムスタンプ、ダウンロード・ファイルの作成
時刻をチェックして、次のことを確認します。

•    リモート・データベースの新しいデータが、ダウンロー

ド・ファイルに含まれる古いデータで上書きされないこ
と。

•    ダウンロード・ファイルを適用すると、統合データベース

で発生した変更の一部をリモート・データベースが取得し
ない場合には、ダウンロード・ファイルを適用しないこ
と。この状況は、リモート・データベースが前のファイル
ベースのダウンロードを適用しなかった場合に発生するこ
とがあります。

詳細については、「自動検証」 113 ページを参照してくださ

い。

•    オプションで、dbmlsync はダウンロード・ファイルの世代番号

と一致することを確認するために、リモート・データベースで
世代番号をチェックします。
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詳細については、「Mobile Link の世代番号」 115 ページを参照し

てください。

•    オプションで、sp_hook_dbmlsync_validate_download_file ストア

ド・プロシージャを使用して、カスタムの検証論理を作成でき
ます。

詳細については、「カスタム検証」 116 ページを参照してくださ

い。

自動検証

dbmlsync は、最終ダウンロード・タイムスタンプ、次の最終ダウン

ロード・タイムスタンプ、ダウンロード・ファイルの作成時刻、トラ
ンザクション・ログに特別なチェックを実行してから、ダウンロー
ド・ファイルを適用します。

最終ダウンロード・
タイムスタンプと次
の最終ダウンロー
ド・タイムスタンプ

各ダウンロード・ファイルには、ファイルの最終ダウンロード・タイ
ムスタンプから次の最終ダウンロード・タイムスタンプまでの間に統
合データベースで発生したダウンロード対象のすべての変更が格納さ
れています。この時刻は、統合データベースの時刻です。デフォルト
では、ファイルの最終ダウンロード時刻は 1900 年 1 月 1 日 12:00 AM 
で、ファイルの次の最終ダウンロード・タイムスタンプはダウンロー
ド・ファイルが作成された時刻です。これらのデフォルト値を上書き
するには、modify_last_download_timestamp スクリプトと 
modify_next_last_download_timestamp スクリプトを統合データベース

に実装します。

リモート・サイトは、ファイルの最終ダウンロード・タイムスタンプ
が、リモートの最終ダウンロード・タイムスタンプ以前である場合に
のみ、ダウンロード・ファイルを適用できます。これにより、リモー
トは統合データベースで発生した操作を失うことはありません。通
常、このチェックに基づいたファイルベースのダウンロードが失敗し
た場合、リモート・サイトは 1 つまたは複数のダウンロード・ファイ

ルを失っていることになります。この状況を修正するには、取得しな
かったダウンロード・ファイルを適用するか、完全な同期またはダウ
ンロード専用の同期を実行します。

さらに、リモート・サイトは、次のファイルの最終ダウンロード・タ
イムスタンプが、リモートの最終ダウンロード・タイムスタンプより
も後である場合にのみ、ダウンロード・ファイルを適用できます。リ
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モートの最終ダウンロード・タイムスタンプは、ダウンロード対象の
すべての変更をリモートが受信するまでの時刻 ( 統合データベースで

の時刻 ) です。リモート・データベースの最終ダウンロード時刻は、

通常またはファイルベースのダウンロードをリモートが正常に適用す
るたびに更新されます。このチェックを行うことにより、より新しい
データがすでにダウンロードされている場合はダウンロード・ファイ
ルが適用されることはありません。一般的には、これが発生するの
は、ダウンロード・ファイルが正常に適用されなかった場合です。た
とえば、ダウンロード・ファイル F1.df が作成され、別のファイル 
F2.df が後で作成されたとします。このチェック機能により、F2.df の
後に F1.df が適用されることはありません。これは、F2.df の後に 
F1.df が適用されると、F2.df の新しいデータが、F1.df の古いデータで

上書きされてしまうためです。

次の最終ダウンロード・タイムスタンプに基づいたファイルベースの
ダウンロードが失敗した場合、このファイルを削除する以外に必要な
作業はありません。新しいファイルを受信すると、同期は成功しま
す。

作成時刻 ダウンロード・ファイルの作成時刻は、ファイルの作成が開始された
時点の統合データベースでの時刻を示しています。ダウンロード・
ファイルを適用できるのは、ファイルの作成時刻が、リモート・デー
タベースの最終アップロード時刻よりも後の場合だけです。リモート
の最終アップロード時刻は、リモートの正常な最終アップロードがコ
ミットされた時点の統合データベースでの時刻です。このチェックに
より、ダウンロードの作成後にアップロードされた ( ダウンロードよ

りも新しい ) データは、ダウンロード・ファイルの古いデータで上書

きされることはありません。

このチェックに基づいてダウンロード・ファイルが拒否されても、必
要な作業はありません。リモート・サイトは、次のダウンロード・
ファイルの適用が可能になっている必要があります。

dbmlsync がアップロードを Mobile Link 同期サーバに送信しても、確

認を取得できなかったためにアップロードが失敗した場合は、リモー
ト・データベースの最終アップロード時刻が不正になることがありま
す。この場合、作成時刻のチェックを実行できません。また、リモー
ト・データベースは通常の同期を完了するまでダウンロード・ファイ
ルを適用できません。
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トランザクション・
ログ

dbmlsync は、リモート・データベースのトランザクション・ログをス

キャンし、アップロードする必要があるすべての変更のリストを構築
してから、ダウンロード・ファイルを適用します。dbmlsync がダウン

ロード・ファイルを適用するのは、アップロードが必要な変更のある
ローに影響する操作がダウンロード・ファイルに含まれていない場合
だけです。

Mobile Link の世代番号

世代番号とは、リモート・データベースがデータをアップロードして
からダウンロード・ファイルを適用するようにするためのメカニズム
です。これは、統合データベースで問題が発生したためにデータが失
われ、そのデータをリモート・データベースからリカバリする必要が
あるときに、特に役立ちます。

リモート・データベースでは、各サブスクリプションに対して別々の
世代番号が自動的に管理されています。統合データベースでは、各サ
ブスクリプションの世代番号は begin_publication スクリプトによって

決定されます。リモート・データベースが正常にアップロードを行う
たびに、リモート・データベースの世代番号は統合データベースの 
begin_publication スクリプトによって設定された値で更新されます。

ダウンロード・ファイルが作成されるたびに、begin_publication スク

リプトによって設定された世代番号がダウンロード・ファイルに格納
されます。リモート・サイトは、ダウンロード・ファイルの世代番号
がリモート・データベースに格納されている世代番号と同じ場合にの
み、ダウンロード・ファイルを適用します。

注意
begin_publication スクリプトによってファイルベースのダウンロード

用に生成された世代番号が変更された場合、リモート・データベース
は正常なアップロードを実行してから、新しいダウンロード・ファイ
ルを適用する必要があります。

sp_hook_dbmlsync_validate_download_file ストアド・プロシージャを使

用すると、デフォルトで行われる世代番号のチェックを無効にするこ
とができます。
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Mobile Link の世代番号の管理については、次の項目を参照してくだ

さい。

•    「begin_publication 接続イベント」 443 ページ

•    「end_publication 接続イベント」 494 ページ

•    『Mobile Link クライアント』 > 
「sp_hook_dbmlsync_validate_download_file」

カスタム検証

カスタムの検証論理を作成すると、ダウンロード・ファイルをリモー
ト・データベースに適用する必要があるかどうかを判断できます。こ
れには、sp_hook_dbmlsync_validate_download_file ストアド・プロシー

ジャを使用します。このストアド・プロシージャを使用すると、ダウ
ンロード・ファイルを拒否し、デフォルトで行われる世代番号の
チェックを無効にすることができます。

dbmlsync -be オプションを使用すると、文字列をファイルに埋め込む

ことができます。-be オプションは、ダウンロード・ファイルを作成

するときに、ファイル定義データベースに対して使用します。この文
字列は、#hook_dict テーブルを介して 
sp_hook_dbmlsync_validate_download_file に渡され、検証論理で使用で

きます。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 
「sp_hook_dbmlsync_validate_download_file」を参照してください。
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例

この項には、非常に簡単な 2 つの例が用意されています。それぞれの

例では、統合データベースと 1 つのテーブルのみを使用して、ファイ

ルベースのダウンロードの同期を設定します。1 番目はスナップ

ショットの例で、2 番目はタイムスタンプベースの例です。

スナップショットの例

この例では、スナップショット同期のファイルベースのダウンロード
を実行します。最初に、ファイルベースのダウンロードで必要な 3 つ
のデータベースを設定し、次に、データをダウンロードする方法を示
します。この例は、参考にするだけでもかまいませんし、テキストを
カット・アンド・ペーストしてサンプルを実行することもできます。

サンプル用のデータ
ベースの作成

次のコマンドは、この例で使用される統合データベース、リモート・
データベース、ファイル定義データベースの 3 つのデータベースを作

成します。

dbinit scons.db
 dbinit sremote.db
 dbinit sfdef.db

次のコマンドは、この 3 つのデータベースを起動し、統合データベー

スへの接続に使用する Mobile Link のデータ・ソース名を作成して、

Mobile Link 同期サーバを起動します。

 dbeng9 -n sfdef_eng sfdef.db
 dbeng9 -n scons_eng scons.db
 dbeng9 -n sremote_eng sremote.db
 dbdsn -y -w fbd_demo -c 
"eng=scons_eng;dbf=scons.db;uid=dba;
    pwd=sql;astart=off;astop=off"
 start dbmlsrv9 -v+ -c "dsn=fbd_demo"
    -zu+ -ot scons.txt
 

スナップショットの
例で使用する統合
データベースの設定

この例では、統合データベースには T1 というテーブルが 1 つありま

す。統合データベースに接続すると、次の SQL を実行してテーブル 
T1 を作成できます。
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CREATE TABLE T1 (
     pk    INTEGER PRIMARY KEY,
     c1    INTEGER
 );

次のコードは、filebased というスクリプト・バージョンを作成し、そ

のスクリプト・バージョンのダウンロード・スクリプトを作成しま
す。

CALL ml_add_table_script( 'filebased',
   'T1', 'download_cursor',
      'SELECT pk, c1 FROM T1' );
 

次のコードは、normal というスクリプト・バージョンを作成し、その

スクリプト・バージョンのアップロード・スクリプトとダウンロー
ド・スクリプトを作成します。

CALL ml_add_table_script ( 'normal', 'T1',
   'upload_insert',
   'INSERT INTO T1 VALUES (?,?)');
 

CALL ml_add_table_script( 'normal', 'T1', 
   'upload_update', 
   'UPDATE T1 SET c1 = ? WHERE pk = ? ' );
 
 CALL ml_add_table_script( 'normal', 'T1', 
  'upload_delete', 
     'DELETE FROM T1 WHERE pk = ?' );
 
 CALL ml_add_table_script( 'normal', 'T1',
   'download_cursor',
      'SELECT pk, c1 FROM T1' );
 
 COMMIT;
 

次のコマンドは、ストアド・プロシージャ begin_pub を作成し、

begin_pub が、"normal" スクリプト・バージョンと "filebased" スクリ

プト・バージョンの両方を対象とした begin_publication スクリプトで

あることを指定します。
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 CREATE PROCEDURE begin_pub ( 
        INOUT generation_num integer,
              IN    username       varchar(128),
              IN    pubname        varchar(128) )
 BEGIN
    SET gnum=1;
 END;
 
 CALL ml_add_connection_script(
   'filebased',
   'begin_publication',
         '{ call begin_pub( ?, ?, ? ) }' );
 
 CALL ml_add_connection_script( 'normal',
   'begin_publication',
         '{ call begin_pub( ?, ?, ? ) }' );
 

スナップショット例
で使用するリモー
ト・データベースの
作成

この例では、リモート・データベースにも T1 というテーブルが 1 つ
あります。リモート・データベースに接続し、次の SQL コマンドを

実行して、テーブル T1、パブリケーション P1、ユーザ U1 を作成し

ます。また、この SQL は P1 に対する U1 のサブスクリプションも作

成します。

CREATE TABLE T1 (
     pk    INTEGER PRIMARY KEY,
     c1    INTEGER
 );
 
 CREATE PUBLICATION P1 (
     TABLE T1
 );

 
 CREATE SYNCHRONIZATION USER U1;
 
 CREATE SYNCHRONIZATION SUBSCRIPTION
 TO P1
 FOR U1;

次のコードは、sp_hook_dbmlsync_validate_download_file フックを作成

して、ユーザ定義の検証論理をリモート・データベースに実装しま
す。
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 CREATE PROCEDURE 
sp_hook_dbmlsync_validate_download_file()
 BEGIN
     DECLARE udata    varchar(256);
 SELECT value
     INTO udata
     FROM #hook_dict
     WHERE name = 'user data';

     IF udata <> 'ok' THEN
     UPDATE #hook_dict
        SET value = 'FALSE'
        WHERE name = 'apply file';
     END IF;
 END
 

スナップショット例
で使用するファイル
定義データベースの
作成

ファイルベースのダウンロードを使用する Mobile Link システムには、

ファイル定義データベースが必要です。このデータベースのスキーマ
はファイルベースのダウンロードで更新されるリモート・データベー
スのスキーマと同じですが、データとステータス情報は格納されてい
ません。ファイル定義データベースは、ダウンロード・ファイルに格
納されるデータの構造を定義するためだけに使用します。リモート・
データベースの Mobile Link グループのユーザ名で定義された、多数

のグループのリモート・データベースに対して、1 つのファイル定義

データベースを使用できます。

次のコードは、この例で使用するファイル定義データベースを定義し
ます。このコードはリモート・データベースと同じスキーマを作成
し、さらに以下を作成します。

•    P1 という名前のパブリケーション。T1 テーブルのすべてのロー

をパブリッシュします。ファイル定義データベースとリモート・
データベースでは、同じパブリケーション名を使用する必要が
あります。

•    G1 という名前の Mobile Link ユーザ。このユーザは、ファイル

ベースのダウンロードで更新されるすべてのリモート・データ
ベースを表しています。

•    パブリケーションに対するサブスクリプション
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sfdef.db に接続してから、次のコードを実行してください。

CREATE TABLE T1 (
     pk    INTEGER PRIMARY KEY,
     c1    INTEGER
 );

 
 CREATE PUBLICATION P1 (
     TABLE T1
 );
 
 CREATE SYNCHRONIZATION USER G1;

 
 CREATE SYNCHRONIZATION SUBSCRIPTION
 TO P1
 FOR G1;

初期同期の準備 ダウンロード・ファイルを適用できるようにするために新しいリモー
ト・データベースを準備するには、通常の同期を実行するか、
dbmlsync -bg オプションを使用してダウンロード・ファイルを作成し

ます。この例は、通常の同期を実行して新しいリモート・データベー
スを初期化する方法を示しています。

リモート・データベースの初期同期は、以前に作成した normal とい

うスクリプト・バージョンで実行できます。

dbmlsync -c "uid=dba;pwd=sql;eng=sremote_eng;
   dbf=sremote.db" -v+ -e "sv=normal"

スナップショット例
におけるファイル
ベースのダウンロー
ドの実行

統合データベースに接続し、ファイルベースのダウンロードで同期さ
れる次のようなデータをいくつか挿入します。

 INSERT INTO T1 VALUES( 1, 1 );
 INSERT INTO T1 VALUES( 2, 4 );
 INSERT INTO T1 VALUES( 3, 9 );
 COMMIT;

次のコマンドは、ファイル定義データベースのあるコンピュータで実
行してください。次の処理が行われます。
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•    dbmlsync -bc オプションにより、ダウンロード・ファイルが作成

され、file1.df という名前が付けられます。

•    -be オプションにより、"OK" という文字列がダウンロード・

ファイルに追加され、sp_dbmlsync_validate_download_file フック

へのアクセスが可能になります。

dbmlsync -c 
    "uid=dba;pwd=sql;eng=sfdef_eng;dbf=sfdef.db"
    -v+ -e "sv=filebased" -bc file1.df -be ok -ot 
fdef.txt

ダウンロード・ファイルを適用するには、-ba オプションと、適用す

るダウンロード・ファイルの名前を指定して、リモート・データベー
スで dbmlsync を実行します。

dbmlsync -c "uid=dba;pwd=sql;eng=sremote_eng;
    dbf=sremote.db" -v+ -ba file1.df -ot remote.txt
 

これで、リモート・データベースに変更が適用されました。
Interactive SQL を開いてリモート・データベースに接続し、次に示す 
SQL コマンドを実行して、リモート・データベースにデータがあるこ

とを確認します。

SELECT * FROM T1

スナップショット例
のクリーンアップ

次のコマンドは、3 つのデータベース・エンジンをすべて停止し、

ファイルを消去します。

del file1.df
 dbmlstop -h -w
 dbstop -y -c eng=sfdef_eng
 dbstop -y -c eng=scons_eng
 dbstop -y -c eng=sremote_eng
 dberase -y sfdef.db
 dberase -y scons.db
 dberase -y sremote.db
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タイムスタンプベースの例

この例では、タイムスタンプベースの同期のファイルベースのダウン
ロードを実行します。最初に、ファイルベースのダウンロードで必要
な 3 つのデータベースを設定し、次に、この機能を使ってデータをダ

ウンロードする方法を示します。この例は、参考にするだけでもかま
いませんし、テキストをカット・アンド・ペーストしてサンプルを実
行することもできます。

サンプル用のデータ
ベースの作成

次のコマンドは、この例で使用される統合データベース、リモート・
データベース、ファイル定義データベースの 3 つのデータベースを作

成します。

dbinit tcons.db
 dbinit tremote.db
 dbinit tfdef.db

次のコマンドは、この 3 つのデータベースを起動し、統合データベー

スへの接続に使用する Mobile Link のデータ・ソース名を作成して、

Mobile Link 同期サーバを起動します。

 dbeng9 -n tfdef_eng tfdef.db
 dbeng9 -n tcons_eng tcons.db
 dbeng9 -n tremote_eng tremote.db
 dbdsn -y -w tfbd_demo -c 
"eng=tcons_eng;dbf=tcons.db;uid=dba;
    pwd=sql;astart=off;astop=off"
 start dbmlsrv9 -v+ -c "dsn=tfbd_demo" -zu+ -ot 
tcons.txt
 

タイムスタンプの例
で使用する統合デー
タベースの設定

この例では、統合データベースには T1 というテーブルが 1 つありま

す。統合データベースに接続すると、次のコードを実行してテーブル 
T1 を作成できます。

CREATE TABLE T1 (
     pk        INTEGER PRIMARY KEY,
     c1        INTEGER,
     last_modified    TIMESTAMP DEFAULT TIMESTAMP
 );
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次のコードは、最小限の数のスクリプトで構成される normal という

スクリプト・バージョンを定義します。このスクリプト・バージョン
は、ファイルベースのダウンロードを使用しない同期に使用されま
す。

CALL ml_add_table_script( 'normal', 'T1', 
    'upload_insert',
       'INSERT INTO T1( pk, c1) VALUES( ?, ? )' );
     
 CALL ml_add_table_script( 'normal', 'T1',
    'upload_update', 
    'UPDATE T1 SET c1 = ? WHERE pk = ? ' );
 
 CALL ml_add_table_script( 'normal', 'T1',
    'upload_delete', 
       'DELETE FROM T1 WHERE pk = ?' );
 
 CALL ml_add_table_script( 'normal', 'T1',
    'download_cursor',
     'SELECT pk, c1 FROM T1 WHERE last_modified >= ?' );

次のコードは、すべてのサブスクリプションの世代番号を 1 に設定し

ます。世代番号は、統合データベースが消失または破損し、アップ
ロードが必要となった場合に使用すると便利です。

CREATE PROCEDURE begin_pub ( 
        INOUT generation_num integer,
              IN    username       varchar(128),
              IN    pubname        varchar(128) )
 BEGIN
     SET generation_num = 1;
 END;
     
 CALL ml_add_connection_script( 'normal', 
     'begin_publication', 
                 '{ call begin_pub( ?, ?, ? ) }' );
                 
 COMMIT;

次のコードは、filebased というスクリプト・バージョンを定義しま

す。このスクリプト・バージョンは、ファイルベースのダウンロード
の作成に使用されます。
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CALL ml_add_connection_script( 'filebased', 
     'begin_publication', 
                 '{ call begin_pub( ?, ?, ? ) }' );
 
 CALL ml_add_table_script( 'filebased', 'T1',
     'download_cursor',
     'SELECT pk, c1 FROM T1 WHERE last_modified >= ?' );
 

次のコードは、最後の 5 日間に発生したすべての変更がダウンロー

ド・ファイルに追加されるように最終ダウンロード時刻を設定しま
す。最後の 5 日間に作成されたすべてのダウンロード・ファイルを取

得していないリモートは、通常の同期を実行しないと、ファイルベー
スのダウンロードを適用できません。

CREATE PROCEDURE ModifyLastDownloadTimestamp( 
                 INOUT last_download_timestamp TIMESTAMP,
                 IN    ml_username             
VARCHAR(128) )
 BEGIN
     SELECT dateadd( day, -5, CURRENT TIMESTAMP )
     INTO last_download_timestamp;
 END;
     
 
 CALL ml_add_connection_script( 'filebased', 
    'modify_last_download_timestamp',
           'CALL ModifyLastDownloadTimestamp( ?, ? )' );
                 
 COMMIT;

タイムスタンプベー
スの同期で使用する
リモート・データ
ベースの作成

この例では、リモート・データベースにも T1 というテーブルが 1 つ
あります。リモート・データベースに接続した後、次の SQL コマン

ドを実行して、テーブル T1、パブリケーション P1、ユーザ U1 を作

成します。また、このコードは P1 に対する U1 のサブスクリプショ

ンも作成します。

CREATE TABLE T1 (
     pk    INTEGER PRIMARY KEY,
     c1    INTEGER
 );
 
 CREATE PUBLICATION P1 (
     TABLE T1
 );
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 CREATE SYNCHRONIZATION USER U1;
 
 CREATE SYNCHRONIZATION SUBSCRIPTION 
 TO P1
 FOR U1;
 

次のコードは、sp_hook_dbmlsync_validate_download_file ストアド・プ

ロシージャを定義します。このストアド・プロシージャは、文字列 
"ok" が埋め込まれていないダウンロード・ファイルの適用を防止しま

す。

CREATE PROCEDURE 
sp_hook_dbmlsync_validate_download_file()
 BEGIN
     DECLARE udata    varchar(256);
     
     SELECT value 
     INTO udata
     FROM #hook_dict
     WHERE name = 'user data';
     
     IF udata <> 'ok' THEN 
       UPDATE #hook_dict 
          SET value = 'FALSE'
          WHERE name = 'apply file';
     END IF;
 END

タイムスタンプベー
スの同期で使用する
ファイル定義データ
ベースの作成

次のコードは、タイムスタンプベースの同期で使用するファイル定義
データベースを定義します。また、このコードは、テーブル、パブリ
ケーション、ユーザ、そのパブリケーションに対するユーザのサブス
クリプションを作成します。

CREATE TABLE T1 (
     pk    INTEGER PRIMARY KEY,
     c1    INTEGER
 );
 
 CREATE PUBLICATION P1 (
     TABLE T1
 );
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 CREATE SYNCHRONIZATION USER G1;
 
 CREATE SYNCHRONIZATION SUBSCRIPTION 
 TO P1
 FOR G1;

初期同期の準備 ダウンロード・ファイルを適用できるようにするために新しいリモー
ト・データベースを準備するには、通常の同期を実行するか、
dbmlsync -bg オプションを使用してダウンロード・ファイルを作成し

ます。この例では、-bg の使用方法を示します。

次のコードは、統合データベースの filebased_init というスクリプト・

バージョンを定義します。このスクリプト・バージョンには、1 つの 
begin_publication スクリプトがあります。

CALL ml_add_table_script( 
   'filebased_init', 'T1', 'download_cursor',
      'SELECT pk, c1 FROM T1' );
 
 CALL ml_add_connection_script( 
   'filebased_init', 
   'begin_publication', 
         '{ call begin_pub( ?, ?, ? ) }' );
                 
 COMMIT;

次のコマンド・ラインでは、filebased_init というスクリプト・バー

ジョンと -bg オプションを使用して初期ダウンロード・ファイルを作

成、適用します。

dbmlsync -c 
"uid=dba;pwd=sql;eng=tfdef_eng;dbf=tfdef.db" 
   -v+ -e "sv=filebased_init" -bc tfile1.df -be ok -bg 
   -ot tfdef1.txt
 
 dbmlsync -c 
"uid=dba;pwd=sql;eng=tremote_eng;dbf=tremote.db" 
   -v+ -ba tfile1.df -ot tremote.txt

タイムスタンプベー
スの同期のファイル
ベースのダウンロー
ドを実行する

統合データベースに接続し、ファイルベースのダウンロードで同期さ
れる次のようなデータをいくつか挿入します。
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INSERT INTO T1(pk, c1) VALUES( 1, 1 );
 INSERT INTO T1(pk, c1) VALUES( 2, 4 );
 INSERT INTO T1(pk, c1) VALUES( 3, 9 );
 commit;

次のコマンド・ラインは、新しいデータを含むダウンロード・ファイ
ルを作成します。

dbmlsync -c 
    "uid=dba;pwd=sql;eng=tfdef_eng;dbf=tfdef.db" 
    -v+ -e "sv=filebased" -bc tfile2.df -be ok -ot 
tfdef2.txt

次のコマンド・ラインは、ダウンロード・ファイルをリモート・デー
タベースに適用します。

dbmlsync -c 
"uid=dba;pwd=sql;eng=tremote_eng;dbf=tremote.db" 
    -v+ -ba tfile2.df -ot tfdef3.txt

これで、リモート・データベースに変更が適用されました。
Interactive SQL を開いてリモート・データベースに接続し、次に示す 
SQL コマンドを実行して、リモート・データベースにデータがあるこ

とを確認します。

SELECT * FROM T1

タイムスタンプベー
スの同期のクリーン
アップ

次のコマンドは、3 つのデータベース・エンジンをすべて停止し、

ファイルを消去します。

del file1.df
 dbmlstop -h -w
 dbstop -y -c eng=tfdef_eng
 dbstop -y -c eng=tcons_eng
 dbstop -y -c eng=tremote_eng
 dberase -y tfdef.db
 dberase -y tcons.db
 dberase -y tremote.db
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第 6章 

Mobile Link のパフォーマンス

この章の内容 この章では、Mobile Link 同期のパフォーマンスを向上する方法につ

いて説明します。

Mobile Link のパフォーマンスの詳細については、http://my.sybase.com/
detail?id=1009664 にある Mobile Link のパフォーマンスに関するホワイ

トペーパー ( 英文 ) を参照してください。

パフォーマンスの監視方法を説明したチュートリアルについては、
『Mobile Link チュートリアル』 > 「チュートリアル：Mobile Link スク

リプトの作成と同期のモニタリング」を参照してください。
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パフォーマンスに関するヒント
パフォーマンスに関するヒント

Mobile Link から最高のパフォーマンスを導き出すための提案を以下

に示します。

•    テスト   配備する前に、運用環境で使用するのと同じハードウェ

アとネットワークを使用して容量のテストを実行します。この
テストで、以下に示すパフォーマンスのヒントを試します。

•    競合の回避    同期スクリプトでは競合を回避します。別の方法

としては、同時実行性を最大化します。

たとえば、begin_download スクリプトが、テーブル内のカラム

を増分してダウンロードの合計数をカウントするとします。複
数のユーザが同時に同期を行う場合、このスクリプトによって
効果的にダウンロードが直列化されます。begin_synchronization 
または end_synchronization スクリプトはコミットの直前に呼び

出されるため、これらのスクリプトの場合も同じカウンタが有
効です。

競合の詳細については、「競合」 136 ページを参照してください。

同期のトランザクション構造については、「同期処理のトランザ
クション」 23 ページを参照してください。

•    最適な数のワーカ・スレッドの使用   Mobile Link の -w オプショ

ンを使用して、Mobile Link ワーカ・スレッド数を、最適なス

ループットが得られる最小値に設定します。使用状況に合った
最適な数を見つけるには、実験が必要です。

ワーカ・スレッドの数が多いほど、多くの同期を同時に実行し
てスループットが向上します。

ワーカ・スレッドの数を小さい値にしておくと、統合データ
ベースでの競合発生回数、統合データベースへの接続数、最適
なキャッシュに必要なメモリを少なくすることができます。

たとえば、処理速度の速いクライアントでのテストでは、ワー
カ・スレッドは 5 つ程度で最適なスループットが得られました。

処理速度の遅いクライアントで、ダウンロードのスループット
を最大にするには、より多くのワーカ・スレッドが必要です。
また、-wu オプションを使って、同時にアップロードできる数
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を制限すると、アップロードの最適スループットが得られます。
極端に処理速度の遅いクライアントを使ったテストでは、ワー
カ・スレッドを数百にして、同時アップロードを 5 つだけにす

ると、アップロードとダウンロードで最高のスループットを得
られました。これらの数は特定のテスト・セットに基づいてい
ます。配備によって特徴が異なるので、-w と -wu の最適な値を

判別するためにテストしてください。

ワーカ・スレッドの詳細については、「ワーカ・スレッド数」 137
ページを参照してください。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-w オプション」

および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-wu オプション」を参照し

てください。

•    ASA クライアントの場合、クライアント側のダウンロード・

バッファを有効にする   Adaptive Server Anywhere クライアント

の場合、ダウンロード・バッファにより、クライアントがダウ
ンロードを適用するのを待たずに、Mobile Link ワーカ・スレッ

ドがダウンロードを転送できます。ダウンロード・バッファは
デフォルトで有効になっています。ただし、ダウンロード確認
が有効になっている場合は、ダウンロード・バッファを使用で
きません ( 次の項目を参照 )。

ダウンロード・バッファのサイズ設定の詳細については、
『Mobile Link クライアント』 > 「DownloadBufferSize (dbs) 拡張オ

プション」を参照してください。

•    ASA クライアントのダウンロード確認は、有効にしないでくだ

さい。   デフォルトでは、ダウンロード確認は無効になっていま
す。これは、Mobile Link ワーカ・スレッドを解放します。ダウ

ンロード確認を無効にしておかないと、クライアントからのダ
ウンロード成功の確認を待機することになります。また、無効
にしておけば、ワーカ・スレッドが使用している接続を解放す
ることにもなります。さらに、Mobile Link 同期サーバによるダ

ウンロードのバッファも可能になります。

Ultra Light クライアントはダウンロードをバッファしないため、

ダウンロードの確認を無効にする利点はあまりありません。
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ダウンロード確認の詳細については、『Mobile Link クライアン

ト』 > 「SendDownloadACK (sa) 拡張オプション」を参照してくだ

さい。

•    アップロード・キャッシュ・サイズの設定   ディスクへのアップ

ロード・キャッシュのオーバフローを避けるため、アップロー
ド・キャッシュのサイズを、最大アップロード・ストリームの
サイズとワーカ・スレッド数の積より大きく設定します。アッ
プロード・キャッシュ・サイズは dbmlsrv9 -u オプションで設定

します。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-u オプション」

を参照してください。

•    ダウンロード・キャッシュ・サイズの設定   ディスクへのダウン

ロード・バッファのオーバフローを避けるため、ダウンロード・
キャッシュのサイズを、最大ダウンロードのサイズとワーカ・
スレッド数の積よりも大きく設定します。ダウンロード・
キャッシュのサイズは dbmlsrv9 -d オプションで設定します。

ダウンロード・バッファに割り付けるメモリの設定の詳細につ
いては、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-d オプション」を参照し

てください。

•    BLOB キャッシュ・サイズの設定   ローに LONG VARCHAR 型
または LONG BINARY 型のデータがある場合は、ローの最大 
BLOB データとワーカ・スレッド数の積の 2 倍より大きく BLOB 
キャッシュのサイズを設定すると、BLOB キャッシュからディ

スクへのアクセスを避けることができます。BLOB キャッシュ

のサイズは dbmlsrv9 -bc オプションで設定します。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-bc オプション」

を参照してください。

•    データベース接続の最大数の設定   Mobile Link データベース接

続の最大数を、同期スクリプト・バージョンの通常の数と 
Mobile Link ワーカ・スレッド数の積に 1 を加えた数に設定しま

す。これにより、Mobile Link がデータベース接続を閉じたり作

成したりする必要が少なくなります。接続の最大数は dbmlsrv9 -
cn オプションで設定します。
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詳細については、「Mobile Link データベース接続」 139 ページお

よび 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-cn オプション」を参照して

ください。

•    十分な物理メモリの確保    Mobile Link を実行しているコン

ピュータに、他のメモリ要件に加えて、アップロード、ダウン
ロード、BLOB の各キャッシュを確保する十分な物理メモリが

あることを確認してください。

•    十分な処理能力の使用   十分な処理能力を Mobile Link に確保し

て、Mobile Link サーバの処理がボトルネックにならないように

してください。Adaptive Server Anywhere 統合データベースとの

比較テストでは、Adaptive Server Anywhere と Mobile Link の両方

に負荷をかけ、同じコンピュータで実行した場合、Mobile Link 
が必要とする処理能力は Adaptive Server Anywhere の 1/3 ～ 1/2 
でした。

•    最小の冗長ロギングの使用    ビジネス・ニーズに合う最小の冗

長ロギングを使用してください。デフォルトでは、冗長ロギン
グは設定されておらず、Mobile Link はディスクにログを書き込

みません。ロギングの冗長性を制御するには、-v オプションを

使用します。また、-o オプションか -ot オプションを使用する

と、ファイルへのロギングを有効にできます。

冗長ログ・ファイルの代わりに、Mobile Link モニタで同期をモ

ニタできます。Mobile Link モニタは Mobile Link 同期サーバと同

じコンピュータ上に存在しなくてもかまいません。また、モニ
タ接続が Mobile Link サーバのパフォーマンスに与える影響はほ

とんどありません。詳細については、「Mobile Link モニタ」 143
ページを参照してください。

•    Java または .NET の同期論理と SQL 同期論理   Java または .NET 
の同期論理と、SQL 同期論理では、スループットに著しい差は

見られません。ただし、Java と .NET の同期論理では、同期ごと

に余分なオーバーヘッドが発生し、より多くのメモリが必要で
す。
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さらに、SQL 同期論理は統合データベースが稼動しているコン

ピュータで実行されますが、Java または .NET の同期論理は 
Mobile Link サーバが稼動しているコンピュータで実行されます。

このため、統合データベースの負荷が高い場合は、Java または 
.NET の同期論理が適していることがあります。

•    優先同期   一部のテーブルを他のテーブルより高い頻度で同期す

る必要がある場合は、それらのテーブル用に別のパブリケー
ションとサブスクリプションを作成します。この優先パブリ
ケーションを他のパブリケーションより頻繁に同期し、他のパ
ブリケーションをピーク時以外の時間に同期することができま
す。

•    必要なローだけのダウンロード   必要なローだけをダウンロード

するように注意します。それぞれの同期ですべてのローをダウ
ンロードする同期スクリプトを記述する方が簡単ですが、不要
なローをダウンロードすると、同期のパフォーマンスが低下し
ます。

•    スクリプト実行時の最適化   統合データベースのスクリプトを実

行するときのパフォーマンスは重要です。テーブルに対してイ
ンデックスを作成し、アップロード・カーソル・スクリプトと
ダウンロード・カーソル・スクリプトによって必要なローだけ
が効率的に特定されるようにすると便利です。ただし、イン
デックスが多すぎるとアップロードに時間がかかります。

•    ASA クライアントからの大規模なアップロードでは、ローの数

を推定する   多数のローをアップロードするときは、アップ
ロードするロー数の推定値を dbmlsync に指定すると、アップ

ロード速度を大幅に改善できます。この操作には、dbmlsync -urc 
オプションを使用します。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「-urc オプショ

ン」を参照してください。
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Mobile Link のパフォーマンスに影響を与える主要

な要因

Mobile Link 同期のためのスループットなど、システム全体のパ

フォーマンスは、通常、そのシステムのある時点のボトルネックに
よって制限されます。Mobile Link 同期では、同期スループットを制

限するボトルネックとして次のものが考えられます。

•    統合データベースのパフォーマンス   Mobile Link で特に重要な

ものは、Mobile Link スクリプトの実行速度です。複数のワー

カ・スレッドがスクリプトを同時に実行するので、最高のス
ループットを得るには、同期スクリプトでのデータベース競合
を避ける必要があります。

•    Mobile Link から統合データベースへの通信の帯域幅    Mobile 
Link と統合データベースが同じコンピュータで稼働している場

合や、別々のコンピュータで稼働していても高速ネットワーク
で接続されている場合には、帯域幅がボトルネックになる可能
性は低くなります。

•    Mobile Link を実行しているコンピュータの処理速度   Mobile 
Link を実行しているコンピュータの処理能力が低い場合や、

Mobile Link のワーカ・スレッドとバッファに十分なメモリがな

い場合には、Mobile Link の実行速度が同期のボトルネックにな

ることがあります。バッファとワーカ・スレッドが物理メモリ
に収まる場合は、Mobile Link サーバのパフォーマンスがディス

ク速度に左右されることはありません。

•    Mobile Link のワーカ・スレッド数   スレッド数が小さければ小

さいほど、データベース接続数は少なくなるので、統合データ
ベースでの競合発生率は低くなり、オペレーティング・システ
ムのオーバヘッドは少なくなります。ただし、ワーカ・スレッ
ドの数があまりに少ないと、ワーカ・スレッドが開放されるま
でクライアントが待機したままになったり、統合データベース
への接続数が少ないために、効率的な重複ができなくなったり
します。
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•    クライアントから Mobile Link への通信の帯域幅   ダイヤルアッ

プ接続、広域ネットワーク (WAN) や無線ネットワークでの接続

など、通信速度の遅い接続では、クライアントと Mobile Link の
ワーカ・スレッドがデータ転送を待たなければならないことが
あります。

•    クライアントの処理速度   ダウンロードには、ローやインデック

スの書き込みなど、より多くのクライアント処理が含まれるた
め、クライアントの処理速度の遅さは、アップロードよりもダ
ウンロードでボトルネックになる可能性が高くなります。

Mobile Link のパフォーマンスのチューニング

Mobile Link 同期のスループットを最大限にするには、複数の同期が

同時に発生し、効率よく実行することが重要になります。複数の同期
を同時に実行するために、Mobile Link ではワーカ・スレッドを同期

ごとに割り当てます。ワーカ・スレッドは、クライアントからアップ
ロードされた変更を受け取り、それらを統合データベースに適用しま
す。この処理が終わると、ワーカ・スレッドは統合データベースから
変更をフェッチして、それらをクライアントにダウンロードします。
各ワーカ・スレッドは、同期スクリプトを使い、統合データベースへ
の単一の接続を使用して、変更の適用とフェッチを行います。

競合 最も重要な要因は、同期スクリプトでのデータベース競合を避けるこ
とです。複数のクライアントがデータベースを使用する他の場合と同
様、クライアントがデータベースに同時にアクセスするときには、
データベース競合を最小限にします。同期のたびに修正が必要なデー
タベースのローがあると、競合の発生率が高くなります。たとえば、
カウンタを増分するスクリプトがある場合、カウンタを更新すること
がボトルネックになる可能性があります。

次の図は、以下の内容を示しています。

•    統合データベースへの接続プール (C1 ～ Cn)

•    同期要求の数 (S1 ～ Sn)

•    Mobile Link ワーカ・スレッド (W1 ～ Wn)
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ワーカ・スレッドの数より同期要求の数が多くなると、同期完了後に
ワーカ・スレッドが使用できるようになるまで、余分な要求はキュー
イングされます。ワーカ・スレッド数と接続数は制御できますが、
Mobile Link は、1 つのワーカ・スレッドに最低 1 つの接続があること

を常に確認します。ワーカ・スレッドよりも多くの接続がある場合、
余分な接続はアイドル状態になります。スクリプト・バージョンが複
数ある場合には、後述するように、余分な接続が役に立つこともあり
ます。

ワーカ・スレッド数 同期スクリプトで発生する競合以外に、同期スループットの最も重要
な要因になるのがワーカ・スレッド数です。ワーカ・スレッド数は、
同時に進行する同期の数を制御します。

最適なワーカ・スレッド数を判別するにはテストが不可欠です。
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ワーカ・スレッドの数を増やすと、より多くの同期を重複させたり、
スループットを向上させたりすることができる反面、重複する同期の
間でリソースやデータベースの競合が増えて、1 つの同期にかかる時

間も増えます。ワーカ・スレッドの数を増やすと、個々の同期の時間
が長くなることで、より多く同時に同期を実行することが重要になり
ます。ただし、さらにワーカ・スレッドを追加すると、スループット
が低下します。使用する環境に最も適したワーカ・スレッド数を決定
するには実験が必要ですが、次の情報も参考になります。

パフォーマンス・テストで、最高のアップロード・スループットは、
ワーカ・スレッド数が比較的少ないときに発生することがわかりまし
た。ほとんどの場合、3 ～ 10 のワーカ・スレッドが最適でした。統

合データベース、データ容量、データベース・スキーマ、同期スクリ
プトの複雑さ、使用したハードウェアなどの要因によって結果は変動
します。ボトルネックの一般的な原因は、統合データベース内でアッ
プロード・スクリプトの SQL を同時に実行するワーカ・スレッド間

の競合です。

ダウンロードに最適なワーカ・スレッド数は、クライアントから 
Mobile Link への帯域幅とクライアントの処理速度に依存しています。

処理速度の遅いクライアントで、最適なダウンロード・パフォーマン
スを得るには、より多くのワーカ・スレッドが必要です。これは、
アップロードと比較すると、ダウンロードでは、より多くのクライア
ント処理が必要になる一方、それほど多くの統合データベース処理を
必要としないからです。

Adaptive Server Anywhere クライアントでは、ダウンロード確認をオフ

のままにしておくと ( オプションのダウンロード・バッファリングは

無効にしない )、ダウンロードに対するワーカ・スレッドの最適数を

減らすことができます。これは、ワーカ・スレッドがクライアントに
よるダウンロードの適用を待つ必要がないためです。Ultra Light クラ

イアントではほとんど効果がありません。Ultra Light クライアントで

は、ダウンロードを受信したら、バッファリングせずにダウンロード
を適用するからです。

ダウンロード確認の無効化の詳細については、『Mobile Link クライア

ント』 > 「SendDownloadACK (sa) 拡張オプション」を参照してくださ

い。
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ダウンロードとアップロードの最高のスループットを得るために、
Mobile Link には 2 つのオプションが用意されています。1 つは、ダウ

ンロードを最適にするワーカ・スレッドの総数を指定するオプション
です。もう 1 つは、アップロードを同時に適用できる数を制限して、

アップロードのスループットを最適にするオプションです。

-w オプションはワーカ・スレッドの総数を制御します。デフォルト

は 5 です。

-wu オプションは、アップロードを同時に統合データベースに適用で

きるワーカ・スレッド数を制限します。デフォルトでは、すべての
ワーカ・スレッドがアップロードを同時に適用できますが、この場
合、統合データベースで重大な競合が発生します。-wu オプションを

使用すると、この競合を軽減すると同時に、多数のワーカ・スレッド
でダウンロードを最適化し、アップロードを受け取ることができま
す。-wu オプションは、その数値がワーカ・スレッドの合計数未満の

場合にだけ有効です。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-w オプション」およ

び 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-wu オプション」を参照してくださ

い。

Mobile Link データ

ベース接続

Mobile Link では、データベースの接続はワーカ・スレッドごとに作

成されます。-cn オプションを使用すると、Mobile Link に対してデー

タベース接続のより大きなプールを作成するように指定できますが、
Mobile Link が接続を閉じるか異なるスクリプト・バージョンを使用

する必要がないかぎり、余分な接続はアイドル状態になります。

Mobile Link がデータベース接続を閉じ、新しい接続を開く場合が 2 
つあります。1 つはエラーが発生した場合です。もう 1 つは、クライ

アントがある同期スクリプト・バージョンを要求し、現在使用されて
いる接続の中にその同期バージョンを利用できる接続がない場合で
す。

注意
それぞれのデータベース接続はスクリプト・バージョンと関連付けら
れています。バージョンを変更するには、接続を閉じて再度開いてく
ださい。
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複数の同期バージョンを使用している場合は、プール接続の最大数を
ワーカ・スレッド数 ( デフォルト数 ) よりも大きな値にすることもあ

ります。これによって、Mobile Link は、異なる同期バージョンが要

求されるたびにデータベース接続を閉じて新しいデータベース接続を
開く必要がなくなります。

定常的に複数のスクリプト・バージョンを使用するのであれば、接続
数を増やすことで Mobile Link での接続開閉要求を減らすことができ

ます。接続数がワーカ・スレッド数とバージョン数の積になる場合
は、接続数を増やす必要はありません。

次のコマンド・ラインには、2 つのスクリプト・バージョンに対して 
Mobile Link をチューニングする例が示されています。

dbmlsrv9 -c "dsn=ASA 9.0 Sample" -w 5 -cn 10

データベース接続の最大使用可能数は、スクリプト・バージョンと
ワーカ・スレッドの積に 1 を加えたものです。したがって、データ

ベース接続を閉じたり開いたりしないで確実に同期バージョンに対応
するには、-cn を 10 に設定します。

次の例は、3 つのスクリプト・バージョンに対応する Mobile Link の
チューニングです。

dbmlsrv9 -c "dsn=ASA 9.0 Sample" -w 7 -cn 21

スクリプト・バージョンの数に合わせて接続数を設定する方法の詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-cn オプション」を参照し

てください。
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Mobile Link のパフォーマンスのモニタ

さまざまなツールを使用して、同期のパフォーマンスをモニタできま
す。

Mobile Link モニタは、同期をモニタするためのグラフィカル・ツー

ルです。このツールでは、同期の各部分における所要時間を、Mobile 
Link ユーザ別またはワーカ・スレッド別にソートして表示できます。

詳細については、「Mobile Link モニタ」 143 ページを参照してくださ

い。

また、同期をモニタするための Mobile Link スクリプトがいくつかあ

ります。これらのスクリプトにより、ビジネス論理でパフォーマンス
統計を使用できます。たとえば、パフォーマンス情報を格納して後で
分析したり、同期の実行時間が長すぎる場合に DBA に警告できます。

詳細については以下を参照してください。

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「download_statistics 接続イベント」

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「download_statistics テーブル・イベ

ント」

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「synchronization_statistics 接続イベ

ント」

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「synchronization_statistics テーブ

ル・イベント」

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「time_statistics 接続イベント」

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「time_statistics テーブル・イベン

ト」

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「upload_statistics 接続イベント」

•    『Mobile Link 管理ガイド』 > 「upload_statistics テーブル・イベン

ト」
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第 7章 

Mobile Link モニタ

この章の内容 Mobile Link モニタは、Mobile Link 同期をモニタするためのツールで

す。この章では、Mobile Link モニタの使用方法について説明します。

モニタの使用方法を説明したチュートリアルについては、『Mobile 
Link チュートリアル』 > 「チュートリアル：Mobile Link スクリプトの

作成と同期のモニタリング」を参照してください。
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概要

Mobile Link モニタは、同期のパフォーマンスに関する詳細情報を提

供する Mobile Link 管理ツールです。

モニタを起動して Mobile Link 同期サーバに接続すると、そのモニタ

リング・セッションで発生するすべての同期に関する統計情報の収集
が開始されます。接続を切断するか、Mobile Link サーバを停止する

まで、モニタはデータを収集し続けます。

モニタのインタフェースでは、表形式またはグラフィカル形式でデー
タを表示できます。データをバイナリ形式で保存して後からモニタに
表示したり、.csv 形式で保存して Microsoft Excel などの別のツールで

開いたりすることもできます。または、Mobile Link がサポートして

いるリレーショナル・データベースなどの ODBC データ・ソースに

エクスポートすることも可能です。

同期に関するさまざまな情報を、モニタの出力で確認できます。たと
えば、エラーが発生した同期や、指定したその他の条件に一致する同
期をすばやく特定できます。期間の異なる同期においてほぼ同時に終
了したフェーズがあるかどうかをチェックすると、( 同期は前の

フェーズが完了するのを待ってから処理を続行するため ) 可能性のあ

る同期スクリプトの競合を特定できます。

特に Mobile Link 同期サーバから別のコンピュータでモニタを実行す

る場合、モニタリングによってパフォーマンスが低下することはない
ため、Mobile Link モニタは開発時と運用時に日常的に使用できます。
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Mobile Link モニタの起動

Mobile Link モニタの起動時に同期が行われている場合、モニタは、

ワーカ・スレッドが解放されるまで起動できません。そのため、同期
は、モニタを起動してから開始してください。モニタが起動した後
は、Mobile Link ワーカ・スレッドを使用しません。

Mobile Link 同期サーバごとに、モニタのインスタンスを 1 つ稼働で

きます。

❖ データのモニタリングを開始するには、次の手順に従いま

す。

1 [ スタート ] メニューで、[ プログラム ] － [SQL Anywhere 9] 
－ [Mobile Link] － [Mobile Link モニタ ] を選択します。

または、コマンド・プロンプトで dbmlmon と入力することも

できます。詳細については、以下を参照してください。

2 統合データベースと Mobile Link 同期サーバを起動します ( 起
動してない場合 )。

3 Mobile Link モニタで、[ モニタ ] － [Mobile Link サーバへの接

続 ] を選択します。

[Mobile Link サーバへの接続 ] ダイアログが表示されます。

モニタ接続は、Mobile Link 同期サーバへの同期接続と同じよ

うに開始されます。たとえば、-zu+ を指定して Mobile Link 
サーバを起動した場合は、ここで指定するユーザ ID が何で

あっても構いません。すべての Mobile Link モニタ・セッショ

ンに対して、スクリプト・バージョンが for_MLMonitor_only 
に設定されます。

[Mobile Link サーバへの接続 ] ダイアログで次の情報を入力し

てください。

•    [ ホスト ]   Mobile Link 同期サーバが稼働しているコン

ピュータです。デフォルトでは、モニタが稼働している
コンピュータです。
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•    [ ネットワーク・プロトコル ]   これらの値は、Mobile 
Link 同期サーバが同期要求に使用しているのと同じプロ

トコルとポートに設定してください。

•    [ 追加のネットワーク・パラメータ ]    オプションのパラ

メータを設定できます。次のパラメータを設定できま
す。複数のパラメータを指定する必要がある場合は、セ
ミコロンで区切ります。

•    buffer_size=number (HTTP と HTTPS のみ )

•    client_port=nnnn

•    client_port=nnnn-mmmmm

•    persistent={0|1}

•    proxy_host=proxy_hostname (HTTP と HTTPS のみ)

•    proxy_port=proxy_portnumber (HTTP と HTTPS の
み )

•    url_suffix=suffix (HTTP と HTTPS のみ )

•    version=versionnumber (HTTP と HTTPS のみ )

ネットワーク・パラメータの詳細については、『Mobile 
Link クライアント』 > 「Ultra Light 同期クライアントの

ネットワーク・プロトコルのオプション」を参照してく
ださい。

4 同期を開始します。

収集されたデータがモニタに表示されます。

コマンド・ラインで
の dbmlmon の起動

コマンド・ライン・オプションを使用すると、モニタでファイルを開
いたり、起動時に Mobile Link 同期サーバへ接続することができます。

次に構文を示します。

dbmlmon [ connect-options | inputfile.{ mlm | csv } | -? ]

文中の各項目を次に説明します。

connect-options   これは、次のうちの 1 つまたは複数です。
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-u ml_username

-p password

-x { tcpip | http | https } [ ( keyword=value;... ) ]

上記で説明している keyword=value のペアは、ホスト、プロトコル、

および追加のネットワーク・パラメータです。

-o outputfile.{ mlm | csv }

-o オプションは、接続の最後でモニタを閉じ、指定したファイルに

セッションを保存します。

-?   dbmlmon -? と入力すると、dbmlmon の構文が表示されます。

注意：オプション -u と -x は接続するために必須です。

❖ Mobile Link モニタを停止するには、次の手順に従います。

1 モニタで、[ モニタ ] － [Mobile Link サーバからの切断 ] を選

択します。データの収集が停止します。

Mobile Link 同期サーバをシャットダウンするか、モニタを終

了して、データの収集を停止することもできます。

モニタを終了する前に、このセッションのデータを保存でき
ます。詳細については、「モニタのデータの保存」 154 ページ

を参照してください。

2 モニタを終了する準備ができたら、[ ファイル ] - [ 閉じる ] を
選択します。
147



Mobile Link モニタの使用
Mobile Link モニタの使用

このモニタには 3 つのウィンドウ枠があります。

•    [ 詳細テーブル ]   一番上のウィンドウ枠です。これは、各同期

の合計所要時間と、同期の各部分に要した時間を示すスプレッ
ドシートです。

詳細については、「[ 詳細テーブル ] ウィンドウ枠」 149 ページを

参照してください。

•    [ チャート ]   真ん中のウィンドウ枠です。ここには、データが

グラフィックで表示されます。このウィンドウ枠の下の目盛り
は時間を表します。[ 概要 ] ウィンドウ枠でデータの周りにボッ

クスを描くか、[ ビュー ] － [ 移動 ] を選択して、[ チャート ] 
ウィンドウ枠に表示されているデータを選択できます。

詳細については、「[ チャート ] ウィンドウ枠」 150 ページを参照

してください。

•    [ 概要 ]   一番下のウィンドウ枠です。ここには、すべてのデー

タの概要が表示されます。データを選択して [ チャート ] に表示

するには、[ 概要 ] 内でクリックしてボックスを描きます。[
チャート ] には、このボックスに含まれるすべてのデータが表

示されます。

詳細については、「[ 概要 ] ウィンドウ枠」 152 ページを参照して

ください。

また、データをカスタマイズするための [ オプション ] ダイアログと、

詳細な情報を確認するための [ プロパティ ] ダイアログがあります。

詳細については、次の項目を参照してください。

•    「[ オプション ] ダイアログ」 152 ページ

•    「セッション・プロパティ」 153 ページ

•    「同期プロパティ」 153 ページ
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[ 詳細テーブル ] ウィンドウ枠

[ 詳細テーブル ] には、同期の各部分の所要時間に関する情報が表示

されます。すべての時間は Mobile Link 同期サーバによって測定され

ます。対応するスクリプトが定義されていなくても、所要時間が 0 で
はない場合があります。

[ ツール ] － [ オプション ] を開き、次に [ テーブル ] タブを開くと、[
詳細テーブル ] ウィンドウ枠に表示されるカラムを選択できます。使

用可能な統計の説明については、「Mobile Link の統計のプロパティ」 
158 ページを参照してください。

デフォルトでは、次のカラムが表示されます。

•    [sync]   各同期を識別します。

•    [worker]   同期を実行した Mobile Link ワーカ・スレッドを識別

します。ワーカは n.m で識別されます。n はストリーム番号、m 
はスレッド番号です。

•    [user]   同期ユーザを識別します。

•    [version]   同期スクリプトのバージョンです。

スクリプト・バージョンの詳細については、「スクリプト・バー
ジョン」 298 ページを参照してください。

•    [start_time]   Mobile Link 同期サーバが同期を開始した日時です (
これは、クライアントが同期を要求した時点よりも遅い場合が
あります )。

•    [duration]   同期の合計時間 ( 秒 )。

•    [verify_upload]   認証を必要とする同期設定の場合に、Mobile 
Link が同期要求、ユーザ名、パスワードを検証するのに要する

時間 ( 秒 )。

•    [preload_upload]   Mobile Link がクライアントからアップロード

されたデータを受信するのに要する時間 ( 秒 )。

•    [begin_sync]   begin_synchronization スクリプトが実行されている

場合、実行に要する時間 ( 秒 )。
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•    [upload]   アップロードを統合データベースに適用するのに要す

る時間 ( 秒 )。これは、begin_upload スクリプトから end_upload 
スクリプトまでの時間です。

•    [prepare_for_download]   prepare_for_download スクリプトが実行

されている場合、実行に要する時間 ( 秒 )。

•    [download]   データのダウンロードに要する時間 ( 秒 )。これは、

begin_download スクリプトから end_download スクリプトまでの

時間です。ダウンロード確認が有効になっている場合は、ダウ
ンロードをリモート・データベースに適用し、確認を返す時間
が含まれます。

•    [end_sync]   end_synchronization スクリプトが実行されている場

合、実行に要する時間 ( 秒 )。

テーブルを特定のカラムでソートするには、カラムの見出しをクリッ
クします。モニタに新しいデータが表示された場合は、追加されたと
きにソートされます。

[ ビュー ] － [ 詳細テーブル ] をクリアすることで、[ 詳細テーブル ] 
ウィンドウ枠を閉じることができます。

[ チャート ] ウィンドウ枠

[ チャート ] ウィンドウ枠には、[ 詳細テーブル ] と同じ情報がグラ

フィックで表示されます。[ チャート ] 内のバーは、各同期で要した

時間を表し、バーの各部分は同期のフェーズを表します。

データの表示 [ 詳細テーブル ] で同期をクリックすると、その同期が選択されます。

同期をダブルクリックすると、その同期の [ 同期セッション・プロパ

ティ ] が開きます。詳細については、「同期プロパティ」 153 ページを

参照してください。

スレッドまたはユー
ザごとにデータをグ
ループ化

データをワーカ・スレッドまたはユーザごとにグループ化できます。
[ ビュー] － [ ユーザ別 ] または [ ビュー] － [ ワーカ・スレッド別 ] を選

択します。

データの拡大 表示されているデータを選択するには、次の 3 つの方法があります。
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•    ズーム・オプション   [ 表示 ] メニューのズーム・オプションと

ツールバーのズーム・ボタンを使用して、ズーム・インやズー
ム・アウトができます。同期によって使用可能な領域を埋める
には、[ 選択範囲にズーム ] を使用します。

•    スクロールバー   [ チャート ] ウィンドウ枠の下のスクロール

バーをクリックしてスライドさせます。

•    [ 移動 ] ダイアログ    [ ビュー ] － [ 移動 ] を選択してこのダイア

ログを開きます。次のような [ 移動 ] ダイアログが表示されま

す。

[ 開始の日付と時刻 ] では、[ チャート ] ウィンドウ枠に表示す

るデータの起動時刻を指定できます。この設定を変更する場合
は、少なくとも日付／時刻の年月日を指定してください。

[ チャートの範囲 ] では、表示する期間を指定できます。チャー

ト範囲は、ミリ秒、秒、分、時間、または日数で指定できます。
チャート範囲によって、データの細分性が決定されます。時間
の長さが短いほど、より詳細に表示されます。

•    [ 概要 ] ウィンドウ枠   [ 概要 ] ウィンドウ枠のボックスは、[
チャート ] に表示されている領域を示しています。このボック

スを使用すると、表示するデータの部分をすばやく選択できま
す。ボックスのサイズを変更したりボックスを移動したりして、
異なるデータを表示したり、異なる細分性でデータを表示した
りできます。ボックスを小さくすると、[ チャート ] に表示され

るデータの間隔が短くなり、より詳細なデータが表示されます。
現在のボックスをクリックして移動しても、表示倍率は変化し
ません。[ 概要 ] の内部をドラッグして、ボックスをもう一度描

くと、表示の倍率と位置を変更できます。

時間軸 [ チャート ] ウィンドウ枠の下には、期間を示す目盛りがあります。

時間のフォーマットは、表示される時間の間隔に応じて自動的に再調
整されます。目盛り上にカーソルを置くと、いつでも完全な日付／時
刻を表示できます。

デフォルトの色ス
キーム

[ オプション ] ダイアログ ([ ツール ] メニューから開く ) では、[
チャート ] ウィンドウ枠の色を表示または設定できます。[ チャート ] 
ウィンドウ枠のデフォルトの色スキームでは、アップロードを緑色、
ダウンロードを赤色、開始／終了フェーズを青色、各フェーズの以前
の部分を暗い影で表します。
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色の設定については、「[ オプション ] ダイアログ」 152 ページを参照

してください。

[ 概要 ] ウィンドウ枠

[ 概要 ] ウィンドウ枠には、モニタのセッション全体の概要が表示さ

れます。[ チャート ] ウィンドウ枠に現在表示されている領域は、[ 概
要 ] ウィンドウ枠内にボックスで示されます。[ 概要 ] ウィンドウ枠

内でクリックしてボックスを移動すると、[ チャート ] に表示される

データの起動時刻が移動します。また、[ 概要 ] 内でドラッグして

ボックスをもう一度描き、ボックスの位置とサイズを変更するとデー
タの起動時刻と範囲が変更されます。

[ 概要 ] ウィンドウ枠は、[ モニタ ] ウィンドウの他の部分から切り離

すことができます。[ オプション ] ダイアログで、[ 概要 ] タブを開

き、[ 概要のウィンドウをメイン・ウィンドウにアタッチしたままに

する ] チェックボックスをオフにします。

詳細については、「[ オプション ] ダイアログ」 152 ページを参照して

ください。

[ ビュー ] － [ 概要 ] をクリアすることで [ 概要 ] ウィンドウ枠を閉じ

ることができます。

[ オプション ] ダイアログ

[ オプション ] ダイアログでは、[ チャート ] ウィンドウ枠 (Mobile 
Link モニタの中央のウィンドウ枠 ) と [ 概要 ] ウィンドウ枠 ( 下のウィ

ンドウ枠 ) のグラフィック表示の色とパターンなど、いくつかの設定

を指定できます。

[ オプション ] ダイアログを開くには、モニタを開き、[ ツール ] － [
オプション ] を選択します。

デフォルトのリスト
ア

デフォルト設定をリストアするには、ファイル mlMonitorSettings を削

除します。このファイルは、ユーザ・プロファイル・ディレクトリに
あります。
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セッション・プロパティ

[ セッション・プロパティ ] ダイアログには、モニタリング・セッ

ションに関する基本情報が表示されます。

[ セッション・プロパティ ] ダイアログを開くには、モニタを開き、[
ファイル ] － [ プロパティ ] を選択します。

同期プロパティ

[ 詳細テーブル ] または [ チャート ] 内で同期をダブルクリックする

と、その同期のプロパティが表示されます。

すべてのテーブルの統計 ( その同期のすべてのテーブルの合計 ) か、

個々のテーブルに関する統計を表示できます。ドロップダウン・リス
トには、その同期に関係したテーブルのリストが表示されます。

同期プロパティの統計値の説明については、「Mobile Link の統計のプ

ロパティ」 158 ページを参照してください。
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モニタのデータの保存

モニタ・セッションのデータを、バイナリ・ファイル (.mlm) または

値をカンマで区切ったテキスト・ファイル (.csv) として保存するか、

リレーショナル・データベースのテーブルまたは Microsoft Excel ファ

イルとして保存できます。

ファイルへの保存 データをファイルとして保存するには、[ ファイル ] － [ 名前を付け

て保存 ] を選択します。

•    保存したデータを Mobile Link モニタで表示する場合は、データ

をバイナリ (.mlm) ファイルとして保存します。ファイルを再び

開くには、[ ファイル ] － [ 開く ] を選択します。

•    保存したデータを Microsoft Excel などの別のツールで表示する場

合は、カンマで区切ったファイル (.csv) として保存します。この

場合、セッションのプロパティ・シートと同期のプロパティ・
シートの情報のうち、テーブルごとの情報とセッションの起動
時刻／終了時刻を除くすべてが保存されます。.csv ファイルを

モニタで開くこともできます。

.csv ファイル・フォーマットでは、時間がミリ秒数で格納され

ます。

データが自動的にファイルに保存されるように指定できます。これを
行うには、[ ツール ] － [ オプション ] を選択し、[ 一般 ] タブで出力

ファイル名を入力します。出力ファイルが新しいデータで上書きされ
ます。

リレーショナル・
データベースまたは 
Excel へのエクス

ポート

モニタのデータは、ODBC または JConnect 接続を使用してエクス

ポートすることもできます。JConnect を使用する場合、Adaptive 
Server Anywhere または Adaptive Server Enterprise データベースへのエ

クスポートのみが可能です。ODBC を使用する場合、Mobile Link に
よってサポートされているリレーショナル・データベースまたは 
Excel にエクスポートできます。

データをエクスポートするときは、モニタ・セッションのすべてのカ
ラムに加え、export_time というカラムがエクスポートされます。

export_time カラムは、エクスポートの実行時間を識別します。
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カラムのいくつかは予約語のため、データ・ソースは引用符付き識別
子が有効になっている必要があります。モニタによって、Adaptive 
Server Anywhere、Adaptive Server Enterprise、Microsoft SQL Server の
データベースは自動的に引用符付き識別子が有効になります。引用符
付き識別子が有効になっていないと、エクスポートは失敗します。

❖ データベースまたは Excel にデータをエクスポートするに

は、次の手順に従います。

1 モニタ情報を収集した後、Mobile Link 同期サーバから切断し

ます。

2 Mobile Link モニタで、[ ファイル ] － [ データベースへのエク

スポート ] を選択します。

[ データベースへのエクスポート ] ダイアログが表示されま

す。

3 出力のオプションを選択します。

•    データを保存するために作成するテーブルの名前を 2 つ
指定します。指定しない場合は、デフォルト 
(mlm_by_sync と mlm_by_table) が使用されます。その

テーブルが存在しない場合は、モニタによって作成され
ます。Excel 出力では、2 つのテーブル名は作成する 2 
つのワークシートを識別します。

•    既存のテーブルにあるデータを上書きするかどうかを選

択します。データを上書きしない場合は、新しいデータ
が既存のデータに追加されます。

4 [OK] をクリックします。

データベースに接続するか、ODBC または JConnect を使用し

て Excel スプレッドシートに接続するための [ 接続 ] ダイアロ

グが表示されます。
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統計のカスタマイズ

ウォッチ・マネージャを使用すると、指定した基準を満たす同期を視
覚的に区別できます。たとえば、大規模な同期、長時間の同期、長時
間を要する小規模な同期、または警告を受信した同期を強調表示でき
ます。

ウォッチ・マネージャを開くには、モニタを開き、[ ツール ] － [
ウォッチ・マネージャ ] をクリックします。

ウォッチ・マネージャの左ウィンドウ枠には、使用可能なすべての
ウォッチのリストが表示されます。右ウィンドウ枠には、アクティブ
なウォッチのリストが表示されます。ウォッチをアクティブ・リスト
に追加したり、アクティブ・リストから削除するには、左ウィンドウ
枠でウォッチを選択し、該当のボタンをクリックします。

3 つの事前に定義されたウォッチ ([ アクティブ ]、[ 完了 ]、[ 失敗 ]) 
があります。事前に定義されたウォッチを編集して、表示方法を変更
できます。また、右ウィンドウ枠からこれらのウォッチを削除する
と、非アクティブにできます。

[ チャート ] には、ウォッチの条件を満たしていない同期は表示され

ません。すべてのウォッチを無効に ([ 現在のウォッチ ] リストから削

除 ) すると、[ チャート ] または [ 概要 ] に同期が表示されなくなりま

す。

右ウィンドウ枠でのウォッチの順序は重要です。リストの上にある
ウォッチから先に処理されます。[ 上へ移動 ] ボタンと [ 下へ移動 ] ボ
タンを使用して、右ウィンドウ枠でのウォッチの順序を編成できま
す。

事前に定義されたウォッチを使用して、別のウォッチを作成できま
す。ウォッチの条件を編集するには、古い条件を削除してから新しい
ウォッチ条件を追加します。

❖ 新しいウォッチを作成するには、次の手順に従います。

1 ウォッチ・マネージャで [ 新規 ] をクリックします。

[ 新規ウォッチ ] ダイアログが表示されます。
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2 [ 名前 ] ボックスにウォッチの名前を入力します。

3 プロパティ、比較演算子、値を選択します。

プロパティの完全なリストについては、「Mobile Link の統計

のプロパティ」 158 ページを参照してください。

4 [ 追加 ] をクリックします ( 設定を保存するために [ 追加 ] を
クリックしてください )。

5 必要に応じて、別のプロパティ、演算子、値を選択して、[
追加 ] をクリックします。

6 [ チャート ] ウィンドウ枠のウォッチのパターンを選択します 
([ チャート ] ウィンドウ枠は、Mobile Link モニタの中央のウィ

ンドウ枠です )。

7 [ 概要 ] ウィンドウ枠のウォッチの色を選択します ([ 概要 ] 
ウィンドウ枠は、Mobile Link モニタの下部のウィンドウ枠で

す )。
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Mobile Link の統計のプロパティ

次に示すのは、Mobile Link モニタで使用できるプロパティのリスト

です。これらの統計は、[ 新規ウォッチ ] ダイアログ、

[ 詳細テーブル ] ウィンドウ枠、[ 同期プロパティ ] で表示できます。[
同期プロパティ ] ダイアログでは、プロパティ名にアンダースコアが

付いていません。

[ 新規ウォッチ ] ダイアログの詳細については、「統計のカスタマイ

ズ」 156 ページを参照してください。

[ 詳細テーブル ] の詳細については、「[ 詳細テーブル ] ウィンドウ枠」 
149 ページを参照してください。

[ 同期プロパティ ] ダイアログの詳細については、「同期プロパティ」 
153 ページを参照してください。

プロパティ 注意

active 同期が進行中の場合は true

begin_sync begin_synchronization イベントの時間 

completed 同期が正常に完了した場合は true

conflicted_deletes アップロード済みで競合が検出された削除の
数

conflicted_inserts アップロード済みで競合が検出された挿入の
数

conflicted_updates アップロード済みで競合が検出された更新の
数

connection_retries Mobile Link 同期サーバが統合データベースと

の接続をリトライした回数

download ダウンロードの時間

download_bytes 同期クライアントにダウンロードされたバイ
ト数
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download_deleted_rows Mobile Link 同期サーバによって 
(download_delete_cursor スクリプトを使用して) 
統合データベースからフェッチされたロー削
除の数

download_errors ダウンロード中に発生したエラーの数

download_fetched_rows Mobile Link 同期サーバによって 
(download_cursor スクリプトを使用して ) 統合

データベースからフェッチされたローの数

download_filtered_rows クライアントがアップロードしたローと一致
するため、Mobile Link クライアントにダウン

ロードされなかったフェッチ済みローの数

download_warnings ダウンロード中に発生した警告の数

duration Mobile Link 同期サーバが測定した同期の合計

時間。これには、同期要求がキューイングさ
れて使用可能なワーカ・スレッドを待機して
いる時間は含まれません。

end_sync end_synchronization イベントの時間

ignored_deletes アップロード済みで無視された削除の数

ignored_inserts アップロード済みで無視された挿入の数

ignored_updates アップロード済みで無視された更新の数

preload_upload クライアントから Mobile Link 同期サーバへの

アップロード・データの転送時間 

prepare_for_download prepare_for_download イベントの時間 

start_time 同期開始の日付／時刻 (ISO-8601 拡張フォー

マット )。ロケール設定に応じて、このフォー

マットのすべてのフィールドを YYYY-MM-DD 
hh:mm:ss.sss または YYYY-MM-DD 
hh:mm:ss,sss の形式で指定する必要がありま

す。

sync モニタ・セッション内で同期をユニークに識
別する数

プロパティ 注意
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sync_deadlocks 同期で検出された統合データベース内のデッ
ドロックの合計数

sync_errors 同期で発生したエラーの合計数

sync_tables 同期に関係したクライアント・テーブルの数

sync_warnings 同期で発生した警告の合計数

upload 統合データベースにデータがアップロードさ
れる時間 

upload_bytes 同期クライアントからアップロードされたバ
イト数

upload_deadlocks アップロード中に検出された統合データベー
ス内のデッドロック数

upload_deleted_rows 同期クライアントからアップロードされた
ロー削除の数

upload_errors アップロード中に発生したエラーの数

upload_inserted_rows 同期クライアントからアップロードされた
ロー挿入の数

upload_updated_rows 同期クライアントからアップロードされた
ロー更新の数

upload_warnings アップロード中に発生した警告の数

user Mobile Link クライアントの名前

verify_upload 同期プロトコルを検証し、同期クライアント
を認証する時間 

version 同期バージョンの名前

worker 同期に使用する Mobile Link ワーカ・スレッド

の識別子。形式は n.m で、n はストリーム番

号、m はスレッド番号です。

プロパティ 注意
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第 8章 

リダイレクタによる Web サーバを経由した同

期

この章の内容 この章では、リダイレクタに焦点を当てながら、Web サーバを経由し

た Mobile Link 同期のルート指定方法について説明します。
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概要

Mobile Link には、「リダイレクタ」と呼ばれる Web サーバの拡張機能

が組み込まれています。これによって、クライアントと Mobile Link 
同期サーバ間の要求や応答のルートが指定されます。このようなプラ
グインは、一般に「リバース・プロキシ」とも呼ばれます。

Web サーバ経由で要求を送信する主な理由は、HTTP または HTTPS 
同期用の、Web サーバとファイアウォールの既存の設定を利用するた

めです。ただし、Web サーバはリダイレクタがなくてもプロキシとし

て動作できます。リダイレクタは、複数の Mobile Link 同期サーバが

稼働している場合に最も便利です。

詳細については、「Web サーバを使用した場合のオプション」 163 ペー

ジを参照してください。

リダイレクタを使用すると、Mobile Link 同期サーバが稼働する 1 台
以上のコンピュータに特定の URL 要求をルート指定するように、

Web サーバを設定できます。

Web サーバは、特定の URL または特定の範囲の URL からの要求を拡

張プログラム ( 通常、perl 言語の CGI スクリプト、DLL、またはその

他の拡張メカニズムで記述されている ) に渡すように設定できます。

これらの拡張プログラムは、外部データ・ソースにアクセスしたり、
Web サーバがクライアントに配信する応答を提供したりできます。

負荷分散とフェール
オーバ

リダイレクタは、単純なラウンド・ロビン・アルゴリズム ( 固定の循

環的順序でサーバを選択 ) を使用して、負荷分散とフェールオーバを

実装しています。設定された間隔で 各 Mobile Link 同期サーバをテス

トし、応答していないサーバへの要求の送信を停止します。Mobile 
Link 同期サーバが再び稼働するとそれを検出し、そのときに要求の送

信を再開します。

HTTPS 同期 HTTPS 同期では、HTTP ヘッダは、RSA 暗号化を使用して SSL/TLS 
で暗号化されてから、サーバへの送信やサーバからの送信が行われま
す。HTTPS が使用されるのは、Mobile Link クライアントと Web サー

バとの接続に対してのみです。Web サーバは HTTPS を復号化し、リ

ダイレクタ経由で Mobile Link に HTTP を送信します。
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HTTPS プロトコルはその他の安全なプロトコルよりも低速なため、

必要な場合にのみ HTTPS プロトコルを使用することをおすすめしま

す。

サポートされる 
Web サーバ

プラグインは、次の Web サーバで使用できます。

Web サーバを使用した場合のオプション

リダイレクタは、Web サーバ経由で Mobile Link 同期をルート指定す

る 1 つの方法です。リダイレクタは、ファイアウォール経由の同期

や、複数の Mobile Link 同期サーバとの同期で特に役立ちます。

Web サーバ経由で要求を送信する主な理由は、HTTP または HTTPS 
同期用の、Web サーバとファイアウォールの既存の設定を利用するた

めです。リダイレクタは、複数の Mobile Link 同期サーバが稼働して

いる場合に最も便利です。

また、リダイレクタを使用せずに、Web サーバを経由して同期をルー

ト指定することもできます。この場合は、Web サーバをプロキシとし

て設定して、Mobile Link サーバに同期をルート指定します。Web 
サーバでルート指定を行う方法の詳細については、Web サーバのマ

ニュアルを参照してください。

リダイレクタ・プラグイン サポート対象

ISAPI リダイレクタ Microsoft Web サーバ

NSAPI リダイレクタ Windows 上の Sun One ( 以前の Netscape) Web 
サーバ

サーブレット・リダイレク
タ

Apache Tomcat、UNIX 上の Sun One Web サー

バを含む、Java Servlet API 2.3 をサポートする 
Web サーバ

ネイティブな Apache リダイ

レクタ

Apache Web サーバ

M-Business Anywhere リダイ

レクタ

M-Business Anywhere Web サーバ
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概要
次の表は、Mobile Link 同期の最適なルート指定方法を判断する上で

の推奨事項を示しています。

「リダイレクタによる Web サーバを経由した同期」 161 ページを参照

してください。

直接接続が可能 直接接続が不可能

1 つの Mobile Link 
同期サーバ

HTTP の代わりに 
TCP/IP を使用する

Web サーバを経由し、Mobile 
Link 同期サーバにメッセージ

を送信するために HTTP また

は HTTPS プロキシを使用する

複数の Mobile Link 
同期サーバ

HTTP または HTTPS 
でリダイレクタを使
用する

HTTP または HTTPS でリダイ

レクタを使用する
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リダイレクタの設定

次の項では、同期要求を管理するための Web サーバの設定方法につ

いて説明します。

❖ 設定処理の概要

1 Mobile Link クライアントと Mobile Link 同期サーバを設定し

ます。

「Mobile Link クライアントとサーバのリダイレクタ設定」 166
ページを参照してください。

2 リダイレクタ設定ファイルが Web サーバと同じコンピュータ

上にあることを確認します。

「リダイレクタのプロパティの設定 ( すべてのバージョン共通

)」 169 ページ を参照してください。

3 リダイレクタ設定ファイルを修正します。

「リダイレクタのプロパティの設定 ( すべてのバージョン共通

)」 169 ページ を参照してください。

4 Web サーバ固有の設定を行います。

次のうちの 1 つを参照してください。

•    「Netscape/Sun Web サーバ用の NSAPI リダイレクタ」 172
ページ

•    「Microsoft Web サーバ用の ISAPI リダイレクタ」 177
ページ

•    「サーブレット・リダイレクタ」 180 ページ

•    「Apache リダイレクタ」 186 ページ

•    「M-Business Anywhere リダイレクタ」 191 ページ
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Mobile Link クライアントとサーバのリダイレクタ

設定

この項では、Mobile Link クライアントと Mobile Link 同期サーバを、

Web サーバ経由で同期するように設定する方法について説明します。

次の手順では、Web サーバ経由で送信される要求に必要なパラメータ

を設定します。

Mobile Link クライ

アント

❖ Mobile Link クライアント(Adaptive Server Anywhere および 
Ultra Light) を設定するには、次の手順に従います。

1 Mobile Link クライアントの通信タイプを、HTTP または 
HTTPS に設定します。

Adaptive Server Anywhere クライアントの通信タイプの設定の

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 
「CommunicationType (ctp) 拡張オプション」を参照してくださ

い。

Ultra Light クライアントの通信タイプの設定の詳細について

は、『Mobile Link クライアント』 > 「HTTP プロトコル・オプ

ション」または 『Mobile Link クライアント』 > 「HTTPS プロ

トコル・オプション」を参照してください。

2 Mobile Link クライアントに、次の HTTP/HTTPS 同期プロトコ

ル・オプションを指定します。

•    host   Web サーバの名前または IP アドレス

•    port   HTTP 要求または HTTPS 要求を受け付ける Web 
サーバのポート

•    url_suffix   この設定は、使用している Web サーバによっ

て異なります。

•    ISAPI Web サーバの場合

exe_dir/iaredirect.dll/ml/

exe_dir は iaredirect.dll のロケーションです。
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•    NSAPI Web サーバの場合

mlredirect/ml/

mlredirect は obj.conf ファイルにマップされている

名前です。

•    Apache Tomcat を含む、サーブレット・リダイレク

タを使用した Java Servlet API 2.2 をサポートする

サーバの場合

iaredirect/ml/

•    Apache 用のネイティブなリダイレクタの場合、

httpd.conf ファイルにある <location> タグでの選択

に関わらず、次を設定します。次に例を示します。

iaredirect/ml/

Ultra Light クライアントのプロトコル・オプションの設定の詳細につ

いては、『Mobile Link クライアント』 > 「HTTP プロトコル・オプショ

ン」または 『Mobile Link クライアント』 > 「HTTPS プロトコル・オ

プション」を参照してください。

Adaptive Server Anywhere クライアントのプロトコル・オプションの設

定の詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 
「CommunicationAddress (adr) 拡張オプション」を参照してください。

Mobile Link 同期

サーバ

❖ Mobile Link 同期サーバを設定するには、次の手順に従いま

す。

1 クライアントとプロキシとの通信に HTTP または HTTPS を使

用するには、HTTP プロトコルを指定して Mobile Link 同期

サーバを起動する必要があります。リダイレクタでは、
HTTPS を直接使用できません。

たとえば、HTTP プロトコルを指定するには、dbmlsrv9 コマ

ンドラインで次のように入力します。

dbmlsrv9 -x http

詳細については、「-x オプション」 269 ページを参照してくだ

さい。
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2 また、Mobile Link 同期サーバに対して、次のパラメータを設

定できます。

•    port   Mobile Link は、HTTP プロトコルのデフォルトと

してポート番号 80 を使用し、HTTPS プロトコルのデ

フォルトとしてポート番号 443 を使用します。Mobile 
Link 同期サーバと Web サーバが同じマシン上で稼働し

ている場合、ポート番号 80 は通常、Web サーバによっ

て使用されます。この場合、別のポート番号を指定して
ください。たとえば、ポート番号 2439 を使用できます。

これは、Internet Assigned Numbers Authority (IANA) に登

録された Mobile Link 同期サーバ用のポート番号です。

•    contd_timeout   同期を中止する前に、部分的に完了した

同期の次の部分を受信するまでに待機する秒数です。こ
の設定はオプションです。また、デフォルト値は 30 秒
です。

低速ネットワークで大容量の同期を行う場合は、これら
の timeout パラメータの値を増やすことができます。

port と contd_timeout の詳細については、『Mobile Link 管理ガ

イド』 > 「-x オプション」を参照してください。
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リダイレクタのプロパティの設定 ( すべてのバー

ジョン共通 )
この項では、リダイレクタのプロパティを設定するための、Web サー

バに共通の設定手順について説明します。

❖ リダイレクタのプロパティを設定するには、次の手順に従

います。

1 「Mobile Link クライアントとサーバのリダイレクタ設定」 166
ページの手順を完了します。

2 redirector.config を Web サーバにコピーします。

redirector.config ファイルは、Mobile Link 同期サーバのインス

トール時に SQL Anywhere インストール環境のサブディレク

トリ MobiLink¥redirector に置かれます。

Mobile Link 同期サーバが Web サーバと同じコンピュータにイ

ンストールされていない場合には、Web サーバが設定されて

いるコンピュータに redirector.config をコピーしてください。

Microsoft Web サーバについては、Inetpub/scripts ディレクトリ

に redirector.config をコピーします。それ以外の Web サーバに

ついては、どのディレクトリに redirector.config をコピーして

もかまいません。

3 リダイレクタ設定ファイルを設定します。

Web サーバと Mobile Link 同期サーバ間の通信を設定するに

は、Web サーバがインストールされているコンピュータの 
redirector.config ファイルを編集してください。

このファイルでは、以下の指令を設定できます。

•    LOG_LEVEL   ログ・ファイルに書き込まれる出力の量

を設定するときに使用します。値は 0、1、2 です。デ

フォルトは 1 で、2 に設定すると最大量の出力が生成さ

れます。Apache リダイレクタの場合、この設定は何も
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影響しません。Apache 設定ファイル httpd.conf の 
LogLevel セクションで、ログ・レベルを設定してくださ

い。

•    ML   ML=host:port の形式で、Mobile Link 同期サーバ

を稼働しているコンピュータをリストするときに使用し
ます。ML では大文字と小文字を区別します。

•    ML_CLIENT_TIMEOUT   ある 1 つの同期のすべての手

順が同じ Mobile Link 同期サーバに送信されていること

を確認するときに使います。デフォルト値は 600 秒 (10 
分 ) です。

情報は、同期のある一定期間、特定の Mobile Link 同期

サーバに維持されるため、同期のすべての手順を 1 つの

同期サーバが扱うようにします。
ML_CLIENT_TIMEOUT が設定されている間、リダイレ

クタはクライアントとサーバ間の関係を維持します。こ
のパラメータの値は、ユーザの同期手順の最大値より大
きい値にしてください。

•    SLEEP   サーバが機能していることをリダイレクタが

チェックする間隔を秒単位で設定します。デフォルト値
は 1800 (30 分 ) です。たとえば、SLEEP=3600 と設定し

ます。SLEEP では大文字と小文字を区別します。

redirector.config には、以下の規則を適用します。

•    1 行の長さの最大値は 300 文字

•    コメントはハッシュ文字 (#) で開始する

•    指令を定義するときには、スペースやタブを使用

しない 

4 以下のいずれかの項で Web サーバ固有の設定を完了します。

•    「Microsoft Web サーバ用の ISAPI リダイレクタ」 177
ページ

•    「Netscape/Sun Web サーバ用の NSAPI リダイレクタ」 172
ページ
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•    「サーブレット・リダイレクタ」 180 ページ

•    「Apache リダイレクタ」 186 ページ

例 サンプル・ファイル redirector.config を使って説明します。このファイ

ルで指定されている内容は、以下のとおりです。

•    リダイレクタは、サーバが機能していることを 1800 秒ごとに

チェックする。

•    Mobile Link 同期サーバを稼働しているコンピュータで、要求を

処理できるコンピュータは 3 台。複数のサーバを指定する場合、

負荷分散は自動的に有効になります。

SLEEP=1800
 ML=myServ-pc:80
 ML=209.123.123.1:8080
 ML=myCompany.com:8081
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Netscape/Sun Web サーバ用の NSAPI リダイレクタ

NSAPI リダイレクタは、Sun One Web サーバ用に提供されています。

これは、以前の Netscape iPlanet Enterprise Edition Web サーバです。次

に、Sun One サービス・パック 1 の設定手順を説明します。

このリダイレクタは、Windows でのみ使用できます。UNIX で 
Netscape/Sun Web サーバ用のリダイレクタを使用するには、サーブ

レット・リダイレクタを使用します。「サーブレット・リダイレクタ」 
180 ページを参照してください。

❖ Sun One 用 NSAPI リダイレクタを設定するには、次の手順

に従います。

1 「リダイレクタのプロパティの設定 ( すべてのバージョン共通

)」 169 ページ の手順を完了します。

2 必要に応じて、Web サーバが設定されているコンピュータに 
iaredirect.dll ファイルをコピーします。このファイルは、

Mobile Link 同期サーバとともに、SQL Anywhere インストー

ル環境の MobiLink¥redirector¥nsapi サブディレクトリにインス

トールされます。

3 Sun One Web サーバの設定ファイル obj.conf を次のように更新

します。

サンプル・ファイル
Mobile Link 同期サーバ用として設定済みの obj.conf の完全なサン

プル・コピーは、MobiLink¥redirector¥nsapi に保管されています。

サンプル・ファイル名は obj.conf.example です。このサンプル・

ファイルを使用して、次のセクションがファイルのどこに該当し
ているかを確認できます。

ファイル magnus.conf と obj.conf の次のセクションを更新しま

す。

•    magnus.conf で、iaredirect.dll と redirector.config が配置され

る場所を指定します。
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Init セクションの末尾に、次のテキストを追加します。

location にはファイルの実際のロケーションを入力しま

す  (iaredirect.dll と redirector.config は Web サーバと同じコ

ンピュータに置いてください。ロケーションはそれぞれ
別でもかまいません )。

Init fn="load-modules" shlib="location/
iaredirect.dll"
 funcs="redirector,initialize_redirector"
 Init fn="initialize_redirector" 
configFile="location/redirector.config"

•    obj.conf で、URL で使用されるリダイレクタの名前を指

定します。

"default object" セクションの先頭に、次のテキストを追

加します。このセクションは、mlredirect をどのような

値にも変更できることを除いて、以下のようにしてくだ
さい。http://host:port/mlredirect/ml/* という形式のすべての

要求は、リダイレクタとともに稼働している Mobile 
Link 同期サーバのいずれかに送信されます。

<Object name=default>
 NameTrans fn="assign-name" from="/mlredirect/ml/
*" name="redirectToML"

•    obj.conf で、リダイレクタが呼び出すオブジェクトを指

定します。"default object" セクションの後に、次のセク

ションを追加します。

<Object name="redirectToML">
 Service fn="redirector" serverType="ml"
 </Object>

4 Mobile Link アップロード・ストリームのバッファ・サイズを

設定します。

使用する Web サーバの magnus.conf ファイルに指令を追加し

て、アップロードとダウンロードのストリームに合うバッ
ファ・サイズをバイト単位で設定します。次に例を示します。

ChunkedRequestBufferSize 2000000
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この指令では、バッファが 2 MB に増えます。アップロー

ド・データのサイズを確保するには、この値で十分です。

HTTPS 以外のネットワーク・プロトコルを使用している場

合、これで設定は完了です。

5 HTTPS 同期を使用している場合は、次のようにしてサーバを

設定します。

•    Sun One Web Server Administration Server を起動します。

[ スタート ] － [ プログラム ] － [iPlanet Web Server] － 
[Start iWS Administration Server] の順に選択します。

•    Administration Server にログインします。

[ スタート ] － [ プログラム ] － [iPlanet Web Server] － 
[Administer Web Server] の順に選択します。

プロンプトが表示されたら、ユーザ ID とパスワードを

入力します。

•    [Servers] タブで、使用しているサーバをリストから選択

し、[Manage] をクリックします。

•    [Security] タブの [request a Certificate] をクリックします。

•    証明書要求を生成し、認証局による署名を得るか、

gencert を使用して署名します。gencert には、別のライ

センスが必要です。

•    証明書要求に認証局からの署名を得るには、

フォームに入力します。

•    gencert ユーティリティを使用するには、フォーム

に入力します。ただし、認証局の電子メール・ア
ドレスの代わりに、自分の電子メール・アドレス
を入力します。証明書要求のテキストをファイル
に保存してから、gencert ユーティリティを実行し

ます。詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 
> 「証明書生成ユーティリティ」を参照してくだ

さい。
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•    [Security] タブの [Install Certificate] をクリックします。

フォームに入力し、署名付きの証明書のロケーションを
指定します。

•    [Manage Certificates] をクリックし、証明書が正しくイン

ストールされていることを確認します。

•    [Preferences] タブで、[Add Listen Socket] をクリックしま

す。必要なパラメータを指定します。HTTPS のデフォ

ルト・ポートは 443 です。[Security] ドロップダウン・

リストから [On] を選択し、HTTPS 同期をアクティブに

します。

HTTPS の使用の詳細については、「Mobile Link トランス

ポート・レイヤ・セキュリティ」 205 ページを参照して

ください。

例 次に、カスタマイズが必要な magnus.conf のセクションの例を示しま

す。

Init fn="load-modules" shlib="D:/iaredirect.dll"
 funcs="redirector,initialize_redirector"
 Init fn=" initialize_redirector " configFile="D:/
redirector.config"
 

次に、カスタマイズが必要な obj.conf のセクションの例を示します。

<Object name=default>
 NameTrans fn="assign-name" from="/mlredirect/ml/*" 
name="redirectToML"
 ...
 <Object name="redirectToML">
 Service fn="redirector" serverType="ml"
 </Object>

❖ 設定をテストするには、次の手順に従います。

1 次の構文を使用してリダイレクタを呼び出します。

http://host:port/mlredirect/ml/
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2 ログ・ファイルをチェックして、リダイレクタが要求をログ
に記録しているかどうかを確認します。

注意：このテストは、Mobile Link 同期サーバへの接続を作成

しません。
176



     第 8 章   リダイレクタによる Web サーバを経由した同期
Microsoft Web サーバ用の ISAPI リダイレクタ

Microsoft Web サーバを使用している場合は、ISAPI 版のリダイレクタ

を使用できます。IIS 5.0 のセットアップ手順を次に示します。

❖ Microsoft Web サーバに ISAPI リダイレクタを設定するに

は、次の手順に従います。

1 「リダイレクタのプロパティの設定 ( すべてのバージョン共通

)」 169 ページ の手順を完了します。

2 iaredirect.dll ファイルを、Web サーバが設定されているコン

ピュータの Inetpub/scripts にコピーします。

iaredirect.dll ファイルは、Mobile Link 同期サーバとともに、

SQL Anywhere ディレクトリの下にある 
MobiLink¥redirector¥isapi にインストールされています。

Inetpub/scripts ディレクトリは、Microsoft Web サーバのインス

トール・ディレクトリにあります。

3 redirector.config ファイルを、Web サーバが設定されているコ

ンピュータの Inetpub/scripts にコピーします。

HTTPS 以外のネットワーク・プロトコルを使用している場

合、これで設定は完了です。正しく設定できなかった場合は、
以下の「注意」を参照してください。

4 HTTPS 同期を使用している場合は、次のようにしてサーバを

設定します。

•    [ マイ コンピュータ ] を右クリックし、ポップアップ・メ

ニューから [ 管理 ] を選択します。

•    左ウィンドウ枠で、[ サービスとアプリケーション ] フォ

ルダを開きます。[ インターネット情報サービス ] を選

択します。

•    右ウィンドウ枠でデフォルトの Web サイトを右クリック

し、ポップアップ・メニューで [ 構成 ] を選択します。
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•    [ ディレクトリ セキュリティ ] タブをクリックします。

•    [ サーバー証明書 ] をクリックします。

[ サーバー証明書 ] ウィザードが表示されます。

•    [ 証明書の新規作成 ] を選択して証明書要求を生成しま

す。表示されるプロンプトに従い、証明書要求をファイ
ルに出力することを選択します。

•    証明書に署名します。

証明書に署名するには、サード・パーティの認証局また
は gencert ユーティリティを使用できます。ただし、

gencert ユーティリティには別のライセンスが必要です。

詳細については、「証明書生成ユーティリティ」 612 ペー

ジを参照してください。

•    [ サーバー証明書 ] をクリックします。

[ サーバー証明書 ] ウィザードが表示されます。ウィ

ザードには、署名付きの証明書のインストールが可能で
あるというプロンプトが表示されています。このプロン
プトに従います。

•    [ 証明書の表示 ] をクリックし、証明書が正しくインス

トールされていることを確認します。

HTTPS の使用の詳細については、「Mobile Link トランス

ポート・レイヤ・セキュリティ」 205 ページを参照して

ください。

注意 Inetpub/scripts ディレクトリは、Web サーバのインストール時に実行ア

クセス権付きで作成されます。インターネット インフォメーション 
サービスを使用してディレクトリに実行アクセス権を付与できるので
あれば、redirector.config と iaredirect.dll を異なるディレクトリに保管で

きます。

Mobile Link 同期サーバに接続できない場合は、Inetpub/scripts ディレ

クトリを指す仮想ディレクトリがないことが、問題の原因の可能性が
あります。これに該当する場合は、インターネット インフォメー

ション サービスを起動して、仮想ディレクトリを手動で作成します。
178



     第 8 章   リダイレクタによる Web サーバを経由した同期
この仮想ディレクトリは Inetpub/scripts を指し、スクリプトと実行プ

ログラムに対して実行アクセス権を持つ必要があります。その手順に
ついては、IIS のオンライン・ヘルプを参照してください。

❖ 設定をテストするには、次の手順に従います。

1 次の構文を使用して ISAPI リダイレクタを呼出します。

protocol://host[:port]/exec_dir/iaredirect.dll/ml/

文中の各項目を次に説明します。

•    protocol   http または https です。

•    host   Web サーバのホスト名です。

•    port   デフォルトのポートでない場合は、Web サーバが

受信しているポートです。

•    exec_dir   リダイレクタの dll である iaredirect.dll がインス

トールされているディレクトリです。デフォルトのディ
レクトリは scripts です。

次に例を示します。

http://server:8080/scripts/iaredirect.dll/ml/

2 ログ・ファイルをチェックして、リダイレクタが要求をログ
に記録しているかどうかを確認します。

注意：このテストは、Mobile Link 同期サーバへの接続を作成

しません。
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サーブレット・リダイレクタ

サーブレット・リダイレクタは、Java サーブレット仕様バージョン 
2.3 をサポートする Web サーバでサポートされます。次の手順は、

Apache Tomcat 4.0.6 用のサーブレット・リダイレクタの設定例です。

また、Apache Web サーバ用のネイティブなリダイレクタもあります。

詳細については、「Apache リダイレクタ」 186 ページを参照してくだ

さい。

Apache Tomcat 用の

サーブレット・リダ
イレクタを設定する
手順

この項では、Tomcat サーブレット・コンテナとともに Apache Web 
サーバで動作するように、サーブレット版のリダイレクタをインス
トールする方法を説明します。リダイレクタ・ソフトウェアのテスト
は、Tomcat バージョン 4.0.6 と Apache 2.0.47 を使用して実行済みで

す。

インストールには、以下の手順が必要です。

1. 「リダイレクタのプロパティの設定 ( すべてのバージョン共通 )」 
169 ページ の手順を完了します。

2. サーブレット版のリダイレクタを Tomcat にインストールします。

3. プロキシとして動作するように Apache Web サーバを設定します。

ここでは、Tomcat と Apache のインストール先として、それぞれ 
%CATALINA_HOME% と %APACHE_HOME% をルート・ディレクトリと

します。

❖ Tomcat にサーブレット・リダイレクタをインストールする

には、次の手順に従います。

1 Tomcat をスタンドアロン・サーバとしてインストールしま

す。

Tomcat バイナリは、Apache Web サイト http://
archive.apache.org/dist/jakarta/tomcat-4/archive/v4.0.6/bin/ の 
Jakarta プロジェクトからダウンロードできます。

2 必要に応じて、Tomcat の HTTP ポートを設定します。
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Tomcat はデフォルトでポート 8080 にバインドされます。競

合が発生する場合、別の Web サーバがこのポートを使用して

いる可能性があります。

•    %CATALINA_HOME%/conf/server.xml を開きます。

•    8080 を検索します (<Connector> タグ内にあります )。

•    これを使用中でないポートに変更します。

3 サーブレット・リダイレクタを Web アプリケーションとして

インストールします。

•    ファイル iaredirect.war を %CATALINA_HOME%/webapps に
コピーします。

•    Tomcat を停止し、再起動します。

war ファイルが拡張され、リダイレクタ Web アプリケー

ション用のディレクトリ iaredirect が作成されます。

•    ファイル %CATALINA_HOME%/webapps/iaredirect/WEB-
INF/web.xml を編集します。redirector.config (<init-param> 
タグ内にあります ) を検索し、redirector.config ファイル

のパスを修正します。

drive:/path/redirector.config を読み取るようにエントリ 
redirector.config を変更します。Windows オペレーティ

ング・システムの場合も、d:/redirector.config のように、

パスの区切り文字として通常のスラッシュを使用しま
す。

•    Tomcat を停止し、再起動して、変更を有効にします。

変更を有効にすると、配備された場所に war ファイルが

存在する必要はなくなります。

•    これで、リダイレクタは次の URL から呼び出すことが

できます。

http://tc-host:tc-port/iaredirect/ml/
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ここで tc-host はマシンで、tc-port は Tomcat が受信して

いるポートです。

❖ Apache Web サーバをプロキシとして設定するには、次の手

順に従います。

1 Apache Web サーバをインストールします。

バイナリは、Apache の Web サイト (http://www.apache.org) か
らダウンロードできます。

2 必要に応じて、Apache Web サーバのポートを変更します。

ファイル %APACHE_HOME%/conf/httpd.conf を編集し、目的の

ポートの Port 設定を変更します。

3 プロキシとして動作するように Apache を設定します。

%APACHE_HOME%/conf/httpd.conf ファイルに、次の 2 つの指

令を追加します。

LoadModule proxy_module {module-path}/mod_proxy.so
 LoadModule proxy_connect_module {module-path}/
mod_proxy_connect.so
 LoadModule proxy_http_module {module-path}/
mod_proxy_http.so

たとえば、パスは modules/mod_proxy.so ( デフォルト ) としま

す。

4 リダイレクタの URL を Tomcat に転送するように Apache を設

定します。

%APACHE_HOME%/conf/httpd.conf ファイルで、次の 2 つの指

令を追加します。こうすると、Apache は http://localhost/
iaredirect/* という形式の URL を、ポート 8080 で受信してい

る Tomcat 4 コネクタに転送します。

ProxyPass /iaredirect http://localhost:8080/
iaredirect
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ポート番号は、Tomcat で使用されているポート番号に一致し

ている必要があります。Tomcat と Apache が同じマシンで実

行されていない場合は、localhost の代わりに、Tomcat が実行

されているマシン名を指定します。

HTTPS 以外のネットワーク・プロトコルを使用している場

合、これで設定は完了です。

5 HTTPS 同期を使用している場合は、次のようにしてサーバを

設定します  (HTTPS の設定方法は、Apache および M-Business 
Anywhere 用のネイティブなリダイレクタの HTTPS 手順と同

じことに注意してください )。

•    mod_ssl と OpenSSL のバイナリをダウンロードしてイン

ストールします。これらのバイナリは、Apache Module 
Registry (http://modules.apache.org/) にあります。

mod_ssl.so は、%APACHE_HOME%¥modules にコピーし

てください。libeay32.dll と ssleay32.dll は、

%APACHE_HOME%¥bin にコピーしてください。

•    reqtool.exe で要求を生成し、それをサード・パーティの

認証局に送信して署名を受けるか、または gencert.exe を
使用して直接証明書を生成することによって、サーバ証
明書とプライベート・キーを生成します。プライベー
ト・キーは、サーバ証明書と同じファイルに保存する
か、独自のファイルに保存することができます。

•    次の行を %APACHE_HOME%¥conf¥httpd.conf ファイルに

追加します。

LoadModule ssl_module modules/mod_ssl.so
     SSLEngine on
     SSLCertificateFile certificate_file

ここで certificate_file は、サーバの証明書ファイルのパ

スとファイル名です。

サーバのプライベート・キーが、サーバの証明書と異な
るファイルにある場合は、次の行を追加します。

SSLCertificateKeyFile private_key_file
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ここで private_key_file は、サーバのプライベート・

キーのパスとファイル名です。

プライベート・キーがパス・フレーズを使用して暗号化
されており、win32 上で稼働している場合は、次の行を

追加します。

SSLPassPhraseDialog exec:exe_name
     

ここで exe_name は、stdout にパス・フレーズを返す実

行ファイルのパスとファイル名です。

または、パス・フレーズは openssl を使用してプライ

ベート・キーから除去することも可能です。

openssl rsa -in src_file -out dst_file

ここで src_file は、パス・フレーズで保護されているプ

ライベート・キーのパスとファイル名です。dst_file は、

保護されていないプライベート・キーが含まれる出力
ファイルのパスとファイル名です。ただし、こうすると
サーバのセキュリティが低下することがあるので注意し
てください。

HTTPS の使用の詳細については、「Mobile Link トランス

ポート・レイヤ・セキュリティ」 205 ページを参照して

ください。

HTTPS 設定の例 次に、HTTPS 用に Apache を設定する方法の例を示します。この例で

は、Apache の仮想ホスト機能を使用してポート 443 ( デフォルトの 
HTTPS ポート ) からの HTTPS の読み込みと、ポート 80 からの HTTP 
の読み込みを同時に行います。

LoadModule ssl_module modules/mod_ssl.so
         
         Listen 80
         Listen 443
         
         NameVirtualHost *:443
         <VirtualHost _default_:443>
             ServerName server_name:443
             ErrorLog logs/https_error
             CustomLog logs/https_access common
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             SSLEngine on
             SSLCertificateFile rsaserver.crt
             SSLCertificateKeyFile rsaserver.key
         </VirtualHost>

設定の確認 ❖ 設定を確認するには、次の手順に従います。

1 次の構文を使用してリダイレクタを呼び出します。

http://host:port/iaredirect/ml/

2 ログ・ファイルをチェックして、リダイレクタが要求をログ
に記録しているかどうかを確認します。

注意：このテストは、Mobile Link 同期サーバへの接続を作成

しません。
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Apache リダイレクタ

Apache リダイレクタは、Apache Web サーバのバージョン 2.0.x 用のネ

イティブなリダイレクタです。これは、バージョン 2.0.47 でテスト済

みです。Apache リダイレクタは、Windows、Solaris、Linux でサポー

トされています。

Tomcat を使用している場合は、サーブレット・リダイレクタも使用

できます。詳細については、「サーブレット・リダイレクタ」 180 ペー

ジを参照してください。

❖ Apache リダイレクタを設定するには、次の手順に従いま

す。

1 「リダイレクタのプロパティの設定 ( すべてのバージョン共通

)」 169 ページ の手順を完了します。

2 次に示すように、mod_iaredirect.dll ファイルまたは 
mod_iaredirect.so ファイルを、Web サーバの適切なディレクト

リにコピーします。

•    Windows の Apache の場合は、SQL Anywhere インストー

ル環境の MobiLink¥redirector¥apache¥v20¥ サブディレク

トリに、mod_iaredirect.dll ファイルがあります。この

ファイルを、Web サーバが設定されているコンピュータ

の %apache-home%¥modules ディレクトリにコピーしま

す。

•    Solaris または Linux の Apache の場合は、SQL Anywhere 
インストール環境の MobiLink/redirector/apache/v20/OS サ
ブディレクトリに、mod_iaredirect.so ファイルがありま

す。ここで、OS は、linux または solaris です。この

ファイルを、Web サーバが設定されているコンピュータ

の %apache-home%/modules ディレクトリにコピーしま

す。

3 Apache Web サーバの設定ファイル httpd.conf を次のように更

新します。
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•    LoadModule セクションで、次の行を追加します。

(Windows) LoadModule iaredirect_module 
pathmodules/mod_iaredirect.dll

(Solaris and Linux) LoadModule 
iaredirect_module pathmodules/mod_iaredirect.so

ここで、path は、Apache modules ディレクトリのロケー

ションです。

•    次のセクションをファイルに追加します。

<Location /iaredirect/ml>
    SetHandler iaredirect-handler
    iaredirectorConfigFile location/
redirector.config
 </Location>

ここで、/iaredirect/ml はリダイレクタを起動するために

使用するパスで、location は redirector.config が配置され

たディレクトリです。

•    Solaris または Linux で Apache を使用している場合は、作

成した <Location> セクションに、次のオプションのディ

レクティブを追加することもできます。

• MaxSyncUsers number リダイレクタを経由して同

期する Mobile Link ユーザの最大数。この値を使用

して、リダイレクタに必要なリソースが割り当てら
れます。この値は 60 未満であってはなりません。

デフォルトは 1000 です。デフォルトのユーザ数が

実際の数より少ない場合のみ、この設定を変更しま
す。

• ShmemDiagnosis on|off on に設定すると、メモリ・

リソースをデバッグできます。デフォルトはオフで
す。

4 デバッグに役立つように、リダイレクタが出力するログ情報
量を増やすことができます。このためには、httpd.conf 内の 
LogLevel ディレクティブを変更して、これを LogLevel info に
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設定します。ログ・レベルは、debug、info、notice、warn、
error、crit、alert、emerg ( 情報量が多いものから少ないものの

順 ) です。

HTTPS 以外のネットワーク・プロトコルを使用している場

合、これで設定は完了です。

5 HTTPS 同期を使用している場合は、次のようにしてサーバを

設定します  (HTTPS の設定方法は、Apache Tomcat のサーブ

レット・リダイレクタおよび M-Business Anywhere 用のネイ

ティブなリダイレクタの HTTPS 手順と同じことに注意してく

ださい )。

•    mod_ssl と OpenSSL のバイナリをダウンロードしてイン

ストールします。これらのバイナリは、Apache Module 
Registry (http://modules.apache.org/) にあります。

mod_ssl.so ファイルは、%APACHE_HOME%¥modules に
コピーしてください。libeay32.dll ファイルと ssleay32.dll 
ファイルは、%APACHE_HOME%¥bin にコピーしてくだ

さい。

•    reqtool.exe で要求を生成し、それをサード・パーティの

認証局に送信して署名を受けるか、または gencert.exe を
使用して直接証明書を生成することによって、サーバ証
明書とプライベート・キーを生成します。プライベー
ト・キーは、サーバ証明書と同じファイルに保存する
か、独自のファイルに保存することができます。

•    次の行を httpd.conf ファイルに追加します。

LoadModule ssl_module modules/mod_ssl.so
     SSLEngine on
     SSLCertificateFile certificate_file

ここで certificate_file は、サーバの証明書ファイルのパ

スとファイル名です。

サーバのプライベート・キーが、サーバの証明書と異な
るファイルにある場合は、次の行を追加します。

SSLCertificateKeyFile private_key_file
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ここで private_key_file は、サーバのプライベート・

キーのパスとファイル名です。

プライベート・キーがパス・フレーズを使用して暗号化
されており、win32 上で稼動している場合は、次の行を

追加します。

SSLPassPhraseDialog exec:exe_name
     

ここで exe_name は、stdout にパス・フレーズを返す実

行ファイルのパスとファイル名です。

または、パス・フレーズは openssl を使用してプライ

ベート・キーから除去することも可能です。

openssl rsa -in src_file -out dst_file

ここで src_file は、パス・フレーズで保護されているプ

ライベート・キーのパスとファイル名です。dst_file は、

保護されていないプライベート・キーが含まれる出力
ファイルのパスとファイル名です。ただし、こうすると
サーバのセキュリティが低下することがあるので注意し
てください。

HTTPS の使用の詳細については、「Mobile Link トランス

ポート・レイヤ・セキュリティ」 205 ページを参照して

ください。

例 次の例は、Apache Web サーバが Mobile Link 同期サーバに要求をルー

ト指定するように設定した httpd.conf のセクションを示しています。

AddModule で始まる行は、バージョン 1.3.x にのみ適用されます。こ

の例は、Windows でのみ使用できます。UNIX と Linux の場合は、

mod_iaredirect.dll を mod_iaredirect.so に変更します。
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LoadModule iaredirect_module modules/mod_iaredirect.dll
 ...
 AddModule mod_iaredirect.c
 ...
 <Location /iaredirect/ml>
     SetHandler iaredirect-handler
     iaredirectorConfigFile c:/redirector.config
 </Location>
 

❖ 設定をテストするには、次の手順に従います。

1 次の構文を使用してリダイレクタを呼び出します。

http://host:port/iaredirect/ml/

ここで、iaredirect/ml は、httpd.conf の <Location> タグで指定

したパスです。

2 ログ・ファイルをチェックして、リダイレクタが要求をログ
に記録しているかどうかを確認します。

注意：このテストは、Mobile Link 同期サーバへの接続を作成

しません。
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M-Business Anywhere リダイレクタ

M-Business Anywhere リダイレクタは、Windows、Solaris、Linux でサ

ポートされています。M-Business Anywhere バージョン 5.5 でテスト済

みです。

❖ M-Business Anywhere リダイレクタを設定するには、次の

手順に従います。

1 「リダイレクタのプロパティの設定 ( すべてのバージョン共通

)」 169 ページ の手順を完了します。

2 mod_iaredirect.dll ファイルまたは mod_iaredirect.so ファイルを、

Web サーバが設定されているコンピュータの %avantgo-
home%¥bin ディレクトリにコピーします。このファイルは、

SQL Anywhere インストール環境の MobiLink¥redirec-
tor¥avantgo¥OS サブディレクトリにあります。ここで、OS は 
linux または solaris です (Windows の場合は、OS サブディレ

クトリはありません )。

3 Windows の場合は、M-Business Anywhere Web サーバの 
sync.conf 設定ファイルを次のように更新します。

•    LoadModule セクションで、次の行を追加します。

LoadModule iaredirect_module path/bin/
mod_iaredirect.dll

ここで、path は、M-Business Anywhere bin ディレクトリ

のロケーションです。

•    次のセクションをファイルに追加します。

<Location /iaredirect/ml>
    SetHandler iaredirect-handler
    iaredirectorConfigFile location/
redirector.config
 </Location>
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ここで、/iaredirect/ml はリダイレクタを起動するために

使用するパスで、location は redirector.config が配置され

たディレクトリです。

•    SyncLoadFile セクションで、次の行を追加します。

SyncLoadFile path/bin/mod_iaredirect.dll

ここで、path は、M-Business Anywhere bin ディレクトリ

のロケーションです。

4 Solaris と Linux の場合は、M-Business Anywhere Web サーバの 
sync.conf 設定ファイルを次のように更新します。

•    LoadModule セクションで、次の行を追加します。

LoadModule iaredirect_module pathbin/
mod_iaredirect.so

ここで、path は、M-Business Anywhere bin ディレクトリ

のロケーションです。

•    次のセクションをファイルに追加します。

<Location /iaredirect/ml>
    SetHandler iaredirect-handler
    iaredirectorConfigFile location/
redirector.config
 </Location>

ここで、/iaredirect/ml はリダイレクタを起動するために

使用するパスで、location は redirector.config が配置され

たディレクトリです。

•    作成した <Location> セクションに、次のオプションの

ディレクティブを追加することもできます。

• MaxSyncUsers number リダイレクタを経由して同

期する Mobile Link ユーザの最大数。この値を使用

して、リダイレクタに必要なリソースが割り当てら
れます。この値は 60 未満であってはなりません。
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デフォルトは 1000 です。デフォルトのユーザ数が

実際の数より少ない場合のみ、この設定を変更しま
す。

• ShmemDiagnosis on|off on に設定すると、メモリ・

リソースをデバッグできます。デフォルトはオフで
す。

5 デバッグに役立つように、リダイレクタが出力するログ情報
量を増やすことができます。このためには、sync.conf 内の 
LogLevel ディレクティブを変更して、これを LogLevel info に
設定します。ログ・レベルは、debug、info、notice、warn、
error、crit、alert、emerg ( 情報量が多いものから少ないものの

順 ) です。

HTTPS 以外のネットワーク・プロトコルを使用している場

合、これで設定は完了です。

6 HTTPS 同期を使用している場合は、ECC と RSA の両方のセ

キュリティを実装します。

詳細については、『Administrator Guide for M-Business Server』
の「Security on Windows」または「Security on UNIX」の章を

参照してください。

例 次の例は、M-Business Anywhere Web サーバが Mobile Link 同期サーバ

に要求を送信するように設定した sync.conf のセクションを示してい

ます。

この例は、Windows で使用できます。

LoadModule iaredirect_module "c:¥program files¥M-
Business Anywhere¥bin¥mod_iaredirect.dll"
 ...
 SyncLoadFile "c:¥program files¥M-Business 
Anywhere¥bin¥mod_iaredirect.dll"
 ...
 <Location ¥iaredirect¥ml>
     SetHandler iaredirect-handler
     iaredirectorConfigFile 
"c:¥AvantGoServer¥conf¥redirector.config"
 </Location>
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次の例は、UNIX および Linux で使用できます。

LoadModule iaredirect_module modules/mod_iaredirect.so
 ...
 <Location /iaredirect/ml>
     SetHandler iaredirect-handler
     iaredirectorConfigFile "/redirector.config"
 </Location>
 

❖ 設定をテストするには、次の手順に従います。

1 次の構文を使用してリダイレクタを呼び出します。

http://host:port/iaredirect/ml/

ここで、iaredirect は、sync.conf の <Location> タグで指定した

パスです。

2 ログ・ファイルをチェックして、リダイレクタが要求をログ
に記録しているかどうかを確認します。

注意：このテストは、Mobile Link 同期サーバへの接続を作成

しません。
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第 9章 

現在のセッション以外での Mobile Link の実行

この章の内容 この章では、Mobile Link 同期サーバをデーモンまたはサービスとし

て実行する方法について説明します。

Mobile Link 同期サーバは、常時利用できるように設定できます。こ

れを簡単に行うには、コンピュータをログオフしてもサーバは稼働し
続けるように、Windows 版または UNIX 版の Mobile Link 同期サーバ

を実行します。これを行う方法は、使用するオペレーティング・シス
テムによって異なります。

•    UNIX デーモン   -ud コマンド・ライン・オプションを使用し

て、Mobile Link 同期サーバをデーモンとして実行できます。こ

れにより、Mobile Link サーバをバックグラウンドで実行させ、

ログオフ後も引き続き実行させることができます。

•    Windows サービス   Windows Mobile Link サーバを、サービスと

して実行させることができます。
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デーモンとしての UNIX 版 Mobile Link サーバの稼

働

UNIX 版 Mobile Link サーバをバックグラウンドで実行し、現在の

セッションから独立して稼働させるには、これをデーモンとして起動
します。

❖ UNIX 版 Mobile Link サーバをデーモンとして稼働させるに

は、次の手順に従います。

• Mobile Link サーバの起動時に、-ud オプションを使用します。

次に例を示します。

dbmlsrv9 -c "dsn=ASA 9.0 Sample;uid=DBA;pwd=SQL" -ud

詳細については、「-ud オプション」 264 ページを参照してください。
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Windows 版 Mobile Link 同期サーバをサービスとし

て実行する

Windows 版 Mobile Link サーバをバックグラウンドで実行し、現在の

セッションから独立して稼働させるには、これを「サービス」として
起動します。

コマンド・ラインから、または Sybase Central の [ サービス ] タブで、

以下のサービス管理タスクを実行できます。

•    サービスの追加、編集、削除

•    サービスの開始、停止、一時停止

•    サービスを制御するパラメータの変更

•    サービスにデータベースを追加して、同時に複数のデータベー

スを実行できるようにする

サービスの追加、修正、削除

Sybase Central のサービス・アイコンは、実行中、一時停止、停止を

示すサーバ・アイコンを使って各サービスの現在の状況を表示しま
す。

❖ 新しいサービスを追加するには、次の手順に従います 
(Sybase Central の場合 )。

1 Sybase Central の左ウィンドウ枠でサーバをクリックし、右

ウィンドウ枠の [ サービス ] タブを開きます。

2 [ サービスの追加 ] をダブルクリックします。

3 ウィザードの指示に従います。

dbsvc ユーティリティを使用してサービスを作成することもできます。

詳細については、『ASA データベース管理ガイド』 > 「dbsvc コマン

ド・ライン・ユーティリティを使用したサービスの管理」を参照して
ください。
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❖ サービスを削除するには、次の手順に従います (Sybase 
Central の場合 )。

1 Sybase Central の左ウィンドウ枠でサーバをクリックし、右

ウィンドウ枠の [ サービス ] タブを開きます。

2 右ウィンドウ枠で、削除するサービスのアイコンを右クリッ
クし、ポップアップ・メニューの [ 削除 ] を選択します。

❖ サービスのパラメータを変更するには、次の手順に従いま

す。

1 Sybase Central の左ウィンドウ枠でサーバをクリックし、右

ウィンドウ枠の [ サービス ] タブを開きます。

2 右ウィンドウ枠で、変更するサービスを右クリックし、ポッ
プアップ・メニューから [ プロパティ ] を選択します。

3 [ サービス ] プロパティ・シートのタブで、必要に応じてパラ

メータを変更します。

4 変更が完了したら [OK] をクリックします。

サービス設定の変更は、次回のサービス実行時から有効となります。

起動オプションの設
定

次のオプションは、Mobile Link サービスの起動時の動作を制御しま

す。これらのオプションは、サービスのプロパティ・シートの 
[ 一般 ] タブで設定します。

•    [ 自動 ]   [ 自動 ] を選択すると、サービスは Windows オペレー

ティング・システムが起動すると必ず起動します。この設定は、
データベース・サーバやその他の常に稼働しているアプリケー
ションに適しています。

•    [ 手動 ]   [ 手動 ] を選択すると、サービスは Administrator アクセ

ス権を持つユーザが起動したときにのみ起動します。
Administrator アクセス権については、Windows のマニュアルを

参照してください。

•    [ 無効 ]   [ 無効 ] を選択すると、サービスは起動しません。
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起動オプションは、コンピュータが次回 Windows を起動するときに

適用されます。

コマンド・ライン・
オプションの指定

サービス・プロパティ・シートの [ 設定 ] タブには、サービスのコマ

ンド・ライン・オプションを入力するためのテキスト・ボックスがあ
ります。このボックスには、実行プログラムの名前は入力しないでく
ださい。

たとえば、冗長ロギングと 3 つのワーカ・スレッドを使用する Mobile 
Link 同期サービスを起動するときは、パラメータ・ボックスで次のよ

うに入力します。

-c "dsn=ASA 9.0 Sample;uid=DBA;pwd=SQL"
 -vc
 -w 3

サービスのコマンド・ライン・オプションは、実行プログラムのもの
と同じです。Mobile Link で使用するコマンド・ライン・オプション

の詳細については、「Mobile Link 同期サーバのオプション」 235 ペー

ジを参照してください。

アカウント・オプ
ションの設定

サービスを実行できるアカウントを選択できます。ほとんどのサービ
スは、特別なアカウントの LocalSystem で実行され、これがサービス

のデフォルト・オプションになっています。[ サービス ] プロパティ・

シートの [ アカウント ] タブを開き、アカウント情報を入力して、別

のアカウントでログオンするようにサービスを設定できます。

LocalSystem 以外のアカウントでサービスを実行するには、そのアカ

ウントがサービスとしてログオン権限を持っていなければなりませ
ん。この権限は、Windows のユーザー マネージャの [ 高度なユーザー

権利 ] で付与できます。

サービスのアイコンがタスクバーとデスクトップのどちらに表示され
るかは、選択したアカウントと、[ デスクトップとの対話をサービス

に許可 ] チェックボックスをオン／オフのどちらに設定したかによっ

て異なります。

•    サービスが LocalSystem で実行されていて、サービスのプロパ

ティ・シートの [ デスクトップとの対話をサービスに許可 ] 
チェックボックスがオンになっている場合、サービスを実行し
ているコンピュータの Windows NT/2000/XP にログインしたすべ

てのユーザのデスクトップにアイコンが表示されます。した
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がって、すべてのユーザがアプリケーション・ウィンドウを開
き、サービスとして実行されているプログラムを停止すること
ができます。

•    サービスが LocalSystem で実行されていて、サービスのプロパ

ティ・シートの [ デスクトップとの対話をサービスに許可 ] 
チェックボックスがオフになっている場合、ユーザのデスク
トップにアイコンは表示されません。サービスの状態を変更す
る権限を与えられているユーザのみ、サービスを停止できます。

•    サービスが他のアカウントで実行されている場合、デスクトッ

プにアイコンは表示されません。サービスの状態を変更する権
限を与えられているユーザのみ、サービスを停止できます。

実行ファイルの変更 Sybase Central でサービスに関連するプログラム実行ファイルを変更

するには、[ サービス ] プロパティ・シートの [ 設定 ] タブをクリック

し、[ ファイル名 ] ボックスに新しいパスとファイル名を入力します。

実行ファイルを新しいディレクトリに移動する場合は、この内容も変
更します。

サービスの開始、停
止、一時停止

❖ サービスを開始、停止、または一時停止するには、次の手

順に従います。

1 Sybase Central の左ウィンドウ枠でサーバをクリックし、右

ウィンドウ枠の [ サービス ] タブを開きます。

2 サービスを右クリックし、ポップアップ・メニューから [ 起
動 ]、[ 停止 ]、または [ 一時停止 ] を選択します。

一時停止したサービスを再開するには、サービスを右クリッ
クしてポップアップ・メニューから [ 続行 ] を選択します。

サービスを開始すると、停止するまで実行を続けます。Sybase Central 
を閉じたり、ログオフしてもサービスは停止しません。

サービスを停止すると、データベースへの接続はすべて閉じられ、
データベース・サーバは停止されます。他のアプリケーションのプロ
グラムは終了します。
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サービスを一時停止すると、アプリケーションによる動作が行われな
くなります。ただし、アプリケーションは停止せず、サーバ・サービ
スではデータベースへのクライアント接続は閉じられません。通常の
使用では、サービスを一時停止する必要はありません。

一度に複数のサービスを実行する

Windows の [ コントロール パネル ] にあるサービス マネージャを使用

していくつかのタスクを実行することはできますが、Windows のサー

ビス マネージャで Mobile Link サービスをインストールしたり設定し

たりすることはできません。Mobile Link のすべてのサービス管理は、

Sybase Central から行うことができます。

Windows の [ コントロール パネル ] から [ サービス マネージャ ] を開

くと、サービスのリストが表示されます。Adaptive Server Anywhere 
サービスの名前は、サービスをインストールしたときに入力したサー
ビス名に、Adaptive Server Anywhere がプレフィクスを付けたもので

す。インストールされたすべてのサービスが、リストに表示されま
す。

この項では、一度に複数のサービスを実行する方法について説明しま
す。

サービスの依存性 状況によっては、互いに依存し合う複数の実行プログラムをサービス
として実行できます。たとえば同期を行う場合は、Mobile Link 同期

サーバとデータベース・サーバを実行します。

このような場合には、サービスを正しい順序で開始してください。統
合データベース・サーバが開始する前に Mobile Link 同期サービスを

起動すると、Mobile Link 同期サービスは統合データベース・サーバ

を検出できないためにエラーになります。データベース・サーバが実
行中のときに Mobile Link サーバを起動するという順序を守ってくだ

さい ( 統合データベース・サーバが別のコンピュータ上にある場合

は、この限りではありません )。

サービス・グループを使用すると、これらの問題を防ぐことができま
す。サービス・グループは Sybase Central で管理します。
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サービス・グループ システムの各サービスを、サービス・グループの各メンバに割り当て
ることができます。デフォルトでは、各サービスはグループに属して
います。Mobile Link 同期サーバのデフォルトのグループは 
ASANYMobiLink です。

サービスが適切なグループのメンバであることを確認してから、正し
い順序でサービスが開始するように設定してください。Sybase Central 
では、サービスが割り当てられているグループを調べ、このグループ
を変更することができます。

❖ サービスが割り当てられているグループを調べて変更する

には、次の手順に従います。

1 Sybase Central の左ウィンドウ枠でサーバをクリックし、右

ウィンドウ枠の [ サービス ] タブを開きます。

2 サービスを右クリックし、ポップアップ・メニューから [ プ
ロパティ ] を選択します。

3 [ 依存性 ] タブをクリックします。最上部のテキスト・ボック

スにサービスが割り当てられているグループの名前が表示さ
れます。

4 [ 変更 ] をクリックして、システムの使用可能なグループのリ

ストを表示します。

5 いずれかのグループを選択するか、新しいグループの名前を
入力します。

6 [OK] をクリックして、そのグループにサービスを割り当てま

す。

サービスの依存性の
管理

Sybase Central を使用して、サービスの依存性を指定できます。次に

例を示します。

•    現在のサービスよりも前に、少なくとも 1 つのグループを開始

できます。

•    現在のサービスよりも前に、すべてのサービスを開始できます。
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❖ サービスまたはグループを依存性のリストに追加するには、

次の手順に従います。

1 Sybase Central の左ウィンドウ枠でサーバをクリックし、右

ウィンドウ枠の [ サービス ] タブを開きます。

2 サービスを右クリックし、ポップアップ・メニューから [ プ
ロパティ ] を選択します。

3 [ 依存性 ] タブをクリックします。

4 [ サービスの追加 ] または [ サービス・グループの追加 ] をク

リックして、サービスまたはグループを依存性リストに追加
します。

5 リストからサービスまたはグループを 1 つ選択します。

6 [OK] をクリックして、そのサービスまたはグループを依存性

のリストに追加します。
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Mobile Link サーバ起動時のトラブルシューティン

グ

この項では、Mobile Link サーバの起動時によく発生する問題につい

て説明します。

ネットワーク通信ソフトウェアが実行されているかを確認する

適切なネットワーク通信ソフトウェアをインストールし、実行してか
ら、Mobile Link サーバを実行します。信頼性の高いネットワーク・

ソフトウェアを 1 つのネットワークだけが導入された状態で実行して

いる場合は、問題はありません。Mobile Link サーバを実行する前に、

ネットワーク通信を必要とする他のソフトウェアが正しく動作してい
ること確認してください。

TCP/IP プロトコルを使用している場合は、ping と telnet が正しく動作

していることを確認します。ping アプリケーションと telnet アプリ

ケーションは、多数の TCP/IP プロトコル・スタックに付属します。

ネットワーク通信の起動時の問題をデバッグする

ネットワークで接続を確立するときに問題が生じた場合は、クライア
ントとサーバの両方でデバッグ・オプションを使用し、問題点を診断
することができます。サーバ・ウィンドウに起動情報が表示されま
す。-o オプションを使用して、出力ファイルに結果のログを取りま

す。
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Mobile Link トランスポート・レイヤ・セキュ

リティ

この章の内容 この章では、Mobile Link 同期サーバと Mobile Link クライアント間の

通信を、Mobile Link トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用

して保護する方法について説明します。

個別にライセンスを取得可能なオプションが必要
トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用するには、個別にライ
センスを取得可能な SQL Anywhere Studio セキュリティ・オプション

を入手する必要があります。このセキュリティ・オプションは、輸出
規制対象品目です。

このコンポーネントの注文方法については、『SQL Anywhere Studio の
紹介』 > 「別途ライセンスが入手可能なコンポーネント」を参照して

ください。
205



概要
概要

個別にライセンスを取得可能なオプションが必要
トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用するには、個別にライ
センスを取得可能な SQL Anywhere Studio セキュリティ・オプション

を入手する必要があります。このセキュリティ・オプションは、輸出
規制対象品目です。

このコンポーネントの注文方法については、『SQL Anywhere Studio の
紹介』 > 「別途ライセンスが入手可能なコンポーネント」を参照して

ください。

トランスポート・レイヤ・セキュリティは IETF 標準プロトコルであ

り、デジタル証明書とパブリック・キー暗号方式を使用して、クライ
アント／サーバ・アプリケーションを保護します。

クライアントは信用されたパブリック証明書を使用してデータを暗号
化し、最初のクライアント／サーバ・ハンドシェイクでサーバを認証
します。クライアントから送られてくるデータは、Mobile Link 同期

サーバ証明書に保存されている、対応するプライベート・キーによっ
てのみ複号化できます。

サーバ認証の場合は、Mobile Link 同期サーバが、そのパブリック証

明書をクライアントに送信します。クライアントは、証明書のフィー
ルドと証明書に埋め込まれているデジタル署名を使用して、サーバの
アイデンティティを確認します。

効率性 トランスポート・レイヤ・セキュリティ標準は、パブリック・キー暗
号方式に伴う非効率性を上回ります。安全な接続が確立されると、ク
ライアントとサーバは共通キーを交換します。以降の通信では、非常
に効率的な対称暗号が使用されます。

サポートされるプ
ラットフォーム

FIPS 承認のセキュリティ・オプションは Windows でのみ使用できま

す。Ultra Light では動作しません。
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FIPS 140-2 承認

連邦情報処理規格 (FIPS) 140-2 では、セキュリティ・アルゴリズムの

要件を指定しています。ただし、SSL などのセキュリティ・プロトコ

ルやトランスポート・レイヤ・セキュリティの要件は指定していませ
ん。FIPS 140-2 は、米国商務省標準技術局 (NIST：National Institute of 
Standards and Technology) およびカナダ通信安全保障局 (CSE：
Canadian Communication Security Establishment) を通じて、米国政府と

カナダ政府から付与されます。Certicom は、Windows で実装されるセ

キュリティ・アルゴリズムについて、FIPS 証明を取得しています。

SQL Anywhere Studio が提供するトランスポート・レイヤ・セキュリ

ティでは、Certicom ソフトウェア内の基本となる FIPS 承認アルゴリ

ズムを使用できます。

トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用するには、セキュリ
ティ・オプションを別途購入する必要があります。

トランスポート・レイヤ・セキュリティの注文方法については、
『SQL Anywhere Studio の紹介』 > 「別途ライセンスが入手可能なコン

ポーネント」を参照してください。

FIPS 承認のセキュリティ・アルゴリズムを使用すると、データベー

ス・ファイルを暗号化したり、データベース・クライアント／サーバ
通信、Web サービス、Mobile Link クライアント／サーバ通信におけ

る通信を暗号化できます。

詳細については、次の項目を参照してください。

◆ 『SQL Anywhere Studio セキュリティ・ガイド』 > 「データベー

スの暗号化」
◆ 『SQL Anywhere Studio セキュリティ・ガイド』 > 「Web サービ

スでのトランスポート・レイヤ・セキュリティの使用」
◆ 「トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用する Mobile 

Link 同期サーバの起動」 219 ページ

◆ 「トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用する Mobile 
Link クライアントの設定」 222 ページ
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トランスポート・レイヤ・セキュリティの設定

Mobile Link トランスポート・レイヤ・セキュリティを設定するには、

次の手順に従います。

• デジタル証明書を作成する パブリック証明書とサーバ証明書

を作成します。パブリック証明書が Mobile Link クライアント

に配布されるのに対して、サーバ証明書は Mobile Link 同期

サーバに安全に保存されます。

「デジタル証明書の作成」 209 ページを参照してください。

• トランスポート・レイヤ・セキュリティを指定して Mobile 
Link 同期サーバを起動する dbmlsrv9 コマンド・ライン・オ

プションを使用して、セキュリティのタイプ、サーバ証明書、
プライベート・キーを保護するパスワードを指定します。

「トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用する Mobile 
Link 同期サーバの起動」 219 ページを参照してください。

• トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用するように 
Mobile Link クライアントを設定する 信頼できるパブリック

証明書のパスとファイル名を指定します。

Mobile Link 同期クライアント・ユーティリティ (dbmlsync) ま
たは Ultra Light アプリケーションを使用して、適切なセキュ

リティまたはネットワーク・プロトコル・オプションを指定
します。

「トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用する Mobile 
Link クライアントの設定」 222 ページを参照してください。
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デジタル証明書の作成

トランスポート・レイヤ・セキュリティを設定するには、デジタル証
明書を生成します。

自己署名証明書の作成、エンタープライズ・ルート証明書と証明書
チェーンの使用、認証局 (CA) による証明書への署名を行うことがで

きます。

• 自己署名証明書 自己署名証明書は、単一の Mobile Link 同期

サーバで構成される単純な設定において使用されます。この
場合、信頼できるパブリック証明書を作成するために使用さ
れたプライベート・キーは、民間の認証局や専用の設備では
なく、Mobile Link 同期サーバに保存されます。

「自己署名ルート証明書」 210 ページを参照してください。

• エンタープライズ・ルート証明書 エンタープライズ・ルート

証明書を使用すると、複数のサーバが配備されている環境で
の、データの整合性と拡張性が向上します。

◆ 信頼できるパブリック証明書を作成するために使用され

るプライベート・キーは、安全な中央のロケーションに
保存できます。

◆ クライアントを再設定することなく、Mobile Link 同期

サーバを追加できます。

「証明書チェーン」 211 ページを参照してください。

• 民間の認証局 エンタープライズ・ルート証明書の代わりに、

サードパーティの認証局を使用できます。民間の認証局は、
プライベート・キーを保存するための専用の設備を備えてお
り、高品質なサーバ証明書を作成します。

詳細については、「証明書チェーン」 211 ページおよび「グ

ローバル署名証明書」 214 ページを参照してください。

証明書ユーティリ
ティ

SQL Anywhere Studio の証明書生成ユーティリティ gencert を使用する

と、証明書を作成できます。このユーティリティでは、証明書識別情
報とファイル情報の入力が要求され、RSA または楕円曲線暗号化方

式が使用されます。証明書読み込みユーティリティ readcert を使用す

ると、証明書の値を表示し、証明書チェーンを検証できます。
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自己署名ルート証明書

自己署名ルート証明書は、単一の Mobile Link 同期サーバで構成され

る単純な設定において使用されます。この場合、信頼できるパブリッ
ク証明書を作成するために使用されたプライベート・キーは、民間の
認証局や専用の設備ではなく、Mobile Link 同期サーバに保存されま

す。

ヒント
複数の Mobile Link 同期サーバを操作している場合、または証明書の

高度な整合性が要求される場合は、エンタープライズ・レベルの証明
書チェーンを使用します。

証明書チェーンの設定については、「証明書チェーン」 211 ページを参

照してください。

自己署名証明書を設定するには、gencert ユーティリティを使用して

次の証明書を生成します。

• パブリック証明書 自己署名パブリック証明書は、Mobile Link 
クライアントに配布されます。これは、識別情報、Mobile 
Link 同期サーバのパブリック・キー、サーバ認証用の自己署

名デジタル署名が含まれる電子文書です。

デジタル署名とサーバ認証の詳細については、「サーバ認証」 
222 ページを参照してください。

• サーバ証明書 サーバ証明書は、Mobile Link 同期サーバに安全

に保存されます。これは、自己署名パブリック証明書 (Mobile 
Link クライアントに配布 ) と、対応するプライベート・キー

を組み合わせたものです。プライベート・キーによって、
Mobile Link 同期サーバは、Adaptive Server Anywhere または 
Ultra Light クライアントから送信されてくるメッセージを復

号化できます。
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自己署名ルート証明書を生成する方法については、『Mobile Link 管理

ガイド』 > 「証明書生成ユーティリティ」を参照してください。

証明書チェーン

自己署名証明書ではなく、証明書チェーンを使用すると、マルチサー
バ環境のセキュリティと拡張性を向上できます。証明書チェーンで
は、認証局またはエンタープライズ・ルート証明書による、Mobile 
Link 同期サーバ証明書への署名が必要です。

自己署名証明書の詳細については、「自己署名ルート証明書」 210 ペー

ジを参照してください。

証明書チェーンを使
用する利点

証明書チェーンには、次の利点があります。

• 拡張性 Mobile Link 同期クライアントが、エンタープライズ・

ルート証明書または認証局によって署名されたすべての証明
書を信用するように設定できます。新しい Mobile Link 同期

サーバを追加しても、クライアントは新しいパブリック証明
書のコピーを必要としません。
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• セキュリティ エンタープライズ・ルート証明書のプライベー

ト・キーは、Mobile Link 同期サーバにはありません。ルート

証明書のプライベート・キーを高セキュリティのロケーショ
ンに保存したり、専用の設備を備えている認証局を使用する
ことで、サーバ認証の整合性が保護されます。

次の図は、エンタープライブ・ルート証明書の基本アーキテクチャを
示しています。

マルチサーバ環境で使用する証明書を作成するには、次の手順に従い
ます。

•    パブリック・エンタープライズ・ルート証明書およびエンター

プライズ・プライベート・キーを生成します。

 1

 1

 1

1 2
 

 (1)

 2

 2

 2

. . .

 (2)
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パブリック・エンタープライズ・ルート証明書は、Mobile Link 
クライアントに配布します。エンタープライズ・プライベート・
キーは安全なロケーションに保存します。専用の設備の方が安
全です。

•    Mobile Link 同期サーバごとにサーバ証明書を生成します。

パブリック・エンタープライズ・ルート証明書とエンタープラ
イズ・プライベート・キーを使用して、各サーバ証明書に署名
します。

サードパーティの認証局を使用して、サーバ証明書に署名することも
できます。民間の認証局は、プライベート・キーを保存するための専
用の設備を備えており、高品質なサーバ証明書を作成します。

詳細については、「グローバル署名証明書」 214 ページを参照してくだ

さい。

エンタープライズ・ルート証明書

エンタープライズ・ルート証明書を使用すると、複数のサーバが配備
されている環境での、データの整合性と拡張性が向上します。

◆ 信頼できるパブリック証明書を作成するために使用されるプ

ライベート・キーは、安全な中央のロケーションに保存でき
ます。

◆ クライアントを再設定することなく、Mobile Link 同期サーバ

を追加できます。

エンタープライズ・ルート証明書を設定するには、エンタープライ
ズ・ルート証明書と、サーバ証明書に署名するときに使用するエン
タープライズ・プライベート・キーを作成します。

サーバ証明書の作成については、「署名付きのサーバ証明書」 214 ペー

ジを参照してください。

エンタープライズ・ルート証明書を生成する方法については、
『Mobile Link 管理ガイド』 > 「証明書生成ユーティリティ」を参照し

てください。
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署名付きのサーバ証明書

Mobile Link 同期サーバごとにサーバ証明書を生成します。これらの

証明書はエンタープライズ・ルート証明書の署名を受けるため、
gencert -s オプションを使用します。

署名付きサーバ証明書の生成については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 
「証明書生成ユーティリティ」を参照してください。

Mobile Link 同期サーバごとに署名付きサーバ証明書を生成する方法

については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「証明書生成ユーティリ

ティ」を参照してください。

グローバル署名証明書

民間の認証局とは、高品質の証明書の作成と、これらの証明書を使用
した証明書要求への署名を事業としている組織です。

グローバル署名証明書には、次の利点があります。

•    会社内での通信の場合、共通して信用するものとして、外部の

認可された認証局を使用すると、システムのセキュリティの信
頼性が高まります。認証局は、署名を行ったすべての証明書の
識別情報が正確であることを保証する必要があります。

•    認証局は、証明書を生成するための管理された環境と高度な方

法を提供します。

•    ルート証明書のプライベート・キーは、秘密にしておきます。

企業内ではこの重要情報を格納するのに適した場所がない可能
性がありますが、認証局では専用の設備を設計して管理できま
す。

グローバル署名証明
書の設定

グローバル署名証明書を設定するには、次の手順に従います。

•    Certicom の reqtool ツールを使用して、証明書要求を作成します。

「reqtool を使用してグローバル証明書を取得する」 215 ページを

参照してください。

•    認証局を使用して、各 Mobile Link 同期サーバの証明書要求に署

名します。
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「グローバル証明書をサーバ証明書として使用する」 216 ページ

を参照してください。

エンタープライズ・ルート証明書へのグローバル署名

エンタープライズ・ルート証明書にグローバル署名することが
できます。これは、認証局が、他の証明書に署名できる証明書
を生成する場合のみ適用されます。

reqtool を使用してグローバル証明書を取得する

Mobile Link トランスポート・レイヤ・セキュリティは、Certicom 
SSL/TLS Plus ライブラリを基にしています。このライブラリは、楕円

曲線証明書または RSA 証明書が必要です。グローバル証明書は正し

いフォーマットで証明書を提供する認証局から入手できます。

証明書を取得するには、いくつかの方法があります。たとえば、
reqtool ユーティリティを使用して取得できます。このユーティリティ

は、セキュリティ・コンポーネントのインストール時にインストール
されます。このツールはサーバのプライベート・キーとグローバル証
明書要求を作成します。

例 次の例では、楕円曲線証明書要求を作成します。

> reqtool
 -- Certicom Corp. Certificate Request Tool 3.0d1 --
 Choose certificate request type:
   E - Personal email certificate request.
   S - Server certificate request.
   Q - Quit.
 Please enter your request [Q] : S
 Choose key type:
   R - RSA key pair.
   D - DSA key pair.
   E - ECC key pair.
   Q - Quit.
 Please enter your request [Q] : E
 Using curve ec163a02. Generating key pair (please 
wait)...
 Country: CA
 State: Ontario
 Locality: Waterloo
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 Organization: Sybase, Inc.
 Organizational Unit: IAS
 Common Name: IAS_Waterloo
 Enter password to protect private key : mypwd123
 Enter file path to save request : global.req
 Enter file path to save private key : 
serv1_private_key.pri

ファイル global.req には、パブリック証明書と要求情報があります。

このファイルの内容を、証明書を発行している Web サイトのフォー

ムにコピーします。認証局は、要求に署名し、パブリック証明書 
global.crt を作成します。

ファイル serv1_private_key.pri には、対応するプライベート・キーが含

まれています。このファイルは入力したパスワードで保護されます
が、パスワードによる保護は弱いものなので、このファイルを安全な
ロケーションに格納してください。

reqtool の使用の詳細については、SQL Anywhere 9 インストール環境

の win32 サブディレクトリにあるマニュアル reqtool.pdf を参照してく

ださい。

グローバル証明書をサーバ証明書として使用する

グローバル署名証明書を直接、Mobile Link 同期サーバ証明書として

使用できます。次の図は、マルチサーバ環境の設定を示しています。
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グローバル署名証明書を直接、データベース・サーバ証明書として使
用できます。次の図は、マルチサーバ環境の設定を示しています。

サーバ識別情報を作成するには、認証局の署名を受けたパブリック証
明書と、reqtool ユーティリティを使用して作成したプライベート・

キーを連結します。

reqtool ユーティリティの詳細については、「reqtool を使用してグロー

バル証明書を取得する」 215 ページを参照してください。

次の例では、グローバル署名パブリック証明書 global.crt とプライベー

ト・キー serv1_private_key.pri を連結して、サーバ証明書 
server1_certificate.crt を作成します。

copy global.crt+serv1_private_key.pri 
server1_certificate.crt

dbmlsrv9 コマンド・ラインで、サーバ証明書 server1_certificate.crt と、

プライベート・キー serv1_private_key.pri のパスワードを参照します。
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詳細については、「トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用す
る Mobile Link 同期サーバの起動」 219 ページを参照してください。

認証局のパブリック証明書を信用するようにクライアントを設定する

Mobile Link 同期サーバにアクセスするクライアントが、チェーン内

のルート証明書を信用することを確認する必要があります。グローバ
ル署名証明書の場合、ルート証明書は認証局のパブリック証明書で
す。

証明書フィールドの確認
グローバル署名証明書を使用する場合、各 Mobile Link クライアント

はフィールド値を確認して、同じ認証局が他のクライアント用に署名
した証明書を信用することを避けなければなりません。

グローバル署名証明書の証明書フィールドの確認については、「証明
書フィールドの確認」 223 ページを参照してください。

サーバ証明書を信用するように Mobile Link クライアントを設定する

方法については、「トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用す
る Mobile Link クライアントの設定」 222 ページを参照してください。

グローバル署名証明書を使用して信用を確立する方法については、
「グローバル署名証明書」 214 ページを参照してください。
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トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用する 
Mobile Link 同期サーバの起動

トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用して Mobile Link 同期

サーバを起動するには、サーバ証明書と、サーバのプライベート・
キーを保護するパスワードを指定します。

トランスポート・レイヤ・セキュリティを設定する手順の概要につい
ては、「トランスポート・レイヤ・セキュリティの設定」 208 ページを

参照してください。

TCP/IP を使用する

サーバの保護

TCP/IP を使用している場合は、dbmlsrv9 -x サーバ・オプションを使

用して、証明書と certificate_password パラメータを指定します。次に

示すのは、dbmlsrv9 コマンド・ラインの一部です。

-x tcpip(security=cipher(certificate=server-
certificate;certificate_password=password;...))

• cipher RSA 暗号化の場合は rsa_tls を指定し、楕円曲線暗号

化の場合は ecc_tls をそれぞれ指定します。FIPS 承認の RSA 
暗号化の場合は、rsa_tls_fips を指定します。rsa_tls_fips の場

合は、Certicom の別の FIPS 140-2 承認ソフトウェアを使用し

ます。これは、rsa_tls ( バージョン 9.0.2 以降 ) を使用するク

ライアントと互換性があり、rsa_tls_fips を使用するクライア

ントは、rsa_tls を使用するサーバとも互換性があります。

rsa_tls_fips は、Windows 上の Adaptive Server Anywhere データ

ベースでのみ使用できます。

cipher は、証明書を作成するときに使用される暗号化と一致

する必要があります。

• server-certificate サーバ証明書のパスとファイル名を指定し

ます。

サーバ証明書の作成については、「デジタル証明書の作成」 
209 ページを参照してください。サーバ証明書は、自己署名

証明書、または認証局やエンタープライズ・ルート証明書の
署名を受けた証明書のいずれかです。
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• password サーバ証明書のプライベート・キーのパスワード

を指定します。このパスワードは、サーバ証明書を作成する
ときに指定します。

dbmlsrv9 -x オプションの詳細については、「-x オプション」 269 ページ

を参照してください。

HTTPS を使用する

サーバの保護

HTTPS を使用している場合は、dbmlsrv9 -x オプションを使用して、

証明書と certificate_password パラメータを直接指定します。次に示す

のは、dbmlsrv9 コマンド・ラインの一部です。

-x protocol(certificate=server-certificate;certificate_password=password;...))

• protocol https、または FIPS 承認の RSA 暗号化の場合は 
https_fips を指定します。https_fips は、Certicom の FIPS 140-2 
承認ソフトウェアという別のソフトウェアを使用しますが、
https (およびバージョン 9.0.2 以降) を使用するクライアントと

互換性があります。https_fips は、Windows 上の Adaptive 
Server Anywhere データベースでのみ使用できます。

• server-certificate サーバ証明書のパスとファイル名を指定し

ます。

HTTPS では、RSA 証明書を使用する必要があります。

サーバ証明書の作成については、「デジタル証明書の作成」 
209 ページを参照してください。

• password サーバ証明書のプライベート・キーのパスワード

を指定します。このパスワードは、サーバ証明書を作成する
ときに指定します。

dbmlsrv9 -x オプションの詳細については、「-x オプション」 269 ページ

を参照してください。

静的型 Java Ultra 
Light アプリケー

ション

静的型 Java Ultra Light では、トランスポート・レイヤ・セキュリティ

用の別のプロトコルを使用します。

静的型 Java Ultra Light でのトランスポート・レイヤ・セキュリティの

使用については、『Ultra Light 静的型 Java ユーザーズ・ガイド』 > 「ト

ランスポート・レイヤ・セキュリティ」を参照してください。
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例 次の例では、セキュリティのタイプ (RSA)、サーバ証明書、サーバの

プライベート・キーを保護するパスワードを指定します。

dbmlsrv9 -c "dsn=my_cons"
  -x 
tcpip(security=rsa_tls(certificate=c:¥test¥serv_rsa1.cr
t;certificate_password=pwd))
 

楕円曲線証明書の場合は、次のように入力します。

dbmlsrv9 -c "dsn=my_cons"
  -x 
tcpip(security=ecc_tls(certificate=c:¥test¥serv_ecc1.cr
t;certificate_password=pwd))
 

dbmlsrv9 -x オプションの詳細については、「-x オプション」 269 ページ

を参照してください。

サーバ証明書 ( この例では serv1.crt) の作成については、「デジタル証

明書の作成」 209 ページを参照してください。

設定ファイルとファイル非表示ユーティリティ dbfhide を使用して、

コマンド・ライン・オプションを非表示にすることができます。詳細
については、「@data オプション」 242 ページを参照してください。
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トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用する 
Mobile Link クライアントの設定

Mobile Link トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用するよう

に Adaptive Server Anywhere クライアントまたは Ultra Light クライア

ントを設定できます。各クライアントに対して、信用されたパブリッ
ク証明書、暗号化のタイプ、ネットワーク・プロトコルを指定しま
す。

トランスポート・レイヤ・セキュリティを設定する手順の概要につい
ては、「トランスポート・レイヤ・セキュリティの設定」 208 ページを

参照してください。

サーバ認証

リモート・クライアントは、サーバ認証を使用することで、Mobile 
Link 同期サーバのアイデンティティを確認できます。デジタル署名と

証明書フィールドの確認が一緒に機能して、サーバ認証が実現しま
す。

デジタル署名

Mobile Link 同期サーバ証明書には、データの整合性を維持し、不正

侵入を防ぐための、複数のデジタル署名が含まれています。デジタル
署名の作成は、次の手順で行われます。

•    証明書で実行されるアルゴリズムが、ユニークな値またはハッ

シュを生成します。

•    証明書への署名または認証局のプライベート・キーを使用して、

ハッシュが暗号化されます。

•    デジタル署名と呼ばれる暗号化ハッシュが、証明書に埋め込ま

れます。

デジタル署名は、自己署名、あるいはエンタープライズ・ルート証明
書または認証局の署名を受けています。
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Mobile Link クライアントが Mobile Link 同期サーバにアクセスする場

合、各クライアントがトランスポート・レイヤ・セキュリティを使用
するように設定されていると、サーバはそのパブリック証明書のコ
ピーをクライアントに送信します。クライアントは、証明書に含まれ
ているサーバのパブリック・キーを使用して証明書のデジタル署名を
復号化し、証明書の新しいハッシュを算出して、2 つの値を比較しま

す。値が一致する場合は、サーバの証明書の整合性が確認されます。

自己署名証明書の詳細については、「自己署名ルート証明書」 210 ペー

ジを参照してください。

エンタープライズ・ルート証明書と認証局の詳細については、「証明
書チェーン」 211 ページを参照してください。

証明書フィールドの確認

グローバル署名証明書を使用する場合、各クライアントは証明書の
フィールド値を確認して、同じ認証局が他のクライアント用に署名し
た証明書を信用することを避けなければなりません。この問題を解決
するには、証明書の識別情報部分のフィールド値をテストするように
クライアントに要求します。認証局は、署名を行ったすべての証明書
の識別情報が正確であることを保証する必要があります。

グローバル署名証明書の詳細については、「グローバル署名証明書」 
214 ページを参照してください。

gencert ユーティリティを使用して証明書を作成する場合は、組織、

組織単位、通称のフィールドに値を入力します。対応する Mobile 
Link クライアント接続パラメータを使用して、これらのフィールドを

確認します。

• 組織 組織フィールドは、certificate_company Mobile Link クラ

イアント接続パラメータに対応します。

『Mobile Link クライアント』 > 「certificate_company」を参照し

てください。

• 組織単位 組織単位フィールドは、certificate_unit Mobile Link 
クライアント接続パラメータに対応します。

『Mobile Link クライアント』 > 「certificate_unit」を参照してく

ださい。
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• 通称 通称フィールドは、certificate_name Mobile Link クライア

ント接続パラメータに対応します。

『Mobile Link クライアント』 > 「certificate_name」を参照して

ください。

通称フィールドは、certificate_name 暗号化接続パラメータに

対応します。

Mobile Link 同期クライアントの設定については、次の項目を参照し

てください。

◆ 「トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用する Ultra 
Light クライアントの設定」 228 ページ

◆ 「クライアント・セキュリティ・オプション」 224 ページ

デジタル証明書の作成については、「デジタル証明書の作成」 209 ペー

ジを参照してください。

クライアント・セキュリティ・オプション

Adaptive Server Anywhere および Ultra Light は、共通の接続パラメー

タ・セットを使用して、トランスポート・レイヤ・セキュリティを設
定します。

trusted_certificates 
パラメータ

Mobile Link クライアントは、trusted_certificates 接続パラメータを使用

して、信用された Mobile Link 同期サーバ証明書を指定します。信用

された証明書は、サーバの自己署名パブリック証明書、パブリック・
エンタープライズ・ルート証明書、民間の証明局に属するパブリック
証明書のいずれかです。

詳細については、次の項目を参照してください。

•    『Mobile Link クライアント』 > 「trusted_certificates」

•    「デジタル証明書の作成」 209 ページ
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証明書フィールドの
確認

証明書フィールドを確認するには、certificate_company、
certificate_unit、certificate_name の各接続パラメータを使用します。こ

れは、サーバ認証の重要な手順です。サードパーティの認証局を使用
して証明書にグローバル署名している場合は、証明書フィールドを確
認してください。

証明書フィールドの確認については、次の項目を参照してください。

•    「証明書フィールドの確認」 223 ページ

•    「グローバル署名証明書」 214 ページ

•    「サーバ認証」 222 ページ

トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用する Adaptive Server 
Anywhere クライアントの設定

ここでは、HTTPS または TCP/IP でトランスポート・レイヤ・セキュ

リティを使用する Adaptive Server Anywhere クライアントの設定方法

について説明します。

HTTPS におけるトランスポート・レイヤ・セキュリティ

Mobile Link トランスポート・レイヤ・セキュリティは、Mobile Link 
HTTPS プロトコルの本来の機能です。HTTPS でトランスポート・レ

イヤ・セキュリティを使用するには、ADR 拡張オプションを使用し

て、trusted_certificates 接続パラメータを指定します。次に、dbmlsync 
コマンド・ラインの一部を示します。

-e "ctp=protocol;adr=trusted_certificates=public-certificate..."

• protocol https、または FIPS 承認の RSA 暗号化の場合は 
https_fips を指定します。https_fips は、Certicom の FIPS 140-2 
承認ソフトウェアという別のソフトウェアを使用しますが、
https およびバージョン 9.0.2 以降を使用する Mobile Link 同期

サーバと互換性があります。

• public-certificate 信用されたパブリック証明書のパスとファ

イル名を指定します。
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HTTPS または HTTPS_FIPS の場合は、RSA 暗号化を使用して

作成した証明書を使用してください。

trusted_certificates および他のクライアント・セキュリティ・パラメー

タの詳細については、「クライアント・セキュリティ・オプション」 
224 ページを参照してください。

パブリック証明書の作成または取得の詳細については、「デジタル証
明書の作成」 209 ページを参照してください。

HTTPS パラメータの詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 
「CommunicationAddress (adr) 拡張オプション」の HTTPS の項目を参照

してください。

例 次の例では、dbmlsync コマンド・ラインで、HTTPS を使用する RSA 
セキュリティを指定します。

dbmlsync -c "eng=rem1;uid=dba;pwd=mypwd"
   -e 
"ctp=https;adr=trusted_certificates=c:¥temp¥public_cert
.crt;certificate_company=Sybase, 
Inc.;certificate_unit=IAS;certificate_name=MobiLink)"

CREATE SYNCHRONIZATION SUBSCRIPTION 文または ALTER 
SYNCHRONIZATION SUBSCRIPTION 文を使用して、

CommunicationAddress 拡張オプションを指定することもできます。こ

の方法でも同じ情報が提供されますが、その情報はデータベースに保
存されます。

CREATE SYNCHRONIZATION SUBSCRIPTION 
  TO pub1 
  FOR user1 
  ADDRESS 
'trusted_certificates=c:¥temp¥public_cert.crt;
      certificate_company=Sybase, Inc.;
      certificate_unit=IAS;
   certificate_name=MobiLink'     
  OPTION scriptversion=’ver1’;
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TCP/IP におけるトランスポート・レイヤ・セキュリティ

Adaptive Server Anywhere クライアントが、TCP/IP でトランスポート・

レイヤ・セキュリティを使用するように設定するには、
CommunicationAddress (adr) 拡張オプションを使用して、信用された証

明書を指定します。

trusted_certificates および証明書フィールドを直接指定できる HTTPS 
とは異なり、TCP/IP の場合は、セキュリティ・オプションと次の構

文を使用します。

adr=security=cipher(trusted_certificates=public-certificate; ...)

• cipher RSA 暗号化の場合は rsa_tls を指定し、楕円曲線暗号

化の場合は ecc_tls をそれぞれ指定します。

FIPS 承認の RSA 暗号化の場合は、rsa_tls_fips を指定します。

rsa_tls_fips は別の承認ライブラリを使用しますが、rsa_tls を
使用するサーバと互換性があります。rsa_tls を使用するクラ

イアントは、rsa_tls_fips を使用するサーバと互換性がありま

す。rsa_tls_fips は、Windows 上の SQL Anywhere Studio データ

ベースで使用できます。

cipher は、証明書を作成するときに使用される暗号化と一致

する必要があります。

• public-certificate 信用されたパブリック証明書のパスとファ

イル名を指定します。

trusted_certificates および他のクライアント・セキュリティ・パラメー

タの詳細については、「クライアント・セキュリティ・オプション」 
224 ページを参照してください。

パブリック証明書の作成または取得の詳細については、「デジタル証
明書の作成」 209 ページを参照してください。

セキュリティ・パラメータのリストや CommunicationAddress (adr) 拡
張オプションの詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 
「CommunicationAddress (adr) 拡張オプション」を参照してください。
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例 次の例では、dbmlsync コマンド・ラインで、RSA セキュリティと 
TCP/IP を指定します。

dbmlsync -c "eng=rem1;uid=myuid;pwd=mypwd"
   -e 
"ctp=tcpip;adr=port=3333;security=rsa_tls(trusted_certi
ficates=c:¥test¥public_cert.crt;certificate_company=Syb
ase, 
Inc.;certificate_unit=IAS;certificate_name=MobiLink)"

CREATE SYNCHRONIZATION SUBSCRIPTION 文または ALTER 
SYNCHRONIZATION SUBSCRIPTION 文を使用して、

CommunicationAddress 拡張オプションを指定することもできます。

CREATE SYNCHRONIZATION SUBSCRIPTION 
  TO pub1 
  FOR user1 
  ADDRESS 
'port=3333;security=rsa_tls(trusted_certificates=public
_cert.crt;
      certificate_company=Sybase, Inc.;
      certificate_unit=IAS;
   certificate_name=MobiLink )'     
  OPTION scriptversion=’ver1’;

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「CREATE 
SYNCHRONIZATION SUBSCRIPTION 文 [Mobile Link]」 および 
『Mobile Link クライアント』 > 「ALTER SYNCHRONIZATION 
SUBSCRIPTION 文 [Mobile Link]」 を参照してください。

トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用する Ultra Light クライ

アントの設定

ここでは、HTTPS または TCP/IP でトランスポート・レイヤ・セキュ

リティを使用する Ultra Light クライアントの設定方法について説明し

ます。
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HTTPS におけるトランスポート・レイヤ・セキュリティ

Mobile Link トランスポート・レイヤ・セキュリティは、Mobile Link 
HTTPS プロトコルの本来の機能です。HTTPS および Ultra Light クラ

イアントを使用する場合は、信用された証明書と、ネットワーク・プ
ロトコル・オプションとして、証明書フィールドを直接指定できま
す。

HTTPS では、RSA 証明書を使用する必要があります。

Ultra Light インタフェースで HTTPS プロトコルを指定する方法につ

いては、『Mobile Link クライアント』 > 「HTTPS プロトコル・オプ

ション」を参照してください。

ul_synch_info の security_stream および security_parms セキュリティ同

期パラメータは、TCP/IP でのみ使用可能であり、HTTPS を使用して

いる場合は効果がありません。

セキュリティ同期パラメータの詳細については、『Mobile Link クライ

アント』 > 「Security 同期パラメータ」および「TCP/IP におけるトラ

ンスポート・レイヤ・セキュリティ」 231 ページを参照してください。

❖ HTTPS でトランスポート・レイヤ・セキュリティを使用す

るように Ultra Light クライアントを設定するには、次の手

順に従います。

1 信用されたルート証明書を Ultra Light スキーマで指定します。

• 静的 Ultra Light インタフェース Ultra Light 静的型 C/
C++、Embedded SQL、静的型 Java を含む静的 Ultra Light 
インタフェースの場合は、ulgen -r オプションを使用しま

す。次の例では、静的型 C/C++ Ultra Light に対して、信

用されたルート証明書 ent_root.crt を指定します。

ulgen -a -c "dsn=myCons" -j Product -s ISampleSQL
   -f SampleDB -r ent_root.crt
 

ulgen -r オプションの詳細については、『Ultra Light データ

ベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light ジェネレー

タ」を参照してください。
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• Ultra Light コンポーネント・インタフェース Ultra Light 
コンポーネント・インタフェースの場合は、Schema 
Painter を使用して、信用された証明書を指定します。

Schema Painter の [ データベース・スキーマのプロパティ ] 
ダイアログには、[ 証明 ] タブがあります。

詳細については、『SQL Anywhere Studio ヘルプ』 > 「[
データベース・スキーマ ] プロパティ・シート：[ 証明 ] 
タブ」を参照してください。

2 同期用の HTTPS プロトコルを指定します。

次の例では、C/C++ Ultra Light の ULHTTPSStream() 関数を使

用します。

auto ul_synch_info synch_info;
 conn.InitSynchInfo( &synch_info );
 synch_info.user_name = UL_TEXT( "50" );
 synch_info.version = UL_TEXT( "ul_default" );
 ...
 synch_info.stream = ULHTTPSStream();
 ...

ULHTTPSStream() の詳細については、『Ultra Light C/C++ ユー

ザーズ・ガイド』 > 「ULHTTPSStream 関数」を参照してくだ

さい。

3 HTTPS プロトコル・オプションを指定します。

次の例では、ul_synch_info の stream_parms フィールドを使用

して標準の HTTPS パラメータを指定し、C/C++ Ultra Light の
証明書フィールドを確認します。

auto ul_synch_info synch_info;
 ...
 synch_info.stream = ULHTTPSStream();
 synch_info.stream_parms = TEXT(
       "port=9999;
        certificate_company=Sybase, Inc.;
        certificate_unit=IAS;
        certificate_name=MobiLink");
     synch_info.security_stream = NULL;
     synch_info.security_parms = NULL;
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certificate_company、certificate_unit、certificate_name の各パラ

メータは、証明書のフィールドを確認するために使用されて
います。

証明書フィールドの確認については、「証明書フィールドの確
認」 223 ページを参照してください。

trusted_certificates HTTPS プロトコル・オプションを指定する

こともできます。このオプションを指定すると、Ultra Light 
スキーマに埋め込まれている、信用された証明書情報 ( 手順 
1) が上書きされます。このパラメータは、Windows NT/2000/
XP または Windows CE でのみ使用できます。

auto ul_synch_info synch_info;
 ...
 synch_info.stream = ULHTTPSStream();
 synch_info.stream_parms = TEXT(
       "port=9999;
        trusted_certificates=¥rsaroot.crt;
        certificate_company=Sybase, Inc.;
        certificate_unit=IAS;
        certificate_name=MobiLink");
     synch_info.security_stream = NULL;
     synch_info.security_parms = NULL;

HTTPS オプションの詳細については、『Mobile Link クライア

ント』 > 「HTTPS プロトコル・オプション」を参照してくだ

さい。

TCP/IP におけるトランスポート・レイヤ・セキュリティ

Ultra Light クライアントが、TCP/IP でトランスポート・レイヤ・セ

キュリティを使用するように設定するには、信用されたルート証明書
と適切なセキュリティ・ストリームを指定します。

❖ TCP/IP でトランスポート・レイヤ・セキュリティを使用す

るように Ultra Light クライアントを設定するには、次の手

順に従います。

1 信用されたルート証明書を Ultra Light スキーマで指定します。
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• 静的 Ultra Light インタフェース Ultra Light 静的型 C/
C++、Embedded SQL、静的型 Java を含む静的 Ultra Light 
インタフェースの場合は、ulgen -r オプションを使用しま

す。次の例では、静的型 C/C++ Ultra Light に対して、信

用されたルート証明書を指定します。

ulgen -a -c "dsn=myCons" -j Product -s ISampleSQL
   -f SampleDB -r ent_root.crt
 

ulgen -r オプションの詳細については、『Ultra Light データ

ベース・ユーザーズ・ガイド』 > 「Ultra Light ジェネレー

タ」を参照してください。

• Ultra Light コンポーネント・インタフェース Ultra Light 
コンポーネント・インタフェースの場合は、Schema 
Painter を使用して、信用された証明書を指定します。

Schema Painter の [ データベース・スキーマのプロパティ ] 
ダイアログには、[ 証明 ] タブがあります。

詳細については、『SQL Anywhere Studio ヘルプ』 > 「[
データベース・スキーマ ] プロパティ・シート：[ 証明 ] 
タブ」を参照してください。

2 プログラミング・インタフェースで、適切なセキュリティま
たはプロトコル・オプションを指定します。

• 静的型 Java Ultra Light 静的型 Java Ultra Light では、トラ

ンスポート・レイヤ・セキュリティ用に個別のストリー
ムが必要であり、個別のセキュリティ・パラメータは提
供しません。次の例では、UlSecureSocketStream を、楕円

曲線セキュリティのプロトコルとして使用します。

UlSynchOptions opts = new UlSynchOptions();
 opts.setStream(new UlSecureSocketStream() );
 opts.setStreamParms( "host=myserver;"
    + "port=2439;"
    + "certificate_company=Sybase Inc.;"
    + "certificate_unit="IAS;"
    + "certificate_name=Mobilink");
 // set other options here
 conn.synchronize( opts );
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静的型 Java Ultra Light でのトランスポート・レイヤ・セ

キュリティの使用については、『Ultra Light 静的型 Java 
ユーザーズ・ガイド』 > 「トランスポート・レイヤ・セ

キュリティ」を参照してください。

• セキュリティ同期パラメータを使用する Ultra Light イン

タフェース 静的型 Ultra Light C++、Embedded SQL、C++ 
Ultra Light コンポーネントを含む、該当する Ultra Light イ
ンタフェースに対して、セキュリティ同期パラメータを
設定します。他のコンポーネント・インタフェースの場
合は、トランスポート・レイヤ・セキュリティには 
HTTPS を使用してください。

ULSecureRSATLSStream() または 
ULSecureCerticomTLSStream() を使用して、RSA セキュリ

ティまたは楕円曲線セキュリティをそれぞれ指定できま
す。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「Security 
同期パラメータ」を参照してください。

次の例では、C/C++ Ultra Light に対して、RSA セキュリ

ティと TCP/IP を指定します。

ul_synch_info synch_info;
 ...
 synch_info.stream = ULSocketStream();
 synch_info.security = ULSecureRSATLSStream();
 synch_info.security_parms = TEXT(
       "port=9999;
        certificate_company=Sybase, Inc.;
        certificate_unit=IAS;
        certificate_name=MobiLink");
 

certificate_company、certificate_unit、certificate_name の各

パラメータは、証明書のフィールドを確認するために使
用されています。

証明書フィールドの確認については、「証明書フィールド
の確認」 223 ページを参照してください。
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trusted_certificates セキュリティ・パラメータを指定する

こともできます。このパラメータを指定すると、Ultra 
Light スキーマに埋め込まれている、信用された証明書情

報 ( 手順 1) が上書きされます。このパラメータは、

Windows NT/2000/XP または Windows CE でのみ使用でき

ます。

ul_synch_info synch_info;
 ...
 synch_info.stream = ULSocketStream();
 synch_info.security = ULSecureRSATLSStream();
 synch_info.security_parms = TEXT(
       "port=9999;
        trusted_certificates=¥rsaroot.crt;
        certificate_company=Sybase, Inc.;
        certificate_unit=IAS;
        certificate_name=MobiLink");
 

ul_synch_info の security_parms フィールドの詳細について

は、『Ultra Light C/C++ ユーザーズ・ガイド』 > 
「security_parms 同期パラメータ」を参照してください。

• ActiveSync を使用する Ultra Light インタフェース トラン

スポート・レイヤ・セキュリティ と ActiveSync について

は、『Mobile Link クライアント』 > 「ActiveSync プロトコ

ル・オプション」を参照してください。

• HotSync を使用する Ultra Light インタフェース トランス

ポート・レイヤ・セキュリティ と HotSync については、

『Mobile Link クライアント』 > 「HotSync プロトコル・オ

プション」を参照してください。
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Mobile Link 同期サーバのオプション

この章の内容 この章では、Mobile Link 同期サーバ dbmlsrv9 の起動時に設定できる

オプションについて説明します。
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Mobile Link 同期サーバ

Mobile Link 同期サーバを使用して、リモート・データベースまたは

アプリケーションと ODBC 準拠の統合データベースの同期を行うこ

とができます。

機能 Mobile Link 同期サーバを起動します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" [ options ]

オプション 説明

@data 指定された環境変数または設定ファイルか

らオプションを読み込む。「@data オプ

ション」 242 ページを参照してください。

-a 同期エラー時の自動再接続を無効にする。

「-a オプション」 242 ページを参照してく

ださい。

-b 文字列のブランクの埋め込みを削除する。

「-b オプション」 243 ページを参照してく

ださい。

-bc size BLOB のキャッシュ用に予約するメモリ容

量を指定する。「-bc オプション」 244
ページを参照してください。

-bn size 競合の検出のため BLOB を比較するときに

考慮する最大バイト数を指定する。「-bn 
オプション」 244 ページを参照してくだ

さい。

-c "keyword=value; …" 統合データベース用の ODBC データベース

接続パラメータを指定する。「-c オプショ

ン」 245 ページを参照してください。

-cn connections 統合データベース・サーバとの最大同時接

続数を設定する。「-cn オプション」 246
ページを参照してください。
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-cr count データベース接続リトライの最大回数を設

定する。「-cr オプション」 246 ページを

参照してください。

-ct connection-timeout 接続が使用されなくなってからタイムアウ

トになるまでの時間を設定する。「-ct オプ

ション」 246 ページを参照してください。

-d number ダウンロード・キャッシュのサイズを指定

する。「-d オプション」 247 ページを参照

してください。

-dd directory ダウンロード・ストリームの格納場所を指

定する。「-dd オプション」 247 ページを

参照してください。

-dl コンソールにすべてのログ・メッセージを

表示する。「-dl オプション」 248 ページ

を参照してください。

-ds size 再起動可能なダウンロード・ストリームの
格納に使用できるディスク領域の容量を指

定する。「-ds オプション」 248 ページを

参照してください。

-e filename 送信されたリモート・エラー・ログを指定

のファイルに格納する。「-e オプション」 
248 ページを参照してください。

-et filename ファイルをトランケートし、リモート同期

ログを新しいファイルに追加する。「-et オ
プション」 249 ページを参照してくださ

い。

-f 同期スクリプトに変更がないものとみな

す。「-f オプション」 249 ページを参照し

てください。

-fr テーブル・データ・スクリプトがない場合
は、同期をアボートせず、エラーの発行だ

けを行う。「-fr オプション」 250 ページ

を参照してください。

オプション 説明
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-m [filename] QAnywhere のメッセージ機能を有効にす

る。「-m オプション」 251 ページを参照

してください。

-notifier サーバ起動同期用に Notifier を起動する。

「-notifier オプション」 253 ページを参照

してください。

-o logfile ファイルにメッセージのログを取る。「-o 
オプション」 254 ページを参照してくだ

さい。

-on size ログ・ファイルの最大サイズを設定する。

「-on オプション」 255 ページを参照して

ください。

-oq 起動エラーの発生時にポップアップ・ダイ

アログを表示しない。「-oq オプション」 
256 ページを参照してください。

-os size 出力ファイルの最大サイズ。「-os オプ

ション」 256 ページを参照してください。

-ot logfile 先にトランケートしてから、ファイルに

メッセージのログを取る。「-ot オプショ

ン」 257 ページを参照してください。

-ps num 接続ごとに、キャッシュする準備文の最大

数を設定する。「-ps オプション」 257
ページを参照してください。

-q 同期サーバのウィンドウを最小化する。「-
q オプション」 258 ページを参照してくだ

さい。

-r retries デッドロックされたアップロードを、この

回数までリトライする。「-r オプション」 
258 ページを参照してください。

オプション 説明
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-rd delay デッドロックされたトランザクションをリ
トライするまでの最大遅延秒数を設定す

る。「-rd オプション」 258 ページを参照

してください。

-s count 一度にフェッチされ、送信されるローの最

大数を指定する。「-s オプション」 259
ページを参照してください。

-sl dnet script-options .NET CLR のオプションを設定し、起動時

に仮想マシンを強制的にロードする。「-sl 
dnet オプション」 259 ページを参照して

ください。

-sl java script-options Java 仮想マシンのオプションを設定し、起

動時に仮想マシンを強制的にロードする。

「-sl java オプション」 261 ページを参照

してください。

-t ODBC-output-file このファイルに Mobile Link が発行する 
ODBC 呼び出しのログを取る。「-t オプ

ション」 263 ページを参照してください。

-tt ODBC-output-file このファイルに Mobile Link が発行する 
ODBC 呼び出しのログを取る。ただし、す

でにファイルが存在する場合は、最初にそ

のファイルを削除します。「-tt オプショ

ン」 263 ページを参照してください。

-u size アップロード・ストリームのキャッシュ用

に予約するメモリ容量を指定する。「-u オ
プション」 264 ページを参照してくださ

い。

-ud UNIX プラットフォーム上でデーモンとし

て実行する。「-ud オプション」 264 ペー

ジを参照してください。

-us Mobile Link がアップロード内容のないテー

ブルのアップロード・スクリプトを呼び出

さないようにする。「-us オプション」 265
ページを参照してください。

オプション 説明
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-v [ levels ] ログ・ファイルに書き込まれるメッセージ

のタイプを制御する。「-v オプション」 
265 ページを参照してください。

-w count ワーカ・スレッド数を設定する。「-w オプ

ション」 266 ページを参照してください。

-wu count アップロード処理の同時実行を許可される

ワーカ・スレッドの最大数を設定する。「-
wu オプション」 268 ページを参照してく

ださい。

-x protocol[ (network-
parameters) ]

通信プロトコルを指定する。オプション
で、parameter=value の形式でネットワー

ク・パラメータを指定します。複数のパラ
メータを指定する場合はセミコロンで区切

ります。「-x オプション」 269 ページを参

照してください。

-za アクティブなスクリプトを生成できるよう

にする。「-za オプション」 275 ページを

参照してください。

-ze サンプル・スクリプトを生成できるように

する。「-ze オプション」 277 ページを参

照してください。

-zp 統合データベースとリモート・データベー
ス間にタイムスタンプの競合がある場合
に、最小精度よりも高い精度を持つタイム

スタンプ値を競合検出に使用する。「-zp オ
プション」 278 ページを参照してくださ

い。

-zs name サーバ名を指定する。「-zs オプション」 
278 ページを参照してください。

-zt number Mobile Link 同期サーバを実行するのに使用

されるプロセッサの最大数を指定する。「-
zt オプション」 279ページを参照してくだ

さい。

オプション 説明
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説明 Mobile Link 同期サーバは、統合データベース・サーバとの接続を 
ODBC を介して開きます。その後、クライアント・アプリケーション

からの接続を受け入れ、同期処理を制御します。

Mobile Link 同期サーバには、さまざまなデータベース管理システム

との互換性があります。たとえば、Adaptive Server Anywhere、
Adaptive Server Enterprise、Oracle、Microsoft SQL Server、IBM DB2 な
どです。

-c オプションを使用して統合データベースの接続パラメータを指定

してください。コマンド・ライン・オプションは、任意の順序で指定
できます。ここでは、便宜上、-c オプションをコマンド文字列の最

初の項目としています。接続文字列の前であれば、オプション・リス
トのどこにでも指定できます。

ODBC データ・ソースが統合データベースを自動的に起動するように

設定していない場合には、統合データベースを実行してから Mobile 
Link サーバを起動してください。

-zu { + | - } authenticate_user スクリプトが未定義の場合

に、ユーザの自動的な追加を制御する。「-
zu オプション」 279 ページを参照してく

ださい。

-zw 1,…5 表示する警告メッセージのレベルを制御す

る。「-zw オプション」 279 ページを参照

してください。

-zwd code 特定の警告コードを無効にする。「-zwd オ
プション」 280 ページを参照してくださ

い。

-zwe code 特定の警告コードを有効にする。「-zwe オ
プション」 281 ページを参照してくださ

い。

オプション 説明
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dbmlsrv9 オプション

この項では、Mobile Link 同期サーバのすべてのコマンド・ライン・

オプションについて説明します。

@data オプション

機能 指定された環境変数または設定ファイルからオプションを読み込みま
す。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" @data …

説明 このオプションを使用すると、指定された環境変数または設定ファイ
ルから dbmlsrv9 コマンド・ライン・オプションを読み込むことがで

きます。指定された名前と同じ名前の環境変数と設定ファイルが両方
存在する場合は、環境変数が使用されます。

設定ファイルの詳細については、『ASA データベース管理ガイド』 > 
「設定ファイルの使用」を参照してください。

設定ファイル内のパスワードやその他の情報を保護する場合は、ファ
イル非表示ユーティリティを使用すると、設定ファイルの内容を難読
化できます。

『ASA データベース管理ガイド』 > 「dbfhide コマンド・ライン・ユー

ティリティを使用してファイル内容を隠す」を参照してください。

-a オプション

機能 Mobile Link 同期サーバに対して同期エラーの発生時に再接続しない

ように指示します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -a …

説明 同期中にエラーが発生すると、Mobile Link 同期サーバは自動的に統

合データベースとの接続を切断してから、接続を再確立します。再接
続が行われると、認識されている状態から確実に次の同期が開始しま
す。このような動作が不要な場合は、このオプションを使用して無効
にしてください。ステータス情報の管理は、プログラマの要求や、
DBMS を処理する Mobile Link スクリプトの設定方法に応じて異なり
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ます。このことは、Oracle や Adaptive Server Anywhere のデータベー

ス、またはサポートされている他の製品にもあてはまります。クライ
アント・アプリケーションによっては、一部のステータス情報を初期
化し直す操作が必要になることがあります。

-b オプション

機能 VARCHAR、CHAR、LONG、VARCHAR、または LONG CHAR 型の

カラムの場合、同期中に文字列から後続ブランクを削除します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -b …

説明 このオプションは、Adaptive Server Anywhere の CHAR データ型と統

合データベースが使用する CHAR または VARCHAR データ型の違い

を解決するためのものです。Adaptive Server Anywhere の CHAR デー

タ型は VARCHAR と同じです。しかし、Adaptive Server Anywhere で
はないほとんどの統合データベースで、CHAR(n) データ型は n 文字ま

でブランクが埋め込まれます。

-b が指定されていると、Mobile Link 同期サーバは、リモートのカラ

ムが文字列の場合に CHAR、VARCHAR、LONG CHAR、または 
LONG VARCHAR 型のカラムに対して文字列から後続ブランクを削除

します。これを実行した後に、現在の同期でアップロードされたロー
をフィルタします。トリムされたデータは、次にリモート・データ
ベースへダウンロードされます。

このオプションは、競合する更新を検出するためにも使用できます。
各アップロード更新ローに対して、Mobile Link 同期サーバは統合

データベースから指定されたプライマリ・キーのローをフェッチし、
そのローを更新前イメージと比較して、この更新が競合する更新であ
るかどうかを判断します。-b を使用する場合、Mobile Link は CHAR、
VARCHAR、LONG CHAR、または LONG VARCHAR 型のカラムから

後続ブランクをトリムしてから、この比較を行います。

例 -b オプションを使用しない場合、Adaptive Server Anywhere または 
Ultra Light リモートから統合データベースの CHAR(10) カラムにアッ

プロードされるプライマリ・キー値 'abc' は、'abc' の後に 7 個のブラン

ク・スペースが続く値になります。同じローがダウンロードされる
と、リモートでは 'abc' の後に 7 個のブランク・スペースが続く値とし

て扱われます。リモート・データベースがブランクを埋め込まない場
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合、リモートは 2 つのローを持つことになります。それは、'abc' とい

うローと 'abc' の後に 7 個のブランク・スペースが続くローです。これ

で、リモートで重複するローが存在することになります。

-b オプションを使用する場合、Adaptive Server Anywhere または Ultra 
Light リモートから統合データベースの CHAR(10) カラムにアップ

ロードされるプライマリ・キー値 'abc' は、'abc' の後に 7 個のスペース

が続く値になります。7 個のスペースが埋め込まれた値は 10 個の文

字になりますが、同じローがダウンロードされるときに Mobile Link 
サーバは後続のスペースを削除するため、その値はリモートでは 'abc' 
として扱われます。このように、-b オプションは重複するローの問題

を修正します。

-bc オプション

機能 BLOB のキャッシュ・サイズを設定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -bc size [ k | m | g ] …

説明 BLOB のキャッシュに使用するメモリの容量です。メモリがさらに必

要な場合、Mobile Link 同期サーバは代わりにディスク領域を使用し

ます。このため、値が小さすぎるとパフォーマンスが低下します。最
小推奨サイズを計算するには、任意の 1 つのローにあるすべての 
BLOB データの最大サイズとワーカ・スレッド数を乗算し、その結果

を 4 倍にします。これにより、大きなメモリ予約量を確保できます。

size には、予約するメモリ容量をバイト単位で指定します。単位をキ

ロバイト、メガバイト、またはギガバイトで指定するには、それぞれ
サフィックス k、m、または g を使用してください。デフォルトは 
524,288 バイトです。

-bn オプション

機能 競合検出中に比較する最大 BLOB バイト数を設定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -bn size…
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説明 2 つの BLOB が類似する値または同じ値で構成されている場合は、処

理対象のデータの量が多くなるため、フィルタや競合検出などで両者
の比較操作が高負荷になることがあります。このオプションを指定す
ると、Mobile Link 同期サーバは、size で指定された最初のバイト数

だけを比較対象とします。デフォルトでは、2 つの BLOB 全体を比較

します。

場合によっては、比較するデータの最大量を制限することで、同期の
速度をかなり上げることができますが、エラーが発生する可能性もあ
ります。たとえば、2 つの大きな BLOB の最後の数バイトだけが異な

る場合、Mobile Link 同期サーバは、実際には異なるのに、同一であ

ると見なす可能性があります。

-c オプション

機能 統合データベースの接続パラメータを指定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string"…

説明 接続文字列には、統合データベースへの接続に十分な Mobile Link 同
期サーバ情報を指定します。接続文字列は必須です。

接続文字列では、接続パラメータを keyword=value の形式で指定しま

す。パラメータとパラメータの間はセミコロンで区切り、スペースは
入れないでください。

接続パラメータをコマンド・ラインで指定しない場合は、ODBC デー

タ・ソースの指定に含めてください。RDBMS と ODBC データ・ソー

スを調べて、必要な接続データを判断してください。

SQL Anywhere 接続パラメータの完全なリストについては、『ASA 
データベース管理ガイド』 > 「接続パラメータ」を参照してください。

パスワードを非表示にする方法については、『ASA データベース管理

ガイド』 > 「ファイル非表示ユーティリティ」を参照してください。

例 dbmlsrv9 -c "dsn=odbcname;uid=DBA;pwd=sql"
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-cn オプション

機能 統合データベースとの同時接続の最大数を設定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -cn value…

説明 Mobile Link 同期サーバから統合データベースへの最大同時接続数を

指定します。最小値 ( デフォルト ) は、ワーカ・スレッド数に 1 を加

えた値です。指定した値が小さすぎると、警告が表示されます。

ワーカ・スレッド数よりも大きい値を指定すると、統合データベース
への接続が低速の場合や、複数のスクリプトのバージョンが使用され
ている場合に、特にパフォーマンスが向上します。データベース接続
の最適な最大数は、スクリプトのバージョン数とワーカ・スレッド数
を乗算し、それに 1 を加えた値です。この最適値を上回る数の接続を

使用しても、同期速度が上がるとはかぎりません。また、Mobile Link 
同期サーバと統合データベース・サーバの両方で、必要以上にリソー
スが消費されます。

-cr オプション

機能 データベース接続リトライの最大回数を設定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -cr value…

説明 接続不良のときに、Mobile Link 同期サーバが終了前にデータベース

への接続を試行する最大回数を設定します。デフォルト値では、接続
が 3 回リトライされます。

-ct オプション

機能 接続が使用されなくなってから、タイムアウトになって Mobile Link 
同期サーバによって切断されるまでの時間を分単位で設定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -ct connection-timeout…
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説明 指定された時間にわたって使用されなかった Mobile Link データベー

ス接続は、サーバによって解放されます。-ct オプションを使用して

タイムアウトを設定できます。デフォルトのタイムアウト期間は 60 
分です。

-d オプション

機能 ダウンロード・キャッシュのサイズを指定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -d number [ k | m | g ]…

説明 ダウンロード確認が不要な場合、Mobile Link はダウンロード・スト

リームをダウンロード・キャッシュにバッファします。ダウンロー
ド・トランザクションをコミットするのにクライアントからの確認は
必要ないので、バッファされたダウンロード・ストリームは、コミッ
ト後にクライアントに送信されます。

単位をキロバイト、メガバイト、またはギガバイトで指定するには、
それぞれサフィックス k、m、または g を使用してください。ダウン

ロード・キャッシュのデフォルト・サイズは 0.5 MB です。

-dd オプション

機能 再起動可能なダウンロードで使用します。ダウンロード・ストリーム
の格納場所を指定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string"  -dd directory …

説明 Mobile Link 同期サーバを停止すると、ダウンロード用のディレクト

リがクリアされます。つまり、サーバを再起動すると、ダウンロード
を再起動できません。

デフォルト・ディレクトリは、TEMP ディレクトリです。

参照 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「失敗したダウンロードの再開」

『Mobile Link クライアント』 > 「-dc オプション」

「-ds オプション」 248 ページ
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-dl オプション

機能 画面にすべてのログ・メッセージを表示します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -v -dl ...

説明 Mobile Link 同期サーバのウィンドウにすべてのログ・メッセージを

表示します。デフォルトでは、ログ・ファイルへの出力時には (-o を
使用 )、メッセージの一部だけがウィンドウに表示されます。多数の

メッセージがある場合は、このオプションを指定するとパフォーマン
スが低下することがあります。

-ds オプション

機能 再起動可能なダウンロードで使用します。再起動可能なダウンロー
ド・ストリームの格納に使用するディスク領域の容量を指定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -ds size [ k | m | g ]…

説明 単位をキロバイト、メガバイト、またはギガバイトで指定するには、
それぞれサフィックス k、m、または g を使用してください。デフォ

ルトは 10 MB です。

参照 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「失敗したダウンロードの再開」

『Mobile Link クライアント』 > 「-dc オプション」

「-dd オプション」 247 ページ

-e オプション

機能 Adaptive Server Anywhere Mobile Link クライアントから送信されたエ

ラー・ログを格納します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -e filename…

説明 -e オプションを指定しないと、Adaptive Server Anywhere Mobile Link 
クライアントからのエラー・ログは、ファイル dbmlsrv.mle に格納さ

れます。-e オプションは、Mobile Link 同期サーバに対してエラー・
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ログを指定のファイルに格納するように指示します。デフォルトで
は、リモート・サイトでエラーが発生すると、dbmlsync は Mobile 
Link 同期サーバにリモート・ログ・メッセージを 32 キロバイトまで

送信します。

このオプションは、同期の問題を診断するために、リモート・エ
ラー・ログへの一元化されたアクセスを可能にします。

リモート・サイトから配信される情報量は、dbmlsync の拡張オプショ

ン ErrorLogSendLimit で制御できます。

参照 ◆ 「-et オプション」 249 ページ

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「ErrorLogSendLimit (el) 拡張オ

プション」

-et オプション

機能 既存のファイルをトランケートした後で、Adaptive Server Anywhere 
Mobile Link クライアントから送信されたエラー・ログを指定のファ

イルに格納します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -et filename…

説明 -et オプションは -e オプションと同じですが、エラー・ログ・ファイ

ルがトランケートされてから、そのファイルに新しいエラーが追加さ
れます。

リモート・サイトから配信される情報量は、dbmlsync の拡張オプショ

ン ErrorLogSendLimit で制御できます。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「ErrorLogSendLimit (el) 拡張オ

プション」
◆ 「-e オプション」 248 ページ

-f オプション

機能 同期スクリプトを一度だけロードして、パフォーマンスを向上させま
す。
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構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -f…

説明 -f オプションを指定しないと、Mobile Link 同期サーバは、通常の操作

中に同期スクリプトが変更されたかどうかを調べます。このチェック
は開発中には役立ちますが、運用環境ではパフォーマンスが低下する
ことがあります。-f オプションを使用すると、Mobile Link 同期サーバ

は、Mobile Link セッションごとに 1 回だけ同期スクリプトをロード

します。

-fr オプション

機能 テーブル・データ・スクリプトがない場合は、同期をアボートせず、
警告の発行だけを行います。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -fr…

説明 -fr オプションを使用しない場合、同期にデータをアップロードまた

はダウンロードするスクリプトが 1 つも含まれていなければ、Mobile 
Link 同期サーバはアボートします。このオプションを使用すると、

Mobile Link はアボートする代わりに警告を発行します。

双方向同期またはアップロード専用同期の場合、-fr オプションを使

用すると、データがアップロードされて、対応するアップロード・ス
クリプトがない場合はエラーが発生します。

•    INSERT をアップロードしようとして、upload_insert、
upload_new_row_insert、upload_cursor、または new_row_cursor ス
クリプトが定義されていない場合

•    DELETE をアップロードしようとして、upload_delete、
upload_old_row_insert、upload_cursor、または old_row_cursor ス
クリプトが定義されていない場合

UPDATE をアップロードしようとして、upload_update、
upload_new_row_insert、upload_cursor、または new_row_cursor ス
クリプトが定義されていない場合

ダウンロード専用同期の場合、-fr オプションを使用すると、同期内

のテーブルにダウンロード・スクリプト (download_cursor または 
download_delete_cursor) がない場合はエラーが発生します。
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-m オプション

機能 QAnywhere のメッセージ機能を有効にします。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -m [ message-properties-file ] …

説明 オプションの message-properties-file は、コネクタと転送ルールのプロ

パティ設定を指定するファイル名を含めて、QAnywhere メッセージ機

能のプロパティ設定を指定します。

message-properties-file では、1 行に 1 つのプロパティを、プロパ

ティ名、等号 (=)、プロパティ値の形式で指定します。

QAnywhere プロパティ・ファイルに設定できるプロパティは次のとお

りです。

• ianywhere.qa.server.logLevel メッセージ機能のログ・レベル。

プロパティ値は、1、2、3、4 のいずれかです。1 は、メッ

セージ・エラーのみを記録することを指定します。2 は、さ

らに警告も記録することを指定します。3 は、さらに情報

メッセージも記録することを指定します。4 は、Mobile Link 
同期サーバで転送される各 QAnywhere メッセージの詳細を含

めて、さらに詳細な情報メッセージも記録することを指定し
ます。デフォルトは 2 です。

これらのログ・メッセージは、Mobile Link 同期サーバ・コン

ソールに出力されます。dbmlsrv9 の -o オプションまたは -ot 
オプショが指定されている場合、メッセージは Mobile Link 同
期サーバのログ・ファイルに出力されます。

• ianywhere.qa.compressionLevel QAnywhere コネクタが受信す

る各メッセージに適用される、デフォルトの圧縮量。圧縮は 
0 ～ 9 の範囲の整数で表されます。0 は圧縮がない状態で、9 
は最も圧縮された状態です。デフォルトは 0 です。

コネクタの圧縮レベルをコネクタ・プロパティ・ファイルに
も設定した場合は、その設定が、該当のコネクタに対して優
先されます。詳細については、『QAnywhere ユーザーズ・ガ

イド』 > 「JMS コネクタ・プロパティ・ファイルの設定」を

参照してください。
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• ianywhere.qa.server.connectorPropertiesFiles QAnywhere コネ

クタの設定を、JMS などの外部のメッセージ・システムに対

して指定する、1 つ以上のファイルのリスト。デフォルトは、

コネクタなしです。

詳細については、『QAnywhere ユーザーズ・ガイド』 > 「JMS 
コネクタの使用方法」を参照してください。

• ianywhere.qa.server.transmissionRulesFile メッセージの転送と

持続性に関するルールを指定するファイル。デフォルトでは、
メッセージのフィルタはなく、メッセージの最終ステータス
がメッセージの発信者に転送されると、メッセージは削除さ
れます。

• ianywhere.qa.server.autoRulesEvaluationPeriod メッセージの

転送ルールと持続性ルールを含む、ルールの評価時間 ( ミリ

秒単位 )。一般に、ルールは、サーバ・ストアへのメッセー

ジの転送中に評価されるため、ルール評価時間は、時間の影
響を大きく受けるルールのみが対象です。デフォルト値は 
60000 (1 分 ) です。

参照 ◆ 『QAnywhere ユーザーズ・ガイド』 > 「QAnywhere の概要」

◆ 『QAnywhere ユーザーズ・ガイド』 > 「QAnywhere 転送ルー

ル」
◆ 『QAnywhere ユーザーズ・ガイド』 > 「JMS コネクタ・プロパ

ティ・ファイルの設定」
◆ 『QAnywhere ユーザーズ・ガイド』 > 「QAnywhere メッセージ

ング用 Mobile Link 同期サーバの起動」

◆ 『QAnywhere ユーザーズ・ガイド』 > 「JMS 統合用 Mobile Link 
サーバの起動」

例 たとえば、次の行を qanymsgprop.ini という QAnywhere メッセージ・

プロパティ・ファイルに設定すると、QAnywhere に対して次の内容が

指定されます。

◆ connector.ini ファイルからコネクタ・プロパティを読み込む

◆ rules.ini ファイルからサーバ転送ルールを読み込む

◆ ログ・レベルを 4 ( 詳細 ) に設定する
252



     第 11 章   Mobile Link 同期サーバのオプション
ianywhere.qa.server.connectorPropertiesFiles=connector.
ini
 ianywhere.qa.server.transmissionRulesFiles=rules.ini
 ianywhere.qa.server.logLevel=4

この設定を実行するには、-m オプションとメッセージ・プロパティ・

ファイル名を指定して、Mobile Link 同期サーバを起動します。次に、

コマンド・ラインの一部を示します。

dbmlsrv9 -m qanymsgprop.ini ...

-notifier オプション

機能 サーバによって開始される同期用に Notifier を起動します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -notifier [ notifier-properties-file ] …

説明 Notifier の設定ファイル名を指定した場合、またはファイル名を指定

していないが、デフォルトの Notifier プロパティ・ファイル 
(config.notifier) がある場合は、そのファイルを使用して Notifier が設定

されます。このファイルは、統合データベースの ml_properties テーブ

ルに格納されている設定情報よりも優先されます。

それ以外の場合は、統合データベースの ml_properties テーブルに格納

されている設定情報が使用されます。

-notifier オプションを使用する場合、有効にしたすべての Notifier が起

動されます。

Notifier の有効化の詳細については、『Mobile Link サーバ起動同期ユー

ザーズ・ガイド』 > 「enable プロパティ」を参照してください。

AIX 4.3.3 では、-notifier オプションを使用できません。詳細について

は、http://www-106.ibm.com/developerworks/eserver/articles/
JavaPart1.html を参照してください。

参照 ◆ 『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 「複数の

場所でのプロパティの設定」
◆ 『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 「Notifier 

のプロパティ・ファイル」
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◆ 『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 
「Notifier」

◆ 『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 「Mobile 
Link 通知プロパティ」

-o オプション

機能 Mobile Link 同期サーバのメッセージ・ログ・ファイルに出力メッ

セージのログを取り、コンソール・ウィンドウに記録されるデータを
制限します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -o logfile…

説明 指定したファイルにすべてのログ・メッセージを書き込みます。
Mobile Link 同期サーバ・ウィンドウには ( 表示されている場合 )、通常

はログが取られたすべてのメッセージのうち、一部だけが表示される
ことに注意してください。

同期中にエラーが発生した場合、Mobile Link 同期サーバは、この出

力ファイルに完全なエラー・コンテキストを示します。エラー・コン
テキストには次のような情報が含まれます。

•    ユーザ名   同期中に Mobile Link Adaptive Server Anywhere アプリ

ケーションによって提供される実際のユーザ名。

•    変更後のユーザ名   modify_user スクリプトで変更されたユーザ

名。

•    トランザクション   エラーが発生したトランザクションのリス

ト。トランザクションには、authenticate_user、
begin_synchronization、upload、prepare_for_download、download、
または end_synchronization があります。

•    テーブル名   テーブル名がある場合はテーブル名。テーブル名が

ない場合は NULL。

•    ローの操作   操作には、INSERT、UPDATE、DELETE、または 
FETCH がある。

•    ロー・データ   エラーが発生したローのすべてのカラム値。
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•    スクリプト・バージョン   現在同期に使用されているスクリプ

ト・バージョン。

•    スクリプト   エラーの原因となったスクリプト。

選択した冗長性のレベルに関係なく、ログにエラー・コンテキスト情
報が表示されます。

参照 ◆ 「-os オプション」 256 ページ

◆ 「-dl オプション」 248 ページ

◆ 「-ot オプション」 257 ページ

◆ 「-on オプション」 255 ページ

◆ 「-v オプション」 265 ページ

-on オプション

機能 Mobile Link 同期サーバのメッセージ・ログ・ファイルの最大サイズ

を指定します。その後、そのファイルは拡張子 .old を持つ名前に変更

され、新しいファイルが作成されます。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -on size [ k | m ]…

説明 size には、出力ログの最大ファイル・サイズを、バイト単位で指定し

ます。キロバイトまたはメガバイトの単位を指定するには、それぞれ
サフィックス k、m を使用します。最小のサイズ制限は 10 KB です。

ログ・ファイルが指定されたサイズに達すると、Mobile Link 同期

サーバは出力ファイルを拡張子 .old を持つ名前に変更し、元の名前で

新しいファイルを開始します。

注意
.old ファイルがすでに存在する場合は、そのファイルが上書きされま

す。古いログ・ファイルを削除しないようにするには、代わりに -os 
オプションを使用します。

このオプションは、-os オプションと同時に使用できません。

参照 ◆ 「-o オプション」 254 ページ

◆ 「-ot オプション」 257 ページ
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◆ 「-on オプション」 255 ページ

◆ 「-os オプション」 256 ページ

◆ 「-v オプション」 265 ページ

-oq オプション

機能 Windows で、起動エラーの発生時にエラー・ダイアログが表示されな

いようにします。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -oq …

説明 デフォルトでは、起動エラーが発生すると、Mobile Link 同期サーバ

にメッセージ・ボックスが表示されます。-oq オプションを指定する

と、このダイアログは表示されません。

-os オプション

機能 Mobile Link 同期サーバのメッセージ・ログ・ファイルの最大サイズ

を設定し、その後新しい名前を持つ新しいログ・ファイルを作成し使
用します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -os size [ k | m ]…

説明 size には、出力メッセージのログを取るファイルの最大サイズを指定

します。デフォルトの単位はバイトです。キロバイトまたはメガバイ
トの単位を指定するには、それぞれサフィックス k、m を使用しま

す。最小のサイズ制限は 10 KB です。

Mobile Link 同期サーバは現在のファイル・サイズを確認してから、

ファイルに出力メッセージのログを取ります。ログ・メッセージに
よって、ファイル・サイズが指定したサイズより大きくなると、
Mobile Link 同期サーバはメッセージ・ログ・ファイルの名前を 
yymmddxx.mls に変更します。xx は 00 ～ 99 の数字で、yymmdd は現

在の年月日を表します。

このオプションを使用すると、古いメッセージ・ログ・ファイルを削
除して、ディスク領域を解放できます。常に最新の出力が -o または -
ot で指定したファイルに追加されます。
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このオプションは、-on オプションと一緒に使用することはできませ

ん。

注意
このオプションを使用すると、ログ・ファイルが無制限に作成されま
す。この状況を回避するには、-o または -on を使用します。

参照 ◆ 「-o オプション」 254 ページ

◆ 「-on オプション」 255 ページ

◆ 「-ot オプション」 257 ページ

◆ 「-v オプション」 265 ページ

-ot オプション

機能 最初に Mobile Link 同期サーバのメッセージ・ログ・ファイルをトラ

ンケートしてから、そのファイルに出力メッセージのログを取りま
す。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -ot logfilename …

説明 メッセージ・ログ・ファイルをトランケートし、そのファイルに出力
メッセージを追加します。デフォルトでは、画面に出力を送信しま
す。

参照 ◆ 「-on オプション」 255 ページ

◆ 「-os オプション」 256 ページ

◆ 「-v オプション」 265 ページ

◆ 「-o オプション」 254 ページ

-ps オプション

機能 接続ごとに、キャッシュする準備文の最大数を設定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -ps num …

説明 準備文キャッシュに保持される ODBC 準備文の最大数を制御します。
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キャッシュ準備文はパフォーマンスを向上させますが、リソースを消
費します。統合データベースのタイプによっては準備文の数を制限す
るものもあるので、このオプションはその制限に従って設定してくだ
さい。

-q オプション

機能 Mobile Link を起動時に最小化ウィンドウで実行するように指示しま

す。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -q …

説明 Mobile Link 同期サーバのウィンドウを最小化します。

-r オプション

機能 デッドロックの最大リトライ回数を設定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -r retries …

説明 デフォルトでは、Mobile Link 同期サーバはデッドロックされたアッ

プロードを最大 10 回リトライします。デッドロックは解消できる保

証がないため、デッドロックが解除されない場合は同期が失敗しま
す。このオプションで、リトライの制限回数を任意に設定できます。
サーバによるデッドロック・トランザクションのリトライを停止する
には、-r 0 を指定します。この設定の上限は、2 の 32 乗から 1 を引い

た値です。

-rd オプション

機能 デッドロック・リトライ間の最大遅延時間を設定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -rd delay …

説明 アップロード・トランザクションがデッドロックされると、Mobile 
Link 同期サーバは不特定の時間待機してから、そのトランザクション

をリトライします。遅延時間がランダムなため、その後の試行が成功
する可能性が高くなります。このオプションを使用すると、最大遅延
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時間を秒単位で指定できます。値を 0 にするとリトライが即座に行わ

れますが、より大きな値を指定したほうがリトライの成功率が高くな
ります。デフォルトの最大遅延値は 30 です。

-s オプション

機能 一度にフェッチ、挿入、更新、または削除されるローの最大数を設定
します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -s count …

説明 count に Mobile Link 同期サーバと統合データベースの間で転送され

るローの最大数を設定します。

このオプションを設定する場合は、ODBC プリフェッチ・オプション

で指定したロー数以上の値に設定します。デフォルト値は 10 です。

一度にフェッチされるローの数は、ログ・ファイルで rowset size と
して参照できます。

注意：転送されるローの実際の数は、ODBC データ・ソースかデータ

ベース・クライアント・ソフトウェアまたはその両方に影響されま
す。

-sl dnet オプション

機能 .NET Common Language Runtime (CLR) オプションを設定し、起動時に 
CLR を強制的にロードします。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -sl dnet options …

説明 .NET CLR に直接渡すオプションを設定します。オプションは次のと

おりです。
259



Mobile Link 同期サーバ
オプション 説明

-Dname=value 環境変数を設定する。次に例を示します。
 

-Dsynchtype=far -
Dextra_rows=yes

 
詳細については、.NET フレームワークのクラ

ス System.Environment を参照してください。

-MLAutoLoadPath=path 基本アセンブリのロケーションを設定する。
プライベート・アセンブリでのみ有効です。
アセンブリのロケーションを Mobile Link に指

示するには、このオプションまたは -
MLDomConfigFile を使用します。両方同時に

は使用できません。-MLAutoLoadPath を使用

する場合、イベント・スクリプトでドメイン
を指定できません。デフォルトは現在のディ
レクトリです。

-MLDomConfigFile=file 基本アセンブリのロケーションを設定する。
共有アセンブリがある場合、すべてのアセン
ブリをディレクトリにロードしない場合、ま
たはその他の理由で MLAutoLoadPath を使用

できない場合に使用します。アセンブリのロ
ケーションを Mobile Link に指示するには、-
MLDomConfigFile または -MLAutoLoadPath を
使用します。両方同時には使用できません。

-MLStartClasses=
 
classnames

サーバの起動時に、ユーザ定義の起動クラス
をリスト内の順序でロードしインスタンス化
する。

-clrConGC CLR での同時ガーベジ・コレクションを有効

にする。

-clrFlavor=( wks | svr ) ロードする .NET CLR の種類。サーバは svr 
で、ワークステーションは wks です。デフォ

ルトでは、wks がロードされます。
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このオプション・リストを表示するには、次のコマンドを使用しま
す。

dbmlsrv9 -sl dnet (?)

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「.NET での同期スクリプトの作

成」

-sl java オプション

機能 Java 仮想マシンのオプションを設定し、起動時に仮想マシンを強制的

にロードします。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -sl java ( options ) …

説明 Java 仮想マシンに直接渡す -jrepath とその他のオプションを設定しま

す。オプションは次のとおりです。

-clrVersion=version ロードする .NET CLR のバージョン。プレ

フィクス v が必要です。たとえば、v1.0.3705 
と指定すると、ディレクトリ 
¥WINNT¥Microsoft.NET¥Frame-
work¥v1.0.3705 がロードされます。

オプション 説明

オプション 説明

{ -hotspot | -server | -classic } 使用する Java VM のデフォルトのオプショ

ンを上書きする。

{ -cp | -classpath} location;… クラスの検索先となる一連のディレクトリ
または jar ファイルを指定する。-cp または 
-classpath は、中カッコまたは丸カッコで囲

んでください。

-Dname=value システム・プロパティを設定する。次に例
を示します。
 

-Dsynchtype=far -
Dextra_rows=yes
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オプションはカッコで囲んでください。これは、丸カッコでも、上記
の構文に示すように中カッコ { } でもかまいません。

このオプション・リストを表示するには、次のコマンドを使用しま
す。

dbmlsrv9 -sl java (?)

使用できる Java オプションのリストを表示するには、次のように入

力します。

java

説明 -jrepath オプションは、Windows でのみ使用できます。UNIX で特定の 
JRE をロードする場合は、LD_LIBRARY_PATH (AIX の場合は 
LIBPATH、HP-UX の場合は SHLIB_PATH) を設定して、JRE を含む

ディレクトリを指定します。ディレクトリは、すべての Adaptive 
Server Anywhere インストール・ディレクトリの前に指定します。

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Java による同期スクリプトの作

成」

例 たとえば、次の dbmlsrv9 コマンド・ラインの一部では、システム・

アサートを有効にする Java 仮想マシン・オプションを設定します。

-DMLStartClasses=class, … サーバの起動時に、ユーザ定義の起動クラ
スをリスト内の順序でロードしインスタン
ス化する。

-jrepath path デフォルトの JRE パスを上書きする。これ

は、Sybase¥shared ディレクトリ内の 
sun¥jre142 ディレクトリにあります。

-verbose [ :class |:gc | :jni ] 冗長出力を有効にする。

-X vm-option ファイル Xusage.txt の説明に従って VM 固
有のオプションを設定する。このファイル
は、デフォルトで 
Sybase¥Shared¥Sun¥jre142¥bin¥hotspot 
にインストールされます。

オプション 説明
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dbmlsrv9 -sl java {-cp ;¥myclasses; -esa} ...

次の dbmlsrv9 コマンド・ラインの一部は、LDAP_SERVER システム・

プロパティを定義します。

dbmlsrv9 -sl java { -cp ;¥myclasses; -
DLDAP_SERVER=huron-ldap } ...

-t オプション

機能 Mobile Link が発行するすべての ODBC 呼び出しを含むファイルを作

成します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -t ODBC-output-file …

説明 このオプションを使用すると、Mobile Link が発行するすべての 
ODBC 呼び出しを含むファイルを作成できます。UNIX では、

Adaptive Server Anywhere ドライバをドライバ・マネージャとして使用

している場合、この機能は無視されます。この機能は、何が呼び出さ
れ、渡され、取り出されたかをトレースするのに有用です。このオプ
ションはパフォーマンスに重大な影響を与えるので、運用環境では使
用しないでください。

ファイルが大きくならないようにするには、「-tt オプション」 263 ペー

ジを使用します。

参照 ◆ 「-tt オプション」 263 ページ

-tt オプション

機能 Mobile Link が発行する ODBC 呼び出しのログをファイルに取ります。

ファイルがすでに存在する場合は、最初にファイルを削除します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -tt ODBC-output-file …

説明 このオプションは、Mobile Link が発行するすべての ODBC 呼び出し

を含むファイルを作成するために使用します。UNIX では、Adaptive 
Server Anywhere ドライバをドライバ・マネージャとして使用してい

る場合、この機能は無視されます。この機能は、何が呼び出され、渡
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され、取り出されたかをトレースするのに有用です。このオプション
はパフォーマンスに重大な影響を与えるので、運用環境では使用しな
いでください。

参照 ◆ 「-t オプション」 263 ページ

-u オプション

機能 アップロード・キャッシュ・サイズを設定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -u size[ k | m | g ] …

説明 処理中のアップロード・ストリームのキャッシュ用に予約するメモリ
容量を、バイト単位で指定します。単位をキロバイト、メガバイト、
またはギガバイトで指定するには、それぞれサフィックス k、m、ま

たは g を使用してください。クライアントが大きなストリームをアッ

プロードする場合や、多くのクライアントが一度に同期する場合、ま
たはその両方の場合は、この値を増やすことを検討してください。推
奨サイズは、アップロード・ストリームの予測される最大サイズと、
ワーカ・スレッド数を乗算したものです。デフォルト値は 500 KB で
す。

参照 ◆ 「-bc オプション」 244 ページ

-ud オプション

機能 Mobile Link をデーモンとして実行するように指示します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -ud …

説明 UNIX プラットフォーム専用です。

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「現在のセッション以外での 
Mobile Link の実行」
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-us オプション

機能 アップロードするローがテーブルにないときに、Mobile Link 同期

サーバがアップロード・スクリプトを呼び出さないようにします。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -us …

説明 このオプションは、dbmlsync のトランザクション・レベルのアップ

ロードを使用している場合に特に便利です。

参照 『Mobile Link クライアント』 > 「-tu オプション」

-v オプション

機能 メッセージ・ログ・ファイルにログを取り、同期ウィンドウに表示す
る情報を指定できます。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -v[ levels ] …

説明 このオプションは、dbmlsync のトランザクション・レベルのアップ

ロードを使用している場合に特に便利です。

このオプションは、メッセージ・ログ・ファイルに書き込まれるメッ
セージのタイプを制御します。

-v を単独で指定すると、Mobile Link 同期サーバは、各同期について

最小量の情報を書き込みます。

levels の値は次のとおりです。たとえば -vnrsu など、一度に 1 つまた

は複数のオプションを使用できます。

• + 冗長性を高めるすべてのログ・オプションを on にする。

• c 呼び出された各同期スクリプトの内容を表示する。このレ

ベルには、s の機能が含まれます。

• f 最初の読み込みエラーを表示する。このオプションは、負

荷分散デバイスがサーバの活性を確認するとき、データを送
信しない接続を確立し同期が失敗したために発生したエラー
のログを取ります。
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TCP/IP 接続の場合は、TCP/IP の ignore オプションを使用す

るほうがよいでしょう。詳細については、「-x オプション」 
269 ページを参照してください。

• h 同期中にアップロードされたリモート・スキーマを表示す

る。

• n ロー・カウントの要約を表示する。

• p 進行オフセットを表示する。

• r アップロードまたはダウンロードされた各ローのカラム値

を表示する。

• s 呼び出された各同期スクリプトの名前を表示する。

• t ODBC 標準フォーマットのスクリプトから生成された、変

換された SQL を表示する。このレベルには、c の機能が含ま

れます。次の例は、Adaptive Server Anywhere での文の自動変

換を示します。

I. 02/11 11:02:14. [102]: begin_upload synch2
 { call SynchLogLine( ?, ?, ’begin_upload’ ) }
 I. 02/11 11:02:14. [102]: Translated SQL:
 call SynchLogLine( ?, ?, ’begin_upload’ )

次の例は、同じ文の Microsoft SQLServer での変換を示しま

す。

I. 02/11 11:03:21. [102]: begin_upload synch2
 { call SynchLogLine( ?, ?, ’begin_upload’ ) }
 I. 02/11 11:03:21. [102]: Translated SQL:
 EXEC SynchLogLine ?, ?, ’begin_upload’

• u 未定義のテーブル・スクリプトを表示する。これは、経験

の浅いユーザが同期処理を理解する上で役立ちます。

-w オプション

機能 ワーカ・スレッド数を設定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -w count …
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説明 各ワーカ・スレッドでは、同期要求を一度に 1 つ受け入れます。各

ワーカ・スレッドはネットワーク・プロトコルと関連付けられていま
す。複数のプロトコルが定義されている場合、ワーカ・スレッドは各
プロトコルに均等に分割されます。

ワーカ・スレッドはそれぞれ、統合データベースへの接続を 1 つ使用

します。Mobile Link 同期サーバは、接続をさらに 1 つ管理用に開き

ます。したがって、Mobile Link 同期サーバから統合データベースへ

の接続の最小数は、count + 1 となります。

ワーカ・スレッド数は Mobile Link 同期スループットに大きく影響す

るので、特定の同期設定に最適なワーカ・スレッド数を判別するため
のテストを実行する必要があります。ワーカ・スレッド数によって同
時にアクティブにできる同期の数が決まります。残りの同期はキュー
イングされてワーカ・スレッドが使用可能になるのを待機します。し
たがって、ワーカ・スレッドを追加するとスループットが向上します
が、アクティブな同期の間で競合が発生する確率も高くなります。
ワーカ・スレッドを追加していくと、ある時点で、複数の同期を同時
に行うメリットよりも競合が発生する確率の方が大きくなり、スルー
プットが低下します。

詳細については、Mobile Link のパフォーマンスに関するホワイト

ペーパ ( 英文 ) http://my.sybase.com/detail?id=1009664 と 『Mobile Link 
管理ガイド』 > 「Mobile Link のパフォーマンス」を参照してくださ

い。

このオプションの設定値は -wu オプションのデフォルト設定にもなり

ます。-wu オプションは、同時にアップロードできるスレッド数を制

限するためのオプションです。特に、処理速度が遅いコンピュータ上
のリモート・データベース、または Mobile Link サーバとの通信速度

が遅い接続など、ダウンロードを行うワーカ・スレッドの最適数が、
アップロードを行うワーカ・スレッドの最適数より多い場合は、この
オプションが役立ちます。処理速度が遅い同期クライアント (Palm デ
バイスまたはダイヤルアップ接続のコンピュータなど ) に対するテス

トでは、ワーカ・スレッド数を大きく設定し (-w を使用 )、アップ

ロードを同時に適用できるワーカ・スレッド数を小さく設定する (-wu 
を使用 ) ことで、最高のスループットを達成できました。通常、-wu 
の最適数は統合データベースによって異なり、リモート・データベー
スの処理速度またはネットワーク速度とはあまり関係ありません。し
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たがって、-w を使用してスレッド数を増やす場合、-wu を使用して同

時にアップロードできるスレッド数を制限できます。詳細について
は、「-wu オプション」 268 ページを参照してください。

ワーカ・スレッド数のデフォルトは 5 です。

-wu オプション

機能 アップロードを同時に適用できるワーカ・スレッドの最大数を設定し
ます。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -wu count …

説明 -wu オプションを使用して、アップロードを同時に適用できるワー

カ・スレッド数を制限します。制限値に達すると、アップロードの適
用の準備が完了しているワーカ・スレッドは、別のワーカ・スレッド
がアップロードを終了するまで待機します。ワーカ・スレッドが余っ
ていれば、アップロードを受け取るか、ダウンロードすることができ
ます。

統合データベースで発生する競合の最も一般的な原因は、アップロー
ドを同時に適用するワーカ・スレッドが多すぎることです。ネット
ワーク接続の速度が遅い場合、またはクライアント・デバイスの処理
速度が遅い場合に、この問題が発生します。たとえば、広域無線ネッ
トワーク上で作業するときや Palm デバイスを使用する場合は、ス

レッド数を増やす (-w を使用 ) 一方で、同時にアップロードを適用で

きるスレッド数を制限できます。

次の例を考えます。LAN と PC 上のリモート・データベースを使用す

るパイロット設定では、アップロード専用同期とダウンロード専用同
期の両方に対して、ワーカ・スレッドの最適数は約 10 であり、それ

が統合データベースの CPU 使用率 100% に相当します。ワーカ・ス

レッドの数が少ないと、スループットが低下し、統合データベースの 
CPU 使用率が低下します。ワーカ・スレッドの数が多くても、統合

データベースの処理速度はワーカ数が 10 の場合と同じなので、ス

ループットは向上しません。Mobile Link ワーカ・スレッド数を 10 に
指定してダイヤルアップ・ネットワークに切り替えると、スループッ
トが低下し、統合データベースの CPU 使用率が低下します。ワーカ・

スレッド数を増やす (-w を使用 ) 一方、アップロードを同時に適用で
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きる数を 10 に制限 (-wu を使用 ) することによって、LAN で達成でき

る値に近いスループット ( および統合データベースの CPU 使用率 ) を
達成できます。

デフォルトでは、すべてのワーカ・スレッドで同時にアップロードを
適用できます。使用されるワーカ・スレッドの数は -w オプションで

設定します。デフォルトは 5 です。

-x オプション

機能 Mobile Link クライアントのネットワーク・プロトコルとプロトコル・

オプションを設定します。Mobile Link 同期サーバは、これらのプロ

トコルとパラメータを使用して同期要求を受信します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" 
   -x protocol[ protocol-options ]…

protocol-options : ( keyword=value;... )

説明 クライアント・アプリケーションとの通信に使用する通信プロトコル
を指定します。デフォルトは TCPIP でポート 2439 を使用します。

Ultra Light ユーザに対する注意

Ultra Light Java アプリケーションを使用し、TLS セキュリティを使用

している場合は、-x の構文が多少異なります。詳細については、

『Ultra Light 静的型 Java ユーザーズ・ガイド』 > 「トランスポート・レ

イヤ・セキュリティ」を参照してください。

許可されている protocol の値は次のとおりです。

•    tcpip   TCP/IP を介したアプリケーションからの接続を受け入れ

ます。

•    http   標準の Web プロトコルを介した接続を受け入れます。ク

ライアント・アプリケーションは HTTP のバージョンを選択で

き、Mobile Link 同期サーバは接続ごとにバージョンを調整しま

す。
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•    https   安全なトランザクションを処理する HTTP の変形プロト

コルを介した接続を受け入れます。HTTPS ストリームは、RSA 
暗号化を使用して HTTP over SSL/TLS を実装します。また、他

の HTTPS サーバと互換性があります。

•    https_fips   HTTPS プロトコルと、FIPS が承認している暗号化ア

ルゴリズムを使用して、接続を受け入れます。HTTPS_FIPS で
は、別の FIPS 140-2 承認ソフトウェアを使用します。rsa_tls を
使用しているサーバは、rsa_tls_fips を使用しているクライアン

トと互換性があり、rsa_tls_fips を使用しているサーバは、rsa_tls 
を使用しているクライアントと互換性があります。rsa_tls_fips 
は、Windows 上の Adaptive Server Anywhere データベースでのみ

使用できます。

オプションで、option=value の形式でネットワーク・プロトコル・オ

プションを指定することもできます。個々の複数のオプションは、セ
ミコロンで区切ってください。指定するオプションは、選択するプロ
トコルによって異なります。

•    TCP/IP オプション   tcpip プロトコルを指定する場合は、オプ

ションで次のプロトコル・オプションを指定できます。

•    backlog=number-of-connections   リモート接続の最大数。

この値を超えて新しい同期要求が行われると Mobile Link 
によって拒否されるため、クライアント側で同期が失敗し
ます。バックログのサイズを指定することで、サーバがビ
ジーなときにクライアントが同期を待ち続けることを回避
できます。バックログのサイズが指定されていない場合、
クライアントは、バックログのサイズにかかわらず同期を
試行します。

•    host=hostname   Mobile Link 同期サーバが受信に使用する

ホスト名または IP 番号。デフォルト値は localhost です。

•    ignore=hostname   接続を確立する場合に、Mobile Link 同期

サーバが無視するホスト名または IP 番号。このオプション

を使用すると、最も可能性が低いレベルにある負荷分散装
置からの要求を無視することができ、Mobile Link サーバ・

ログおよび Mobile Link モニタの出力ファイルへの過剰な

出力を回避できます。無視するホストは複数指定できま
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す。たとえば、-x 

tcpip(ignore=lb1;ignore=123.45.67.89) の形式で指定

します。

•    liveness_timeout=n   クライアントとの最後の通信から、

Mobile Link が同期をアボートするまでの時間 ( 秒単位 )。値 
0 はタイムアウトがないことを意味します。クライアント

のダウンロード確認が off ( デフォルト ) に設定されている

場合だけ、このオプションは有効です。デフォルトは 120 
秒。

•    port=portnumber   Mobile Link 同期サーバが受信に使用す

るソケット・ポート番号。デフォルトのポートは 2439 で
す。これは、Mobile Link 同期サーバの IANA 登録ポート番

号です。

security=cipher(keyword=value;…)   この接続を介して行わ

れるすべての通信は、トランスポート・レイヤ・セキュリ
ティを使用して暗号化および認証されます。暗号化は 
ecc_tls、rsa_tls、rsa_tls_fips のいずれかで、これらは楕円

曲線暗号化、RSA 暗号化、FIPS 承認の RSA 暗号化にそれ

ぞれ対応します。rsa_tls_fips は、Certicom の FIPS 140-2 承
認ソフトウェアという別のソフトウェアを使用しますが、
https ( バージョン 9.0.2 以降 ) を使用するクライアントと互

換性があります。rsa_tls_fips は、Windows 上の Adaptive 
Server Anywhere クライアントでのみ使用できます。

下位互換性を保つために、ecc_tls を certicom_tls と指定す

ることもできます。

セキュリティ・パラメータは、certificate ( サーバ認証で使

用される証明書のパスとファイル名 ) および 
certificate_password です。選択した暗号パッケージ・プロ

グラムと一致する証明書を使用してください。

詳細については、「トランスポート・レイヤ・セキュリ
ティを使用する Mobile Link 同期サーバの起動」 219 ページ

を参照してください。
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別途ライセンスを取得できるオプションが必要

トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用するには、
別途ライセンスを取得できる SQL Anywhere Studio セキュ

リティ・オプションを入手する必要があります。このセ
キュリティ・オプションは、輸出規制対象品目です。

このコンポーネントの注文方法については、『SQL 
Anywhere Studio の紹介』 > 「別途ライセンスが入手可能な

コンポーネント」を参照してください。

•    HTTP オプション   http プロトコルを指定する場合は、オプショ

ンで次のプロトコル・オプションを指定できます。

•    backlog=number-of-connections   リモート接続の最大数。

この値を超えて新しい同期要求が行われると Mobile Link 
によって拒否されるため、クライアント側で同期が失敗し
ます。バックログのサイズを指定することで、サーバがビ
ジーなときにクライアントが同期を待ち続けることを回避
できます。バックログのサイズが指定されていない場合、
クライアントは、バックログのサイズにかかわらず同期を
試行します。

•    buffer_size=number   Mobile Link サーバから送信される 
HTTP メッセージの本文の最大サイズ ( バイト単位 )。この

オプションを変更すると、HTTP メッセージの送信に割り

当てられるメモリ量が減少または増加します。デフォルト
は 65,535 バイトです。

•    contd_timeout=seconds   同期を中止する前に、部分的に完

了した同期の次の部分を受信するまで Mobile Link 同期

サーバが待機する秒数。クライアントが接続を続行しない
ことが待機時間で示されている場合は Mobile Link のワー

カ・スレッドを解放するように、このオプションを調整で
きます。デフォルト値は 30 秒です。

•    host=hostname   Mobile Link 同期サーバが受信に使用する

ホスト名または IP 番号。デフォルト値は localhost です。
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•    port=portnumber   Mobile Link 同期サーバが受信に使用す

るソケット・ポート番号。ポート番号は 10 進数で、Mobile 
Link 同期サーバがモニタするように設定されているポート

と一致させます。デフォルトのポートは 80 です。

•    unknown_timeout=seconds   同期を中止する前に、新しい接

続の HTTP ヘッダを受信するまで Mobile Link 同期サーバ

が待機する秒数。ネットワーク障害が発生したことが待機
時間で示されている場合は Mobile Link のワーカ・スレッ

ドを解放するように、このオプションを調整できます。デ
フォルト値は 30 秒です。

•    url_suffix=suffix   各 HTTP 要求の 1 行目の URL に追加する

サフィックス。このパラメータを使用して、特定のクライ
アントが確実に目的のサーバへ接続するようにできます。
値が一致しないと、同期は失敗します。

•    version=http-version   Mobile Link 同期サーバは、クライア

ントが使用している HTTP のバージョンを自動的に検出し

ます。このパラメータは、クライアントが使用している
バージョンをサーバが検出できない場合に使用される、
HTTP のデフォルト・バージョンを指定する文字列です。

1.0 または 1.1 を選択できます。デフォルト値は 1.1 です。

•    HTTPS または HTTPS_FIPS オプション   https 通信ストリーム

では、トランスポート・レイヤ・セキュリティで RSA デジタル

証明書を使用します。https_fips ストリームでは、別の FIPS 140-
2 承認ソフトウェアを使用しますが、https と互換性があります。

詳細については、「トランスポート・レイヤ・セキュリティを使
用する Mobile Link 同期サーバの起動」 219 ページを参照してく

ださい。

別途ライセンスを取得できるオプションが必要

トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用するには、別途
ライセンスを取得できる SQL Anywhere Studio セキュリティ・オ

プションを入手する必要があります。このセキュリティ・オプ
ションは、輸出規制対象品目です。
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このコンポーネントの注文方法については、『SQL Anywhere 
Studio の紹介』 > 「別途ライセンスが入手可能なコンポーネン

ト」を参照してください。

https プロトコルを指定する場合は、オプションで次のプロトコ

ル・オプションを指定できます。

•    backlog=number-of-connections   リモート接続の最大数。

この値を超えて新しい同期要求が行われると Mobile Link 
によって拒否されるため、クライアント側で同期が失敗し
ます。バックログのサイズを指定することで、サーバがビ
ジーなときにクライアントが同期を待ち続けることを回避
できます。バックログのサイズが指定されていない場合、
クライアントは、バックログのサイズにかかわらず同期を
試行します。

buffer_size=number   Mobile Link サーバから送信される 
HTTPS メッセージの本文の最大サイズ ( バイト単位 )。この

オプションを変更すると、HTTPS メッセージの送信に割り

当てられるメモリ量が減少または増加します。デフォルト
は 65,535 バイトです。

•    contd_timeout=seconds   同期を中止する前に、部分的に完

了した同期の次の部分を受信するまで Mobile Link 同期

サーバが待機する秒数。クライアントが接続を続行しない
ことが待機時間で示されている場合は Mobile Link のワー

カ・スレッドを解放するように、このオプションを調整で
きます。デフォルト値は 30 秒です。

•    host=hostname   Mobile Link 同期サーバが受信に使用する

ホスト名または IP 番号。デフォルト値は localhost です。

•    port=portnumber   Mobile Link 同期サーバが受信に使用す

るソケット・ポート番号。ポート番号は 10 進数で、Mobile 
Link 同期サーバがモニタするように設定されているポート

と一致させます。デフォルトのポートは 443 です。

•    certificate   サーバ認証で使用される証明書のパスとファイ

ル名。これは RSA 証明書にしてください。
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•    certificate_password   証明書のパスワードを指定するオプ

ションのパラメータ。

セキュリティの詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 
> 「Mobile Link トランスポート・レイヤ・セキュリティ」

を参照してください。

•    unknown_timeout=seconds   同期を中止する前に、新しい接

続の HTTP ヘッダを受信するまで Mobile Link 同期サーバ

が待機する秒数。ネットワーク障害が発生したことが待機
時間で示されている場合は Mobile Link のワーカ・スレッ

ドを解放するように、このオプションを調整できます。デ
フォルト値は 30 秒です。

•    url_suffix=suffix   各 HTTP 要求の 1 行目の URL に追加する

サフィックス。このパラメータを使用して、特定のクライ
アントが確実に目的のサーバへ接続するようにできます。
値が一致しないと、同期は失敗します。

•    version=http-version   Mobile Link 同期サーバは、クライア

ントが使用している HTTP のバージョンを自動的に検出し

ます。このパラメータは、クライアントが使用している
バージョンをサーバが検出できない場合に使用される、
HTTP のデフォルト・バージョンを指定する文字列です。

1.0 または 1.1 を選択できます。デフォルト値は 1.1 です。

例 次のコマンド・ラインは、バックログのサイズを 10 接続に設定しま

す。

dbmlsrv9 -c dsn=asa90sample;uid=DBA;pwd=SQL -x 
http(backlog=10)

-za オプション

機能 簡単なスナップショットを使った同期を実行する文ベースのスクリプ
トを生成します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -za

説明 次のスクリプトを生成します。

•    upload_insert
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•    upload_update

•    upload_delete

•    download_cursor

このオプションは、アクティブなスクリプト、つまり現在の同期に対
して使用されるスクリプトを生成します。生成されたスクリプトは、
保存され、同じスクリプト・バージョンを使用する後続の同期に対し
て使用されます。-za オプションは通常、短時間のデモに使用されま

す。独自のスクリプトを作成する手始めとしてスクリプトを生成する
には、dbmlsrv9 -ze オプションの方がより便利です。

スクリプトを生成するには、クライアントがカラム名を送信すること
も指定してください。同期を開始するときに、この指定を行います。
Adaptive Server Anywhere リモートについては、『Mobile Link クライア

ント』 > 「SendColumnNames (scn) 拡張オプション」を参照してくださ

い。Ultra Light リモートについては、『Mobile Link クライアント』 > 
「Send Column Names 同期パラメータ」を参照してください。

生成されたスクリプトは、クライアントから送信されたテーブル名と
カラム名を使用して、1 対 1 のスナップショット同期を実行します。

統合データベースにリモートと異なるテーブル名またはカラム名があ
る場合は、これらのスクリプトをアクティブにすると、同期中にエ
ラーが発生します。

注意：
存在しないスクリプト・バージョンで初めてリモートが同期するとき
に、スクリプトが生成されます。指定したスクリプト・バージョンが
存在する場合は、-za は機能しません。つまり、-za を使用して、同じ

スクリプト・バージョンの複数のスクリプトを、一度に 1 つのテーブ

ルに対して 1 つずつ生成することはできません。-za を使用する場合

は、すべてのテーブルとパブリケーションに対するスクリプトを一度
に生成してください。

参照 ◆ 「-ze オプション」 277 ページ

例 次の dbmlsrv9 コマンドは、スクリプトの自動生成を有効にします。

dbmlsync コマンドは、必要な SendColumnNames オプションを設定し

ます。
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dbmlsrv9 -c "dsn=YourDBDSN" -za
 dbmlsync -c dsn=dsn_remote -e "SendColumnNames=ON"

-ze オプション

機能 簡単なスナップショットを使った同期を実行するサンプル・スクリプ
トを生成します ( スクリプトがアクティブな場合 )。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -ze

説明 次のスクリプトを生成します。

•    example_upload_insert

•    example_upload_update

•    example_upload_delete

•    example_download_cursor

これらのスクリプトをもとに独自のスクリプトを作成できます。

スクリプトを生成するには、クライアントがカラム名を送信すること
も指定してください。同期を開始するときに、この指定を行います。
Adaptive Server Anywhere リモートについては、『Mobile Link クライア

ント』 > 「SendColumnNames (scn) 拡張オプション」を参照してくださ

い。Ultra Light リモートについては、『Mobile Link クライアント』 > 
「Send Column Names 同期パラメータ」を参照してください。

生成されたスクリプトは、クライアントから送信されたテーブル名と
カラム名を使用して、1 対 1 のスナップショット同期を実行します。

統合データベースにリモートと異なるテーブル名またはカラム名があ
る場合は、これらのスクリプトをアクティブにすると、同期中にエ
ラーが発生します。

注意：
スクリプトが生成されるのは、リモートが最初に同期するときと、指
定のスクリプト・バージョンが存在しないときだけです。それ以外の
場合、-ze は機能しません。
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参照 ◆ 「-za オプション」 275 ページ

-zp オプション

機能 競合検出にどのタイムスタンプ値を使用するかを調整します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -zp

説明 このオプションを使用すると、統合データベースとリモート・データ
ベース間にタイムスタンプの競合がある場合に、最小精度よりも高い
精度を持つタイムスタンプ値を競合検出に使用できます。リモート・
データベース上の更新されたタイムスタンプによって、次の同期で競
合が発生する場合があるため、このオプションは、統合データベース
のタイムスタンプがリモート・データベースのタイムスタンプよりも
精度が高い場合に有用です。このオプションを指定すると、Mobile 
Link はそのような競合を無視します。精度が不一致で -zp が使用され

ていない場合は、同期ごとにスキーマが異なるテーブル別の警告がロ
グに書き込まれるので、-zp オプションの使用を推奨します。可能で

あればリモート・データベースのタイムスタンプの精度を調整するよ
うユーザに通知する、同期ごとの警告もさらに追加されます。

-zs オプション

機能 dbmlstop 用の Mobile Link サーバの名前を指定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -zs name

説明 指定する名前には、英数字を使用できますが、その他の文字は使用で
きません。

-zs オプションを使用して起動した Mobile Link 同期サーバの停止に 
dbmlstop を使用するときは、サーバ名を dbmlstop のコマンド・ライン

で指定する必要があります。たとえば、dbmlstop myMLserver と指

定します。Mobile Link 同期サーバがインストールされているコン

ピュータからしか、シャットダウンは開始できません。

参照 ◆ 「Mobile Link 停止ユーティリティ」 606 ページ
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-zt オプション

機能 Mobile Link 同期サーバを実行するのに使用されるプロセッサの最大

数を指定します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -zt number

説明 一部の ODBC ドライバでは、このオプションが必須です。また、プ

ロセッサ・リソースを厳密に制御できます。

このオプションは、Windows オペレーティング・システムでしか使用

できません。デフォルトは、コンピュータに搭載されているプロセッ
サの数です。

-zu オプション

機能 authenticate_user スクリプトが未定義の場合に、ユーザの自動的な追

加を制御します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -zu{ + | - } …

説明 このオプションを -zu+ として指定すると、認識されなかった Mobile 
Link ユーザ名が最初の同期時に ml_user テーブルに追加されます。-
zu- を引数に指定するか、まったく指定しない場合は、認識されない

ユーザ名を同期できません。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Mobile Link ユーザの認証」

◆ 「Mobile Link ユーザ認証ユーティリティ」 608 ページ

◆ 「authenticate_user 接続イベント」 420 ページ

-zw オプション

機能 表示する警告メッセージのレベルを制御します。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -zw levels

説明 Mobile Link には、5 つのレベルの警告メッセージがあります。
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レポートする警告メッセージのレベルを指定する場合は、複数のレベ
ルをカンマで区切るか、2 つのドットで範囲を指定できます。たとえ

ば、-zw 1..3,5 は、-zw 1,2,3,5 と同じです。

メッセージのレポートはパフォーマンスにほとんど影響しません。レ
ベル数が高いほど、多くのメッセージが生成される傾向があります。

同じコマンド・ラインで -zw を 2 回以上使用すると、Mobile Link は最

後のインスタンスのみを認識します。-zw、-zwd、-zwe の設定が競合

する場合は、-zwe、-zwd、-zw の優先順位で処理されます。

デフォルトは 1,2,3,4,5 です。この場合、すべてのレベルの警告メッ

セージが表示されます。

-zwd オプション

機能 特定の警告コードを無効にします。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -zwd code,…

レベル 説明

0 すべての警告メッセージを表示しない

1 サーバ・レベルと高い ODBC レベル：Mobile Link 同期

サーバが起動するときに警告メッセージを表示

2 同期レベルとユーザ・レベル：同期が開始するときに警
告メッセージを表示

3 スキーマ・レベル：Mobile Link 同期サーバがクライアン

ト・スキーマを処理するときに警告メッセージを表示

4 スクリプト・レベルと低い ODBC レベル：Mobile Link 同
期サーバがスクリプトをフェッチ、準備、または実行す
るときに警告メッセージを表示

5 テーブル・レベルまたはロー・レベル：Mobile Link 同期

サーバがアップロードまたはダウンロードでテーブル操
作を実行するときに警告メッセージを表示
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説明 特定の警告コードを無効にすると、同じレベルの他のコードがレポー
トされる場合でも、その警告コードはレポートされません。

警告メッセージ・コードの完全なリストについては、『ASA エラー・

メッセージ』 > 「Mobile Link 同期サーバの警告メッセージ」を参照し

てください。

同じコマンド・ラインで -zwd を 2 回以上使用すると、Mobile Link は
設定を累積します。-zw、-zwd、-zwe の設定が競合する場合は、-zwe、
-zwd、-zw の優先順位で処理されます。

-zwe オプション

機能 特定の警告コードを有効にします。

構文 dbmlsrv9 -c "connection-string" -zwe code,…

説明 特定の警告コードを有効にすると、-zw で同じレベルの他のコードを

無効にしてある場合でも、その警告コードがレポートされます。

警告メッセージ・コードの完全なリストについては、『ASA エラー・

メッセージ』 > 「Mobile Link 同期サーバの警告メッセージ」を参照し

てください。

同じコマンド・ラインで -zwe を 2 回以上使用すると、Mobile Link は
設定を累積します。-zw、-zwd、-zwe の設定が競合する場合は、-zwe、
-zwd、-zw の優先順位で処理されます。
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第 ２ 部 Mobile Link スクリプト論理

第 2 部では、Mobile Link スクリプト論理の使用方法につ

いて説明します。
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第 12 章 

同期スクリプトの作成

この章の内容 同期スクリプトを作成して統合データベースに格納することで、同期
処理を制御できます。

SQL、Java、または .NET でスクリプトを作成できます。この章の内

容はすべての種類のスクリプトに適用されますが、主に SQL で同期

スクリプトを作成する方法について説明します。

スクリプト作成の詳細については、以下の項目を参照してください。

•    「同期イベント」 401 ページ

•    「同期の方法」 57 ページ

•    「Java による同期スクリプトの作成」 321 ページ

•    「.NET での同期スクリプトの作成」 353 ページ
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同期スクリプトの概要

「Mobile Link 同期論理」は、統合データベースに保管されているスク

リプト ( 個別の文またはストアド・プロシージャ・コール ) で構成さ

れます。同期中は、Mobile Link 同期サーバがスクリプトを読み込み、

統合データベースに対してスクリプトを実行します。スクリプトに
よって、同期処理中のさまざまな時点でタスクを実行することができ
ます。統合データベースにスクリプトを追加するには、Sybase Central 
を使用します。また、ストアド・プロシージャも使用できます。

同期処理には、複数の手順があります。各手順は、ユニークな「イベ

ント名」で識別されます。これらのイベントのいずれかに対応するス
クリプトを作成することによって、同期処理を制御します。スクリプ
トは、特定のイベントで特定の動作を行う必要がある場合にのみ作成
します。Mobile Link 同期サーバは、イベントが発生するとそれに対

upload_insert

upload_delete

Mobile Link
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応するスクリプトを実行します。特定のイベントに対してスクリプト
を定義していない場合、Mobile Link 同期サーバは単に次の手順に進

みます。

たとえば、begin_upload_rows というイベントを考えてみます。スクリ

プトを作成して、このイベントに関連付けることができます。Mobile 
Link 同期サーバは、このスクリプトを、必要となった時点で初めて読

み込み、同期のアップロード・フェーズ中に実行します。スクリプト
を作成しなかった場合、Mobile Link 同期サーバは直ちに次の手順、

つまり、アップロードされたローを処理する手順に移ります。

「テーブル・スクリプト」と呼ばれるスクリプトは、イベントだけで
なく、リモート・データベースの特定のテーブルにも対応します。
Mobile Link 同期サーバは、いくつかのタスクをテーブル単位で実行

します ( たとえばローのダウンロード )。同じイベントでもアプリ

ケーション・テーブルが異なれば、複数のスクリプトに対応すること
ができます。または、いくつかのアプリケーション・テーブルに対し
ては複数のスクリプトを定義し、他のアプリケーション・テーブルに
対しては何も定義しないこともできます。

イベントの概要については、「同期処理」 18 ページを参照してくださ

い。

作成可能な各スクリプトの説明については、「同期イベント」 401 ペー

ジを参照してください。

SQL、Java、または .NET でスクリプトを作成できます。この章の内

容はすべての種類のスクリプトに適用されますが、主に SQL で同期

スクリプトを作成する方法について説明します。

SQL、Java、.NET の説明と比較については、「同期論理の作成オプ

ション」 31 ページを参照してください。

.NET でのスクリプト作成については、「.NET での同期スクリプトの

作成」 353 ページを参照してください。

Java でのスクリプト作成については、「Java による同期スクリプトの

作成」 321 ページを参照してください。

同期スクリプトを実装する方法については、「同期の方法」 57 ページ

を参照してください。
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簡単な同期スクリプト

Mobile Link には利用可能なイベントがたくさんありますが、その各

イベントに対してスクリプトを作成する必要はありません。簡単な同
期モデルの場合、必要なスクリプトはわずかです。

テーブルから各リモート・データベースにすべてのローをダウンロー
ドすると、CustDB サンプル・アプリケーションの ULProduct テーブ

ルと同期します。この場合、リモート・データベースでの追加は許可
されません。この簡単な形の同期は、1 つのスクリプトで実装できま

す。この例では、1 つのイベントだけに関連するスクリプトを使用し

ます。

各同期中にダウンロードするローを制御する Mobile Link イベントは、

download_cursor イベントと呼ばれます。カーソル・スクリプトには、

SELECT 文が必要です。Mobile Link 同期サーバは、このクエリを使用

してカーソルを定義します。download_cursor スクリプトの場合、

カーソルによって、リモート・データベース内の特定の 1 テーブルに

ダウンロードするローが選択されます。

CustDB サンプル・アプリケーションには、このサンプル・アプリ

ケーションにある ULProduct テーブルに対応する download_cursor ス
クリプトが 1 つあり、次のクエリから構成されています。

SELECT prod_id, price, prod_name
 FROM ULProduct

このクエリは結果セットを生成します。クライアントには、この結果
セットを構成するローがダウンロードされます。この場合は、テーブ
ルのすべてのローがダウンロードされます。

Mobile Link 同期サーバでは、ULProduct アプリケーション・テーブル

へローを送信することを認識しています。これは、このスクリプトが 
download_cursor イベントと ULProduct テーブルの両方に対応するよう

な方法で統合データベースに格納されているからです。Sybase Central 
ではこのような対応付けが可能です。
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注意
この例では、クエリによって同じ ULProduct という名前の統合テーブ

ルからデータが選択されます。この名前が同じである必要はありませ
ん。クエリを書き換えることで、統合データベース内の任意の単一ま
たは複数のテーブルのデータを ULProduct アプリケーション・テーブ

ルにダウンロードするようにできます。

より複雑な同期スクリプトを作成することもできます。たとえば、最
近修正されたローだけをダウンロードするスクリプトや、リモート・
データベースごとに異なる情報を提供するスクリプトを作成できま
す。

スクリプトの自動生成

dbmlsrv9 -za オプションを使用して、デフォルトの同期スクリプトを

生成できます。同期スクリプトは、クライアントから送信されたテー
ブル名とカラム名を使用して、リモート・データベースと統合データ
ベースのスナップショット同期を実行します。

Adaptive Server Anywhere クライアントでこの機能を使用するには、

SendColumnNames 拡張オプションを ON にして、dbmlsync がアップ

ロード・ヘッダとともにカラム名を送信するように設定します。Ultra 
Light クライアントでこの機能を使用するには、send_column_names パ
ラメータを ul_true に設定します。

-za を指定すると、存在しないスクリプト・バージョンで初めてリ

モートが同期するときにスクリプトが生成されます。指定したスクリ
プト・バージョンが存在する場合は、-za は機能しません。つまり、-
za を使用して、同じスクリプト・バージョンのスクリプトを、一度に 
1 テーブルずつ生成することはできません。-za を使用する場合は、

すべてのテーブルとパブリケーションに対するスクリプトを一度に生
成してください。

詳細については、「-za オプション」 275 ページを参照してください。

例 -za スイッチを使用して Mobile Link 同期サーバを起動します。たとえ

ば、次のように入力します。

dbmlsrv9 -c "dsn=YourDBDSN" -za
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dbmlsync を実行して、SendColumnNames 拡張オプションを ON に設

定します。たとえば、次のように入力します。

dbmlsync -c dsn=dsn_remote -e "SendColumnNames=ON"

パブリケーションに指定されたすべてのテーブルに対してスクリプト
が生成されます。同期では、これらの自動生成スクリプトが、クライ
アントと統合データベース間のデータのアップロードとダウンロード
を制御します。次の表は、emp テーブルで使用するサンプル・スクリ

プトのリストです。

サンプル・スクリプトの生成

dbmlsrv9 -ze オプションを使用して、サンプル同期スクリプトを生成

できます。サンプル同期スクリプトは、クライアントが送信したテー
ブル名とカラム名を使用して、統合データベースとリモート・データ
ベースとのスナップショットを使った同期を実行できますが、使用不
可に設定されています。統合データベースのテーブル名またはカラム
名が異なっていると、サンプル同期スクリプトを有効にすることに
よって、同期中にエラーが発生します。

Adaptive Server Anywhere クライアントでこの機能を使用するには、

SendColumnNames 拡張オプションを ON にして、dbmlsync がアップ

ロード・ヘッダとともにカラム名を送信するように設定します。Ultra 
Light クライアントでこの機能を使用するには、send_column_names パ
ラメータを ul_true に設定します。

スクリプト名 スクリプトの内容

upload_insert INSERT INTO emp (emp_id, emp_name)
 VALUES (?,?)

upload_update UPDATE emp SET emp_name=?
 WHERE emp_id=?

upload_delete DELETE FROM emp
 WHERE emp_id=?

download_cursor SELECT emp_id, emp_name FROM emp
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-ze オプションは、サンプル・スクリプト example_upload_insert、
example_upload_update、example_upload_delete、
example_download_cursor を生成します。

詳細については、「-ze オプション」 277 ページを参照してください。

例 次の例は、Adaptive Server Anywhere リモート・データベース用のスク

リプトを生成します。

コマンド・プロンプトで次のコマンドを入力します。

dbmlsrv9 -c "dsn=YourDBDSN" -ze

コマンド・プロンプトで次のコマンドを入力します。

dbmlsync -c dsn=dsn_remote -e "SendColumnNames=ON"

この例では、同期定義で指定したすべてのテーブルに対してサンプ
ル・スクリプトが生成されます。スクリプトは、同期定義で指定した
それぞれのテーブルに対して生成されます。次の表は、emp テーブル

で使用するサンプル・スクリプトのリストです。

サンプル・スクリプトは、文で指定した条件を満たすすべてのレコー
ドを同期サブスクリプション内のテーブルから選択してアップロード
します。したがって、たとえば emp の upload_insert スクリプトの場合

には emp からすべてのレコードが挿入されます。サンプル・スクリ

プトは、同期サブスクリプションで指定したリモート・データベース
内のテーブルごとに生成されます。Mobile Link 同期サーバは、ス

スクリプト名 スクリプト

example_upload_insert INSERT INTO emp 
(emp_id,emp_name) VALUES (?,?)

example_upload_update UPDATE emp SET emp_name=?
 WHERE emp_id=?

example_upload_delete DELETE FROM emp
 WHERE emp_id=?

example_download_cursor SELECT emp_id, emp_name FROM emp
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ナップショットを使った同期に必要な完全なスクリプトを生成しま
す。同期記述が処理されると、すぐにスクリプトが追加されます。ス
クリプトの生成後に、同期はアボートされます。

Ultra Light 用のサンプル・スクリプト

Ultra Light アプリケーションを構築すると、Ultra Light ジェネレータ

によって、Ultra Light リファレンス・データベースに 
example_download_cursor スクリプトが自動的に挿入されます。ダウン

ロード用サンプル・スクリプトのアクションは、リモート・データ
ベースにある対応するテーブルのすべてのローをダウンロードすると
いうものです。スクリプトは、select リストを適切な順序で指定して

います。

サンプル・スクリプトは ml_scripts テーブルに挿入されますが、これ

を download_cursor イベントに関連付けるエントリを ml_table_script 
テーブルに挿入しないかぎり、使用されません。

少なくとも、ダウンロード・カーソル用のサンプル・スクリプトから
は、リモート・データベースが予期するカラム順がわかります。
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スクリプトと同期処理

各スクリプトは、同期処理の特定のイベントに対応します。特定の動
作を行う必要がある場合にのみ、スクリプトを作成します。不要なイ
ベントは、定義しないでおくことができます。

同期処理を大きく 2 つに分けると、アップロードされた情報の処理

と、ダウンロードするためのローの準備があります。

Mobile Link 同期サーバは、各スクリプトを、必要となった時点で初

めて読み込み、準備します。以後は、イベントが呼び出されるたびに
スクリプトが実行されます。

イベントの順序 Mobile Link イベントの完全な順序については、『Mobile Link 管理ガイ

ド』 > 「Mobile Link イベントの概要」を参照してください。

アップロード・ストリームの処理の詳細については、「ローをアップ
ロードするスクリプトの作成」 305 ページを参照してください。

ダウンロード・ストリームの処理の詳細については、「ローをダウン
ロードするスクリプトの作成」 308 ページを参照してください。

注意 •    Mobile Link テクノロジによって、複数のクライアントを一度に

同期させることができます。この場合、各クライアントは別々
の接続を使用して統合データベースにアクセスします。

•    1 つの接続で複数の同期要求を処理できるので、begin_connection 
イベントと end_connection イベントは特定の同期に依存しませ

ん。これらのスクリプトには、パラメータがありません。これ
らは、接続レベルのスクリプトの例です。

•    イベントの中には、各同期に対して 1 回だけ呼び出され、1 つの

パラメータを持つものがあります。このパラメータは、同期処
理中の Mobile Link クライアントをユニークに識別するユーザ名

です。これらも、接続レベルのスクリプトの例です。

•    各テーブルが同期されるたびに 1 回ずつ呼び出されるイベント

もあります。これらのイベントに対応するスクリプトは、テー
ブル・レベルのスクリプトと呼ばれます。これらのスクリプト
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には、2 つのパラメータがあります。パラメータの 1 つは、同期

関数の呼び出しで提供されるユーザ名で、もう 1 つは、同期さ

れるリモート・データベース内のテーブル名です。

各テーブルは専用のテーブル・スクリプトを持つことができま
すが、いくつかのテーブルで共有されるテーブル・レベルのス
クリプトを作成することもできます。

•    begin_synchronization など、一部のイベントは接続レベルとテー

ブル・レベルの両方で発生します。これらのイベントに対して
は、接続スクリプトとテーブル・スクリプトの両方を作成する
ことができます。

•    同期処理がどのように複数のトランザクションに分散されるか

については、COMMIT 文が参考になります。

•    エラーは、同期処理のあらゆる時点で発生する可能性がある特

殊なイベントです。エラーは、次のスクリプトを使用して処理
します。

handle_error( error_code, error_message, 
user_name, table_name )

各スクリプトやそのパラメータなどのリファレンス情報については、
「同期イベント」 401 ページを参照してください。
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スクリプトの種類

同期スクリプトは、接続全体または指定したテーブルに適用できま
す。

•    接続スクリプト   接続専用または同期専用の、どのリモート・

テーブルにも依存しないアクションを実行します。より複雑な
同期スキームを実行する際は、このスクリプトを他のスクリプ
トと組み合わせて使用します。

•    テーブル・スクリプト   1 つの同期と特定の 1 つのリモート・

テーブル専用のアクションを実行します。より複雑な同期ス
キームを実行する際は、このスクリプトを他のスクリプトと組
み合わせて使用します。

接続スクリプト

接続レベルのスクリプトは、特定のテーブルに関連付けられていない
高いレベルのイベントを制御します。これらのイベントは、各同期の
処理中に必要な全般的なタスクを実行するときに使用します。

接続スクリプトは、接続と切断を中心としてアクションを制御するほ
か、アップロード処理やダウンロード処理の開始と終了などの、同期
レベルのイベントでのアクションを制御します。一部の接続スクリプ
トには、関連するテーブル・スクリプトがあります。これらの接続ス
クリプトは、テーブルが同期されているかどうかに関係なく、いつで
も呼び出されます。

接続レベルのスクリプトは、特定のイベントで特定のアクションを実
行する必要がある場合にのみ作成します。少数のイベント用のスクリ
プトだけを作成すれば済む場合もあります。あらゆるイベントに対す
る Mobile Link 同期サーバのデフォルト・アクションは、何もアク

ションを実行しない設定になっています。簡単な同期スキームの中に
は、接続スクリプトが必要でないものもあります。

テーブル・スクリプト

テーブル・スクリプトによって、ローのアップロードの開始や終了、
競合の解決、ダウンロードするローの選択など、特定のテーブルの同
期に関する特定のイベントでのアクションを実行できます。
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テーブルの同期スクリプトは、統合データベースのあらゆるテーブル
またはテーブルの組み合わせを参照できます。この機能を使用して、
1 つまたは複数の統合テーブルに格納されたデータを特定のリモー

ト・テーブルに入れたり、1 つのリモート・テーブルからアップロー

ドされたデータを統合データベースの複数のテーブルに格納したりで
きます。

テーブル名は一致し
なくてもよい

リモート・データベースでのテーブル名と統合データベースでのテー
ブル名は、同じである必要はありません。Mobile Link 同期サーバは、

ml_table システム・テーブルでリモート・テーブル名を検索し、テー

ブルに対応するスクリプトを特定します。
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スクリプトのパラメータ

同期スクリプトのほとんどは、Mobile Link 同期サーバからパラメー

タを受け取ります。スクリプト内で疑問符を置くことによって、これ
らのパラメータをスクリプト内で使用できます。

次に、スクリプトで使用される共通パラメータの一部を示します。

•    last_download_timestamp   成功した最後の同期中の、ダウン

ロード・フェーズの直前に統合データベースから取得した値で
す。現在の Mobile Link のユーザが同期を行ったことがない場合

や同期に成功したことがない場合、この値は 1900-01-01 に設定

されます。

詳細については、「タイムスタンプベースの同期」 60 ページを参

照してください。

•    ml_username   このパラメータの値は、Mobile Link クライアン

トをユニークに識別する文字列です。Mobile Link 同期サーバで

同期を開始するとき、各クライアントをこの名前で識別します。
このパラメータは、接続レベルのほとんどのスクリプト、テー
ブル・レベルのすべてのスクリプト、いくつかのカーソル・ス
クリプトで使用できます。

ユーザ名は、リモート・データベースでのテーブルの分割に使
用できます。

•    table   リモート・データベースのテーブルを識別するパラメー

タです。統合データベースには、同じ名前のテーブルがある場
合とない場合があります。このパラメータは、テーブル・スク
リプトでのみ使用します。

パラメータを使用するには、SQL スクリプトで各パラメータに対して 
1 つ疑問符を置きます。オプションのパラメータもあります。Mobile 
Link 同期サーバが、各疑問符をパラメータ値に置き換えます。パラ

メータ値への置き換えは、スクリプト内でパラメータが定義されてい
る順序に従って行われます。

各スクリプトやそのパラメータなどのリファレンス情報については、
「同期イベント」 401 ページを参照してください。
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スクリプト・バージョン

スクリプトは、「スクリプト・バージョン」と呼ばれるグループに分
けられます。バージョンを指定することによって、アップロード・ス
トリームの処理やダウンロード・ストリームの準備に使用する同期ス
クリプト・セットを Mobile Link クライアントで選択できます。

統合データベースにスクリプト・バージョンを追加する方法について
は、「スクリプト・バージョンの追加」 299 ページを参照してくださ

い。

スクリプト・バー
ジョンの使用方法

スクリプト・バージョンを使用すると、スクリプトを異なる環境で実
行されるスクリプト・セットに編成することができます。この機能に
よって柔軟性が生まれ、特に次のような場合に便利です。

•    カスタマイズ   さまざまなリモート・ユーザからの情報を処理す

るために、異なるスクリプト・セットを使用します。たとえば、
組織のマネージャが自分が持っているデータベースを同期させ
るときに使用するスクリプト・セットを、他の人が使用するス
クリプト・セットとは別に作成することができます。これと同
じ機能を 1 つのスクリプト・セットで実現することもできます

が、より複雑なスクリプトになってしまいます。

•    アプリケーションのアップグレード   データベース・アプリケー

ションをアップグレードする場合、新しいスクリプトが必要に
なることがあります。これは、新しいバージョンのアプリケー
ションではデータ処理方法が異なる場合があるからです。リ
モート・データベースが変更される場合はほとんど、新しいス
クリプトが必要になります。通常は、すべてのユーザを同時に
アップグレードすることはできません。Mobile Link クライアン

トは、同期中に新しいスクリプト・セットの使用を要求するこ
とができます。古いスクリプトと新しいスクリプトの両方が
サーバ上で共存できるため、使用するアプリケーションのバー
ジョンに関わらず、すべてのユーザが同期できます。

•    複数のアプリケーション    1 つの Mobile Link 同期サーバが 2 つ
の完全に異なるアプリケーションを同期しなければならない場
合があります。たとえば、販売アプリケーションを使用する従
業員がいる一方で、在庫管理用に設計されたアプリケーション
が必要な従業員もいます。2 つのアプリケーションで異なるデー
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タ・セットが必要な場合は、各アプリケーションにつき 1 つの

バージョンとなるよう、2 つのバージョンの同期スクリプトを作

成できます。

•    スクリプト・バージョンのプロパティの設定   .NET または Java 
同期論理のクラスから、参照可能なスクリプト・バージョンの
プロパティを設定できます。詳細については、『Mobile Link 管理

ガイド』 > 「ml_add_property」 を参照してください。

バージョン名の割り
当て

スクリプト・バージョン名は、文字列です。統合データベースにスク
リプトを追加するときに、この名前を指定します。たとえば、
ml_add_connection_script ストアド・プロシージャと 
ml_add_table_script ストアド・プロシージャを使用してスクリプトを

追加する場合、スクリプト・バージョン名が 1 つ目のパラメータにな

ります。また、Sybase Central を使用してスクリプトを追加する場合

は、バージョン名を入力するように指示されます。

スクリプト・バージョンには、ml_sis_1 または ml_qa_1 という名前は

使用できません。これらの名前は、Mobile Link によって内部的に使

用されています。また、スクリプト・バージョンの名前は、ml_ で始

めないでください。

デフォルトのスクリ
プト・バージョン

リモート・サイトでスクリプト・バージョンが指定されなかった場
合、Mobile Link 同期サーバでは ml_script_version テーブルに定義され

た 1 つ目のバージョンが使用されます。スクリプト・バージョンが定

義されていない場合、同期は失敗します。

スクリプト・バージョンの追加

すべてのスクリプトはスクリプト・バージョンに関連付けられていま
す。接続スクリプトを追加するには、まず統合データベースにバー
ジョン名を追加してください。

詳細については、「スクリプト・バージョン」 298 ページを参照してく

ださい。
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❖ データベースにスクリプト・バージョンを追加するには、

次の手順に従います (Sybase Central の場合 )。

1 Sybase Central で [Mobile Link 同期 ] を右クリックして、統合

データベースに接続します。

2 [ バージョン ] フォルダを開きます。

3 [ バージョンを追加 ] をダブルクリックして、ウィザードの指

示に従います。

❖ データベースからスクリプト・バージョンを削除するには、

次の手順に従います (Sybase Central の場合 )。

1 Sybase Central で [Mobile Link 同期 ] を右クリックして、統合

データベースに接続します。

2 [ バージョン ] フォルダを開きます。

3 バージョン名を右クリックして、[ 削除 ] を選択します。

4 [ 削除の確認 ] ダイアログが表示されます。[ はい ] をクリッ

クします。

❖ データベースにスクリプト・バージョンを追加するには、

次の手順に従います ( ストアド・プロシージャの場合 )。

• スクリプト・バージョンは、接続スクリプトまたはテーブ

ル・スクリプトを追加するのと同じ操作で追加できます。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「スクリプトを追加ま

たは削除するためのストアド・プロシージャ」を参照してください。
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統合データベースでのスクリプトの追加と削除

スクリプトを作成したら、統合データベース内の Mobile Link システ

ム・テーブルにそのスクリプトを追加してください。追加するには、
ストアド・プロシージャまたは Sybase Central のウィザードを使用で

きます。

Mobile Link システム・テーブルの詳細については、「Mobile Link シス

テム・テーブル」 619 ページを参照してください。

注意：SQL スクリプトは、統合データベースに格納されます。Java ス
クリプトと .NET スクリプトの場合、スクリプトのロケーションは統

合データベースに格納されています。ただし、スクリプトまたはスク
リプトのロケーションの追加方法と削除方法は、ほぼ同じです。

スクリプトの追加または削除

Sybase Central のウィザードを使用して同期スクリプトを追加できま

す。接続スクリプトとテーブル・スクリプトでは手順が異なります。
テーブル・スクリプトはリモート・データベース内のテーブルに対応
するため、リモート・データベース・テーブルの名前を統合データ
ベースに追加しないと、テーブル・スクリプトを追加できません。

Sybase Central を使用している場合は、データベースに同期バージョ

ンを追加してから、個々のスクリプトを追加してください。詳細につ
いては、「スクリプト・バージョンの追加」 299 ページを参照してくだ

さい。

❖ 接続スクリプトを追加または削除するには、次の手順に従

います (Sybase Central の場合 )。

1 Sybase Central で [Mobile Link 同期 ] を右クリックして、統合

データベースに接続します。

2 [ 接続スクリプト ] を開きます。

3 接続スクリプトを追加するには、[ 接続スクリプトを追加 ] を
ダブルクリックして、ウィザードの指示に従います。
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または

接続スクリプトを削除するには、スクリプト名を右クリック
して、[ 削除 ] を選択します。[ 削除の確認 ] ダイアログが表

示されます。[ はい ] をクリックします。

❖ 同期テーブルのリストでリモート・テーブルを追加または

削除するには、次の手順に従います 
(Sybase Central の場合 )。

1 Sybase Central で [Mobile Link 同期 ] を右クリックして、統合

データベースに接続します。

2 [ 同期テーブル ] を開きます。

3 リモート・テーブルを同期テーブルのリストに追加するには、
[ 同期テーブルの追加 ] をダブルクリックします。同期スクリ

プトを作成するリモート・データベースのテーブル名を入力
します。一致する名前を持つテーブルが統合データベースに
あれば、ウィザードにショートカットが表示されます。

または

リモート・テーブルを同期テーブルのリストから削除するに
は、テーブル名を右クリックして、[ 削除 ] を選択します。[
削除の確認 ] ダイアログが表示されます。[ はい ] をクリック

します。

❖ データベースでテーブル・スクリプトを追加または削除す

るには、次の手順に従います (Sybase Central の場合 )。

1 Sybase Central で [Mobile Link 同期 ] を右クリックして、統合

データベースに接続します。

2 [ 同期テーブル ] を開きます。

3 スクリプトを追加するテーブルを選択します。

4 テーブル・スクリプトを追加するには、[ テーブル・スクリ

プトを追加 ] を右クリックして、ウィザードの指示に従いま

す。
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または

テーブル・スクリプトを削除するには、スクリプト名を右ク
リックして、[ 削除 ] を選択します。[ 削除の確認 ] ダイアロ

グが表示されます。[ はい ] をクリックします。

❖ すべてのタイプのスクリプトを追加または削除するには、

次の手順に従います ( ストアド・プロシージャの場合 )。

• 統合データベースの作成時に Mobile Link システム・テーブル

とともにインストールされるストアド・プロシージャを使用
して、スクリプトを統合データベースに追加、または統合
データベースから削除することができます。

スクリプトを追加または削除できるストアド・プロシージャ
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「スクリプトを追加

または削除するためのストアド・プロシージャ」を参照して
ください。

スクリプトの直接挿入

ほとんどの場合、ストアド・プロシージャまたは Sybase Central を使

用してスクリプトをシステム・テーブルに挿入することをおすすめし
ます。ただし、INSERT 文を使用してスクリプトを直接挿入すること

が必要な場合もあります。たとえば、旧バージョンの DBMS では、

長さの制限があって、ストアド・プロシージャを使用するのが難しい
場合があります。

Mobile Link システム・テーブルの完全な説明については、「Mobile 
Link システム・テーブル」 619 ページを参照してください。

スクリプトを直接挿入するのに必要な INSERT 文のフォーマットは、

ストアド・プロシージャ ml_add_connection_script と 
ml_add_table_script のソース・コードにあります。これらのストアド・

プロシージャのソース・コードは、Mobile Link 設定スクリプトにあ

ります。サポートされている各 RDBMS 用に個別の設定スクリプトが

あります。設定スクリプトは次のとおりです。
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統合データベースでのスクリプトの追加と削除
統合データベース 設定ファイル

Adaptive Server Anywhere scripts\syncasa.sql

Oracle MobiLink¥setup\syncora.sql

IBM DB2 UDB MobiLink¥setup\syncdb2long.sql

Microsoft SQL Server MobiLink¥setup\syncmss.sql

Adaptive Server Enterprise バー

ジョン 12.5 以降

MobiLink¥setup\syncase125.sql

Adaptive Server Enterprise バー

ジョン 12.5 より前

MobiLink¥setup\syncase.sql
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ローをアップロードするスクリプトの作成

リモート・データベースの情報を統合データベースにアップロードす
るには、アップロード・スクリプトを定義します。リモート・データ
ベースで更新、挿入、または削除するローを処理する個別のスクリプ
トを作成します。簡単な実装で対応するアクション ( 更新、挿入、削

除 ) を統合データベースで実行できます。

Mobile Link 同期サーバは、データを 1 つのトランザクションでアッ

プロードします。アップロード処理の説明については、『Mobile Link 
管理ガイド』 > 「アップロード中のイベント」を参照してください。

.NET 同期論理でローをアップロードする方法については、「ローの

アップロード」 371 ページを参照してください。

注意 •    各リモート・テーブルの begin_upload スクリプトと end_upload 
スクリプトには、更新される個々のローには依存しない論理が
保持されます。

•    アップロード・ストリームは、1 ローずつの挿入、更新、削除か

ら構成されます。通常、これらのアクションは、upload_insert、
upload_update、upload_delete の各スクリプトを使用して実行され

ます。

•    Adaptive Server Anywhere クライアント用のアップロードの準備

において、dbmlsync ユーティリティは、正常に行われた最後の

同期よりも後に書き込まれたすべてのトランザクション・ログ
にアクセスする必要があります。詳細については、『Mobile Link 
クライアント』 > 「トランザクション・ログ・ファイル」を参照

してください。

upload_insert スクリプトの作成

Mobile Link 同期サーバは、アップロード・ストリームの処理中にこ

のイベントを使用して、リモート・データベースに挿入されたローを
処理します。次の INSERT 文は、upload_insert 文の使用方法を示して

います。

INSERT INTO emp (emp_id,emp_name)
 VALUES (?,?)
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詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「upload_insert テーブ

ル・イベント」を参照してください。

upload_update スクリプトの作成

Mobile Link 同期サーバは、アップロード・ストリームの処理中にこ

のイベントを使用して、リモート・データベースで更新されたローを
処理します。次の UPDATE 文は、upload_update 文の使用方法を示し

ています。

UPDATE emp
 SET emp_name=?
 WHERE emp_id=?

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「upload_update テーブ

ル・イベント」を参照してください。

upload_delete スクリプトの作成

Mobile Link 同期サーバは、アップロード・ストリームの処理中にこ

のイベントを使用して、リモート・データベースから削除されたロー
を処理します。次の文は、upload_delete 文の使用方法を示していま

す。

DELETE FROM emp
 WHERE emp_id=?

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「upload_delete テーブ

ル・イベント」を参照してください。

upload_fetch スクリプトの作成

upload_fetch スクリプトは、統合データベースのテーブルにカーソル

を定義する SELECT 文です。このカーソルは、リモート・データベー

スから更新されたものとして受信したローの古い値と、統合データ
ベースにある値を比較するために使用します。これによって、
upload_fetch スクリプトは更新の処理中に競合を識別します。

同期テーブルが、次のように定義されている場合を考えてみます。
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CREATE TABLE uf_example (
     pk1 integer NOT NULL,
     pk2     integer NOT NULL,
     val     varchar(200),
     PRIMARY KEY( pk1, pk2 ))

この場合、このテーブルに対して考えられる upload_fetch スクリプト

は次のようになります。

SELECT pk1, pk2, val
 FROM uf_example
 WHERE pk1 = ? and pk2 = ?

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「upload_fetch テーブ

ル・イベント」を参照してください。

Mobile Link 同期サーバが、統合データベース内の競合のチェック対

象となる 1 つのローを正確に識別するには、upload_fetch スクリプト

内にクエリの WHERE 句が必要となります。
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ローをダウンロードするスクリプトの作成

ダウンロード・トランザクション時に各テーブルの処理に使用できる
スクリプトは、2 つあります。挿入と更新を実行する download_cursor 
スクリプトと、削除を実行する download_delete_cursor スクリプトで

す。

これらのスクリプトは、SELECT 文か、結果セットを返すプロシー

ジャの呼び出しのどちらかです。Mobile Link 同期サーバは、スクリ

プトの結果セットをリモート・データベースにダウンロードします。
Mobile Link クライアントは自動的に、download_cursor スクリプトの

結果セットに基づいてローを挿入または更新し、
download_delete_cursor イベントに基づいてローを削除します。

ストアド・プロシージャの使用の詳細については、「ストアド・プロ
シージャ・コールからの結果セットのダウンロード」 97 ページを参照

してください。

Mobile Link 同期サーバは、データを 1 つのトランザクションでダウ

ンロードします。ダウンロード処理の説明については、『Mobile Link 
管理ガイド』 > 「ダウンロード中のイベント」を参照してください。

注意 •    アップロード・ストリームと同様、ダウンロード・ストリーム

も接続イベントで開始、終了します。他のイベントは、テーブ
ル・レベルのイベントです。

•    SendDownloadAck 設定を ON に変更した場合は、クライアントか

らダウンロード確認を受け取らないと、統合データベースでダ
ウンロード・トランザクション全体がロールバックされます 
( デフォルトでは、SendDownloadAck は OFF に設定されてい

ます )。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 
「SendDownloadACK (sa) 拡張オプション」または 『Mobile Link 
クライアント』 > 「Send Download Acknowledgement 同期パラ

メータ」を参照してください。

•    各リモート・テーブルの begin_download スクリプトと 
end_download スクリプトには、更新される個々のローには依存

しない論理が保持されます。
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•    ダウンロード・ストリームでは、挿入と更新が区別されません。

download_cursor イベントに対応するスクリプトは、ダウンロー

ドされるローを定義する SELECT 文です。クライアントは、

ローが存在するかどうかを調べ、適切な挿入または更新オペ
レーションを実行します。

•    参照整合性違反を避けるために必要であれば、ダウンロード処

理の最後にクライアントは自動的にローを削除します。

詳細については、「参照整合性と同期」 27 ページを参照してくだ

さい。

download_cursor スクリプトの作成

統合データベースからリモート・データベースに情報をダウンロード
するには、download_cursor スクリプトを作成します。このスクリプ

トは、変更をダウンロードするリモート・データベースの各テーブル
に 1 つ作成してください。他のスクリプトを使用するとダウンロード

処理をカスタマイズできますが、それらは必要ありません。

•    各 download_cursor スクリプトには、SELECT 文か、SELECT 文
を含むプロシージャの呼び出しが必要です。Mobile Link 同期

サーバは、SELECT 文を使用して統合データベース内でカーソ

ルを定義します。

•    スクリプトでは、対応するリモート・データベース内のテーブ

ルのカラムに対応するすべてのカラムを選択します。統合デー
タベース内のカラムは、対応するリモート・データベースのカ
ラムとは異なる名前にできますが、互換性のある型にしてくだ
さい。

•    カラムは、対応するカラムがリモート・データベース内で定義

されている順序に従って選択します。この順序は、リファレン
ス・データベースのカラム順と同じです。

例 次のスクリプトは、従業員情報を格納しているリモート・テーブルの 
download_cursor スクリプトとして機能します。Mobile Link 同期サー

バは、この SQL 文を使用してダウンロード・カーソルを定義します。

このスクリプトによって、すべての従業員についての情報がダウン
ロードされます。
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SELECT emp_id, emp_fname, emp_lname
 FROM employee

Mobile Link 同期サーバは、スクリプトへ特定のパラメータを渡しま

す。これらのパラメータを使用するには、SQL 文に疑問符を入れま

す。Mobile Link 同期サーバは、パラメータ値に置き換えてから、統

合データベースに対して文を実行します。次のスクリプトは、これら
のパラメータの使用方法を示しています。

call ml_add_table_script( 'Lab', 'ULOrder', 
'download_cursor',
 'SELECT o.order_id, o.cust_id, o.prod_id, o.emp_id, 
o.disc, 
   o.quant, o.notes, o.status
 FROM ULOrder o
 WHERE o.last_modified >= ?
 AND o.emp_name = ?' )

この例では、Mobile Link 同期サーバによって疑問符が 
download_cursor スクリプトに対するパラメータ値に置き換えられま

す。

注意 •    ローの値は、単一のテーブルまたは複数のテーブル間のジョイ

ンから選択できます。

•    スクリプト自体にリモート・テーブルの名前を入れる必要はあ

りません。リモート・テーブル名は、統合データベースのテー
ブル名と同じである必要はありません。リモート・テーブル名
は、ml_table テーブル内のエントリによって示されます。Sybase 
Central では、リモート・テーブルがそのスクリプトとともにリ

ストされます。

•    リモート・テーブルのローには、emp_id、emp_fname、
emp_lname の値を入れてください。リモート・カラムは、名前

が異なっていてもかまいませんが、上記の順にしてください。
リモート・データベース内のカラムは、リファレンス・データ
ベース内のカラムと同じ順になります。
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Ultra Light のヒント

サンプル・スクリプトでは、リファレンス・データベースで定
義されている順序に従ってカラムがリストされます。カラム順
は、example_download_cursor スクリプトと 
example_upload_cursor スクリプトを見て確認してください。

•    カーソル・スクリプトでは、リモート・データベースで定義さ

れている順序に従ってカラムを選択してください。統合データ
ベースでカラム名やテーブル構造が異なる場合、リモート・
データベース ( リファレンス・データベースと同等 ) に対して正

しい順序でカラムを選択してください。カラムは、SELECT 文
内の順序に基づいてリモート・データベース内のカラムに割り
当てられます。

•    Ultra Light アプリケーションを構築する場合は、Ultra Light アプ

リケーションの各テーブルに対して Ultra Light ジェネレータが

サンプル・ダウンロード・スクリプトを作成します。そして、
これらのサンプル・スクリプトをリファレンス・データベース
に挿入します。サンプル・スクリプトでは、統合データベース
にアプリケーションと同じテーブルが含まれていることを仮定
しています。統合データベースの設計が異なる場合は、サンプ
ル・スクリプトを修正してください。その場合でも、これらの
スクリプトを基にすることができます。

参照 ◆ 「download_cursor テーブル・イベント」 464 ページ

◆ 「リモート・データベース間でローを分割する」 65 ページ

◆ 「download_delete_cursor スクリプトの作成」 311 ページ

download_delete_cursor スクリプトの作成

リモート・データベースからローを削除するには、
download_delete_cursor スクリプトを作成します。このスクリプトは、

同期中に削除するローを含む、リモート・データベースの各テーブル
に対して 1 つ作成してください。
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統合データベースからのローの削除のみを実行し、リモート・データ
ベースからローを消去することはできません。削除されたローのプラ
イマリ・キーを download_delete_cursor で選択できるようにするため、

そのローのプライマリ・キーを追跡する必要があります。こうするに
は、以下の 2 つの一般的な方法があります。

• 論理的削除 統合データベースのローを物理的に削除しないで

ください。その代わり、ローが有効であるかどうかを追跡す
るステータス・カラムを使用します。こうすると、
download_delete_cursor を簡略化できます。ただし、ステータ

ス・カラムを認識して使用できるように、download_cursor と
その他のアプリケーションを修正しなければならない場合が
あります。削除の時刻を保持する最終変更カラムが存在し、
各リモートの最終ダウンロード時刻の追跡を行っている場合
は、すべてのリモートのダウンロード時刻が削除の時刻より
も早ければ、ローを物理的に削除できます。

• シャドー・テーブル 削除に関する追跡を実行する各テーブル

には、テーブルのプライマリ・キーを保持するカラムとタイ
ムスタンプを保持するカラムの 2 つを含むシャドー・テーブ

ルを作成します。ローが削除されたときにプライマリ・キー
とタイムスタンプをシャドー・テーブルに挿入するトリガを
作成します。こうすると、download_delete_cursor はこのシャ

ドー・テーブルから選択できるようになります。論理的削除
と同様に、すべてのリモート・データベースによってローが
ダウンロードされれば、シャドー・テーブルからローを削除
できます。

Mobile Link 同期サーバは、統合データベースからプライマリ・キー

値を選択し、それらをリモート・データベースに渡すことによって、
リモート・データベースのローを削除します。値がリモート・データ
ベース内のプライマリ・キーの値と一致する場合、そのローを削除し
ます。

•    各 download_delete_cursor スクリプトには、SELECT 文か、結果

セットを返すストアド・プロシージャの呼び出しが必要です。
Mobile Link 同期サーバは、SELECT 文を使用して統合データ

ベース内でカーソルを定義します。
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•    SELECT 文では、リモート・データベース内のテーブルのプライ

マリ・キー・カラムに対応するすべてのカラムを選択します。
統合データベース内のカラムは、対応するリモート・データ
ベースのカラムとは異なる名前にできますが、互換性のある型
にしてください。

•    値は、対応するカラムがリモート・データベース内で定義され

ている順序に従って選択します。この順序は、テーブルの作成
に使用される CREATE TABLE 文のカラム順と同じですが、プラ

イマリ・キーを定義する文中のカラム順とは異なります。

各 download_delete_cursor スクリプトでは、対応するリモート・テー

ブルのプライマリ・キーに存在するすべてのカラム値を選択する必要
がありますが、その他のすべてのカラムを選択することも可能です。
この機能は、古いクライアントとの互換性を保つためだけにありま
す。追加のカラムを選択すると、データベース・エンジンが検索しな
ければならないデータが増え、効率が悪くなります。古いクライアン
ト以外については、Mobile Link 同期サーバが追加の値を即座に破棄

します。追加の値は、古いクライアントにのみダウンロードされま
す。

テーブルから全ロー
を削除

Mobile Link はすべての NULL を含むローの download_delete_cursor を
検出すると、リモート・データベース内のデータをすべて削除しま
す。download_delete_cursor 内の NULL の数は、プライマリ・キー・

カラムの数またはテーブル内のカラムの総数です。

たとえば、次の download_delete_cursor SQL スクリプトは、2 つのプラ

イマリ・キー・カラムがあるテーブル内のすべてのローを削除しま
す。この例は、Adaptive Server Anywhere、Adaptive Server Enterprise、
Microsoft SQL Server のデータベースに適用されます。

SELECT NULL, NULL

IBM DB2 と Oracle の統合データベースでは、ダミー・テーブルを指

定して NULL を選択してください。IBM DB2 7.1 では、次の構文を使

用できます。

SELECT NULL FROM SYSIBM.SYSDUMMY1

Oracle 統合データベースでは、次の構文を使用できます。

SELECT NULL FROM DUAL
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例 次の例は、従業員情報を格納しているリモート・テーブルに対する 
download_delete_cursor スクリプトです。Mobile Link 同期サーバは、

この SQL 文を使用して削除カーソルを定義します。このスクリプト

は、スクリプトの実行時に統合データベースとリモート・データベー
スの両方に存在するすべての従業員の情報を削除します。

SELECT emp_id
 FROM employee

download_delete_cursor は、パラメータ last_download と ml_username 
を受け入れます。次のスクリプトは、各パラメータを使用して選択範
囲を絞る方法を示しています。

SELECT order_id
 FROM ULOrder
 WHERE last_modified >= ?
     AND status = 'Approved'
     AND user_name = ?

上記の例は、従業員数の多い組織では効率的ではない場合があるので
注意してください。リモート・データベースにあるローだけを選択す
ると、削除処理をより効率的に行えます。たとえば、最近新しくマ
ネージャになった人だけを選択すると、ロー数を制限することができ
ます。また、クライアント・アプリケーションにロー自体を削除させ
るという方法もあります。この方法は、不必要なローをルールによっ
て識別できる場合のみ可能です。たとえば、有効期限を示すタイムス
タンプがローに含まれている場合があります。次回の同期時にこれら
の削除がアップロードされるのを停止するには、STOP 
SYNCHRONIZATION DELETE 文を使用してからローを削除します。

他の削除を通常の方法で同期する場合は、この後ですぐに START 
SYNCHRONIZATION DELETE を実行してください。

参照 特に効率良くローを削除するには、すべての Mobile Link クライアン

トに組み込まれている参照整合性検査を使用します。詳細について
は、「参照整合性と同期」 27 ページ参照してください。

download_delete_cursor スクリプトの使用の詳細については、以下を参

照してください。

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「download_delete_cursor テーブ

ル・イベント」
◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「削除同期の一時停止」
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◆ 『ASA SQL リファレンス・マニュアル』 > 「STOP 
SYNCHRONIZATION DELETE 文 [Mobile Link]」

◆ 「削除の処理」 91 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「download_cursor テーブル・イベ

ント」
◆ 「リモート・データベース間でローを分割する」 65 ページ

◆ 「スナップショットを使った同期」 62 ページ
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エラーを処理するスクリプトの作成

Mobile Link 同期サーバがスクリプト内のオペレーションを実行して

いるとき、そのオペレーションに失敗すると、同期スクリプトのエ
ラーが発生します。DBMS は、エラーの内容を示す SQLCODE を 
Mobile Link 同期サーバに返します。統合データベースの各 DBMS は、

独自の SQLCODE 値を持っています。

エラーが発生すると、handle_error イベントが呼び出されます。エ

ラーを処理するには、このイベントに対応する接続スクリプトを定義
してください。このスクリプトには、Mobile Link 同期サーバから、

エラーの性質とコンテキストについての情報を提供するいくつかのパ
ラメータが渡され、エラーへの対処方法を指示する出力値が要求され
ます。

エラー処理アクショ
ン

エラー処理スクリプト内で指定できるアクションには次のものがあり
ます。

•    別のテーブルにエラーのログを取る

•    Mobile Link 同期サーバに、エラーを無視して続行、同期のロー

ルバック、同期をロールバックして Mobile Link 同期サーバを停

止、のいずれかを指示する

•    電子メール・メッセージを送信する

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「handle_error 接続イベ

ント」を参照してください。

エラーのレポート

エラーによって同期処理の正常な進行が中断されるので、エラーとそ
の解決方法の記録を継続的に作成することは困難です。report_error ス
クリプトは、このタスクを実行する手段を提供します。Mobile Link 
同期サーバはエラーが発生すると常に、このスクリプトを実行しま
す。handle_error スクリプトが定義されている場合は、レポート・ス

クリプトに先立って即座にそれが実行されます。
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report_error スクリプトのパラメータは、handle_error スクリプトのパ

ラメータと同じです。report_error スクリプトではアクション・コード

を変更できない点だけが異なります。アクション・コードの値は、
handle_error スクリプトによって返されます。したがって、エラー処

理問題のデバッグにこのスクリプトを使用できます。

このスクリプトは通常、後で参照できるように、時間や日付などと
いった他のデータとともに値をテーブルに記録する INSERT 文から成

ります。このデータが失われないようにするために、Mobile Link 同
期サーバは常にこのスクリプトを別のトランザクションで実行し、ス
クリプトが完了すると直ちに変更を自動的にコミットします。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「report_error 接続イベ

ント」を参照してください。

例 次の report_error スクリプトは 1 つの INSERT 文で構成されています。

このスクリプトは、現在の日付と時刻とともにスクリプトのパラメー
タをテーブルに追加します。スクリプトはこの変更をコミットしませ
ん。通常、Mobile Link 同期サーバが自動的に行ってくれるからです。

INSERT INTO errors
 VALUES( CURRENT DATE, ?, ? ,?, ?, ? );

1 つの SQL 文で複数のエラーが処理される場合

ODBC では、1 つの SQL 文につき複数のエラーの処理が可能で、

DBMS にはこの機能を利用しているものがあります。たとえば、

Microsoft SQL Server では、1 文で 2 つのエラーが発生することがあり

ます。1 番目は実際のエラーで、通常 2 番目は現在の文が終了した理

由を説明する情報メッセージです。

1 つの SQL 文で複数のエラーが発生した場合、1 エラーにつき 1 つの 
handle_error スクリプトが呼び出されます。Mobile Link 同期サーバは、

最も厳しいアクション・コード ( つまり、一番大きな番号 ) を使用し

て、どのアクションをとるかを決定します。同じことが handle_error 
スクリプトにも適用されます。

handle_error スクリプト自体で SQL エラーが発生した場合は、デフォ

ルトのアクション・コード (3000) と見なされます。
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スクリプト構文のテスト

同期スクリプトの開発時に、Sybase Central を使用してスクリプトの

構文エラーをテストすることができます。

スクリプトのテストは、リモート・サイトを用意しなくても行えま
す。テスト中は、データがデータベースに追加されたり、データベー
スからダウンロードされたりすることはありません。同期されるデー
タ自体の妥当性はテストされません。

❖ 同期スクリプトをテストするには、次の手順に従います。

1 Sybase Central を起動して、Mobile Link 同期からデータベース

に接続します。

2 左ウィンドウ枠で、データベース名をクリックします。

3 [ 同期テーブル ] フォルダまたは [ 接続スクリプト ] フォルダ

を右クリックして、ポップアップ・メニューから [ スクリプ

トのテスト ] を選択します。

[ スクリプトのテスト ] ウィンドウが表示されます。
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4 [ テスト ] をクリックします。プロンプトが表示されたら、パ

ラメータを入力します。テストの結果はウィンドウに表示さ
れます。

テスト結果には、どのスクリプトがどの順序で実行されたか
を示すリストが含まれます。また、テスト中に発見された構
文エラーやデータ型エラーもリストされます。
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第 13 章 

Java による同期スクリプトの作成

この章の内容 Mobile Link 同期サーバの動作を制御するには、同期スクリプトを作

成します。これらのスクリプトの実装には、SQL、.NET または Java 
を使用できます。この章では、Java を使用して同期スクリプトを実装

する方法について説明します。

Java 同期スクリプトを使用するチュートリアルについては、『Mobile 
Link チュートリアル』 > 「チュートリアル：Adaptive Server Anywhere 
での Java 同期論理」を参照してください。

SQL、Java、.NET の説明と比較については、「同期論理の作成オプ

ション」 31 ページを参照してください。

スクリプト作成については、「同期スクリプトの作成」 285 ページを参

照してください。

.NET でのスクリプト作成については、「.NET での同期スクリプトの

作成」 353 ページを参照してください。
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概要
概要

Mobile Link では同期スクリプトを Java で作成することができます。

Java 同期論理には、SQL 論理と同じ機能を持たせることができます。

Mobile Link 同期サーバは、Mobile Link イベントの発生時に SQL スク

リプトにアクセスできるのと同様に、Java メソッドを呼び出すことが

できます。Mobile Link には、Java メソッドとして SQL 文字列が返さ

れます。

この項では、Java 同期論理を設定、開発、実行する方法について説明

します。また、サンプル・アプリケーションと Mobile Link Java API 
も含まれています。

Java 同期スクリプトを使用するチュートリアルについては、『Mobile 
Link チュートリアル』 > 「チュートリアル：Adaptive Server Anywhere 
での Java 同期論理」を参照してください。
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Java 同期論理の設定

SQL Anywhere Studio をインストールすると、インストーラによって 
Mobile Link Java API クラスのロケーションが自動的に設定されます。

これらのクラスは、Mobile Link 同期サーバの起動時にクラスパスに

自動的に組み込まれます。Mobile Link Java API クラスは、SQL 
Anywhere Studio のインストール・ディレクトリにある java¥mlscript.jar 
にインストールされます。Mobile Link では、ASANYSH9 環境変数を

使用して共有コンポーネント・パスを判断します。

詳細については、『ASA データベース管理ガイド』 > 「ASANYSH9 環
境変数」を参照してください。

❖ Java を使用して同期スクリプトを実装するには、次の手順

に従います。

1 1 つまたは複数の独自クラスを作成します。必要な同期スク

リプトごとに、メソッドを作成します。これらのメソッドは、
パブリックにしてください。クラスは、パッケージ内ではパ
ブリックにしてください。

メソッドの詳細については、「メソッド」 329 ページを参照し

てください。

静的でないメソッドを持つ各クラスには、パブリック・コン
ストラクタが必要です。Mobile Link 同期サーバは、各クラス

のメソッドが初めて呼び出されるときに、そのクラスを自動
的にインスタンス化します。

コンストラクタの詳細については、「コンストラクタ」 328
ページを参照してください。

2 クラスをコンパイルするときは、JAR ファイル 
java¥mlscript.jar をインクルードしてください。

次に例を示します。

javac MyClass.java -classpath 
%ASANY9%¥java¥mlscript.jar
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3 統合データベース内で、各同期スクリプトについて、呼び出
すパッケージ、クラス、メソッドの名前を指定します。スク
リプトのバージョンごとに、クラスを 1 つずつ使用します。

この情報を Mobile Link システム・テーブルに追加するには、

ml_add_java_connection_script ストアド・プロシージャまたは 
ml_add_java_table_script ストアド・プロシージャを使用するの

が最も簡単な方法です。

たとえば、次の SQL 文は、Adaptive Server Anywhere データ

ベース内で実行すると、スクリプト・バージョン ver1 に対し

て、authenticate_user 接続レベル・イベントが発生するたびに 
myPackage.myClass.myMethod を実行するように指定します。

指定されるメソッドはパブリック Java メソッドの完全修飾名

で、大文字と小文字が区別されます。

call ml_add_java_connection_script( 'ver1',
 'authenicate_user', 'myPackage.myClass.myMethod' )

スクリプト追加の詳細については、以下の項目を参照してく
ださい。

◆ 「スクリプトを追加または削除するためのストアド・プロ

シージャ」 594 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 
「ml_add_java_connection_script」

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_add_java_table_script」

4 Mobile Link サーバがクラスをロードするよう指定します。

Java 同期論理の設定の中で最も重要な部分は、Java クラスの

検索場所を仮想マシンに対して指定することです。このよう
にするには、次の 2 つの方法があります。

•    クラスを検索するディレクトリまたは jar ファイルを指

定するには、dbmlsrv9 -sl java -cp オプションを使用しま

す。たとえば、コマンド・ラインで次のように入力しま
す。

dbmlsrv9 -c "dsn=consolidated1" -sl java (-cp 
%classpath%;c:¥local¥Java¥myclasses.jar)
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Mobile Link 同期サーバは、一連のディレクトリまたは 
jar ファイルに Mobile Link Java API クラスのロケーショ

ン (java\mlscript.jar) を自動的に追加します。また、-sl 
java オプションは、Java VM がサーバの起動時にロード

されるよう指定します。

使用可能な Java オプションの詳細については、『Mobile 
Link 管理ガイド』 > 「-sl java オプション」を参照してく

ださい。

•    明示的にクラスパスを設定します。ユーザ定義クラスの

クラスパスを設定するには、次のような文を使用しま
す。

SET 
classpath=%classpath%;c:¥local¥Java¥myclasses.j
ar

システムのクラスパスに Java 同期論理のクラスが含ま

れている場合、Mobile Link 同期サーバのコマンド・ラ

インを変更する必要はありません。

-sl java オプションを使用すると、サーバ起動時に Java 
仮想マシンを強制的にロードできます。このオプション
を使用しない場合は、Java メソッドが最初に実行される

ときに Java 仮想マシンが起動します。

使用可能な Java オプションの詳細については、『Mobile 
Link 管理ガイド』 > 「-sl java オプション」を参照してく

ださい。

5 UNIX で特定の JRE をロードする場合は、

LD_LIBRARY_PATH (AIX の場合は LIBPATH、HP-UX の場合

は SHLIB_PATH) を設定して、JRE を含むディレクトリを指定

します。ディレクトリは、すべての Adaptive Server Anywhere 
インストール・ディレクトリの前に指定します。
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Java 同期論理の作成

Java 同期論理の作成は、他の Java コードの作成と違いはありません。

必要となるのは、Mobile Link イベントの知識、Java に関する若干の

知識、Mobile Link Java API の知識です。これ以降の項を参考にして、

役立つ同期論理を作成してください。

Java 同期論理を使用すると、ステータス情報を管理し、アップロー

ド・イベントとダウンロード・イベント関連の論理を実装できます。
たとえば、Java で作成された begin_synchronization スクリプトを使用

すると、Mobile Link ユーザ名を変数に格納できます。同期処理中に

後で呼び出されるスクリプトは、この変数にアクセスできます。ま
た、Java は、コミットの実行前または実行後に統合データベースの

ローにアクセスするために使用できます。

Java を使用すると、統合データベースへの依存度が減少します。ま

た、統合データベースを新バージョンにアップグレードしたり、別の
データベース管理システムに切り替えたりする場合も、動作に与える
影響が少なくて済みます。

API の完全な説明については、「Mobile Link Java API リファレンス」 
344 ページを参照してください。

クラス・インスタンス

Mobile Link 同期サーバは、クラスを接続レベルでインスタンス化し

ます。静的でない Java メソッドをあるイベントに対して作成した場

合、そのイベントに達すると、現在の接続でクラスが構成されていな
ければ、Mobile Link 同期サーバが自動的にクラスを構成します。

詳細については、「コンストラクタ」 362 ページを参照してください。

1 つのスクリプト・バージョンの接続レベル・イベントまたはテーブ

ルレベル・イベントに直接関連するすべてのメソッドは、同じクラス
に属している必要があります。
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データベース接続ごとに、インスタンス化されたクラスはその接続が
終了するまで持続します。したがって、連続する複数の同期セッショ
ンに、引き続き同じインスタンスを使用できます。そのため、パブ
リック変数またはプライベート変数内の情報は、明示的にクリアしな
いかぎり、同じ接続で発生するすべての同期を通して持続します。

また、静的なクラスや変数も使用できます。この場合、値はすべての
接続を通して使用できます。

統合データベースへの接続が終了した場合にのみ、Mobile Link 同期

サーバはクラス・インスタンスを自動的に削除します。

トランザクション

Java メソッドには、トランザクションに関する通常のルールが適用さ

れます。データベース・トランザクションの開始と継続期間は、同期
処理に重要になります。トランザクションの開始と終了は、Mobile 
Link 同期サーバのみが行います。Java メソッド内の同期接続でトラン

ザクションを明示的にコミットまたはロールバックすると、同期処理
の整合性違反になり、エラーが発生することがあります。

これらのルールは、Mobile Link 同期サーバによって作成されるデー

タベース接続、特に、メソッドから返される SQL 文にのみ適用され

ます。クラスで他のデータベース接続を作成する場合は、自由に管理
できます。

SQL データ型と Java データ型

次の表は、SQL データ型とそれに対応する Java データ型を示します。

SQL データ型 対応する Java データ型

VARCHAR java.lang.String

CHAR java.lang.String

INTEGER Int または Integer

BINARY byte[ ]
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このパッケージが存在しない場合は、Mobile Link 同期サーバがクラ

スパスに自動的に追加します。

ただし、クラスをコンパイルするときは、SQL Anywhere Studio のイ

ンストール・ディレクトリから java\mlscript.jar のパスを追加する必要

があります。

コンストラクタ

クラスのコンストラクタは、次の 2 つのシグニチャのどちらかを持ち

ます。

public MyScriptClass (
 ianywhere.ml.script.DBConnectionContext sc )

または

public MyScriptClass ( )

渡される同期コンテキストは、Mobile Link 同期サーバが現在のユー

ザの同期に使用している接続です。

DBConnectionContext クラスの getConnection メソッドは、Mobile Link 
が現在のユーザの同期に使用しているのと同じデータベース接続を返
します。この接続で文を実行することはできますが、トランザクショ
ンのコミットやロールバックは行わないでください。トランザクショ
ンは Mobile Link 同期サーバによって管理されます。

TIMESTAMP java.sql.Timestamp

INOUT INTEGER ianywhere.ml.script.InOutInteger

INOUT VARCHAR ianywhere.ml.script.InOutString

INOUT CHAR ianywhere.ml.script.InOutString

INOUT BYTEARRAY ianywhere.ml.script.InOutByteArray

SQL データ型 対応する Java データ型
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Mobile Link 同期サーバは、最初のシグニチャを持つコンストラクタ

を使用しようとします。引数のないコンストラクタが使用されるの
は、最初のシグニチャを持つコンストラクタが存在しない場合のみで
す。

詳細については、「DBConnectionContext インタフェース」 344 ページ

を参照してください。

メソッド

通常は、同期イベントごとにメソッドを 1 つずつ実装します。これら

のメソッドは、パブリックにしてください。プライベート・メソッド
の場合、Mobile Link 同期サーバでは使用できず、その存在を認識で

きません。

統合データベース内の ml_script テーブルで指定されている名前と一

致していれば、メソッド名は重要ではありません。ただし、このマ
ニュアルの例では、メソッド名は Mobile Link イベント名と同じです。

これは、Java コードを読みやすくするためです。

メソッドのシグニチャは、そのイベント用スクリプトのシグニチャと
一致していなければなりません。ただし、パラメータ・リストの最後
にパラメータ値が必要でない場合は、リストをトランケートできま
す。実際には、パラメータを渡すとオーバヘッドが生じる可能性があ
るため、必要なパラメータのみを受け入れてください。

ただし、メソッドはオーバロードできません。ml_script システム・

テーブルには、クラスごとに 1 つのメソッド・プロトタイプのみが格

納されます。

戻り値 Mobile Link アップロードまたはダウンロードに対して呼び出される

メソッドは、有効な SQL 言語の文を返さなければなりません。これ

らのメソッドの戻り型は、java.lang.String にしてください。他の戻り

型は使用できません。

他のすべてのスクリプトの戻り型は、java.lang.String または void にし

ます。他の型は使用できません。戻り型が null ではなく文字列の場

合、Mobile Link 同期サーバはその文字列に有効な SQL 文が含まれて

いるとみなして、この文を通常の SQL 言語による同期スクリプトと
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同様に統合データベース内で実行します。通常、メソッドは文字列を
返しますが、返却時にデータベースに対して SQL 文を実行しない場

合は null を返すことができます。

Java クラスのデバッグ

Mobile Link は、Java コードのデバッグ時に役立つ各種の情報と機能

を提供します。この項では、これらの情報の格納場所と機能の活用方
法について説明します。

Mobile Link 同期

サーバのログ・ファ
イル内の情報

Mobile Link 同期サーバは、各種の関連情報を出力ログ・ファイルに

書き込みます。同期サーバのログ・ファイルには、次の情報が書き込
まれます。

•    Java Runtime Environment。-jrepath オプションを使用すると、

Mobile Link 同期サーバの起動時に、特定の JRE を要求できま

す。デフォルトは、Adaptive Server Anywhere 9 でインストール

されているパスです。

•    ロードされている標準 Java クラスのパス。これらのパスを明示

的に指定しない場合、Mobile Link 同期サーバはクラスパスに自

動的に追加してから、Java 仮想マシンを起動します。

•    呼び出された特定のメソッドの完全指定名。この情報を使用す

ると、Mobile Link 同期サーバが適切なメソッドを呼び出してい

ることを確認できます。

•    Java メソッドで java.lang.System.out または java.lang.System.err に
書き込まれた出力。すべて Mobile Link 同期サーバのログ・ファ

イルにリダイレクトされます。

•    dbmlsrv9 コマンド・ラインのオプション。-verbose を使用できま

す。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-sl java オプショ

ン」を参照してください。

Java デバッガの使

用

標準 Java デバッガを使用して、Java クラスをデバッグできます。

dbmlsrv9 コマンド・ラインで -sl java オプションを使用して、必要な

パラメータを指定します。
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詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-sl java オプション」

を参照してください。

デバッガを指定すると、Java 仮想マシンは一時停止し、Java デバッガ

からの接続を待機します。

Java からの情報の

出力

もう 1 つの方法として、Java.Lang.System.err か Java.Lang.System.out を
使用して、Mobile Link 出力ログに情報を出力する文を Java メソッド

に追加することもできます。これにより、クラスの進行状況と動作を
追跡できます。

パフォーマンスのヒント
この方法で情報を出力すると、モニタ・ツールとして活用できます
が、運用環境では推奨いたしません。

これと同じ方法を利用して、任意の同期情報のログを取ったり、スク
リプトの使用方法に関する統計情報を収集したりできます。

独自のテスト・ドラ
イバの作成

独自のドライバを作成して、Java クラスをテストできます。このアプ

ローチでは、Java メソッドのアクションが Mobile Link システムの残

りの部分から分離されるため便利な場合があります。

Java での Mobile Link サーバ・エラーの処理

ログをスキャンするだけでは不十分な場合は、アプリケーションをプ
ログラムからモニタできます。たとえば、特定のタイプのメッセージ
を電子メールで送信できます。

ログに出力される各エラー・メッセージまたは各警告メッセージを表
すクラスに渡されるメソッドを作成することも可能です。この方法
は、Mobile Link 同期サーバをモニタおよび監査するのに役立ちます。

次のコードは、すべての警告メッセージ用に LogListener をインス

トールし、その情報をファイルに書き込みます。
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class TestLogListener implements LogListener {
         FileOutputStream    _out_file;
 
         public TestLogListener(   FileOutputStream    
out_file )
         {
             _out_file       = out_file;
         }

         public void messageLogged(  ServerContext   sc,
                                     LogMessage      msg )
         {
             String  type;
             String  user;
             try {
                  if(msg.getType() == LogMessage.ERROR) {
                     type = "ERROR";
                 } else if(msg.getType() == 
LogMessage.WARNING) {
                     type = "WARNING";
                 } else {
                     type = "UNKNOWN!!!";
                 }

                 user = msg.getUser();
                 if( user == null ) {
                     user = "NULL";
                 }
                 _out_file.write(
                         ("Caught msg type=" + type +
                                 " user=" + user +
                                 " text=" +msg.getText() +
                                 "¥n").getBytes() );
                 _out_file.flush();
             } catch( Exception e ) {
               // print some error output to the MobiLink 
log
                 e.printStackTrace();
             }
         }
     }
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 // This line of code will register TestLogListener to 
receive
 // warning messages.  Call this code from anywhere that 
has
 // access to the ServerContext such as a class 
constructor or
 // synchronization script.  ServerContext 
serv_context;
 serv_context.addWarningListener(
       new MyLogListener( ll_out_file ));

参照 「ServerContext インタフェース」 347 ページの addErrorListener、
removeErrorListener、addWarningListener、removeWarningListener

「LogListener インタフェース」 346 ページ

「LogMessage クラス」 346 ページ

ユーザ定義起動クラス

サーバの起動時に自動的にロードされる起動クラスを定義できます。
この機能の目的は、最初の同期の前に Mobile Link サーバが JVM を起

動する時点で実行される Java コードを記述できるようにすることで

す。つまり、ユーザ同期要求の前に、接続の作成またはデータの
キャッシュを実行できます。

この操作を行うには、dbmlsrv9 -sl java オプションの DMLStartClasses 
オプションを使用します。たとえば、次に示すのは dbmlsrv9 コマン

ド・ラインの一部です。mycl1 と mycl2 が起動クラスとしてロードさ

れます。

-sl java(-
DMLStartClasses=com.test.mycl1,com.test.mycl2)

クラスはリスト内の順序でロードされます。同じクラスがリストに 2 
回以上指定されている場合は、複数のインスタンスが作成されます。

起動クラスはすべてパブリックにしてください。また、引数を受け付
けないか、ianywhere.ml.script.ServerContext 型の引数を 1 つ受け入れる

パブリック・コンストラクタが必要です。
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ロードされた起動クラスの名前は、「Java 起動クラス classname が
ロードされました。」というメッセージとともに Mobile Link ログに出

力されます。

Java 仮想マシンのオプションの詳細については、『Mobile Link 管理ガ

イド』 > 「-sl java オプション」を参照してください。

サーバ起動時に構築される起動クラスを表示する方法については、
「getStartClassInstances」 348 ページ を参照してください。

例 次に示すのは、テンプレート起動クラスです。これは、イベントを処
理してデータベース接続を確立するデーモン・スレッドを起動します 
( すべての起動クラスがスレッドの作成を必要とするわけではありま

せんが、スレッドを作成する場合はデーモン・スレッドでなければな
りません )。

import ianywhere.ml.script.*;
 import java.sql.*;
 
 public class StartTemplate extends
    Thread implements ShutdownListener {
 //=================================================
   ServerContext   _sc;
   Connection      _conn;
   boolean         _exit_loop;
 
   public StartTemplate( ServerContext sc )
   //=============================================
                         throws SQLException
   {
     // perform setup first so that an exception will
     // cause MobiLink startup to fail
  _sc       = sc;
     // create a connection for use later
     _conn      = _sc.makeConnection();
     _exit_loop = false;
     setDaemon( true );
     start();
   }
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  public void run()
   //===============
   {
     _sc.addShutdownListener( this );
     // we can't throw any exceptions through run()
     try {
        handlerLoop();
        _conn.close();
        _conn = null;
     } catch( Exception e ) {
        // print some error output to the MobiLink log
        e.printStackTrace();
        // we will die so we don't need to be notified
        // of shutdown
        _sc.removeShutdownListener( this );
        // ask server to shutdown so that this fatal
        // error will be fixed
        _sc.shutdown();
     }
     // shortly after return this thread will no longer
     // exist
     return;
   }
  

 public void shutdownPerformed( ServerContext sc )
   //===============================================
   // stop our event handler loop
   {
     try {
        // wait max 10 seconds for thread to die
   join( 10*1000);
     } catch( Exception e ) {
        // print some error output to the MobiLink log
        e.printStackTrace();
    }
   }

  private void handlerLoop()
   //================throws InterruptedException
   {
       while( !_exit_loop ) {
         // Handle events in this loop. Sleep not
335



Java 同期論理の作成
         // needed, we should block on event queue.
         sleep( 1*1000 );
     }
   }
 }
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Java 同期の例

Java 同期論理は Mobile Link や共通 Java クラスと連動し、Mobile Link 
同期サーバを使用したアプリケーションの配備に柔軟性を提供しま
す。次の項では、単純な例を使用して、この広範囲な機能について説
明します。

注意：
この項では、基本の Java 同期論理がわかる簡単な例を提供します。

一般に、カスタム・ユーザ認証メカニズムを使用する理由には、既存
の DBMS ユーザ認証スキームと統合したり、最小パスワード長やパ

スワード期限などのカスタム機能を提供することが挙げられます。
Mobile Link にも組み込みのメカニズムが用意されています。

Mobile Link 認証の詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 
「ユーザ認証メカニズムの選択」を参照してください。

概要

この項では、Java 同期論理の実例を挙げて説明します。このクラスを

使用したり独自のクラスを作成したりする前に、次のチェックリスト
を使用してすべてを満たしているかどうかを確認してから、クラスを
コンパイルしてください。

•    擬似コードなどを使用する機能の計画。

•    データベース・テーブルとカラムのマップの作成。

•    Mobile Link システム・テーブルで、Java 同期メソッドの言語タ

イプとロケーションを指定していることを確認して、統合デー
タベースを設定。

詳細については、「Java 同期論理の設定」 323 ページを参照して

ください。

•    Java クラスの実行中に呼び出される関連 Java クラスのリストの

作成。
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•    Mobile Link 同期サーバのクラスパスに含まれる Java クラスのロ

ケーションの確保。

プラン この例の Java 同期論理は、例の処理に必要な機能を指定する関連 
Java ファイルとクラスを指しています。この例は、クラス 
CustEmpScripts の作成方法を示します。また、接続用同期コンテキス

トの設定方法も示します。最後に、次の用途を持つ Java メソッドを

提供します。

•    Mobile Link ユーザを認証する。

•    各データベース・テーブル用のカーソルを使用して、ダウン

ロード操作とアップロード操作を実行する。

スキーマ 同期対象となるテーブルは emp と cust です。emp テーブルには、3 つ
のカラム emp_id、emp_name、manager があります。cust テーブルに

は、cust_id、cust_name、emp_id という 3 つのカラムがあります。各

テーブルのすべてのカラムが同期されます。統合データベースからリ
モート・データベースへのマッピングにより、テーブル名とカラム名
はどちらのデータベースでも同じです。さらに、監査テーブルが統合
データベースに追加されます。

Java クラス・ファ

イル

この例で使用するファイルは、Samples¥MobiLink¥JavaAuthentication 
ディレクトリにあります。

Java 同期スクリプトの作成

設定 次のようにして Java 同期論理を設定します。import 文は、Java 仮想マ

シンに対して、必要なファイルのロケーションを指定します。public 
class 文はクラスを宣言します。

// use a package when you create your own script
 import   ianywhere.ml.script.InOutInteger;
 import   ianywhere.ml.script.DBConnectionContext;
 import   ianywhere.ml.script.ServerContext;
 import   java.sql.*;
 public class CustEmpScripts {
 /* Context for this synchronization connection.
 */
     DBConnectionContext _conn_context;
 /* Same connection MobiLink uses for sync we can't 
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commit or
  * close this.
 */
     Connection       _sync_connection;
     Connection       _audit_connection;
 /* Get a user id given the user name. On audit 
connection.
 */
     PreparedStatement      _get_user_id_pstmt;
 /* Add record of user logins added. On audit 
connection.
 */
     PreparedStatement      _insert_login_pstmt;
 /* Prepared statement to add a record to the audit 
table.
  * On audit connection.
 */
     PreparedStatement      _insert_audit_pstmt;

CustEmpScripts コンストラクタは、authenticateUser メソッドの

準備文をすべて設定します。また、メンバ・データも設定します。

public CustEmpScripts( DBConnectionContext cc )
     throws SQLException
 {
 try
     {
     _conn_context = cc;
     _sync_connection = _conn_context.getConnection();
 
     ServerContext serv_context =
     _conn_context.getServerContext();
     _audit_connection = serv_context.makeConnection();
 
     // get the prep statements ready
     _get_user_id_pstmt =
     _audit_connection.prepareStatement(
         "select user_id from ml_user where name = ?"
         );
     _insert_login_pstmt =
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   _audit_connection.prepareStatement(
         "insert into login_added( ml_user, add_time )
         " + " values( ?, { fn CONVERT( { fn NOW() },
         SQL_VARCHAR ) })"
         );
     _insert_audit_pstmt =
         _audit_connection.prepareStatement(
         "insert into login_audit( ml_user_id,
         audit_time, audit_action ) " +
         " values( ?, { fn CONVERT( { fn NOW() },
         SQL_VARCHAR ) }, ? ) "
         );
     } catch ( SQLException e ) {
         freeJDBCResources();
         throw e;
     } catch ( Error e ) {
         freeJDBCResources();
         throw e;
     }
 }

finalize メソッドは、end_connection が呼び出されなければ JDBC リ
ソースをクリーンアップします。

protected void finalize()
     throws SQLException, Throwable
 {
     super.finalize();
     freeJDBCResources();
 }
 

freeJDBCResources メソッドは、割り付けられたメモリを解放し、こ

こで監査接続を終了します。これは、管理プロシージャです。

private void freeJDBCResources()
         throws SQLException
     {
    if( _get_user_id_pstmt != null ) {
        _get_user_id_pstmt.close();
    }
    if( _insert_login_pstmt != null ) {
        _insert_login_pstmt.close();
    }
    if( _insert_audit_pstmt != null ) {
        _insert_audit_pstmt.close();
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    }
    if( _audit_connection != null ) {
        _audit_connection.close();
    }
    _conn_context        = null;
    _sync_connection    = null;
    _audit_connection   = null;
    _get_user_id_pstmt  = null;
    _insert_login_pstmt = null;
    _insert_audit_pstmt = null;
     }

endConnection メソッドは、不要になった時点でリソースをクリー

ンアップします。これも管理プロシージャです。

public void endConnection()
     throws SQLException
 {
     freeJDBCResources();
  }

次の authenticateUser メソッドは、すべてのユーザ・ログインを承認

し、データベース・テーブルにユーザ情報のログを取ります。ユーザ
が ml_user テーブルにない場合は、そのログが login_added に書き込ま

れます。ユーザ ID が ml_user 内で見つかると、そのログが login_audit 
に書き込まれます。実際のシステムでは user_password を無視するこ

とはありませんが、この例では単純にするためにすべてのユーザを承
認しています。実行したデータベース操作のいずれかが失敗して例外
が発生すると、プロシージャは SQLException を発行します。

public void authenticateUser( InOutInteger auth_status,
         String user_name )
     throws SQLException
 {
         boolean new_user;
         int user_id;
 
    // get ml_user id
     _get_user_id_pstmt.setString( 1, user_name );
     ResultSet user_id_rs =
     _get_user_id_pstmt.executeQuery();
     new_user = !user_id_rs.next();
     if( !new_user ) {
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         user_id = user_id_rs.getInt(1);
     } else {
         user_id = 0;
     }
  

   user_id_rs.close();
     user_id_rs = null;
     // in this tutorial always allow the login
     auth_status.setValue( 1000 );
     if( new_user ) {
         _insert_login_pstmt.setString( 1, user_name );
         _insert_login_pstmt.executeUpdate();
         java.lang.System.out.println( "user: " +
             user_name + " added. " );
     } else {
         _insert_audit_pstmt.setInt( 1, user_id );
         _insert_audit_pstmt.setString( 2, "LOGIN 
ALLOWED" );
         _insert_audit_pstmt.executeUpdate();
     }
     _audit_connection.commit();
     return;
 }

次のメソッドは、SQL コードを使用して、データベース・テーブル上

でカーソルとして動作します。これらはカーソル・スクリプトである
ため、SQL 文字列を返します。

public static String empUploadInsertStmt()
 {
     return( "INSERT INTO emp(
        emp_id, emp_name) VALUES( ?, ?) " );
 }

public static String empUploadDeleteStmt()
 {
     return( "DELETE FROM emp WHERE emp_id = ?" );
 }

public static String empUploadUpdateStmt()
 {
     return( "UPDATE emp SET emp_name = ?
              WHERE emp_id = ? " );
 }
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public static String empDownloadCursor()
 {
     return( "SELECT emp_id, emp_name FROM emp" );
 }
 

public static String custUploadInsertStmt()
 {
     return( "INSERT INTO cust(
         cust_id, emp_id, cust_name)
         VALUES ( ?, ?, ? ) " );
 }

public static String custUploadDeleteStmt()
 {
     return( "DELETE FROM cust WHERE cust_id = ? " );
 }

public static String custUploadUpdateStmt()
 {
     return( "UPDATE cust
             SET emp_id = ?, cust_name = ?
             WHERE cust_id = ? " );
 }

public static String custDownloadCursor()
 {
     return( "SELECT cust_id, emp_id, cust_name
              FROM cust" );
     }
 }

このコードは、次のコマンドを使用してコンパイルします。

javac -cp %asany9%¥java¥mlscript.jar CustEmpScripts.jar

こうすると、クラスパスの CustEmpScripts.class のロケーションを使用

して Mobile Link 同期サーバを実行できます。次に、コマンド・ライ

ンの一部を示します。

dbmlsrv9 ... -sl java (-cp <class_location>)
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Mobile Link Java API リファレンス

この項では、Mobile Link Java のインタフェースとクラス、これらに

関連するメソッド、コンストラクタについて説明します。

DBConnectionContext インタフェース

現在のデータベース接続に関する情報を取得し、アクセスするための
インタフェース。このインタフェースは、スクリプトを含むクラスの
コンストラクタに渡されます。コンテキストがバックグラウンド・ス
レッドに必要な場合や、接続期間を超えて必要な場合は、
ServerContext を使用してください。

警告
DBConnectionContext インスタンスは、Java コードに呼び出すスレッ

ド以外で使用しないでください。

getConnection メ
ソッド

public java.sql.Connection getConnection( )
 throws java.sql.SQLException

既存の接続 java.sql.Connection を JDBC 接続として返します。この接

続は、Mobile Link が SQL スクリプトの実行に使用するものと同じで

す。

この接続は、Mobile Link サーバのこの接続での使用に影響する方法

でコミット、クローズ、または変更しないでください。返される接続
は、基本となる Mobile Link 接続の期間中にのみ有効です。接続に対

して end_connection イベントが呼び出された後は、その接続を使用し

ないでください。

既存の接続を JDBC 接続としてバインドするときにエラーが発生する

と、java.sql.SQLException が発行されます。

フル・アクセス権を持つサーバ接続が必要な場合、
ServerContext.makeConnection() を使用してください。

getProperties メソッ

ド

public java.util.Properties getProperties( )
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この接続のスクリプト・バージョンに基づいて、この接続のプロパ
ティを返します。プロパティは、ml_property テーブルに格納されま

す。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_property」 および 
『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_add_property」 を参照してください。

getServerContext メ
ソッド

public ServerContext getServerContext( )

この Mobile Link サーバの ServerContext を返します。

getVersion メソッド public java.util.Properties getVersion( )

スクリプト・バージョンの名前を返します。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_property」 および 
『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_add_property」 を参照してください。

InOutByteArray インタフェース

SQL スクリプトに渡される in/out パラメータの機能を有効にするため

に、メソッドに渡されます。

getValue メソッド public byte[ ] getValue( )

このバイト配列パラメータの値を返します。

setValue メソッド public void setValue( byte[ ] new_value )

このバイト配列パラメータの値を設定します。パラメータ new_value 
( このバイト配列が取る値 ) が 1 つあります。

InOutInteger インタフェース

SQL スクリプトに渡される in/out パラメータの機能を有効にするため

に、メソッドに渡されます。

getValue メソッド public int getValue( )
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この整数パラメータの値を返します。

setValue メソッド public void setValue( int new_value )

この整数パラメータの値を設定します。パラメータ new_value ( この

整数が取る値 ) が 1 つあります。

InOutString インタフェース

SQL スクリプトに渡される in/out パラメータの機能を有効にするため

に、メソッドに渡されます。

getValue メソッド public java.lang.String getValue( )

この文字列パラメータの値を返します。

setValue メソッド public void setValue( int new_value )

この整数パラメータの値を設定します。パラメータ new_value ( この

文字列が取る値 ) が 1 つあります。

LogListener インタフェース

ログに出力されるメッセージを取得するためのリスナ・インタフェー
スです。

messageLogged メ
ソッド

public void messageLogged(
    ServerContext sc
    LogMessage message )

メッセージがログに出力されたときに呼び出されます。パラメータ
は、メッセージを出力しているサーバのコンテキストである sc と、

Mobile Link ログに送信された LogMessage である message の 2 つが

あります。

LogMessage クラス

ログ・メッセージに関連付けられたデータを保持します。
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java.lang.Object を拡張します。

定数 int ERROR

int WARNING

getType メソッド public int getType( )

このメッセージ・タイプのアクセサ。

このメッセージのタイプを返します。タイプは ERROR または 
WARNING です。

getUser メソッド public java.lang.String getUser( )

このメッセージ・ユーザのアクセサ。メッセージのユーザが存在しな
い場合、ユーザは NULL です。

このメッセージに対応するユーザを返します。

getText メソッド public java.lang.String getText( )

このメッセージ・テキストのアクセサ。

このメッセージの本文を返します。

ServerContext インタフェース

Mobile Link サーバの継続期間中に存在する、すべてのコンテキスト

のインスタンス化。このコンテキストを静的なデータとして保持し、
バックグラウンド・スレッドで使用できます。Mobile Link によって

起動される Java 仮想マシンの継続期間中は有効です。

ServerContext インスタンスにアクセスするには、

DBConnectionContext.getServerContext メソッドを使用します。

addShutdownListen
er

public void addShutdownListener( ShutdownListener sl )
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サーバ・コンテキストが破壊される前に通知を受信する指定の 
ShutdownListener を追加します。シャットダウン時に、メソッド 
ShutdownListener.shutdownPerformed (ianywhere.ml.script.ServerContext) 
が呼び出されます。パラメータ sl ( シャットダウン時に 
ShutdownListener に通知するように指定 ) が 1 つあります。

removeShutdownLis
tener

public void removeShutdownListener( ShutdownListener sl )

サーバ・コンテキストが破壊される前に通知を受信するリスナのリス
トから、指定の ShutdownListener を削除します。パラメータ sl (
シャットダウン時にリスナに通知されないように指定 ) が 1 つありま

す。

shutdown public void shutdown( )

サーバを強制的に停止します。

getStartClassInstanc
es

public java.lang.Object[ ] getStartClassInstances( )

サーバ起動時に構築された起動クラスの配列を取得します。起動クラ
スがない場合、配列の長さは 0 です。

ユーザ定義起動クラスの詳細については、「ユーザ定義起動クラス」 
333 ページを参照してください。

次に、getStartClassInstances() の例を示します。

Object objs[] = sc.getStartClassInstances();
 int I;
 for( I=0; i<objs.length; I+=1 ) {
    if( objs[i] instanceof MyClass ) {
        //use class
    }
 }

getProperties public java.util.Properties getProperties(
    java.lang.String component_name
    java.lang.String prop_set_name )

スクリプト・バージョンに関連する一連のプロパティを返します。こ
れらのプロパティは、Mobile Link システム・テーブル ml_property に
格納されます。
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詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_property」 および 
『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_add_property」 を参照してください。

getPropertiesByVers
ion

public java.util.Properties getPropertiesByVersion( java.lang.String 
script_version )

スクリプト・バージョンに関連する一連のプロパティを返します。こ
れらのプロパティは、Mobile Link システム・テーブル ml_property に
格納されます。component_name が ScriptVersion の場合、スクリプト・

バージョンは prop_set_name カラムに格納されます。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_property」 および 
『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_add_property」 を参照してください。

getPropertySetName
s

public java.util.Properties getPropertySetNames(
    java.lang.String component_name )

指定したコンポーネントのプロパティ・セット名のリストを返しま
す。これらのプロパティは、Mobile Link システム・テーブル 
ml_property に格納されます。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_property」 および 
『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_add_property」 を参照してください。

makeConnection メ
ソッド

public java.sql.Connection makeConnection( )
 throws java.sql.SQLException

新しいサーバ接続を作成します。新しい接続を開くときにエラーが発
生すると、このメソッドは java.sql.SQLException を発行します。

addErrorListener メ
ソッド

public void addErrorListener( LogListener ll )

エラーが出力されたときに通知を受信するために、指定された 
LogListener を追加します。

ll は、通知を受信する LogListener です。

次のメソッドが呼び出されます。
LogListener.messageLogged(ianywhere.ml.script.ServerContext、
ianywhere.ml.script.LogMessage)
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removeErrorListene
r メソッド

public void removeErrorListener( LogListener ll )

エラーが出力されたときに通知を受信するリスナのリストから、指定
した LogListener を削除します。

ll は、通知を受信しないようにする LogListener です。

addWarningListener 
メソッド

public void addWarningListener( LogListener ll )

警告が出力されたときに通知を受信するために、指定された 
LogListener を追加します。

ll は、通知を受信する LogListener です。

次のメソッドが呼び出されます。
LogListener.messageLogged(ianywhere.ml.script.ServerContext、
ianywhere.ml.script.LogMessage)

removeWarningList
ener メソッド

public void removeWarningListener( LogListener ll )

警告が出力されたときに通知を受信するリスナのリストから、指定し
た LogListener を削除します。

ll は、通知を受信しないようにする LogListener です。

ServerException クラス

サーバで同期の進行を妨げるエラー状態が存在することを示すために
発行されます。この例外が発行されると、Mobile Link サーバは

シャットダウンされます。

ServerException コ
ンストラクタ

public ServerException( )

詳細メッセージのない ServerException を構成します。

public ServerException( java.lang.String s )

指定した詳細メッセージを含む ServerException を構成します。パラ

メータ s ( 詳細メッセージを指定 ) が 1 つあります。
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ShutdownListener インタフェース

サーバのシャットダウンを取得するリスナ・インタフェースです。こ
のインタフェースを使用して、サーバが終了する前に、リソース、ス
レッド、接続などがすべてクリーンアップされるようにします。

shutdownPerformed 
メソッド

public void shutdownPerformed( ServerContext sc)

サーバのシャットダウンによって ServerContext が破壊される前に起

動されます。パラメータ sc ( シャットダウンされるサーバのコンテキ

スト ) が 1 つあります。

SynchronizationException クラス

現在の同期の完了を妨げるエラー状態が存在することを示すために発
行されます。この例外が発行されると、Mobile Link サーバは強制的

にロールバックされます。

SynchronizationExc
eption コンストラク

タ

public SynchronizationException( )

詳細メッセージのない SynchronizationException を構成します。

public SynchronizationException( java.lang.String s )

指定した詳細メッセージを含む SynchronizationException を構成しま

す。パラメータ s ( 詳細メッセージを指定 ) が 1 つあります。
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第 14 章 

.NET での同期スクリプトの作成

この章の内容 Mobile Link 同期サーバの動作を制御するには、同期スクリプトを作

成します。これらのスクリプトの実装には、SQL、Java または .NET 
を使用できます。この章では、.NET を使用して同期スクリプトを実

装する方法について説明します。

.NET 同期スクリプトを使用するチュートリアルについては、『Mobile 
Link チュートリアル』 > 「チュートリアル：Adaptive Server Anywhere 
での .NET 同期論理」を参照してください。

スクリプト作成については、「同期スクリプトの作成」 285 ページを参

照してください。

SQL、Java、.NET の説明と比較については、「同期論理の作成オプ

ション」 31 ページを参照してください。

Java でのスクリプト作成については、「Java による同期スクリプトの

作成」 321 ページを参照してください。
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概要
概要

Microsoft .NET は、Web サービスとアプリケーションを構築、配備、

実行するためのプラットフォームです。

Mobile Link は、同期スクリプトを作成するためのプログラミング言

語として Visual Studio .NET をサポートしています。Mobile Link スク

リプトを .NET で作成する場合は、有効な .NET アセンブリを作成で

きる言語であれば、どれでも使用できます。特に、以下の言語がテス
ト済みで、文書化されています。

•    C#

•    Visual Basic .NET

•    C++

.NET 同期論理には、Java 同期論理と同じ機能を持たせることができ

ます。Mobile Link 同期サーバは、Mobile Link イベントの発生時に 
.NET メソッドを呼び出すことが可能です。Mobile Link には SQL 文字

列が返されます。

この項では、C#、Visual Basic .NET、C++ 用の .NET 同期論理を設定、

開発、実行する方法について説明します。また、サンプル・アプリ
ケーションと Mobile Link .NET API リファレンスも含まれています。

.NET 同期スクリプトを使用するチュートリアルについては、『Mobile 
Link チュートリアル』 > 「チュートリアル：Adaptive Server Anywhere 
での .NET 同期論理」を参照してください。
354



     第 14 章   .NET での同期スクリプトの作成
.NET 同期論理の設定

同期スクリプトを .NET で実装するときの最も重要な点は、アセンブ

リに含まれるパッケージ、クラス、メソッドの場所を Mobile Link に
指示することです。

❖ .NET を使用して同期スクリプトを実装するには、次の手順

に従います。

1 1 つまたは複数の独自クラスを作成します。必要な同期イベ

ントごとに、メソッドを作成します。これらのメソッドは、
パブリックにしてください。

メソッドの詳細については、「メソッド」 363 ページを参照し

てください。

静的でないメソッドを持つ各クラスには、パブリック・コン
ストラクタが必要です。Mobile Link 同期サーバは、各クラス

のメソッドが接続のために初めて呼び出されるときに、その
クラスを自動的にインスタンス化します。

コンストラクタの詳細については、「コンストラクタ」 362
ページを参照してください。

2 1 つまたは複数のアセンブリを作成します。コンパイル中、

独自の .NET メソッドで利用するために、Mobile Link API ク
ラスのリポジトリを含む iAnywhere.MobiLink.Script.dll を参照し

ます。iAnywhere.MobiLink.Script.dll は、SQL Anywhere インス

トール環境の win32 サブディレクトリにあります。

Mobile Link の .NET API の詳細については、「Mobile Link 
.NET API リファレンス」 381 ページを参照してください。

コマンド・ラインで、または Visual Studio .NET や他の .NET 
開発環境を使用して、クラスをコンパイルできます。

•    Visual Studio .NET からコンパイルするには、次の手順に

従います。
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1. VS.NET の [ プロジェクト ] メニューから、[ 既存項目の追

加 ] を選択します。

2. [ 開く ] ドロップダウン・リストから [ リンクファイル ] を
選択し、iAnywhere.MobiLink.Script.dll を選択します。

警告：

Visual Studio .NET の場合は、常に上記の [ リンク ファ

イル ] を使用します。iAnywhere.MobiLink.Script.dll を参

照するために、[ 参照の追加 ] オプションを使用しない

でください。このオプションは、クラス・アセンブリ
として同じ物理ディレクトリに 
iAnywhere.MobiLink.Script.dll を複製するため、Mobile 
Link 同期サーバにとって問題となります。

3. アセンブリを構築するには、[ ビルド ] メニューを使用しま

す。

•    コマンド・ラインからコンパイルするには、次の手順に

従います。

次のようにして、コマンド・ラインから 
iAnywhere.MobiLink.Script.dll を参照できます。
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csc /out:c:¥out.dll /target:library /
reference:c:¥iAnywhere.MobiLink.Script.dll 
sync_v1.cs

上記の例では、iAnywhere.MobiLink.Script.dll が c:¥ にコピーされ

たことを想定しています。

API の完全な説明については、「Mobile Link .NET API リファ

レンス」 381 ページを参照してください。

3 統合データベース内の Mobile Link システム・テーブルで、各

同期スクリプトについて、呼び出すパッケージ、クラス、メ
ソッドの名前を指定します。スクリプトのバージョンごとに、
クラスを 1 つずつ使用します。

この情報を Mobile Link システム・テーブルに追加するには、

ml_add_dnet_connection_script ストアド・プロシージャまたは 
ml_add_dnet_table_script ストアド・プロシージャを使用する

のが最も簡単な方法です。

たとえば、次の文は、Adaptive Server Anywhere データベース

内で実行すると、authenticate_user 接続レベル・イベントが発

生するたびに myNamespace.myClass.myMethod を実行するよ

うに指定します。

call ml_add_dnet_connection_script( 'version1', 
'authenicate_user', 'myNamespace.myClass.myMethod' )

注意：
完全に修飾されたメソッド名では、大文字と小文字が区別されま
す。

このプロシージャ・コールの結果として、ml_script システ

ム・テーブルの script_language カラムに、dnet という語が含

まれている必要があります。script カラムの文字列には、SQL 
で実装されるスクリプトの文が含まれています。この文字列
には、代わりにパブリックな .NET メソッドの修飾名を入れ

ます。
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詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 
「ml_add_dnet_connection_script」 および 『Mobile Link 管理ガイ

ド』 > 「ml_add_dnet_table_script」 を参照してください。

この情報を追加するには Sybase Central を使用する方法もあり

ます。

4 アセンブリをロードするよう Mobile Link サーバに指示し、

CLR を起動します。dbmlsrv9 コマンド・ラインでオプション

を使用して、これらのアセンブリの場所を Mobile Link に指示

します。2 つのオプションから選択できます。

•    -sl dnet ( -MLAutoLoadPath ) を使用   このオプション

は、アプリケーションのベース・ディレクトリへの特定
のパスを設定し、そのディレクトリ内のすべてのプライ
ベート・アセンブリをロードします。ほとんどの場合、
このオプションを使用してください。たとえば、c:¥ に
保存されたすべてのアセンブリをロードするには、次を
入力します。

dbmlsrv9 -c "dsn=consolidated1" -sl dnet(-
MLAutoLoadPath=c:¥)

-MLAutoLoadPath オプションを使用すると、イベント・

スクリプトの完全に修飾されたメソッド名を入力すると
きに、ドメインを指定できません。

アセンブリのロードの詳細については、「アセンブリの
ロード」 373 ページを参照してください。dbmlsrv9 オプ

ションの -sl dnet の詳細については、『Mobile Link 管理ガ

イド』 > 「-sl dnet オプション」を参照してください。

•    -sl dnet ( -MLDomConfigFile ) を使用   このオプションを

使用するには、ドメインとアセンブリの設定を含む設定
ファイルが必要です。このオプションを使用するのは、
共有アセンブリがある場合、ディレクトリのすべてのア
センブリをロードする必要がない場合、またはその他の
理由で設定ファイルを使用する必要がある場合です。
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共有アセンブリのロードの詳細については、「アセンブ
リのロード」 373 ページを参照してください。dbmlsrv9 
オプションの -sl dnet の詳細については、『Mobile Link 管
理ガイド』 > 「-sl dnet オプション」を参照してくださ

い。

注意：

-MLAutoLoadPath オプションまたは -MLDomConfigFile オプ

ションを使用できますが、両方は使用できません。
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.NET 同期論理の作成

.NET 同期論理の作成は、他の .NET コードの作成と違いはありませ

ん。ユーザが必要なのは、Mobile Link イベントの知識と Mobile Link 
.NET API の知識です。これ以降の項を参考にして、役立つ同期論理

を作成してください。

API の完全な説明については、「Mobile Link .NET API リファレンス」 
381 ページを参照してください。

.NET 同期論理は、ステータス情報の管理と、アップロード・イベン

トとダウンロード・イベント関連の論理の実装に使用できます。たと
えば、.NET で作成された begin_synchronization スクリプトを使用する

と、Mobile Link ユーザ名を変数に格納できます。同期処理中に後で

呼び出されるスクリプトは、この変数にアクセスできます。また、
.NET は、コミットの実行前または実行後に統合データベースのロー

にアクセスするために使用できます。

.NET を使用すると、統合データベースへの依存度も減少します。ま

た、統合データベースを新バージョンにアップグレードしたり、別の
データベース管理システムに切り替えたりする場合も、動作に与える
影響が少なくて済みます。

クラス・インスタンス

Mobile Link 同期サーバは、クラスを接続レベルでインスタンス化し

ます。静的でない .NET メソッドをあるイベントに対して作成した場

合、そのイベントに達すると、現在のデータベース接続でクラスが構
成されていなければ、Mobile Link 同期サーバが自動的にクラスを構

成します。

詳細については、「コンストラクタ」 362 ページを参照してください。

1 つのスクリプト・バージョンの接続レベル・イベントまたはテーブ

ルレベル・イベントに直接関連するすべてのメソッドは、同じクラス
に属している必要があります。
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データベース接続ごとに、インスタンス化されたクラスはその接続が
終了するまで持続します。したがって、連続する複数の同期セッショ
ンに、引き続き同じインスタンスを使用できます。そのため、パブ
リック変数またはプライベート変数内の情報は、明示的にクリアしな
いかぎり、同じ接続で発生するすべての同期を通して持続します。

また、静的なクラスや変数も使用できます。この場合、値は同じドメ
インのすべての接続を通して使用できます。

統合データベースへの接続が終了した場合にのみ、Mobile Link 同期

サーバはクラス・インスタンスを自動的に削除します。

トランザクション

.NET メソッドには、トランザクションに関する通常のルールが適用

されます。データベース・トランザクションの開始と継続期間は、同
期処理に重要になります。トランザクションの開始と終了は、Mobile 
Link 同期サーバのみが行います。.NET メソッド内の同期接続でトラ

ンザクションを明示的にコミットまたはロールバックすると、同期処
理の整合性違反になり、エラーが発生することがあります。

これらのルールは、Mobile Link 同期サーバによって作成されるデー

タベース接続、特に、メソッドから返される SQL 文にのみ適用され

ます。クラスで他のデータベース接続を作成する場合は、自由に管理
できます。

SQL データ型と .NET データ型

次の表は、Mobile Link スクリプト・パラメータの SQL データ型とそ

れに対応する .NET データ型を示します。

SQL データ型 .NET データ型

VARCHAR string

CHAR string

INTEGER int

BINARY byte [ ]
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コンストラクタ

クラスのコンストラクタは、次の 2 つのシグニチャのどちらかを持ち

ます。

public ExampleClass( 
iAnywhere.MobiLink.Script.DBConnectionContext cc )

または

public ExampleClass()

渡される同期コンテキストは、Mobile Link 同期サーバが現在のユー

ザの同期に使用している接続です。

DBConnectionContext クラスの getConnection メソッドは、Mobile Link 
が現在のユーザの同期に使用しているのと同じデータベース接続を返
します。この接続で文を実行することはできますが、トランザクショ
ンのコミットやロールバックは行わないでください。トランザクショ
ンは Mobile Link 同期サーバによって管理されます。

Mobile Link 同期サーバは、最初のシグニチャを持つコンストラクタ

を使用しようとします。void コンストラクタが使用されるのは、最初

のシグニチャを持つコンストラクタが存在しない場合のみです。

DBConnectionContext クラスの詳細については、「DBConnectionContext 
インタフェース」 383 ページを参照してください。

TIMESTAMP DateTime

INOUT INTEGER ref int

INOUT VARCHAR ref string

INOUT CHAR ref string

INOUT BYTEARRAY ref byte [ ]

SQL データ型 .NET データ型
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メソッド

通常は、同期イベントごとにメソッドを 1 つずつ実装します。これら

のメソッドは、パブリックにしてください。プライベート・メソッド
の場合、Mobile Link 同期サーバでは使用できず、その存在を認識で

きません。

統合データベース内の ml_script テーブルで指定されている名前と一

致していれば、メソッド名は重要ではありません。ただし、このマ
ニュアルの例では、メソッド名は Mobile Link イベント名と同じです。

これは、.NET コードを読みやすくするためです。

メソッドのシグニチャは、そのイベント用スクリプトのシグニチャと
一致していなければなりません。ただし、パラメータ・リストの最後
にパラメータ値が必要でない場合は、リストをトランケートできま
す。実際には、パラメータを渡すとオーバヘッドが生じる可能性があ
るため、必要なパラメータのみを受け入れてください。

ただし、メソッドはオーバロードできません。ml_script システム・

テーブルには、クラスごとにメソッド・プロトタイプが 1 つだけ格納

されます。

戻り値 Mobile Link アップロードまたはダウンロードに対して呼び出される

メソッドは、有効な SQL 言語の文を返さなければなりません。これ

らのメソッドの戻り値は String 型にします。他の戻り型は使用できま

せん。

他のすべてのスクリプトの戻り型は、string または void にします。他

の型は使用できません。戻り型が null ではなく文字列の場合、Mobile 
Link 同期サーバはその文字列に有効な SQL 文が含まれているとみな

して、この文を通常の SQL 言語による同期スクリプトと同様に統合

データベース内で実行します。通常、メソッドは文字列を返します
が、返却時にデータベースに対して SQL 文を実行しない場合は null 
を返すことができます。
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ユーザ定義起動クラス

サーバの起動時に自動的にロードされる起動クラスを定義できます。
この機能の目的は、最初の同期の前に Mobile Link サーバが CLR を起

動する時点で実行される .NET コードを記述できるようにすることで

す。つまり、ユーザ同期要求の前に、接続の作成またはデータの
キャッシュを実行できます。

この操作を行うには、dbmlsrv9 -sl dnet オプションの MLStartClasses オ
プションを使用します。たとえば、次に示すのは dbmlsrv9 コマンド・

ラインの一部です。mycl1 と mycl2 が起動クラスとしてロードされま

す。

-sl dnet(-MLStartClasses=com.test.mycl1,com.test.mycl2)

クラスはリスト内の順序でロードされます。同じクラスがリストに 2 
回以上指定されている場合は、複数のインスタンスが作成されます。

すべての起動クラスはパブリックでなければなりません。また、引数
を 1 つも受け付けないか、または MobiLink.Script.ServerContext データ

型の引数を 1 つ受け付けるパブリック・コンストラクタが必要です。

ロードされた起動クラスの名前は、「.NET 起動クラス classname が
ロードされました。」というメッセージとともに Mobile Link ログに出

力されます。

.NET CLR の詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「-sl dnet オ
プション」を参照してください。

サーバ起動時に構築される起動クラスを表示する場合は、
「GetStartClassInstances メソッド」 392 ページを参照してください。

例 次に示すのは、テンプレート起動クラスです。これは、イベントを処
理してデータベース接続を確立するデーモン・スレッドを起動します 
( すべての起動クラスがスレッドの作成を必要とするわけではありま

せんが、スレッドを作成する場合はデーモン・スレッドでなければな
りません )。

using System;
 using System.IO;
 using System.Threading;
 using iAnywhere.MobiLink.Script;
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namespace TestScripts
 {
     public class MyStartClass {
    ServerContext    _sc;
    bool             _exit_loop;
    Thread           _thread;
    OdbcConnection   _conn;

   public MyStartClass( ServerContext sc )
    //=====================================
    {
        // perform setup first so that an exception will
        // cause MobiLink startup to fail
        _sc          = sc;
       // create connection for use later
       _conn        = _sc.makeConnection();
       _exit_loop   = false;
       _thread      = new Thread(new ThreadStart(run)) ;
        _thread.IsBackground = true;

       _thread.Start();
    }

   public void run()
    //===============
    {
        ShutdownCallback callback = new 
ShutdownCallback( shutdownPerformed );

       _sc.ShutdownListener += callback;
        // we can't throw any exceptions through run()
        try {
       handlerLoop();
       _conn.close();
       _conn = null;
        } catch( Exception e ) {
       // print some error output to the MobiLink log
       Console.Error.Write( e.ToString() );
       // we will die so we don't need to be notified of
       // shutdown
       _sc.ShutdownListener -= callback;
       // ask server to shutdown so that this fatal 
error will
       // be fixed
       _sc.Shutdown();
        }
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        // shortly after return this thread will no 
longer
        // exist
        return;
    }

   public void shutdownPerformed( ServerContext sc )
    //===============================================
    // stop our event handler loop
    {
        try {
           _exit_loop = true;
           // wait max 10 seconds for thread to die
           _thread.Join( 10*1000 );
        } catch( Exception e ) {
           // print some error output to the MobiLink log
           Console.Error.Write( e.ToString() );
        }
    }

   private void handlerLoop()
    //========================
    {
        while( !_exit_loop ) {
          // handle events in this loop
          Thread.Sleep( 1*1000 );
        }
    }
     }
 }

.NET からの情報の出力

System.Console を使用して、Mobile Link ログに情報を出力する文を 
.NET メソッドに追加することもできます。これにより、クラスの進

行状況と動作を追跡できます。

パフォーマンスのヒント
この方法で情報を出力すると、モニタ・ツールとして活用できます
が、運用環境ではおすすめしません。
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これと同じ方法を利用して、任意の同期情報のログを取ったり、スク
リプトの使用方法に関する統計情報を収集したりできます。

.NET での Mobile Link サーバ・エラーの処理

ログをスキャンするだけでは不十分な場合は、アプリケーションをプ
ログラムからモニタできます。たとえば、特定のタイプのメッセージ
を電子メールで送信できます。

ログに出力される各エラー・メッセージまたは各警告メッセージを表
すクラスに渡されるメソッドを作成することも可能です。この方法
は、Mobile Link 同期サーバをモニタおよび監査するのに役立ちます。

次のコードは、すべてのエラー・メッセージ用に Listener をインス

トールし、その情報を StreamWriter に出力します。

class TestLogListener {
     public TestLogListener( StreamWriter output_file  )
     {
         _output_file    = output_file;
     }
     public void errCallback( ServerContext sc, 
LogMessage lm )
     {
         string type;
         string user;
         if( lm.Type==LogMessage.MessageType.ERROR ) {
             type = "ERROR";
         } else if( 
lm.Type==LogMessage.MessageType.WARNING ) {
             type = "WARNING";
         } else {
             type = "INVALID TYPE!!";
         }
         if( lm.User == null ) {
             user = "null";
         } else {
             user = lm.User;
         }
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        _output_file.WriteLine( "Caught msg type=" + 
type +
                               " user=" + user +
                               " text=" + lm.Text );
         _output_file.Flush();
     }
     StreamWriter    _output_file;
 }

// Two lines that registers the TestLogListener Call 
this code
 // from anywhere that has access to the ServerContext 
such as
 // a class constructor or synchronization script.
 // ServerContext serv_context;
 TestLogListener etll = new 
TestLogListener(log_listener_file);
 serv_context.ErrorListener += new 
LogCallback(etll.errCallback);

参照 「LogCallback デリゲート」 391 ページ

「ServerContext インタフェース」 392 ページの ErrorListener と 
WarningListener

「LogMessage クラス」 391 ページ

「MessageType 列挙」 392 ページ

.NET 同期論理のデバッグ

次の手順では、Microsoft Visual Studio .NET を使用して .NET スクリプ

トをデバッグする方法を説明します。

❖ .NET スクリプトをデバッグするには、次の手順に従いま

す。

1 次のようにして、デバッグ情報をオンに設定してコードをコ
ンパイルします。

•    csc コマンド・ラインで、フラグ /debug+ を設定します。
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または

•    Microsoft Visual Studio .NET の設定を使用してデバッグ出

力を設定します。

•    [ ファイル ] メニューから [ ビルド ] ー [ 構成マネー

ジャ ] を選択します。[ アクティブ ソリューション

構成 ] ドロップダウン・リストから、[ デバッグ ] 
を選択します。

•    アセンブリを構築します。

2 ソース・ファイルを含む Visual Studio .NET の実行中のインス

タンスを閉じます。

次の手順では、新しい Visual Studio .NET インスタンスを起動

して、Mobile Link 同期サーバと使用している .NET 同期スク

リプトをデバッグします。

3 コマンド・ライン・オプションを使用して Visual Studio .NET 
を起動し、Mobile Link 同期サーバをデバッグします。

•    コマンド・プロンプトで、Visual Studio .NET インストー

ル環境の Common7¥IDE サブディレクトリに移動します。

•    /debugexe オプションを使用して、devenv (Visual Studio 
.NET IDE) を起動します。

たとえば、次のコマンド・ラインを入力して、Mobile 
Link 同期サーバをデバッグします。接続文字列と .NET 
アセンブリをロードするオプションを含めて、dbmlsrv9 
オプションを指定してください。

devenv /debugexe %asany9%¥win32¥dbmlsrv9.exe -c 
...

この結果、Visual Studio .NET が起動し、[ ソリューショ

ン エクスプローラ ] ウィンドウに dbmlsrv9.exe が表示さ

れます。

4 .NET コードをデバッグするために Microsoft Visual Studio を次

のように設定します。
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•    Visual Studio の [ ソリューション エクスプローラ ] ウィン

ドウで dbmlsrv9.exe を右クリックし、[ プロパティ ] を
選択します。

•    [デバッガのタイプ ] を [自動] から [混合 ] または [マネージの

み ] に変更します。

これによって、Visual Studio .NET は、.NET 同期スクリ

プトのみをデバッグします。

5 関連する .NET ソース・ファイルを開き、ブレーク・ポイン

トを設定します。

注意：dbmlsrv9 ソリューションでソース・ファイルを個別に

開きます。元のソリューションやプロジェクト・ファイルは
開かないでください。

6 [ デバッグ ] メニューまたは [F5] キーを使用して Mobile Link 
を起動します。

プロンプトが表示されたら、dbmlsrv9.sln を適切なロケーショ

ンに保存します。

[ シンボル情報なし ] ダイアログが表示された場合は、[OK] 
をクリックしてデバッグを続けます。デバッグしているのは、
Mobile Link が呼び出す管理対象の .NET 同期スクリプトであ

り、Mobile Link 同期サーバ本体ではありません。

7 同期を実行します。この結果、ブレークポイントのあるコー
ドが Mobile Link によって実行されます。
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.NET の同期の方法

この項では、一般的な .NET の同期タスクに取り組む場合に使用でき

る方法について説明します。

ローのアップロード

upload_insert、upload_update、upload_delete の各イベントを使用して、

統合データベースにアップロードされたローを処理することができま
す。

これらのイベントの詳細については、以下の項目を参照してくださ
い。

•    「upload_insert テーブル・イベント」 572 ページ

•    「upload_update テーブル・イベント」 587 ページ

•    「upload_delete テーブル・イベント」 568 ページ

これらのイベントに渡される可変のロー数は、対応する .NET 関数に

パラメータとして渡されることはありません。テンポラリ・テーブル
にこれらのローを挿入し、後続のイベントで結果セットを処理すると
いう、特別な処理を行います。

❖ 統合データベースにアップロードされたローを処理するに

は、次の手順に従います。

1 アップロードされた値をテンポラリ・テーブルに挿入します。

たとえば、upload_insert イベントに対して次の関数を使用し

ます。

public static string UploadInsert(/* no parameters 
*/)
  {
    return("INSERT INTO tempULCustomer(cust_id, 
cust_name) values (?,?)");
  }
 

371



.NET の同期の方法
2 後続のスクリプトを使用してテンポラリ・テーブルから値を
取得し、ローを処理します。

end_upload イベントに対して次の関数を登録します。

public void EndUpload(string user, string table)
 {
    // declare variables to store your row values
    string _custid;
    string _custname;
 
    // create the command
    DBCommand stmt = currConn.CreateCommand();
    stmt.CommandText = "select * from 
tempULCustomer";
   
   // store the result set in a DBRowReader instance
    DBRowReader rset = stmt.ExecuteReader();
 
    // traverse the result set
    object[] rvalues = rset.NextRow();
 
    while( rvalues != null ) 
    {
       _custid = (string)rvalues[0];
       _custname = (string)rvalues[1];
 
      //... your logic to process the rows
 
       rvalues = rset.NextRow();
    }
 
    rset.Close();
    stmt.Close();     
 } 
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共有アセンブリのロード

この項では、.NET アセンブリをロードするためのオプションと共有

アセンブリをロードする処理について説明します。

アセンブリのロード

.NET アセンブリは、タイプ、メタデータ、プログラム・コードの

パッケージです。.NET アプリケーションでは、すべてのコードがア

センブリになければなりません。アセンブリ・ファイルの拡張子は 
.dll または .exe です。

アセンブリには、2 種類あります。

•    プライベート・アセンブリ   ファイル・システム内のファイル。

•    共有アセンブリ   グローバル・アセンブリ・キャッシュにインス

トールされるアセンブリ。

Mobile Link では、クラスを含むアセンブリが指定されないと、クラ

スをロードしてそのクラスのメソッドを呼び出すことができません。
指定する必要があるのは、Mobile Link が直接呼び出すアセンブリの

みです。このアセンブリによって、その他の必要なアセンブリが呼び
出されます。

たとえば、Mobile Link が MyAssembly を呼び出すと、MyAssembly が 
UtilityAssembly と NetworkingUtilsAssembly を呼び出します。この場合

は、Mobile Link が MyAssembly だけを探すように設定します。

Mobile Link では、次の 2 つの方法でアセンブリをロードできます。

•    -sl dnet ( -MLAutoLoadPath ) を使用   このオプションは、プラ

イベート・アセンブリに対してのみ有効です。このオプション
は、アプリケーションのベース・ディレクトリへのパスを設定
し、そのディレクトリ内のすべてのアセンブリをロードします。
このオプションの方が簡単に使用でき、ほとんどの場合はこの
オプションで十分対応できます。
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-MLAutoLoadPath オプションを使用すると、イベント・スクリ

プトの完全に修飾されたメソッド名を入力するときに、ドメイ
ンを指定できません。

-MLAutoLoadPath でパスとディレクトリを指定すると、次のア

クションが実行されます。

•    このパスがアプリケーション・ベース・パスとして設定さ

れる

•    指定したディレクトリで .dll または .exe の付くすべての

ファイルのすべてのクラスがロードされる

•    1 つのアプリケーション・ドメインが作成され、ドメイン

が指定されていないすべてのユーザ・クラスがそのドメイ
ンにロードされる

このオプションでは、グローバル・アセンブリ・キャッシュ内
のアセンブリを直接呼び出すことはできません。これらの共有
アセンブリを呼び出すには、-MLDomConfigFile を使用します。

•    -sl dnet ( -MLDomConfigFile ) を使用   このオプションは、プラ

イベート・アセンブリと共有アセンブリの両方に使用できます。
このオプションを使用するには、ドメインとアセンブリの設定
を含む設定ファイルが必要です。このオプションは、共有アセ
ンブリがある場合、アプリケーション・ベース・パス内のすべ
てのアセンブリをロードする必要がない場合、またはその他の
理由で設定ファイルを使用する必要がある場合に使用してくだ
さい。

このオプションを使用すると、Mobile Link は指定されたドメイ

ン設定ファイル内の設定を読み込みます。ドメイン設定ファイ
ルには、1 つまたは複数の .NET ドメインの設定が入っていま

す。このファイルに複数のドメインが記述されている場合は、1 
番目に指定されているドメインがデフォルト・ドメインとして
使用されます ( デフォルト・ドメインは、指定されたドメイン

がスクリプトにない場合に使用されます )。

Mobile Link はアセンブリをロードするときに、まずプライベー

ト・アセンブリとしてロードし、次にグローバル・アセンブリ・
キャッシュからアセンブリをロードしようとします。プライ
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ベート・アセンブリは、アプリケーション・ベース・ディレク
トリにあります。共有アセンブリはグローバル・アセンブリ・
キャッシュからロードされます。

-MLDomConfigFile オプションでは、ドメイン設定ファイルで指定さ

れているアセンブリのみが、イベント・スクリプトから直接呼び出せ
ます。

サンプルのドメイン
設定ファイル

mlDomConfig.xml というサンプルのドメイン設定ファイルが、Mobile 
Link とともにインストールされます。独自のファイルを最初から作成

するか、要件に合わせてサンプルを編集できます。サンプル・ファイ
ルは、SQL Anywhere Studio の次のパスにあります。

MobiLink¥setup¥dnet¥mlDomConfig.xml

サンプルのドメイン設定ファイル mlDomConfig.xml の内容は次のとお

りです。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
 <config xmlns="iAnywhere.MobiLink.mlDomConfig" 
xsi:schemaLocation='iAnywhere.MobiLink.mlDomConfig 
mlDomConfig.xsd' xmlns:xsi='http://www.w3.org/2001/
XMLSchema-instance' >
    <domain>
       <name>SampleDomain1</name>
       <appBase>C:¥scriptsDir</appBase>
       <configFile></configFile>
       <assembly name="Assembly1" />
       <assembly name="Assembly2" />
    </domain>
    <domain>
       <name>SampleDomain2</name>
       <appBase>¥Dom2assembly</appBase>
       
<configFile>¥Dom2assembly¥AssemblyRedirects.config</
configFile>
       <assembly name="Assembly3" />
       <assembly name="Assembly4" />
    </domain>
 </config>

次に、mlDomConfig.xml の内容について説明します。
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•    name   イベント・スクリプトでドメインを指定するときに使用

するドメイン名です。
"DomainName:Namespace.Class.Method" というフォーマット

のイベント・スクリプトを使用するには、ドメイン設定ファイ
ル内に DomainName という名前のドメインが必要です。

ドメイン名は 1 つ以上指定してください。

•    appBase   ドメインがアプリケーション・ベース・ディレクトリ

として使用するディレクトリです。すべてのプライベート・ア
センブリは、このディレクトリに基づいて .NET CLR によって

ロードされます。appBase は必ず指定してください。

•    configFile   ドメインに使用する .NET アプリケーション設定ファ

イルです。ここは空白でもかまいません。通常は、この部分を
使用してアセンブリのバインドとロードのデフォルトの動作を
変更します。アプリケーション設定ファイルの詳細については、
.NET のマニュアルを参照してください。

•    assembly   イベント・スクリプト内の型の参照を解決するときに 
Mobile Link がロードして検索するアセンブリの名前です。アセ

ンブリは 1 つ以上指定してください。アセンブリが複数のドメ

インで使用されている場合は、ドメインごとに 1 つのアセンブ

リを指定してください。プライベート・アセンブリの場合は、
ドメインのアプリケーション・ベース・ディレクトリになけれ
ばなりません。

dbmlsrv9 オプションの -sl dnet の詳細については、『Mobile Link 管理ガ

イド』 > 「-sl dnet オプション」を参照してください。
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.NET 同期のサンプル

このサンプルは、.NET 同期論理を使用して authenticate_user イベント

を処理する方法を表示するように既存のアプリケーションを変更しま
す。このサンプルは、AuthUser.cs という名前の authenticate_user 用の 
C# スクリプトを作成します。このスクリプトは、user_pwd_table とい

うテーブル内でユーザのパスワードを検索し、そのパスワードに基づ
いてユーザを認証します。

注意：
この項では、基本の .NET 同期論理がわかる簡単な例を提供します。

一般に、カスタム・ユーザ認証メカニズムを使用する理由として、既
存の DBMS ユーザ認証スキームと統合したり、最小パスワード長や

パスワード期限などのカスタム機能を提供することが挙げられます。
Mobile Link にも組み込みのデフォルト・メカニズムが用意されてい

ます。

Mobile Link 認証の詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 
「ユーザ認証メカニズムの選択」を参照してください。

まず、テーブル user_pwd_table をデータベースに追加します。

Interactive SQL で次のコードを実行します。

CREATE TABLE user_pwd_table (
   user_name  varchar(128) PRIMARY KEY NOT NULL,
   pwd        varchar(128)
 )

次に、ユーザとパスワードをテーブルに追加します。

INSERT INTO user_pwd_table VALUES( 'user1', 'myPwd' )

.NET アセンブリ用のディレクトリを作成します。次に例を示します。

mkdir c:¥mlexample

次の内容の AuthUser.cs というファイルを作成します。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「authenticate_user 接続

イベント」を参照してください。
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using System;
 using iAnywhere.MobiLink.Script;

namespace MLExample
 {
   
   public class AuthClass
   {
      private DBConnection  _conn;

 
      /// AuthClass constructor.
 
   public AuthClass( DBConnectionContext cc )
   {
      _conn   = cc.GetConnection();
   }

   /// The DoAuthenticate method handles the 
'authenticate_user' 
   /// event.  
   /// Note: This method does not handle password 
changes for
   /// advanced authorization status codes.
  
 

  public void DoAuthenticate(
             ref int authStatus,
             string user,
             string pwd,
             string newPwd )
   {
       DBCommand   pwd_command = _conn.CreateCommand();
       pwd_command.CommandText = "select pwd from 
user_pwd_table"
                              + " where user_name = ? ";
       pwd_command.Prepare();
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        // add a parameter for the user name
       DBParameter user_param = new DBParameter();
       user_param.DbType = SQLType.SQL_CHAR;
       // we need to set the size for SQL_VARCHAR
       user_param.Size   = (uint)user.Length;
       user_param.Value  = user;
       pwd_command.Parameters.Add( user_param );

     // fetch the password for this user.
       DBRowReader   rr  = pwd_command.ExecuteReader();
       object[]   pwd_row  = rr.NextRow();
       if( pwd_row == null ) {
       // user is unknown
       authStatus  = 4000;
       } else {
       if( ((string)pwd_row[0]) == pwd ) {
            // password matched
            authStatus = 1000;
       } else {
            // password did not match
            authStatus = 4000;
       }
       }
       pwd_command.Close();
       rr.Close();
       return;
   }
   }
 }

MLExample.AuthClass.DoAuthenticate メソッドは、authenticate_user イ
ベントを処理します。これはユーザ名とパスワードを受け入れ、検証
の成功または失敗を示す認証ステータス・コードを返します。

ファイル AuthUser.cs をコンパイルします。コンパイルは、コマンド・

ライン上または Visual Studio .NET で実行できます。

たとえば、次のコマンド・ラインは、AuthUser.cs をコンパイルして、

example.dll という名前のアセンブリを c:¥mlexample に生成します。

asany9 を自分のインストール・ディレクトリに置き換えます。

csc /out:c:¥mlexample¥example.dll /target:library /
reference:¥asany9¥win32¥iAnywhere.MobiLink.Script.dll 
AuthUser.cs
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authenticate_user イベント用の .NET コードを登録します。実行する必

要があるメソッドは、ネームスペース MLExample とクラス AuthClass 
にあります。次の SQL を実行します。

call ml_add_dnet_connection_script( 'ex_version', 
'authenticate_user', 
'MLExample.AuthClass.DoAuthenticate' )
 COMMIT

次に、次のオプションで Mobile Link 同期サーバを実行します。この

オプションによって、Mobile Link が c:¥myexample 内のすべてのアセ

ンブリをロードします。

-sl dnet ( -MLAutoLoadPath=c:¥mlexample )

これで、ユーザがバージョン ex_version と同期するときに、テーブル 
user_pwd_table のパスワードで認証されるようになります。
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Mobile Link .NET API リファレンス

この項では、Mobile Link .NET のインタフェースとクラス、これらに

関連するメソッド、プロパティ、コンストラクタについて説明しま
す。これらのクラスを使用するには、SQL Anywhere Studio のインス

トール・ディレクトリにあるアセンブリ 
\win32\iAnywhere.MobiLink.Script.dll を参照します。

この項では C# について説明しますが、VB.NET と C++ にも同様の説

明が適用されます。

DBCommand インタフェース

public interface DBCommand
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script

SQL 文またはデータベース・コマンドを表します。DBCommand は更

新またはクエリを表すことができます。

たとえば、次の C# コードは DBCommand インタフェースを使用して

次の 2 つのクエリを実行します。

DBCommand stmt = conn.CreateCommand();

stmt.CommandText = "select t1a1, t1a2 from table1 ";

DBRowReader rs = stmt.ExecuteReader();
 printResultSet( rs );
 rs.Close();

stmt.CommandText = "select t2a1 from table2 ";

rs = stmt.ExecuteReader();
 printResultSet( rs );
 rs.Close();
 stmt.Close();

次の C# サンプルは DBCommand でパラメータを指定して更新を実行

します。

DBCommand cstmt = conn.CreateCommand();
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cstmt.CommandText = "call myProc( ?,?,? )";

cstmt.Prepare();

DBParameter param = new DBParameter();
 param.DbType          = SQLType.SQL_CHAR;
 param.Value           = "10000";
 cstmt.Parameters.Add( param );

param                 = new DBParameter();
 param.DbType          = SQLType.SQL_INTEGER;
 param.Value           = 20000;
 cstmt.Parameters.Add( param );

param                 = new DBParameter();
 param.DbType          = SQLType.SQL_DECIMAL;
 param.Precision       = 5;
 param.Value           = new Decimal( 30000 );
 cstmt.Parameters.Add( param );

// Execute update
 DBRowReader rset = cstmt.ExecuteNonQuery();
 cstmt.Close();

Prepare メソッド public void Prepare( )

CommandText に格納されている SQL 文の実行を準備します。

ExecuteNonQuery() 
メソッド

public int ExecuteNonQuery( )

クエリ以外の文を実行します。データベース内で SQL 文の影響を受

けるローの数を返します。

ExecuteReader() メ
ソッド

public DBRowReader ExecuteReader( )

結果セットを返すクエリ文を実行します。SQL 文が返す結果を取得す

るための DBRowReader を返します。

Close() メソッド public void Close( )

現在の SQL 文またはコマンドを終了します。

CommandText プロ

パティ

public string CommandText
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値は実行する SQL 文です。

DBParameterCollect
ion Parameters プロ

パティ

public DBParameterCollection Parameters

この DBCommand に対する 
iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameterCollection を取得します。

DBConnection インタフェース

public interface DBConnection
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script

Mobile Link ODBC 接続を表します。

このインタフェースにより、ユーザが作成した同期論理で Mobile 
Link によって確立された ODBC 接続にアクセスできます。

Commit() メソッド public void Commit( )

現在のトランザクションをコミットします。

Rollback() メソッド public void Rollback( )

現在のトランザクションをロールバックします。

Close() メソッド public void Close( )

現在の接続を閉じます。

CreateCommand() 
メソッド

public DBCommand CreateCommand( )

この接続で SQL 文またはコマンドを作成します。新しく生成された 
DBCommand を返します。

DBConnectionContext インタフェース

public interface DBConnectionContext
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script
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現在のデータベース接続に関する情報を取得し、アクセスするための
インタフェース。このインタフェースは、スクリプトを含むクラスの
コンストラクタに渡されます。コンテキストがバックグラウンド・ス
レッドに必要な場合や、接続期間を超えて必要な場合は、
ServerContext を使用してください。

警告：
DBConnectionContext インスタンスは、.NET コードに呼び出すスレッ

ド以外で使用しないでください。

GetConnection メ
ソッド

public iAnywhere.MobiLink.Script.DBConnection GetConnection( )
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script.DBConnectionContext

既存の接続を返します。この接続は、Mobile Link が SQL スクリプト

の実行に使用するものと同じです。

この接続は、Mobile Link サーバのこの接続での使用に影響する方法

でコミット、終了、または変更しないでください。返される接続は、
基本となる Mobile Link 接続の期間中にのみ有効です。接続に対して 
end_connection イベントが呼び出された後は、その接続を使用しない

でください。

フル・アクセス権を持つサーバ接続が必要な場合、
ServerContext.makeConnection() を使用してください。

GetServerContext メ
ソッド

public iAnywhere.MobiLink.Script.ServerContext.GetServerContext( )
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script.DBConnectionContext

この Mobile Link サーバの ServerContext を返します。

getProperties メソッ

ド

NameValueCollection getProperties( )

この接続のスクリプト・バージョンに基づいて、この接続のプロパ
ティを返します。プロパティは、ml_property テーブルに格納されま

す。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_property」 および 
『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_add_property」 を参照してください。
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getVersion メソッド string getVersion( )

スクリプト・バージョンの名前を返します。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_property」 および 
『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_add_property」 を参照してください。

DBParameter クラス

public class DBParameter
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script

ODBC バウンド・パラメータを表します。

パラメータを指定してコマンドを実行するには、DBParameter が必要

です。すべてのパラメータを指定してからコマンドを実行してくださ
い。

たとえば、次の C# コードは DBCommand でパラメータを指定して更

新を実行します。

DBCommand cstmt = conn.CreateCommand();

  cstmt.CommandText = "call myProc( ?,?,? )";

  cstmt.Prepare();

  DBParameter param = new DBParameter();
   param.DbType          = SQLType.SQL_CHAR;
   param.Value           = "10000";
   cstmt.Parameters.Add( param );

  param                 = new DBParameter();
   param.DbType          = SQLType.SQL_INTEGER;
   param.Value           = 20000;
   cstmt.Parameters.Add( param );

  param                 = new DBParameter();
   param.DbType          = SQLType.SQL_DECIMAL;
   param.Precision       = 5;
   param.Value           = new Decimal( 30000 );
   cstmt.Parameters.Add( param );
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  // Execute update
   DBRowReader rset = cstmt.ExecuteNonQuery();
   cstmt.Close();

dbType プロパティ public SQLTYPE dbType

値はこのパラメータの SQLType です。

デフォルト：SQLType.SQL_TYPE_NULL 

Direction プロパ

ティ

public System.Data.ParameterDirection Direction

値はこのパラメータの入出力方向です。

デフォルト：ParameterDirection.Input

IsNullable プロパ

ティ

public bool IsNullable

値は、このパラメータが NULL かどうかを示します。

デフォルト：false 

ParameterName プ
ロパティ

public string ParameterName

値はこのパラメータの名前です。

デフォルト：null 

Precision プロパ

ティ

public uint Precision

値はこのパラメータの 10 進数精度です。SQLType.SQL_NUMERIC パ
ラメータと SQLType.SQL_DECIMAL パラメータにのみ使用します。

デフォルト： 0 

Scale プロパティ public short Scale

値はこのパラメータの解決可能な桁数です。SQLType.SQL_NUMERIC 
パラメータと SQLType.SQL_DECIMAL パラメータにのみ使用します。

デフォルト： 0 

Size プロパティ public uint Size
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値はこのパラメータのサイズ ( バイト数 ) です。

デフォルト：DbType から推定されます。

Value プロパティ public object Value

値はこのパラメータの値です。

デフォルト：null 

DBParameterCollection クラス

public class DBParameterCollection
 inherits from IDataParameterCollection, IList, ICollection, IEnumerable
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script

DBParameters のコレクション。DBCommand で DBParamterCollection 
を作成した時点では、DBParamterCollection は空です。DBCommand 
を実行する前に、適切なパラメータを指定してください。

DBParameterCollect
ion( ) メソッド

public DBParameterCollection( )

DBParameter の空リストを作成します。

Contains( string 
parameterName ) メ
ソッド

public bool Contains( string parameterName )

指定した名前のパラメータがコレクションに含まれている場合は、
true を返します。パラメータ parameterName ( パラメータの名前 ) を 1 
つ取ります。

IndexOf( string 
parameterName ) メ
ソッド

public int IndexOf( string parameterName )

パラメータのインデックスを返します。指定した名前のパラメータが
ない場合は、-1 を返します。パラメータ parameterName ( パラメー

タの名前 ) を 1 つ取ります。

RemoveAt( string 
parameterName ) メ
ソッド

public void RemoveAt( string parameterName )

指定した名前のパラメータをコレクションから削除します。パラメー
タ parameterName ( パラメータの名前 ) を 1 つ取ります。
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Add( object value ) 
メソッド

public int Add( object value ) 

指定したパラメータをコレクションに追加します。パラメータ value 
(コレクションに追加する iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter) を 1 
つ取ります。コレクションに追加されたパラメータのインデックスを
返します。

Clear() メソッド public void Clear( )

すべてのパラメータをコレクションから削除します。

Contains( object 
value ) メソッド

public bool Contains( object value )

指定した iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter がこのコレクション

に含まれている場合は、true を返します。パラメータ value 
(iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter) を 1 つ取ります。

IndexOf( object 
value ) メソッド

public int IndexOf( object value )

このコレクションに含まれる指定した 
iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter のインデックスを返します。

パラメータ value (iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter) を 1 つ取り

ます。

Insert( int index, 
object value ) メソッ

ド

public void Insert( int index, object value )

指定した iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter を、コレクションの

指定したインデックス位置に挿入します。2 つのパラメータ value 
(iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter) と index (挿入先のインデック

ス ) を取ります。

Remove( object 
value ) メソッド

public void Remove( object value )

指定した iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter をコレクションから

削除します。パラメータ value 
(iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter) を 1 つ取ります。

RemoveAt( int 
index) メソッド

public int RemoveAt( int index )
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このコレクションから指定したインデックス位置の 
iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter を削除します。パラメータ 
index (iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter のインデックス ) を 1 つ
取ります。

CopyTo(Array 
array, int index) メ
ソッド

public void CopyTo( Array array, int index )

コレクションの内容を、指定したインデックスで始まる特定の配列に
コピーします。2 つのパラメータ array ( コレクションの内容のコピー

先の配列 ) と index ( コレクションの内容のコピーを開始する配列内

のインデックス ) を取ります。

GetEnumerator() メ
ソッド

public IEnumerator GetEnumerator( )

コレクションの列挙子を返します。

IsFixedSize プロパ

ティ

public bool IsFixedSize

false を返します。

IsReadOnly プロパ

ティ

public bool IsReadOnly

false を返します。

Count プロパティ public int Count

コレクション内のパラメータ数。

IsSynchronized プロ

パティ

public bool IsSynchronized

false を返します。

SyncRoot プロパ

ティ

public object SyncRoot

コレクションの同期に使用できるオブジェクト。

this[ string 
parameterName ] プ
ロパティ

public object this[ string parameterName ]

コレクション内で指定した名前の 
iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter を取得または設定します。パ

ラメータ parameterName ( 取得または設定する 
iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter の名前 ) を 1 つ取ります。
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this[ int index ] プロ

パティ

public object this[ int index ]

コレクション内で指定したインデックスの 
iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter を取得または設定します。パ

ラメータ index ( 取得または設定する 
iAnywhere.MobiLink.Script.DBParameter のインデックス ) を 1 つ取りま

す。

DBRowReader インタフェース

public interface DBRowReader
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script

データベースから読み込まれるロー・セットを表します。メソッド 
DBCommand.executeReader( ) を実行すると、DBRowReader が作成され

ます。

次のサンプルは C# コード・フラグメントです。このコードは、結果

セット内で所定の DBRowReader で表されるローの関数を呼び出しま

す。

DBCommand stmt = conn.CreateCommand();

stmt.CommandText = "select intCol, strCol from table1 
";

DBRowReader rs = stmt.ExecuteReader();
 object[] values = rset.NextRow();

while( values != null ) {
 handleRow( (int)values[0], (String)values[1] );
  values = rset.NextRow();
 }
 rset.Close();
 stmt.Close();

NextRow( ) メソッ

ド

public object[ ] NextRow( )

結果セット内の次のローの値を取得して返します。結果セットにロー
がなくなると、NULL を返します。

「SQLType 列挙」 396 ページを参照してください。
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Close( ) メソッド public void Close( )

この MLDBRowReader で使用されるリソースをクリーンアップしま

す。Close( ) を呼び出した後は、この MLDBRowReader を再び使用す

ることはできません。

ColumnNames プロ

パティ

public string[ ] ColumnNames

結果セットに含まれるすべてのカラムの名前を取得します。値は、結
果セット内のカラム名に相当する文字列の配列です。

ColumnTypes プロ

パティ

public SQLType[ ] ColumnTypes

結果セットに含まれるすべてのカラムの型を取得します。値は、結果
セット内のカラムの型に対応する SQLTypes の配列です。

LogCallback デリゲート

public delegate void LogCallback(
    ServerContext sc
    LogMessage message
 )
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script

Mobile Link 同期サーバがメッセージを出力したときに呼び出されま

す。

LogMessage クラス

public class LogMessage : iAnywhere.MobiLink.Script.LogMessage
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script

ログに出力されたメッセージに関する情報が含まれています。

Type プロパティ public LogMessage.MessageType Type

このインスタンスが表すログ・メッセージのタイプ。

User プロパティ public string User
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このメッセージがログに記録されるユーザ。null の場合があります。

Text プロパティ public string Text

メッセージの本文。

MessageType 列挙

public enum MessageType
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script.LogMessage

LogMessage の使用可能な型の列挙。

ERROR フィールド public ERROR

ログのエラー・メッセージ。

WARNING フィー

ルド

public WARNING

ログの警告メッセージ。

ServerContext インタフェース

public interface ServerContext
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script

Mobile Link サーバの継続期間中に存在する、すべてのコンテキスト

のインスタンス化。このコンテキストを静的なデータとして保持し、
バックグラウンド・スレッドで使用できます。Mobile Link で起動さ

れる .NET CLR の継続期間中は有効です。

ServerContext インスタンスにアクセスするには、

DBConnectionContext.getServerContext メソッドを使用します。

GetStartClassInstan
ces メソッド

public object[ ] GetStartClassInstances( )
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script.ServerContext

サーバ起動時に構築された起動クラスの配列を取得します。起動クラ
スがない場合、配列の長さは 0 です。
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ユーザ定義起動クラスの詳細については、「ユーザ定義起動クラス」 
364 ページを参照してください。

次に、getStartClassInstances() の例を示します。

void FindStartClass( ServerContext sc, string name )
  {
    object[] startClasses = 
sc.GetStartClassInstances();

   foreach( object obj in startClasses ) {
      if( obj is MyClass ) {
          // Execute some code.....
      }
    }
  }

LogCallback 
ErrorListener イベ

ント

このイベントは、Mobile Link 同期サーバがエラーを出力したときに

トリガされます。

LogCallback 
WarningListener イ
ベント

このイベントは、Mobile Link 同期サーバが警告を出力したときにト

リガされます。

makeConnection メ
ソッド

public iAnywhere.MobiLink.Script.DBConnection makeConnection( )
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script.ServerContext

新しいサーバ接続を作成します。

ShutDown メソッド public void Shutdown( )
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script.ServerContext

サーバを強制的に停止します。

ShutdownListener 
メソッド

public event iAnywhere.MobiLink.Script.ShutdownCallback 
   ShutdownListener(
   iAnwyhere.MobiLink.Script.ServerContext sc)
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script.ServerContext

このイベントはシャットダウン時にトリガされます。次のサンプル・
コードは、このイベントの使用方法のサンプルです。
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ShutdownCallback callback = new ShutdownCallback( 
shutdownHandler );
 _sc.ShutdownListener += callback;

public void shutdownHandler( ServerContext sc )
 //===============================================
 {
 _test_out_file.WriteLine( "shutdownPerformed" );
 }

getProperties メソッ

ド

NameValueCollection getProperties(
    string component_name
    string prop_set_name )

スクリプト・バージョンに関連する一連のプロパティを返します。こ
れらのプロパティは、Mobile Link システム・テーブル ml_property に
格納されます。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_property」 および 
『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_add_property」 を参照してください。

getPropertiesByVers
ion メソッド

NameValueCollection getPropertiesByVersion( string script_version )

スクリプト・バージョンに関連する一連のプロパティを返します。こ
れらのプロパティは、Mobile Link システム・テーブル ml_property に
格納されます。component_name が ScriptVersion の場合、スクリプト・

バージョンは prop_set_name カラムに格納されます。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_property」 および 
『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_add_property」 を参照してください。

getPropertySetName
s メソッド

StringCollection getPropertySetNames( string component_name )

指定したコンポーネントのプロパティ・セット名のリストを返しま
す。これらのプロパティは、Mobile Link システム・テーブル 
ml_property に格納されます。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_property」 および 
『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ml_add_property」 を参照してください。
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ServerException クラス

public class ServerException
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script

サーバでエラーが発生したため直ちにシャットダウンする必要がある
ことを Mobile Link に通知します。

ServerException コ
ンストラクタ

public ServerException( )
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script.ServerException

詳細メッセージのない ServerException を構成します。

public ServerException( string message )
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script.ServerException

指定されたメッセージを持つ ServerException を新規に作成します。パ

ラメータ message はこの ServerException のメッセージです。

public ServerException( string message, SystemException ie )
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script.ServerException

指定されたメッセージを持ち、このエラーの原因となった特定の内部
例外を含む ServerException を新規に作成します。これには 2 つのパラ

メータがあります。 message はこの ServerException のメッセージで、

ie はこの ServerException の原因となった例外です。

ShutdownCallback デリゲート

public sealed delegate ShutdownCallback : System.MulticastDelegate
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script

Mobile Link 同期サーバがシャットダウンするときに呼び出されます。

Mobile Link サーバのシャットダウン時に呼び出される 
ServerContext.ShutdownListener イベントで、このデリゲートの実装を

登録できます。
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SQLType 列挙

public enum SQLType
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script

使用可能なすべての ODBC データ型の列挙。

SQL_TYPE_NULL 
フィールド

public SQL_TYPE_NULL

Null データ型。

SQL_UNKNOWN_
TYPE フィールド

public SQL_UNKNOWN_TYPE

不定のデータ型。

SQL_CHAR フィー

ルド

public SQL_CHAR

設定されたサイズの UTF-8 文字配列。.NET 型 String を持ちます。

SQL_NUMERIC 
フィールド

public SQL_NUMERIC

設定されたサイズと精度の数値。.NET 型 decimal を持ちます。

SQL_DECIMAL 
フィールド

public SQL_DECIMAL

設定されたサイズと精度の 10 進数字。.NET 型 decimal を持ちます。

SQL_INTEGER 
フィールド

public SQL_INTEGER

32 ビット整数値。.NET 型 Int32 を持ちます。

SQL_SMALLINT 
フィールド

public SQL_SMALLINT

16 ビット整数値。.NET 型 Int16 を持ちます。

SQL_FLOAT 
フィールド

public SQL_FLOAT

ODBC ドライバで精度が定義された浮動小数点数。.NET 型 Double を
持ちます。

SQL_REAL フィー

ルド

public SQL_REAL
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単精度の浮動小数点数。.NET 型 Single を持ちます。

SQL_DOUBLE 
フィールド

public SQL_DOUBLE

倍精度浮動小数点数。.NET 型 Double を持ちます。

SQL_DATE フィー

ルド

public SQL_DATE

日付。.NET 型 DateTime を持ちます。

SQL_DATETIME 
フィールド

public SQL_DATETIME

日付と時刻。.NET 型 DateTime を持ちます。

SQL_TIME フィー

ルド

public SQL_TIME

時刻。.NET 型 DateTime を持ちます。

SQL_INTERVAL 
フィールド

public SQL_INTERVAL

時間の間隔。.NET 型 TimeSpan を持ちます。

SQL_TIMESTAMP 
フィールド

public SQL_TIMESTAMP

タイムスタンプ。.NET 型 DateTime を持ちます。

SQL_VARCHAR 
フィールド

public SQL_VARCHAR

ユーザ設定の最大長を持ち、null で終了する UTF-8 文字列。.NET 型 
String を持ちます。

SQL_TYPE_DATE 
フィールド

public SQL_TYPE_DATE

日付。.NET 型 DateTime を持ちます。

SQL_TYPE_TIME 
フィールド

public SQL_TYPE_TIME

時刻。.NET 型 DateTime を持ちます。

SQL_TYPE_TIMES
TAMP フィールド

public SQL_TYPE_TIMESTAMP

タイムスタンプ。.NET 型 DateTime を持ちます。
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SQL_DEFAULT 
フィールド

public SQL_DEFAULT

デフォルト型。型を持ちません。

SQL_ARD_TYPE 
フィールド

public SQL_ARD_TYPE

ARD オブジェクト。型を持ちません。

SQL_BIT フィール

ド

public SQL_BIT

シングル・ビット。.NET 型 Boolean を持ちます。

SQL_TINYINT 
フィールド

public SQL_TINYINT

8 ビット整数。.NET SByte 型を持ちます。

SQL_BIGINT 
フィールド

public SQL_BIGINT

64 ビット整数。.NET 型 Int64 を持ちます。

SQL_LONGVARBI
NARY フィールド

public SQL_LONGVARBINARY

ドライバ依存の最大長を持つ可変長バイナリ・データ。.NET 型 
byte[ ] を持ちます。

SQL_VARBINARY 
フィールド

public SQL_VARBINARY

ユーザ指定した最大長を持つ可変長バイナリ・データ。.NET 型 
byte[ ] を持ちます。

SQL_BINARY 
フィールド

public SQL_BINARY

固定長のバイナリ・データ。.NET 型 byte[ ] を持ちます。

SQL_LONGVARCH
AR フィールド

public SQL_LONGVARCHAR

ドライバ依存の最大長を持ち、null で終了する UTF-8 文字列。.NET 
型 String を持ちます。

SQL_GUID フィー

ルド

public SQL_GUID
398



     第 14 章   .NET での同期スクリプトの作成
グローバル・ユニーク ID (UUID とも呼びます )。.NET 型 Guid を持ち

ます。

SQL_WCHAR 
フィールド

public SQL_WCHAR

固定サイズのユニコード文字配列。.NET 型 String を持ちます。

SQL_WVARCHAR 
フィールド

public SQL_WVARCHAR

ユーザ定義の最大長を持ち、null で終了するユニコード文字列。.NET 
型 String を持ちます。

SQL_WLONGVAR
CHAR フィールド

public SQL_WLONGVARCHAR

ドライバ依存の最大長を持ち、null で終了するユニコード文字列。

.NET 型 String を持ちます。

SynchronizationException クラス

public class SynchronizationException 
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script

同期例外が発生したことと、現在の同期をロールバックして再開する
必要があることを通知します。

SynchronizationExc
eption コンストラク

タ

public SynchronizationException( )
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script.SynchronizationException

詳細のない SynchronizationException を構成します。

public SynchronizationException( string message )
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script.SynchronizationException

指定されたメッセージを持つ SynchronizationException を新規に作成し

ます。パラメータ message はこの ServerException のメッセージです。

public SynchronizationException( string message, SystemException ie )
 Member of iAnywhere.MobiLink.Script.SynchronizationException
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指定されたメッセージを持ち、このエラーの原因となった特定の内部
例外を含む SynchronizationException を新規に作成します。これには 2 
つのパラメータがあります。 message はこの ServerException のメッ

セージで、ie はこの ServerException の原因となった例外です。
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同期イベント

この章の内容 この章では、Mobile Link 同期イベントと、これらのイベントを処理

する SQL スクリプト、Java メソッド、または .NET メソッドについて

説明します。スクリプトを実装すると、これらのイベントのうち 1 つ
または複数を処理して、Mobile Link 同期サーバの動作を制御できま

す。

スクリプトの保存については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「統合

データベースでのスクリプトの追加と削除」を参照してください。
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Mobile Link イベントの概要

同期要求が発生し、Mobile Link サーバが、新しい接続を作成するこ

とを決定すると、begin_connection イベントが呼び出され、同期が始

まります。

同期に続いて、接続が接続プールに配置され、再度 Mobile Link は現

在のスクリプト・バージョンに対する同期要求を待ちます。
end_connection イベントが呼び出された後、接続は最終的に接続プー

ルから削除されます。ただし、同じバージョンに対する同期要求を再
び受信した場合、Mobile Link はその次に受けた同期要求を同じ接続

で処理します。現在の同期に影響するイベントがいくつかあります。

同期の主要段階は、アップロード・トランザクションとダウンロー
ド・トランザクションです。アップロードとダウンロードのトランザ
クションに含まれるイベントについては、以下で概説します。

アップロード・トラ
ンザクション

アップロード・トランザクションは、リモート・データベースから
アップロードされた変更を適用します。

begin_connection

end_connection
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begin_upload イベントは、アップロード・トランザクションの開始に

マークを付けます。アップロード・トランザクション処理は 2 段階に

なっています。まず、すべてのリモート・テーブルに対する挿入と更
新がアップロードされ、次にすべてのリモート・テーブルに対する削
除がアップロードされます。

 ?

 ?

begin_upload

end_upload
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end_upload イベントは、アップロード・トランザクションの終了に

マークを付けます。

アップロード中に発生するイベントの詳細については、『Mobile Link 
管理ガイド』 > 「ローをアップロードするスクリプトの作成」を参照

してください。

ダウンロード・トラ
ンザクション

ダウンロード・トランザクションは、統合データベースからローを
フェッチします。ダウンロード・トランザクションは、
begin_download イベントで始まります。

ダウンロード・トランザクション処理は 2 段階になっています。まず

最初に各テーブルに対する削除がダウンロードされ、次に更新／挿入
ロー ( アップサート ) がダウンロードされます。end_download イベン

トによって、ダウンロード・トランザクションが終了します。
404



     第 15 章   同期イベント
ダウンロード中に発生するイベントの詳細については、『Mobile Link 
管理ガイド』 > 「ローをダウンロードするスクリプトの作成」を参照

してください。

次の疑似コードは、イベント ( イベントと同名のスクリプト ) が呼び

出される順序の概要を示します。

擬似コード内のイベ
ントの概要

次の擬似コードは、完全な Mobile Link 同期イベント・モデルを示し

ています。このモデルは、エラーのない完全な同期 ( アップロード専

用またはダウンロード専用ではない ) を想定しています。

download_delete_cursor

download_cursor

 ?

begin_download

end_download
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説明 •    ほとんどの場合、指定したイベントのスクリプトを定義してい

ないと、デフォルト・アクションは何も実行しません。

•    begin_connection イベントと end_connection イベントは、「接続レ

ベルのイベント」です。これらのイベントは特定の同期に依存
せず、パラメータがありません。

•    各テーブルが同期されるたびに 1 回ずつ呼び出されるイベント

もあります。これらのイベントに対応するスクリプトは、「テー
ブル・レベルのスクリプト」と呼ばれます。

各テーブルは専用のテーブル・スクリプトを持つことができま
すが、いくつかのテーブルで共有されるテーブル・レベルのス
クリプトを作成することもできます。

•    begin_synchronization など、一部のイベントは接続レベルとテー

ブル・レベルの両方で発生します。これらのイベントに対して
は、接続スクリプトとテーブル・スクリプトの両方を作成する
ことができます。

•    同期処理がどのように複数のトランザクションに分散されるか

については、COMMIT 文が参考になります。

•    データベース・エラーは、同期処理中のどの時点でも発生する

可能性があります。データベース・エラーは、handle_error スク

リプトまたは handle_odbc_error スクリプトを使用して処理され

ます。

警告
同期スクリプト、または同期スクリプトから呼び出されるプロシー
ジャやトリガで、暗黙的または明示的なコミットまたはロールバック
を実行しないでください。スクリプト内に COMMIT 文または 
ROLLBACK 文があると、同期手順のトランザクションの性質が変化

してしまいます。これらの文を使用すると、障害が発生した場合に
データの整合性を保証できません。

------------------------------------------------------
 Synchronization events in pseudocode.
 
 Legend:
 - // This is a comment
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 - <name>
     The pseudo code for <name> is listed separately
     in a later section, under a banner:
         ------------------------
         name
         ------------------------
 - VariableName <- value
     Assign the given value to the given variable name.
     Variable names are in mixed case.
 - event_name
     If you have defined a script for the given event 
name,
     it will be invoked.
 ------------------------------------------------------
 
 

CONNECT to consolidated database
 begin_connection_autocommit
 begin_connection
 COMMIT
 for each synchronization request with 
      the same script version {
   <synchronize>
 }
 end_connection
 COMMIT
 DISCONNECT from consolidated database
 
 

------------------------------------------------------
 synchronize
 ------------------------------------------------------
 
 <authenticate>
 <begin_synchronization>
 <upload>
 <prepare_for_download>
 <download>
 <end_synchronization>
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------------------------------------------------------
 authenticate
 ------------------------------------------------------
 
 Status <- 1000
 UseDefaultAuthentication <- TRUE
 if( authenticate_user script is defined ) {
   UseDefaultAuthentication <- FALSE
   TempStatus <- authenticate_user
   if( TempStatus > Status ) {
     Status <- TempStatus
   }
 }
 

if( authenticate_user_hashed script is defined ) {
   UseDefaultAuthentication <- FALSE
   TempStatus <- authenticate_user_hashed
   if( TempStatus > Status ) {
     Status <- TempStatus
   }
 }
 if( UseDefaultAuthentication ) {
   if( the user exists in the ml_user table ) {
     if( ml_user.hashed_password column is not NULL ) {
       if( password matches ml_user.hashed_password ) {
         Status <- 1000
       } else {
         Status <- 4000
       }
     } else {
       Status <- 1000
     }
   } else if( -zu+ was on the command line ) {
     Status <- 1000
   } else {
     Status <- 4000
   }
 }

 if( Status <= 2000 ) {
   if( authenticate_parameters script is defined )
  {
     TempStatus <- authenticate_parameters
     if( TempStatus > Status ) {
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       Status <- TempStatus
   }
 }
 if( Status >= 3000 ) {
   ROLLBACK
   // Abort the synchronization.
 } else {
   // UserName defaults to MobiLink user name
   // sent from the remote.
   if( modify_user script is defined ) {
   UserName <- modify_user
   // The new value of UserName is later passed to
   // all scripts that expect the MobiLink user name.
   }
   COMMIT
 }
 
 

------------------------------------------------------
 begin_synchronization
 ------------------------------------------------------
 
 begin_synchronization   // conection event
 for each table being synchronized {
     begin_synchronization    // call the table level 
script
 }
 for each publication being synchronized {
   begin_publication
 } 
 COMMIT
 
 

------------------------------------------------------
 end_synchronization
 ------------------------------------------------------
 
 for each publication being synchronized {
   if( begin_publication script was called ) {
     end_publication
   }
 }
 for each table being synchronized {
   if( begin_synchronization table script was called ) {
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     end_synchronization // table event
   }
 }
 end_synchronization     // connection event
 
 for each table being synchronized {
 synchronization_statistics // table event
 }
 synchronization_statistics // connection event
 for each table being synchronized {
 time_statistics // table event
 }
 time_statistics // connection event
 
 COMMIT
 

アップロード・ストリームの処理の詳細については、「アップロード
中のイベント」 410 ページを参照してください。

ダウンロード・ストリームの処理の詳細については、「ダウンロード
中のイベント」 414 ページを参照してください。

アップロード中のイベント

次の擬似コードは、アップロード・イベントとアップロード・スクリ
プトがどのように呼び出されるかを示します。

これらのイベントは、完全なイベント・モデルのアップロードのロ
ケーションで発生します。詳細については、「Mobile Link イベントの

概要」 402 ページを参照してください。

------------------------------------------------------
 upload
 ------------------------------------------------------
 
 begin_upload
   for each table being synchronized {
     begin_upload_rows
     for each uploaded INSERT or UPDATE for this table {
       if( INSERT ) {
         <upload_inserted_row>
       }
       if( UPDATE ) {
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         <upload_updated_row>
       }
     }
     end_upload_rows
   }
   for each table being synchronized IN REVERSE ORDER {
     begin_upload_deletes
     for each uploaded DELETE for this table {
       <upload_deleted_row>
     }
     end_upload_deletes
   }
   end_upload
 
   for each table being synchronized {
     upload_statistics  // table event
   }
     upload_statistics  // connection event
 
   COMMIT
 
 

------------------------------------------------------
 <upload_inserted_row>
 ------------------------------------------------------
 // NOTES:
 // - Only table scripts for the current table are 
involved.
 // - Cursor-based upload scripts, like upload_cursor,
 //   are deprecated, and so are not shown.
 
 UploadUsingStatements <- (
        upload_insert script is defined
     or upload_update script is defined
     or upload_delete script is defined
     or upload_fetch script is defined
     or upload_new_row_insert script is defined
     or upload_old_row_insert script is defined )

 if( UploadUsingStatements ) {
   ConflictsAreExpected <- (
        upload_new_row_insert script is defined
     or upload_old_row_insert script is defined
     or resolve_conflict script is defined )
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   if( upload_insert script is defined ) {
     upload_insert
   } else if( ConflictsAreExpected
       and upload_update script is not defined
       and upload_insert script is not defined
       and upload_delete script is not defined ) {
       // Forced conflict.
       upload_new_row_insert
       resolve_conflict
   } else {
       // ignore the insert
   }
 } else {
   // ignore the insert
 }
 
 

------------------------------------------------------
 upload_updated_row
 ------------------------------------------------------
 // NOTES:
 // - Only table scripts for the current table are 
involved.
 // - Both the old (original) and new rows are uploaded 
for
 //   each update.
 // - Cursor-based upload scripts, like upload_cursor,
 //   are deprecated, and so are not shown.
 
 UploadUsingStatements <- (
        upload_insert script is defined
     or upload_update script is defined
     or upload_delete script is defined
     or upload_fetch script is defined
     or upload_new_row_insert script is defined
     or upload_old_row_insert script is defined )
 

if( UploadUsingStatements ) {
   ConflictsAreExpected <- (
        upload_new_row_insert script is defined
     or upload_old_row_insert script is defined
     or resolve_conflict script is defined )
   Conflicted <- FALSE
   if( upload_update script is defined ) {
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     if( ConflictsAreExpected
       and upload_fetch script is defined ) {
       FETCH using upload_fetch INTO current_row
       if( current_row <> old row ) {
         Conflicted <- TRUE
       }
     }
     if( not Conflicted ) {
       upload_update
     }
   } else if( upload_update script is not defined
       and upload_insert script is not defined
       and upload_delete script is not defined ) {
       // Forced conflict.
       Conflicted <- TRUE
   }
   if( ConflictsAreExpected and Conflicted ) {
     upload_old_row_insert
     upload_new_row_insert
     resolve_conflict
   }
 } else {
   // ignore the update
 }
 
 

------------------------------------------------------
 upload_deleted_row
 ------------------------------------------------------
 // NOTES:
 // - Only table scripts for the current table are 
involved.
 // - Cursor-based upload scripts, like upload_cursor,
 //   are deprecated, and so are not shown.
 
 UploadUsingStatements <- (
        upload_insert script is defined
     or upload_update script is defined
     or upload_delete script is defined
     or upload_fetch script is defined
     or upload_new_row_insert script is defined
     or upload_old_row_insert script is defined )
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if( UploadUsingStatements ) {
   ConflictsAreExpected <- (
        upload_new_row_insert script is defined
     or upload_old_row_insert script is defined
     or resolve_conflict script is defined )
   if( upload_delete is defined ) {
     upload_delete
   } else if( ConflictsAreExpected
     and upload_update script is not defined
     and upload_insert script is not defined
     and upload_delete script is not defined ) {
     // Forced conflict.
     upload_old_row_insert
     resolve_conflict
   } else {
     // ignore this delete
   }
 } else {
     // ignore this delete
 }
 

ダウンロード中のイベント

次の疑似コードは、ダウンロード・イベント ( イベントと同名のスク

リプト ) が呼び出される順序の概要を示します。

これらのイベントは、「Mobile Link イベントの概要」 402 ページに示

す完全なイベント・モデルのダウンロードのロケーションで発生しま
す。

------------------------------------------------------
 prepare_for_download
 ------------------------------------------------------
 
prepare_for_download
modify_last_download_timestamp
if( prepare_for_download script is defined or 
modify_last_download_timestamp script is defined ) {
     COMMIT
 }
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------------------------------------------------------
 download
 ------------------------------------------------------
 
 begin_download
 for each table being synchronized {
   begin_download_deletes
   for each row in download_delete_cursor {
     if( all primary key columns are NULL ) {
       send TRUNCATE to remote
     } else {
       send DELETE to remote
     }
   }
   end_download_deletes
   begin_download_rows
   for each row in download_cursor {
     send INSERT ON EXISTING UPDATE to remote
   }
   end_download_rows
 }
 modify_next_download_timestamp
 end_download
 

 for each table being synchronized {
   download_statistics   // table event
 }
   download_statistics   // connection event
 
 COMMIT
 

説明 •    ダウンロード通知を要求していてもダウンロードの確認をクラ

イアントから受け取らなかった場合、統合データベースではダ
ウンロード・トランザクション全体がロールバックされます。

詳細については、Adaptive Server Anywhere リモートの場合は

『Mobile Link クライアント』 > 「SendDownloadACK (sa) 拡張オプ

ション」を、Ultra Light リモートの場合は『Mobile Link クライ

アント』 > 「Send Download Acknowledgement 同期パラメータ」

を参照してください。
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•    ダウンロード・ストリームでは、挿入と更新が区別されません。

download_cursor イベントに対応するスクリプトは、ダウンロー

ドされるローを定義する SELECT 文です。クライアントは、

ローが存在するかどうかを調べ、適切な挿入または更新の操作
を実行します。

•    ダウンロード処理の最後に、クライアントは自動的に参照整合

性に違反するローを削除します。

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「参照整合性と同

期」を参照してください。
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authenticate_parameters 接続イベント

機能 ユーザ ID やパスワード以外の認証に使用できる、リモートからの非

テーブル・データを受信します。非テーブル・データを使用して、各
同期を任意にカスタマイズすることもできます。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

説明 Adaptive Server Anywhere のリモートからも Ultra Light のリモートから

も、文字列またはパラメータを文字列の形式で送信できます。これに
より、ユーザ ID とパスワード以外の認証も可能になります。また、

パラメータの値に基づいて同期をカスタマイズでき、それも前同期
フェーズで認証中にカスタマイズできます。

Ultra Light リモート・データベースでは、ul_synch_info 構造体の 
num_auth_parms フィールドと auth_parms フィールドを使用して、パ

ラメータを渡します。num_auth_parms は、パラメータの数で、0 ～ 
255 の値になります。auth_parms は、文字列のリストへのポインタで

す。文字列がプレーン・テキストとして表示されるのを防ぐため、文
字列はパスワードと同じ方法で送信されます。num_auth_parms が 0 の
場合、auth_parms は NULL に設定します。

次に、Ultra Light でパラメータを渡す例を示します。

項目 パラメータ 説明

1 auth_status INTEGER。これは INOUT パラ

メータです。

2 ml_username VARCHAR(128)

3... remote_parameters ( 1 つ以上 ) VARCHAR(128)
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ul_char * Params[ 3 ] = { UL_TEXT( "parm1" ), UL_TEXT( 
"parm2" ), UL_TEXT( "parm3" ) };
 
 ...
 info.num_auth_parms = 3;
 info.auth_parms = Params;

Adaptive Server Anywhere のリモート・データベースでは、カンマで区

切られたリストにあるパラメータを dbmlsync -ap オプションを使用し

て渡します。次に例を示します。

dbmlsync -ap "parm1,parm2,parm3"

Mobile Link 同期サーバは、各同期の開始時にこのイベントを実行し

ます。このイベントは、begin_synchronization と同じトランザクショ

ン内で、begin_synchronization イベントの直前に実行されます。

このイベントを使用して、組み込み Mobile Link 認証メカニズムを、

カスタム・メカニズムに置き換えられます。使用している DBMS の
認証メカニズムを使用したり、Mobile Link 組み込みメカニズムには

存在しない機能を実装したりできます。

リモート・パラメータの数が予期される数と一致しないと、エラーの
原因となります。たとえば、3 つのパラメータが送信された場合、イ

ベントはパラメータが 5 つあると予測する必要があります。これは、

3 つのパラメータに加えて、auth_status と ml_username があるためで

す。また、パラメータがクライアントから送信されたときにイベント
がない場合にもエラーが発生します。

authenticate_user スクリプトまたは authenticate_user_hashed スクリプト

が呼び出されてエラーを返すと、このイベントは呼び出されません。

authenticate_parameters イベント用の SQL スクリプトは、ストアド・

プロシージャとして実装してください。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Mobile Link ユーザの認証」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「カスタム・ユーザ認証」

◆ 「authenticate_user 接続イベント」 420 ページ

◆ 「authenticate_user_hashed 接続イベント」 425 ページ

◆ 「begin_synchronization 接続イベント」 447 ページ

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「-ap オプション」
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◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Authentication Parameters 同期

パラメータ」
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authenticate_user 接続イベント

機能 カスタム・ユーザ認証を実装します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

Mobile Link 組み込みユーザ認証メカニズムを使用します。

説明 Mobile Link 同期サーバは、各同期の開始時にこのイベントを実行し

ます。このイベントは、begin_synchronization トランザクションの前

にトランザクション内で実行されます。

このイベントを使用して、組み込み Mobile Link 認証メカニズムを、

カスタム・メカニズムに置き換えられます。使用している DBMS の
認証メカニズムを使用したり、Mobile Link 組み込みメカニズムには

存在しない機能 ( パスワードの有効期限やパスワードの最小長など ) 
を実装したりできます。

authenticate_user イベントで使用するパラメータは、次のとおりです。

項目 パラメータ 説明

1 auth_status INTEGER。これは INOUT パラ

メータです。

2 ml_username VARCHAR(128)

3 user_password VARCHAR(128)

4 user_new_password VARCHAR(128)
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1. auth_status   この必須パラメータは、スクリプトに値を提供し、

スクリプトから新しい値を受け取ることがある INOUT パラメー

タです。auth_status パラメータは認証の全体の成功状況を示しま

す。次のいずれかの値に設定されます。

2. ml_username    このオプションのパラメータは、Mobile Link ユー

ザ名です。

3. user_password   認証に使用するパスワードを示すオプションのパ

ラメータです。ユーザがパスワードを入力しない場合は、NULL 
です。

4. user_new_password   新しいパスワードを示すオプションのパラ

メータです。ユーザがパスワードを変更しない場合は、NULL 
です。

authenticate_user イベント用の SQL スクリプトは、ストアド・プロ

シージャとして実装してください。

2 つの認証スクリプトを両方とも定義し、両方のスクリプトが異なる 
auth_status コードを返す場合は、大きい方の値が使用されます。

authenticate_user スクリプトは、すべての認証スクリプトと共に、ト

ランザクション内で実行されます。このトランザクションは、常にコ
ミットを実行します。

戻り値 Auth_status 説明

V <= 1999 1000 認証に成功しました。

1999 < V <= 2999 2000 認証に成功しました。パスワードの
有効期限がもうすぐ切れます。

2999 < V <= 3999 3000 認証に失敗しました。パスワードの
有効期限が切れています。

3999 < V <= 4999 4000 認証に失敗しました。

4999 < V <= 5999 5000 認証に失敗しました。ユーザがすで
に同期中です。

5999 < V 4000 戻り値が 5999 より大きい場合、そ

の値は 4000 として解釈されます。
421



authenticate_user 接続イベント
LDAP サーバ、IMAP サーバ、POP3 サーバを使用する認証を簡素化す

るために、authenticate_user イベントに使用できる事前に定義された

スクリプトがあります。

詳細については、『Mobile Link クライアント』 > 「外部サーバに対す

る認証」を参照してください。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Mobile Link ユーザの認証」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「カスタム・ユーザ認証」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「外部サーバに対する認証」

◆ 「authenticate_user_hashed 接続イベント」 425 ページ

◆ 「authenticate_parameters 接続イベント」 417 ページ

◆ 「modify_user 接続イベント」 533 ページ

◆ 「begin_synchronization 接続イベント」 447 ページ

SQL の例 一般的な authenticate_user スクリプトは、ストアド・プロシージャの

呼び出しです。呼び出しの中のパラメータ順は、上記の順序と同じで
なければなりません。次の例では、ml_add_connection_script を使用し

て、my_auth というストアド・プロシージャにイベントを割り当てま

す。

call ml_add_connection_script(
    'ver1', 'authenticate_user', 'call my_auth ( ?, ?, 
?, ? )'
 )

たとえば、次の Adaptive Server Anywhere ストアド・プロシージャは

認証にユーザ名のみ使用し、パスワードのチェックは行いません。こ
のプロシージャは、指定されたユーザ名が ULEmployee テーブルにあ

る従業員 ID の 1 つであるかどうかだけを確認します。

CREATE PROCEDURE my_auth(in @user_name varchar(128))
 begin
   if exists
   ( select * from ulemployee
     where emp_id = @user_name )
   then
     message 'OK' type info to client;
       return 1000;
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     else
     message 'Not OK' type info to client;
       return 4000;
   end if
 end

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、authenticateUser という Java メソッドを 
authenticate_user イベント用のスクリプトとして登録します。これは 
Adaptive Server Anywhere 統合データベース用の構文です。

call ml_add_java_connection_script(
    'ver1', 'authenticate_user',
    'ExamplePackage.ExampleClass.authenticateUser'
 )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド authenticateUser です。この

メソッドは、ユーザのパスワードをチェックし、必要に応じてパス
ワードを変更する Java 関数を呼び出します。

public String authenticateUser
 ( ianywhere.ml.script.InOutInteger authStatus,
   String user, String pwd, String newPwd )
   throws java.sql.SQLException
 {  // in a real authenticate_user handler, we would
    // handle more auth code states
    _curUser = user;
    if( checkPwd( user, pwd ) )
    {  // auth successful
       if( newPwd != null )
       {  // pwd is being changed
          if( changePwd( user, pwd, newPwd ) )
          {  // auth ok and pwd change ok. Use custom 
code
             authStatus.setValue( 1001 ); 
          }
          else {  // authorization ok but password
                  // change failed. Use custom code.
                  java.lang.System.err.println( "user: "
                  + user + " pwd change failed!" );
                  authStatus.setValue( 1002 ); } }
         else {  authStatus.setValue( 1000 ); } }
         else {  // auth failed
            authStatus.setValue( 4000 ); }
    return( null ); }
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.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、AuthUser という .NET メソッドを 
authenticate_user 接続イベント用のスクリプトとして登録します。こ

れは Adaptive Server Anywhere 統合データベース用の構文です。

call ml_add_dnet_connection_script(
    'ver1', 'authenticate_user',
    'TestScripts.Test.AuthUser'
 )

次に示すのは、AuthUser メソッド用の C# シグニチャです。

public void AuthUser( ref int authStatus, string user, 
string pwd, string newPwd )

.NET において C# で作成された authenticate_user スクリプトの詳しい

例については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「.NET 同期のサンプル」

を参照してください。
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authenticate_user_hashed 接続イベント

機能 カスタム・ユーザ認証メカニズムを実装します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

Mobile Link 組み込みユーザ認証メカニズムを使用します。

説明 このイベントは authenticate_user と同じですが、パスワードの部分の

み異なります。パスワードは、ml_user.hashed_password カラムに格納

されたものと同じように、ハッシュされた形式となります。パスワー
ドをハッシュされた形式で渡すことにより、セキュリティが向上しま
す。

一方向ハッシュが使用されます。一方向ハッシュはパスワードを使用
し、それを各パスワードで ( 基本的に ) ユニークなバイト・シーケン

スに変換します。一方向ハッシュでは、統合データベースに実際のパ
スワードを保存せずにパスワードの認証を行えます。

項目 パラメータ 説明

1 auth_status INTEGER。これは INOUT パラメータ

です。

2 ml_username VARCHAR(128)

3 hashed_user_password BINARY(20)。ユーザがパスワードを

入力しない場合は、NULL です。

4 hashed_new_password BINARY(20)。ユーザがパスワードを

変更しない場合は、NULL です。
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authenticate_user と authenticate_user_hashed を両方とも定義し、両方の

スクリプトが異なる auth_status コードを返す場合は、大きい方の値が

使用されます。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Mobile Link ユーザの認証」

◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「カスタム・ユーザ認証」

◆ 「authenticate_user 接続イベント」 420 ページ

◆ 「authenticate_parameters 接続イベント」 417 ページ

SQL の例 一般的な authenticate_user_hashed スクリプトは、ストアド・プロシー

ジャの呼び出しです。呼び出しの中のパラメータ順は、上記の順序と
同じでなければなりません。次の例では、ml_add_connection_script を
呼び出して、my_auth というストアド・プロシージャにイベントを割

り当てます。

call ml_add_connection_script(
    'ver1', 'authenticate_user_hashed', 'call my_auth ( 
?, ?, ?)'
 )

次の Adaptive Server Anywhere のストアド・プロシージャは、認証に

ユーザ名とパスワードの両方を使用します。このプロシージャは、指
定されたユーザ名が ULEmployee テーブルにある従業員 ID の 1 つで

あるかどうかだけを確認します。プロシージャは、Employee テーブ

ルには hashed_pwd という名前の binary(20) のカラムがあることを前提

としています。

CREATE PROCEDURE my_auth( 
   inout @auth_status integer, 
   in @user_name varchar(128), 
   in @hpwd binary(20) )
 begin
   if exists
   ( select * from ulemployee
     where emp_id = @user_name
       and hashed_pwd = @hpwd )
   then
     message 'OK' type info to client;
     return 1000;
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   else
     message 'Not OK' type info to client;
     return 4000;
   end if
 end

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、authUserHashed という Java メソッドを 
authenticate_user_hashed イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_connection_script(
    'ver1', 'authenticate_user_hashed',
    'ExamplePackage.ExampleClass.authUserHashed')

次に示すのは、サンプルの Java メソッド authUserHashed です。この

メソッドは、ユーザのパスワードをチェックし、必要に応じてパス
ワードを変更する Java 関数を呼び出します。

public String authUserHashed(
    ianywhere.ml.script.InOutInteger authStatus,
    String user, byte pwd[], byte newPwd[] )
   throws java.sql.SQLException
 {  // in a real authenticate_user_hashed handler, we
    // would handle more auth code states
    _curUser = user;
    if( checkPwdHashed( user, pwd ) ) {
    // auth successful
      if( newPwd != null )
      {  // pwd is being changed
         if( changePwdHashed( user, pwd, newPwd ) )
         {  // auth ok and pwd change ok use custom code
            authStatus.setValue( 1001 ); }
         else
         { // auth ok but pwd change failed.
           // Use custom code
           java.lang.System.err.println( "user: " + user
             + " pwd change failed!" );
           authStatus.setValue( 1002 ); } }
    else {  authStatus.setValue( 1000 ); } }
    else {  // auth failed
         authStatus.setValue( 4000 ); }
    return( null ); }
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.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、AuthUserHashed という .NET メソッドを 
authenticate_user_hashed 接続イベント用のスクリプトとして登録しま

す。これは Adaptive Server Anywhere 統合データベース用の構文です。

call ml_add_dnet_connection_script(
    'ver1',
    'authenticate_user_hashed',
    'TestScripts.Test.AuthUserHashed'
 )

次に示すのは、AuthUserHashed 呼び出し用の C# シグニチャです。

public void AuthUserHashed(
    ref int authStatus,
    string user,
    byte[] pwd,
    byte[] newPwd )
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begin_connection 接続イベント

機能 Mobile Link 同期サーバが統合データベース・サーバに接続するとき

に呼び出されます。

パラメータ なし。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link 同期サーバは、統合データベース・サーバへの各ワーカ・

スレッド接続を開くときに、このイベントを実行します。Mobile Link 
同期は、同期要求を受け取ると、要求に応じて接続を開きます。アプ
リケーションが Mobile Link 同期サーバへの接続を形成または再形成

すると、Mobile Link 同期サーバはその同期の間、データベース・

サーバへの接続を一時的に 1 つ割り付けます。

参照 ◆ 「end_connection 接続イベント」 480 ページ .

SQL の例 次の SQL スクリプトは、Adaptive Server Anywhere 統合データベース

で動作します。これで 2 つの変数が作成されます。1 つは 
last_download タイムスタンプ、もう 1 つは従業員 ID の変数です。

call ml_add_connection_script(
     'custdb',
     'begin_connection',
     'create variable @LastDownload timestamp;
     create variable @EmployeeID integer;')

Java の例 注意： このスクリプトは、通常は Java では使用されません。これは、

データベース変数の代わりにこのクラス・インスタンスのメンバ変数
を使用し、メンバをコンストラクタで準備するためです。

次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、beginConnection という Java メソッドを 
begin_connection イベント用のスクリプトとして登録します。これは 
Adaptive Server Anywhere 統合データベース用の構文です。
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call ml_add_java_connection_script(
     'ver1',
     'begin_connection',
     'ExamplePackage.ExampleClass.beginConnection' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド beginConnection です。この

メソッドは、接続レベルの変数を作成する SQL を返します。

public String beginConnection()
 { return("create variable @LastDownload timestamp;" ); 
}

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、BeginConnection という .NET メソッドを 
begin_connection 接続イベント用のスクリプトとして登録します。こ

れは Adaptive Server Anywhere 統合データベース用の構文です。

call ml_add_dnet_connection_script(
    'ver1',
    'begin_connection',
    'TestScripts.Test.BeginConnection'
 )

次に示すのは、BeginConnection 呼び出し用のシグニチャです。

public string BeginConnection()
 { return("create variable @LastDownload timestamp;" ); 
}
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begin_connection_autocommit 接続イベント

機能 オートコミットをオンにします。

パラメータ なし。

デフォルトのアク
ション

オートコミットはオフです。

説明 Mobile Link 同期サーバが統合データベースに接続するときにエラー

が発生した場合、アップロード・ストリームとダウンロード・スト
リームをロールバックできるように、オートコミットをオフにしま
す。

しかし、Adaptive Server Enterprise の統合データベースを使用している

場合、オートコミットがオンでなければ、テンポラリ・テーブルを作
成するなどの DDL 機能は実行できません。Adaptive Server Enterprise 
の統合データベースを使用している場合、
begin_connection_autocommit イベントで DDL コマンドを実行します。

イベントが終了すると、オートコミットがオフになります。

begin_connection_autocommit スクリプトは、繰り返し可能なように作

成します。エラーまたはデッドロックが発生した場合、Mobile Link 
同期サーバがスクリプトをリトライする必要があるからです ( スクリ

プトのロールバックはできません )。
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begin_download 接続イベント

機能 Mobile Link 同期サーバがダウンロード・データ・ストリームの準備

を開始する直前に、任意の文を処理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link 同期サーバは、ダウンロード情報を処理する最初のス

テップとしてこのイベントを実行します。ダウンロード情報は 1 つの

トランザクションで処理されます。このイベントは、このトランザク
ションで最初に実行されます。

last_download タイムスタンプは、ダウンロード・フェーズの直前、最

後に成功した同期の間に統合データベースから取得された値です。現
在のユーザが同期に成功したことがない場合、この値は 1900-01-01 に
設定されます。

参照 ◆ 「end_download 接続イベント」 482 ページ

SQL の例 次の例では、ml_add_connection_script を呼び出して、

SetDownloadParameters というストアド・プロシージャにイベントを割

り当てます。

項目 パラメータ 説明

1 last_download TIMESTAMP

2 ml_username VARCHAR (128)
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call ml_add_connection_script (
    'Lab',
    'begin_download',
    'CALL SetDownloadParameters( ?, ? )' )

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、beginDownloadConnection という Java メソッ

ドを begin_download 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_connection_script(
    'example_ver',
    'begin_download',
    
'ExamplePackage.ExampleClass.beginDownloadConnection' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド beginDownloadConnection で
す。このメソッドは、以前に設定された JDBC 同期を使用して削除

テーブルを準備する Java 関数 (prepDeleteTables) を呼び出します。

public String beginDownloadConnection(
     Timestamp ts, String user )
   throws java.sql.SQLException
 {  prepDeleteTables ( _syncConn, ts, user );
    return ( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、BeginDownload という .NET メソッドを 
begin_download 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_connection_script(
   'ver1',
   'begin_download',
   'TestScripts.Test.BeginDownload'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド BeginDownload です。この

メソッドは、以前に設定された JDBC 同期を使用して削除テーブルを

準備する .NET 関数 (prepDeleteTables) を呼び出します。

public void BeginDownload(
   DateTime timestamp,
   string user )
 {  prepDeleteTables ( _syncConn, ts, user );
    return ( null ); }
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begin_download テーブル・イベント

機能 挿入、更新、削除のダウンロード・ストリームを準備する直前に、特
定のテーブルに関連した文を処理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link 同期サーバは、特定のテーブルのダウンロード情報を準

備する最初の手順として、このイベントを実行します。ダウンロード
情報は、専用トランザクションで準備されます。このイベントの実行
が、このトランザクションで最初のテーブル固有のアクションとなり
ます。

リモート・データベースのテーブルごとに、begin_download スクリプ

トを 1 つ指定できます。このスクリプトは、テーブルが同期されてい

る場合にのみ呼び出されます。

last_download タイムスタンプは、ダウンロード・フェーズの直前、最

後に成功した同期の間に統合データベースから取得された値です。現
在のユーザが同期に成功したことがない場合、この値は 1900-01-01 に
設定されます。

項目 パラメータ 説明

1 last_download TIMESTAMP

2 ml_username VARCHAR (128)

3 table VARCHAR (128)
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参照 ◆ 「end_download テーブル・イベント」 485 ページ

SQL の例 次の例は、Adaptive Server Anywhere 9 データベースで使用できます。

最初の部分のコードは ml_add_table_script を呼び出し、2 番目のもの

は BeginTableDownload プロシージャを作成します。

call ml_add_table_script( 
    'version1', 
    'Leads', 
    'begin_download',
    'call BeginTableDownLoad( ?, ?, ? ) );
 
 create procedure BeginTableDownload( 
    LastDownload timestamp, 
    MLUser varchar(128), 
    TableName varchar(128) )
 begin
   execute immediate 'update ' || TableName ||
 ' set last_download_check = CURRENT TIMESTAMP
   where Owner = ' ||MLUser;
 end

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、beginDownloadTable という Java メソッドを 
begin_download テーブル・イベント用のスクリプトとして登録しま

す。

call ml_add_java_table_script( 
    'ver1', 
    'table1',
    'begin_download',
    'ExamplePackage.ExampleClass.beginDownloadTable' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド beginDownloadTable です。

このメソッドは、後のメンバ関数呼び出しで使用するために現在の
テーブルの名前を保存します。

public String beginDownloadTable( 
    Timestamp ts,
    String user, 
    String table )
 {  _curTable = table;
    return( null ); }
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.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、BeginTableDownload という 
.NET メソッドを begin_download テーブル・イベント用のスクリプト

として登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1', 'table1', 'begin_download',
   'TestScripts.Test.BeginTableDownload'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド BeginTableDownload です。

このメソッドは、後のメンバ関数呼び出しで使用するために現在の
テーブルの名前を保存します。

public void BeginTableDownload(
   DateTime timestamp,
   string user,
   string table )
 {  _curTable = table;
    return( null ); }
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begin_download_deletes テーブル・イベント

機能 リモート・データベース内の指定したテーブルから削除するローのリ
ストをフェッチする直前に、そのテーブルに関連した文を処理しま
す。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 このイベントは、リモート・データベースの指定したテーブルから削
除するローのリストをフェッチする直前に実行されます。

リモート・データベースのテーブルごとに、begin_download_deletes 
スクリプトを 1 つ指定できます。

last_download タイムスタンプは、ダウンロード・フェーズの直前、最

後に成功した同期の間に統合データベースから取得された値です。現
在のユーザが同期に成功したことがない場合、この値は 1900-01-01 に
設定されます。

参照 ◆ 「begin_download_rows テーブル・イベント」 440 ページ

◆ 「end_download_rows テーブル・イベント」 491 ページ

項目 パラメータ 説明

1 last_download TIMESTAMP

2 ml_username VARCHAR (128)

3 table VARCHAR (128)
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SQL の例 リモート・データベース上のデータ量を最小限に抑えるために、この
イベントを使用して、download_delete_cursor の実行時に削除するデー

タにフラグを設定できます。次の例では、リモート・デバイスの 10 
週以上経過した売上データに、削除対象を示すフラグを設定します。
次の例は、Adaptive Server Anywhere 9 データベースで使用できます。

このコードは ml_add_table_script を呼び出してから、

beginDownloadDeletes プロシージャを作成します。

call ml_add_table_script (
   'version1', 
   'Leads', 
   'begin_download_deletes',
   'call BeginDownloadDeletes (?, ?, ?)' );
 
 create procedure BeginDownloadDeletes( 
   LastDownload timestamp, 
   MLUser varchar(128), 
   TableName varchar(128) )
 begin
   execute immediate 'update ' || TableName ||
   ' set delete_flag = 1 where
   days(creation_time, CURRENT DATE) > 70 and Owner = '
   || MLUser;
 end;

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、beginDownloadDeletes という Java メソッドを 
begin_download_deletes テーブル・イベント用のスクリプトとして登

録します。

call ml_add_java_table_script(
    'ver1',
    'table1',
    'begin_download_deletes',
    'ExamplePackage.ExampleClass.beginDownloadDeletes' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド beginDownloadDeletes です。

このメソッドは、後のメンバ関数呼び出しで使用するために現在の
テーブルの名前を保存します。

public String beginDownloadDeletes( Timestamp ts,
 String user, String table )
 {  _curTable = table;
    return( null ); }
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.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、BeginDownloadDeletes とい

う .NET メソッドを begin_download_deletes テーブル・イベント用のス

クリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1', 'table1', 'begin_download_deletes',
   'TestScripts.Test.BeginDownloadDeletes'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド BeginDownloadDeletes です。

このメソッドは、後のメンバ関数呼び出しで使用するために現在の
テーブルの名前を保存します。

public void BeginDownloadDeletes(
   DateTime timestamp,
   string user,
   string table )
 {  _curTable = table;
    return( null ); }
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begin_download_rows テーブル・イベント

機能 リモート・データベース内の指定したテーブルで挿入または更新する
ローのリストをフェッチする直前に、そのテーブルに関連した文を処
理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 このイベントは、リモート・データベース内の指定したテーブルで挿
入または更新されるローのストリームをフェッチする直前に、実行さ
れます。

リモート・データベースのテーブルごとに、begin_download_rows ス
クリプトを 1 つ指定できます。

last_download タイムスタンプは、ダウンロード・フェーズの直前、最

後に成功した同期の間に統合データベースから取得された値です。現
在のユーザが同期に成功したことがない場合、この値は 1900-01-01 に
設定されます。

参照 ◆ 「begin_download_deletes テーブル・イベント」 437 ページ

◆ 「end_download_deletes テーブル・イベント」 488 ページ

項目 パラメータ 説明

1 last_download TIMESTAMP

2 ml_username VARCHAR (128)

3 table VARCHAR (128)
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SQL の例 begin_download_rows テーブル・イベントを使用すると、このテーブ

ルでダウンロードする必要がなくなったローにフラグを設定できま
す。次の例では、7 日以上経過した売上データをアーカイブします。

call ml_add_table_script( 'version1', 'Leads',
   'begin_download_rows',
   'call BeginDownloadRows (?, ?, ?)' );
 
 create procedure BeginDownloadRows (
   LastDownload timestamp, MLUser varchar(128),
   TableName varchar(128) )
 begin
   execute immediate 'update ' || TableName ||
   ' set download_flag = 0 where
   days(creation_time, CURRENT DATE) > 7 and Owner = '
   || MLUser;
 end;

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、beginDownloadRows という Java メソッドを 
begin_download_rows テーブル・イベント用のスクリプトとして登録

します。これは Adaptive Server Anywhere 統合データベース用の構文

です。

call ml_add_java_table_script(
    'ver1',
    'table1',
    'begin_download_rows',
    'ExamplePackage.ExampleClass.beginDownloadRows' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド beginDownloadRows です。

このメソッドはテーブルとユーザを使用して UPDATE 文を生成しま

す。Mobile Link はこの SQL 文を実行します。

public String beginDownloadRows( Timestamp ts,
 String user, String table )
 {  return( "update " + table + " set download_flag = 0 
"
    + " where days(creation_time, CURRENT DATE) > 7 " +
    " and Owner = '" + user + "'" ); }
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.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、BeginDownloadRows という 
.NET メソッドを begin_download_rows テーブル・イベント用のスクリ

プトとして登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1', 'table1', 'begin_download_rows',
   'TestScripts.Test.BeginDownloadRows'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド BeginDownloadRows です。

このメソッドはテーブルとユーザを使用して UPDATE 文を生成しま

す。Mobile Link はこの SQL 文を実行します。

public void BeginDownloadRows(
   DateTime timestamp,
   string user,
   string table )
 {  return( "update " + table + " set download_flag = 0 
"
    + " where days(creation_time, CURRENT DATE) > 7 " +
    " and Owner = '" + user + "'" ); }
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begin_publication 接続イベント

機能 同期しているパブリケーションに関する有用な情報を提供します。こ
のスクリプトを使って、ファイル・ベースのダウンロードの世代番号
を管理できます。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

デフォルトのアク
ション

デフォルトの世代番号は 1 です。このイベントにスクリプトが定義さ

れていない場合、リモートに送信される世代番号は必ず 1 になりま

す。

項目 パラメータ 説明

1 generation_number INTEGER。これは INOUT パラメー

タです。使用している配備環境で
ファイル・ベースのダウンロード
を使用しない場合、このパラメー
タは無視できます。デフォルトは 1 
です。

2 ml_username VARCHAR(128)。Ultra Light リモー

トが UL_SYNC_ALL を使用して同

期されている場合、このイベント
は 'unknown' という名前で 1 回呼び

出されます。

3 publication_name VARCHAR(128)

4 last_upload TIMESTAMP。最後に成功したアッ

プロード。

5 last_download TIMESTAMP。最後に成功したダウ

ンロード。
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説明 このイベントを使って、現在同期されているパブリケーションに基づ
いて、同期論理を設計できます。このイベントは、
begin_synchronization イベントと同じトランザクションで呼び出され、

begin_synchronization イベントの後で呼び出されます。このイベント

は、パブリケーションが同期するたびに 1 回呼び出されます。

このイベントは、使用されるパブリケーションに基づいてダウンロー
ドされるものに影響を与えることができます。たとえば、優先度パブ
リケーション (PriorityPub) と全テーブル用のパブリケーション ( 
AllTablesPub ) の双方の一部であるテーブルを考えます。

begin_publication イベントのスクリプトは、Java クラスまたは SQL 変
数やパッケージにパブリケーション名を保存できます。ダウンロー
ド・スクリプトは、パブリケーションが PriorityPub と同期するか 
AllTablesPub と同期するかにより、異なった動作ができます。

世代番号 generation_number パラメータは、特にファイル・ベースのダウンロー

ド用です。世代番号の出力値は、begin_synchronization スクリプトか

ら end_synchronization スクリプトへ渡されます。generation_number の
意味は、現在の同期がダウンロード・ファイルを作成するために使用
されているか、現在の同期にアップロードが含まれているかによって
異なります。

世代番号の出力値は、begin_publication スクリプトから end_publication 
スクリプトへ渡されます。generation_number の意味は、現在の同期が

ダウンロード・ファイルを作成するために使用されているか、現在の
同期にアップロードが含まれているかによって異なります。

ファイルベースのダウンロードでは、世代番号を使って、ダウンロー
ドの前にアップロードを強制的に行います。世代番号は、ダウンロー
ド・ファイルに保存されます。アップロードを持つ同期中に、パブリ
ケーションに対するサブスクリプションごとに 1 つの世代番号が出力

されます。この番号はアップロード確認でリモート・データベースへ
送信され、SYSSYNC.generation_number に保存されます。

参照 ◆ 「end_publication 接続イベント」 494 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ファイルベースのダウンロー

ド」
◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link の世代番号」
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SQL の例 同期されるパブリケーションごとに情報を記録する必要がある場合が
あります。次の例では、ml_add_connection_script を呼び出して、

RecordPubSync というストアド・プロシージャにイベントを割り当て

ます。

call ml_add_connection_script(
 'version1',
 'begin_publication',
 '{call RecordPubSync( ?, ?, ?, ?, ? )}' );
 

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、beginPublication という Java メソッドを 
begin_publication 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_connection_script( 'ver1',
    'begin_publication',
    'ExamplePackage.ExampleClass.beginPublication' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド beginPublication です。この

メソッドは後で使用する各パブリケーションの名前を保存します。

public String beginPublication(
     ianywhere.ml.script.InOutInteger 
generation_number,
     String user,
     String pub_name,
     Timestamp last_upload,
     Timestamp last_download )
 {  _publicationNames[ _numPublications++ ] = pub_name;
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、BeginPub という .NET メソッドを 
begin_publication 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_connection_script( 'ver1',
   'begin_publication',
   'TestScripts.Test.BeginPub'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド BeginPub です。このメソッ

ドは後で使用する各パブリケーションの名前を保存します。
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public void BeginPub(
     ref int generation_number,
     string user,
     string pub_name,
     DateTime last_upload,
     DateTime last_download )
 {
     _publicationNames[ _numPublications++ ] = pub_name;
 }
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begin_synchronization 接続イベント

機能 同期処理の準備中にアプリケーションが Mobile Link 同期サーバに接

続する時点で、任意の文を処理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 同期を準備するアプリケーションが Mobile Link 同期サーバとの接続

を形成した直後に、Mobile Link 同期サーバがこのイベントを実行し

ます。

このイベントは、アップロード・トランザクションの前に、別のトラ
ンザクションで実行されます。これは、統計値の管理に便利です。

参照 ◆ 「end_synchronization 接続イベント」 497 ページ

◆ 「begin_synchronization テーブル・イベント」 449 ページ

SQL の例 ml_username の値を後続のスクリプトで何度も参照する場合は、その

値をテンポラリ・テーブルまたは変数に格納できます。

Call ml_add_connection_script ( 
   'version1', 
   'begin_synchronization', 
   'set @EmployeeID = ?' );

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、beginSynchronizationConnection という Java メ
ソッドを begin_synchronization 接続イベント用のスクリプトとして登

録します。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)
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call ml_add_java_connection_script( 'ver1',
   'begin_synchronization',
   
'ExamplePackage.ExampleClass.beginSynchronizationConnec
tion'
  )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド 
beginSynchronizationConnection です。このメソッドは後で使用する同

期ユーザの名前を保存します。

public String beginSynchronizationConnection(
   String user )
 {  _curUser = user;
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、BeginSync という .NET メソッドを 
begin_synchronization 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_connection_script( 'ver1',
   'begin_synchronization',
   'TestScripts.Test.BeginSync'
 )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド BeginSync です。このメソッ

ドは後で使用する同期ユーザの名前を保存します。

public void BeginSync( string user )
 {  _curUser = user;
    return( null ); }
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begin_synchronization テーブル・イベント

機能 同期処理の準備中にアプリケーションが Mobile Link 同期サーバに接

続する時点で、特定のテーブルに関連した文を処理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 同期を準備するアプリケーションが Mobile Link 同期サーバとの接続

を形成すると、Mobile Link 同期サーバは、begin_synchronization 接続

レベルのイベントを実行してから、このイベントを実行します。

リモート・データベースのテーブルごとに、begin_synchronization ス
クリプトを 1 つ指定できます。このイベントは、テーブルが同期され

ている場合にのみ呼び出されます。

参照 ◆ 「end_synchronization テーブル・イベント」 499 ページ

◆ 「begin_synchronization 接続イベント」 447 ページ

SQL の例 begin_synchronization テーブル・イベントを使って、特定のテーブル

の同期を設定します。次の Adaptive Server Anywhere の SQL プロシー

ジャ・コールは、同期中にローを保存するためのテンポラリ・テーブ
ルを作成するスクリプトを登録します。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 table VARCHAR (128)
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call ml_add_table_script(
  'ver1',
  'sales_order',
  'begin_synchronization',
  'CREATE TABLE #sales_order
 (
     id            integer NOT NULL default 
autoincrement,
     cust_id        integer NOT NULL,
     order_date        date NOT NULL,
     fin_code_id    char(2) NULL,
     region        char(7) NULL,
     sales_rep        integer NOT NULL,
     PRIMARY KEY (id),
 )' )

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、beginSynchronizationTable という Java メソッ

ドを begin_synchronization テーブル・イベント用のスクリプトとして

登録します。

call ml_add_java_table_script(
  'ver1',
  'table1',
  'begin_synchronization',
  
'ExamplePackage.ExampleClass.beginSynchronizationTable' 
)

次に示すのは、サンプルの Java メソッド beginSynchronizationTable で
す。このメソッドは、このインスタンスに含まれるテーブル名のリス
トに現在のテーブル名を追加します。

public String beginSynchronizationTable(String user,
 String table )
 {  _tableList.add( table );
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、BeginTableSync という .NET 
メソッドを begin_synchronization テーブル・イベント用のスクリプト

として登録します。
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call ml_add_dnet_table_script(
  'ver1', 'table1',
   'begin_synchronization',
   'TestScripts.Test.BeginTableSync'
                  )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド BeginTableSync です。この

メソッドは、このインスタンスに含まれるテーブル名のリストに現在
のテーブル名を追加します。

public void BeginTableSync( string user, string table )
 {  _tableList.Add( table );
    return( null ); }
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begin_upload 接続イベント

機能 Mobile Link 同期サーバがアップロードされた挿入、更新、削除のス

トリーム処理を開始する直前に、任意の文を処理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link 同期サーバは、アップロードした情報を処理する最初の

手順としてこのイベントを実行します。アップロード情報は 1 つのト

ランザクションで処理されます。このイベントは、このトランザク
ションで最初に実行されます。

参照 ◆ 「end_upload 接続イベント」 502 ページ

◆ 「begin_upload テーブル・イベント」 455 ページ

SQL の例 begin_upload 接続イベントを使って、ローをアップロードする前に行

う必要がある手順を実行できます。次の Adaptive Server Anywhere の 
SQL スクリプトは、sales_order テーブルの矛盾処理のために新旧の

ローの値を保存するテンポラリ・テーブルを作成します。

call ml_add_connection_script(
  'version1',
  'begin_upload',
  'CREATE TABLE #sales_order_conflicts
 (
     id            integer NOT NULL default 
autoincrement,
     cust_id        integer NOT NULL,
     order_date        date NOT NULL,
     fin_code_id    char(2) NULL,

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)
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     region        char(7) NULL,
     sales_rep        integer NOT NULL,
     new_value        char(1) NOT NULL,
     PRIMARY KEY (id),
 )' )

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、beginUploadConnection という Java メソッド

を begin_upload 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_connection_script( 'ver1', 
'begin_upload',
 'ExamplePackage.ExampleClass.beginUploadConnection ' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド beginUploadConnection です。

このメソッドは、Mobile Link 出力ログにメッセージを出力します ( こ
のメソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが
遅くなります )。

public String beginUploadConnection( String user )
 {  java.lang.System.out.println(
      "Starting upload for user: " + user );
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、BeginUpload という .NET メソッドを 
begin_upload 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_connection_script(
   'ver1',
   'begin_upload',
   'TestScripts.Test.BeginUpload'
 )

次に示すのは、BeginUpload 呼び出し用の C# シグニチャです。

public void BeginUpload( string user )

次の C# サンプルは、後のイベントで使用するために現在のユーザ名

を保存します。
453



begin_upload 接続イベント
public void BeginUpload( string curUser )
 {
     user = curUser;
 }
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begin_upload テーブル・イベント

機能 Mobile Link 同期サーバがアップロードされた挿入、更新、削除のス

トリーム処理を開始する直前に、特定のテーブルに関連した文を処理
します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link 同期サーバは、アップロードした情報を処理する最初の

手順としてこのイベントを実行します。アップロード情報は別のトラ
ンザクションで処理されます。このイベントの実行が、このトランザ
クションで最初のテーブル固有のアクションとなります。

リモート・データベースのテーブルごとに、begin_upload スクリプト

を 1 つ指定できます。このスクリプトは、テーブルが実際に同期され

ている場合にのみ呼び出されます。

参照 ◆ 「end_upload テーブル・イベント」 504 ページ

◆ 「begin_upload 接続イベント」 452 ページ

SQL の例 リモートからローをアップロードする場合は、変更内容を中間テーブ
ルに入れて手動で処理できます。このイベントでは、グローバルなテ
ンポラリ・テーブルを移植できます。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 table VARCHAR (128)
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call ml_add_table_script( 
   'version1', 
   'Leads',
   'begin_upload', 
   'insert into T_Leads SELECT *
 FROM Leads WHERE Owner = @EmployeeID')

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、beginUploadTable という Java メソッドを 
begin_upload テーブル・イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_table_script( 
   'ver1',
   'table1',
   'begin_upload',
   'ExamplePackage.ExampleClass.beginUploadTable'
  )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド beginUploadTable です。この

メソッドは、Mobile Link 出力ログにメッセージを出力します ( このメ

ソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅く
なります )。

public String beginUploadTable( String user,
 String table )
 {  java.lang.System.out.println("Beginning to process 
upload for: " + table);
 return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、BeginTableUpload という 
.NET メソッドを begin_upload テーブル・イベント用のスクリプトと

して登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1', 'table1', 'begin_upload',
   'TestScripts.Test.BeginTableUpload'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド BeginTableUpload です。こ

のメソッドは、Mobile Link 出力ログにメッセージを出力します ( この

メソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅
くなります )。
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public void BeginTableUpload(
   string user,
   string table )
 {  System.Console.WriteLine("Beginning to process 
upload for: " + table);
 return( null ); }
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begin_upload_deletes テーブル・イベント

機能 リモート・データベース内の指定のテーブルから削除されたローを
アップロードする直前に、そのテーブルに関連した文を処理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 このイベントは、2 番目のパラメータで指定したクライアント・テー

ブルでローを削除した結果生じる変更を適用する直前に、実行されま
す。

リモート・データベースのテーブルごとに、begin_upload_deletes スク

リプトを 1 つ指定できます。このスクリプトは、テーブルが実際に同

期されている場合にのみ呼び出されます。

参照 ◆ 「end_upload_deletes テーブル・イベント」 508 ページ

SQL の例 begin_upload_deletes 接続イベントは、特定のテーブルの挿入と更新を

アップロードした後で、そのテーブルの削除をアップロードする前に
行う必要のある手順を実行するために使用します。次の Adaptive 
Server Anywhere の SQL スクリプトは、アップロード中に一時的に削

除を保存するためのテンポラリ・テーブルを作成します。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 table VARCHAR (128)
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call ml_add_table_script(
  'ver1',
  'sales_order',
  'begin_upload_deletes',
  'CREATE TABLE #sales_order_deletes
 (
     id            integer NOT NULL default 
autoincrement,
     cust_id        integer NOT NULL,
     order_date        date NOT NULL,
     fin_code_id    char(2) NULL,
     region        char(7) NULL,
     sales_rep        integer NOT NULL,
     PRIMARY KEY (id),
 )' )

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、beginUploadDeletes という Java メソッドを 
begin_upload_deletes テーブル・イベント用のスクリプトとして登録し

ます。

call ml_add_java_table_script( 'ver1', 'table1',
 'begin_upload_deletes',
 'ExamplePackage.ExampleClass. beginUploadDeletes' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド beginUploadDeletes です。こ

のメソッドは、Mobile Link 出力ログにメッセージを出力します ( この

メソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅
くなります )。

public String beginUploadDeletes( 
    String user,
    String table )
  throws java.sql.SQLException
 {  java.lang.System.out.println( "Starting upload
    deletes for table: " + table );
     return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、BeginUploadDeletes という 
.NET メソッドを begin_upload_deletes テーブル・イベント用のスクリ

プトとして登録します。
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call ml_add_dnet_table_script( 'ver1', 'table1',
   'begin_upload_deletes',
   'TestScripts.Test.BeginUploadDeletes'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド BeginUploadDeletes です。

このメソッドは、Mobile Link 出力ログにメッセージを出力します ( こ
のメソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが
遅くなります )。

public void BeginUploadDeletes( string user,
   string table )
 {  System.Console.WriteLine( "Starting upload
    deletes for table: " + table );
     return( null ); }
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begin_upload_rows テーブル・イベント

機能 リモート・データベース内の指定したテーブルから挿入と更新をアッ
プロードする直前に、そのテーブルに関連した文を処理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 このイベントは、2 番目のパラメータで指定したクライアント・テー

ブルに対する挿入と削除から生じる変更を適用する直前に、実行され
ます。

リモート・データベースのテーブルごとに、begin_upload_rows スクリ

プトを 1 つ指定できます。このスクリプトは、テーブルが実際に同期

されている場合にのみ呼び出されます。

参照 ◆ 「end_upload_rows テーブル・イベント」 511 ページ

SQL の例 begin_upload_rows 接続イベントを使って、特定のテーブルの挿入と更

新をアップロードする前に行う必要がある手順を実行します。次のス
クリプトは、統合データベースで Inventory テーブルへの挿入と更新

を準備するストアド・プロシージャを呼び出します。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 table VARCHAR (128)
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call ml_add_table_script(
  'MyCorp 1.0',
  'Inventory',
  'begin_upload_rows',
  'call PrepareForUpserts()' )

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、beginUploadRows という Java メソッドを 
begin_upload_rows テーブル・イベント用のスクリプトとして登録しま

す。

call ml_add_java_table_script( 
   'ver1',
   'table1',
   'begin_upload_rows',
   'ExamplePackage.ExampleClass.beginUploadRows' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド beginUploadRows です。この

メソッドは、Mobile Link 出力ログにメッセージを出力します ( このメ

ソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅く
なります )。

public String beginUploadRows( String user,
 String table )
   throws java.sql.SQLException
 {  java.lang.System.out.println( "Starting upload rows
    for table: " + table + " and user: " + user );
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、BeginUploadRows という 
.NET メソッドを begin_upload_rows テーブル・イベント用のスクリプ

トとして登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1', 'table1', 'begin_upload_rows',
   'TestScripts.Test.BeginUploadRows'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド BeginUploadRows です。こ

のメソッドは、Mobile Link 出力ログにメッセージを出力します ( この

メソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅
くなります )。
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public void BeginUploadRows(
   string user,
   string table )
 {  System.Console.WriteLine( "Starting upload rows
    for table: " + table + " and user: " + user );
    return( null ); }
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download_cursor テーブル・イベント

機能 ダウンロードされ、リモート・データベースで挿入または更新される
ローを選択するためのカーソルを定義します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

デフォルトの download_cursor SQL スクリプトを生成するには、

Mobile Link 同期サーバの -za オプションを使用します。また、Ultra 
Light アナライザがリファレンス・データベースに基づいた SELECT 
文を生成します。この文を起動時に使用できます。

説明 Mobile Link 同期サーバは読み込み専用のカーソルを開き、それを使

用してリモート・データベースにダウンロードするローのリストを
フェッチします。このスクリプトには、適切な SELECT 文を含めてく

ださい。

パラメータは、last_download タイムスタンプとユーザ名です。SQL 
文で疑問符を指定して選択すると、これらの値を使用できます。

リモート・データベースのテーブルごとに、download_cursor スクリ

プトを 1 つ指定できます。

項目 パラメータ 説明

1 last_download TIMESTAMP

2 ml_username VARCHAR (128)
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last_download タイムスタンプは、ダウンロード・フェーズの直前、最

後に成功した同期の間に統合データベースから取得された値です。現
在のユーザが同期に成功したことがない場合、この値は 1900-01-01 に
設定されます。

Ultra Light クライアントに対する同期のダウンロード処理のパフォー

マンスを最適化するには、プライマリ・キー値の範囲がデバイスで指
定されている現在のローの外側にある場合に、ダウンロード・カーソ
ル内のローをプライマリ・キー順に並べてください。たとえば、大き
いリファレンス・テーブルをダウンロードする場合は、このような最
適化による利点が得られます。

各 download_cursor スクリプトには、SELECT 文か、SELECT 文を含

むプロシージャの呼び出しが必要です。Mobile Link 同期サーバは、

SELECT 文を使用して統合データベース内でカーソルを定義します。

スクリプトでは、対応するリモート・データベース内のテーブルのカ
ラムに対応するすべてのカラムを選択します。統合データベース内の
カラムは、対応するリモート・データベースのカラムとは異なる名前
にできますが、互換性のある型にしてください。

カラムは、対応するカラムがリモート・データベース内で定義されて
いる順序に従って選択します。この順序は、リファレンス・データ
ベースのカラム順と同じです。

download_cursor ではカスケード削除ができることに注意してくださ

い。そのため、データベースからレコードを削除できます。

Java アプリケーションと .NET アプリケーションの場合、このスクリ

プトは有効な SQL を返します。

参照 ◆ 「ローをダウンロードするスクリプトの作成」 308 ページ

◆ 「download_cursor スクリプトの作成」 309 ページ

◆ 「リモート・データベース間でローを分割する」 65 ページ

◆ 「download_delete_cursor テーブル・イベント」 468 ページ

SQL の例 次の例は Oracle インストール環境の場合を示していますが、文はサ

ポートされているすべてのデータベースに対して有効です。この例
は、前回データをダウンロードした後に変更されたローのうち、
emp_name カラム内のユーザ名と一致するローをすべてダウンロード

します。
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call ml_add_table_script( 
   'Lab',
   'ULOrder',
   'download_cursor',
   'SELECT order_id, cust_id, prod_id, emp_id, 
       disc, quant, notes, status
        FROM ULOrder 
        WHERE last_modified >= ? AND emp_name = ?' )

最初のパラメータ (last_download タイムスタンプ ) を使用しないで、2 
番目のパラメータ (Mobile Link ユーザ名 ) を使用する download_cursor 
SQL スクリプトを作成する場合は、ローに影響しないダミー句を追加

します。次に例を示します。

call ml_add_table_script(
    'Lab',
    'ULOrder',
    'download_cursor',
    'SELECT order_id, cust_id, prod_id, emp_id, disc,
        quant, notes, status
         FROM ULOrder WHERE ? IS NOT NULL AND emp_name = 
?' )

引き続き両方のパラメータを使用しますが、最初の ? は何もしないプ

レースホルダです。

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、downloadCursor という Java メソッドを 
download_cursor テーブル・イベント用のスクリプトとして登録しま

す。

call ml_add_java_table_script(
    'ver1',
    'ULCustomer',
    'download_cursor',
    'ExamplePackage.ExampleClass.downloadCursor ' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド downloadCursor です。この

メソッドは、last_modified カラムが最終ダウンロード時間以上の場合

に、SQL 文をダウンロード・ローに返します。
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public String downloadCursor(java.sql.Timestamp 
ts,String user )
  {
   return("SELECT cust_id, cust_name FROM ULCustomer 
where last_modified >= ' " + ts + " ' ");
  }
 

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、DownloadCursor という 
.NET メソッドを download_cursor テーブル・イベント用のスクリプト

として登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1', 'table1', 'download_cursor',
   'TestScripts.Test.DownloadCursor'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド DownloadCursor です。この

メソッドは、テンポラリ・テーブルに rows.txt というファイルの内容

を移植します。その結果、Mobile Link によって、テンポラリ・テー

ブルのローがリモート・データベースに送信されます。これは 
Adaptive Server Anywhere 統合データベース用の構文です。

public string DownloadCursor( 
    DateTime ts, 
    string user )
 {
  DBCommand   stmt   = curConn.CreateCommand();
  StreamReader  input  = new StreamReader( "rows.txt" );
   string        sql    = input.ReadLine();
 
   stmt.CommandText = "DELETE FROM dnet_dl_temp";
   stmt.ExecuteNonQuery();
 
   while( sql != null ){
    stmt.CommandText = "INSERT INTO dnet_dl_temp VALUES 
" + sql;
    stmt.ExecuteNonQuery();
    sql = input.ReadLine();
   }
   return( "SELECT * FROM dnet_dl_temp" );
 }
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download_delete_cursor テーブル・イベント

機能 リモート・データベースで削除するローを選択するためのカーソルを
定義します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link 同期サーバは読み込み専用のカーソルを開き、リモート・

データベースにダウンロードして挿入または削除するローのリスト
を、そのカーソルを使用してフェッチします。このスクリプトには、
リモート・データベース内のテーブルから削除されるローのプライマ
リ・キー値を返す SELECT 文を含めてください。

パラメータは、last_download タイムスタンプとユーザ名です。SQL 
文に疑問符を指定すると、これらの値を使用できます。

リモート・データベースのテーブルごとに、download_delete_cursor ス
クリプトを 1 つ指定できます。

項目 パラメータ 説明

1 last_download TIMESTAMP

2 ml_username VARCHAR (128)
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テーブル内の 1 つ以上のローのプライマリ・キー・カラムで 
download_delete_cursor が NULL の場合、Mobile Link は、リモートに

テーブル内のデータをすべて削除するように命令します。この動作の
完全な説明については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「テーブルから

全ローを削除」を参照してください。

last_download タイムスタンプは、ダウンロード・フェーズの直前、最

後に成功した同期の間に統合データベースから取得された値です。現
在のユーザが同期に成功したことがない場合、この値は 1900-01-01 に
設定されます。

統合データベースから削除されたローは、download_delete_cursor イベ

ントにより定義された結果セットには表示されないため、リモート・
データベースから自動的に削除されないことに注意してください。リ
モート・データベースから削除されるローを識別するには、ローを非
アクティブとして識別するカラムを統合データベース・テーブルに追
加する方法があります。

Java アプリケーションと .NET アプリケーションの場合、このスクリ

プトは有効な SQL を返します。

参照 ◆ 「download_cursor テーブル・イベント」 464 ページ

◆ 「ローをダウンロードするスクリプトの作成」 308 ページ

◆ 「リモート・データベース間でローを分割する」 65 ページ

◆ 「download_delete_cursor スクリプトの作成」 311 ページ

SQL の例 この例は Contact の例から抜粋したもので、

Samples¥MobiLink¥Contact¥build_consol.sql にあります。この例は、こ

のユーザが前回データをダウンロードした後に変更があった顧客 
(Customer.last_modified >= ?) と、次のいずれかに該当する顧客

をリモート・データベースから削除します。

•    同期中のユーザに属していない顧客 ( SalesRep.ml_username 
!= ?)

•    統合データベース内で非アクティブのマークが付いている顧客 
(Customer.active = 0 )
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call ml_add_table_script(
    'ver1',
    'table1',
    'download_delete_cursor',
 'SELECT cust_id FROM Customer key join SalesRep
WHERE Customer.last_modified >= ? AND               
( SalesRep.ml_username != ? OR Customer.active = 0 
)')

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、downloadDeleteCursor という Java メソッドを 
download_delete_cursor イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_table_script(
    'ver1',
    'table1',
    'download_delete_cursor',
    'ExamplePackage.ExampleClass.downloadDeleteCursor' 
)

次に示すのは、サンプルの Java メソッド downloadDeleteCursor です。

このメソッドは、ダウンロード削除カーソル用の SQL を生成する 
Java メソッドを呼び出します。

public String downloadDeleteCursor( Timestamp ts,
 String user )
 {  return( getDownloadCursor( _curUser, _curTable ) ); 
}

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、DownloadDeleteCursor とい

う .NET メソッドを download_delete_cursor テーブル・イベント用のス

クリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'download_delete_cursor',
   'TestScripts.Test.DownloadDeleteCursor'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド DownloadDeleteCursor です。

このメソッドは、ダウンロード削除カーソル用の SQL を生成する 
.NET メソッドを呼び出します。
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public string DownloadDeleteCursor(
   DateTime timestamp,
   string user )
 {  return( getDownloadCursor( _curUser, _curTable ) ); 
}
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download_statistics 接続イベント

機能 ダウンロード操作の同期統計を追跡します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR(128)。
SYNCHRONIZATION USER 定義に指

定した Mobile Link ユーザ名。

2 warnings INTEGER。発行された警告の数。

3 errors INTEGER。処理済みのエラーを含め、

発生したエラーの数。

4 fetched_rows INTEGER。download_cursor スクリプ

トによってフェッチされたローの数。

5 deleted_rows INTEGER。download_deletes スクリプ

トによってフェッチされたローの数。

6 filtered_rows INTEGER。(5) から実際にリモートに

送信されたローの数。これには、アッ
プロードされた値のダウンロード・
フィルタが反映されます。

7 bytes INTEGER。ダウンロードとしてリモー

トに送信されたバイト数。
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説明 download_statistics イベントを使用すると、任意のユーザについてダウ

ンロード統計を収集できます。ダウンロード・トランザクション終了
時のコミット直前に、download_statistics 接続スクリプトが呼び出され

ます。

注意：
コマンド・ラインによっては、すべての警告やエラーのログが取られ
るとは限らないため、実際の警告数とエラー数が、ログを取られた警
告数やエラー数より多くなる場合があります。

参照 ◆ 「download_statistics テーブル・イベント」 476 ページ

◆ 「upload_statistics 接続イベント」 579 ページ

◆ 「upload_statistics テーブル・イベント」 583 ページ

◆ 「synchronization_statistics 接続イベント」 553 ページ

◆ 「synchronization_statistics テーブル・イベント」 556 ページ

◆ 「time_statistics 接続イベント」 559 ページ

◆ 「time_statistics テーブル・イベント」 562 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link モニタ」

SQL の例 次の例は、同期の統計を download_audit というテーブルに挿入しま

す。

call ml_add_connection_script(
   'ver1', 'download_statistics',
 'INSERT INTO download_audit(
   user_name, warnings, errors, deleted_rows, 
   fetched_rows, download_rows, bytes )
 VALUES (?,?,?,?,?,?,?)')

監査テーブルに重要な統計が挿入されたら、これらの統計を使用して
同期をモニタし、必要に応じて最適化を実行できます。

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、downloadStatisticsConnection という Java メ
ソッドを download_statistics イベント用のスクリプトとして登録しま

す。
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call ml_add_java_connection_script(
   'ver1',
   'download_statistics',
   
'ExamplePackage.ExampleClass.downloadStatisticsConnecti
on' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド downloadStatisticsConnection 
です。このメソッドは、フェッチしたローの数を Mobile Link 出力ロ

グに出力します ( このメソッドは開発時には便利ですが、運用サーバ

のパフォーマンスが遅くなります )。

public String downloadStatisticsConnection(
   String user,
   int warnings,
   int errors,
   int fetchedRows,
   int deletedRows,
   int bytes )
 {  java.lang.System.out.println( "download connection
    stats fetchedRows: " + fetchedRows );
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、DownloadStats という .NET メソッドを 
download_statistics 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_connection_script(
   'ver1',
   'download_statistics',
   'TestScripts.Test.DownloadStats'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド DownloadStats です。この

メソッドは、フェッチしたローの数を Mobile Link 出力ログに出力し

ます ( このメソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォー

マンスが遅くなります )。

public void DownloadStats(
   string user,
   int warnings,
   int errors,
   int deletedRows,
   int fetchedRows,
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   int downloadRows,
   int bytes )
 {  System.Console.WriteLine( "download connection
    stats fetchedRows: " + fetchedRows );
    return( null ); }
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download_statistics テーブル・イベント

機能 ダウンロード操作の同期統計をテーブル別に追跡します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR(128)。これは 
SYNCHRONIZATION USER 定義に指定した 
Mobile Link ユーザ名です。

2 table VARCHAR(128)。テーブル名。

3 warnings INTEGER。発行された警告の数。

4 errors INTEGER。処理済みのエラーを含め、発生

したエラーの数。

5 fetched_rows INTEGER。download_cursor スクリプトに

よってフェッチされたローの数。

6 deleted_rows INTEGER。download_deletes スクリプトに

よってフェッチされたローの数。

7 filtered_rows INTEGER。(6) から実際にリモートに送信

されたローの数。これには、アップロード
された値のダウンロード・フィルタが反映
されます。

8 bytes INTEGER。ダウンロードとしてリモートに

送信されたバイト数。
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説明 download_statistics イベントを使用すると、任意のユーザとテーブルに

ついて、そのテーブルに適用されるダウンロードの統計を収集できま
す。ダウンロード・トランザクション終了時のコミット直前に、
download_statistics テーブル・スクリプトが呼び出されます。

参照 ◆ 「download_statistics 接続イベント」 472 ページ

◆ 「upload_statistics 接続イベント」 579 ページ

◆ 「upload_statistics テーブル・イベント」 583 ページ

◆ 「synchronization_statistics 接続イベント」 553 ページ

◆ 「synchronization_statistics テーブル・イベント」 556 ページ

◆ 「time_statistics 接続イベント」 559 ページ

◆ 「time_statistics テーブル・イベント」 562 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link モニタ」

SQL の例 次の例は、同期の統計を download_audit というテーブルに挿入しま

す。監査テーブルに重要な統計が挿入されたら、これらの統計を使用
して同期をモニタし、必要に応じて最適化を実行できます。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'download_statistics',
 'INSERT INTO download_audit (
   user_name, table, warnings, errors,
   deleted_rows, fetched_rows, download_rows, bytes)
 VALUES (?,?,?,?,?,?,?,?)')

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、downloadStatisticsTable という Java メソッド

を download_statistics テーブル・イベント用のスクリプトとして登録

します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'download_statistics',
   
'ExamplePackage.ExampleClass.downloadStatisticsTable' )
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次に示すのは、サンプルの Java メソッド downloadStatisticsTable です。

このメソッドは、このテーブルの統計を Mobile Link 出力ログに出力

します ( このメソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパ

フォーマンスが遅くなります )。

public String downloadStatisticsTable(
   String user,
   String table,
   int warnings,
   int errors,
   int fetchedRows,
   int deletedRows,
   int bytes )
 {  java.lang.System.out.println( "download table stats 
"
    + "table: " + table + "bytes: " + bytes );
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、DownloadTableStats という 
.NET メソッドを download_statistics テーブル・イベント用のスクリプ

トとして登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'download_statistics',
   'TestScripts.Test.DownloadTableStats'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド DownloadTableStats です。

このメソッドは、このテーブルの統計を Mobile Link 出力ログに出力

します ( このメソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパ

フォーマンスが遅くなります )。

public void DownloadTableStats(
   string user,
   string table,
   int warnings,
   int errors,
   int deletedRows,
   int fetchedRows,
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   int downloadRows,
   int bytes )
 {  System.Console.WriteLine( "download table stats "
    + "table: " + table + "bytes: " + bytes );
    return( null ); }
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end_connection 接続イベント

機能 停止準備中、または接続プールから接続が削除されるとき、Mobile 
Link 同期サーバが統合データベース・サーバとの接続を閉じる直前

に、任意の文を処理します。

このスクリプトは通常、begin_connection スクリプトによって起動さ

れたすべてのアクションを完了し、取得されていたリソースをすべて
解放するために使用されます。

パラメータ なし。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link 同期サーバと統合データベース・サーバ間の接続を閉じ

る直前に、end_connection スクリプトを使用して、選択したアクショ

ンを実行できます。

参照 ◆ 「begin_connection 接続イベント」 429 ページ

SQL の例 次の Adaptive Server Anywhere の SQL スクリプトは、begin_connection 
script が作成したテンポラリ・テーブルを削除します。厳密に言うと、

このテーブルは明示的に削除する必要はありません。接続が切断され
るときに ASA が自動的に削除します。テンポラリ・テーブルを明示

的に削除する必要があるかどうかは、統合データベースのタイプによ
ります。

call ml_add_connection_script(
  'version 1.0',
  'end_connection',
  'drop table #sync_info' )

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、endConnection という Java メソッドを 
end_connection イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_connection_script(
    'ver1',
    'end_connection',
    'ExamplePackage.ExampleClass.endConnection' )
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次に示すのは、サンプルの Java メソッド endConnection です。このメ

ソッドは、Mobile Link 出力ログにメッセージを出力します ( このメ

ソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅く
なります )。

public String endConnection()
 {  java.lang.System.out.println( "ending connection" 
);
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、EndConnection という .NET メソッドを 
end_connection 接続イベント用のスクリプトとして登録します。これ

は Adaptive Server Anywhere 統合データベース用の構文です。

call ml_add_dnet_connection_script(
   'ver1',
   'end_connection',
   'TestScripts.Test.EndConnection'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド EndConnection です。この

メソッドは、Mobile Link 出力ログにメッセージを出力します ( このメ

ソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅く
なります )。

public void EndConnection()
 {  System.Console.WriteLine( "ending connection" );
    return( null ); }
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end_download 接続イベント

機能 Mobile Link 同期サーバがダウンロード・データの準備を完了した直

後に、任意の文を処理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 すべてのローのダウンロードと、ダウンロード通知を要求している場
合は受信確認の受信後に、Mobile Link 同期サーバはこのスクリプト

を実行します。ダウンロード情報は 1 つのトランザクションで処理さ

れます。このスクリプトの実行は、このトランザクションの最後の非
統計アクションです。

last_download タイムスタンプは、ダウンロード・フェーズの直前、最

後に成功した同期の間に統合データベースから取得された値です。現
在のユーザが同期に成功したことがない場合、この値は 1900-01-01 に
設定されます。

参照 ◆ 「begin_download 接続イベント」 432 ページ

項目 パラメータ 説明

1 last_download TIMESTAMP

2 ml_username VARCHAR (128)
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SQL の例 次の例は、end_download 接続スクリプトの、考えられる用途の 1 つを

示します。ULEmpCust テーブルの各ローには、action カラムが含まれ

ています。次のスクリプトは、このカラムの値を使用して、レコード
をリモート・データベースから削除します。

all ml_add_java_connection_script(
   'ver1',
   'end_download',
 'DELETE FROM ULEmpCust ec 
   WHERE ? IS NOT NULL 
     AND ec.emp_id = ? AND action = ''D''')

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、endDownloadConnection という Java メソッド

を end_download 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_connection_script(
   'ver1',
   'end_download',
   'ExamplePackage.ExampleClass.endDownloadConnection' 
)

次に示すのは、サンプルの Java メソッド endDownloadConnection で
す。ULEmpCust テーブルの各ローには、action カラムが含まれていま

す。次のスクリプトは、このカラムの値を使用して、レコードをリ
モート・データベースから削除します。また、ダウンロードが終了す
る前に、現在の Mobile Link 接続 ( 以前に保存した Mobile Link 接続 ) 
を使用して更新を実行します。これは Adaptive Server Anywhere 統合

データベース用の構文です。

public String endDownloadConnection(
     Timestamp ts,
     String user )
   throws java.sql.SQLException
 {  String del_sql =    "DELETE FROM ULEmpCust ec " +
    "WHERE ec.emp_id = '" + user + "' " +
    "AND action = 'D' ";
    execUpdate( _syncConn, del_sql );
    return( null );
 }
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.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、EndDownload という .NET メソッドを 
end_download 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_connection_script(
   'ver1',
   'end_download',
   'TestScripts.Test.EndDownload' )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド EndDownload です。

ULEmpCust テーブルの各ローには、action カラムが含まれています。

次のスクリプトは、このカラムの値を使用して、レコードをリモー
ト・データベースから削除します。また、ダウンロードが終了する前
に、現在の Mobile Link 接続 ( 以前に保存した Mobile Link 接続 ) を使

用して更新を実行します。これは Adaptive Server Anywhere 統合デー

タベース用の構文です。

public void EndDownload(
   DateTime timestamp,
   string user )
 {  string del_sql =    "DELETE FROM ULEmpCust ec " +
    "WHERE ec.emp_id = '" + user + "' " +
    "AND action = 'D' ";
    execUpdate( _syncConn, del_sql );
    return( null );
 }
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end_download テーブル・イベント

機能 Mobile Link 同期サーバがダウンロードされた挿入、更新、削除のス

トリームの準備を終了した直後に、特定のテーブルに関連した文を処
理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 すべてのローのダウンロードと受信確認の受信後に、Mobile Link 同
期サーバはこのスクリプトを実行します。ダウンロード情報は、別の
トランザクションで準備されます。このスクリプトの実行が、このト
ランザクションで最後のテーブル固有の非統計アクションとなりま
す。

リモート・データベースのテーブルごとに、end_download スクリプト

を 1 つ指定できます。

last_download タイムスタンプは、ダウンロード・フェーズの直前、最

後に成功した同期の間に統合データベースから取得された値です。現
在のユーザが同期に成功したことがない場合、この値は 1900-01-01 に
設定されます。

項目 パラメータ 説明

1 last_download TIMESTAMP

2 ml_username VARCHAR (128)

3 table VARCHAR (128)
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参照 ◆ 「begin_download テーブル・イベント」 434 ページ

◆ 「end_download 接続イベント」 482 ページ

SQL の例 end_download テーブル・イベントを使って、特定のテーブルをダウン

ロードした後で行う必要がある手順を実行します。次の Adaptive 
Server Anywhere の SQL スクリプトは、sales_summary テーブルのダウ

ンロード・ローを保持するために prepare_for_download スクリプトが

作成したテンポラリ・テーブルを削除します。

call ml_add_table_script(
  'MyCorp 1.0',
  'sales_summary',
  'end_download',
  'drop table #sales_summary_download' )

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、endDownloadTable という Java メソッドを 
end_download テーブル・イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_table_script (
   'ver1',
   'table1',
   'end_download',
   'ExamplePackage.ExampleClass.endDownloadTable' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド endDownloadTable です。こ

のメソッドは現在のテーブル・メンバ変数をリセットします。

public String endDownloadTable( Timestamp ts,
 String user, String table )
 {  _curTable = null;
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、EndTableDownload という 
.NET メソッドを end_download テーブル・イベント用のスクリプトと

して登録します。
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call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'end_download',
   'TestScripts.Test.EndTableDownload'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド EndTableDownload です。こ

のメソッドは現在のテーブル・メンバ変数をリセットします。

public void EndTableDownload
   DateTime timestamp,
   string user,
   string table )
 {  _curTable = null;
    return( null ); }
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end_download_deletes テーブル・イベント

機能 リモート・データベース内の指定されたテーブルから削除するローの
リストを準備した直後に、そのテーブルに関連した文を処理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 このスクリプトは、リモート・データベース内の指定されたテーブル
から削除されるローのリストを準備した直後に実行されます。

リモート・データベースのテーブルごとに、end_download_deletes ス
クリプトを 1 つ指定できます。

last_download タイムスタンプは、ダウンロード・フェーズの直前、最

後に成功した同期の間に統合データベースから取得された値です。現
在のユーザが同期に成功したことがない場合、この値は 1900-01-01 に
設定されます。

参照 ◆ 「begin_download_deletes テーブル・イベント」 437 ページ

◆ 「end_download 接続イベント」 482 ページ

◆ 「begin_download_rows テーブル・イベント」 440 ページ

項目 パラメータ 説明

1 last_download TIMESTAMP

2 ml_username VARCHAR (128)

3 table VARCHAR (128)
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◆ 「end_download_rows テーブル・イベント」 491 ページ

◆ 「download_delete_cursor テーブル・イベント」 468 ページ

SQL の例 リモート・データベース上のローに削除マークを付ける必要がある場
合があります。次のスクリプトは、OnRemote という統合データベー

スのカラムを更新します。注意：UPDATE の WHERE 句は、

download_delete_cursor イベントのスクリプトに使用される WHERE 句
に一致します。

Call ml_add_table_script(
   'version1',
   'Leads',
   'end_download_deletes',
   'UPDATE Leads SET OnRemote = 0
       WHERE LastModified >= ?
         AND Owner = ? AND DeleteFlag=1');

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、endDownloadDeletes という Java メソッドを 
end_download_deletes テーブル・イベント用のスクリプトとして登録

します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'end_download_deletes',
   'ExamplePackage.ExampleClass.endDownloadDeletes' )

リモート・データベース上のローに削除マークを付ける必要がある場
合があります。次に示すのは、サンプルの Java メソッド 
endDownloadDeletes です。このメソッドは、レコードがリモート・

データベース上に存在しなくなったことを示すため、OnRemote とい

う統合データベースのカラムを更新します。注意：UPDATE の 
WHERE 句は、download_delete_cursor イベントのスクリプトに使用さ

れる WHERE 句に一致します。

public String endDownloadDeletes(
   Timestamp ts,
   String user,
   String table )
 { return( "UPDATE Leads SET OnRemote = 0 
      WHERE LastModified >= ? 
      AND Owner = ? AND DeleteFlag=1" ); }
489



end_download_deletes テーブル・イベント
.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、EndDownloadDeletes という 
.NET メソッドを end_download_deletes テーブル・イベント用のスクリ

プトとして登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'end_download_deletes',
   'TestScripts.Test.EndDownloadDeletes'
 )

リモート・データベース上のローに削除マークを付ける必要がある場
合があります。次に示すのは、サンプルの .NET メソッド 
EndDownloadDeletes です。このメソッドは、レコードがリモート・

データベース上に存在しなくなったことを示すため、OnRemote とい

う統合データベースのカラムを更新します。UPDATE の WHERE 句
は、download_delete_cursor イベントのスクリプトに使用される 
WHERE 句に一致します。

public void EndDownloadDeletes( 
   DateTime timestamp, string user, string table)
 { return( "UPDATE Leads SET OnRemote = 0 
      WHERE LastModified >= ? 
      AND Owner = ? AND DeleteFlag=1" ); }
490



     第 15 章   同期イベント
end_download_rows テーブル・イベント

機能 リモート・データベース内の指定されたテーブルで挿入または更新す
るローのリストを準備した直後に、そのテーブルに関連した文を処理
します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 このスクリプトは、リモート・データベース内の指定されたテーブル
で挿入または更新されるローのストリームを準備した直後に実行され
ます。

リモート・データベースのテーブルごとに、end_download_rows スク

リプトを 1 つ指定できます。

last_download タイムスタンプは、ダウンロード・フェーズの直前、最

後に成功した同期の間に統合データベースから取得された値です。現
在のユーザが同期に成功したことがない場合、この値は 1900-01-01 に
設定されます。

参照 ◆ 「begin_download_rows テーブル・イベント」 440 ページ

◆ 「end_download 接続イベント」 482 ページ

項目 パラメータ 説明

1 last_download TIMESTAMP

2 ml_username VARCHAR (128)

3 table VARCHAR (128)
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◆ 「end_download_deletes テーブル・イベント」 488 ページ

◆ 「begin_download_deletes テーブル・イベント」 437 ページ

SQL の例 リモート・データベースへのダウンロードが成功したことを示すマー
クを、ローに付ける必要がある場合があります。次のスクリプトは、
OnRemote という統合データベースのカラムを更新します。注意：

UPDATE の WHERE 句は、download_delete_cursor イベントのスクリプ

トに使用される WHERE 句に一致します。

call ml_add_table_script(
    'version1',
    'Leads',
    'end_download_rows',
    'UPDATE Leads SET OnRemote = 1 WHERE LastModified >= 
?
       AND Owner = ? AND DownloadFlag=1');

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、endDownloadRows という Java メソッドを 
end_download_rows テーブル・イベント用のスクリプトとして登録し

ます。

call ml_add_java_table_script(
    'ver1',
    'table1',
    'end_download_rows',
    'ExamplePackage.ExampleClass.endDownloadRows' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド endDownloadRows です。こ

のメソッドは、Mobile Link 出力ログにメッセージを出力します ( この

メソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅
くなります )。

public String endDownloadRows(
   Timestamp ts,
   String user,
   String table )
 {  java.lang.System.out.println( "Done downloading
    inserts and updates for table " + table );
    return( null ); }
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.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、EndDownloadRows という 
.NET メソッドを end_download_rows テーブル・イベント用のスクリ

プトとして登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
  'ver1', 'table1', 'end_download_rows',
   'TestScripts.Test.EndDownloadRows'
 )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド endDownloadRows です。こ

のメソッドは、Mobile Link 出力ログにメッセージを出力します ( この

メソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅
くなります )。

public void EndDownloadRows(
   DateTime timestamp,
   string user,
   string table )
 {  System.Console.WriteLine( "Done downloading
    inserts and updates for table " + table );
    return( null ); }
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end_publication 接続イベント

機能 同期しているパブリケーションに関する有用な情報を提供します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 このイベントを使って、現在同期されているパブリケーションに基づ
いて、同期論理を設計できます。このイベントは、
end_synchronization イベントと同じトランザクションで呼び出され、

end_synchronization イベントの前に呼び出されます。このイベントは、

パブリケーションが同期するたびに 1 回呼び出されます。

項目 パラメータ 説明

1 generation_number INTEGER。使用している配備環境

でファイル・ベースのダウンロー
ドを使用しない場合、このパラ
メータは無視できます。デフォル
トは 1 です。

2 ml_username VARCHAR(128)。Ultra Light リモー

トが UL_SYNC_ALL を使用して同

期されている場合、このイベント
は 'unknown' という名前で 1 回呼び

出されます。

3 publication_name VARCHAR(128)

4 last_upload TIMESTAMP。最後に成功したアッ

プロード。

5 last_download TIMESTAMP。最後に成功したダウ

ンロード。
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現在の同期がアップロードを正常に適用すると、last_upload パラメー

タにはこの最終アップロードが適用された時刻が含まれます。現在の
同期がダウンロードを正常に確認すると、last_download 時刻にはこの

最終ダウンロードが生成された時刻が含まれます。これは、最終ダウ
ンロード・タイムスタンプとしてダウンロード・スクリプトに渡され
た値と同じです。

世代番号 generation_number パラメータは、特にファイル・ベースのダウンロー

ド用です。

世代番号の出力値は、begin_publication スクリプトから end_publication 
スクリプトへ渡されます。generation_number の意味は、現在の同期が

ダウンロード・ファイルを作成するために使用されているか、現在の
同期にアップロードが含まれているかによって異なります。

ファイルベースのダウンロードでは、世代番号を使って、ダウンロー
ドの前にアップロードを強制的に行います。世代番号は、ダウンロー
ド・ファイルに保存されます。

参照 ◆ 「begin_publication 接続イベント」 443 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ファイルベースのダウンロー

ド」

SQL の例 同期されるパブリケーションごとに情報を記録する必要がある場合が
あります。次の例では、ml_add_connection_script を呼び出して、

RecordPubEndSync というストアド・プロシージャにイベントを割り

当てます。

call ml_add_connection_script(
    'version1',
    'end_publication',
    'call RecordPubEndSync( ?, ?, ?, ?, ? )' );

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、endPublication という Java メソッドを 
end_publication 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_connection_script(
    'ver1',
    'end_publication',
    'ExamplePackage.ExampleClass.endPublication' )
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次に示すのは、サンプルの Java メソッド endPublication です。このメ

ソッドは、Mobile Link ログにメッセージを出力します ( このメソッド

は開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅くなりま
す )。

public String endPublication(
     ianywhere.ml.script.InOutInteger 
generation_number,
     String user,
     String pub_name,
     Timestamp last_upload,
     Timestamp last_download )
 {  System.out.println(
      "Finished synchronizing publication " + pub_name 
);
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、EndPub という .NET メソッドを 
end_publication 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_connection_script( 'ver1',
   'end_publication',
   'TestScripts.Test.EndPub'
 )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド endPublication です。このメ

ソッドは、Mobile Link ログにメッセージを出力します ( このメソッド

は開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅くなりま
す )。

public void EndPub(
     ref int generation_number,
     string user,
     string pub_name,
     DateTime last_upload,
     DateTime last_download )
 {
     Console.Write(
       "Finished synchronizing publication " + pub_name 
);
 }
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end_synchronization 接続イベント

機能 同期処理の完了時にアプリケーションを Mobile Link 同期サーバから

切断する時点で、任意の文を処理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 同期が完了し、ダウンロード通知を要求している場合は Mobile Link 
クライアントからダウンロード・ストリームの受信確認が返された後
に、Mobile Link 同期サーバはこのスクリプトを実行します。

このスクリプトは、ダウンロード・トランザクションの後に、別のト
ランザクションで実行されます。これは、統計値の管理に便利です。

参照 ◆ 「begin_synchronization 接続イベント」 447 ページ

◆ 「begin_synchronization テーブル・イベント」 449 ページ

◆ 「end_synchronization テーブル・イベント」 499 ページ

SQL の例 次の Adaptive Server Anywhere の SQL スクリプトは、同期試行の終了

時刻と同期の成功または失敗を記録するストアド・プロシージャを呼
び出します。

call ml_add_connection_script(
  'ver1',
  'end_synchronization',
  'call RecordEndOfSyncAttempt(?,?)' )

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 sync_ok INTEGER。この値は、同期

が成功すると 1 に、失敗する

と 0 になります。
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Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、endSynchronizationConnection という Java メ
ソッドを end_synchronization イベント用のスクリプトとして登録しま

す。

call ml_add_java_connection_script(
   'ver1',
   'end_synchronization',
   
'ExamplePackage.ExampleClass.endSynchronizationConnecti
on'
 )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド endSynchronizationConnection 
です。このメソッドは JDBC 接続を使用して更新を実行します。これ

は Adaptive Server Anywhere 統合データベース用の構文です。

public String endSynchronizationConnection(
  String user )
   throws java.sql.SQLException
 {  execUpdate( _syncConn, "UPDATE sync_count set cnt =
    count + 1 where user_id = '" + user + "' " );
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、EndSync という .NET メソッドを 
end_synchronization 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_connection_script(
   'ver1',
   'end_synchronization',
   'TestScripts.Test.EndSync'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド EndSync です。このメソッ

ドは、テーブル sync_count を更新します。これは Adaptive Server 
Anywhere 統合データベース用の構文です。

public void EndSync( string user )
 {
   return("UPDATE sync_count set cnt =
    count + 1 where user_id = '" + user + "' ");
 }
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end_synchronization テーブル・イベント

機能 同期処理の完了時にアプリケーションを Mobile Link 同期サーバから

切断する時点で、特定のテーブルに関連した文を処理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 アプリケーションが同期を終了し、Mobile Link 同期サーバから切断

しようとしているとき、Mobile Link 同期サーバは、同じ名前の接続

レベルのスクリプトの前に、このスクリプトを実行します。

リモート・データベースのテーブルごとに、end_synchronization スク

リプトを 1 つ指定できます。

参照 ◆ 「begin_synchronization テーブル・イベント」 449 ページ

◆ 「end_synchronization 接続イベント」 497 ページ

◆ 「end_synchronization テーブル・イベント」 499 ページ

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 table VARCHAR (128)

3 sync_ok INTEGER。この値は、同期

が成功すると 1 に、失敗する

と 0 になります。
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SQL の例 次の Adaptive Server Anywhere の SQL スクリプトは、

begin_synchronization スクリプトが作成したテンポラリ・テーブルを

削除します。

call ml_add_table_script(
  'ver1',
  'sales_order',
  'end_synchronization',
  'drop table #sales_order' )

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、endSynchronizationTable という Java メソッド

を end_synchronization テーブル・イベント用のスクリプトとして登録

します。

call ml_add_java_table_script(
    'ver1',
    'table1',
    'end_synchronization',
    
'ExamplePackage.ExampleClass.endSynchronizationTable' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド endSynchronizationTable で
す。このメソッドは、begin_synchronization スクリプトが作成したテ

ンポラリ・テーブルを削除する SQL を返します。

public String endSynchronizationTable(  String user,
 String table )
 {  return( "drop table #sales_order" ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、EndTableSync という .NET 
メソッドを end_synchronization テーブル・イベント用のスクリプトと

して登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1', 'table1', 'end_synchronization',
   'TestScripts.Test.EndTableSync'
 )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド EndTableSync です。このメ

ソッドは、begin_synchronization スクリプトが作成したテンポラリ・

テーブルを削除する SQL を返します。
500



     第 15 章   同期イベント
public void EndTableSync( string user, string table )
 {  return( "drop table #sales_order" ); }
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end_upload 接続イベント

機能 Mobile Link 同期サーバがアップロードされた挿入、更新、削除の処

理を完了した直後に、任意の文を処理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link 同期サーバは、アップロードした情報を処理する最後の

ステップとしてこのスクリプトを実行します。アップロード情報は 1 
つのトランザクションで処理されます。このスクリプトは、このトラ
ンザクションで統計スクリプトの前に実行される最後のアクションで
す。

参照 ◆ 「begin_upload 接続イベント」 452 ページ

◆ 「end_upload テーブル・イベント」 504 ページ

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、endUploadConnection という Java メソッドを 
end_upload 接続イベント用のスクリプトとして登録します。これは 
Adaptive Server Anywhere 統合データベース用の構文です。

call ml_add_java_connection_script(
    'ver1',
    'end_upload',
    'ExamplePackage.ExampleClass.endUploadConnection' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド endUploadConnection です。

このメソッドは、データベースの操作を実行するメソッドを呼び出し
ます。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)
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public String endUploadConnection( String user )
 {  // clean up new and old tables
    Iterator    two_iter = _tables_with_ops.iterator();
    while( two_iter.hasNext() )
    {  TableInfo cur_table = (TableInfo)two_iter.next();
       dumpTableOps( _sync_conn, cur_table ); }
     _tables_with_ops.clear(); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、EndUpload という .NET メソッドを 
end_upload 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_connection_script(
   'ver1',
   'end_upload',
   'TestScripts.Test.EndUpload'
 )

次に示すのは、EndUpload 呼び出し用の C# シグニチャです。

public void EndUpload( string user )
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end_upload テーブル・イベント

機能 Mobile Link 同期サーバがアップロードされた挿入、更新、削除のス

トリーム処理を終了した直後に、特定のテーブルに関連した文を処理
します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link 同期サーバは、アップロードした情報を処理する最後の

ステップとしてこのスクリプトを実行します。アップロード情報は別
のトランザクションで処理されます。このスクリプトの実行が、この
トランザクションで最後のテーブル固有のアクションになります。

リモート・データベースのテーブルごとに、end_upload スクリプトを 
1 つ指定できます。

参照 ◆ 「begin_upload テーブル・イベント」 455 ページ

◆ 「end_upload 接続イベント」 502 ページ

SQL の例 次の文は、ストアド・プロシージャと end_upload スクリプトを定義し

ます。最初の部分のコードは ml_add_table_script を呼び出し、2 番目

のものは ULCustomerIDPool_maintain プロシージャを作成します。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 table VARCHAR (128)
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 ml_add_table_script(
    'custdb',
    'ULCustomerIDPool',
    'end_upload', 
 ULCustomerIDPool_maintain( ? );)
 
 CREATE OR REPLACE PROCEDURE ULCustomerIDPool_maintain(
   SyncUserID IN integer )
 AS
   pool_count INTEGER;
   pool_max   INTEGER;
 BEGIN
   -- Determine how many ids to add to the pool
   

SELECT COUNT(*)
     INTO pool_count
     FROM ULCustomerIDPool
     WHERE pool_emp_id = SyncUserID;
   -- Determine the current Customer id max
   

SELECT MAX(pool_cust_id)
     INTO pool_max
     FROM ULCustomerIDPool;
   -- Top up the pool with new ids
  

 WHILE pool_count < 20 LOOP
     pool_max := pool_max + 1;
       INSERT INTO ULCustomerIDPool(
           pool_cust_id, pool_emp_id )
             VALUES ( pool_max, SyncUserID );
       pool_count := pool_count + 1;
   END LOOP;
 END;
 

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、endUploadTable という Java メソッドを 
end_upload テーブル・イベント用のスクリプトとして登録します。
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call ml_add_java_table_script(
    'ver1',
    'table1'
    'end_upload',
    'ExamplePackage.ExampleClass.endUploadTable' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド endUploadTable です。この

メソッドは、渡されたテーブル名と関連する名前のテーブルに対する
削除を生成します。これは Adaptive Server Anywhere 統合データベー

ス用の構文です。

public String endUploadTable(   String user,
 String table)
 {  return( "DELETE from '" + table + "_temp'" ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、EndTableUpload という 
.NET メソッドを end_upload テーブル・イベント用のスクリプトとし

て登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
    'ver1',
    'table1',
    'end_upload',
    'TestScripts.Test.EndTableUpload'
 )

次に示すのは、EndTableUpload 呼び出し用の C# シグニチャです。

public void EndTableUpload(
    string user, string table )

次の C# サンプルは、テンポラリ・テーブルに挿入されたローを、ス

クリプトに渡されたテーブルに移動します。

public void EndUpload( string user, string table )
 {
   DBCommand stmt = curConn.CreateCommand();
 
   // move the uploaded rows to the destination table
   stmt.CommandText = "INSERT INTO "
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     + table
     + " SELECT * FROM dnet_ul_temp";
   stmt.ExecuteNonQuery();
   stmt.Close();
 }
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end_upload_deletes テーブル・イベント

機能 リモート・データベース内の指定されたテーブルからアップロードさ
れた削除を適用した直後に、そのテーブルに関連した文を処理しま
す。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 このスクリプトは、2 番目のパラメータで指定したリモート・テーブ

ルでローを削除した結果生じる変更を適用した直後に実行されます。

リモート・データベースのテーブルごとに、end_upload_deletes スク

リプトを 1 つ指定できます。

参照 ◆ 「begin_upload_deletes テーブル・イベント」 458 ページ

SQL の例 このイベントを使用すると、中間テーブル上でアップロード・スト
リーム中に削除されたローを処理できます。ベース・テーブルのロー
を中間テーブルのローと比較して、削除されたローの処理を決定でき
ます。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 table VARCHAR (128)
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Call ml_add_table_script(
   'version1',
   'Leads',
   'end_uploads_deletes',
   'call EndUploadDeletesLeads()');
 Create procedure EndUploadDeletesLeads ( )
 Begin
   FOR names AS curs CURSOR FOR
   SELECT LeadID
     FROM Leads
     WHERE LeadID NOT IN (SELECT LeadID FROM T_Leads);
   DO
    CALL decide_what_to_do( LeadID );
   END FOR;
 end

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、endUploadDeletes という Java メソッドを 
end_upload_deletes テーブル・イベント用のスクリプトとして登録し

ます。

call ml_add_java_table_script(
    'ver1',
    'table1',
    'end_upload_deletes',
    'ExamplePackage.ExampleClass.endUploadDeletes' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド endUploadDeletes です。この

メソッドは、データベースを操作する Java メソッドを呼び出します。

public String endUploadDeletes( String user,
 String table )
   throws java.sql.SQLException
 {  processUploadedDeletes( _syncConn, table );
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、EndUploadDeletes という 
.NET メソッドを end_upload_deletes テーブル・イベント用のスクリプ

トとして登録します。
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call ml_add_dnet_table_script(
    'ver1',
    'table1',
    'end_upload_deletes',
    'TestScripts.Test.EndUploadDeletes'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド EndUploadDeletes です。こ

のメソッドは、データベースを操作する .NET メソッドを呼び出しま

す。

public void EndUploadDeletes( string user, string table 
)
 {  processUploadedDeletes( _syncConn, table );
    return( null ); }
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end_upload_rows テーブル・イベント

機能 リモート・データベース内の指定されたテーブルからアップロードさ
れた挿入と更新を適用した直後に、そのテーブルに関連した文を処理
します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 アップロードされた情報によっては、統合データベースでローを挿入
したり更新したりする必要があります。このスクリプトは、2 番目の

パラメータで指定したリモート・テーブルに対する修正の結果生じる
変更を適用した直後に実行されます。

リモート・データベースのテーブルごとに、end_upload_rows スクリ

プトを 1 つ指定できます。

参照 ◆ 「begin_upload_rows テーブル・イベント」 461 ページ

SQL の例 このイベントを使用して、中間テーブル上でアップロード・ストリー
ム中に削除されたローを処理します。次の例で示すように、ベース・
テーブルのローを中間テーブルのローと比較して、削除されたローの
処理を決定できます。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 table VARCHAR (128)
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Call ml_add_table_script(
    'version1',
    'Leads',
    'end_uploads_deletes',
    'call EndUploadDeletesLeads()');
 Create procedure EndUploadDeletesLeads ( )
 Begin
   FOR names AS curs CURSOR FOR
   SELECT LeadID FROM Leads
     WHERE LeadID NOT IN (select LeadID from T_Leads);
   DO
    CALL decide_what_to_do( LeadID );
   END FOR;
 end

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、endUploadRows という Java メソッドを 
end_upload_rows テーブル・イベント用のスクリプトとして登録しま

す。

call ml_add_java_table_script(
    'ver1',
    'table1',
    'end_upload_rows',
    'ExamplePackage.ExampleClass.endUploadRows' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド endUploadRows です。この

メソッドは、データベースを操作する Java メソッドを呼び出します。

public String endUploadRows(String user,
 String table )
   throws java.sql.SQLException
 {  processUploadedRows( _syncConn, table );
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、EndUploadRows という 
.NET メソッドを end_upload_rows テーブル・イベント用のスクリプト

として登録します。
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call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'end_upload_rows',
   'TestScripts.Test.EndUploadRows'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド endUploadRows です。この

メソッドは、データベースを操作する .NET メソッドを呼び出します。

public void EndUploadRows(
   string user,
   string table )
 {  processUploadedRows( _syncConn, table );
    return( null ); }
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example_upload_cursor テーブル・イベント

機能 Mobile Link 同期サーバが、リモート・データベースに挿入された

ローを処理するためにアップロード・ストリームを処理している間は
使用しないイベントを提供します。このイベントは呼び出されませ
ん。

パラメータ

説明 文に基づく example_upload_cursor スクリプトは、

example_upload_cursor 文で指定されたのと同じカラム値を直接挿入し

ます。example_upload_cursor イベントは、Mobile Link では呼び出され

ません。

SQL の例 このスクリプトは呼び出されません。呼び出された場合は、値を統合
データベース内のテーブル Customer に挿入します。このテーブルの

最後のカラムでは、Customer がアクティブであると識別されます。最

後のカラムは、リモート・データベースには含まれません。

SELECT cust_id, name, rep_id
 FROM customer
 WHERE cust_id=?

項目 パラメータ

1 column 1

2 column 2

… …
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example_upload_delete テーブル・イベント

機能 アップロード・ストリームを処理し、リモート・データベースから削
除されたローを処理します。このスクリプトは、Mobile Link では呼

び出されません。

パラメータ

説明 文に基づく example_upload_delete スクリプトは、リモート・データ

ベース内で削除されるローを処理します。統合データベース側で実行
される動作として DELETE 文を指定できますが、他の動作も指定で

きます。

参照 ◆ 「upload_delete テーブル・イベント」 568 ページ

SQL の例 この例は、リモート・データベースから削除される顧客に非アクティ
ブのマークを付けます。

UPDATE Customer
 SET active = 0
 WHERE cust_id=?

項目 パラメータ

1 column 1

2 column 2

… …
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example_upload_insert テーブル・イベント

機能 リモート・データベースに挿入されたローを処理するために、Mobile 
Link 同期サーバがアップロード・ストリーム処理中に使用するイベン

トを提供します。

パラメータ

説明 文に基づく example_upload_insert スクリプトは、upload_insert 文で指

定されたのと同じカラム値を直接挿入します。

example_upload_insert イベントは呼び出されません。

参照 ◆ 「upload_insert テーブル・イベント」 572 ページ

SQL の例 このスクリプトは呼び出されません。呼び出された場合は、値を統合
データベース内のテーブル Customer に挿入します。このテーブルの

最後のカラムでは、Customer がアクティブであると識別されます。最

後のカラムは、リモート・データベースには含まれません。

INSERT INTO Customer( cust_id, name, rep_id )
 VALUES ( ?, ?, ? )

項目 パラメータ

1 column 1

2 column 2

… …
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example_upload_update テーブル・イベント

機能 リモート・データベース側で更新されたローを処理する、アップロー
ド・ストリーム用のサンプル・イベントです。サンプル・スクリプト
は Mobile Link では呼び出されませんが、フォームは upload_update イ
ベントと同じです。

パラメータ

説明 example_upload_update イベント・スクリプトを作成するには、

dbmlsync コマンド・ラインでオプション -za を指定します。

参照 ◆ 「upload_update テーブル・イベント」 587 ページ

SQL の例 この例は、リモート・データベース内の Customer テーブルに対する

更新を処理します。このスクリプトは、統合データベース内のテーブ
ル Customer 内の値を更新します。注意 : このスクリプトが呼び出され

ることはなく、あくまでもサンプル・スクリプトとして扱われます。

UPDATE Customer
 SET name=?, rep_id=?
 WHERE cust_id=?

句 パラメータ

SET column 1
   
column 2
   
…

WHERE primary key 1
   
primary key 2
   
…
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handle_error 接続イベント

機能 Mobile Link 同期サーバで SQL エラーが発生したときに実行されます。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

handle_error スクリプトが定義されない場合、またはこのスクリプト

が原因でエラーが発生した場合、デフォルト・アクション・コードは 
3000 です。現在のトランザクションをロールバックし、現在の同期

をキャンセルします。

説明 Mobile Link 同期サーバは、現在の action_code で送信します。最初は 
1 回の SQL 操作によって発生したエラーのセットごとに 3000 が設定

されます。通常、エラー数は SQL 操作ごとに 1 つのみですが、複数

の場合もあります。この handle_error スクリプトは、セットに含まれ

るエラーごとに 1 回呼び出されます。最初のエラーに渡されるアク

ション・コードは 3000 です。以降の呼び出しには、直前の呼び出し

項目 パラメータ 説明

1 action_code INTEGER。これは INOUT パ
ラメータです。

2 error_code INTEGER

3 error_message TEXT

4 ml_username VARCHAR (128)

5 table VARCHAR(128)。スクリプト

がテーブル・スクリプトでな
い場合は、テーブル名は 
NULL です。
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から返されたアクション・コードが渡されます。Mobile Link は、複

数の呼び出しから返される値のうち最も大きい番号が付いた値を使用
します。

スクリプト内でアクション・コードを修正し、Mobile Link に次の処

理を指示する値を返すことができます。アクション・コード・パラ
メータには、次のいずれかの値を指定します。

•    1000   現在のローをスキップして、処理を続行します。

•    3000   現在のトランザクションをロールバックし、現在の同期を

キャンセルします。これはデフォルト・アクション・コードで、
handle_error スクリプトが定義されない場合、またはこのスクリ

プトが原因でエラーが発生した場合に使用されます。

•    4000   現在のトランザクションのロールバック、同期のキャンセ

ル、Mobile Link 同期サーバの停止を行います。

handle_error イベント用の SQL スクリプトは、ストアド・プロシー

ジャとして実装してください。

Mobile Link 同期サーバは、同期処理中にエラーが発生したときにこ

のスクリプトを実行します。エラーの内容は、エラー・コードとメッ
セージで識別できます。同期の一部としてエラーが発生した場合は、
ユーザ名が指定されます。それ以外の場合、この値は NULL です。

特定のテーブルの操作中にエラーが発生した場合は、テーブル名が指
定されます。それ以外の場合、この値は NULL です。テーブル名は、

クライアント・アプリケーションでのテーブル名です。この名前に直
接対応するものが統合データベース内にあるかどうかは、同期システ
ムの設計によって異なります。

Mobile Link 同期サーバが次に何を行うかは、アクション・コードに

示されます。Mobile Link 同期サーバは、エラーの重大度に応じてア

クション・コードにデフォルト値を設定してから、このスクリプトを
呼び出します。この値は、スクリプトで変更することができます。ス
クリプトは、必ずアクション・コードを返すか設定するようにしま
す。

handle_error スクリプトから値を返すには、次の 2 種類の方法があり

ます。
519



handle_error 接続イベント
•    次のように、プロシージャの OUTPUT パラメータにアクショ

ン・パラメータを渡す。

CALL my_handle_error( ?, ?, ?, ?, ? )

•    次のように、プロシージャまたは関数の戻り値を介してアク

ション・コードを設定する。

? = CALL my_handle_error( ?, ?, ?, ? )

ほとんどの DBMS では、RETURN 文を使用してプロシージャま

たは関数からの戻り値を設定します。

CustDB サンプル・アプリケーションには、さまざまなデータベース

管理環境に対するエラー・ハンドラが含まれています。

参照 ◆ 「report_error 接続イベント」 544 ページ

◆ 「report_odbc_error 接続イベント」 547 ページ

◆ 「handle_odbc_error 接続イベント」 522 ページ

SQL の例 次の例は、Adaptive Server Anywhere 統合データベースで動作します。

これによって、アプリケーションは冗長挿入を無視できます。

call ml_add_connection_script(
     'ver1',
     'handle_error',
     'call ULHandleError(?,?,?,?,?)' )
 

CREATE PROCEDURE ULHandleError(
    INOUT action integer,
    IN error_code integer,
    IN error_message varchar(1000),
    IN user_name varchar(128),
    IN table_name varchar(128) )
 BEGIN
   -- -196 is SQLE_INDEX_NOT_UNIQUE
   -- -194 is SQLE_INVALID_FOREIGN_KEY
   if error_code = -196 or error_code = -194 then
       -- ignore the error and keep going
       SET action = 1000;
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   else
       -- abort the synchronization
       SET action = 3000;
   end if;
 END

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、handleError という Java メソッドを 
handle_error 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_connection_script(
     'ver1',
     'handle_error',
     'ExamplePackage.ExampleClass.handleError' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド handleError です。このメ

ソッドは、渡されたデータに基づいてエラーを処理します。また、エ
ラーの結果生じるエラー・コードも判別します。

public String handleError(
   ianywhere.ml.script.InOutInteger actionCode,
   int errorCode,
   String errorMessage,
   String     user,
   String  table )
 {  int new_ac;
    if( user == null )
    {  new_ac = handleNonSyncError( errorCode,
       errorMessage ); }
    else if( table == null )
 

   {  new_ac = handleConnectionError( errorCode,
       errorMessage, user ); }
    else
    {  new_ac = handleTableError( errorCode,
       errorMessage, user, table ); }
    // keep the most serious action code
    if( actionCode.getValue() < new_ac )
    {  actionCode.setValue( new_ac ); }
    return( null ); }
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handle_odbc_error 接続イベント

機能 ODBC ドライバ・マネージャによってトリガされたエラーを Mobile 
Link 同期サーバが検出すると、実行されます。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

Mobile Link 同期サーバは、デフォルトのアクション・コードを選択

します。スクリプト内でアクション・コードを修正し、Mobile Link 
に次の処理を指示する値を返すことができます。アクション・コー
ド・パラメータには、次のいずれかの値を指定します。

•    1000   現在のローをスキップして、処理を続行します。

•    3000   現在のトランザクションをロールバックし、現在の同期を

キャンセルします。これはデフォルト・アクション・コードで、
handle_error スクリプトが定義されない場合、またはこのスクリ

プトが原因でエラーが発生した場合に使用されます。

項目 パラメータ 説明

1 action_code INTEGER。これは INOUT 
パラメータです。

2 ODBC_state VARCHAR(5)

3 error_message TEXT

4 ml_username VARCHAR (128)

5 table VARCHAR (128)
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•    4000   現在のトランザクションのロールバック、同期のキャンセ

ル、Mobile Link 同期サーバの停止を行います。

説明 Mobile Link 同期サーバは、同期処理中に ODBC ドライバ・マネー

ジャによってフラグが設定されたエラーを検出したときに、このスク
リプトを実行します。エラーの内容は、エラー・コードで識別できま
す。

Mobile Link 同期サーバが次に何を行うかは、アクション・コードに

示されます。Mobile Link 同期サーバは、エラーの重大度に応じてア

クション・コードにデフォルト値を設定してから、このスクリプトを
呼び出します。この値は、スクリプトで変更することができます。ス
クリプトは、必ずアクション・コードを返すか設定するようにしま
す。

handle_odbc_error スクリプトは、handle_error スクリプトと report_error 
スクリプトの後、report_odbc_error スクリプトの前に呼び出されます。

エラー処理スクリプトがどちらか 1 つだけ定義されている場合、その

スクリプトからの戻り値によってエラー処理が決定されます。エラー
処理スクリプトが両方とも定義されている場合、Mobile Link 同期

サーバは数値の一番大きいアクション・コードを使用します。
handle_error と handle_ODBC_error の両方が定義されると、Mobile 
Link はすべての呼び出しから返されるアクション・コードのうち、最

も大きい番号を持つものを使用します。

参照 ◆ 「handle_error 接続イベント」 518 ページ

◆ 「report_error 接続イベント」 544 ページ

◆ 「report_odbc_error 接続イベント」 547 ページ

SQL の例 次の例は、Adaptive Server Anywhere 統合データベースで動作します。

これによって、アプリケーションは ODBC 整合性制約違反を無視で

きます。

call ml_add_connection_script(
  'ver1',
  'handle_odbc_error',
  'call HandleODBCError( ?, ?, ?, ?, ? )'  )
 CREATE PROCEDURE HandleODBCError( INOUT action 
integer,
 IN odbc_state varchar(5), IN error_message 
varchar(1000),
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 IN user_name varchar(128), IN table_name varchar(128) 
)
 BEGIN
   if odbc_state = '23000' then
       -- ignore the error and keep going
       SET action = 1000;
   else
       -- abort the synchronization
       SET action = 3000;
   end if;
 END

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、handleODBCError という Java メソッドを 
handle_odbc_error イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_connection_script(
 'ver1', 'handle_odbc_error', 
'ExamplePackage.ExampleClass.handleODBCError'
 )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド handleODBCError です。こ

のメソッドは、渡されたデータに基づいてエラーを処理します。ま
た、エラーの結果生じるエラー・コードも判別します。

public String handleODBCError(
   ianywhere.ml.script.InOutInteger actionCode,
   String ODBCState,
   String errorMessage,
   String user,
   String table )
 {  int new_ac;
    if( user == null )
    {  new_ac = handleNonSyncError( ODBCState,
       errorMessage ); }
 

   else if( table == null )
    {  new_ac = handleConnectionError( ODBCState,
       errorMessage, user ); }
    else {  new_ac = handleTableError( ODBCState,
            errorMessage, user, table ); }
    // keep the most serious action code
    if( actionCode.getValue() < new_ac )
    {  actionCode.setValue( new_ac ); }
    return( null ); }
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modify_error_message 接続イベント

機能 このスクリプトを使用すると、リモート・データベースに送信される 
( エラー、警告、情報 ) メッセージのテキストをカスタマイズできま

す。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明

modify_error_message イベントの SQL スクリプトは、ストアド・プロ

シージャとして実装してください。

SQL の例 次の例は、データベースが 1 日前から現在までの間に同期されたかど

うかに関わらず、1 日前からのデータをすべてダウンロードします。

最初に、Adaptive Server Anywhere 統合データベースのプロシージャを

作成します。

項目 パラメータ 説明

1 error_message VARBINARY(1024)。これは 
INOUT パラメータです。

2 ml_username VARCHAR (128)

3 error_code INT
525



modify_error_message 接続イベント
CREATE PROCEDURE ModifyLastDownloadTimestamp(
   inout last_download_time TIMESTAMP,
   in user_name VARCHAR(128) )
 BEGIN
   SELECT dateadd(day, -1, last_download_time )
   INTO last_download_time
 END

次に、Adaptive Server Anywhere 統合データベースに、スクリプトをイ

ンストールします。

call ml_add_connection_script(
   'modify_ts_test',
   'modify_last_download_timestamp',
   'call  ModifyLastDownloadTimestamp ( ?, ? )' )

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、modifyLastDownloadTimestamp という Java メ
ソッドを modify_last_download_timestamp 接続イベント用のスクリプ

トとして登録します。

call ml_add_java_connection_script(
   'ver1',
   'modify_last_download_timestamp',
   
'ExamplePackage.ExampleClass.modifyLastDownloadTimestam
p' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド 
modifyLastDownloadTimestamp です。このメソッドは、現在の新しい

タイムスタンプを出力し、渡されたタイムスタンプを修正します。

public String modifyLastDownloadTimestamp(
      Timestamp last_download_time,
      String user_name )
 {  java.lang.System.out.println( "old date: " +
    last_download_time.toString() );
    last_download_time.setDate(
    last_download_time.getDate() -1 );
    java.lang.System.out.println( "new date: " +
    last_download_time.toString() );
    return( null ); }
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modify_last_download_timestamp 接続イベント

機能 このスクリプトを使用して、現在の同期で last_download タイムスタ

ンプを修正できます。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 このスクリプトは、現在の同期に対する最終ダウンロード・タイムス
タンプを変更するために使用します。このスクリプトが定義されてい
る場合、Mobile Link 同期サーバがこのスクリプトを呼び出し、ダウ

ンロード・スクリプトに渡す last_download タイムスタンプとして、

修正した last_download タイムスタンプを使用します。

modify_last_download_timestamp イベントの SQL スクリプトは、スト

アド・プロシージャとして実装してください。Mobile Link 同期サー

バは、ストアド・プロシージャへの最初のパラメータとして 
last_download_timestamp を渡し、タイムスタンプをストアド・プロ

シージャが渡した最初の値で置き換えます。

たとえば、次の download_cursor スクリプトを定義する場合、Mobile 
Link 同期サーバは ? を変更された最終ダウンロード・タイムスタンプ

の値に置き換えてから、SELECT 文を実行します。

項目 パラメータ 説明

1 last_download_timestamp TIMESTAMP。これは 
INOUT パラメータです。

2 ml_username VARCHAR (128)
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SELECT pk, c2, c3 FROM test WHERE last_modified >= ?

このスクリプトは、同じトランザクション内にある 
prepare_for_download スクリプトの直前に実行されます。

SQL の例 最初に、Adaptive Server Anywhere 統合データベースのプロシージャを

作成します。次に、Oracle の場合の例を示します。

CREATE PROCEDURE modify_nldts(
         nldts        OUT DATE,
         ldts        IN DATE,
         user_name     IN VARCHAR )
         AS
         BEGIN
          -- N is max replication latency in 
consolidated cluster
         nldts := nldts - N;
         END;
 

次に、Adaptive Server Anywhere、Adaptive Server Enterprise、Microsoft 
SQL Server の場合の例を示します。

CREATE PROCEDURE modify_nldts
         @nldts     DATETIME OUTPUT,
         @ldts      DATETIME,
         @t_name    VARCHAR( 128 )
         AS
         BEGIN
          -- N is max replication latency in 
consolidated cluster
         SELECT @nldts = @nldts - N
         END

次に、スクリプトを統合データベースにインストールします。以下
は、Adaptive Server Anywhere 統合データベースの場合の例です。

ml_add_connection_script(
   'my_version',
   'modify_last_download_timestamp',
   '{call modify_nldts(?,?,?)}' )
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Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、modifyLastDownloadTimestamp という Java メ
ソッドを modify_last_download_timestamp 接続イベント用のスクリプ

トとして登録します。

call ml_add_java_connection_script(
   'ver1',
   'modify_last_download_timestamp',
   
'ExamplePackage.ExampleClass.modifyLastDownloadTimestam
p' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド 
modifyLastDownloadTimestamp です。このメソッドは、現在の新しい

タイムスタンプを出力し、渡されたタイムスタンプを修正します。

public String modifyLastDownloadTimestamp(
      Timestamp last_download_time,
      String user_name )
 {  java.lang.System.out.println( "old date: " +
    last_download_time.toString() );
    last_download_time.setDate(
    last_download_time.getDate() -1 );
    java.lang.System.out.println( "new date: " +
    last_download_time.toString() );
    return( null ); }
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modify_next_last_download_timestamp 接続イベント

機能 このスクリプトを使用して、次の同期の last_download タイムスタン

プを修正できます。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 このスクリプトは、次の同期に対する最終ダウンロード・タイムスタ
ンプを変更するために使用します。このスクリプトが定義されている
場合、Mobile Link 同期サーバがこのスクリプトを呼び出し、次の最

終ダウンロード・タイムスタンプをリモートに送信します。このタイ
ムスタンプは、次の同期の一部としてリモートから送信されます。

modify_next_last_download_timestamp イベントの SQL スクリプトは、

ストアド・プロシージャとして実装してください。Mobile Link 同期

サーバは、ストアド・プロシージャの最初のパラメータとして 
download_timestamp を渡し、タイムスタンプをストアド・プロシー

ジャが渡した最初の値で置き換えます。

項目 パラメータ 説明

1 download_timestamp TIMESTAMP。これは 
INOUT パラメータです。

2 last_download_timestamp TIMESTAMP

3 ml_username VARCHAR (128)
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このスクリプトを使用して、Mobile Link 同期サーバが Mobile Link ク
ライアントに送信したダウンロード・タイムスタンプを変更できま
す。クライアントが dbmlsync である場合、タイムスタンプは 
SYSSYNC システム・テーブルに保存されます。

このスクリプトは、ユーザ・テーブルがダウンロードされた後にダウ
ンロード・トランザクションで実行されます。

SQL の例 次の例は、このスクリプトの適用例の 1 つを示します。最初に、

Adaptive Server Anywhere 統合データベースのプロシージャを作成しま

す。

CREATE PROCEDURE ModifyNextDownloadTimestamp(
   inout download_timestamp TIMESTAMP ,
   in last_download TIMESTAMP ,
   in user_name VARCHAR(128) )
   BEGIN
     SELECT dateadd(hour, -1, download_timestamp )
     INTO download_timestamp
 END

次に、Adaptive Server Anywhere 統合データベースに、スクリプトをイ

ンストールします。

call ml_add_connection_script(
   'modify_ts_test',
   'modify_next_last_download_timestamp',
   'call  ModifyNextDownloadTimestamp ( ?, ?, ? )' )

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、modifyNextDownloadTimestamp という Java メ
ソッドを modify_next_last_download_timestamp 接続イベント用のスク

リプトとして登録します。

call ml_add_java_connection_script(
    'ver1',
    'modify_next_last_download_timestamp',
    
'ExamplePackage.ExampleClass.modifyNextDownloadTimestam
p' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド 
modifyNextDownloadTimestamp です。このメソッドは、ダウンロー

ド・タイムスタンプを 1 時間前に設定します。
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public String modifyNextDownloadTimestamp(
   Timestamp download_timestamp,
   Timestamp last_download,
   String user_name )
 {  download_timestamp.setHours(
    download_timestamp.getHours() -1 );
    return( null ); }
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modify_user 接続イベント

機能 Mobile Link ユーザ名を指定します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link サーバは、ユーザ名をパラメータとして指定します。こ

のパラメータによってスクリプトが呼び出され、Mobile Link クライ

アントからユーザ名が送信されます。必要に応じて、代替ユーザ名を
作成することもできます。このスクリプトを使用すると、Mobile Link 
スクリプトの呼び出しで使用するユーザ名を変更できます。

ml_username パラメータは、ユーザ名を格納するのに十分な長さでな

ければなりません。

modify_user イベント用の SQL スクリプトは、ストアド・プロシー

ジャとして実装してください。

参照 ◆ 「authenticate_user 接続イベント」 420 ページ

◆ 「authenticate_user_hashed 接続イベント」 425 ページ

SQL の例 次の例は、Adaptive Server Anywhere 統合データベースで動作します。

マッピング・テーブル user_device を使用して、リモート・データ

ベースのユーザ名をデバイスを使用しているユーザの ID にマッピン

グします。この方法は、同じ人物が複数のリモート (PDA やラップ

トップなど ) を所有し、( ユーザの名前または ID に基づいて ) 同じ同

期論理が必要なときに使用できます。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR(128)。これは 
INOUT パラメータです。
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call ml_add_connection_script(
  'ver1',
  'modify_user',
  'call ModifyUser( ? )'  )
 CREATE PROCEDURE ModifyUser( INOUT u_name varchar(128) 
)
 BEGIN
  select user_name
     into u_name
     from user_device
     where device_name = u_name
 END

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、modifyUser という Java メソッドを 
modify_user 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_connection_script(
    'ver1',
    'modify_user',
    'ExamplePackage.ExampleClass.modifyUser' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド modifyUser です。このメ

ソッドは、データベースからユーザ ID を取得し、それを使用して

ユーザ名を設定します。

public void ModifyUser( InOutString io_user_name )
   throws SQLException
 {  Statement uid_select = curConn.createStatement();
    ResultSet uid_result = uid_select.executeQuery(
    "select rep_id from SalesRep where name = '" +
 

   io_user_name.getValue() + "' " );
    uid_result.next();
    io_user_name.setValue(
    java.lang.Integer.toString(uid_result.getInt( 1 ))
    uid_result.close();
    uid_select.close();
    return; }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、ModUser という .NET メソッドを modify_user 
接続イベント用のスクリプトとして登録します。
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call ml_add_dnet_connection_script(
   'ver1',
   'modify_user',
   'TestScripts.Test.ModUser'
 )

次に示すのは、ModUser 呼び出し用の C# シグニチャです。

public void ModUser( string user )
535



new_row_cursor テーブル・イベント ( 旧式 )
new_row_cursor テーブル・イベント ( 旧式 )

機能 以前にリモート・データベース内で更新されたが、現在、統合データ
ベースにある値と競合しているローの新しい値を挿入するために、
Mobile Link 同期サーバが使用する挿入カーソルを定義します。

アップロードを実行するには文ベースのイベントを使用してください
このスクリプトは使用されなくなりました。代わりに、文ベースのイ
ベント upload_new_row_insert を使用してください。new_row_cursor イ
ベントのサポートは、今後のリリースでは削除される可能性がありま
す。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 リモート・データベースでローが更新されると、Mobile Link クライ

アントは元の値のコピーを保存します。クライアントは、Mobile Link 
同期サーバに古い値と新しい値の両方を送信します。また、強制的な
競合モードで INSERT 操作を入力するために使用されます。

Mobile Link 同期サーバは更新されたローを受信すると、upload_cursor 
を使用して、元の値と統合データベース内の現在の値を比較します。
アップロードされた古い値が統合データベース内の現在の値と一致し
ない場合、そのローに競合が発生します。ローを更新する代わりに、
Mobile Link 同期サーバは古い値と新しい値の両方を、それぞれ 
old_row_cursor と new_row_cursor を使用して統合データベースに挿入

します。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)
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Mobile Link 同期サーバは、カーソルを使用してアップロードされた

新しい値を競合するローから統合データベースに挿入します。このス
クリプトには、このカーソルの定義に使用される SELECT 文が含まれ

ます。

一般的には、テンポラリ・テーブルを使用して競合するローの古い値
と新しい値を保存します。以前のスクリプトにこれらのテンポラリ・
テーブルを作成できます。

リモート・データベースのテーブルごとに、new_row_cursor スクリプ

トを 1 つ指定できます。

通常、select リストのカラムは、順序と型の両方をクライアント・

テーブルのカラムに一致させます。ただし、Mobile Link 同期サーバ

では、カラムを 1 つ追加できます。その場合、Mobile Link 同期サー

バは、ユーザ名を最初のカラムに自動的に挿入してから、通常どおり
残りのカラムを使用して新しいローの値の挿入を続行します。

注意
次のスクリプトが同じテーブルに対して定義されている場合、このス
クリプトは無視されます。upload_insert、upload_update、
upload_delete、upload_fetch、upload_new_row_insert、
upload_old_row_insert 

参照 ◆ 「upload_new_row_insert テーブル・イベント」 575 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「競合の解決」

◆ 「resolve_conflict テーブル・イベント」 550 ページ

SQL の例 次の SELECT 文は、CustDB サンプル・アプリケーションに適した 
new_row_cursor スクリプトを定義します。

call ml_add_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'new_row_cursor',
 'SELECT order_id, cust_id, prod_id, emp_id,
     disc, quant, notes, status
   FROM ULNewOrder FOR update')

ULOrder テーブルのプライマリ・キーは order_id です。
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次の SELECT 文も、同じクライアント・テーブルで使用できます。異

なる点は、ローが 1 つ追加されていることです。Mobile Link 同期

サーバは、最初のカラムに自動的にユーザ名を保存します。

SELECT user_name, order_id, cust_id, prod_id,
     emp_id, disc, quant, notes, status
   FROM ULNewOrder FOR update

Java の例 このスクリプトは有効な SQL を返します。

次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、newRowCursor という Java メソッドを 
new_row_cursor イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'new_row_cursor',
   'ExamplePackage.ExampleClass.newRowCursor' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド newRowCursor です。このメ

ソッドは、Java メソッドを呼び出して新しいロー・カーソル文を動的

に生成します。

public String newRowCursor()
 {  return( getRowCursor ( _curTable ) ); }
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old_row_cursor テーブル・イベント ( 旧式 )

機能 以前にリモート・データベースで更新されたが、現在、統合データ
ベースにある値と競合するローの古い値を挿入するために、Mobile 
Link 同期サーバが使用するカーソルを定義します。このイベントは、

強制的な競合モードで、削除されたローの値を挿入するためにも使用
されます。

アップロードを実行するには文ベースのイベントを使用してください
このスクリプトは使用されなくなりました。代わりに、文ベースのイ
ベント upload_old_row_insert を使用してください。old_row_cursor イ
ベントのサポートは、今後のリリースでは削除される可能性がありま
す。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 リモート・データベースでローが更新されると、Mobile Link クライ

アントは元の値のコピーを保存します。クライアントは、Mobile Link 
同期サーバに古い値と新しい値の両方を送信します。

Mobile Link 同期サーバは更新されたローを受信すると、upload_cursor 
を使用して、元の値と統合データベース内の現在の値を比較します。
アップロードされた古い値が統合データベース内の現在の値と一致し
ない場合は、そのローに競合が発生します。ローを更新する代わり
に、Mobile Link 同期サーバは古い値と新しい値の両方を、

old_row_cursor イベントと new_row_cursor イベントを使用して統合

データベースに挿入します。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)
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一般的には、テンポラリ・テーブルを使用して競合するローの古い値
と新しい値を保存します。Adaptive Server Anywhere では、以前のスク

リプトにこれらのテーブルを作成できます。ASA 以外の統合データ

ベースがテンポラリ・テーブルをサポートしている場合があります
が、通常は、ASA が提供するテンポラリ・テーブルとはかなり異な

ります。詳細については、使用している DBMS のマニュアルを参照

してください。テンポラリ・テーブルの代わりに、Mobile Link ユー

ザ名用の追加カラムがあるベース・テーブルを使用できます。このカ
ラムは、ベース・テーブルのローを同時同期間で効果的に分割しま
す。

Mobile Link 同期サーバは、カーソルを使用してアップロードされた

古い値を競合するローから統合データベースに挿入します。このスク
リプトには、このカーソルの定義に使用される SELECT 文が含まれま

す。

リモート・データベースのテーブルごとに、old_row_cursor スクリプ

トを 1 つ指定できます。

通常、select リストのカラムは、順序と型の両方をクライアント・

テーブルのカラムに一致させます。ただし、Mobile Link 同期サーバ

では、カラムを 1 つ追加できます。その場合、Mobile Link 同期サー

バは、ユーザ名を最初のカラムに自動的に挿入し、その後、通常どお
り残りのカラムを使用して古いローの値の挿入を続行します。

参照 ◆ 「upload_old_row_insert テーブル・イベント」 577 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「競合の解決」

◆ 「resolve_conflict テーブル・イベント」 550 ページ

SQL の例 次の SELECT 文は、Oracle インストール環境用の CustDB サンプル・

アプリケーションに適した old_row_cursor スクリプトを定義します。

ULOrder テーブルのプライマリ・キーは order_id です。

call ml_add_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'old_row_cursor',
 'SELECT order_id, cust_id, prod_id, emp_id,
     disc, quant, notes, status
  FROM ULOldOrder')
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次の SELECT 文も、同じクライアント・テーブルで使用できます。異

なる点は、ローが 1 つ追加されていることです。Mobile Link 同期

サーバは、最初のカラムに自動的にユーザ名を保存します。

SELECT user_name, order_id, cust_id, prod_id,
     emp_id, disc, quant, notes, status
  FROM ULOldOrder

Java の例 このスクリプトは有効な SQL を返します。

次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、oldRowCursor という Java メソッドを 
old_row_cursor イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'old_row_cursor',
   'ExamplePackage.ExampleClass.oldRowCursor' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド oldRowCursor です。このメ

ソッドは、Java メソッドを呼び出して古いロー・カーソル文を動的に

生成します。

public String oldRowCursor()
 {  return( getRowCursor( _curTable ) ); }
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prepare_for_download 接続イベント

機能 アップロード・トランザクションとダウンロード・トランザクション
間で必要な操作を処理します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link 同期サーバは、アップロード・トランザクションからダ

ウンロード・トランザクションの開始までの間に、このスクリプトを
別個のトランザクションとして実行します。

last_download タイムスタンプは、ダウンロード・フェーズの直前、最

後に成功した同期の間に統合データベースから取得された値です。現
在のユーザが同期に成功したことがない場合、この値は 1900-01-01 に
設定されます。

参照 ◆ 「end_upload 接続イベント」 502 ページ

◆ 「begin_download 接続イベント」 432 ページ

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、prepareForDownload という Java メソッドを 
prepare_for_download イベント用のスクリプトとして登録します。

項目 パラメータ 説明

1 last_download TIMESTAMP

2 ml_username VARCHAR (128)
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call ml_add_java_connection_script(
    'ver1',
    'prepare_for_download',
    'ExamplePackage.ExampleClass.prepareForDownload' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド prepareForDownload です。

このメソッドはデータベース内のローを修正する Java メソッドを呼

び出します。

public String prepareForDownload( Timestamp ts,
 String user )
 {  adjustUploadedRows( _syncConn, user );
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、PrepareForDownload という .NET メソッドを 
prepare_for_download 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_connection_script( 'ver1',
   'prepare_for_download',
   'TestScripts.Test.PrepareForDownload'
 )

次に示すのは、PrepareForDownload 呼び出し用の C# シグニチャです。

public void PrepareForDownload(
   DateTime timestamp,
   string user )
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report_error 接続イベント

機能 エラーのログを取ったり、handle_error スクリプトによって選択され

たアクションを記録したりできます。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 このスクリプトを使用すると、エラーのログを取ったり、handle_error 
スクリプトによって選択されたアクションを記録したりできます。こ
のスクリプトは、handle_error スクリプトが定義されているかどうか

項目 パラメータ 説明

1 action_code INTEGER。このパラメータは必須です。

2 error_code INTEGER。以下のパラメータを 1 つも指

定しない場合、このパラメータはオプ
ションです。

3 error_message TEXT。以下のパラメータを 1 つも指定

しない場合、このパラメータはオプショ
ンです。

4 ml_username VARCHAR(128)。以下のパラメータを 1 
つも指定しない場合、このパラメータは
オプションです。

5 table VARCHAR(128)。このパラメータはオプ

ションです。
544



     第 15 章   同期イベント
に関わらず handle_error イベントの後に実行されます。また、同期接

続とは異なるデータベース接続 ( 管理／情報接続 ) の専用トランザク

ションで常に実行されます。

エラーの内容は、エラー・コードとエラー・メッセージで識別できま
す。現在のエラーの原因となった SQL 操作について、エラー処理ス

クリプトの最後の呼び出しによってアクション・コード値が返されま
す。

同期の一部としてエラーが発生した場合は、ユーザ名が指定されま
す。それ以外の場合、この値は NULL です。

特定のテーブルの操作中にエラーが発生した場合は、テーブル名が指
定されます。それ以外の場合、この値は NULL です。テーブル名は、

リモート・データベースでのテーブル名です。この名前に直接対応す
るものが統合データベース内にあるかどうかは、同期システムの設計
によって異なります。

参照 ◆ 「handle_error 接続イベント」 518 ページ

◆ 「handle_odbc_error 接続イベント」 522 ページ

◆ 「report_odbc_error 接続イベント」 547 ページ

SQL の例 次の例は、Adaptive Server Anywhere 統合データベースで動作します。

これは、同期エラーを記録するために使用されるテーブルにローを挿
入します。

call ml_add_connection_script(
  'ver1',
  'report_error',
  'insert into sync_error(
    action_code,
    error_code,
    error_message,
    user_name,
    table_name )
     values( ?, ?, ?, ?, ? )'  )

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、reportError という Java メソッドを report_error 
接続イベント用のスクリプトとして登録します。
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call ml_add_java_connection_script(
    'ver1',
    'report_error,
    'ExamplePackage.ExampleClass.reportError' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド reportError です。このメ

ソッドは、Mobile Link が提供する JDBC 接続を使用してテーブルにエ

ラーのログを取ります。また、アクション・コードも設定します。

public String reportError(
 ianywhere.ml.script.InOutInteger actionCode,
 int errorCode, String errorMessage, String user,
 String table )
   throws java.sql.SQLException
 {  // insert error information in a table
    JDBCLogError( _syncConn, errorCode, errorMessage,
    user, table );
    actionCode.setValue( getActionCode( errorCode ) );
    return( null ); }
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report_odbc_error 接続イベント

機能 エラーのログを取ったり、handle_odbc_error スクリプトによって選択

されたアクションを記録したりできます。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 このスクリプトを使用すると、エラーのログを取ったり、
handle_odbc_error スクリプトによって選択されたアクションを記録し

たりできます。このスクリプトは、handle_odbc_error スクリプトが定

項目 パラメータ 説明

1 action_code INTEGER。このパラメータは必須で

す。

2 ODBC_state VARCHAR(5)。以下のパラメータを 1 
つも指定しない場合、このパラメータ
はオプションです。

3 error_message TEXT。以下のパラメータを 1 つも指定

しない場合、このパラメータはオプ
ションです。

4 ml_username VARCHAR(128)。以下のパラメータを 
1 つも指定しない場合、このパラメー

タはオプションです。

5 table VARCHAR(128)。このパラメータはオ

プションです。
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義されているかどうかに関わらず handle_odbc_error イベントの後に実

行されます。また、同期接続とは異なるデータベース接続 ( 管理／情

報接続 ) の専用トランザクションで常に実行されます。

エラーの内容は、エラー・コードとエラー・メッセージで識別できま
す。現在のエラーの原因となった SQL 操作について、エラー処理ス

クリプトの最後の呼び出しによってアクション・コード値が返されま
す。

同期の一部としてエラーが発生した場合は、ユーザ名が指定されま
す。それ以外の場合、この値は NULL です。

特定のテーブルの操作中にエラーが発生した場合は、テーブル名が指
定されます。それ以外の場合、この値は NULL です。テーブル名は、

リモート・データベースでのテーブル名です。この名前に直接対応す
るものが統合データベース内にあるかどうかは、同期システムの設計
によって異なります。

参照 ◆ 「handle_error 接続イベント」 518 ページ

◆ 「handle_odbc_error 接続イベント」 522 ページ

◆ 「report_error 接続イベント」 544 ページ

SQL の例 次の例は、Adaptive Server Anywhere 統合データベースで動作します。

これは、同期エラーを記録するために使用されるテーブルにローを挿
入します。

call ml_add_connection_script(
  'ver1',
  'report_odbc_error',
  'insert into sync_error(
     action_code,
     odbc_state,
     error_message,
     user_name,
     table_name )
   values( ?, ?, ?, ?, ? )'  )

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、reportODBCError という Java メソッドを 
report_odbc_error イベント用のスクリプトとして登録します。
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call ml_add_java_connection_script(
    'ver1',
    'report_odbc_error',
    'ExamplePackage.ExampleClass.reportODBCError' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド reportODBCError です。この

メソッドは、Mobile Link が提供する JDBC 接続を使用してテーブルに

エラーのログを取ります。また、アクション・コードも設定します。

public String reportODBCError(
    ianywhere.ml.script.InOutInteger actionCode,
    String ODBCState,
    String errorMessage,
    String user,
    String table )
   throws java.sql.SQLException
 {  JDBCLogError( _syncConn, ODBCState, errorMessage,
    user, table );
    actionCode.setValue( getActionCode( ODBCState ) );
    return( null ); }
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resolve_conflict テーブル・イベント

機能 特定のテーブルの競合を解決する処理を定義します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。パラメータ 2 を使用する場合は、パラメータ 
1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 リモート・データベースでローが更新されると、Mobile Link クライ

アントは元の値のコピーを保存します。クライアントは、Mobile Link 
同期サーバに古い値と新しい値の両方を送信します。

Mobile Link 同期サーバは更新されたローを受信すると、元の値と統

合データベース内の現在の値を比較します。比較は、upload_fetch ス
クリプトを使用して行われます。

アップロードされた古い値が統合データベース内の現在の値と一致し
ない場合は、そのローに競合が発生します。ローを更新する代わり
に、Mobile Link 同期サーバは古い値と新しい値の両方を統合データ

ベースに挿入します。古いローと新しいローは、それぞれスクリプト 
upload_old_row_insert と upload_new_row_insert を使用して処理されま

す。カーソルベースのアップロードを使用している場合、ローの処理
にはそれぞれ old_row_cursor と new_row_cursor が使用されます。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 table VARCHAR (128)
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値が挿入されると、Mobile Link 同期サーバは resolve_conflict スクリプ

トを実行します。ここで、競合を解決できます。どのスキームでも選
択して実装できます。

このスクリプトは競合ごとに 1 回実行されます。

別の方法として、resolve_conflict スクリプトを定義する代わりに、

end_upload_rows スクリプトまたは end_upload テーブル・スクリプト

で競合解決論理を使用して、集合指向型の方法で競合を解決すること
もできます。

リモート・データベースのテーブルごとに、resolve_conflict スクリプ

トを 1 つ指定できます。

参照 ◆ 「upload_old_row_insert テーブル・イベント」 577 ページ

◆ 「upload_new_row_insert テーブル・イベント」 575 ページ

◆ 「upload_update テーブル・イベント」 587 ページ

◆ 「old_row_cursor テーブル・イベント ( 旧式 )」 539 ページ

◆ 「new_row_cursor テーブル・イベント ( 旧式 )」 536 ページ

◆ 「end_upload_rows テーブル・イベント」 511 ページ

SQL の例 次の文は、Oracle インストール環境用の CustDB サンプル・アプリ

ケーションに適した resolve_conflict スクリプトを定義します。このス

クリプトは、ストアド・プロシージャ ULResolveOrderConflict を呼び出

します。

exec ml_add_table_script(
    'custdb', 'ULOrder', 'resolve_conflict',
    'begin ULResolveOrderConflict();
 end; ')
 
 CREATE OR REPLACE PROCEDURE ULResolveOrderConflict()
 AS
   new_order_id integer;
   new_status   varchar(20);
   new_notes   varchar(50);
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BEGIN
   -- approval overrides denial
   SELECT order_id, status, notes
     INTO new_order_id, new_status, new_notes
     FROM ULNewOrder
    WHERE syncuser_id = SyncUserID;
   IF new_status = 'Approved' THEN
     UPDATE ULOrder o
        SET o.status = new_status, o.notes =

new_notes
      WHERE o.order_id = new_order_id;
   END IF;
   DELETE FROM ULOldOrder;
   DELETE FROM ULNewOrder;
 END;

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、resolveConflict という Java メソッドを 
resolve_conflict テーブル・イベント用のスクリプトとして登録しま

す。

call ml_add_java_table_script(
    'ver1',
    'table1',
    'resolve_conflict',
    'ExamplePackage.ExampleClass.resolveConflict' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド resolveConflict です。このメ

ソッドは、Mobile Link が提供する JDBC 接続を使用する Java メソッ

ドを呼び出します。また、アクション・コードも設定します。

public String resolveConflict( String user,
  String table)
 {  resolveRows(_syncConn, user ); }
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synchronization_statistics 接続イベント

機能 同期統計を追跡します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 synchronization_statistics イベントを使用すると、任意のユーザと接続

について、現在の同期に関する各種の統計を収集できます。最後の同
期トランザクション終了時のコミット直前に、
synchronization_statistics 接続スクリプトが呼び出されます。

参照 ◆ 「download_statistics 接続イベント」 472 ページ

◆ 「download_statistics テーブル・イベント」 476 ページ

◆ 「upload_statistics 接続イベント」 579 ページ

◆ 「upload_statistics テーブル・イベント」 583 ページ

◆ 「synchronization_statistics テーブル・イベント」 556 ページ

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 warnings INTEGER

3 errors INTEGER

4 deadlocks INTEGER

5 synchronized_tables INTEGER

6 connection_retries INTEGER
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◆ 「time_statistics 接続イベント」 559 ページ

◆ 「time_statistics テーブル・イベント」 562 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link モニタ」

SQL の例 次の例は、同期の統計を sync_con_audit テーブルに挿入します。

call ml_add_connection_script(
   'ver1',
   'synchronization_statistics',
 'INSERT INTO sync_con_audit(
   ml_user, warnings, errors,
   deadlocks, synchronized_tables,
   connection_retries)
 VALUES (?,?,?,?,?,?)')

監査テーブルに統計が挿入されたら、これらの統計を使用して同期を
モニタし、必要に応じて最適化を実行できます。

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、synchronizationStatisticsConnection という Java 
メソッドを synchronization_statistics 接続イベント用のスクリプトとし

て登録します。

call ml_add_java_connection_script(
   'ver1',
   'synchronization_statistics',
   
'ExamplePackage.ExampleClass.synchronizationStatisticsC
onnection'
 )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド 
synchronizationStatisticsConnection です。このメソッドは、統計の一部

を Mobile Link 出力ログへ出力します ( このメソッドは開発時には便

利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅くなります )。

public String synchronizationStatisticsConnection(
   String user, int warnings, int errors, int deadlocks,
   int synchronizedTables, int connectionRetries )
 {  java.lang.System.out.println( "synch statistics
    number of deadlocks: " + deadlocks ;
    return( null ); }
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.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、SyncStats という .NET メソッドを 
synchronization_statistics 接続イベント用のスクリプトとして登録しま

す。

call ml_add_dnet_connection_script(
   'ver1',
   'synchronization_statistics',
   'TestScripts.Test.SyncStats'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド SyncStats です。このメソッ

ドは、統計の一部を Mobile Link 出力ログへ出力します ( このメソッ

ドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅くなり
ます )。

public void SyncStats(
   string user,
   int warnings,
   int errors,
   int deadLocks,
   int syncedTables,
   int connRetries )
 {  System.Console.WriteLine( "synch statistics
    number of deadlocks: " + deadlocks ;
    return( null ); }
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synchronization_statistics テーブル・イベント

機能 同期統計を追跡します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 synchronization_statistics イベントを使用すると、任意のユーザとテー

ブルについて、同期中に発生した警告とエラーの数を収集できます。
最後の同期トランザクション終了時のコミット直前に、
synchronization_statistics テーブル・スクリプトが呼び出されます。

参照 ◆ 「download_statistics 接続イベント」 472 ページ

◆ 「download_statistics テーブル・イベント」 476 ページ

◆ 「upload_statistics 接続イベント」 579 ページ

◆ 「upload_statistics テーブル・イベント」 583 ページ

◆ 「synchronization_statistics 接続イベント」 553 ページ

◆ 「time_statistics 接続イベント」 559 ページ

◆ 「time_statistics テーブル・イベント」 562 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link モニタ」

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 table VARCHAR (128)

3 warnings INTEGER

4 errors INTEGER
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SQL の例 次の例は、同期の統計を sync_tab_audit テーブルに挿入します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
 'INSERT INTO sync_tab_audit ( ml_user, table,
 warnings, errors) VALUES (?,?,?,?)')

監査テーブルに同期統計が挿入されたら、これらの統計を使用して同
期をモニタし、必要に応じて最適化を実行できます。

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、synchronizationStatisticsTable という Java メ
ソッドを synchronization_statistics テーブル・イベント用のスクリプト

として登録します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'synchronization_statistics',
   
'ExamplePackage.ExampleClass.synchronizationStatisticsT
able'
 )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド synchronizationStatisticsTable 
です。このメソッドは、統計の一部を Mobile Link 出力ログへ出力し

ます ( このメソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォー

マンスが遅くなります )。

public String synchronizationStatisticsTable(
 String user, String table, int warnings, int errors )
 {  java.lang.System.out.println( "synch statistics for
    table: " + table + " errors: " + errors );
    return( null ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、SyncTableStats という .NET 
メソッドを synchronization_statistics テーブル・イベント用のスクリプ

トとして登録します。
557



synchronization_statistics テーブル・イベント
call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'synchronization_statistics',
   'TestScripts.Test.SyncTableStats'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド SyncTableStats です。この

メソッドは、統計の一部を Mobile Link 出力ログへ出力します ( この

メソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅
くなります )。

public void SyncTableStats(
   string user,
   string table,
   int warnings,
   int errors )
 {  System.Console.WriteLine( "synch statistics for
    table: " + table + " errors: " + errors );
    return( null ); }
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time_statistics 接続イベント

機能 ユーザ別、イベント別の時間統計を追跡します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 time_statistics イベントを使用すると、任意のユーザについて同期中の

時間統計を収集できます。対応するスクリプトがあるイベントについ
てのみ、統計が収集されます。単一のイベントが数回発生する場合、
スクリプトは集合データを収集します。このスクリプトは、ユーザ、
イベント、テーブル間で時間を比較する場合に特に便利です。

参照 ◆ 「time_statistics テーブル・イベント」 562 ページ

◆ 「download_statistics 接続イベント」 472 ページ

◆ 「download_statistics テーブル・イベント」 476 ページ

◆ 「upload_statistics 接続イベント」 579 ページ

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 event_name VARCHAR (128)

3 num_calls INTEGER

4 min_time INTEGER。ミリ秒。

5 max_time INTEGER。ミリ秒。

6 total_time INTEGER。ミリ秒。
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◆ 「upload_statistics テーブル・イベント」 583 ページ

◆ 「synchronization_statistics 接続イベント」 553 ページ

◆ 「synchronization_statistics テーブル・イベント」 556 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link モニタ」

SQL の例 次の例は、統計情報を time_statistics テーブルに挿入します。

call ml_add_connection_script(
   'ver1',
   'time_statistics',
 'INSERT INTO time_statistics (id, ml_user, table,
      event_name, num_calls, min_time, max_time, 
total_time)
    VALUES (ts_id.nextval,?,?,?,?,?,?)')

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、timeStatisticsConnection という Java メソッド

を time_statistics 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_connection_script(
   'ver1',
   'time_statistics',
   
'ExamplePackage.ExampleClass.timeStatisticsConnection' 
)

次に示すのは、サンプルの Java メソッド timeStatisticsConnection です。

このメソッドは、prepare_for_download イベントの統計を出力します (
このメソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンス
が遅くなります )。

public void timeStatisticsConnection(
   String ml_username,
   String table_name,
   String event_name,
 int num_calls, int min_time, int max_time,
 int total_time )
 {  if( event_name.equals( "prepare_for_download")
    {  java.lang.System.out.println(
       "prepare_for_download num_calls: " + num_calls +
       "total_time: " + total_time ); } }
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.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、TimeStats という .NET メソッドを 
time_statistics 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_connection_script(
   'ver1',
   'time_statistics',
   'TestScripts.Test.TimeStats'
 )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド TimeStats です。このメソッ

ドは、prepare_for_download イベントの統計を出力します ( このメソッ

ドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅くなり
ます )。

public void TimeStats(
   string user,
   string eventName,
   int numCalls,
   int minTime,
   int maxTime,
   int totTime )
 {  if( event_name=="prepare_for_download")
    {  System.Console.WriteLine(
       "prepare_for_download num_calls: " + num_calls +
       "total_time: " + total_time ); } }
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time_statistics テーブル・イベント

機能 時間統計を追跡します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 time_statistics テーブル・イベントを使用すると、任意のユーザとテー

ブルについて同期中の時間統計を収集できます。対応するスクリプト
があるイベントについてのみ、統計が収集されます。単一のイベント
が数回発生する場合、スクリプトは集合データを収集します。このス
クリプトは、ユーザ、イベント、テーブル間で時間を比較する場合に
特に便利です。

参照 ◆ 「time_statistics 接続イベント」 559 ページ

◆ 「download_statistics 接続イベント」 472 ページ

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 table VARCHAR (128)

3 event_name VARCHAR (128)

4 num_calls INTEGER

5 min_time INTEGER。ミリ秒。

6 max_time INTEGER。ミリ秒。

7 total_time INTEGER。ミリ秒。
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◆ 「download_statistics テーブル・イベント」 476 ページ

◆ 「upload_statistics 接続イベント」 579 ページ

◆ 「upload_statistics テーブル・イベント」 583 ページ

◆ 「synchronization_statistics 接続イベント」 553 ページ

◆ 「synchronization_statistics テーブル・イベント」 556 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link モニタ」

SQL の例 次の例は、統計情報を time_statistics テーブルに挿入します。

INSERT INTO time_statistics(
  ml_user, table, event_name, num_calls,
  min_time, max_time, total_time)
 VALUES (?,?,?,?,?,?,?)

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、timeStatisticsTable という Java メソッドを 
time_statistics テーブル・イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'time_statistics',
   'ExamplePackage.ExampleClass.timeStatisticsTable' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド timeStatisticsTable です。こ

のメソッドは、upload_old_row_insert イベントの統計を出力します。

public void timeStatisticsConnection(
    String ml_username,
    String table_name,
    String event_name,
 int num_calls, int min_time, int max_time,
 int total_time )
 {  if( event_name.equals( "upload_old_row_insert")
    {  java.lang.System.out.println(
       "upload_old_row_insert num_calls: " + num_calls +
       "total_time: " + total_time ); } }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、TimeTableStats という .NET 
メソッドを time_statistics テーブル・イベント用のスクリプトとして

登録します。
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call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'time_statistics',
   'TestScripts.Test.TimeTableStats'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド TimeTableStats です。この

メソッドは、upload_old_row_insert イベントの統計を出力します。

public void TimeTableStats(
   string user,
   string table,
   string eventName,
   int numCalls,
   int minTime,
   int maxTime,
   int totTime )
 {  if( event_name == "upload_old_row_insert")
    {  System.Console.WriteLine(
       "upload_old_row_insert num_calls: " + num_calls +
       "total_time: " + total_time ); } }
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upload_cursor テーブル・イベント ( 旧式 )

機能 Mobile Link 同期サーバがアップロード・ストリームの処理中に、

ローの挿入、更新、削除に使用するカーソルを定義します。

アップロードを実行するには文ベースのイベントを使用してください
このスクリプトは使用されなくなりました。アップロード・ストリー
ムを処理するには、upload_cursor イベントの代わりに、文ベースのイ

ベント upload_delete、upload_insert、upload_update を使用してくださ

い。upload_cursor イベントのサポートは、今後のリリースでは削除さ

れる可能性があります。

パラメータ

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link 同期サーバは、クライアント・アプリケーションから

アップロードしたローに基づいて、統合データベース内でローの挿
入、更新、削除に使用するカーソルを開きます。このスクリプトには
適切な SELECT 文を含めるか、またはこのスクリプトで適切な 
SELECT 文を含むストアド・プロシージャを呼び出してください。

パラメータは、対応するクライアント・テーブルのプライマリ・キー
に含まれる各カラムの値です。これらを WHERE 句で使用して、同期

処理で値に基づいてユニークなローを識別できるようにしてくださ
い。パラメータの型と順序は、example_upload_cursor スクリプトで定

義されます。この順序は、リモート・データベースの対応するテーブ
ル定義の順序と同じです。これはリファレンス・データベースから順
番にコピーされたものです。

項目 パラメータ

1 primary key 1

2 primary key 2

… …
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リモート・データベースのテーブルごとに、upload_cursor スクリプト

を 1 つ指定できます。

Java アプリケーションと .NET アプリケーションの場合、このスクリ

プトは有効な SQL を返します。

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「ローをアップロードするスクリ

プトの作成」
◆ 「upload_delete テーブル・イベント」 568 ページ

◆ 「upload_insert テーブル・イベント」 572 ページ

◆ 「upload_update テーブル・イベント」 587 ページ

SQL の例 次の SELECT 文は、CustDB サンプル・アプリケーションのアップ

ロード・カーソルを定義します。

call ml_add_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_cursor',
 'SELECT cust_id, cust_name
 FROM ULCustomer
 WHERE cust_id = ?')

CustDB サンプル・アプリケーションの ULCustomer テーブルのプライ

マリ・キーは、カラム cust_id です。統合データベース内の対応する

テーブルが Customer の場合は、上の文を次のように変更します。

SELECT cust_id, cust_name
 FROM Customer
 WHERE cust_id = ?

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、uploadCursor という Java メソッドを 
upload_cursor イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_cursor',
   'ExamplePackage.ExampleClass.uploadCursor' )
566



     第 15 章   同期イベント
次に示すのは、サンプルの Java メソッド uploadCursor です。このメ

ソッドは、getUploadCursor を呼び出して、アップロード・カーソルを

動的に生成します。

public String uploadCursor()
 { return( getUploadCursor( _curTable ) ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、UploadCursor という .NET メソッドを 
upload_cursor イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_cursor',
   'TestScripts.Test.UploadCursor' )

次のサンプル C# は、テンポラリ・テーブルの内容を削除します。そ

の後、ローをテンポラリ・テーブルにアップロードする SQL を返し

ます。

public string UploadCursor()
 {
     DBCommand stmt = curConn.CreateCommand();
     stmt.CommandText = "DELETE FROM dnet_ul_temp";
     stmt.ExecuteNonQuery();
     stmt.Close();
 
     return( "SELECT * FROM dnet_ul_temp WHERE pk = ?" 
);
 }
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upload_delete テーブル・イベント

機能 リモート・データベースから削除されたローを処理するために、
Mobile Link 同期サーバがアップロード・ストリーム処理中に使用す

るイベントを提供します。

パラメータ

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 文ベースの upload_delete スクリプトは、リモート・データベースで削

除されるローを処理します。統合データベース側で実行される動作と
して DELETE 文を指定できますが、他の動作も指定できます。

リモート・データベースのテーブルごとに、upload_delete スクリプト

を 1 つ指定できます。

Java アプリケーションと .NET アプリケーションの場合、このスクリ

プトは有効な SQL を返します。

参照 ◆ 「upload_insert テーブル・イベント」 572 ページ

◆ 「upload_update テーブル・イベント」 587 ページ

SQL の例 この例は Contact の例から抜粋したもので、Sam-
ples¥MobiLink¥Contact¥build_consol.sql にあります。リモート・データ

ベースから削除される顧客に、非アクティブのマークを付けます。

call ml_add_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_delete',
 'UPDATE Customer SET active = 0 WHERE cust_id=?')

項目 パラメータ

1 primary key 1

2 primary key 2

… …
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Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、uploadDeleteTable という Java メソッドを 
upload_delete テーブル・イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_delete',
   'ExamplePackage.ExampleClass.uploadDeleteTable' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド uploadDeleteTable です。こ

のメソッドは、UPLOAD 文を動的に生成する genUD を呼び出します。

public string uploadDeleteTable()
 {  return( genUD(_curTable) ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、UploadDelete という .NET 
メソッドを upload_delete テーブル・イベント用のスクリプトとして登

録します。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_delete',
   'TestScripts.Test.UploadDelete'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド UploadDelete です。このメ

ソッドは、UPLOAD 文を動的に生成する genUD を呼び出します。

public string UploadDelete( object pk1 )
 {  return( genUD(_curTable) ); }
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upload_fetch テーブル・イベント

機能 アップロード・ストリームの文ベースの処理中に、Mobile Link 同期

サーバが更新の競合を識別するために使用するイベントを提供しま
す。

パラメータ

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 文ベースの upload_fetch スクリプトは、競合検出の目的で、同期テー

ブルからローをフェッチします。このスクリプトは、upload_update イ
ベントに対応します。

結果セットのカラム数は、このテーブルについてリモート・データ
ベースからアップロードされるカラムの数と一致します。返される値
がアップロードされるローの更新前のイメージと一致しないと、競合
が識別されます。

リモート・データベースのテーブルごとに、upload_fetch スクリプト

を 1 つ指定できます。

以下のスクリプトが 1 つも定義されていない場合、このスクリプトは

無視されます。upload_new_row_insert、upload_old_row_insert、
resolve_conflict

参照 ◆ 「resolve_conflict テーブル・イベント」 550 ページ

◆ 「upload_delete テーブル・イベント」 568 ページ

◆ 「upload_insert テーブル・イベント」 572 ページ

◆ 「upload_update テーブル・イベント」 587 ページ

項目 パラメータ

1 primary key 1

2 primary key 2

… …
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SQL の例 次の SQL スクリプトは Contact の例から抜粋したもので、SQL 
Anywhere のインストール環境の Samples¥MobiLink¥Con-
tact¥build_consol.sql にあります。リモート・データベースの Product 
テーブル内で更新されるローのアップロード時に発生する競合を識別
するために使用されます。このスクリプトは、テーブル Product から

ローを選択しますが、統合データベースとリモート・データベースの
スキーマによっては、2 つのテーブルの名前が一致しない場合があり

ます。

call ml_add_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_fetch',
 'SELECT id, name, size, quantity, unit_price
 FROM Product WHERE id=?')

Java の例 このスクリプトは有効な SQL を返します。

次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、uploadFetchTable という Java メソッドを 
upload_fetch テーブル・イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_fetch',
   'ExamplePackage.ExampleClass.uploadFetchTable' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド uploadFetchTable です。この

メソッドは、UPLOAD 文を動的に生成する genUF を呼び出します。

public string uploadFetchTable()
 {  return( genUF(_curTable) ); }
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upload_insert テーブル・イベント

機能 リモート・データベースに挿入されたローを処理するために、Mobile 
Link 同期サーバがアップロード・ストリーム処理中に使用するイベン

トを提供します。

パラメータ

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 文ベースの upload_insert スクリプトは、カラム値の直接挿入を実行し

ます。

リモート・データベースのテーブルごとに、upload_insert スクリプト

を 1 つ指定できます。

Java アプリケーションと .NET アプリケーションの場合、このスクリ

プトは有効な SQL を返します。

参照 ◆ 「upload_delete テーブル・イベント」 568 ページ

◆ 「upload_update テーブル・イベント」 587 ページ

◆ 「upload_fetch テーブル・イベント」 570 ページ

SQL の例 この例では、リモート・データベース内の Customer テーブルに対し

て行われた挿入を処理します。このスクリプトは、統合データベース
内のテーブル Customer に値を挿入します。このテーブルの最後のカ

ラムでは、Customer がアクティブであると識別されます。最後のカラ

ムは、リモート・データベースには含まれません。

項目 パラメータ

1 column 1

2 column 2

… …
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call ml_add_table_script(
   'ver1',
   'Customer',
   'upload_insert',
 'INSERT INTO Customer( cust_id, name, rep_id, active )
 VALUES ( ?, ?, ?, 1 )')

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、uploadInsertTable という Java メソッドを 
upload_insert テーブル・イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_insert',
   'ExamplePackage.ExampleClass.uploadInsertTable' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド uploadInsertTable です。この

メソッドは、UPLOAD 文を動的に生成します。これは Adaptive Server 
Anywhere 統合データベース用の構文です。

public string uploadInsertTable()
 {  return("insert into" + _curTable + 
getCols(_curTable)
    + "values" + getQM(_curTable)); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、UploadInsert という .NET メ
ソッドを upload_insert テーブル・イベント用のスクリプトとして登録

します。これは Adaptive Server Anywhere 統合データベース用の構文

です。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_insert',
   'TestScripts.Test.UploadInsert'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド UploadInsert です。このメ

ソッドは、ULCustomer テーブル用の UPLOAD 文を返します。
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public static string UploadInsert()
  {
    return("INSERT INTO ULCustomer(cust_id,cust_name) 
values (?,?)");
  }
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upload_new_row_insert テーブル・イベント

機能 通常、文ベースのアップロード用の競合解決スクリプトは、リモー
ト・データベースからアップロードされるローの古い値と新しい値に
アクセスする必要があります。このイベントを使用すると、リモー
ト・データベースからアップロードされるローの更新済みの新しい値
を処理できます。

パラメータ

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link クライアントが更新済みのローを Mobile Link 同期サーバ

に送信するときは、新しい値 ( 更新後イメージ ) だけでなく、古い

ローの値 ( 更新前イメージ ) のコピーも含まれています。更新前イ

メージが統合データベースの現在の値と一致しないと、競合が検出さ
れます。

このイベントを使用すると、更新後イメージの値をテーブルに保存で
きます。このイベントは、文ベースの更新用の競合解決プロシージャ
開発を支援するために使用できます。このイベントのパラメータは、
対応する統合データベース・テーブルで更新が実行される前のリモー
ト・データベースからの新しい値を保持しています。また、文ベース
の強制的な競合モードで、ローを挿入するために使用されます。

このイベントのスクリプトは、resolve_conflict スクリプトが使用する

テンポラリ・テーブルに新しいローを挿入する insert 文である場合が

ほとんどです。

リモート・データベースのテーブルごとに、upload_new_row_insert ス
クリプトを 1 つ指定できます。

項目 パラメータ

ml_username VARCHAR(128)。このパラメータはオプ

ションです。

1 column 1

2 column 2

… …
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Java アプリケーションと .NET アプリケーションの場合、このスクリ

プトは有効な SQL を返します。

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「競合の解決」

◆ 「resolve_conflict テーブル・イベント」 550 ページ

◆ 「upload_old_row_insert テーブル・イベント」 577 ページ

◆ 「upload_update テーブル・イベント」 587 ページ

◆ 「ユーザ名の格納」 89 ページ

SQL の例 この例は、リモート・データベース内の product テーブルに対する更

新を処理します。このスクリプトは、ローの新しい値をグローバルな
テンポラリ・テーブル product_conflict に挿入します。このテーブルの

最後のカラムでは、ローが新しいローとして識別されます。

call ml_add_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_new_row_insert',
 'INSERT INTO DBA.product_conflict(
   id, name, size, quantity, unit_price, row_type )
 VALUES( ?, ?, ?, ?, ?, 'N' )')

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、uploadNewRowInsertTable という Java メソッ

ドを upload_new_row_insert テーブル・イベント用のスクリプトとして

登録します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_new_row_insert',
   
'ExamplePackage.ExampleClass.uploadNewRowInsertTable'
 )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド uploadNewRowInsertTable で
す。このメソッドは、UPLOAD 文を動的に生成します。これは 
Adaptive Server Anywhere 統合データベース用の構文です。

public string uploadNewRowInsertTable()
 {  return("insert into" + _curTable + "_new" +
    getCols(_curTable) + "values" + getQM(_curTable)); }
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upload_old_row_insert テーブル・イベント

機能 通常、文ベースのアップロード用の競合解決スクリプトは、リモー
ト・データベースからアップロードされるローの古い値と新しい値に
アクセスする必要があります。このイベントを使用すると、リモー
ト・データベースからアップロードされるローの古い値を処理できま
す。

パラメータ

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 Mobile Link クライアントが更新済みのローを Mobile Link 同期サーバ

に送信するときは、新しい値 ( 更新後イメージ ) だけでなく、古い

ローの値 ( 更新前イメージ ) のコピーも含まれています。更新前イ

メージが統合データベースの現在の値と一致しないと、競合が検出さ
れます。

このイベントを使用すると、更新前イメージの値をテーブルに保存で
きます。このイベントは、文ベースの更新用の競合解決プロシージャ
開発を支援するために使用できます。このイベントのパラメータは、
対応する統合データベース・テーブルで更新が実行される前のリモー
ト・データベースからの古い値を保持しています。また、文ベースの
強制的な競合モードで、ローを挿入するために使用されます。

このイベントのスクリプトは、resolve_conflict スクリプトが使用する

テンポラリ・テーブルに古いローを挿入する insert 文である場合がほ

とんどです。

リモート・データベースのテーブルごとに、upload_old_row_insert ス
クリプトを 1 つ指定できます。

項目 パラメータ

ml_username VARCHAR(128)。このパラメータはオプ

ションです。

1 column 1

2 column 2

… …
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Java アプリケーションと .NET アプリケーションの場合、このスクリ

プトは有効な SQL を返します。

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「競合の解決」

◆ 「resolve_conflict テーブル・イベント」 550 ページ

◆ 「upload_new_row_insert テーブル・イベント」 575 ページ

◆ 「upload_update テーブル・イベント」 587 ページ

◆ 「ユーザ名の格納」 89 ページ

SQL の例 この例は、リモート・データベース内の product テーブルに対する更

新を処理します。このスクリプトは、ローの古い値をグローバルなテ
ンポラリ・テーブル product_conflict に挿入します。このテーブルの最

後のカラムでは、ローが古いローとして識別されます。

call ml_add_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_old_row_insert',
 'insert into DBA.product_conflict(
 id, name, size, quantity, unit_price, row_type )
 values( ?, ?, ?, ?, ?, 'O' )')

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、uploadOldRowInsertTable という Java メソッド

を upload_old_row_insert テーブル・イベント用のスクリプトとして登

録します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_old_row_insert',
   
'ExamplePackage.ExampleClass.uploadNewRowInsertTable'
 )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド uploadOldRowInsertTable で
す。このメソッドは、UPLOAD 文を動的に生成します。

public string uploadOldRowInsertTable()
 {  old" + getCols(_curTable) +
    "values" + getQM(_curTable)); }
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upload_statistics 接続イベント

機能 アップロード操作の同期統計を追跡します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 warnings INTEGER

3 errors INTEGER

4 inserted_rows INTEGER

5 deleted_rows INTEGER

6 updated_rows INTEGER

7 conflicted_inserts INTEGER

8 conflicted_deletes INTEGER

9 conflicted_updates INTEGER

10 ignored_inserts INTEGER

11 ignored_deletes INTEGER

12 ignored_updates INTEGER

13 bytes INTEGER

14 deadlocks INTEGER
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デフォルトのアク
ション

なし。

説明 upload_statistics イベントを使用すると、任意のユーザについてアップ

ロードに関する統計を収集できます。アップロード・トランザクショ
ン終了時のコミット直前に、upload_statistics 接続スクリプトが呼び出

されます。

参照 ◆ 「download_statistics 接続イベント」 472 ページ

◆ 「download_statistics テーブル・イベント」 476 ページ

◆ 「upload_statistics テーブル・イベント」 583 ページ

◆ 「synchronization_statistics 接続イベント」 553 ページ

◆ 「synchronization_statistics テーブル・イベント」 556 ページ

◆ 「time_statistics 接続イベント」 559 ページ

◆ 「time_statistics テーブル・イベント」 562 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link モニタ」

SQL の例 次の例は、アップロード操作での同期の統計を upload_summary_audit 
テーブルに挿入します。

call ml_add_connection_script(
    'ver1',
    'upload_statistics',
 'INSERT INTO upload_summary_audit (
  ml_user, warnings, errors, inserted_rows,
  deleted_rows, updated_rows, conflicted_inserts,
  conflicted_deletes, conflicted_updates,
  bytes, ignored_inserts, ignored deletes,
  ignored_updates, bytes, deadlocks)
 VALUES (?,?,?,?,?,?,?,?,?,?,?,?,?,?)'

監査テーブルに統計が挿入されたら、これらの統計を使用して同期を
モニタし、必要に応じて最適化を実行できます。

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、uploadStatisticsConnection という Java メソッ

ドを upload_statistics 接続イベント用のスクリプトとして登録します。
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call ml_add_java_connection_script(
    'ver1',
    'upload_statistics',
    
'ExamplePackage.ExampleClass.uploadStatisticsConnection
' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド uploadStatisticsConnection で
す。このメソッドは、統計の一部を Mobile Link 出力ログへ出力しま

す ( このメソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマ

ンスが遅くなります )。

public String uploadStatisticsConnection(
   String user,
   int warnings,
   int errors,
   int insertedRows,
   int deletedRows,
   int updatedRows,
   int conflictedInserts,
   int conflictedDeletes,
   int conflictedUpdates,
   int ignoredInserts,
   int ignoredDeletes,
   int ignoredUpdates,
   int bytes,
   int deadlocks
 )
 {  java.lang.System.out.println( "updated rows: " +
    updatedRows ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、UploadStats という .NET メソッドを 
upload_statistics 接続イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_dnet_connection_script(
   'ver1',
   'upload_statistics',
   'TestScripts.Test.UploadStats'
 )
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次に示すのは、サンプルの .NET メソッド UploadStats です。このメ

ソッドは、統計の一部を Mobile Link 出力ログへ出力します ( このメ

ソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンスが遅く
なります )。

public void UploadStats(
   string user,
   int warnings,
   int errors,
   int insertedRows,
   int deletedRows,
   int updatedRows,
   int conflictInserts,
   int conflictDeletes,
   int conflictUpdates,
   int ignoredInserts,
   int ignoredDeletes,
   int ignoredUpdates,
   int bytes,
   int deadlocks)
 {  System.Console.WriteLine( "updated rows: " +
    updatedRows ); }
582



     第 15 章   同期イベント
upload_statistics テーブル・イベント

機能 特定のテーブルに対するアップロード操作について、同期統計を追跡
します。

パラメータ 次の表の説明では、SQL データ型を示します。Java または .NET でス

クリプトを作成する場合、適切なデータ型を使用してください。詳細
については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と Java デー

タ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ型と .NET 
データ型」を参照してください。

イベント・パラメータは、後続のパラメータを指定しない場合にのみ
オプションになります。たとえば、パラメータ 2 を使用する場合は、

パラメータ 1 を必ず使用してください。

項目 パラメータ 説明

1 ml_username VARCHAR (128)

2 table VARCHAR (128)

3 warnings INTEGER

4 errors INTEGER

5 inserted_rows INTEGER

6 deleted_rows INTEGER

7 updated_rows INTEGER

8 conflicted_inserts INTEGER

9 conflicted_deletes INTEGER

10 conflicted_updates INTEGER

11 ignored_inserts INTEGER

12 ignored_deletes INTEGER

13 ignored_updates INTEGER

14 bytes INTEGER
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upload_statistics テーブル・イベント
デフォルトのアク
ション

なし。

説明 upload_statistics イベントを使用すると、任意のユーザについて、任意

のテーブルに適用される同期発生の重要な統計を収集できます。アッ
プロード・トランザクション終了時のコミット直前に、
upload_statistics テーブル・スクリプトが呼び出されます。

参照 ◆ 「download_statistics 接続イベント」 472 ページ

◆ 「upload_statistics 接続イベント」 579 ページ

◆ 「upload_statistics テーブル・イベント」 583 ページ

◆ 「synchronization_statistics 接続イベント」 553 ページ

◆ 「synchronization_statistics テーブル・イベント」 556 ページ

◆ 「time_statistics 接続イベント」 559 ページ

◆ 「time_statistics テーブル・イベント」 562 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link モニタ」

SQL の例 次の例は、アップロードの統計を追跡するために使用されるテーブル
にローを挿入します。

call ml_add_connection_script(
  'ver1',
  'upload_statistics',
  'INSERT INTO my_upload_statistics
     ( user_name, table_name, num_warnings, num_errors,
       inserted_rows, deleted_rows, updated_rows,
       conflicted_inserts, conflicted_deletes,
       conflicted_updates, ignored_inserts,
       ignored_deletes, ignored_updates, bytes,
       deadlocks )
     VALUES( ?, ?, ?, ?, ?, ?, ?, ?, ?, ?, ?, ?, ?, ?, ? 
)'  )

次の例は、Oracle 統合データベースで動作します。

15 deadlocks INTEGER

項目 パラメータ 説明
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INSERT INTO upload_tables_audit (
 id, user_name, table, warnings, errors,
 inserted_rows, deleted_rows, updated_rows,
 conflicted_inserts, conflicted_deletes,
 conflicted_updates, ignored_inserts, ignored_deletes,
 ignored_updates, bytes, deadlocks)
 VALUES ( ut_audit.nextval,
 ?,?,?,?,?,?,?,?,?,?,?,?,?,?,?)

監査テーブルに統計が挿入されたら、これらの統計を使用して同期を
モニタし、必要に応じて最適化を実行できます。

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、uploadStatisticsTable という Java メソッドを 
upload_statistics テーブル・イベント用のスクリプトとして登録しま

す。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_statistics',
   'ExamplePackage.ExampleClass.uploadStatisticsTable' 
)

次に示すのは、サンプルの Java メソッド uploadStatisticsTable です。

このメソッドは、統計の一部を Mobile Link 出力ログへ出力します (
このメソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンス
が遅くなります )。

public String uploadStatisticsTable(
   String user,
   int warnings,
   int errors,
   int insertedRows,
   int deletedRows,
   int updatedRows,
   int conflictedInserts,
   int conflictedDeletes,
   int conflictedUpdates,
   int ignoredInserts,
   int ignoredDeletes,
   int ignoredUpdates,
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   int bytes,
  int deadlocks
 )
 {  java.lang.System.out.println( "updated rows: " +
    updatedRows ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、UploadTableStats という 
.NET メソッドを upload_statistics テーブル・イベント用のスクリプト

として登録します。

call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_statistics',
   'TestScripts.Test.UploadTableStats'
 )

次に示すのは、サンプルの .NET メソッド uploadStatisticsTable です。

このメソッドは、統計の一部を Mobile Link 出力ログへ出力します (
このメソッドは開発時には便利ですが、運用サーバのパフォーマンス
が遅くなります )。

public void UploadTableStats(
   string user,
   string table,
   int warnings,
   int errors,
   int insertedRows,
   int deletedRows,
   int updatedRows,
   int conflictInserts,
   int conflictDeletes,
   int conflictUpdates,
   int ignoredInserts,
   int ignoredDeletes,
   int ignoredUpdates,
   int bytes,
   int deadlocks )
 {  System.Console.WriteLine( "updated rows: " +
    updatedRows ); }
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upload_update テーブル・イベント

機能 リモート・データベースで更新されるローを処理するために、Mobile 
Link 同期サーバがアップロード・ストリーム処理中に使用するイベン

トを提供します。

パラメータ

デフォルトのアク
ション

なし。

説明 文ベースの upload_update スクリプトは、UPLOAD 文で指定されたカ

ラム値の直接更新を実行できます。

WHERE 句には、同期するプライマリ・キー・カラムをすべて含めま

す。SET 句には、同期する非プライマリ・キー・カラムをすべて含め

ます。

SET 句にはテーブルにある非プライマリ・キー・カラムをすべて指定

します。Mobile Link は、適切な数のカラム値を送信します。また、

WHERE 句には必要な数だけプライマリ・キーを指定できますが、こ

こですべてを指定してください。Mobile Link は適切な値を送信し、

これらのカラム値とプライマリ・キー値を、スキーマの Mobile Link 
レポートに表示される順に送信します。-vh オプションを使用すると、

このテーブル・スキーマのカラムの順序を指定できます。

リモート・データベースのテーブルごとに、upload_update スクリプト

を 1 つ指定できます。

句 パラメータ

SET non-primary key column 1
   
non-primary key column 2
   
…

WHERE primary key 1
   
primary key 2
   
…
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Java アプリケーションと .NET アプリケーションの場合、このスクリ

プトは有効な SQL を返します。

参照 ◆ 「upload_delete テーブル・イベント」 568 ページ

◆ 「upload_fetch テーブル・イベント」 570 ページ

◆ 「upload_insert テーブル・イベント」 572 ページ

SQL の例 この例は、リモート・データベース内の Customer テーブルに対する

更新を処理します。このスクリプトは、統合データベース内のテーブ
ル Customer 内の値を更新します。

call ml_add_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_update',
 'UPDATE Customer SET name=?, rep_id=? WHERE 
cust_id=?')

Java の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 を同期するときに、uploadUpdateTable という Java メソッドを 
upload_update テーブル・イベント用のスクリプトとして登録します。

call ml_add_java_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_update',
   'ExamplePackage.ExampleClass.uploadUpdateTable' )

次に示すのは、サンプルの Java メソッド uploadUpdateTable です。こ

のメソッドは、UPLOAD 文を動的に生成する genUU というメソッド

を呼び出します。

public string uploadUpdateTable()
 {  return( genUU(_curTable) ); }

.NET の例 次のストアド・プロシージャ・コールは、スクリプト・バージョン 
ver1 とテーブル table1 を同期するときに、UploadUpdate という .NET 
メソッドを upload_update テーブル・イベント用のスクリプトとして

登録します。
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call ml_add_dnet_table_script(
   'ver1',
   'table1',
   'upload_update',
   'TestScripts.Test.UploadUpdate'
 )

次に示すのは、UploadUpdate 呼び出し用の C# シグニチャです。

public string UploadUpdate()
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第 ３ 部 Mobile Link リファレンス

第 3 部では、Mobile Link リファレンス情報を示します。
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第 16 章 

ストアド・プロシージャ

この章の内容 この章では、Mobile Link の事前に定義されたストアド・プロシー

ジャについて説明します。
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スクリプトを追加または削除するためのストアド・プロシージャ
スクリプトを追加または削除するためのストアド・
プロシージャ

同期スクリプトは、統合データベース内のシステム・テーブルに追加
しないと使用できません。次のストアド・プロシージャを使用して、
同期スクリプトを統合データベースに追加します。これらのストア
ド・プロシージャを使用してスクリプトを削除することもできます。

注意 •    ストアド・プロシージャを使用してスクリプトを追加する場合、

スクリプトは 1 つの文字列になります。スクリプト内の文字列

はすべて、エスケープする必要があります。Adaptive Server 
Anywhere の場合、文字列を終了しないように各引用符 (') を 2 つ
重ねる必要があります。

•    Adaptive Server Enterprise 11.5 以前のバージョンに 255 バイトを超

えるスクリプトを追加する場合は、ストアド・プロシージャを
使用できません。長いスクリプトを定義する場合、Sybase 
Central を使用するか、直接挿入します。

•    バージョン 6 より前の IBM DB2 では、カラム名とその他の識別

子は 18 文字までしかサポートされないため、名前がトランケー

トされます。たとえば、ml_add_connection_script は 
ml_add_connection_ に短縮されます。

ml_add_connection_script

機能 このストアド・プロシージャを使用して、SQL 接続スクリプトを統合

データベースに追加するか、または統合データベースから削除しま
す。

パラメータ

項目 説明 備考

1 version name VARCHAR (128)

2 event name VARCHAR (128)
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説明 接続スクリプトを削除するには、スクリプトの内容パラメータを 
NULL に設定します。

スクリプトを追加すると、スクリプトが ml_script テーブルに挿入さ

れ、このスクリプトを指定のイベントとスクリプト・バージョンに関
連付ける適切な参照が定義されます。新しいバージョン名は、
ml_version テーブルに自動的に挿入されます。

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「統合データベースでのスクリプ

トの追加と削除」
◆ 「ml_add_table_script」 595 ページ

◆ 「ml_add_dnet_connection_script」 597 ページ

◆ 「ml_add_dnet_table_script」 598 ページ

◆ 「ml_add_java_connection_script」 599 ページ

◆ 「ml_add_java_table_script」 600 ページ

例 次の文は、begin_synchronization イベントと関連付けられた接続スク

リプトを Adaptive Server Anywhere 統合データベースのスクリプト・

バージョン custdb に追加します。追加されるスクリプト自体は、

@EmployeeID 変数を設定する単一の文です。

call ml_add_connection_script( 'custdb',
     'begin_synchronization',
     'set @EmployeeID = ?' )

ml_add_table_script

機能 このストアド・プロシージャを使用して、SQL テーブル・スクリプト

を統合データベースに追加するか、または統合データベースから削除
します。

3 script contents Adaptive Server Anywhere と MS SQL Server 
の場合は TEXT。ASE の場合は 
VARCHAR(16384)。バージョン 12.5 より前

の ASE の場合は VARCHAR(255)。DB2 の場

合は VARCHAR(4000)。Oracle の場合は 
VARCHAR。

項目 説明 備考
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パラメータ

説明 テーブル・スクリプトを削除するには、スクリプトの内容パラメータ
を NULL に設定します。

スクリプトを追加すると、スクリプトが ml_script テーブルに挿入さ

れ、このスクリプトを指定のテーブル、イベント、スクリプト・バー
ジョンに関連付ける適切な参照が定義されます。新しいバージョン名
は、ml_version テーブルに自動的に挿入されます。

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「統合データベースでのスクリプ

トの追加と削除」
◆ 「ml_add_connection_script」 594 ページ

◆ 「ml_add_dnet_connection_script」 597 ページ

◆ 「ml_add_dnet_table_script」 598 ページ

◆ 「ml_add_java_connection_script」 599 ページ

◆ 「ml_add_java_table_script」 600 ページ

例 次のコマンドは、Customer テーブルの upload_insert イベントに対応す

るテーブル・スクリプトを追加します。

call ml_add_table_script( 'default', 'Customer', 
'upload_insert',
  'INSERT INTO Customer( cust_id, name, rep_id, active ) 
       VALUES ( ?, ?, ?, 1 )' )

項目 説明 備考

1 version name VARCHAR (128)

2 table name VARCHAR (128)

3 event name VARCHAR (128)

4 script contents Adaptive Server Anywhere と MS SQL Server 
の場合は TEXT。ASE の場合は 
VARCHAR(16384)。バージョン 12.5 より

前の ASE の場合は VARCHAR(255)。DB2 
の場合は VARCHAR(4000)。Oracle の場合

は VARCHAR。
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ml_add_dnet_connection_script

機能 このストアド・プロシージャを使用して、.NET 接続スクリプトを統

合データベースに追加するか、または統合データベースから削除しま
す。

パラメータ

説明 接続スクリプトを削除するには、スクリプトの内容パラメータを 
NULL に設定します。

script 値は、たとえば MyClass.MyMethod などの Mobile Link 同期サー

バのクラスパスに含まれるクラス内のパブリック・メソッドです。

スクリプトを追加すると、メソッドが指定のイベントとスクリプト・
バージョンに関連付けられます。新しいバージョン名は、ml_version 
テーブルに自動的に挿入されます。

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「統合データベースでのスクリプ

トの追加と削除」
◆ 「ml_add_dnet_table_script」 598 ページ

◆ 「ml_add_connection_script」 594 ページ

◆ 「ml_add_table_script」 595 ページ

◆ 「ml_add_java_table_script」 600 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「メソッド」

例 次の例は、ExampleClass クラスの beginDownloadConnection メソッド

を begin_download イベントに割り当てます。

項目 説明 備考

1 version name VARCHAR (128)

2 event name VARCHAR (128)

3 script contents Adaptive Server Anywhere と MS SQL Server の
場合は TEXT。ASE の場合は 
VARCHAR(16384)。バージョン 12.5 より前の 
ASE の場合は VARCHAR(255)。DB2 の場合

は VARCHAR(4000)。Oracle の場合は 
VARCHAR。
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call ml_add_dnet_connection_script( 'ver1',
 'begin_download',
 'ExamplePackage.ExampleClass.beginDownloadConnection')

ml_add_dnet_table_script

機能 このストアド・プロシージャを使用して、.NET テーブル・スクリプ

トを統合データベースに追加するか、または統合データベースから削
除します。

パラメータ

説明 接続スクリプトを削除するには、スクリプトの内容パラメータを 
NULL に設定します。

script 値は、たとえば MyClass.MyMethod などの Mobile Link 同期サー

バのクラスパスに含まれるクラス内のパブリック・メソッドです。

スクリプトを追加すると、メソッドが指定のテーブル、イベント、ス
クリプト・バージョンに関連付けられます。新しいバージョン名は、
ml_version テーブルに自動的に挿入されます。

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「統合データベースでのスクリプ

トの追加と削除」
◆ 「ml_add_dnet_connection_script」 597 ページ

◆ 「ml_add_connection_script」 594 ページ

◆ 「ml_add_table_script」 595 ページ

項目 説明 備考

1 version name VARCHAR (128)

2 table name VARCHAR (128)

3 event name VARCHAR (128)

4 script contents Adaptive Server Anywhere と MS SQL Server 
の場合は TEXT。ASE の場合は 
VARCHAR(16384)。バージョン 12.5 より前

の ASE の場合は VARCHAR(255)。DB2 の場

合は VARCHAR(4000)。Oracle の場合は 
VARCHAR。
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◆ 「ml_add_java_connection_script」 599 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「メソッド」

例 次の例では、EgClass クラスの empDownloadCursor メソッドを emp 
テーブルの download_cursor イベントに割り当てます。

call ml_add_dnet_table_script( 'ver1', 'emp',
 
'download_cursor',EgPackage.EgClass.empDownloadCursor')

ml_add_java_connection_script

機能 このストアド・プロシージャを使用して、Java 接続スクリプトを統合

データベースに追加するか、または統合データベースから削除しま
す。

パラメータ

説明 接続スクリプトを削除するには、スクリプトの内容パラメータを 
NULL に設定します。

script 値は、たとえば MyClass.MyMethod などの Mobile Link 同期サー

バのクラスパスに含まれるクラス内のパブリック・メソッドです。

スクリプトを追加すると、メソッドが指定のイベントとスクリプト・
バージョンに関連付けられます。新しいバージョン名は、ml_version 
テーブルに自動的に挿入されます。

項目 説明 備考

1 version name VARCHAR (128)

2 event name VARCHAR (128)

3 script contents Adaptive Server Anywhere と MS SQL Server の
場合は TEXT。ASE の場合は 
VARCHAR(16384)。バージョン 12.5 より前の 
ASE の場合は VARCHAR(255)。DB2 の場合

は VARCHAR(4000)。Oracle の場合は 
VARCHAR。
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参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「統合データベースでのスクリプ

トの追加と削除」
◆ 「ml_add_connection_script」 594 ページ

◆ 「ml_add_table_script」 595 ページ

◆ 「ml_add_dnet_connection_script」 597 ページ

◆ 「ml_add_dnet_table_script」 598 ページ

◆ 「ml_add_java_table_script」 600 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「メソッド」

例 次の例は、Samples¥MobiLink¥JavaAuthentication のサンプルからの抜粋

です。この例では、CustEmpScripts クラスの endConnection メソッド

を end_connection イベントに割り当てます。

call ml_add_java_connection_script( 'ver1',
 'end_connection',
 'CustEmpScripts.endConnection')

ml_add_java_table_script

機能 このストアド・プロシージャを使用して、Java テーブル・スクリプト

を統合データベースに追加するか、または統合データベースから削除
します。

パラメータ

項目 説明 備考

1 version name VARCHAR (128)

2 table name VARCHAR (128)

3 event name VARCHAR (128)

4 script Adaptive Server Anywhere と MS SQL Server 
の場合は TEXT。ASE の場合は 
VARCHAR(16384)。バージョン 12.5 より前

の ASE の場合は VARCHAR(255)。DB2 の場

合は VARCHAR(4000)。Oracle の場合は 
VARCHAR。
600



     第 16 章   ストアド・プロシージャ
説明 接続スクリプトを削除するには、スクリプト・パラメータを NULL に
設定します。

script 値は、たとえば MyClass.MyMethod などの Mobile Link 同期サー

バのクラスパスに含まれるクラス内のパブリック・メソッドです。

スクリプトを追加すると、メソッドが指定のテーブル、イベント、ス
クリプト・バージョンに関連付けられます。新しいバージョン名は、
ml_version テーブルに自動的に挿入されます。

参照 ◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「統合データベースでのスクリプ

トの追加と削除」
◆ 「ml_add_connection_script」 594 ページ

◆ 「ml_add_table_script」 595 ページ

◆ 「ml_add_dnet_connection_script」 597 ページ

◆ 「ml_add_dnet_table_script」 598 ページ

◆ 「ml_add_java_connection_script」 599 ページ

◆ 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「メソッド」

例 次の例は、Samples¥MobiLink¥JavaAuthentication のサンプルからの抜粋

です。この例では、CustEmpScripts クラスの empDownloadCursor メ
ソッドを emp テーブルの download_cursor イベントに割り当てます。

call ml_add_java_table_script( 'ver1', 'emp',
 'download_cursor','CustEmpScripts.empDownloadCursor')
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プロパティを追加または削除するためのストアド・
プロシージャ

次のストアド・プロシージャを使用して、プロパティを統合データ
ベースに追加します。これらのストアド・プロシージャを使用してプ
ロパティを削除することもできます。

ml_add_property

機能 このストアド・プロシージャを使用して、Mobile Link のプロパティ

を追加または削除します。このストアド・プロシージャは、Mobile 
Link システム・テーブル ml_property のローを変更します。

パラメータ

説明 • component_name このパラメータが、ScriptVersion または SIS 
であるレコードを作成できます。

スクリプト・バージョンごとにプロパティを保存するには、
このパラメータを ScriptVersion に設定します。

サーバによって開始される同期のプロパティの場合は、この
パラメータを SIS に設定します。詳細については、『Mobile 
Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 「プロパティの

設定」を参照してください。

• prop_set_name component_name が ScriptVersion である場合、

このパラメータはスクリプト・バージョンの名前です。

項目 説明 備考

1 component_name VARCHAR (128)

2 prop_set_name VARCHAR (128)

3 prop_name VARCHAR (128)

4 prop_value LONG VARCHAR
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component_name が SIS である場合、このパラメータはプロパ

ティを設定している Notifier、ゲートウェイ、または Carrier 
の名前です。

• prop_name このパラメータは、プロパティの名前です。

component_name が ScriptVersion である場合、このパラメー

タは定義するプロパティです。これらのプロパティは、次の
メソッドを使用して参照します。

•    DBConnectionContext からの場合：getVersion と 
getProperties

•    ServerContext からの場合：getPropertiesByVersion、
getProperties、getPropertySetNames

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link 
Java API リファレンス」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 
「Mobile Link .NET API リファレンス」を参照してください。

component_name が SIS である場合、このパラメータは 
Notifier、ゲートウェイ、または Carrier のプロパティです。プ

ロパティのリストについては、『Mobile Link サーバ起動同期

ユーザーズ・ガイド』 > 「Mobile Link 通知プロパティ」を参

照してください。

• prop_value このパラメータは、プロパティの値です。

プロパティを削除するには、prop_value パラメータを NULL 
に設定します。

サーバ起動同期 サーバ起動同期では、ml_add_property ストアド・プロシージャを使用

すると、Notifier、ゲートウェイ、Carrier のプロパティを設定できま

す。

たとえば、x という SMTP ゲートウェイのプロパティ 
server=mailserver1 を追加するには、次のように入力します。

ml_add_property( 
'SIS','SMTP(x)','server','mailserver1');
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冗長なプロパティがすべての Notifier とゲートウェイに適用されるた

め、特定の prop_set_name を指定することはできません。冗長性の設

定を変更するには、次のように prop_set_name を空のままにします。

ml_add_property( 'SIS','','verbosity',2);

プロパティの設定の詳細については、『Mobile Link サーバ起動同期

ユーザーズ・ガイド』 > 「プロパティの設定」を参照してください。

サーバ起動同期のプロパティの完全なリストについては、『Mobile 
Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 「Mobile Link 通知プロパ

ティ」を参照してください。

スクリプト・バー
ジョン

通常の Mobile Link 同期では、このストアド・プロシージャを使用し

て、プロパティをスクリプト・バージョンに関連付けることができま
す。この場合、component_name を ScriptVersion に設定します。任意

のプロパティを指定し、Java クラスまたは .NET クラスを使用してプ

ロパティにアクセスできます。

たとえば、LDAP サーバを MyVersion というスクリプト・バージョン

に関連付けるには、次のように入力します。

ml_add_property( 'ScriptVersion','MyVersion','ldap-
server','MyServer' )

詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link Java API 
リファレンス」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link 
.NET API リファレンス」で、次のメソッドを参照してください。

•    DBConnectionContext からの場合：getVersion と getProperties

•    ServerContext からの場合：getPropertiesByVersion、getProperties、
getPropertySetNames

参照 「ml_property」 628 ページ
604



第 17 章 

ユーティリティ

この章の内容 この章では、Mobile Link 同期サーバのユーティリティについて説明

します。

Mobile Link クライアントのユーティリティについては、『Mobile Link 
クライアント』 > 「ユーティリティ」を参照してください。

他の Adaptive Server Anywhere ユーティリティについては、『ASA デー

タベース管理ガイド』 > 「データベース管理ユーティリティ」を参照

してください。
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Mobile Link 停止ユーティリティ

ローカル・マシン上の Mobile Link 同期サーバを停止します。

構文 dbmlstop [ options ] [ server-name ]

パラメータ @data   このオプションを使用すると、指定された環境変数または設

定ファイルからオプションを読み込むことができます。同じ名前の環
境変数と設定ファイルが両方存在する場合は、環境変数が使用されま
す。

設定ファイルの詳細については、『ASA データベース管理ガイド』 > 
「設定ファイルの使用」を参照してください。

オプション 説明

@data 指定された環境変数または設定ファイルから
オプションを読み込む。

-f 強制シャットダウン。ハード・シャットダウ
ンが機能しない場合に使用します。

-h ハード・シャットダウン。Mobile Link がすべ

ての同期を停止して終了します。リモートに
よっては、エラーをレポートする場合があり
ます。

-q クワイエット・モード。バナーを表示しませ
ん。

-t time ソフト・シャットダウン。ただし、指定の時
間が経過したらハード・シャットダウンを実
行します。time は数字で、後ろに D、H、M、

または S ( 日、時間、分、秒 ) が続きます。た

とえば、-t 10m と指定すると、10 分後また

は現在の同期が完了した時点 ( 早い方 ) で、

サーバがシャットダウンされます。D、H、

M、S の大文字と小文字は区別されません。

-w コマンドから戻る前に、Mobile Link 同期サー

バがシャットダウンされるのを待機する。
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設定ファイル内のパスワードやその他の情報を保護する場合は、ファ
イル非表示ユーティリティを使用すると、設定ファイルの内容を難読
化できます。

『ASA データベース管理ガイド』 > 「dbfhide コマンド・ライン・ユー

ティリティを使用してファイル内容を隠す」を参照してください。

Server-name   -zs オプションで Mobile Link 同期サーバを起動した場合

は、同じサーバ名を指定してシャットダウンしてください。

詳細については、「-zs オプション」 278 ページを参照してください。

説明 デフォルト (-f、-h、-t のいずれも指定されていない場合 ) では、

dbmlstop によってソフト・シャットダウンが行われます。

• ソフト・シャットダウン これは、現在の同期が完了すると、

Mobile Link 同期サーバが新しい接続を受け入れずに終了する

ことを意味します。

• ハード・シャットダウン これは、Mobile Link 同期サーバがす

べての同期を停止して終了することを意味します。リモート
によっては、エラーをレポートする場合があります。
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Mobile Link ユーザ認証ユーティリティ

統合データベース側で Mobile Link ユーザを登録します。Adaptive 
Server Anywhere リモートの場合は、CREATE SYNCHRONIZATION 
USER 文を使用して、リモート・データベース側でユーザを事前に作

成しておきます。

構文 dbmluser [ options ] -c "connection-string"
 { -f file | -u user [ -p password ] }

オプション 説明

@data 指定された環境変数または設定ファイルか
らオプションを読み込む。

-c "keyword=value;…" データベース接続パラメータを指定する。
ODBC データ・ソースを使用して統合デー

タベースに接続するには、接続文字列に
ユーティリティのパーミッションを指定し
ます。このパラメータは必須です。

-d -f または -u で指定したユーザ名を削除す

る。

-dl このスイッチを指定すると、ウィンドウか
コマンド・ラインに、またログ・ファイル
内にも、メッセージが表示される。

-f filename 指定したファイルから、ユーザ名とパス
ワードを読み込む。ファイルは、1 行ごと

にユーザ名とパスワードが 1 つずつ、空白

スペースで区切って指定されているものを
使用します。-f または -u を指定してくださ

い。

-o filename 指定したファイルに出力メッセージのログ
を取る。
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オプション @data   このオプションを使用すると、指定された環境変数または設

定ファイルからオプションを読み込むことができます。指定された名
前の環境変数と設定ファイルが両方存在する場合は、環境変数が使用
されます。

-os size 出力ファイルのサイズを制限する。size に
は、出力メッセージのログを取るファイル
の最大サイズを、バイト単位で指定しま
す。単位をキロバイトまたはメガバイトで
指定するには、それぞれサフィックス k ま
たは m を使用します。デフォルトでは、サ

イズは無制限となります。最小のサイズ制
限は 10 KB です。

-ot filename ログ・ファイルをトランケートし、この
ファイルに出力メッセージを追加する。デ
フォルトでは、画面に出力を送信します。

-p password ユーザと関連付けるパスワード。このオプ
ションは、-u を指定した場合のみ使用でき

ます。

-pc collation-id ユーザ名とパスワードの文字セット変換用
のデータベース照合 ID を指定する。ここ

には、『ASA データベース管理ガイド』 > 
「初期化ユーティリティのオプション」に
リストされている Adaptive Server Anywhere 
照合ラベルの 1 つを指定します。このオプ

ションは、ファイルから読み込まれるユー
ザ名とパスワードが、ロケールで決定され
るデフォルトの文字セットとは異なる文字
セットでエンコードされている場合に必要
です。

-u ml_username 追加するユーザ名を指定する ( 削除する場

合は、-d を指定する )。1 行のコマンド・ラ

インで指定できるユーザは 1 人だけです。

パスワードを使用している場合は、このオ
プションを -p とともに使用します。-f また

は -u を指定してください。

オプション 説明
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設定ファイルの詳細については、『ASA データベース管理ガイド』 > 
「設定ファイルの使用」を参照してください。

設定ファイル内のパスワードやその他の情報を保護する場合は、ファ
イル非表示ユーティリティを使用すると、設定ファイルの内容を難読
化できます。

『ASA データベース管理ガイド』 > 「dbfhide コマンド・ライン・ユー

ティリティを使用してファイル内容を隠す」を参照してください。

説明 ユーザとパスワードのペアを指定すると、dbmluser ユーティリティは

まずそのユーザを追加しようとします。ユーザをすでに統合データ
ベースに追加してある場合は、そのユーザのパスワードを更新しま
す。

ユーザ名を統合データベースに登録するには、別の方法も使用できま
す。

•    Sybase Central を使用する。

•    dbmlsrv9 で -zu+ コマンド・ライン・オプションを指定する。こ

の場合、最初に同期するときに、統合データベースに追加され
ていない既存の Mobile Link ユーザが追加されます。

追加されるのは、リモート・データベースにすでに存在する Mobile 
Link ユーザです。リモート・データベース側でユーザを追加する場

合、次のオプションがあります。

•    Adaptive Server Anywhere リモートの場合、CREATE 
SYNCHRONIZATION USER を使用して名前を設定し、そのユー

ザ名で同期する。

•    Ultra Light リモートの場合は、ul_synch_info 構造体の user_name 
フィールドを使用するか、Java で、ULSynchInfo クラスの 
SetUserName() メソッドを使用してから同期する。

参照 ◆ 『Mobile Link クライアント』 > 「Mobile Link ユーザの認証」
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証明書読み込みユーティリティ

readcert ユーティリティを使用して、証明書内の値を表示し、証明書

のチェーンを検証します。

構文 readcert certificate-name

説明 指定できる証明書は楕円曲線または RSA です。

ECC_TLS または RSA_TLS 同期ストリームを介して同期が発生する

と、Mobile Link 同期サーバは、証明書をクライアントに送信します。

送信する証明書はエンティティの署名付き証明書だけでなく、自己署
名ルート証明書にまで至ります。クライアントは、チェーンが有効で
チェーン内のルート証明書が信用できることを確認します。

このユーティリティは、X509 認証証明書をスキャンし、フィールド

値を表示します。その後、証明書のチェーンが有効であることを確認
します。チェーン内のいずれかの証明書の期限が切れていたり、順序
が正しくなかったり、なかったりした場合、検証エラーが表示されま
す。

参照 •    「証明書生成ユーティリティ」 612 ページ
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証明書生成ユーティリティ

gencert ユーティリティを使用して、新しい楕円曲線証明書または 
RSA 証明書を作成するか、事前に生成した証明書要求に署名します。

構文 gencert [ -c | -s ] [ -r | -q ]

オプション 説明

-c 他の証明書の署名に使用できる証明書を指
定する。-r と共に使用すると、エンタープ

ライズ・ルート証明書が生成されます。

-s サーバ識別証明書を指定する。サーバ識別
情報は、サーバのプライベート・キーとパ
ブリック証明書を組み合わせたものです。
Mobile Link 同期サーバを起動するとき 
(Mobile Link トランスポート・レイヤ・セ

キュリティの場合 )、またはデータベース・

サーバを起動するとき (Adaptive Server 
Anywhere クライアント・サーバのトランス

ポート・レイヤ・セキュリティの場合 )、
サーバ識別証明書が参照されます。-r と共

に使用すると、自己署名証明書が生成され
ます。

-r 自己署名ルート証明書を指定する。-s と共

に使用すると、自己署名証明書が作成され
ます。-c と共に使用すると、他の証明書の

署名に使用できるエンタープライズ・ルー
ト証明書が作成されます。他のオプション
は使用せずに gencert -r を指定すると、

サーバ証明書またはエンタープライズ・
ルートとして使用できる証明書が作成され
ます。このオプションは、-q との互換性は

ありません。
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-s または -c を指定しない場合、証明書には両方のオプションで提供

される機能が含まれます。つまり、この証明書は、他の証明書の署名
で使用することも、サーバ証明書として直接使用することもできま
す。

説明 gencert ユーティリティを使用すると、Mobile Link 同期または 
Adaptive Server Anywhere クライアント・サーバ通信を保護するために

使用される、信頼できるパブリック証明書、プライベート・キー、
サーバ証明書を生成できます。このユーティリティは、各種のセキュ
リティ設定に対して、X509 証明書 ( 標準の証明書形式 ) を作成しま

す。

gencert ユーティリティでは、次の情報の入力が要求されます。

• 暗号化 楕円曲線暗号化または RSA 暗号化の選択が要求され

ます。楕円曲線証明書を生成する場合は、gencert は楕円曲線

キー・ペアを生成します。RSA 証明書を生成する場合、

gencert は 512 ～ 2048 の範囲でキー・サイズを指定するよう

に要求し、RSA を使用して証明書を作成します ( 一般に、

キーが長くなるほど暗号化は強力になりますが、処理時間が
長くなります )。

どちらの暗号化を選択する場合も、サーバとクライアントを
起動するときに、その暗号化を指定してください。ECC 証明

書の場合は ecc_tls を指定し、RSA 証明書の場合は rsa_tls また

は rsa_tls_fips を指定します。

-q request-file 事前に生成した証明書要求に署名する。-s 
と共に使用すると、サーバ証明書が作成さ
れます。-c と共に使用すると、他の証明書

の署名に使用できるエンタープライズ・
ルート証明書が作成されます。他のオプ
ションは使用せずに gencert -q を指定する

と、サーバ証明書またはエンタープライ
ズ・ルートとして使用できる証明書が作成
されます。-q オプションは、-r オプション

との互換性はありません。

オプション 説明
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• 国、都道府県、地方 これらの値は、一般的な証明書識別情報

を提供します。グローバル署名証明書を使用する予定の場合
は、サード・パーティの認証局によって地方フィールドも要
求されます。

認証局の使用の詳細については、「グローバル署名証明書」 
214 ページを参照してください。

• 組織、組織単位、通称 これらのフィールドによって、クライ

アントが正しい証明書を認証していることがさらに保証され
ます。クライアント側では、これらは certificate_company、
certificate_unit、certificate_name というプロトコル・オプショ

ンにそれぞれ対応します。

「証明書フィールドの確認」 223 ページを参照してください。

• シリアル番号 証明書のシリアル番号の選択が要求されます。

シリアル番号は英数字です。

• 証明書の有効期間 ( 年数 ) エンタープライズ・ルート証明書

の有効期間 ( 年数 ) が要求されます。エンタープライズ・

ルート証明書が失効すると、署名されているすべてのサーバ
証明書も無効になります。指定した期間が過ぎると、エン
タープライズ・ルート、各サーバ証明書、クライアントに配
布されるパブリック証明書を再生成する必要があります。

• プライベート・キーを保護するためのパスワードを入力して

ください。 certificate_password プロトコル・オプションで指定

するパスワードです。

• 証明書を保存するファイル名を入力してください。 証明書の

ファイル名とロケーションを選択します。

• プライベート・キーを保存するファイル名を入力してくださ

い。 プライベート・キーのファイル名とロケーションを選択

します。

• サーバ ID を保存するファイル名を入力してください。 自己署

名ルート証明書を作成している場合のみ、この情報の入力が
要求されます。サーバ証明書のファイル名とロケーションを
選択します。
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参照 Mobile Link 同期を保護するための証明書の使用については、『Mobile 
Link 管理ガイド』 > 「Mobile Link トランスポート・レイヤ・セキュリ

ティ」を参照してください。

Adaptive Server Anywhere RDBMS を保護するための証明書の使用につ

いては、『SQL Anywhere Studio セキュリティ・ガイド』 > 「Adaptive 
Server Anywhere トランスポート・レイヤ・セキュリティ」を参照し

てください。

◆ 「証明書読み込みユーティリティ」 611 ページ

◆ 『ASA データベース管理ガイド』 > 「-ec サーバ・オプション」

◆ 『ASA データベース管理ガイド』 > 「Encryption 接続パラメー

タ [ENC]」
◆ 「FIPS 140-2 承認」 207 ページ

例 •    次の例では、gencert -r オプションを使用して、RSA 自己署名

サーバ証明書を生成します。

> gencert -r
 Certificate Generation Tool
 Choose certificate type ((R)SA or (E)CC): R
 Enter key length (512-2048): 1024
 Generating key pair...
 Country: CA
 State/Province: ON
 Locality: Waterloo
 Organization: Sybase, Inc.
 Organizational Unit: IAS
 Common Name: MobiLink
 Serial Number: 123
 Certificate valid for how many years: 12
 Enter password to protect private key: mypwd123
 Enter file path to save certificate: 
public_cert.crt
 Enter file path to save private key: 
server_key.pri
 Enter file path to save server identity: 
server_cert.crt

自己署名パブリック証明書 public_cert.crt をクライアントに配布

します。サーバ証明書 server_cert.crt にはサーバ証明書とプライ

ベート・キーが含まれ、Mobile Link 同期サーバ (Mobile Link ト
ランスポート・レイヤ・セキュリティの場合 ) またはデータ
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ベース・サーバ (Adaptive Server Anywhere クライアント・サーバ

のトランスポート・レイヤ・セキュリティの場合 ) で保存され

ます。

•    次の例では、gencert -r および -c オプションを使用して、エン

タープライズ・ルート証明書を生成します。

> gencert -r -c
 Certificate Generation Tool
 Choose certificate type ((R)SA or (E)CC): E
 Generating key pair...
 Country: CA
 State/Province: ON
 Locality: Waterloo
 Organization: Sybase, Inc.
 Organizational Unit: IAS
 Common Name: MobiLink
 Serial Number: 123
 Certificate valid for how many years: 15
 Enter password to protect private key: mypwd123
 Enter file path to save certificate: 
public_root_cert.crt
 Enter file path to save private key: root_key.pri

パブリック・エンタープライズ・ルート証明書 
public_root_cert.crt が、クライアントに配布されます。エンター

プライズ・プライベート・キー root_key.pri を、安全なロケー

ションに保存します。生成されたファイルを使用して、サーバ
証明書に署名できます。

•    次の例では、gencert -s オプションを使用して、署名されたサー

バ証明書を作成します。

> gencert -s
 Certificate Generation Tool
 Choose certificate type ((R)SA or (E)CC): E
 Generating key pair...
 Country: CA
 State/Province: ON
 Locality: Waterloo
 Organization: Sybase, Inc.
 Organizational Unit: IAS
 Common Name: MobiLink
 Serial Number: 123
 Certificate valid for how many years: 7
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 Enter file path of signer's certificate: 
public_root_cert.crt
 Enter file path of signer's private key: 
root_key.pri
 Enter password for signer's private key: mypwd123
 Enter password to protect private key: 
SERV1privatekeypwd
 Enter file path to save server identity: 
serv1_cert.crt

証明書の署名として、前の例で作成されたエンタープライズ・
ルート証明書を使用します。Mobile Link 同期サーバまたはデー

タベース・サーバを起動するときに、サーバ識別情報 
serv1_cert.crt およびパスワード SERV1privatekeypwd を参照しま

す。

•    次の例では、gencert -q オプションを使用して、certreq.txt という

証明書要求に署名します。

>gencert -s -q certreq.txt
 Certificate Generation Tool
 Serial Number: 01
 Certificate valid for how many years: 10
 Enter file path of signer's certificate: 
rsaroot.crt
 Enter file path of signer's private key: 
rsaroot.key
 Enter password for signer's private key: test
 Enter file path to save certificate: testcert.crt
 Save entire chain (y/n): y

証明書要求は、reqtool を使用して作成されます。詳細について

は、次の項目を参照してください。

•    「グローバル署名証明書」 214 ページ (Mobile Link トランス

ポート・レイヤ・セキュリティの場合 )

•    『SQL Anywhere Studio セキュリティ・ガイド』 > 「グロー

バル署名証明書」 (Adaptive Server Anywhere トランスポー

ト・レイヤ・セキュリティの場合 )
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第 18 章 

Mobile Link システム・テーブル

この章の内容 この章では、Mobile Link の管理テーブルについて説明します。
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概要
概要

Mobile Link システム・テーブルには、Mobile Link ユーザ、サブスク

リプション、テーブル、スクリプト、スクリプト・バージョンの情報
が保管されています。このシステム・テーブルは統合データベース用
の Mobile Link 設定スクリプトを実行したときに作成され、Mobile 
Link を使用するたびに更新されます。Mobile Link システム・テーブ

ルは、直接変更できる点が RDBMS システム・テーブルと異なりま

す。

このテーブルを作成する方法については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 
「統合データベースの設定」を参照してください。

Mobile Link システム・テーブルは統合データベースに格納されます。

ほとんどのシステム・テーブルとは異なり、Mobile Link システム・

テーブルは修正できます。しかし、まれな状況を除き、直接修正しな
いでください。また、ml_qa で始まる Mobile Link システム・テーブ

ルは変更しないでください。

Adaptive Server Anywhere のリモート・データベースにもシステム・

テーブルがあります。詳細については、『ASA SQL リファレンス・マ

ニュアル』 > 「システム・テーブル」を参照してください。Ultra Light 
データベースにはシステム・テーブルがありません。

説明 •    この章では、Adaptive Server Anywhere 統合データベースの 
Mobile Link システム・テーブルで使用されるデータ型について

説明します。一部の RDBMS では、データ型が多少異なります。

•    IBM DB2 UDB バージョン 5.2 では、カラム名と他の識別子に 18 
文字までしか使用できません。DB2 5.2 統合データベースでは、

Mobile Link システム・テーブルが必要に応じてトランケートさ

れます。
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ml_connection_script
指定されたスクリプト・バージョンにおいて、スクリプトを指定され
たイベントに関連付けます。

備考 ml_connection_script Mobile Link システム・テーブルの内容を簡単に表

示できるビュー (ml_connection_scripts) があります。

 カラム 説明

version_id INTEGER。プライマリ・キー。接続スクリプトのバー

ジョンです。version_id カラムは、ml_script_version テーブ

ルの version_id カラムを参照します。

event VARCHAR(128)。プライマリ・キー。event カラムは、接

続スクリプトをトリガするイベントの名前を格納します。

script_id INTEGER。外部キー。script_id カラムは、ml_script システ

ム・テーブルの script_id カラムを参照します。接続スクリ

プトのテキストは、ml_script システム・テーブルに格納さ

れます。
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ml_device
このテーブルは、サーバ起動同期にのみ使用されます。また、この
テーブルにはデバイスの追跡に必要なデバイス名が格納されます。

説明 • device_name デバイスに指定されている名前。dblsn -e オプ

ションを使用して名前を指定した場合を除き、この名前はオ
ペレーティング・システムから取り出されます。

• listener_version このフィールドには、デバイスにインストー

ルされているソフトウェア用の SQL Anywhere Studio のバー

ジョン番号が含まれています。この値を変更してもソフト
ウェアの動作には影響しませんが、この値は診断時に役立つ
ことがあります。

• listener_protocol バージョン 9.0.1 よりも前の SQL Anywhere 
Studio の Listener と、-s オプションを使用して起動した 
Listener の場合、この値は 0 です。9.0.0 よりも後の Palm 
Listener の場合は 1 です。-s オプションを使用せずに起動し

た、9.0.0 よりも後の Windows Listeners の場合は 2 です。

• info デバイスの情報。このフィールドに情報が格納されるの

は、dblsn -f オプションを使用して情報を入力した場合です。

• ignore_tracking このカラムが y である場合は、追跡情報は

ローに書き込まれません。このカラムが n である場合は、追

跡情報がローに書き込まれます。

 カラム 説明

device_name  VARCHAR(255)。プライマリ・キー。

listener_version VARCHAR(128)。非 null。

listener_protocol INTEGER。非 null。

info VARCHAR(255)。非 null。

ignore_tracking CHAR(1)。非 null。

source VARCHAR(255)。非 null。
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• source デバイスの自動追跡機能によってローが作成された場

合、このカラムは tracking です。そうでない場合は、このカ

ラムは空です。ただし、ストアド・プロシージャを使用して
このカラムを変更し、このローのデータの取得先に関する情
報を追加した場合を除きます。このカラムが tracking に設定

されていない場合は、カラムの値がソフトウェアの動作に影
響することはありません。

備考 Mobile Link システム・テーブル ml_device、ml_device_address、
ml_listening には、サーバ起動同期に使用されるデバイスに関する情

報が格納されています。DeviceTracker ゲートウェイは、この情報を使

用して、Mobile Link ユーザ名ごとにターゲット・デバイスを処理し

ます。

ほとんどの場合、これらのテーブルを変更する必要はありません。た
だし、デバイスがデバイス追跡機能をサポートしていない場合、また
はトラブルシューティングのためにデバイス追跡機能を無効にする場
合は、事前に定義されたストアド・プロシージャを使用して、このシ
ステム・テーブルのローを追加または削除できます。詳細について
は、『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 「デバイス・

トラッキングをサポートしない場合のデバイス・トラッキングと 
Listener の使用」を参照してください。

自動追跡機能を停止する場合は、override_tracking を y に設定します。

また、この場合は tracking 以外のソース名を使用してください。詳細

については、『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 
「ml_set_device」 を参照してください。

参照 ◆ 『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 
「ml_set_device」

◆ 『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 
「ml_delete_device」
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ml_device_address
このテーブルは、サーバ起動同期にのみ使用されます。また、この
テーブルにはデバイスの追跡に必要なアドレス情報が格納されます。

説明 • device_name デバイスに指定されている名前。dblsn -e オプ

ションを使用して名前を指定した場合を除き、この名前はオ
ペレーティング・システムから取り出されます。

• medium UDP では、これは _UDP_ です。それ以外の場合、こ

れはネットワーク・プロバイダ ID です。

• address UDP では、これは ip:port-number です。この場合、ip 
は IP アドレスまたはホスト名です。SMTP では、これは電話

番号です。

• active アクティブな場合、これは y で、それ以外の場合は n 
です。DeviceTracker ゲートウェイは、UDP チャネルの応答が

なく、予備の SMTP 配信パスがある場合に UDP チャネルを非

アクティブにすることがあります。

• last_modified このローが最後に更新されたのがいつであるか

を示します。

 カラム 説明

device_name  VARCHAR(255)。プライマリ・キー。外部キー参照 
dbo.ml_device。非 null。

medium VARCHAR(255)。プライマリ・キー。非 null。

address VARCHAR(255)。非 null。

active CHAR(1)。非 null。

last_modified タイムスタンプ。非 null。デフォルトのタイムスタンプ。

ignore_tracking CHAR(1)。非 null。

source VARCHAR(255)。非 null。
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• ignore_tracking このカラムが y である場合は、追跡情報は

ローに書き込まれません。このカラムが n である場合は、追

跡情報がローに書き込まれます。

• source デバイスの自動追跡機能によってローが作成された場

合、このカラムは tracking です。そうでない場合は、このカ

ラムは空です。ただし、ストアド・プロシージャを使用して
このカラムを変更し、このローのデータの取得先に関する情
報を追加した場合を除きます。このカラムが tracking に設定

されていない場合は、カラムの値がソフトウェアの動作に影
響することはありません。

備考 Mobile Link システム・テーブル ml_device、ml_device_address、
ml_listening には、サーバ起動同期に使用されるデバイスに関する情

報が格納されています。DeviceTracker ゲートウェイは、この情報を使

用して、Mobile Link ユーザ名ごとにターゲット・デバイスを処理し

ます。

ほとんどの場合、これらのテーブルを変更する必要はありません。た
だし、デバイスがデバイス追跡機能をサポートしていない場合、また
はトラブルシューティングのためにデバイス追跡機能を無効にする場
合は、事前に定義されたストアド・プロシージャを使用して、このシ
ステム・テーブルのローを追加または削除できます。詳細について
は、『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 「デバイス・

トラッキングをサポートしない場合のデバイス・トラッキングと 
Listener の使用」を参照してください。

自動追跡機能を停止する場合は、override_tracking を y に設定します。

また、この場合は tracking 以外のソース名を使用してください。詳細

については、『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 
「ml_set_device_address」 を参照してください。

参照 ◆ 『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 
「ml_set_device_address」

◆ 『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 
「ml_delete_device_address」
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ml_listening
このテーブルは、サーバ起動同期にのみ使用されます。また、Mobile 
Link ユーザ名を、デバイスの追跡に使用するデバイス名にマッピング

します。

説明 • ml_user Mobile Link ユーザ名。これによって、リモート・

データベースがユニークに識別されます。

dblsn -t+ オプションを使用する場合は、ml_user に対して定義

されているエイリアスです。詳細については、『Mobile Link 
サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 「デバイス・トラッキ

ング用の Listener オプション」を参照してください。

• device_name デバイスに指定されている名前。dblsn -e オプ

ションを使用して名前を指定した場合を除き、この名前はオ
ペレーティング・システムから取り出されます。

• listening  アクティブな Listener の場合、これは y で、それ以

外の場合は n です。このフィールドは、dblsn オプション -t を
使用したときに設定されます。また、ストアド・プロシー
ジャを使用して手動で設定することもできます。

• ignore_tracking このカラムが y である場合は、追跡情報は

ローに書き込まれません。このカラムが n である場合は、追

跡情報がローに書き込まれます。

カラム 説明

 ml_user  VARCHAR(128)。プライマリ・キー。非 null。

device_name VARCHAR(255)。外部キー参照 dbo.ml_device。非 null。

listening CHAR(1)。非 null。

ignore_tracking CHAR(1)。非 null。

source VARCHAR(255)。非 null。
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• source デバイスの自動追跡機能によってローが作成された場

合、このカラムは tracking です。そうでない場合は、このカ

ラムは空です。ただし、ストアド・プロシージャを使用して
このカラムを変更し、このローのデータの取得先に関する情
報を追加した場合を除きます。このカラムの値は、ソフト
ウェアの動作に影響しません。

備考 Mobile Link システム・テーブル ml_device、ml_device_address、
ml_listening には、サーバ起動同期に使用されるデバイスに関する追

跡情報が格納されています。DeviceTracker ゲートウェイは、この情報

を使用して、Mobile Link ユーザ名ごとにターゲット・デバイスを処

理します。

ほとんどの場合、これらのテーブルを変更する必要はありません。た
だし、デバイスがデバイス追跡機能をサポートしていない場合、また
はトラブルシューティングのためにデバイス追跡機能を無効にする場
合は、事前に定義されたストアド・プロシージャを使用して、この
テーブルのローを追加または削除できます。詳細については、
『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 「デバイス・ト

ラッキングをサポートしない場合のデバイス・トラッキングと 
Listener の使用」を参照してください。

自動追跡機能を停止する場合は、override_tracking を Yes に設定しま

す。また、この場合は tracking 以外のソース名を使用してください。

参照 ◆ 『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 
「ml_set_listening」

◆ 『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガイド』 > 
「ml_delete_listening」
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ml_property
いくつかの Mobile Link のプロパティを格納します。

説明 • component_name ユーザ定義のプロパティの場合、これは 
ScriptVersion または SIS です。

• prop_set_name component_name が ScriptVersion である場合、

これはスクリプト・バージョンの名前です。

component_name が SIS である場合、これはプロパティを設定

している Notifier、ゲートウェイ、または Carrier の名前です。

• prop_name これは、プロパティの名前です。

component_name が ScriptVersion である場合、これはユーザ

定義のプロパティです。

component_name が SIS である場合、これは Notifier、ゲート

ウェイ、または Carrier のプロパティです。プロパティのリス

トについては、『Mobile Link サーバ起動同期ユーザーズ・ガ

イド』 > 「Mobile Link 通知プロパティ」を参照してください。

• prop_value これは、プロパティの値です。

備考 このテーブルには、名前と値の組み合わせが格納されます。このテー
ブルの一部のプロパティは、Mobile Link によって内部的に使用され

ます。さらに、ストアド・プロシージャ ml_add_property を使用して、

このテーブルにローを追加または削除できます。

 カラム 説明

 
component_nam
e

VARCHAR(128)。複合プライマリ・キーの最初の部分。

property_set_na
me

VARCHAR(128)。複合プライマリ・キーの 2 番目の部分。

property_name VARCHAR(128)。複合プライマリ・キーの 3 番目の部分。

property_value LONG VARCHAR
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component_name ScriptVersion を使用すると、スクリプト・バージョ

ンごとに情報を格納し、その情報に Java や .NET のスクリプト論理で

アクセスできます。

このテーブルには、component_name、property_set_name、
property_name で構成される複合プライマリ・キーがあります。

参照 ◆ 「ml_add_property」 602 ページ
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ml_qa_delivery
このテーブルは、QAnywhere アプリケーション用にのみ使用されま

す。

備考 このテーブルの所有者は ml_qa_user_group です。

カラム 説明

msgid VARCHAR(255)。グローバルにユニークなメッセージ識別

子。

address VARCHAR(255)。ターゲット受信者のアドレス。

client VARCHAR(255)。ターゲット受信者のクライアント。

status INTEGER。メッセージのステータス。1 ( 保留 )、10 ( 受信

中 )、30 ( 有効期限切れ )、50 ( 受信可能 )、60 ( 受信済み ) 
のいずれかです。

statustime TIMESTAMP。このステータスになった日時。

verbiage VARCHAR(32767)。ステータスのローカライズされた説明 
( 存在する場合 )。

syncstatus INTEGER。このメッセージに関する、クライアントと

サーバ間の同期の状態。0 ( 非同期 )、1 ( 同期 )、2 ( メッ

セージが同期することはない ) のいずれかです。

receiverid VARCHAR(128)。メッセージの受信者を識別する、受信者

によって設定される識別子 ( 存在する場合 )。

last_modified TIMESTAMP。ステータスが最後に変更された日時。
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ml_qa_delivery_client

備考 このテーブルの所有者は ml_qa_user_group です。

カラム 説明

msgid VARCHAR(255)。グローバルにユニークなメッセージ識別

子。

address VARCHAR(255)。ターゲット受信者のアドレス。

client VARCHAR(255)。ターゲット受信者のクライアント。

status INTEGER。メッセージのステータス。1 ( 保留 )、10 ( 受信

中 )、30 ( 有効期限切れ )、50 ( 受信可能 )、60 ( 受信済み ) 
のいずれかです。

statustime TIMESTAMP。このステータスになった日時。

verbiage VARCHAR(32767)。ステータスのローカライズされた説明 
( 存在する場合 )。

syncstatus INTEGER。このメッセージに関する、クライアントと

サーバ間の同期の状態。0 ( 非同期 )、1 ( 同期 )、2 ( メッ

セージが同期することはない ) のいずれかです。

receiverid VARCHAR(128)。メッセージの受信者を識別する、受信者

によって設定される識別子 ( 存在する場合 )。
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ml_qa_global_props
このテーブルは、QAnywhere アプリケーション用にのみ使用されま

す。このテーブルには、グローバルな name-value の組み合わせが含

まれています。この組み合わせは、転送ルールで使用されます。

備考 このテーブルには、クライアントと名前で構成された複合プライマ
リ・キーがあります。

このテーブルの所有者は ml_qa_user_group です。

このテーブルの内容は修正しないでください。

 カラム 説明

client VARCHAR(255)。プライマリ・キー。プロパティに関連付

けられているクライアント。クライアント値が ' ' の場合

は、すべてのクライアントにとってグローバルなプロパ
ティを表します。

name VARCHAR(255)。プライマリ・キー。プロパティ名。

modifiers INTEGER。プロパティを詳しく説明するためのビット・

フィールド。現在は、先頭ビットのみが、同期できないプ
ロパティを指定するために使用されています。他のすべて
のビット・フィールドは、今後の使用のために確保されて
います。

value VARCHAR(32767)。プロパティの値。

last_modified TIMESTAMP。値が最後に変更された日時。プロパティを

クライアントといつ同期する必要があるかを指定するため
に必要です。
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ml_qa_global_props_client
このテーブルは、QAnywhere アプリケーション用にのみ使用されま

す。また、このテーブルは ml_qa_global_props と同じです。必要に応

じて、QAnywhere Agent によってリモート・データベースに作成され

ます。

このテーブルの内容は修正しないでください。

備考 このテーブルの所有者は ml_qa_user_group です。

このテーブルの内容は修正しないでください。

参照 ◆ 「ml_qa_global_props」 632 ページ

 カラム 説明

name VARCHAR(255)。プライマリ・キー。プロパティ名。

modifiers INTEGER。プロパティを詳しく説明するためのビット・

フィールド。現在は、先頭ビットのみが、同期できないプ
ロパティを指定するために使用されています。他のすべて
のビット・フィールドは、今後の使用のために確保されて
います。

value VARCHAR(32767)。プロパティの値。
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ml_qa_notifications
このテーブルは、QAnywhere アプリケーション用にのみ使用されま

す。また、同期の開始を通知する QAnywhere ユーザを判別するため

に Notifier によって使用されます。

備考 このテーブルの所有者は ml_qa_user_group です。

このテーブルの内容は修正しないでください。

 カラム 説明

user_id  INTEGER。プライマリ・キー。

name VARCHAR(128)。Mobile Link ユーザ名。これによって、リ

モート・データベースがユニークに識別されます。
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ml_qa_repository
このテーブルは、QAnywhere アプリケーション用にのみ使用されま

す。このテーブルには、メッセージとそのプロパティが格納されま
す。

備考 このテーブルの所有者は ml_qa_user_group です。

このテーブルの内容は修正しないでください。

 カラム 説明

seqno  BIGINT。メッセージ全体の順序を指定するために使用さ

れます。正確なキューイングに必要です。

 msgid VARCHAR(255)。プライマリ・キー。グローバルにユニー

クなメッセージ識別子。

originator VARCHAR(255)。送信元の Mobile Link ユーザの名前。

priority INTEGER。0 ～ 9 の数字。優先度が高い数字が付いている

メッセージが配信されてから、優先度の低い数字が付いて
いるメッセージが配信されます。デフォルトは 4 です。

expires TIMESTAMP。有効期限の日時で、これを過ぎるとメッ

セージが配信されなくなります。

kind INTEGER。メッセージがバイナリ (1) であるか、テキスト 
(2) であるかを示します。

contentsize BIGINT。メッセージのサイズ。バイナリ・メッセージの

場合はバイト数です。テキスト・メッセージの場合は文字
数です。

props LONG BINARY。メッセージのプロパティのエンコード。

プロパティの詳細については、「ml_qa_repository_props」 
639 ページ を参照してください。

content LONG BINARY。メッセージの内容。テキスト・メッセー

ジは、UTF-8 でエンコードされます。
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ml_qa_repository_client
このテーブルは、QAnywhere アプリケーション用にのみ使用されま

す。また、このテーブルは ml_qa_repository と同じです。必要に応じ

て、QAnywhere Agent によってリモート・データベースに作成されま

す。

備考 このテーブルの所有者は ml_qa_user_group です。

 カラム 説明

seqno  BIGINT。メッセージ全体の順序を指定するために使用さ

れます。正確なキューイングに必要です。

 msgid VARCHAR(255)。プライマリ・キー。グローバルにユニー

クなメッセージ識別子。

 syncstatus  INTEGER。このメッセージに関する、クライアントと

サーバ間の同期の状態。0 は同期していない状態を表し、

1 は同期している状態を表します。2 はメッセージが同期

できないことを表します。

originator VARCHAR(255)。送信元の Mobile Link ユーザの名前。

priority INTEGER。0 ～ 9 の数字。優先度が高い数字が付いている

メッセージが配信されてから、優先度の低い数字が付いて
いるメッセージが配信されます。デフォルトは 4 です。

expires TIMESTAMP。有効期限の日時で、これを過ぎるとメッ

セージが配信されなくなります。

kind INTEGER。メッセージがバイナリ (1) であるか、テキスト 
(2) であるかを示します。

contentsize BIGINT。メッセージのサイズ。バイナリ・メッセージの

場合はバイト数です。テキスト・メッセージの場合は文字
数です。

props LONG BINARY。メッセージのプロパティのエンコード。

プロパティの詳細については、「ml_qa_repository_props」 
639 ページ を参照してください。

content LONG BINARY。メッセージの内容。テキスト・メッセー

ジは、UTF-8 でエンコードされます。
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このテーブルの内容は修正しないでください。

参照 ◆ 「ml_qa_repository」 635 ページ
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ml_qa_repository_content_client
このテーブルは、QAnywhere アプリケーション用にのみ使用されま

す。また、このテーブルは ml_qa_repository_content と同じです。必要

に応じて、QAnywhere Agent によってリモート・データベースに作成

されます。

このテーブルの所有者は ml_qa_user_group です。

このテーブルの内容は修正しないでください。
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ml_qa_repository_props
このテーブルは、QAnywhere アプリケーション用にのみ使用されま

す。また、これは ml_qa_repository テーブルの props カラムを拡張し

たものです。必要に応じて、プロパティは転送ルールのエンジンに
よってのみ拡張されます。関連付けられたルールがない場合は、プロ
パティは拡張されません。

備考 このテーブルの所有者は ml_qa_user_group です。

このテーブルの内容は修正しないでください。

このテーブルには、msgid と名前で構成された複合プライマリ・キー

があります。

 カラム 説明

msgid  VARCHAR(255)。プライマリ・キー。グローバルにユニー

クなメッセージ識別子。

name VARCHAR(255)。プライマリ・キー。プロパティ名。プロ

パティ名が Unicode で指定されている場合は、データベー

スのネイティブの文字セットに変換されます。

value VARCHAR(32767)。プロパティの値。
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ml_qa_repository_props_client
このテーブルは、QAnywhere アプリケーション用にのみ使用されま

す。また、このテーブルは ml_qa_repository_props と同じです。必要

に応じて、QAnywhere Agent によってリモート・データベースに作成

されます。

このテーブルの内容は修正しないでください。

備考 このテーブルの所有者は ml_qa_user_group です。

参照 ◆ 「ml_qa_repository_props」 639 ページ

 カラム 説明

msgid VARCHAR(255)。プライマリ・キー。グローバルにユニー

クなメッセージ識別子。

name VARCHAR(255)。プライマリ・キー。プロパティ名。プロ

パティ名が Unicode で指定されている場合は、データベー

スのネイティブの文字セットに変換されます。

value VARCHAR(32767)。プロパティの値。
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ml_qa_repository_staging
このテーブルは、QAnywhere アプリケーション用にのみ使用されま

す。これには、QAnywhere クライアントに送信されるメッセージが格

納されます。

カラム 説明

seqno BIGINT。メッセージ全体の順序を指定するために使用さ

れます。正確なキューイングに必要です。

msgid VARCHAR(255)。プライマリ・キー。グローバルにユニー

クなメッセージ識別子。

destination VARCHAR(255)。メッセージのアドレス。

originator VARCHAR(255)。送信元の Mobile Link ユーザの名前。

status VARCHAR(255)。メッセージのステータス。pending、
receiving、received、unreceivable、expired、または 
cancelled に指定できます。デフォルトは pending です。

statustime TIMESTAMP。ステータスが最後に変更された日時。

uploaded BIT。送信者と受信者のメッセージのステータスが同期し

ているかどうかを示します。0 は同期していない状態を示

し、1 は同期している状態を示します。デフォルトは 0 で
す。

expires TIMESTAMP。有効期限の日時で、これを過ぎるとメッ

セージが配信されなくなります。

priority INTEGER。0 ～ 9 の数字。常に、優先度が高い数字が付い

ているメッセージが配信されてから、優先度の低い数字が
付いているメッセージが配信されます。デフォルトは 4 で
す。

props LONG BINARY。メッセージのプロパティのエンコード。

kind INTEGER。メッセージがバイナリ (1) であるか、テキスト 
(2) であるかを示します。

content LONG BINARY。メッセージの内容。テキスト・メッセー

ジは、UTF-8 でエンコードされます。
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ml_qa_repository_staging
備考 このテーブルの所有者は ml_qa_user_group です。

このテーブルの内容は修正しないでください。

contentsize BIGINT。メッセージのサイズ。バイナリ・メッセージの

場合はバイト数です。テキスト・メッセージの場合は文字
数です。

mluser VARCHAR(128)。Mobile Link ユーザ名。これによって、リ

モート・データベースがユニークに識別されます。

カラム 説明
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ml_qa_status_staging
このテーブルは、QAnywhere アプリケーション用にのみ使用されま

す。また、これは送信元のクライアントとの同期ステータスが変化し
たときに使用される中間テーブルです。

備考 このテーブルの所有者は ml_qa_user_group です。

このテーブルの内容は修正しないでください。

 カラム 説明

 msgid VARCHAR(255)。プライマリ・キー。グローバルにユニー

クなメッセージ識別子。

status VARCHAR(255)。メッセージのステータス。pending、
receiving、received、unreceivable、expired、または 
cancelled に指定できます。デフォルトは pending です。

statustime TIMESTAMP。ステータスが最後に変更された日時。

mluser VARCHAR(128)。Mobile Link ユーザ名。これによって、リ

モート・データベースがユニークに識別されます。
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ml_script
ml_script
すべてのスクリプトのテキストを格納します。

カラム 説明

script_id INTEGER。プライマリ・キー。script_id カラムは、スクリ

プトを識別するユニークな整数を格納します。

script TEXT。script カラムはスクリプトのテキストを格納しま

す。

script_language VARCHAR(128)。script_language カラムは、スクリプトに

使用されるスクリプト言語を格納します。スクリプト言語
は、sql、java、または dnet が使用できます。
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ml_script_version
各スクリプト・バージョンと関連づけられたスクリプトの名前、ID、

コメントを格納します。

カラム 説明

version_id INTEGER。プライマリ・キー。version_id カラムは、バー

ジョンを識別するユニークな整数を格納します。

name VARCHAR(128)。name カラムは、バージョンに指定された任

意の名前を格納します。

description TEXT。description カラムは、バージョンに指定された任意の

説明を格納します。この説明は Mobile Link が使用するもので

はありませんが、アプリケーション固有のコメントとして役
立ちます。たとえば、指定したスクリプト・バージョンの目
的を説明します。
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ml_scripts_modified
ml_scripts_modified
スクリプト・テーブルが最後に変更された時刻を格納します。Mobile 
Link サーバは、新しいスクリプトをロードするかどうか決定するため

にこのテーブルを確認します。

カラム 説明

last_modified DATETIME。プライマリ・キー。last_modified カラムは、

ml_script_version、ml_script、または ml_connection_script シ
ステム・テーブルが最後に変更された時刻を格納します。
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ml_subscription
Adaptive Server Anywhere リモート・データベースの各サブスクリプ

ションに対するログ・オフセット (progress) を追跡します。

備考 「progress」は、「オフセット」または「ステータス」とも呼ばれ、リ

モート・データベースのトランザクション・ログの位置を示します。
これは、サブスクリプションに対するすべての操作がアップロードさ
れ確認された点を示します。dbmlsync は、オフセットを使用してどの

データをアップロードするか決定します。

カラム 説明

user_id INTEGER。プライマリ・キー。user_id カラムは、

ml_user テーブルの user_id カラムを参照します。これ

は、パブリケーションにサブスクライブしたユーザの 
ID です。

subscription_id VARCHAR(128)。プライマリ・キー。subscription_id 
は、リモートの Adaptive Server Anywhere が生成する

番号です。

publication_name VARCHAR(128)。プライマリ・キー。

publication_name は、ユーザが定義したパブリケー

ションの名前を格納します。

progress NUMERIC(20,0)。progress はオフセットまたはステー

タスとも呼ばれ、サブスクリプションのすべての操作
がアップロードされたところまでのリモート・トラン
ザクション・ログの位置を示します。このカラムは、
バージョン 8.0 以降のデータベースに使用されます。

バージョン 7 のデータベースでは、progress は ml_user 
テーブルに格納されます。

last_download_time TIMESTAMP。指定したユーザまたはサブスクリプ

ションのダウンロードが、統合データベースに最後に
適用された時刻を示します。デフォルトは January 1, 
1900, 00:00:00 です。

last_upload_time TIMESTAMP。指定したユーザまたはサブスクリプ

ションのアップロードが、統合データベースに最後に
適用された時刻を示します。デフォルトは January 1, 
1900, 00:00:00 です。
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ml_subscription
リモート・データベースでは、オフセットは SYS.SYSSYNC システ

ム・テーブルの progress カラムに格納されます。

統合データベースでは、バージョン 7.x データベースのオフセットは 
ml_user テーブルの progress カラムに格納され、バージョン 8.0 以降の

データベースのオフセットは ml_subscription テーブルの progress カラ

ムに格納されます。
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ml_table
リモート・テーブルの名前を格納します。このリストには、Sybase 
Central で同期テーブルとしてマーク付けされたすべてのテーブルが

含まれます。

カラム 説明

table_id INTEGER。プライマリ・キー。table_id カラムは、テーブルを

識別するユニークな整数を格納します。

name VARCHAR(128)。name カラムは、テーブルに指定された任意

の名前を格納します。
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ml_table_script
ml_table_script
指定されたスクリプト・バージョンにおいて、テーブル・スクリプト
を指定されたテーブルとイベントに関連付けます。

備考 ml_table_script Mobile Link システム・テーブルの内容を簡単に表示で

きるビュー (ml_table_scripts) があります。

カラム 説明

version_id INTEGER。プライマリ・キー。version_id カラムは、

ml_script_version テーブルの version_id カラムを参照します。

table_id INTEGER。プライマリ・キー。table_id カラムは、ml_table シ
ステム・テーブルの table_id カラムを参照します。

event VARCHAR(128)。プライマリ・キー。event カラムはイベント

の名前を格納します。

script_id INTEGER。script_id カラムは、ml_script テーブルの script_id カ
ラムを参照します。スクリプトは ml_script テーブルに格納さ

れます。
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ml_user
すべての登録済み Mobile Link ユーザと、そのユーザのパスワードと

同期ステータスを格納します。このテーブルの progress は、Ultra 
Light のリモートまたは Adaptive Server Anywhere バージョン 7 のリ

モートにだけ使用されます。

カラム 説明

user_id INTEGER。プライマリ・キー。user_id カラムは、

ユーザを識別するユニークな整数を格納します。この
値は Mobile Link が内部でのみ使用します。

name VARCHAR(128)。name カラムは、ユーザに指定され

た任意の名前を格納します。

commit_state INTEGER。commit_state カラムはステータスを格納し

ます。

progress NUMERIC(20,0)。progress はログ・オフセットまたは

ステータスとも呼ばれ、サブスクリプションのすべて
の操作がアップロードおよび確認されたところまでの
トランザクション・ログの位置を示します。このカラ
ムは、バージョン 7 データベースに使用されます。

バージョン 8.0 以降のデータベースでは、progress は 
ml_subscription テーブルに格納されます。

hashed_password BINARY(20)。hashed_password カラムは、Mobile Link 
ユーザのパスワードを難読化した形式で格納します。
パスワードがない場合、この値は NULL です ( これは

おすすめしません )。

last_download_time TIMESTAMP。指定したユーザまたはサブスクリプ

ションのダウンロードが、統合データベースに最後に
適用された時刻を示します。デフォルトは January 1, 
1900, 00:00:00 です。

last_upload_time TIMESTAMP。指定したユーザまたはサブスクリプ

ションのアップロードが、統合データベースに最後に
適用された時刻を示します。デフォルトは January 1, 
1900, 00:00:00 です。
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ml_user
備考 「progress」は、「ログ・オフセット」または「ステータス」とも呼ば

れ、リモート・データベースのトランザクション・ログの位置を示し
ます。これは、サブスクリプションに対するすべての操作がアップ
ロードされ確認された点を示します。dbmlsync は、オフセットを使用

してどのデータをアップロードするか決定します。

リモート・データベースでは、オフセットは SYS.SYSSYNC システ

ム・テーブルの progress カラムに格納されます。

統合データベースでは、バージョン 7.x データベースのオフセットは 
ml_user テーブルの progress カラムに格納され、バージョン 8.0 以降の

データベースのオフセットは ml_subscription テーブルの progress カラ

ムに格納されます。
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第 19 章 

データ型の変換

この章の内容 この章では、Mobile Link 同期サーバが、Adaptive Server Anywhere 以
外の統合データベースと通信する場合に発生するデータ型の変換につ
いての情報を提供します。以下の表は、データ型の変換を示します。

.NET 言語または Java で同期スクリプトを作成する場合、SQL データ

型を Java や .NET データ型にマップする方法を把握している必要があ

ります。詳細については、『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL データ

型と .NET データ型」および 『Mobile Link 管理ガイド』 > 「SQL デー

タ型と Java データ型」を参照してください。

注意
この章では、サポートされているデータ型についてのみ説明します。
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Adaptive Server Enterprise データのマッピング
Adaptive Server Enterprise データのマッピング

次の表は、Adaptive Server Anywhere または Ultra Light のデータ型がど

のように Adaptive Server Enterprise データ型にマップされるかを示し

ます。

Adaptive Server Anywhere または 
Ultra Light のデータ型

Adaptive Server Enterprise データ型

bit bit

tinyint tinyint

smallint smallint

int int

integer integer

decimal [ デフォルトは p=30, s=6] numeric(30,6)

numeric [ デフォルトは p=30 s=6] numeric(30,6)

float real

real real

double float

smallmoney numeric(10,4)

money numeric(19,4)

date datetime

time datetime

timestamp datetime

smalldatetime datetime

datetime datetime

char(n) varchar(n)

character(n) varchar(n)
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1 n は 36 より大きな値。

varchar(n) varchar(n)

character varying(n) varchar(n)

long varchar text

text text

binary(n) binary(n)

long binary image

image image

bigint numeric(20,0)

uniqueidentifier varchar(n) 1

Adaptive Server Anywhere または 
Ultra Light のデータ型

Adaptive Server Enterprise データ型
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IBM DB2 データのマッピング

次の表は、Adaptive Server Anywhere または Ultra Light のデータ型がど

のように IBM DB2 データ型にマップされるかを示します。

Adaptive Server Anywhere または 
Ultra Light のデータ型

IBM DB2 データ型

bit smallint

tinyint smallint

smallint smallint

int int

integer int

bigint decimal(20,0)

char(1-4000) varchar(n)

char(4001-32767) long varchar

character(1-4000) varchar(n)

character(4001-32767) long varchar

varchar(1-4000) varchar(n)

varchar(4001-32767) long varchar

character varying(1-4000) varchar(n)

character varying(4001-32767) long varchar または CLOB(n)

long varchar long varchar または CLOB(n)

text long varchar

binary(1-4000) varchar (bit データの場合 ) または 
BLOB(n)

binary(4001-32767) long varchar (bit データの場合 ) または 
BLOB(n)
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1 n は 36 より大きな値。

long binary long varchar (bit データの場合 ) または 
BLOB(n)

image long varchar (bit データの場合 ) または 
BLOB(n)

decimal [ デフォルトは p=30, s=6] decimal(30,6)

numeric [ デフォルトは p=30 s=6] decimal(30,6)

real real

float float

double float

smallmoney decimal(10,4)

money decimal(19,4)

date date

time time

smalldatetime timestamp

datetime timestamp

timestamp timestamp

uniqueidentifier varchar(n) 1

Adaptive Server Anywhere または 
Ultra Light のデータ型

IBM DB2 データ型
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Oracle データのマッピング

次の表は、Adaptive Server Anywhere または Ultra Light のデータ型がど

のように Oracle データ型にマップされるかを示します。

Adaptive Server Anywhere 
または Ultra Light のデータ

型

Oracle データ型

bit number(1,0)

tinyint number(3,0)

smallint number(5,0)

int number(11,0)

integer number(11,0)

bigint number(20,0)

decimal(prec, scale) number(prec, scale)

numeric(prec, scale) number(prec, scale)

float float

real real

smallmoney numeric(10,4)

money number(19,4)

date date

time date

timestamp date

smalldatetime date

datetime date

char(n) varchar(n) または CLOB(n)

varchar(n) varchar(n) または CLOB(n)
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1 n は 36 より大きな値。

LONG データ型は、Oracle 8、8i、9i では使用されなくなりました。

Oracle の LONG データ型を正常に同期させるには、[ODBC データ・

ソース設定 ] ダイアログで Oracle の [LONG 型コラムの強制検索 ] の 
ODBC オプションをチェックします。

long varchar CLOB

binary(n) raw(n) または BLOB(n)

varbinary(n) raw(n) または BLOB(n)

long binary BLOB

uniqueidentifier varchar2(n) 1

Adaptive Server Anywhere 
または Ultra Light のデータ

型

Oracle データ型
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Microsoft SQL Server データのマッピング

次の表は、Adaptive Server Anywhere または Ultra Light のデータ型がど

のように Microsoft SQL Server データ型にマップされるかを示します。

Adaptive Server Anywhere または 
Ultra Light のデータ型

Microsoft SQL Server データ型

bit bit

tinyint tinyint

smallint smallint

int int

integer int

bigint numeric(20,0) または bigint (SQL Server 
2000 のみ )

decimal [ デフォルトは p=30, s=6] decimal(30, 6)

numeric [ デフォルトは p=30 s=6] numeric(30,6)

float float

real real

smallmoney smallmoney

money money

date datetime

time datetime

timestamp datetime

smalldatetime datetime

datetime datetime

char(n) varchar(n) または text

character(n) varchar(n)

varchar(n) varchar(n) または text
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long varchar text

binary(n) binary(n) または image

long binary image

double float

uniqueidentifier uniqueidentifier

Adaptive Server Anywhere または 
Ultra Light のデータ型

Microsoft SQL Server データ型
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Microsoft SQL Server データのマッピング
662



第 20 章 

文字セットの考慮事項

この章の内容 この章では、Mobile Link アプリケーションで国際言語の問題を処理

する方法について説明します。
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文字セットの考慮事項

テキストの各文字は、1 バイトまたはそれ以上のバイトで表現されま

す。文字からバイナリ・コードへのマッピングを「文字セット・エン
コード」といいます。ヨーロッパ言語など、小規模なアルファベット
体系を持つ言語で使われる文字セットには、シングルバイト表現が使
用されるものがあります。ユニコードなどのように 2 バイト表現を使

用する文字セットもあります。2 バイト文字セットは、各文字につい

て記憶領域を 2 倍使用するため、はるかに多くの文字を表現できま

す。

変換エラーが起きたり、データが失われたりするのは、1 つの文字

セットを使用しているテキストを別の文字セットに変換しなければな
らないときです。すべての文字がすべての文字セットで表示できるわ
けではありません。特に、シングルバイト文字セットは、使用可能な
コードの数が限られているので、表示できる文字はマルチバイト・シ
ステムより少なくなります。

Mobile Link リモート・データベースの文字セットがユーザの統合

データベースと同じ場合は、文字変換の問題は起こりません。

ディレクトリのリストのようにインデックスを構築したり順序リスト
を準備したりするには、テキストをソートする必要がよくあります。
「ソート順」は、文字の順序を特定します。たとえば、一般的にソー
ト順では文字 "a" は文字 "b" の前に位置し、文字 "b" は文字 "c" の前に

位置します。

各データベースには、「照合順」があります。照合順は、データベー
スを作成するときに設定します。設定方法は、データベースのシステ
ムによって異なります。照合順は、データベースの文字セットとソー
ト順の両方を定義します。

ヒント 
可能な場合は常に、使用しているリモート・データベースの照合順
を、使用している統合データベースの照合順と同じになるように定義
してください。この方法により、間違った変換をする可能性が減りま
す。
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詳細については、『Ultra Light データベース・ユーザーズ・ガイド』 > 
「Ultra Light の文字セット」および『ASA データベース管理ガイド』 > 
「国際言語と文字セット」を参照してください。

同期中の文字セットの変換：Windows

同期中は、ある文字セットの文字を別の文字セットに変換しなければ
ならないことがあります。次の変換は、文字がリモート・アプリケー
ションと統合データベースの間で渡されるときに起こります。

アップロード中の文
字セットの変換

Mobile Link クライアントは、リモート・データベースの文字セット

を使用して Mobile Link 同期サーバにデータを送ります。

1. Mobile Link 同期サーバは、Unicode ODBC API を使用して統合

データベースと通信します。通信することにより、Mobile Link 同
期サーバはリモート・データベースから受け取ったすべての文字
をユニコードに変換します。

2. 必要に応じて、統合データベース・サーバの ODBC ドライバは文

字をユニコードから統合データベースの文字セットに変換しま
す。この変換を制御できるのは、使用している統合データベー
ス・システムの ODBC ドライバだけです。したがって、2 つの異

なるデータベース・システム ( 特に、異なる製造業者によって作

成されたシステム ) では、動作が異なる場合があります。Mobile 
Link 同期は、多くのデータベース・システムで動作します。詳細

については、使用している統合サーバと ODBC ドライバのマニュ

アルを参照してください。

ダウンロード中の文
字セットの変換

1. 統合データベース・システムの ODBC ドライバは、文字を統合

データベースのコードで受け取ります。このドライバは、これら
の文字をユニコードに変換し、Unicode API を通して Mobile Link 
同期サーバに渡します。この変換を制御できるのは、使用してい
る統合データベース・システムの ODBC ドライバだけです。詳細

については、使用している統合サーバと ODBC ドライバのマニュ

アルを参照してください。

2. Mobile Link 同期サーバは、Unicode ODBC API を通して文字を受

け取ります。リモート・データベースで異なる文字セットを使用
している場合は、ダウンロードする前に Mobile Link 同期サーバ

が文字を変換します。
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例 •    Windows CE デバイス上の Ultra Light アプリケーションでは、ユ

ニコード文字セットを使用します。

Windows CE アプリケーションを同期するときは、Mobile Link 同
期サーバ内で文字変換は行われません。Mobile Link 同期サーバ

は、アプリケーションから送信されたデータがすでにユニコー
ドであると判断し、それを ODBC ドライバに直接渡します。同

様に、データのダウンロード時も文字セットの変換は必要あり
ません。

•    Windows CE 以外のプラットフォーム上にあるすべての Adaptive 
Server Anywhere データベースとすべての Ultra Light アプリケー

ションは、リモート・データベースの照合順によって決定され
た文字セットを使用します。

リモート・データベースを同期するときは、Mobile Link 同期

サーバがリモート・データベースの文字セットとユニコードの
間の文字セット変換を実行します。

ODBC ドライバの文字セット変換の制御

統合データベースはユニコードを使用していない場合が多いので、使
用している統合データベース・システムの ODBC ドライバがデータ

をユニコードに変換する方法とユニコードから変換する方法について
理解しておくことが重要です。ODBC ドライバの中には、Mobile Link 
を実行しているマシンの言語設定を使って、使用する文字セットを決
定するものがあります。この場合、Mobile Link 同期サーバを実行し

ているマシンの言語設定とコード・ページ設定が、統合データベース
の設定と一致するのが最も望ましいことです。

Sybase Adaptive Server Enterprise のドライバなどその他の ODBC ドラ

イバでは、各接続で特定の文字セットを使用できます。変換のエラー
を避けるために、Mobile Link で使用する文字セットが統合データ

ベースの文字セットと一致するように設定してください。

使用している統合データベース・サーバの ODBC ドライバで文字

セット変換がどのように行われるかについては、各製品の ODBC ド
ライバのマニュアルを参照してください。
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     第 20 章   文字セットの考慮事項
同期中の文字セットの変換：Windows 以外

iAnywhere Solutions が Windows 以外のプラットフォームで提供する 
ODBC ドライバには、Unicode ODBC API が含まれません。Mobile 
Link 同期サーバは、リモート・データベースの照合順で決定された文

字セットを使用して、ODBC ドライバとデータを交換します。

リモート・データベースが Windows CE で実行中の Ultra Light アプリ

ケーションである場合は、Mobile Link 同期サーバが、ODBC で使用

されている文字セットとユニコード間の文字セット変換を実行しま
す。
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第 21 章 

iAnywhere Solutions ODBC ドライバ

この付録の内容 この付録では、Mobile Link で使用できる ODBC ドライバについて説

明します。
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Mobile Link でサポートされる ODBC ドライバ
Mobile Link でサポートされる ODBC ドライバ

次の表のとおり、Mobile Link 同期サーバは各種の統合データベース

や ODBC ドライバと連携させることができます。ドライバによって

は、Mobile Link と互換性があっても、使用に関する機能上の制約が

ある場合があります。

最新の情報と完全な機能仕様については、http://www.ianywhere.com/
developer/technotes/odbc_mobilink.html ( 英文 ) を参照してください。

ODBC ドライバの設定の詳細については、『Mobile Link およびリモー

ト・データ・アクセスの ODBC ドライバ』 > 「iAnywhere Solutions 
ODBC ドライバの概要」を参照してください。UNIX では、このマ

ニュアルのスタンドアロン・バージョンが、SQL Anywhere Studio イ
ンストール・ディレクトリの drivers サブディレクトリにインストール

されます。

データベース ODBC ドライバ

Oracle 8i iAnywhere Solutions 8 － Oracle 8、8i、9i ODBC 
ドライバ
 
Merant 製 Oracle 用 DataDirect Connect ODBC ド
ライバ

Oracle 9i iAnywhere Solutions 8 － Oracle 8、8i、9i ODBC 
ドライバ
 
Oracle 9i ODBC ドライバ

Microsoft SQL Server 7、
Microsoft SQL Server 2000

Microsoft SQL Server ODBC ドライバ 
 
Merant 製 DataDirect SQL Server Wire Protocol 
ODBC ドライバ
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Sybase Adaptive Server 
Enterprise 11.5 以降

iAnywhere Solutions 8 - Sybase ASE ODBC ドライ

バ
 
Merant 製 DataDirect Sybase Wire Protocol ODBC 
ドライバ
 
Merant 製 Sybase ASE 用 DataDirect Connect 
ODBC ドライバ
 
Merant 製 Sybase ASE 用 Connect ODBC ドライ

バ

IBM DB2 UDB 7.1、7.2 IBM DB2 UDB 7.1 ODBC ドライバ
 
IBM DB2 UDB 7.2 ODBC ドライバ
 
Merant 製 DataDirect DB2 Wire Protocol ODBC ド
ライバ

Sybase Adaptive Server 
Anywhere 9

Adaptive Server Anywhere 9.0 ODBC ドライバ

データベース ODBC ドライバ
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第 22 章 

Mobile Link アプリケーションの配備

この付録の内容 この付録では、Mobile Link サーバと Mobile Link クライアントを運用

環境に配備する方法について説明します。配備に必要なファイルを示
します。

ライセンス契約の確認
ファイルの再配布はライセンス契約に従います。このマニュアル内の
記述は、ライセンス契約のどの条項にも優先しません。配備について
検討する前にライセンス契約を確認してください。
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配備の概要
配備の概要

Mobile Link アプリケーションを配備するときは、以下の作業を行い

ます。

•    運用設定への Mobile Link サーバの配備

•    Adaptive Server Anywhere Mobile Link クライアントの配備

•    Ultra Light Mobile Link クライアントの配備

この章では、アプリケーションのインストール・プログラムに含める
必要があるファイルについて、これらの項目ごとに説明します。
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Mobile Link サーバの配備

Mobile Link 同期サーバを運用環境に配備するには、SQL Anywhere 
Studio のライセンス取得済みコピーを運用マシンにインストールする

のが最も簡単です。

しかし、( ライセンス契約に応じて ) Mobile Link 同期サーバを別のイ

ンストール・プログラムで再配布する場合は、ファイルのサブセット
だけを含めてもかまいません。この場合、インストール環境に次の
ファイルを含める必要があります。

注意 •    再配布する前にクリーンなマシンでテストしてください。

•    ファイルは、SQL Anywhere Studio インストール・ディレクトリ

にインストールしてください。

•    特に指定がないかぎり、ファイルを同じディレクトリにインス

トールしてください。

•    ロケーションが指定されている場合、ファイルは同じ名前の

ディレクトリにコピーしてください。

•    UNIX の場合は、SQL Anywhere アプリケーションおよびライブ

ラリを配置できるように、システムに環境変数を設定してくだ
さい。必要な環境変数を設定するためのテンプレートとして、
asa_config.sh と asa_config.csh (/opt/sybase/SYBSsa9/bin ディレク

トリ内 ) のいずれかのうち、シェルに適したファイルを使用す

ることをおすすめします。asa_config ファイルで設定される環境

変数には、PATH、LD_LIBRARY_PATH、ASANY9、ASANYSH9 
があります。

•    Java 同期論理を使用し、グラフィカルな管理ツール (Sybase 
Central および Mobile Link モニタ ) を使用するには、JRE 1.4.2 を
インストールします。
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Mobile Link サーバの配備
Windows アプリ

ケーション
説明 Windows ファイル

Mobile Link 同期サーバ ◆ charsets¥unicode
◆ win32¥dbmlsv9.dll
◆ win32¥dbmlsrv9.exe
◆ win32¥dbmsql9.dll
◆ win32¥dbunic9.dll

言語ライブラリ ◆ win32¥dblgen9.dll1

Windows パフォーマンス・モ

ニタのサポート
◆ win32¥dbmlctr9.dll2

◆ win32¥dbmlctr9.h
◆ win32¥dbmlctr9.ini

同期ストリーム・ライブラリ (
使用するライブラリを配備 )

◆ win32¥dbmlhttp9.dll
◆ win32¥dbmlsock9.dll

Java 同期論理 ◆ java¥activation.jar3

◆ java¥imap.jar3

◆ java¥jodbc.jar
◆ java¥log4j.jar3

◆ java¥mailapi.jar3

◆ java¥mlscript.jar
◆ java¥mlsupport.jar
◆ java¥pop3.jar3

◆ java¥smtp.jar3

◆ win32¥dbmjava9.dll
◆ win32¥mljodbc9.dll

.NET 同期論理 ◆ MobiLink¥setup¥dnet¥mlDomConfig.
xml

◆ win32¥dbmdnet9.dll
◆ win32¥dnetodbc9.dll
◆ win32¥iAnywhere.MobiLink.dll
◆ win32¥iAny-

where.MobiLink.Script.dll
◆ win32¥iAny-

where.MobiLink.Script.xml
◆ win32¥mlDomConfig.xsd
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セキュリティ・オプション 4 ◆ win32¥dbmlhttps.dll
◆ win32¥dbmlhttpsfips9.dll
◆ win32¥dbmlrsafips9.dll
◆ win32¥dbmljrsa9.dll
◆ win32¥dbmljtls9.dll
◆ win32¥dbmlrsa9.dll
◆ win32¥dbmltls9.dll

スクリプト・ファイル ( 統合

データベース用のファイルを
配備 )

◆ MobiLink¥setup
◆ MobiLink¥upgrade

iAnywhere Solutions ODBC ドラ

イバ

◆ drivers

dbmluser ユーティリティ ◆ win32¥dbmluser.exe

dbmlstop ユーティリティ ◆ win32¥dbmlstop.exe

エラー名 ◆ h¥sserror.h

Mobile Link モニタ ◆ java¥mlmon.jar
◆  shared¥java¥HelpManager11.jar
◆ shared¥java¥JComponents142.jar
◆ shared¥java¥jsyblib142.jar
◆ shared¥win32¥jsyblib142.dll
◆ ultralite¥java¥lib¥ulrt.jar
◆ win32¥dbmlmon.exe

Mobile Link プラグインおよび

モニタのオンライン・ヘルプ
◆ java¥dbmaen9.jar1

Mobile Link リダイレクタ ◆ MobiLink¥redirector

Sybase Central ◆ shared¥Sybase Central 4.3

Sybase Central プラグイン ◆ win32¥dbmlput9.dll

説明 Windows ファイル
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Mobile Link サーバの配備
注意：ソフトウェアのバージョンによっては、ファイルが win32 また

は ia64 ディレクトリにある場合があります。

1 フランス語、ドイツ語、日本語、中国語の版では、en をそれぞれ 
fr、de、ja、zh と置き換えます。

2 セットアップ・プログラムはこのファイルを自己登録しなければな

りません。

3 アプリケーションを再配布する場合は、これらのファイルを Sun か
ら直接入手してください。

4 トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用するには、別途ライ

センスを取得できる SQL Anywhere Studio セキュリティ・オプション

を入手する必要があります。このセキュリティ・オプションは、輸出
規制対象品目です。このコンポーネントのご注文については、『SQL 
Anywhere Studio の紹介』 > 「別途ライセンスが入手可能なコンポーネ

ント」を参照してください。

Notifier ◆ java¥activation.jar3

◆ java¥jodbc.jar
◆ java¥log4j.jar
◆ java¥mailapi.jar3

◆ java¥mlnotif.jar
◆ java¥mlscript.jar
◆ java¥smtp.jar3

QAnywhere ◆ java¥log4j.jar
◆ java¥qaconnector.jar

説明 Windows ファイル
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UNIX、Linux、
Macintosh のアプリ

ケーション
説明 UNIX ファイル

Mobile Link 同期サーバ ◆ bin/dbmlsrv9
◆ charsets/unicode
◆ lib/libdbodm9_r.so3

◆ lib/libdbmsql9_r.so3

◆ lib/libdbtasks9_r.so3

◆ lib/libdbunic9_r.so3

言語ライブラリ ◆ res/dblgen9.res1

同期ストリーム・ライブ
ラリ ( 使用するライブラリ

を配備 )

◆ lib/libdbmlhttp9_r.so3

◆ lib/libdbmlsock9_r.so3

Java 同期論理 ◆ java/activation.jar2

◆ java/imap.jar2

◆ java/jodbc.jar
◆ java/log4j.jar2

◆ java/mailapi.jar2

◆ java/mlscript.jar
◆ java/mlsupport.jar
◆ java/pop3.jar2

◆ java/smtp.jar2

◆ lib/libdbmjava9_r.so3

◆ lib/libmljodbc9.so3

.NET 同期論理 ◆ なし

セキュリティ・オプショ

ン 4
◆ lib/libdbmlhttps9_r.so3

◆ lib/libdbmlrsa9_r.so3

◆ lib/libdbmltls9_r.so3

スクリプト・ファイル ( 統
合データベース用のファ
イルを配備 )

◆ MobiLink/setup
◆ MobiLink/upgrade

iAnywhere Solutions ODBC 
ドライバ

◆ drivers
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Mobile Link サーバの配備
1 フランス語、ドイツ語、日本語、中国語の版では、en をそれぞれ 
fr、de、ja、zh と置き換えます。

2 アプリケーションを再配布する場合は、これらのファイルを Sun か
ら直接入手してください。

dbmluser ユーティリティ ◆ bin/dbmluser

dbmlstop ユーティリティ ◆ bin/dbmlstop

エラー名 ◆ h/sserror.h

Mobile Link モニタ ◆ bin/dbmlmon
◆ java/mlmon.jar
◆ shared/java/HelpManager11.jar
◆ shared/java/JComponents142.jar
◆ shared/java/jsyblib142.jar
◆ ultralite/java/lib/ulrt.jar

Mobile Link リダイレクタ ◆ Mobilink/redirector/redirector.config
◆ MobiLink/redirector/java

Mobile Link プラグインお

よび Mobile Link モニタの

オンライン・ヘルプ

◆ java/dbmaen9.jar

Sybase Central ◆ shared/sybcentral43

Sybase Central プラグイン ◆ lib/libdbmlput9_r.so3

Notifier ◆ java/activation.jar2

◆ java/jodbc.jar
◆ java/log4j.jar
◆ java/mailapi.jar2

◆ java/mlnotif.jar
◆ java/mlscript.jar
◆ java/smtp.jar2

QAnywhere ◆ java/log4j.jar
◆ java/qaconnector.jar

説明 UNIX ファイル
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3 Solaris および Linux のファイル拡張子は .so です。AIX のファイル拡

張子は .a です。HP のファイル拡張子は .sl です。Macintosh のファイ

ル拡張子は .dylib です。

4 トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用するには、別途ライ

センスを取得できる SQL Anywhere Studio セキュリティ・オプション

を入手する必要があります。このセキュリティ・オプションは、輸出
規制対象品目です。このコンポーネントのご注文については、『SQL 
Anywhere Studio の紹介』 > 「別途ライセンスが入手可能なコンポーネ

ント」を参照してください。
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Adaptive Server Anywhere Mobile Link クライアント

の配備

Adaptive Server Anywhere クライアントの場合、Adaptive Server 
Anywhere データベース・サーバと Mobile Link クライアントを配備す

る必要があります。

Adaptive Server Anywhere データベースの配備については、『ASA プロ

グラミング・ガイド』 > 「データベースとアプリケーションの配備」

を参照してください。

( ライセンス契約に応じて ) Mobile Link 同期クライアントを再配布す

る場合は、Adaptive Server Anywhere データベースに必要なファイルの

他に、以下のファイルをインストール環境に含める必要があります。

特に指定がないかぎり、ファイルを同じディレクトリにインストール
してください。

Windows アプリ

ケーション
説明 Windows ファイル

Mobile Link 同期クライアント ◆ win32¥dblgen9.dll1

◆ win32¥dbmlsync.exe
◆ win32¥dbtool9.dll

 
注意：dbtools インタフェースを使用

している場合を除き、Windows CE で
は dbtool9.dll は必要ありません。

dbmlsync 統合コンポーネント ◆ Mobile Link 同期クライアン

ト・ファイル

◆ ビジュアル・コンポーネント

用の dbmlsynccomg.dll また

は非ビジュアル・コンポーネ

ント用の dbmlsynccom.dll

同期ストリーム・ライブラリ ( 使用

するライブラリを配備 )
◆ win32¥dbmlhttp9.dll
◆ win32¥dbmlsock9.dll
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1 フランス語、ドイツ語、日本語、中国語の版では、en をそれぞれ 
fr、de、ja、zh と置き換えます。

2 トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用するには、別途ライ

センスを取得できる SQL Anywhere Studio セキュリティ・オプション

を入手する必要があります。このセキュリティ・オプションは、輸出
規制対象品目です。このコンポーネントのご注文については、『SQL 
Anywhere Studio の紹介』 > 「別途ライセンスが入手可能なコンポーネ

ント」を参照してください。

3 FIPS セキュリティは、Windows CE には該当しません。

UNIX、Linux、
Macintosh のアプリ

ケーション

セキュリティ・オプション 2 ◆ dbmlhttps9.dll
◆ dbmlhttpsfips9.dll3

◆ dbmlrsafips9.dll3

◆ dbmlrsa9.dll
◆ dbmltls9.dll

ActiveSync ユーティリティと 
HotSync ユーティリティ

◆ win32¥dbasinst.exe
◆ win32¥dbcon9.exe

Listener ◆ win32¥dblgen9.dll1

◆ win32¥dblsn.exe
◆ win32¥lsn_udp.dll
◆ win32¥lsn_swi510.dll
◆ win32¥maac555.dll
◆ win32¥maac750.dll
◆ win32¥maac750r3.dll
◆ win32¥mabridge.dll

説明 Windows ファイル

説明 UNIX ファイル

Mobile Link 同期クライアント ◆ bin/dbmlsync
◆ res/dblgen9.res
◆ lib/libdbtool9.so1

◆ lib/libdbtool9_r.so1
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Adaptive Server Anywhere Mobile Link クライアントの配備
1 Solaris および Linux のファイル拡張子は .so です。AIX のファイル拡

張子は .a です。HP のファイル拡張子は .sl です。Macintosh のファイ

ル拡張子は .dylib です。

2 トランスポート・レイヤ・セキュリティを使用するには、別途ライ

センスを取得できる SQL Anywhere Studio セキュリティ・オプション

を入手する必要があります。このセキュリティ・オプションは、輸出
規制対象品目です。このコンポーネントのご注文については、『SQL 
Anywhere Studio の紹介』 > 「別途ライセンスが入手可能なコンポーネ

ント」を参照してください。

同期ストリーム・ライブラリ ( 使用

するライブラリを配備 )
◆ lib/libdbmlhttp9_r.so1

◆ lib/libdbmlsock9_r.so1

セキュリティ・オプション 2 ◆ lib/libdbmlhttps9_r.so1

◆ lib/libdbmlrsa9_r.so1

◆ lib/libdbmltls9_r.so1

説明 UNIX ファイル
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Ultra Light Mobile Link クライアントの配備

Ultra Light クライアントの場合、Ultra Light ランタイム・ライブラリ

または Ultra Light コンポーネントには、必要な同期ストリーム機能が

含まれています。Ultra Light ランタイム・ライブラリは、アプリケー

ションにコンパイルされます。配備はライセンス契約に応じて決まり
ます。

詳細については、Ultra Light コンポーネントまたは使用している開発

モデルのマニュアルを参照してください。

Palm アプリケー

ション
説明 Palm ファイル

Windows Listener 設定ユーティリティ ◆ dblsncfg.exe

Treo 180 用のリスナ ◆ palm¥Treo180¥lsnT180.prc

Kyocera 6035 用のリスナ ◆ palm¥Kyocera6035¥lsnK6035.
prc
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QAnywhere アプリケーションの配備

QAnywhere アプリケーションには、クライアント・ファイルとサー

バ・ファイルが必要です。

QAnywhere クライアントには、以下にリストされているファイルのほ

かに、dbmlsync によって使用されるすべてのファイルが必要です。

dbmlsync の詳細については、「Adaptive Server Anywhere Mobile Link ク
ライアントの配備」 682 ページを参照してください。

Windows アプリ

ケーション

UNIX、Linux、
Macintosh のアプリ

ケーション

QAnywhere .NET 
API dll の登録

QAnywhere .NET API dll (win32¥iAnywhere.QAnywhere.Client.dll) は、

Windows (Windows CE を除く ) 上の Global Assembly Cache に登録する

必要があります。Global Assembly Cache には、マシンに登録されてい

るすべてのプログラムがリストされています。SQL Anywhere Studio 
をインストールすると、インストール・プログラムによって登録され
ます。Windows CE の場合、この DLL を登録する必要はありません。

説明 Windows ファイル

QAnywhere ク
ライアント

◆ qanywhere.db
◆ win32¥iAnywhere.QAnywhere.Client.dll または 

ce¥iAnywhere.QAnywhere.Client.dll (C# インタ

フェースの場合のみ必要 )
◆ win32¥qaagent.exe または 

ce¥arm.30¥qaagent.exe または 
ce¥x86.30¥qaagent.exe

◆ win32¥qany9.dll または ce¥arm.30¥qany9.dll また

は ce¥x86.30¥qany9.dll

サーバ側 ◆ java¥log4j.jar
◆ java¥qaconnector.jar

説明 UNIX ファイル

サーバ側 ◆ java/log4j.jar
◆ java/qaconnector.jar
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QAnywhere を配備する場合は、.NET Framework に含まれている 
gacutil ユーティリティを使用して、QAnywhere .NET API dll 
(win32¥iAnywhere.QAnywhere.Client.dll) を登録してください。
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